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第 1 章 事業概要 

第 1 節 事業の趣旨・目的 

沖縄県では地域産業を担う人材の不足が深刻化している。入域観光客の増加が著しく、特

に外国人観光客は 5 年前と比較して約 7 倍となった。これに対応するため、地域企業各社

は人材確保に努めているが、県内の若手人口の流出が続き、特にサービス系産業において業

務遂行に大きな支障を生じるほどの人材不足に陥っている。この状況に端を発して、沖縄県

では近年、外国人活用の動きが盛んとなっており、外国人依存度が急速に上昇している。特

に留学生に対する期待は大きく、もとより外国人が多く駐留する地域特性から外国人が比較

的定着しやすく、留学生にも沖縄県での定着・就職が望まれる。 

 しかしながら、留学生の日本・沖縄県での定着・就職を更に促進するためには、言語や文

化の違いを踏まえ、日本への適応力を向上させる必要がある。 

そこで本事業では、外国人留学生を対象に日本的価値観、日本的行動様式、日本でのキャ

リア形成等に関わる知識・スキルを醸成する教育プログラムを開発・実証する。 

この取組を通じて、留学生の日本への適応力向上を支援し、地域定着を促進することで、

沖縄県の人材不足という課題解決に寄与していく。 
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第 2 節 実施体制 

本事業では事業実施に際して、各連携機関と共同で下図の体制を構築し、運用する。 

 事業の推進主体として、「事業実施委員会」を設置する。当該委員会では連携する行政機

関、教育機関、業界企業・団体が参画する。ここでは、事業計画に基づいて事業活動の全体

の方針や各事業活動の計画等について議論を行う。また、各事業成果について評価を行い、

必要に応じて方針修正や改訂内容を検討する。 

 さらに、事業実施委員会で議論された方針・計画に基づき、各事業活動を具体化・推進す

る組織として「分科会」を設立する。分科会には当団体（社団法人沖縄専門人材開発研究会）

をはじめ、事業に参画する連携機関から選抜された者、および外部協力者が参画し、各事業

活動推進に伴う実作業を遂行する。活動成果については事業実施委員会に提出し、その評価

を受けて適宜修正等を行うことで品質を管理する。 

 また、本事業全体の事務局機能は当団体が保有し、連携機関等との事務連絡、会合準備、

支出管理、請負業者の手配・管理等を行う。 
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 本事業における構成委員は以下の通りである。 

氏名 所属・職名 役割等 都道府県名 

１ 宮里 智樹 （一社）沖縄専門人材開発研究会 統括 沖縄県 

２ 島袋 永伸 専門学校日経ビジネス 
開発・

実証 
沖縄県 

３ 儀間 智 専門学校琉球リハビリテーション学院 
開発・

実証 
沖縄県 

４ 呉屋 良昭 
専門学校琉美インターナショナルビューティ

カレッジ 

開発・

実証 
沖縄県 

５ 屋宜 宣秀 専門学校 IT カレッジ沖縄 
開発・

実証 
沖縄県 

６ 辻野 信成 専修学校パシフィックテクノカレッジ学院 
開発・

実証 
沖縄県 

７ 比嘉 良行 (株)OCC 評価 沖縄県 

８ 町田 岳司 (株)ロワジール・ホテルズ沖縄 評価 沖縄県 

９ 照屋 周 医療法人陽心会 評価 沖縄県 

10 渡真利 哲 (公社)沖縄情報産業協会 評価 沖縄県 

11 米谷 保彦 (一財)日本旅行業協会 沖縄支部 評価 沖縄県 

12 金城 透 (一社)沖縄県自動車整備振興会 評価 沖縄県 
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第 3 節 事業内容概説 

 本節では、本事業における 3 年間の実施内容について列挙していく。3 年間の事業取組と

しては以下のとおりである。 

■平成 30 年度 

 〇取組(1) 実態調査 

・沖縄県内外国人留学生の就職等に関わる実態調査  

－ 沖縄県内企業対象アンケート調査 

－ 沖縄県内外国人留学生対象アンケート調査 

〇取組(2) 事例調査 

・ソーシャルスキル教育教材事例調査 

－ 日本文化・社会教育教材 

－ キャリア教育教材 

－ 日本型コンピテンシー教育教材 

〇取組(3) 教育プログラム開発 

① ソーシャルスキル評価指標開発 

② カリキュラム開発 

③ 教材プロトタイプ開発 

－ 日本文化・社会教育（テキスト教材） 

－ キャリア教育（テキスト教材） 

－ 日本型コンピテンシー教育（PBL 教材） 

〇取組(4) 会議開催 

① 実施委員会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：10 月,12 月,2 月 

 ② 分科会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：10 月,12 月,2 月 

■２０１９年度  

〇取組(1) 教材プロトタイプ追加開発 
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前年度に開発した「日本文化・社会教育」「キャリア教育」「日本型コンピテンシー教育」

教材の追加開発。 

〇取組(2) 実証講座 

・プロトタイプ検証を目的とする実証講座 

－対象：専修学校 2~3 校 各沖縄県内留学生 10 名程度 

－期間：1 週間程度 

〇取組(3) 教育プログラム開発 

① シラバス開発 

② 教材本格開発 

－ 日本文化・社会教育（テキスト教材） 

－ キャリア教育（テキスト教材） 

－ 日本型コンピテンシー教育（PBL 教材） 

③ e ラーニング教材プロトタイプ開発 

－ 日本文化・社会教育（講義映像） 

－ キャリア教育（講義映像） 

〇取組(4) 会議開催 

① 実施委員会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：8 月,11 月,2 月 

② 分科会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：8 月,11 月,2 月 

 

■令和２年度 

〇取組(1) 教育プログラム開発 

①教材追加開発 

－日本文化・社会教育     

－キャリア教育         

－日本型コンピテンシー教育    
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②e ラーニング教材本格開発 

－日本文化・社会教育(講義映像)   

－キャリア教育(講義映像)     

③指導要領開発 

 

〇取組（2） 実証講座 

教育プログラム検証を目的とする実証講座 

－ 対象：沖縄県内：専門学校 IT カレッジ沖縄 

     沖縄県外：九州工科自動車専門学校（熊本県） 

実施校に在籍している留学生 各 13 名 

－ 期間：沖縄県内：2020 年 11 月 12,19 日 3h/日×2 日 計 6 時間 

     沖縄県外：2020 年 12 月 18,24 日 3h/日×2 日 計 6 時間 

 

〇取組（3） 会議開催 

① 実施委員会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：8 月,10 月,1 月 

② 分科会開催 

－ 場所：沖縄県内 

－ 時期：8 月,10 月,1 月 
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第 4 節 今年度における具体的な取り組み 

令和２年度では、まず２０１９年度に開発した３科目の教材への追加開発を行った。さら

に、「日本文化・社会教育」「キャリア教育」の 2 科目に対応する講義映像型の e ラーニング

教材を開発した。併せて、前年度実施した実証講座や講義映像の開発経験等も参考にして、

指導者向けの資料として、本プログラムの指導要領の開発を行った。そこでは、本プログラ

ムの目的・概要・運用方法・教材概要・各科目の指導方法等のほか、各分野の専修学校専門

課程に本プログラムをアタッチする形での実施モデルを検討・作成し、掲載している。 

上記の開発を行ったのち、平成 30 年度から令和２年度にかけて開発した教育プログラム

全体の有効性・妥当性等を検証することを目的とした実証講座を実施した。各活動について

以下に記載する。 

 

・取組(1) 教育プログラム開発 

①教材追加開発 

前年度に開発した「日本文化・社会教育」「キャリア教育」「日本型コンピテンシー教育」

の教材への追加開発を行った。 

「日本文化・社会教育」では、前年度に開発した日本全体に関する教材「日本の基礎知識」

の改訂および洗練化の作業である。 

「キャリア教育」では、既存のキャリアに関する教材をもとに留学生用にアレンジした教

材の開発を行った。 

「日本型コンピテンシー教育」では前年度開発した PBL 教材の評価・検討および必要に

応じて改訂作業を実施した。 

 

②e ラーニング教材本格開発 

 前年度に部分的に開発した「日本文化・社会教育」の沖縄に関する教材および「キャリア

教育」の IT 人材に関する教材の講義映像型の e ラーニングを追加開発した。 

 さらに、前年度に開発した「日本文化・社会教育」の日本全体に関する教材と今年度開発

した「キャリア教育」の自動車整備士に関する教材の講義映像型の e ラーニングとして開発

も行った。 
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③指導要領開発 

前年度および今年度の取組(2)で実施する実証講座や講義映像の開発経験等も参考にし、

指導者向けの資料として、本プログラムの指導要領の開発を行った。 

そこでは、本プログラムの目的・概要・運用方法・教材概要・各科目の指導方法等のほか、

各分野の専修学校専門課程に本プログラムをアタッチする形での実施モデルを作成した。 

 

・取組(2) 実証講座 

前年度から今年度前半までに開発した教材の検証を目的とする実証講座を 2 校にて実施

した。 

講座の対象者は、沖縄県の専門学校 IT カレッジ沖縄に在籍している外国人留学生と、熊

本県の九州工科自動車専門学校に在籍している留学生。人数については各校 13 名であった。 

 

取組(3) 会議開催 

 本事業を推進するにあたり、沖縄県内にて計 3 回の実施委員会および分科会を開催した。 
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第 2 章 教育プログラム開発 

第 1 節 概要 

 本章では、今年度実施した教育プログラム開発について述べていく。教育プログラムの開

発として実施したことは、「教材追加開発」「e ラーニング教材本格開発」「指導要領開発」

の 3 つである。 

 まず、「教材追加開発」では、前年度に開発した「日本文化・社会教育」「キャリア教育」

「日本型コンピテンシー教育」の教材への追加開発を行った。 

「日本文化・社会教育」では、前年度に開発した日本全体に関する教材「日本の基礎知識」

の改訂および洗練化の作業である。 

「キャリア教育」では、既存のキャリアに関する教材をもとに留学生用にアレンジした教

材の開発を行った。 

「日本型コンピテンシー教育」では前年度開発した PBL 教材の評価・検討および必要に

応じて改訂作業を実施した。 

次に、「e ラーニング教材本格開発」では、前年度に部分的に開発した「日本文化・社会教

育」の沖縄に関する教材および「キャリア教育」の IT 人材に関する教材の講義映像型の e

ラーニングを追加開発した。 

 さらに、前年度に開発した「日本文化・社会教育」の日本全体に関する教材と「キャリ

ア教育」の自動車整備士に関する教材の講義映像型の e ラーニングとして開発も行った。 

 最後に、「指導要領開発」として、導者向けの資料として、本プログラムの指導要領の開

発を行った。 
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第２節 教材追加開発 

 本節では、前年度に開発した「日本文化・社会教育」「キャリア教育」「日本型コンピテン

シー教育」の教材への追加開発ついて述べていく。 

第 1 項 日本文化・社会教育 

 日本文化・社会教育では、昨年度開発した日本全体に関する学習教材である「日本の基礎

知識」について改訂および洗練化を行った。 

 まず、修正作業についてである。昨年度成果報告書提出時に生じていた誤字脱字の修正や

ルビ修正、アニメーションによる説明文の工夫を行った。ルビの修正について、昨年度開発

時においては、PowerPoint にて Word ファイルの貼り付けで作成していた。Word ファイ

ルの貼り付けでは、アニメーションの追加が行えないため、スライド内の文章をテキストボ

ックスに変更し、ルビの追加作業も行った。ルビについては、昨年度と同様に漢字との位置

ズレが生じないようにテキスト同士をグループ化するなどの工夫を行った。また、いくつか

のスライドにおいて他とは違うフォントやフォントサイズで作成されている箇所があった

ため、その修正作業も行った。さらに、実証講座にて活用することを想定し、アニメーショ

ンの追加や説明文の追加などによるノートの説明文についても修正を行った。以下は昨年度

提出時と今年度の修正作業後の比較について一例を示したものである。 

 

昨年度               今年度修正後 

スライド内の文章（Word 貼り付け）   スライド内文章（テキストボックス）         

  

 

 

 

 

 

 

  



15 

 

第 2 項 キャリア教育 

 「キャリア教育教材」の追加開発では、「自動車整備士のキャリア」の洗練化と既存の職

業全体とした「留学生用職業キャリア」を対象とした。「自動車整備士のキャリア」につい

ては、文章の校正、デザインの修正および冊子化である。「留学生用職業キャリア」につい

ては、既存の職業キャリア教材を留学生用にアレンジした。 

2-1「自動車整備士のキャリア」  

自動車整備士のキャリアについては、昨年度の開発時と構成は同じであり、 

「 職業理解 」 

「 職業意識 」 

「 職業人コンピテンシー 」 

「 職業キャリア形成 」 

の４つの大項目から構成されている。大項目は、それぞれ２つずつの中項目も設け、合計 14

の小項目で構成している。 

以下に、本キャリア教育教材のカリキュラム表を提示する。 

まず、昨年度の開発物について、実施委員会の委員などから文章の表現などにおいて検討

の余地があるとの意見をいただいた。当社団法人でも再検討を行い、自動車整備士の仕事に

大項目 中項目 小項目

０１．自動車整備士の役割・仕事

０２．自動車整備士の職場

０３．自動車整備をめぐる社会の動き

自動車整備士とは何か②

社会の動きと自動車整備業界の動向を知る
０４．自動車整備業界の動向

０５．社会的責任を担う自動車整備士の心構え①

０６．社会的責任を担う自動車整備士の心構え②

自動車整備人材の職業意識②

個人としての自動車整備士の心構えを学ぶ
０７．専門職としての自動車整備士の心構え

０８．自動車整備士のコミュニケーション能力

０９．自動車整備士におけるチームワーク

自動車整備士に必要な能力②

専門職業人として日々の研鑽が必要な自動車整備士が

習得すべき能力を考える

１０．専門職としての自動車整備士の視点

１１．自動車整備士のキャリアパス

１２．自動車整備士のやりがいや達成感・使命感

１３．自動車整備士のキャリアプラン

１４．自動車整備士のキャリアビジョン

自動車整備士のキャリアパス形成②

自動車整備士としての自分のキャリアを考える

自動車整備士分野

職業人コンピテンシー

自動車整備士分野

職業キャリア形成

自動車整備士とは何か①

自動車整備士の役割・意義と職種を知る自動車整備士分野

職業理解

自動車整備人材の職業意識①

組織・社会の一員としての自動車整備士の心構えを知る自動車整備士分野

職業意識

自動車整備士に必要な能力①

チームワークで働く自動車整備人材が習得すべき

能力を考える

自動車整備士のキャリアパス形成①

様々な自動車整備士のキャリアパスを考える
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ポジティブな印象を浮かべられる文章の挿入や、外国人留学生が理解しやすい文章への修正

などの校正を行った。また、文章イラストが重ねっている箇所の修正などデザインについて

も、洗練化を実施した。開発した教材の一部を紹介する。 

 

         昨年度                  今年度 
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2-2 留学生用職業キャリア 

 留学生用職業キャリアについては、既存の職業キャリア教材である『高等学校キャリア教

育支援プログラム 職業キャリア教育』を参考に、開発した。具体的には、文章を日本語能

力試験の 3 級（N3）合格レベルの留学生が理解できる内容で記述した。また、縦書きから

横書きに変更し、横書きに慣れている留学生にも読みやすいように工夫した。イラストにつ

いては既存の教材から抽出し、活用している。以下に、既存の職業キャリア教材と、今年度

開発した「留学生用職業キャリア」の比較を提示する。 

 

既存の職業キャリア教材        「留学生用職業キャリア」   

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

一般社団法人大阪府専修学校各種学校連合会 

高等学校キャリア教育支援プログラム 

『職業キャリア教育』 
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第 3 項 日本型コンピテンシー教育教材 

 日本型コンピテンシー教育教材における追加開発の対象は、昨年度開発した「泡盛振興

PBL」である。学習テーマや学習設定、実施時間については昨年度と同じである。今年度の

追加開発としては、PBL 教材の修正と「指導ガイド」作成の２点を実施した。 

以下にそれぞれの実施内容を記していく。 

①PBL 教材の修正 

まず、実施項目の再構成である。昨年度開発した学習の手順としては、 

１「ヒアリング」 

２「要求分析」 

３「提案書作成」 

４「相互評価」 

５「講師による評価」 

という 5 段階であった。しかし、留学生を対象とした教材であり、事前知識の理解が重要で

あることを背景に、オリエンテーションとして、「案件の理解」という項目を最初に設けた。

「相互評価」は「講師による評価」内に含めて、最終的に以下の手順とした。 

１「案件の理解」 

２「ヒアリング」 

３「要求の分析」 

４「提案書の作成」 

５「講師による評価」 

 次に、デザインの修正も行った。PBL 教材全体のデザインをリファインし、より学習しや

すいように配置の修正や、背景の追加を行った。具体的には、沖縄県に関する教材であるこ

とをイメージしやすいようにシーサーやハイビスカスの絵を挿入している。また、全体的に

も沖縄県の海をイメージした青を取り入れている。以下に修正の前後の例を提示する。 
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①表紙（左：昨年度 右：今年度） 

 

 

 

 

 

 

 

②演習の概要（左：昨年度 右：今年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 PBL の修正については、以上の 2 項目を実施した。昨年度の開発時においても、留学生を

対象として開発を行っていたが、本事業の実施委員会における委員の提案などを積極的に取

り入れることによって、留学生がより実践的に学習できる内容に修正した。 

 

②指導ガイドの作成 

 2 つ目の実施内容は「指導ガイド」の作成である。本教材を活用する場合に、講師が確認

する目的で作成した。各段階における指導内容や指導におけるポイントを提示している。 

 また、本教材を活用するにあたり、段階ごとに評価基準を示している。一般的な評価基準

として挙げられる参加態度や確認テストのように、本教材における評価の基準を設定してい

る。この評価基準を参考に講師は学習者を評価することになる。 

 指導ガイドの基本的な項目は、 

 (1)指導内容・目標 
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 (2)指導のポイント 

 (3)評価基準 

以上 3 つである。 

さらに、ワークのある「ヒアリング」「要求の分析」「提案書の作成」においては、(2)指

導のポイントと(3)評価基準の間に、ワークシートの「回答例」を挿入している。各演習場

面において、回答例を参考にしながら指導する。 

以下は、指導ガイドの一部である。 

 

        表紙                指導のポイント 

     

 

 

 

 

 

        回答例                 評価基準 
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第 3 節 e ラーニング教材本格開発 

 前年度に部分的に開発した「日本文化・社会教育」の沖縄に関する教材および「キャリア

教育」の IT 人材に関する教材の講義映像型の e ラーニングを追加開発した。 

 さらに、前年度に開発した「日本文化・社会教育」の日本全体に関する教材と今年度開発

した「キャリア教育」の自動車整備士に関する教材の講義映像型の e ラーニングとして開発

も行った。昨年度の開発も含めて、e ラーニングサイトを再構成した。以下は、e ラーニン

グサイトのトップ画面である。 
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第 1 項 日本社会・社会教育教材 

「日本文化・社会教育教材」における e ラーニング教材本格開発で実施した内容は、昨年

度開発した「沖縄のくらし」における 4 項目と、「日本の基礎知識」の 50 項目である。実

施内容は昨年度と同様に、以下の通りである。 

 

①アバターを活用して講義映像化 

②CBT 機能の構築 

（a）確認テスト 

（b）解説動画 

 

1-1 沖縄のくらし 

①アバターを活用して講義映像化 

「沖縄のくらし」において開発した項目は、以下の 4 項目である。 

 

・水を大切にする沖縄の人びと 

・沖縄の野菜の市場 

・沖縄のくだもの屋 

・沖縄の伝統的な店 

 

講義映像の作成手順として、第１に、PowerPoint 教材にナレーションをつける作業を

行った。作業方法は、PowerPoint 機能の「記録」を活用した。講師が PowerPoint 教材の

「ノート」に記述した原稿を読みながら、説明を行う。その様子を PC で「記録」するこ

とで、PowerPoint 教材に講師が映っている講義映像を作成した。 

第 2 に、作成した講義映像に映る講師をアバター化することで、コンテンツ教材化を行

った。留学生が映像を視聴する際に、可能な限り声の高さや見た目に対して違和感を抱か

ず、積極的な学習を可能とする設定をした。 

また、ベトナム語翻訳を講義資料の下部に字幕として追加した。作成した講義映像が下

の写真である。 
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②CBT 機能の構築 

（a）確認テスト 

確認テストは、各項目２問ずつ設定し、講義映像内で説明した内容に沿う問題を作成し

た。受講者が外国人留学生であることから、比較的難易度を低く設定した。また、難読漢

字の不使用、文字の拡大を行い、受講者が問題内容の把握、選択肢の理解で障害が生じな

い程度に調整した。 

 

①回答方法は、４つの項目から１つ選び「次へ」のボタンを押す。 
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②２問目を回答し、「結果・解説」を押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③正解の数を確認し、「解説動画」を押す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

正解数 
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（b）解説動画 

 解説動画では、スライドに表記している問題文と選択肢を読み上げ、正解を発表する。

また、正解に関連する解説も行う。１問目の解説後に続けて２問目の解説が行われる設定

とした。解説動画においても、ベトナム語も併記した。 
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1-2 日本の基礎知識 

 日本の基礎知識も「1-1 沖縄のくらし」と同様に、e ラーニング教材化を実施した。ま

ず、前述した教材追加開発における修正作業後に、スライドに則する問題の作成を行っ

た。各項目 2～3 問程度で合計 115 問作成した。それに併せて、115 問分の解説動画用の

スライドも作成した。 

 次に、修正したスライドをもとにして、沖縄のくらしと同様に、アバターの追加作業を

行った。アバターは、沖縄のくらしと同様のイラストを採用した。 

また、沖縄のくらしとは異なり、日本の基礎知識ではベトナム語翻訳は追加していな

い。沖縄のくらしについては、近年沖縄でもベトナム出身の留学生が増加している背景

や、昨年度の実証講座で活用したことから追加した状態である。日本の基礎知識は、今年

度の開発においては、他言語の翻訳を追加は行わず、次年度以降の活用時に必要に応じて

検討していきたい。 

以下に、日本の基礎知識の開発サンプルを提示する。 

 

①講義映像例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
パワーポイントスライド アバター 
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②確認テスト例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③解説動画例 
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第２項 キャリア教育教材 

「キャリア教育教材」における e ラーニング教材プロトタイプ開発は、昨年度に一部開発

した「IT 人材のキャリア」と「自動車整備士のキャリア」である。実施した内容について

は、日本文化・社会教育教材と同様に、 

 

①アバターを活用して講義映像化  

②CBT 機能の構築 

（a）確認テスト 

（b）解説動画 

 

2-1 IT 人材のキャリア 

 ①アバターを活用して講義映像化 

今年度に「IT 人材のキャリア」教材において、e ラーニング化した項目は、以下の 10

項目である。 

 

・社会的責任を担う IT 人材の心構え① 倫理と規範 

・社会的責任を担う IT 人材の心構え② 顧客志向とコンプライアンス 

・チームワークにおける IT 人材の心構え 

・専門職としての IT 人材の心構え 

・サービス業としての IT 人材の心構え 

・IT 人材の自己管理に関する心構え 

・IT 人材のビジネススキル 

・チームワークを強化する人間対応力 

・IT 人材のラーニングスキル 

・サービス業としての IT 人材の視点 

 

講義映像化の方法については、第１項にて説明した日本文化・社会教育教材と同様である。 

また、「沖縄のくらし」や「日本の基礎知識」とは、スライドとイラストの位置を変更して

いる。配置変更の理由は、「IT 人材のキャリア」の講義資料では、画面に向かって右側にイメ
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ージイラストを貼り付けていることから、イメージイラストとアバターが重複しようにする

ためである。（後述する「自動車整備士のキャリア」についても同様である。） 

さらに、開発した 10 項目に則する問題を 2 問ずつ、合計 20 問作成し、その解説動画も開

発した。「IT 人材のキャリア」教材の一部分を以下に提示する。 

 

①講義映像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②問題例 
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③解説動画 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 自動車整備士のキャリア 

 自動車整備士のキャリアについては、まず、昨年度開発した教材をもとに、e ラーニン

グ教材化する目的としてパワーポイントでスライドを作成した。開発項目は、以下の通り

である。 

 

 ・自動車整備士の役割・仕事 

 ・自動車整備士の職場 

 ・自動車整備をめぐる社会の動き 

 ・自動車整備業界の動向 

 ・社会的責任を担う自動車整備士の心構え① 

 ・社会的責任を担う自動車整備士の心構え② 

 ・専門職としての自動車整備士の心構え 

 ・自動車整備士のコミュニケーション能力 

 ・自動車整備士におけるチームワーク 

 ・専門職としての自動車整備士の視点 

 ・自動車整備士のキャリアパス 

 ・自動車整備士やりがいや達成感・使命感 
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 ・自動車整備士のキャリアプラン 

 ・自動車整備士のキャリアビジョン 

 

 IT 人材のキャリアと同様に、全 14 項目に則する問題２８問を作成後に解説動画も開発

した。解説動画では、音声で流れている日本語をスライドにも記述することによって、さ

らなる理解を促す工夫を行った。 

 以下に、開発した事例を提示する。 

 

①講義映像例 
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②問題例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③解説動画例 
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第４節 指導要領開発 

 本事業の最終年度である今年度において、本教育プログラムを今後活用していくにあたり、

ガイドとなる指導要領の開発を行った。 

本教育プログラムは、「日本文化・社会教育」「キャリア教育」「日本型コンピテンシー教

育」の３つの領域から構成されており、実施形態も「講義形式（集合学習＆e ラーニング）」

と「演習形式」の 2 種類に分かれている。具体的には、「日本文化・社会教育」「キャリア教

育」の 2 領域では「講義形式（集合学習＆e ラーニング）」を、「日本型コンピテンシー教育」

では、「演習形式」を採用している。 

本事業で開発してきた上記の教材を今後効果的に活用するためのガイドの役割を果たす

のが、この指導要領となる。 

指導要領は、以下の大項目から構成されている。 

 

１．教育プログラムの趣旨 

２．教育プログラムの背景 

３．教育プログラムの全体像 

４．教材概要 

 

 「１．教育プログラムの趣旨」と「２．教育プログラムの背景」については、沖縄県にお

ける人材不足や外国人材活用に関する課題など本教育プログラムの意義について記述して

いる。 

 「３．教育プログラムの全体像」では、本教育プログラムの概要を説明し、カリキュラム、

教育スキーム、シラバスの紹介をしている。また、カリキュラムの説明において、本教育プ

ログラムの 3 つの学習領域とそれに属する科目を表にまとめて紹介している。 

 そして、「４．教材概要」において、テキスト教材として開発した「キャリア教育」と「日

本型コンピテンシー教育」の目次構成や教材仕様とともに教材のサンプルを掲載している。

また、e ラーニング教材についても同様に、サンプルとともに教材仕様を説明している。 

 以下に、指導要領の一部を紹介する。 
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表紙 シラバス例 

ソーシャルスキル評価基準例 

e ラーニング教材説明 
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第 5 節 まとめ 

 本章では、今年度に実施した教育プログラム開発について記述してきた。 

開発対象は、昨年度に開発した「日本文化・社会教育教材」「キャリア教育教材」「日本型

コンピテンシー教育教材」それぞれの教材である。 

 第 1 節では、2 節以降の実施内容について概要をまとめている。 

 第２節では、前年度に開発した「日本文化・社会教育」「キャリア教育」「日本型コンピテ

ンシー教育」の教材への追加開発ついて記述した。 

「日本文化・社会教育教材」では、「日本の基礎知識」の追加開発として、昨年度の成果

報告書提出時に生じていた誤字や脱字の修正、ルビの修正、アニメーションによる説明文の

工夫についてである。  

「キャリア教育教材」の追加開発としては、「自動車整備士のキャリア」と「留学生用職

業キャリア」に関する実施項目を記述した。「自動車整備士のキャリア」では、原稿の校正

と表紙などのデザインの洗練化も行った。「留学生用職業キャリア」では、既存の職業キャ

リア教材をもとに留学生用にアレンジを実施した。開発した教材の一部を例として掲載して

いる。 

「日本型コンピテンシー教育」については、「泡盛ウェブサイトリニューアル PBL」にお

ける追加開発について説明した。追加開発としては、PBL 教材の修正と「指導ガイド」作成

の２点を実施した。PBL 教材の修正については、留学生用教材であることをより意識し、構

成やデザインの修正を行った。 

 「指導ガイド」については、本教材を活用する場合に、講師が確認する目的で開発を行っ

た。各段階における指導内容や指導におけるポイントを提示している。 

第 3 節では、e ラーニング教材本格開発について説明している。今年度の開発した e ラー

ニング教材は、「日本文化・社会教育」における「沖縄のくらし」の一部と「日本の基礎知

識」全体、「キャリア教育」における「IT 人材のキャリア」の一部と「自動車整備士のキャ

リア」全体、合計 4 科目について実施した。 

e ラーニング化については、昨年度の開発した「沖縄のくらし」と「IT 人材のキャリア」の

作成手順をもとに説明している。 

第４節では、本教育プログラムを活用するためのガイドの役割を果たす指導要領の開発に

ついて述べた。 
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指導要領の構成および構成要素における概要を記している。また、指導要領の一部をサン

プルとして掲載している。 

今年度実施した、教材追加開発の説明については以上である。  
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第 3 章 実証講座 

 本章では、今年度に教材プロトタイプの検証として実施した実証講座について説明してい

く。 

第 1 節 概要 

まず、実証講座の概要である。今年度は２回の実証講座を実施した。 

1 つ目は、2020 年 11 月 12 日および 19 日に、沖縄県の専門学校 IT カレッジ沖縄にて

実施した。実施方法としては、集合学習形式で実施した。対象は、専門学校 IT カレッジ沖

縄に在籍している外国人留学生 13 名である。 

２つ目は、2020 年 12 月 18 日および 24 日に、熊本県の九州工科自動車専門学校にて実

施した。実施方法としては、集合形式とオンライン形式の 2 パターンで行った。対象は、九

州工科自動車専門学校に在籍している外国人留学生 13 名である。 

 

第 2 節 沖縄県内における実証講座 

 はじめに、沖縄県内における実証講座として、沖縄県の専門学校 IT カレッジ沖縄にて実

施した実証講座について述べていく。 

第 1 項 実施概要 

 専門学校 IT カレッジ沖縄では、2020 年 11 月 12 日および 19 日の 2 日間実施した。1

日 3 時間を 2 日間、合計 6 時間行った。 

 対象は、専門学校 IT カレッジ沖縄に在籍している外国人留学生 13 名である。実施内容

は、今年度の追加開発を行った「泡盛ウェブサイトリニューアル PBL」である。コロナ禍に

おける時間の制約もあり、教材の内容全てではなく、一部を抽出して実施した。 

 次頁に、実施概要をまとめた表を提示する。 
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沖縄県内における実証講座概要 

期間 2020 年 11 月 12,19 日 ３h/1 日×2 日間 計 6 時間 

場所 学校法人フジ学園 専門学校 IT カレッジ沖縄 

対象 専門学校 IT カレッジ沖縄に在籍する外国人留学生 13 名 

目的 本事業で開発した教材の検証（「日本型コンピテンシー教育」） 

内容 

【日本型コンピテンシー教育】 

「泡盛ウェブサイトリニューアル PBL」の一部 

［要求の分析］～［提案書の作成］ 

 

第 2 項 実証講座のスケジュール 

 2 日間の実施スケジュールは以下の通りである。 

≪第 1 回実証講座(11/12)≫ 

  

学習
形式 

項目 時間 内容 
合計
時間 

集 

合 

学 

習 

開会 
13:50

～
14:00 

・講師挨拶 

・講座趣旨説明 

3h 

講義・ 

演習１ 

14:00
～

15:20 

・状況把握 

 （講座内での課題を把握する。） 

休憩 
15:20

～
15:30 

 

講義・ 

演習２ 

15:30
～

16:30 

・グループワーク 

(課題を共有しグループの要求分析シートを作成する。) 

発表 
16:30

～ 
17:00 

・発表 

(グループごとにシートを発表する。) 
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≪第 2 回実証講座(11/19)≫ 

 

 

第 3 項 実施内容 

 専門学校 IT カレッジ沖縄にて行った実証講座の内容は、前述した「泡盛ウェブサイトリ

ニューアル PBL」である。今回は、新型コロナウイルスの影響もあり、時間の制約上、15 時

間の教材を 6 時間で実施となったため、教材の一部を抽出して実施した。具体的には、「泡

盛ウェブサイトリニューアル PBL」の「３．要求の分析」と「４．提案書の作成」の部分を

実施した。「２．ヒアリング」項目が完了した設定で開始した。 

 まず、1 日目に、講座実施の背景や課題設定を充分に理解させることを目的に、「状況把

握」を 1.5 時間設けた。その後、グループワークで「要求の分析」を実施した。グループワ

ークは 1 グループ約 3～5 名の 3 グループで行った。そして、グループで話し合った結果を

パワーポイントに記入し、発表を行った。 

 2 日目は、1 日目に行った「要求の分析」をもとに、提案書の作成までの作業に取り組ん

だ。まず、グループワークの時間を設け、提案書のメモを作成し、発表用のスライドを埋め

る作業を行った。今回時間の制約もあったため、グループワークにおける作業スライドは講

師側で一部を作成し、学生は空欄の箇所を穴埋していく形式で実施した。グループワーク終

了後に、それぞれのグループの代表者が提案書を発表した。最後に、講師が提案書について

学習
形式 

項目 時間 内容 
合計
時間 

集 

合 

学 

習 

講義・ 
演習３ 

13:50
～

15:20 
・グループワーク 

3h 

休憩 
15:20

～
15:30 

 

発表 
15:30

～
16:30 

・発表 

講評 
16:30

～ 
16:45 

・グループごとにシートを発表する。 

閉会 
16:45 

～ 
17:00 

・アンケートの記入 
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講評を行い、実証講座を終了した。  

 以下に、グループワークで活用した教材の例および、実証講座での様子を提示する。 

【ヒアリング結果をもとにした開発要件検討シートの作成】 
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グループワークの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表の様子 
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第 4 項 実証講座アンケート結果 

 専門学校 IT カレッジ沖縄にて、実施した実証講座の最終日に事後アンケートを実施した。

結果は以下の通りである。 

    

 

●あなたの出身はどこですか？ 

ネパール 6 

ベトナム 6 

スリランカ 1 
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●日本語のレベルについて 

（１）あなたが合格した日本語能力試験（JLPT）はどれですか？ ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（２）【（１）で「６．もっていない」の人だけ】日本語のレベルはどれくらいだと思いま
すか？ 

 

 

 

 

 

 

 

  



44 

 

●講座の内容について 

（１）今回の講座はどうでしたか？ 理由もお書きください。 

１．むずしかった      ２．すこしむずかしかった  ３．ふつうだった   

４．すこしかんたんだった  ５．かんたんだった 

 

 

 

 

 

 

理由： 

・漢字がいっぱいでちょっと難しかった（ネパール） 

・あまりお酒を飲まないから興味がなかったが、6 時間の説明を聞いて、だいたい分かった

（ネパール） 

・コロナのせいで仕事がなくて、学校もオンラインになってたから難しかった（ネパール） 

・漢字とか．．．（ベトナム） 

・お酒を飲まないけどホテルで働いていたので泡盛はわかります（ベトナム） 

・初めて勉強したから難しかった（ネパール） 

・漢字が多くてわかりにくかった（ネパール） 

・漢字が難しかった（ベトナム） 

・新しい漢字と日本語がたくさんありました。（スリランカ） 

・漢字が読めなったです。（ネパール） 等 

 

 

 教材については、「業務」などの仕事に関する用語などの漢字が多かったことにより、や

や難しく感じられたようである。 
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（２）今回の講座で学んだことはこれから役に立つと思いますか？ 

１．役に立つと思う  ２．少し役に立つと思う   ３．どちらともいえない 

４．あまり役に立たたないと思う ５．役に立たないと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「役に立つと思う」「少し役に立つと思う」がほとんどという結果であった。今後仕事に

就いた際に必要であることを認識したことがわかる。 
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■講座の方法について 

（１）教材はわかりやすかったですか？ 

１．とてもわかりやすかった  ２．わかりやすかった  ３．ふつうだった 

４．わかりにくかった    ５．とてもわかりにくかった 

 

 

 

 

 

 

 

教材については、「わかりやすかった」が多かった。「状況把握」に充分を要したことで、

作業内容などは理解できたと思われる。 
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（２）講師の説明はわかりやすかったですか？ 

１．とてもわかりやすかった ２．わかりやすかった  ３．ふつうだった 

４．わかりにくかった       ５．とてもわかりにくかった 

 

 

 

 

 

 

 

 「とてもわかりやすかった」「わかりやすかった」が大多数であった。また、ネガティブ

な評価はなかったため、説明は問題なかったことがわかる。 
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（３）グループワークは積極に参加きましたか？ 

１．積極的に参加できた   ２．少し参加できた  ３．どちらともいえない 

４．あまり参加できなかった ５．まったく参加できなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 グループワークについては、「積極的に参加できた」と回答した学生が 75％程度いるこ

とがわかる。多くの学生が積極的に取り組めていたことがわかる。 
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（４）講座を受けて、今までよりも沖縄に興味をもちましたか？ 

１．とても興味が増した  ２．少し興味が増した  ３．かわらない 

４．その他（              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても興味が増した」「少し興味が増した」で全員という結果となった。 
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（５）講座を受けて、今までよりも泡盛に興味をもちましたか？  

１．とても興味がした  ２．少し興味が増した  ３．かわらない 

４．その他（              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 (４)と同様に、「とても興味が増した」「少し興味が増した」で全員という結果になった。

PBL 学習を通して、課題設定の対象に今まで以上に興味を持つと事が明らかとなった。 
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（６）講座を受けて、今までより沖縄の会社で働きたいと思いましたか？ 

１．とても沖縄で働きたい気持ちが強くなった  

２．少し沖縄で働きたい気持ちが強くなった      

３．かわらない                  

４．その他 

 

 

 

 

 

 

 

 「とても沖縄で働きたい気持ちが強くなった」「少し沖縄で働きたい気持ちが強くなっ

た」で全員という結果であった。課題設定として、沖縄県が抱える課題に取り組むことで

沖縄県で働く意欲が増加していることがわかる。 
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（７）講座を受けて、沖縄の文化を盛り上げる仕事に興味をもちましたか？ 

１．とても興味をもった   ２．少し興味をもった  ３．かわらない 

４．その他（              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「とても興味を持った」「少し興味を持った」方が全員であり、沖縄県が抱える課題につい

て学習する中で、単に収集した情報などから沖縄の文化にも関心を持つだけでなく、盛り上

げる仕事にも関心を持つきっかけにもなっていることがわかる。 
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■就職について 

（１）どこで就職したいですか？ 

 １．日本            ２．自分が生まれた国 

 ３．その他（           ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回参加した学生は全員「日本」での就職を希望していたことがわかった。また、これ

までのアンケート結果から、日本の中でも沖縄県での就職に意欲あることが推測される。  
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（２）どのような仕事をしたいですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こちらは、複数回答が可能な質問項目であり、一番多い回答は「ホテル」であった。そ

れに次いで、「IT 会社」もある。観光業界や IT 業界を目指す学生であった。 

 

 

■講座についての感想や希望などございましたら、自由にお書きください。 

・色々な泡盛を学びました 

・もう一度参加したい 

・良い練習になりました。将来私もビジネスやりたいので役に立つと思います 

・難しかった 

・今回の授業とても楽しく勉強になりました。わからなかったことがいっぱいわかりまし

た。先生たちに感謝してます。ありがとうございます。 

・講座はちょっとわかりました。もう一回参加したいです 

・講座はよくわかりました。 

・ウェブデザインについて多くのことを学びました。 

・いい練習になりました。将来の目的はビジネスマンになりたいです。 

・いい勉強になりました。 
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第 3 節 県外における実証講座 

 次に、沖縄県外における実証講座として、熊本県の九州工科自動車専門学校にて実施した

実証講座について述べていく。 

第 1 項 実施概要 

 九州工科自動車専門学校では、2020 年 12 月 18 日および 24 日の 2 日間実施した。1 日

3 時間を 2 日間、合計 6 時間行った。 

 対象は、九州工科自動車専門学校に在籍している外国人留学生 13 名である。実施内容は、

今年度の追加開発を行った「日本文化・社会教育」における「日本の基礎知識」の一部と、

「キャリア教育」における「自動車整備士のキャリア」の一部である。実施形式は、1 日目

は集合学習で実施したが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあり、2 日目はオンライ

ン形式で実施した。 

 以下に、実施概要をまとめた表を提示する。 

 

期間 2020 年 12 月 18,24 日 ３h/1 日×2 日間 計 6 時間 

場所 学校法人九州総合学院 九州工科自動車専門学校 

対象 九州工科自動車専門学校に在籍する外国人留学生 13 名 

目的 
本事業で開発した教材の検証 

（「日本文化・社会教育」「キャリア教育」） 

内容 

【日本文化・社会教育】：「日本の基礎知識」の一部（８項目） 

・経済発展      ・産業構造 

 ・正月        ・年度 

・お盆        ・大晦日、節句 

 ・就労        ・在留資格 

 

【キャリア教育】：「自動車整備士のキャリア」の一部（８項目） 

 ・社会的責任を担う自動車整備士の心構え① 
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 ・社会的責任を担う自動車整備士の心構え② 

 ・自動車整備士のコミュニケーション能力 

 ・自動車整備士におけるチームワーク 

 ・自動車整備士のキャリアパス 

 ・やりがいや達成感・使命感 

 ・自動車整備士のキャリアプラン 

 ・自動車整備士のキャリアビジョン 

 

第 2 項 実証講座のスケジュール 

 2 日間の実施スケジュールは以下の通りである。 

≪第 1 回実証講座(12/18)≫ 

 

 

 

学習
形式 

項目 時間 内容 
合計
時間 

集 

合 

学 

習 

開会 
12:50

～
13:00 

・講師挨拶 

・講座趣旨説明 

3h 

講義・ 

演習１ 

13:00
～

14:15 

・日本の基礎知識 

【経済発展】【産業構造】【正月】 

【年度】【お盆】【大晦日・節句】 

休憩 
14:15

～
14:25 

 

講義・ 

演習２ 

14:25
～

15:40 

・自動車整備士のキャリア 

【社会的責任を担う自動車整備士の心構え①】 

【社会的責任を担う自動車整備士の心構え②】 

【自動車整備士のコミュニケーション能力】 

【自動車整備士におけるチームワーク】 

【自動車整備士のキャリアパス】 

【やりがいや達成感・使命感】 
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≪第 2 回実証講座(12/24)≫ 

 

 

第 3 項 実施内容 

九州工科自動車専門学校にて行った実証講座の内容は、前述した「日本文化・社会教育」

における「日本の基礎知識」の一部と、「キャリア教育」における「自動車整備士のキャリ

ア」の一部である。今回は、新型コロナウイルスの影響もあり、1 日目は、集合学習を行っ

たが、2 日目は、実施校との協議の上オンライン形式での開催とした。実証講座にて実施し

た内容は、「日本の基礎知識」の 8 項目と、実施校が自動車整備の専門学校であることから

「自動車整備士のキャリア」の 8 項目、合計 16 項目である。 

講座の基本的な流れは、e ラーニング教材を集合で受講し、確認テストを行う。その後、

解説動画で確認し、必要に応じて補足の説明を講師が行う。以上の流れで実施した。 

 まず、1 日目は、「日本の基礎知識」と「自動車整備士のキャリア」を６項目ずつ、合計

12 項目を行った。「日本の基礎知識」では、日本の社会や生活、文化に関わる項目を実施し、

「自動車整備士のキャリア」では、職業意識やコンピテンシー、キャリアの一部を行った。 

 2 日目では、オンライン形式での開催であったが、1 日目に引き続き、「日本の基礎知識」

学習
形式 

項目 時間 内容 
合計
時間 

オ 

ン 

ラ 

イ 

ン 

講義・ 
演習３ 

12:50
～

13:30 

・日本の基礎知識 

【就労】【在留資格】 

・自動車整備士のキャリア 

【自動車整備士のキャリアプラン】 

【自動車整備士のキャリアビジョン】 

3h 
休憩 

13:30
～

13:40 
 

テスト

① 

13:40
～

14:35 
・日本の基礎知識テストの実施・解答解説 

テスト 

② 

14:35
～ 

15:30 
・自動車整備士のキャリアテストの実施・解答解説 

閉会 
15:30 

～ 
15:40 

・アンケートの記入 
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と「自動車整備士のキャリア」を２項目ずつ、合計 4 項目を実施した。「日本の基礎知識」

では、留学生との日本の制度に関する内容を行い、「自動車整備士のキャリア」では、自動

車整備士としてのキャリア形成について実施した。その後、1 日目と 2 日目の内容をもとに

作成した問題で確認テストを実施した。確認テストの結果はほとんどの学生が 8 割以上の

正答率であった。  

 以下に、実証講座で活用した教材の例および講座の様子を提示する。 

【実証講座で活用した教材例】 

①日本の基礎知識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自動車整備士のキャリア 
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【実証講座の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※e ラーニング教材を投影 
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第 4 項 実証講座アンケート結果 

 九州工科自動車専門学校にて、実施した実証講座の最終日に事後アンケートを実施した。

結果は以下の通りである。 

 

●あなたの出身はどこですか？    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ネパール 7 

スリランカ 2 

バングラデシュ 3 

インドネシア 1 
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●日本語のレベルについて 

（１）あなたが合格した日本語能力試験（JLPT）はどれですか？ ○をつけてください。 

１．N１  ２．N２  ３．N３  ４．N４  ５．N５  ６．もっていない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【（１）で「６．もっていない」の人だけ】日本語のレベルはどれくらいだと思いま

すか？ 

 １．N１レベル  ２．N２レベル  ３．N３レベル  

４．N４レベル  ５．N５レベル  ６．わからない 
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●講座の内容について 

（１）今回の講座はどうでしたか？ 理由もお書きください。 

 「日本の基礎知識」 

１．むずしかった      ２．すこしむずかしかった     ３．ふつうだった   

４．すこしかんたんだった  ５．かんたんだった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由： 

・簡単な言葉で説明してくれてわかりやすかった（３．ふつうだった） 

・先生の説明の仕方はすごく聞きやすくて、動画の話もきれいに聞きやすかったのでふ

つうでした。（３．ふつうだった） 

・わからない漢字が多かったので、少しむずかしかったです。（２．すこしむずかしかっ

た） 

・説明をしながらセミナーをやったから。（５．かんたんだった） 

・分かりやすい日本語で教えていただきましたから。（３．ふつうだった） 

・知っていることがたくさん入っていましたから。（５．かんたんだった） 

 

 「ふつうだった」という回答が一番多く、2 番目は「かんたんだった」という結果にな

った。学生の日本語能力の幅に違いがあるが、比較的理解しやすい内容であったことがわ

かる。 
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「自動車整備士キャリア」 

１．むずしかった      ２．すこしむずかしかった     ３．ふつうだった   

４．すこしかんたんだった  ５．かんたんだった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由： 

・学校の先生からも習ったから。（３．ふつうだった） 

・説明はわかりやすかった。時々音が小さかったので聞こえなかった時もあった。（３．ふ

つうだった） 

・自動車整備のことは学校でも勉強しています。そしていつも整備について先生が教えて

くれるので簡単だった。 

・全部わかりましたのでふつうだった。（３．ふつうだった） 

・先生が何回も説明してくれたから（５．かんたんだった） 

・分かりやすく説明していただきましたからふつうでした。（３．ふつうだった） 

・自動車整備士を勉強中だから。（4．すこしかんたんだった） 

 

「自動車整備士のキャリア」についても、学校で学習した内容出もあったことが理由

に、「ふつうだった」という回答が一番多かった。それでも、「すこしむずかしかった」と

回答した学生が「日本の基礎知識」よりは多い結果となった。 
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（２）今回の講座で学んだ「日本の基礎知識」はこれからの生活で役に立つと思います

か？ 

１．役立つと思う       ２．少し役立つと思う    ３．どちらともいえない 

４．あまり役立たないと思う   ５．役立たないと思う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「役立つと思う」が 13 人中 11 人であり、ほとんどの学生から今回の「日本の基礎知

識」は役立つという評価を得られた。 

 

（３）今回の講座で学んだ「自動車整備士のキャリア」の講座はこれから役に立つと思い

ますか？ 

 １．役立つと思う       ２．少し役立つと思う   ３．どちらともいえない 

４．あまり役立たないと思う   ５．役立たないと思う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「日本の基礎知識」ほどではないが、こちらも「役立つと思う」と回答した学生が 7

割程度いる結果となり、双方とも高い評価を得られる結果となった。 
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（４）面白かったテーマはどれですか？ 番号を選んでください。その理由をお書きくださ

い。 (複数可) 

「日本の基礎知識」 

１．経済発展    ２．産業構造    ３．正月    ４．年度     

５．お盆      ６．大晦日・節句  ７．就労     ８．在留資格  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由 

・よくそのことは気になるから（８．在留資格） 

・来年私たちも就労ビザに変えないといけないからです。（７．就労） 

・日本の経済のこと知らなかったので勉強になりました。（１．経済発展） 

・正月の時にたくさんおいしい食べ物を食べて元気をだす文化が面白かった。（３．正月） 

・日本の経済発展が短い時間でできたこと（１．経済発展） 

・各お寺で 108 回鐘をならす。（６．大晦日・節句） 

・ネパールと日本の考え方が全然違うからです。（５．お盆） 

・自分の国にない文化だから。（５．お盆） 

・今までどういう事件があったかというところ（１．経済発展） 

・日本の文化と母国の文化違いが面白かった。（３．正月） 

・自分も留学生だから法律のこと面白かったです。（８．在留資格） 

・お盆の時に魂が帰ってくる話（５．お盆） 

・いろいろな日本の知識を学びました（１．経済発展） 

 

 一番多いテーマは、「経済発展」であった。理由として、学習したことない分野であると

いう意見も見られた。また、自国の文化にない「お盆」についても面白いテーマとして評

価を受ける結果となった。  
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「自動車整備士のキャリア」 

１．社会的責任を担う自動車整備士の心構え① 

２．社会的責任を担う自動車整備士の心構え② 

３．自動車整備士のコミュニケーション能力 

４．自動車整備士におけるチームワーク 

５．自動車整備士のキャリアパス 

６．やりがいや達成感・使命感 

７．自動車整備士のキャリアプラン 

８．自動車整備士のキャリアビジョン

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由 

・問題があったとき友達と協力できるから（４．自動車整備士におけるチームワーク） 

・コミュニケーションができると仕事のレベルアップにつながること（３．自動車整備士

のコミュニケーション能力） 

・整備士の仕事は難しいので、チームワークの大切さ（４．自動車整備士におけるチーム

ワーク） 

・チームワークがあれば問題がわかりやすくなると思います。（４．自動車整備士における

チームワーク） 

・コミュニケーションは自動車整備の中で 1 番大切だからです。（３．自動車整備士のコ

ミュニケーション能力） 

・自動車整備士だけじゃなくどんなこともチームワークでするともっと頑張る気持ちが来

るからです。（4．自動車整備士におけるチームワーク） 

・車の医者のように「カードクター」としての心構えを持っておきます。（1．社会的責任

を担う自動車整備士の心構え①） 



 

・整備士のチームワークが大事です。（４．自動車整備士のチームワーク） 

・自動車整備士のキャリアは今と将来にも役立つからいいと思いました。（８．自動車整備

士のキャリアビジョン） 

・お客様にしたいことを伝えるようにと、いろいろな解決をできるようにコミュニケーシ

ョン能力が必要です。（３．自動車整備士のコミュニケーション能力） 

・なんでもそうだが、チームで仕事をするときみんながそれぞれの方向を向いているより

同じ方向を向いて仕事をすると何でもできる。（４．自動車整備士におけるチームワーク） 

・コミュニケーションと整備どちらも大事だから。（３．自動車整備士のコミュニケーショ

ン能力） 

 

 「自動車整備士のキャリア」については、「自動車整備士におけるチームワーク」が一番

多く、半分以上の学生が選択している。理由としてもチームワークの大切さを認識してい

ることが見られ、通常の実施校での学習の中でチームワークを学んでいることが推測され

る。 

 

 

  



 

（５）むずかしかったテーマはどれですか？番号を選び、その理由をお書きください。  

 (複数でも大丈夫です) 

 

「日本の基礎知識」 

１．経済発展  ２．産業構造     ３．正月    ４．年度   

５．お盆    ６．大晦日・節句   ７．就労    ８．在留資格   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由 

・これはあまりわかりませんでした。（2．産業構造） 

・今まで全然聞いたことないからです。（2．産業構造） 

・就労ビザの説明はむずかしかったです。（8．就労ビザ） 

・日本語がむずかしかった。（1．経済発展） 

・今まで聞かなかったから（1．経済発展） 

※無回答≪7 人≫  

 

難しかったテーマに関しては、1 番多いので「経済発展」であった。また、「無回答」の

学生が 7 名いたことから、むずかしいと感じるテーマがなかった学生が多い可能性が考え

られる。 
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「自動車整備士のキャリア」 

１．社会的責任を担う自動車整備士の心構え① 

２．社会的責任を担う自動車整備士の心構え② 

３．自動車整備士のコミュニケーション能力 

４．自動車整備士におけるチームワーク 

５．自動車整備士のキャリアパス 

６．やりがいや達成感・使命感  

７．自動車整備士のキャリアプラン 

８．自動車整備士のキャリアビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由 

・社会的責任のことをあまり考えたことなかったからだと思います。（２．社

会的責任を担う自動車整備士の心構え②） 

・説明がむずかしかった（７．自動車整備士のキャリアプラン） 

・将来、自動車整備士のキャリアビジョンは多いです。それとキャリアビジョ

ンはいろいろなフィールドにある。（８．自動車整備士のキャリアビジョン） 

※無回答≪4 人≫ → むずかしくなかった？？ 

 

 「自動車整備士のキャリア」も同様に、無回答が 4 名いることから、それほ

ど難しくなかったことがうかがえる。それでも「自動車整備士におけるチーム

ワーク」は 4 票あり、面白かったテーマとともに 1 番多いことから関心が高か

ったことがわかる。  
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■講座の方法について 

（１）教材はわかりやすかったですか？ 

１．とてもわかりやすかった  ２．わかりやすかった  ３．ふつうだった 

４．わかりにくかった     ５．とてもわかりにくかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「とてもわかりやすかった」「わかりやすかった」で 9 名であり、他も「ふ

つうだった」ことからポジティブな評価を得る結果となった。 

 

 

（２）講師の説明はわかりやすかったですか？ 

１．とてもわかりやすかった  ２．わかりやすかった  ３．ふつうだった 

４．わかりにくかった     ５．とてもわかりにくかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらも（１）と同様に、ポジティブな評価を多い結果となった。  
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（３）「日本の基礎知識」の動画をみて、今までよりも日本に興味をもちまし

たか？  

１．とても興味をもった  ２．少し興味をもった  ３．かわらない 

４．その他（              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんどの学生が「とても興味をもった」「少し興味をもった」と回答して

おり、ポジティブな結果となった。 
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（４）「自動車整備士のキャリア」の動画をみて、今までより自動車整備士に

興味をもちましたか？ 

１．とても興味をもった   ２．少し興味をもった    ３．かわらない 

４．その他（              ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「日本の基礎知識」以上に、「とても興味をもった」と回答した学生が多

く、自動車整備士への関心が受講前よりも大きく増している結果となった。  
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■講座についての感想や希望などございましたら、自由にお書きください。 

 

・いろいろなこと自動車や生活のことを勉強になりました。ありがとうご

ざいました。 

・私たち今自動車の勉強をしていますので、この説明を聞いたらもっと勉

強になりました。自動車の大事なことをわかりやすく説明してくれて本当

にありがとうございました。 

・日本のわからないこと勉強になりました。本当にありがとうございまし

た。 

・今回はすごく昔のことから日本の文化とかも習う機会をいただきまして

本当にありがとうございました。お世話になりました。 

・自動車整備士のことについていろいろなことをわかりました。このこと

は将来にも役立つと思います。とってもいい説明でした。 

・日本の文化と技術習いたいです。 

・説明はとてもわかりやすかった。 

・いろいろな新しいこと勉強になりました。本当に助かりました。 

・いろいろなことを勉強になりました。将来に役に立つと思っています。 

・この講座を受けて、日本のマナーや留学生のルールについてたくさん学

びました。これは自分の将来のため大事に使います。 

・漢字の上にひらがなを書いてくれてほんとにわかりやすかったです。後

は日本の経済がどうやって発展してきたのかわからなかったから勉強にな

りました。どうもありがとうございました。 
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第 4 節 まとめ 

 本章では、今年度実施した 2 回の実証講座について述べた。 

 第 1 章では、2 回の実証講座の概要を説明した。 

 第２章では、沖縄県内における実証講座として、専門学校 IT カレッジ沖縄

にて実施した実証講座について報告している。沖縄県内における実証講座で

は、専門学校 IT カレッジ沖縄に在籍している 13 名の外国人留学生を対象とし

て、「日本型コンピテンシー教育」の教材である「泡盛ウェブサイトリニュー

アル PBL」を部分的に実施した。実証講座の時間数は 1 日 3 時間を 2 日間、

合計 6 時間であった。講師による説明後、参加した学生同士でグループワーク

を行い、それぞれのグループで作成したワークシートをもとに代表者が発表を

行う形式で実施した。 

 実証講座後のアンケート結果から、教材の一部で記載されている仕事に関す

る専門用語の理解で苦しんだ学生も見受けられたが、意欲的に取り組めていた

ようである。また、沖縄県に関する仕事への関心が高まっている結果も見ら

れ、本教育プログラムの目的に沿う結果を得られることが検証された。 

 第 3 章では、沖縄県外における実証講座として、熊本県の九州工科自動車専

門学校にて実施した実証講座について報告している。九州工科自動車専門学校

に在籍している 13 名の学生を対象として、e ラーニング教材として開発して

きた「日本文化・社会教育」の中から「日本の基礎知識」の一部および「キャ

リア教育」の中から「自動車整備士のキャリア」の一部を抽出して実施した。

実証講座期間中にも新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあり、2 日目はオ

ンライン形式での開催となった。 

 実証講座後のアンケートでは、日本への関心や自動車整備士への関心が非常

に増していることがうかがえた。また、参加した学生の感想において、通常の

授業のうえで本講座を受講したことによって理解が深まったという意見もあ

り、本事業で開発した教材の効果も検証できる結果となった。 

 2 回の実証講座において、どちらも参加した学生によるアンケートの結果か

ら教材および学習内容についてポジティブな評価を得られる結果となった。 

 今年度における実証講座の報告は以上である。 
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第 4 章 まとめ 

第 1 節 今年度の事業成果まとめ 

 今年度は、本事業における最終年度であり、これまで開発してきた、「日本

文化・社会教育」「キャリア教育」「日本型コンピテンシー教育」の３領域から

構成される教育プログラムの開発や指導要領の開発、実証講座の実施を行っ

た。 

 

第 1 項 教育プログラムの開発 

 教育プログラムの開発では、主に「教材追加開発」と「e ラーニング教材本

格開発」の 2 種類を実施した。 

 

まず、「教材追加開発」では、上述した３領域における以下の科目を開発対

象とした。 

 

・「日本文化・社会教育」 ： 「日本の基礎知識」 

・「キャリア教育」 ： 「自動車整備士のキャリア」「留学生用職業キャリア」 

・「日本型コンピテンシー教育」 ： 「泡盛ウェブサイトリニューアル PBL」 

 

 追加開発の具体的な内容として、「日本文化・社会教育」では昨年度の開発し

た「日本の基礎知識」教材のスライドやノートの修正などの作業である。 

 「キャリア教育」では、「自動車整備士のキャリア」と「留学生用職業キャ

リア」である。「自動車整備士のキャリア」については、昨年度の開発した教

材をもとに、文章の校正、イラストなどのデザインの修正を行った。「留学生

用職業キャリア」では、既存の職業キャリア教材をもとに、留学生をより意識

して開発を行った。 

 「日本型コンピテンシー教育」では、昨年度の開発した「泡盛ウェブサイト

リニューアル PBL」教材の洗練化である。具体的には、より学習者を意識した

イラストの追加などのデザインの修正および指導ガイドの作成である。 
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次に、「e ラーニング教材本格開発」では、以下の科目が対象である。 

 

・「日本文化・社会教育」 ： 「沖縄のくらし」「日本の基礎知識」 

・「キャリア教育」 ： 「IT 人材のキャリア」「自動車整備士のキャリア」 

 

 具体的な e ラーニング教材化の作業については、昨年度と同様である。 

 「日本文化・社会教育」では、「沖縄のくらし」と「日本の基礎知識」につ

いて実施した。「沖縄のくらし」については、昨年度の事業において一部を開

発していたため、今年度は残りの一部を開発した。「日本の基礎知識」につい

ては、上述した今年度の「教材追加開発」での作業が完了次第随時開発を行っ

てきた。対象は、「日本の基礎知識」を構成する全 50 項目である。また、「沖

縄のくらし」と「日本の基礎知識」のアバターについては、同一のキャラクタ

ーを採用した。詳細は、第 2 章の第 3 節「e ラーニング教材本格開発」にて、

紹介している。 

 「キャリア教育」では、「IT 人材のキャリア」と「自動車整備士のキャリ

ア」について開発した。「IT 人材のキャリア」については、「日本文化・社会教

育」の「沖縄のくらし」と同様に、昨年度に一部開発していたため、今年度に

おいて残りの 10 項目を開発した。「自動車整備士のキャリア」については、全

14 項目の開発を行った。「キャリア教育」におけるアバターは、それぞれの職

業を意識したキャラクターを採用した。詳細は、上記同様に、第 2 章第 3 節に

記載している。 

 

第 2 項 指導要領開発 

本教育プログラムを今後活用していくにあたり、指導要領の開発を行った。 

指導要領は、以下の大項目から構成されている。 

 

１．教育プログラムの趣旨 

２．教育プログラムの背景 

３．教育プログラムの全体像 

４．教材概要 
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「１．教育プログラムの趣旨」と「２．教育プログラムの背景」では、沖縄

県における人材不足や外国人材活用に関する課題などを記述している。 

 「３．教育プログラムの全体像」では、本教育プログラムの概要を説明して

いる。また、カリキュラムの説明において、本教育プログラムの 3 つの学習領

域とそれに属する科目を表にまとめて紹介している。 

 そして、「４．教材概要」において、開発した教材の目次構成や教材仕様と

ともに教材のサンプルを掲載している。 

 

第 3 項 実証講座の実施 

 今年度は、沖縄県内において 1 回、沖縄県外で 1 回の合計２回の実証講座を

実施した。 

沖縄県内における実証講座は、2020 年 11 月に、沖縄県の専門学校 IT カレ

ッジ沖縄にて、実施校に在籍している外国人留学生 13 名を対象に「日本型コ

ンピテンシー教育」の「泡盛ウェブサイトリニューアル PBL」を一部抽出して

実施した。 

沖縄県外における実証講座は、2020 年 12 月に、熊本県の九州工科自動車

専門学校にて実施した。実施方法としては、新型コロナウイルスの影響もあ

り、集合形式とオンライン形式の 2 パターンで行った。対象は、九州工科自動

車専門学校に在籍している外国人留学生 13 名である。 

2 回の実証講座両方において、参加した学生を対象に行った事後アンケート

の結果から、教材および学習内容についてポジティブな評価を得られる結果と

なった。 
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第 2 節 本事業における成果物 

本事業は、平成 30 年度から今年度までの 3 年間で事業を実施してきた。本

事業における教育プログラムは、外国人留学生が沖縄県に定着・就労、そして

活躍していくことを促進することが目的である。 

教育プログラムは、3 つの学習領域から構成されている。 

まず、沖縄県の地域産業構造・地域文化、日本社会・経済などの日本的な価

値観を形成する背景知識を学習する「日本文化・社会教育」教材である。 

 次に、日本でのキャリア形成の在り方や、日本での働き方を検討するための

知識の獲得を目指す「キャリア教育」教材である。 

 そして、細やかさ・配慮・丁寧さなど日本的な働き方の行動様式を、PBL

（Project Based Learning）によるロールプレイング形式の学習を通して習得

を目指す「日本型コンピテンシー教育」教材である。 

 以上の３つの学習領域を柱として、それぞれの科目を開発してきた。 

 次頁が、本事業における年次ごとの成果物の一覧である。 
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本事業における成果物一覧表 

 
開発年度 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 

 教材（冊子） 

 キャリア教育教材 

① 介護職のキャリア   

② IT 人材のキャリア    

③ 自動車整備士のキャリア    

④ 留学生用職業キャリア     

 日本型コンピテンシー教育教材 

① 留学生用就職活動 PBL    

② 泡盛ウェブサイトリニューアル PBL    

 教材（e ラーニング） 

 日本文化・社会教育教材 

① 沖縄のくらし    

② 日本の基礎知識    

 キャリア教育教材 

① IT 人材のキャリア    

② 自動車整備士のキャリア    

 指導要領 

指導要領   

 

  



80 

 

第 3 節 本事業終了後の展開 

 本事業終了後の展開として、本事業に参画した専修学校をはじめとする沖縄

県内の専修学校への成果の普及・導入支援に取り組んでいく。 

そのために、この活動を推進するための組織として、本事業の実施委員会の

メンバーを核とする連携組織を当社団法人の内部に設置することを検討してい

く。 

 また、福岡県、鹿児島県、佐賀県、宮崎県、熊本県等の九州地方の各県で

は、沖縄県同様、外国人材の活用が急速に進んでおり、地理的にも比較的近し

いことから、本教育プログラムの有効性が期待できる。そこで、九州地方の専

門学校に対し沖縄県での活動成果の周知活動を行うことで、普及範囲を県外へ

拡大していきたい。さらに長期的には、外国人材活用が進む四国地方、関西地

方、北海道などにも普及を検討していきたい。 

 

 



 

 

 

 

 

 

附録① 

日本文化・社会教育教材「沖縄のくらし」 
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①
農
連
市
場

沖
縄
に
は
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

沖
縄
の
各
地
で
と
れ
た
野
菜
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
市
場
に

運
ば
れ
て
売
り
買
い
さ
れ
た
。

②
市
場
の
様
⼦

夜
の
0時

に
開
か
れ
て
、
3時

か
ら
7時

に
⼈
が
多
く
な
り
、

朝
9時

に
ほ
と
ん
ど
売
り
切
れ
た
。

買
い
に
く
る
の
は
、
野
菜
の
店
、
料
理
屋
、
ホ
テ
ル
の
⼈
が

多
か
っ
た
。

お
き
な
わ

え
い
よ
う

や
さ
い

お
き
な
わ

か
く
ち

や
さ
い

い
ち
ば

は
こ

う
か

よ
る

じ
ひ
ら

じ
じ

ひ
と

お
お

の
う
れ
ん

い
ち
ば

い
ち
ば

よ
う

す

か
や
さ
い

み
せ

り
ょ
う
り

や
ひ
と

沖
縄
の
野
菜
の
市
場

お
き
な
わ

や
さ
い

い
ち
ば

あ
さ

じ
う

き

お
お

こ
こ
で
は
、
野
菜
の
市
場
を
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

那
覇
市
に
あ
っ
た
農
連
市
場
は
、
夜
中
の
０
時
ご
ろ
か
ら
、
野
菜
を
は
こ
ん
で
き

た
⼈
や
、
買
い
に
く
る
⼈
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
沖
縄
の
各
地
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
、
と
れ
た
ば
か
り
の
「
ゴ
ー

ヤ
ー
」
、
「
パ
パ
イ
ヤ
」
、
「
ナ
ー
ベ
ー
ラ
ー
」
、
「
ン
ム
」
な
ど
が
⼭
づ
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
の
⼈
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
新
鮮
な
野
菜
を
た
く
さ
ん
⾷
べ

て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
な
ん
で
す
よ
。

沖
縄
に
は
強
い
太
陽
の
⽇
差
し
を
あ
び
て
育
っ
た
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
野
菜
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
沖
縄
の
各
地
で
と
れ
た
こ
れ
ら
の
野
菜
は
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

に
⼭
づ
み
さ
れ
て
、
直
接
、
農
連
市
場
に
運
ば
れ
て
き
て
、
売
り
買
い
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

店
は
夜
中
の
０
時
ご
ろ
か
ら
開
か
れ
ま
す
が
、
ピ
ー
ク
に
な
る
の
は
3時

か
ら
7時

ご
ろ
で
し
た
。
そ
し
て
、
午
前
9時

ご
ろ
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
売
り
き
れ
て
、
市
場

は
静
か
に
な
り
ま
す
。

農
連
市
場
で
は
、
買
い
に
く
る
の
は
ほ
と
ん
ど
⼩
売
店
の
⼈
や
料
理
屋
さ
ん
、
ホ

テ
ル
な
ど
の
⼈
た
ち
で
し
た
が
、
⼀
般
の
お
客
も
い
ま
し
た
。
農
連
市
場
は
こ
の

よ
う
な
野
菜
の
店
が
何
⼗
軒
も
な
ら
ん
で
い
ま
し
た
。
品
ぞ
ろ
え
は
店
に
よ
っ
て

少
し
ず
つ
違
っ
て
楽
し
い
場
所
で
し
た
が
、
現
在
は
名
前
が
「
の
う
れ
ん
プ
ラ

ザ
。
」
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

③
沖
縄
の
野
菜

ゴ
ー
ヤ
ー
（
ニ
ガ
ウ
リ
）
、
ナ
ー
ベ
ー
ラ
ー
（
ヘ
チ
マ
）
や
⻘
い
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
。

こ
れ
ら
は
、
⽇
本
の
他
の
地
域
に
は
あ
ま
り
な
い
。

カ
ボ
チ
ャ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
ン
ム
（
イ
モ
）
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
⽇
本
中
に
あ
る
が
、
沖
縄
の
は
ち
ょ
っ
と
味
が
違
う
。

あ
お

に
ほ
ん
じ
ゅ
う

お
き
な
わ

あ
じ

ち
が

お
き
な
わ

や
さ
い

に
ほ
ん

ほ
か

ち
い
き沖
縄
の
野
菜
の
市
場

お
き
な
わ

や
さ
い

い
ち
ば

次
に
、
沖
縄
の
有
名
な
野
菜
を
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
沖
縄
を
代
表
す
る
野
菜
と

い
っ
た
ら
写
真
の
左
側
に
あ
る
ゴ
ー
ヤ
⼀
で
す
ね
。
ゴ
ー
ヤ
ー
を
う
す
く
ス
ラ
イ

ス
し
て
、
と
う
ふ
や
ブ
タ
⾁
、
か
き
タ
マ
ゴ
な
と
、
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
め
た
の

を
、
「
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
と
い
い
ま
す
。
沖
縄
の
⾷
堂
に
い
く
と
だ
い

た
い
あ
り
ま
す
よ
ね
。
ゴ
ー
ヤ
ー
は
ビ
タ
ミ
ン
Cが

た
く
さ
ん
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の

で
、
夏
バ
テ
予
防
に
最
適
な
ん
で
す
よ
。

ほ
か
に
も
「
ナ
ー
ベ
ー
ラ
ー
」
や
「
パ
パ
イ
ヤ
」
な
ど
の
野
菜
も
あ
り
ま
す
ね
。

ま
た
、
カ
ボ
チ
ャ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
ン
ム
(イ
モ
)な
ど
、

⽇
本
の
他
の
場
所
に
も
あ
る
野
菜
で
も
、
じ
っ
さ
い
に
⾷
べ
て
み
る
と
、
ち
ょ
っ

と
味
が
違
う
ん
で
す
よ
。
ぜ
ひ
、
⾷
べ
く
ら
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

写
真
の
右
側
は
島
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
で
す
。
こ
ち
ら
も
沖
縄
で
は
よ
く
⾷
べ
る
野
菜
で

す
。
ぜ
ひ
⾷
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
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①
沖
縄
の
北
部

沖
縄
本
島
の
北
部
で
は
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
が
多
く
、
7⽉

に
収
穫
が
始
ま
る
。

ほ
か
に
も
、
タ
ン
カ
ン
や
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
が
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。

9⽉
か
ら
2⽉

は
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
、
1⽉

か
ら
2⽉

に
タ
ン
カ
ン
が
市
場
に
く
る
。

5⽉
か
ら
10
⽉
に
は
沖
縄
の
バ
ナ
ナ
が
あ
る
。

島
バ
ナ
ナ
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
沖
縄
全
島
で
と
れ
る
。

お
き
な
わ
ほ
ん
と
う

ほ
く
ぶ

ば
た
け

お
お

が
つ

し
ゅ
う
か
く

は
じ

お
お

つ
く

が
つ

が
つ

が
つ

が
つ

い
ち

ば

し
ま

よ
お
き
な
わ
ぜ
ん
と
う

お
き
な
わ

ほ
く
ぶ

が
つ

が
つ

お
き
な
わ

沖
縄
の
く
だ
も
の
屋

お
き
な
わ

や

こ
こ
で
は
、
く
だ
も
の
屋
さ
ん
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

沖
縄
の
く
だ
も
の
屋
さ
ん
に
⾏
く
と
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
が
た
く
さ
ん
な
ら

ん
で
い
ま
す
。
バ
ナ
ナ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
は
お
な
じ
み
で
す
が
、
最
近
マ
ン
ゴ
ー

や
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
も
、
沖
縄
で
つ
く
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
ど
ん
な
く
だ
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
⼀
緒

に
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

沖
縄
本
島
の
北
部
に
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
が
多
く
広
が
り
、
7⽉

ご
ろ
か
ら
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
北
部
の
本
部
町
や
国
頭
村
で
は
、
タ
ン
カ
ン

な
ど
の
カ
ン
キ
ツ
類
の
栽
培
が
さ
か
ん
で
す
。
写
真
の
左
側
が
タ
ン
カ
ン
で
す
。
9

⽉
か
ら
2⽉

に
か
け
て
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
が
、
ま
た
1⽉

か
ら
2⽉

に
、
タ
ン
カ
ン
が

市
場
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
5⽉

か
ら
10
⽉
ご
ろ
に
は
、
島
バ
ナ
ナ
と
し
て
愛
さ
れ

て
い
る
沖
縄
の
バ
ナ
ナ
が
、
沖
縄
全
島
で
と
れ
ま
す
。
写
真
の
真
ん
中
が
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
で
、
右
側
が
バ
ナ
ナ
で
す
ね
。

②
沖
縄
の
南
部

本
島
の
南
部
や
宮
古
島
な
ど
で
は
最
近
ほ
か
の
フ
ル
ー
ツ
を
作
っ
て
い
る
。

マ
ン
ゴ
ー
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
。

マ
ン
ゴ
ー
は
6⽉

か
ら
9⽉

、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
は
4⽉

か
ら
10
⽉
に
で
ま
わ
る
。

③
沖
縄
の
パ
パ
イ
ヤ
。

沖
縄
で
は
⻘
い
パ
パ
イ
ヤ
を
野
菜
と
し
て
料
理
し
て
⾷
べ
る
。

沖
縄
全
島
で
⼀
年
中
と
れ
る
が
、
と
く
に
夏
が
お
い
し
い
。

ほ
ん
と
う

な
ん
ぶ

み
や
こ

じ
ま

さ
い
き
ん

つ
く

お
き
な
わ

お
き
な
わ

あ
お

や
さ
い

り
ょ
う
り

た

お
き
な
わ

な
ん
ぶ

が
つ

が
つ

が
つ

が
つ

お
き
な
わ
ぜ
ん
と
う

い
ち
ね
ん
じ
ゅ
う

な
つ

沖
縄
の
く
だ
も
の
屋

お
き
な
わ

や

最
近
、
本
島
の
南
部
や
宮
古
島
な
ど
で
は
、
マ
ン
ゴ
ー
や
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
熱
帯
の
く
だ
も
の
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
マ
ン
ゴ
ー
は
6⽉

か
ら
9⽉

ご
ろ
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
は
4⽉

か
ら
10
⽉

ご
ろ
、
で
ま
わ
り
ま
す
。

パ
パ
イ
ヤ
は
⽢
い
く
だ
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
⼈
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

沖
縄
で
は
⻘
い
パ
パ
イ
ヤ
を
野
菜
と
し
て
調
理
し
て
⾷
べ
ま
す
。
こ
れ
は
沖
縄
全

島
で
、
⼀
年
中
と
れ
ま
す
が
、
と
く
に
夏
が
お
い
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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①
薬
草
茶
の
店

沖
縄
で
は
昔
か
ら
あ
る
薬
草
の
お
茶
が
⾒
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ク
ダ
ミ
茶
、
ハ
マ
マ
ー
チ
茶
、
フ
ー
チ
ー
バ
ー
茶
、
ゴ
ー
ヤ
ー
茶
、
ウ
ッ
チ
ン
（
ウ
コ
ン
）
茶
な
ど
。

②
コ
ン
ブ
の
店
。

沖
縄
の
海
で
コ
ン
ブ
は
と
れ
な
い
が
、
⽇
本
で
⼀
番
コ
ン
ブ
を
⾷
べ
る
。

18
世
紀
、
北
海
道
か
ら
⼤
阪
や
江
⼾
に
運
ば
れ
、

そ
の
⼀
部
が
沖
縄
に
も
運
ば
れ
て
き
た
。

今
で
は
、
沖
縄
の
料
理
に
⽋
か
せ
な
い
も
の
。

お
き
な
わ

む
か
し

や
く
そ
う

ち
ゃ

み
な
お

ち
ゃ

ち
ゃ

ち
ゃ

ち
ゃ

ち
ゃ

み
せ

せ
い
き

ほ
っ
か
い
ど
う

お
お
さ
か

え
ど

は
こ

や
く
そ
う
ち
ゃ

み
せ

お
き
な
わ

う
み

に
ほ
ん

い
ち
ば
ん

た

沖
縄
の
伝
統
的
な
店

お
き
な
わ

で
ん

と
う
て
き

み
せ

い
ち
ぶ

お
き
な
わ

は
こ

い
ま

お
き
な
わ

り
ょ
う
り

か

こ
こ
で
は
、
沖
縄
の
牧
志
公
設
市
場
の
ま
わ
り
に
あ
る
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
伝
統

的
な
店
を
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

市
場
通
り
に
は
、
薬
草
茶
の
店
が
よ
く
⽬
に
つ
き
ま
す
。
沖
縄
で
は
昔
か
ら
伝
わ

る
薬
草
が
、
最
近
⾒
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ド
ク
ダ
ミ
茶
や
ハ
マ
マ
ー
チ
茶
、

フ
ー
チ
バ
ー
茶
な
ど
の
野
草
茶
や
、
ゴ
ー
ヤ
ー
茶
、
ウ
ッ
チ
ン
茶
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
お
茶
が
な
ら
ん
で
い
ま
す
。

な
か
で
も
ウ
ッ
チ
ン
は
、
ウ
コ
ン
と
も
⾔
い
ま
す
が
、
肝
臓
や
胃
腸
の
病
気
の
予

防
に
よ
い
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
カ
レ
ー

粉
っ
て
⻩
⾊
い
で
す
よ
ね
？
そ
の
⻩
⾊
は
、
ウ
ッ
チ
ン
の
粉
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
と

い
う
成
分
が
⼊
っ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
よ
。
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

今
度
ま
た
⾒
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

さ
て
、
沖
縄
で
は
コ
ン
ブ
が
と
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
コ
ン
ブ
の
店
を
あ
ち
こ
ち

で
⾒
か
け
ま
す
。
な
ん
と
沖
縄
で
の
コ
ン
ブ
の
消
費
量
は
⽇
本
で
⼀
番
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
コ
ン
ブ
を
よ
く
使
う
ん
で
す
。
コ
ン
ブ
は
冷
た
い
海
で
と
れ
る
の
で
、

沖
縄
の
あ
た
た
か
い
海
で
は
と
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
沖
縄
の
コ
ン
ブ
の
消
費

量
は
⽇
本
⼀
で
す
。
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か
。

理
由
は
、
18
世
紀
後
半
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
コ
ン
ブ
な
ど
の
北
海
道
の
海
産
物

が
、
北
前
船
（
き
た
ま
え
ぶ
ね
）
と
い
う
船
で
⼤
阪
や
現
在
の
東
京
で
あ
る
江
⼾

へ
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
⼀
部
が
沖
縄
に
も
運
ば
れ
て
き
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
沖
縄
で
も
コ
ン
ブ
を
⾷
べ
る
習
慣
が
広
ま
り
、
今
で
は
沖
縄
の
料
理
に

は
⽋
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

③
か
ま
ぼ
こ
屋

か
ま
ぼ
こ
は
、
⿂
の
⾝
を
す
っ
て
、
ね
っ
た
あ
と
、
蒸
し
た
り
、
揚
げ
た
り
し
た
⾷
べ
も
の
。

蒸
し
た
か
ま
ぼ
こ
は
、
先
祖
に
そ
な
え
た
り
お
祝
い
の
と
き
に
⾷
べ
る
。

④
⾐
料
品
店

市
場
か
ら
少
し
歩
く
と
、
⾐
料
品
店
ば
か
り
の
通
り
が
あ
る
。

沖
縄
の
花
が
描
い
て
あ
る
洋
服
が
い
っ
ぱ
い
売
っ
て
い
る
。

市
場
の
中
に
は
、
沖
縄
の
伝
統
的
な
着
物
の
店
も
あ
る
。

い
ち
ば

す
こ

あ
る

い
り
ょ
う
ひ
ん
て
ん

と
お

い
り
ょ
う
ひ
ん
て
ん

い
ち
ば

な
か

お
き
な
わ

で
ん
と
う
て
き

き
も
の

み
せ

お
き
な
わ

は
な

え
が

よ
う
ふ
く

う

や

む
せ
ん
ぞ

い
わ

た

さ
か
な

み
む

あ
た

沖
縄
の
伝
統
的
な
店

お
き
な
わ

で
ん

と
う
て
き

み
せ

さ
て
、
か
ま
ぼ
こ
屋
さ
ん
も
よ
く
⾒
か
け
ま
す
。
か
ま
ぼ
こ
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
か
ま
ぼ
こ
は
、
⿂
を
す
り
み
に
し
て
、
ね
り
あ
げ
た
も
の
を
、
蒸
し
た
り
、

揚
げ
た
り
し
て
加
⼯
し
た
も
の
な
ん
で
す
よ
。

蒸
し
た
か
ま
ぼ
こ
は
、
ご
先
祖
さ
ま
へ
の
お
そ
な
え
や
、
お
祝
い
の
と
き
な
ど
に

よ
く
使
っ
て
い
ま
す
。

揚
げ
た
か
ま
ぼ
こ
に
は
、
チ
ー
ズ
や
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
が
⼊
っ
て
い
た
り

し
ま
す
よ
。
ぜ
ひ
⾷
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

少
し
歩
く
と
、
⾐
料
品
ば
か
り
あ
つ
か
っ
て
い
る
通
り
が
あ
り
ま
す
。
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
な
ど
、
沖
縄
特
有
の
⼤
き
な
花
柄
を
あ
し
ら
っ
た
洋
服
な
ど
が
、
店
先
い
っ

ぱ
い
に
か
ざ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
設
市
場
の
⾐
料
部
に
は
、
沖
縄
の
伝
統

的
な
着
物
を
あ
つ
か
う
店
が
⼊
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
綺
麗
で
す
し
、
沖
縄
の
⽂

化
を
感
じ
ら
れ
ま
す
よ
。
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⽔
を
⼤
切
に
す
る
沖
縄
の
⼈
び
と

み
ず

お
き

な
わ

た
い

せ
つ

ひ
と

・
⾬
が
多
い
沖
縄

‣
１
年
間
の
降
⽔
量
：
２
０
０
０
m
m
（
⽇
本
の
平
均
：
１
７
０
０
m
m
）

‣
⾬
が
多
く
降
る
時
期
：
５
⽉
〜
６
⽉
（
梅
⾬
）
、
８
⽉
〜
９
⽉
（
台
⾵
）

⽔
を
貯
め
て
お
け
な
い
沖
縄
で
は
、

梅
⾬
の
時
期
に
⾬
が
少
な
い
＋
台
⾵
の
数
が
少
な
い

＝
⽔
不
⾜

し
か
し
…

⼤
き
な
湖
や
川
が
少
な
い
た
め
、
⽔
を
貯
め
て
お
く
場
所
が
な
い

→
⾬
が
海
に
流
れ
て
し
ま
う

あ
め

お
お

お
き
な
わ

ね
ん
か
ん

に
ほ
ん

へ
い
き
ん

あ
め

お
お

ふ
じ

き
つ

ゆ

つ
ゆ

た
い
ふ
う

あ
め

じ
き

す
く

す
く

か
ず

た
い
ふ
う

み
ず

ぶ
そ
く

お
お

み
ず
う
み

か
わ

す
く

み
ず

た
ば

し
ょ

あ
め

う
み

な
が

み
ず

た
お
き
な
わ

こ
う
す
い
り
ょ
う

そ
れ
で
は
、
沖
縄
と
⽔
の
関
係
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

沖
縄
の
⼈
び
と
は
、
昔
か
ら
⽔
不
⾜
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

降
⽔
量
は
、
全
国
の
平
均
よ
り
も
多
い
の
で
す
が
、
⼤
き
な
湖
や
川
な
ど
が
少
な

く
、
⼤
⾬
が
降
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
が
海
に
流
れ
こ
ん
で
し
ま
う
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
島
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
⼈
々
は
ど
ん
な
⼯
夫
を
し
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

沖
縄
で
は
年
間
に
約
20
00
m
m
の
⾬
が
降
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
と
⽐
べ

る
と
多
い
ほ
う
で
す
が
、
沖
縄
は
昔
か
ら
⽔
不
⾜
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
ん
で
す
。

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
⾬
の
多
く
降
る
時
期
が
、
5⽉

か
ら
6⽉

の
「
梅
⾬
」
の

と
き
と
、
8⽉

か
ら
9⽉

に
か
け
て
の
「
台
⾵
」
の
と
き
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
梅
⾬
の
と
き
に
⾬
が
降
ら
な
か
っ
た
り
台
⾵
が
少
な
か
っ
た
り

す
る
と
、
す
ぐ
に
⽔
不
⾜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
⼀
度
に
た
く
さ
ん
の
⾬
が
降
っ
て
も
⼤
き
な
湖
や
川
が
少
な
い
た
め
、
⾬

⽔
は
い
っ
き
に
海
に
流
れ
こ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
10
0⽇

以
上
も
⾬
ら

し
い
⾬
が
降
ら
な
い
と
た
ち
ま
ち
⽔
が
不
⾜
し
、
給
⽔
を
制
限
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
沖
縄
で
は
⽔
を
⼤
切
に
し
て
い
ま
す
。

⽔
を
⼤
切
に
す
る
沖
縄
の
⼈
び
と

み
ず

お
き

な
わ

た
い

せ
つ

ひ
と

・
沖
縄
の
⼈
の
⼯
夫

・
昔
の
沖
縄

‣
わ
き
⽔
を
飲
ん
だ
り
、
せ
ん
た
く
や
野
菜
を
あ
ら
う
の
に
使
っ
た
。

‣
ト
ゥ
―
ジ
と
い
う
⽯
を
削
っ
て
作
っ
た
場
所
に
、
⾬
⽔
（
天
⽔
）
を

た
め
た
地
域
が
あ
る
。

‣
屋
根
に
降
っ
た
⽔
を
、
貯
⽔
槽
に
た
め
て
お
く
家
も
あ
っ
た
。

・
最
近
の
沖
縄

‣
１
９
７
０
年
代
に
沖
縄
の
北
部
に
ダ
ム
を
建
設
。
各
地
に
供
給
。

‣
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
屋
上
に
貯
⽔
タ
ン
ク
を
設
置
。

お
き
な
わ

ひ
と

く
ふ
う

む
か
し

お
き
な
わ

い
し

け
ず

つ
く

ば
し
ょ

あ
ま
み
ず

て
ん
す
い

ち
い
き

や
ね

ふ
み
ず

ち
ょ
す
い

そ
う

い
え

さ
い
き
ん

お
き
な
わ ね
ん
だ
い

お
き
な
わ

ほ
く

ぶ
け
ん
せ
つ

き
ょ
う
き
ゅ
う

か
く

ち

い
え

お
く
じ
ょ
う

ち
ょ
す
い

せ
っ
ち

み
ず

の
や
さ
い

つ
か

8

沖
縄
で
は
ど
の
よ
う
に
⽔
を
⼤
切
に
し
て
い
る
の
か
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
沖
縄
で
は
昔
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
家
で
⾬
⽔
を
た
め
て
お
き
、
飲
み
⽔
な
ど

と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。
⽯
を
く
り
ぬ
い
て
、
「
ト
ゥ
ー
ジ
」
と
い
う
⼤
き
な

⽔
が
め
を
つ
く
る
島
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
屋
根
に
降
っ
た
⽔
を
、
⾬
ど
い
を
通

し
て
貯
⽔
槽
に
流
し
て
貯
め
て
お
く
家
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
19
70
年
代
ご
ろ
か
ら
北
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
の
⽔
源
地
に
ダ
ム
が
つ

く
ら
れ
、
各
地
に
⽔
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
々
⼈
⼝
が

増
え
て
お
り
観
光
客
も
多
い
こ
と
か
ら
、
⽔
の
消
費
量
も
増
え
て
い
ま
す
。
⽔
不

⾜
に
そ
な
え
て
、
ほ
と
ん
ど
の
家
は
屋
上
に
貯
⽔
タ
ン
ク
を
そ
な
え
て
い
ま
す
。

那
覇
で
も
よ
く
⾒
ら
れ
れ
る
の
で
、
も
し
貯
⽔
槽
を
⾒
か
け
た
ら
こ
の
講
義
を
思

い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
沖
縄
の
⼈
々
に
と
っ
て
⼤
切
な
も
の
な
ん
で
す
よ
。
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（
１
）
「
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
の
意
味
と
し
て
正
し
い
の
は
ど
れ
で
す
か
？

１
ナ
ー
ベ
ラ
ー
ン
ブ
シ
ー

２
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

３
ゴ
ー
ヤ
ー
ン
ブ
シ
ー

４
フ
―
チ
ャ
ン
プ
ル
ー

問
題

正
解

２
「
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
：

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
ゴ
ー
ヤ
ー
を
う
す
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
、
と
う
ふ
や
ブ
タ
⾁
、
か

き
タ
マ
ゴ
な
と
、
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
め
た
の
を
何
と
⾔
い
ま
す
か
？
と
い

う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、
1番

が
「
ナ
ー
ベ
ラ
ー
ン
ブ
シ
ー
」
、
2番

が
「
ゴ
ー
ヤ
ー

チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
、
3番

「
ゴ
ー
ヤ
ー
ン
ブ
シ
ー
」
、
4番

が
「
フ
―
チ
ャ

ン
プ
ル
ー
」
で
し
た
。

正
解
は
2番

の
「
ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
で
す
。
ゴ
ー
ヤ
ー
を
う
す
く

ス
ラ
イ
ス
し
て
、
と
う
ふ
や
ブ
タ
⾁
、
か
き
タ
マ
ゴ
な
と
、
と
い
っ
し
ょ
に

い
た
め
た
の
を
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
と
い
い
ま
す
。
「
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」

は
野
菜
や
⾖
腐
を
炒
め
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
料
理
で
す
。
他
に
も
野
菜
を
炒
め

た
も
の
に
、
そ
ー
め
ん
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
ソ
ー
ミ
ン
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
な
ど
も

有
名
で
す
ね
。
ぜ
ひ
⾷
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ヤ
ー
を
う
す
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
、
と
う
ふ
や
ブ
タ
⾁
、
か
き
タ
マ
ゴ
な
と
、
と
⼀
緒
に

炒
め
た
も
の
を
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
と
い
い
ま
す
。

「
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
は
野
菜
や
⾖
腐
を
炒
め
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
料
理
で
す
。
他
に
も
野
菜
を

炒
め
た
も
の
に
、
そ
ー
め
ん
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
ソ
ー
ミ
ン
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
な
ど
も
有
名
で
す
ね
。

ぜ
ひ
⾷
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ヤ
ー
を
う
す
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
、
と
う
ふ
や
ブ
タ
⾁
、
か
き
タ
マ
ゴ
な

と
、
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
め
た
の
を
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
と
い
い
ま
す
。

「
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
」
は
野
菜
や
⾖
腐
を
炒
め
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
料
理
で
す
。

他
に
も
野
菜
を
炒
め
た
も
の
に
、
そ
ー
め
ん
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
ソ
ー
ミ
ン

チ
ャ
ン
プ
ル
ー
な
ど
も
有
名
で
す
ね
。
ぜ
ひ
⾷
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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（
２
）
以
前
は
農
連
市
場
で
あ
っ
た
場
所
の
現
在
の
名
前
は
何
で
し
ょ
う
か
？

１
の
う
れ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

２
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ

３
の
う
れ
ん
シ
テ
ィ

４
の
う
れ
ん
ス
ー
パ
ー

問
題

正
解

２
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」

次
に
、
2問

⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2問
⽬
は
、
以
前
は
農
連
市
場
で
あ
っ
た
場
所
の
現
在
の
名
前
は
何
で
し
ょ

う
か
？

と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、
1番

が
「
の
う
れ
ん
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
、

2番
が
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」
、
3番

「
の
う
れ
ん
シ
テ
ィ
」
、
4番

が
「
の

う
れ
ん
ス
ー
パ
ー
」
で
し
た
。

正
解
は
2番

の
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」
で
す
。
農
連
市
場
で
は
、
買
い
に
く

る
の
は
ほ
と
ん
ど
⼩
売
店
の
⼈
や
料
理
屋
さ
ん
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
⼈
た
ち
で

し
た
が
、
⼀
般
の
お
客
も
い
ま
し
た
。
農
連
市
場
は
こ
の
よ
う
な
野
菜
の
店

が
何
⼗
軒
も
な
ら
ん
で
い
ま
し
た
。
品
ぞ
ろ
え
は
店
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
ち

が
っ
て
楽
し
い
場
所
で
し
た
が
、
現
在
は
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」
に
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

那
覇
市
樋
川
に
あ
る
の
で
ぜ
ひ
⾏
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

農
連
市
場
で
は
、
買
い
に
く
る
の
は
ほ
と
ん
ど
⼩
売
店
の
⼈
や
料
理
屋
さ
ん
、
ホ
テ
ル
な
ど
の

⼈
た
ち
で
し
た
が
、
⼀
般
の
お
客
も
い
ま
し
た
。

農
連
市
場
は
こ
の
よ
う
な
野
菜
の
店
が
何
⼗
軒
も
な
ら
ん
で
い
ま
し
た
。
品
ぞ
ろ
え
は
店
に

よ
っ
て
少
し
ず
つ
ち
が
っ
て
楽
し
い
場
所
で
し
た
が
、
現
在
は
「
の
う
れ
ん
プ
ラ
ザ
」
に
変
わ
っ

て
い
ま
す
。

那
覇
市
樋
川
に
あ
る
の
で
ぜ
ひ
⾏
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

農
連
市
場
で
は
、
買
い
に
く
る
の
は
ほ
と
ん
ど
⼩
売
店
の
⼈
や
料
理
屋
さ
ん
、

ホ
テ
ル
な
ど
の
⼈
た
ち
で
し
た
が
、
⼀
般
の
お
客
も
い
ま
し
た
。
農
連
市
場

は
こ
の
よ
う
な
野
菜
の
店
が
何
⼗
軒
も
な
ら
ん
で
い
ま
し
た
。
品
ぞ
ろ
え
は

店
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
ち
が
っ
て
楽
し
い
場
所
で
し
た
が
、
現
在
は
「
の
う

れ
ん
プ
ラ
ザ
」
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

那
覇
市
樋
川
に
あ
る
の
で
ぜ
ひ
⾏
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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（
１
）
沖
縄
の
有
名
な
カ
ン
キ
ツ
類
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

１
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

２
ミ
カ
ン

３
オ
レ
ン
ジ

４
レ
モ
ン

問
題

正
解

１
「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」
：

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
沖
縄
の
有
名
な
カ
ン
キ
ツ
類
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、
1番

が
「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」
、
2番

が
「
ミ
カ
ン
」
、
3番

「
オ
レ
ン
ジ
」
、
4番

が
「
レ
モ
ン
」
で
し
た
。

正
解
は
１
番
の
「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」
で
す
。

沖
縄
本
島
の
北
部
に
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
が
多
く
広
が
り
、

7
⽉
ご
ろ
か
ら
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の

収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
北
部
の
本
部
町
や
国
頭
村
で
は
、
タ
ン
カ
ン
な
ど
の
カ
ン
キ
ツ
類
の
栽
培

が
さ
か
ん
で
す
。

9
⽉
か
ら

2
⽉
に
か
け
て
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
が
、
出
荷
さ
れ
ま
す
。

沖
縄
本
島
の
北
部
に
は
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
畑
が
多
く
広
が
り
、
7⽉

ご
ろ
か

ら
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
北
部
の
本
部
町
や
国
頭
村
で
は
、

タ
ン
カ
ン
な
ど
の
カ
ン
キ
ツ
類
の
栽
培
が
さ
か
ん
で
す
。
9⽉

か
ら
2⽉

に
か
け
て
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
が
、
出
荷
さ
れ
ま
す
。
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（
２
）
沖
縄
で
野
菜
と
し
て
料
理
さ
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

１
マ
ン
ゴ
ー

２
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ

３
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー

４
パ
パ
イ
ヤ

問
題

正
解

４
「
パ
パ
イ
ヤ
」

次
に
、
2問

⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2問
⽬
は
、
沖
縄
で
野
菜
と
し
て
料
理
さ
れ
て
い
る
も
の
は
次
の
う
ち
ど
れ

で
し
ょ
う
？
と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、
1番

が
「
マ
ン
ゴ
ー
」
、

2番
が
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
」
、
3番

「
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」
、
4番

が
「
パ
パ
イ
ヤ
」
で
し
た
。

正
解
は
４
番
の
「
パ
パ
イ
ヤ
」
で
す
。
パ
パ
イ
ヤ
は
あ
ま
い
く
だ
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
⼈
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
で
は
⻘
い
パ
パ
イ
ヤ
を

野
菜
と
し
て
調
理
し
て
⾷
べ
ま
す
。
こ
れ
は
沖
縄
全
島
で
、
⼀
年
じ
ゅ
う
と

れ
ま
す
が
、
と
く
に
夏
が
お
い
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
⾷
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

パ
パ
イ
ヤ
は
あ
ま
い
く
だ
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
⼈
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
沖
縄
で
は

⻘
い
パ
パ
イ
ヤ
を
野
菜
と
し
て
調
理
し
て
⾷
べ
ま
す
。
こ
れ
は
沖
縄
全
島
で
、
⼀
年
中
と
れ
ま
す
が
、

と
く
に
夏
が
お
い
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
⾷
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

パ
パ
イ
ヤ
は
あ
ま
い
く
だ
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
⼈
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
沖
縄
で
は
⻘
い
パ
パ
イ
ヤ
を
野
菜
と
し
て
調
理
し
て
⾷
べ
ま
す
。
こ

れ
は
沖
縄
全
島
で
、
⼀
年
じ
ゅ
う
と
れ
ま
す
が
、
と
く
に
夏
が
お
い
し
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
⾷
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
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（
１
）
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
と
い
う
成
分
が
⼊
っ
て
い
る
⻩
⾊
い
お
茶
の
名
前
は
何
で
し
ょ
う
か
？

１
ウ
ッ
チ
ン
茶

２
ド
ク
ダ
ミ
茶

３
フ
―
チ
ー
バ
茶

４
ゴ
ー
ヤ
ー
茶

問
題

正
解

１
「
ウ
ッ
チ
ン
茶
」

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
と
い
う
成
分
が
⼊
っ
て
い
る
⻩
⾊
い
お
茶
の
名

前
は
何
で
し
ょ
う
か
？
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、
1番

が
「
ウ
ッ
チ
ン
茶
」
、
2番

が
「
ド
ク
ダ
ミ
茶
」
、
3番

「
フ
―
チ
ー
バ
茶
」
、
4番

が
「
ゴ
ー
ヤ
ー
茶
」
で
し
た
。

正
解
は
１
番
の
「
ウ
ッ
チ
ン
茶
」
で
す
。

ウ
ッ
チ
ン
は
、
ウ
コ
ン
と
も
⾔
い
ま
す
が
、
肝
臓
や
胃
腸
の
病
気
の
予
防
に
よ
い
と
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⻩
⾊
は
、
ウ
ッ
チ
ン
の
粉
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
と
い
う
成
分
が
⼊
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

カ
レ
ー
粉
に
も
使
⽤
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ッ
チ
ン
は
、
ウ
コ
ン
と
も
⾔
い
ま
す
が
、
肝
臓
や
胃
腸
の
病
気
の
予
防
に

よ
い
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
⻩
⾊
は
、
ウ
ッ
チ
ン

の
粉
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
と
い
う
成
分
が
⼊
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
カ
レ
ー
粉

に
も
使
⽤
さ
れ
て
い
ま
す
。
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（
２
）
沖
縄
の
市
花
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？

１
タ
ン
ポ
ポ

２
バ
ラ

３
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

４
ア
サ
ガ
オ

問
題

正
解

３
．
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」

次
に
、
2問

⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2問
⽬
は
、
沖
縄
の
市
花
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
し
ょ
う
か
？
と
い
う
問
題
で

し
た
。

選
択
肢
は
、
1番

が
「
タ
ン
ポ
ポ
」
、
2番

が
「
バ
ラ
」
、
3番

「
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
」
、
4番

が
「
ア
サ
ガ
オ
」
で
し
た
。

正
解
は
３
番
の
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」
で
す
。

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
沖
縄
の
市
花
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
⼈
々
の
⽣
活
に
は
な
じ
み
深
く
、
⾒
て
楽
し
む
以
外
に
も
、
作
物
を
守
る
道
具

と
し
て
使
わ
れ
た
り
、
美
容
エ
キ
ス
を
抽
出
し
た
り
、
洋
服
の
柄
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
沖
縄
の
市
花
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
⼈
々
の
⽣
活
に
は
な
じ
み
深
く
、
⾒
て
楽
し
む
以
外
に
も
、
作
物

を
守
る
道
具
と
し
て
使
わ
れ
た
り
、
美
容
エ
キ
ス
を
抽
出
し
た
り
、
洋
服
の

柄
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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（
１
）
沖
縄
で
は
⼀
年
間
で
ど
れ
く
ら
い
⾬
が
降
る
で
し
ょ
う
か
？

１
１
０
０
m
m

２
５
０
０
m
m

３
１
０
０
０
m
m

４
２
０
０
０
m
m

問
題

正
解

４
「
２
０
０
０
ｍ
ｍ
」
：
４
．

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
沖
縄
で
は
⼀
年
間
で
ど
れ
く
ら
い
⾬
が
降
る
で
し
ょ
う
か
？
と

い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、
1番

が
「
10
0m
m
」
、
2番

が
「
50
0m
m
」
、
3番

「
10
00
m
m
」
、
4番

が
「
20
00
m
m
」
で
し
た
。

正
解
は
4番

の
「
20
00
㎜
」
で
す
。

沖
縄
で
は
年
間
に
約
20
00
m
m
の
⾬
が
降
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
と
⽐
べ
る
と

多
い
ほ
う
で
す
が
、
沖
縄
は
昔
か
ら
⽔
不
⾜
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
ん
で
す
。

そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
⾬
の
多
く
降
る
時
期
が
、
5⽉

か
ら
6⽉

の
「
梅
⾬
」
の
と
き

と
、
8⽉

か
ら
9⽉

に
か
け
て
の
「
台
⾵
」
の
と
き
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
梅
⾬
の
と
き
に
⾬
が
降
ら
な
か
っ
た
り
台
⾵
が
少
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
す
ぐ
に
⽔

不
⾜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

沖
縄
で
は
年
間
に
約
20
00
m
m
の
⾬
が
降
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
平
均
と

⽐
べ
る
と
多
い
ほ
う
で
す
が
、
沖
縄
は
昔
か
ら
⽔
不
⾜
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た

ん
で
す
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
、
⾬
の
多
く
降
る
時
期
が
、
5⽉

か
ら
6

⽉
の
「
梅
⾬
」
の
と
き
と
、
8⽉

か
ら
9⽉

に
か
け
て
の
「
台
⾵
」
の
と
き

に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
梅
⾬
の
と
き
に
⾬
が
降
ら
な

か
っ
た
り
台
⾵
が
少
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
す
ぐ
に
⽔
不
⾜
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
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（
２
）
⾬
⽔
を
貯
め
る
た
め
に
⽯
を
削
っ
て
作
っ
た
も
の
の
名
前
は
何
で
し
ょ
う
か
？

１
ゲ
ー
ジ

２
ト
ゥ
ー
ジ

３
シ
ョ
ー
ジ

４
コ
ー
ジ

問
題

正
解

２
「
ト
ゥ
ー
ジ
」

次
に
、
2問

⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2問
⽬
は
、
⾬
⽔
を
貯
め
る
た
め
に
⽯
を
削
っ
て
作
っ
た
も
の
の
名
前
は
何

で
し
ょ
う
か
？
と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、
1番

が
「
ゲ
ー
ジ
」
、

2番
が
「
ト
ゥ
ー
ジ
」
、
3番

「
シ
ョ
ー
ジ
」
、
4番

が
「
コ
ー
ジ
」
で
し
た
。

正
解
は
2番

の
「
ト
ゥ
ー
ジ
」
で
す
。

沖
縄
で
は
昔
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
家
で
⾬
⽔
を
た
め
て
お
き
、
飲
み
⽔
な
ど
と
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。

⽯
を
く
り
ぬ
い
て
、
「
ト
ゥ
ー
ジ
」
と
い
う
⼤
き
な
⽔
が
め
を
つ
く
る
島
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
屋
根

に
降
っ
た
⽔
を
、
⾬
ど
い
を
通
し
て
貯
⽔
槽
に
流
し
て
貯
め
て
お
く
家
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
19
70
年
代
ご
ろ
か
ら
北
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
の
⽔
源
地
に
ダ
ム
が
つ
く
ら
れ
、
各
地
に

⽔
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
々
⼈
⼝
が
増
え
て
お
り
観
光
客
も
多
い
こ
と
か
ら
、

⽔
の
消
費
量
も
増
え
て
い
ま
す
。
⽔
不
⾜
に
そ
な
え
て
、
ほ
と
ん
ど
の
家
は
屋
上
に
貯
⽔
タ
ン
ク
を
そ

な
え
て
い
ま
す
。

沖
縄
で
は
昔
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
家
で
⾬
⽔
を
た
め
て
お
き
、
飲
み
⽔
な
ど
と

し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。
⽯
を
く
り
ぬ
い
て
、
「
ト
ゥ
ー
ジ
」
と
い
う
⼤
き

な
⽔
が
め
を
つ
く
る
島
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
屋
根
に
降
っ
た
⽔
を
、
⾬
ど

い
を
通
し
て
貯
⽔
槽
に
流
し
て
貯
め
て
お
く
家
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
19
70
年
代
ご
ろ
か
ら
北
部
か
ら
中
部
に
か
け
て
の
⽔
源
地
に
ダ

ム
が
つ
く
ら
れ
、
各
地
に
⽔
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
々
⼈
⼝
が
増
え
て
お
り
観
光
客
も
多
い
こ
と
か
ら
、
⽔
の
消
費
量
も
増
え

て
い
ま
す
。
⽔
不
⾜
に
そ
な
え
て
、
ほ
と
ん
ど
の
家
は
屋
上
に
貯
⽔
タ
ン
ク

を
そ
な
え
て
い
ま
す
。
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水を大切にする沖縄の人びと 

  問題 選択肢 正解 

1 沖縄では一年間でどれくらい雨が降るでしょう

か？ 

 １ １００mm 

 ２ ５００mm 

 ３ １０００mm 

 ４ ２０００mm 

4 

2 雨水を貯めるために石を削って作ったものの名

前は何でしょうか？ 

 １ ゲージ 

 ２ トゥージ 

 ３ ショージ 

 ４ コージ 

2 

沖縄の野菜の市場 

３ ゴーヤーをうすくスライスして、とうふやブタ

肉、かきタマゴなと、といっしょにいためたの

を何と言いますか？ 

 １  ナーベラーンブシ

ー   

 ２  ゴーヤーチャンプ

ルー   

 ３ ゴーヤーンブシー      

 ４ フ―チャンプルー  

2 

４ 以前は農連市場であった場所の現在の名前は何

でしょうか？ 

 １  のうれんステーシ

ョン     

 ２ のうれんプラザ     

 ３ のうれんシティ    

 ４ のうれんスーパー     

2 

沖縄のくだもの屋 

５ 沖縄の有名なカンキツ類はどれでしょうか？  １ シークヮーサー 

 ２ ミカン 

 ３ オレンジ      

 ４ レモン 

1 

６ 沖縄で野菜として料理されているものは次のう

ちどれでしょうか？ 

 １ マンゴー  

 ２  パッションフルー

ツ 

 ３ シークヮーサー 

 ４ パパイヤ 

4 

沖縄の伝統的な店 
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７ ターメリックという成分が入っている黄色いお

茶の名前は何でしょうか？ 

 １ ウッチン茶 

 ２ ドクダミ茶 

 ３ フ―チーバ茶 

 ４ ゴーヤー茶 

1 

８ 沖縄の市花は次のうちどれでしょうか？  １ タンポポ 

 ２ バラ 

 ３ ハイビスカス 

 ４ アサガオ 

3 
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沖縄のくらし 講義 ベトナム語翻訳 

沖縄の野菜の市場 

Chợ rau ở Okinawa 

日本語 ベトナム語 

ここでは、野菜の市場を見ていきましょう。 

那覇市にあった農連市場は、夜中の０時ごろから、野菜

をはこんできた人や、買いにくる人たちでにぎわいま

す。 

ここには、沖縄の各地から送られてきた、とれたばかり

の「ゴーヤー」、「パパイヤ」、「ナーベーラー」、

「ンム」などが山づみになっています。沖縄の人たち

は、これらの新鮮な野菜をたくさん食べて、元気いっぱ

いなんですよ。 

沖縄には強い太陽の日差しをあびて育った、栄養たっぷ

りの野菜がたくさんあります。沖縄の各地でとれたこれ

らの野菜は、トラックなどに山づみされて、直接、農連

市場に運ばれてきて、売り買いされていました。 

店は夜中の０時ごろから開かれますが、ピークになるの

は 3 時から 7 時ごろでした。そして、午前 9 時ごろに

は、ほとんどが売りきれて、市場は静かになります。 

農連市場では、買いにくるのはほとんど小売店の人や料

理屋さん、ホテルなどの人たちでしたが、一般のお客も

いました。農連市場はこのような野菜の店が何十軒もな

らんでいました。品ぞろえは店によって少しずつ違って

楽しい場所でしたが、現在は名前が「のうれんプラ

ザ。」に変わっています。 

 

 

次に、沖縄の有名な野菜を見ていきましょう。沖縄を代

表する野菜といったら写真の左側にあるゴーヤ一です

ね。ゴーヤーをうすくスライスして、とうふやブタ肉、

かきタマゴなと、といっしょにいためたのを、「ゴーヤ

ーチャンプルー」といいます。沖縄の食堂にいくとだい

たいありますよね。ゴーヤーはビタミン C がたくさんふ

くまれているので、夏バテ予防に最適なんですよ。 

ほかにも「ナーベーラー」や「パパイヤ」などの野菜も

ありますね。 

また、カボチャやニンジン、タマネギ、ラッキョウ、ン

ム(イモ)など、日本の他の場所にもある野菜でも、じっ

Sau đây, hãy cùng tìm hiểu một chợ rau ở Okinawa. 

Chợ Noren ở thành phố Naha, từ khoảng nửa đêm 

đã tập nập những người bán và mua rau.  

 

Tại đây, "mướp đắng", "đu đủ", "mướp", "khoai 

môn", vv vừa mới được hái từ những vùng miền khác 

nhau của Okinawa chất đầy như núi. Nhờ ăn những 

loại rau quả tươi này, người dân Okinawa luôn sống 

tràn đầy năng lượng. 

Ở Okinawa, có rất nhiều loại rau quả giàu dinh dưỡng 

nhờ được tắm ánh nắng mặt trời thường xuyên. 

Những loại rau quả từ khắp các vùng miền khác nhau 

ở Okinawa được chất lên xe tải, vận chuyển trực tiếp 

đến chợ Nouren để tiêu thụ.  

Cửa hàng mở cửa từ nửa đêm, nhưng cao điểm là 

khoảng từ 3 đến 7 giờ sáng. Đến khoảng 9 giờ sáng 

là hàng hóa đã gần như hết sạch và chợ quay trở lại 

với dáng vẻ yên tĩnh. 

Những người đến mua rau ở chợ Nouren hầu hết là 

các tiểu thương, nhân viên của các cửa hàng ăn hay 

khách sạn, nhưng cũng có cả những khách bình 

thường. Tại chợ Nouren có đến hàng chục cửa hàng 

rau như vậy xếp cạnh nhau, và mặt hàng bày bán tại 

mỗi hàng thì lại có chút khác biệt. Tuy nhiên, hiện 

tại chợ rau Nouren đã đổi tên thành “Nouren Plaza”.  

 

Tiếp theo, hãy cùng tìm hiểu những loại rau nổi tiếng 

ở Okinawa. Khi nói đến loại rau đại diện cho Okinawa 

thì không thể không nhắc đến mướp đắng (bên trái 

ảnh). Món “goya chanpuru” nổi tiếng ở đây được làm 

từ mướp đắng thái lát mỏng, xào với đậu phụ, thịt 

lợn và trứng bác, v.v Các hàng ăn ở Okinawa phần 

lớn đều có món này. Mướp đắng chứa nhiều Vitamin 

C nên là món thích hợp nhất để khắc phục trình trạng 

mệt mỏi vào mùa hè.  
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さいに食べてみると、ちょっと味が違うんですよ。ぜ

ひ、食べくらべてみてくださいね。 

写真の右側は島ラッキョウです。こちらも沖縄ではよく

食べる野菜です。ぜひ食べてみてくださいね。 

Ngoài ra còn có các loại rau khác như "mướp" và "đu 

đủ". 

Bên cạnh đó, ngay cả với các loại rau có ở những nơi 

khác ở Nhật Bản, như bí ngô, cà rốt, hành tây, củ 

kiệu và khoai môn, thì hương vị ở Okinawa cũng có 

chút khác biệt. Xin hãy ăn thử và so sánh nhé.  

Phía bên của ảnh là củ kiệu. Đây là loại rau rất hay 

được ăn ở Okinawa. Xin hãy ăn thử và cảm nhận 

nhé. 

沖縄のくだもの屋 

Cửa hàng hoa quả ở Okinawa 

ここでは、くだもの屋さんについて見ていきましょう。 

沖縄のくだもの屋さんに行くと、トロピカルフルーツが

たくさんならんでいます。バナナやパイナップルはおな

じみですが、最近マンゴーやドラゴンフルーツ、パッシ

ョンフルーツなども、沖縄でつくられるようになってい

ます。ほかにどんなくだものがあるでしょうか。一緒に

見ていきましょう。 

沖縄本島の北部には、パイナップル畑が多く広がり、7

月ごろからパイナップルの収穫が始まります。北部の本

部町や国頭村では、タンカンなどのカンキツ類の栽培が

さかんです。写真の左側がタンカンです。9 月から 2 月

にかけてシークヮーサーが、また 1 月から 2 月に、タン

カンが市場に送られてきます。5 月から 10 月ごろに

は、島バナナとして愛されている沖縄のバナナが、沖縄

全島でとれます。写真の真ん中がシークヮーサーで、右

側がバナナですね。 

 

最近、本島の南部や宮古島などでは、マンゴーやドラゴ

ンフルーツ、パッションフルーツなどの熱帯のくだもの

が栽培されるようになりました。マンゴーは 6 月から 9

月ごろ、パッションフルーツは 4 月から 10 月ごろ、で

まわります。 

パパイヤは甘いくだものだと考えている人が多いかもし

れませんが、沖縄では青いパパイヤを野菜として調理し

て食べます。これは沖縄全島で、一年中とれますが、と

くに夏がおいしいといわれています。 

Sau đây, hãy cùng tìm hiểu các cửa hàng hoa quả. 

Cửa hàng hoa quả ở Okinawa bày bán rất nhiều hoa 

quả nhiệt đới. Chuối và dứa thì vốn quen thuộc rồi, 

nhưng gần đây xoài, thanh long, chanh dây, v.v. 

cũng bắt đầu được trồng tại Okinawa. Hãy cùng tìm 

hiểu xem còn những loại hoa quả nào nữa nhé. 

Phía bắc của hòn đảo chính của Okinawa có rất nhiều 

cánh đồng dứa trải rộng, và vụ thu hoạch dứa bắt 

đầu vào khoảng tháng 7. Tại thị trấn Motobu và làng 

Kunigami ở phía Bắc, việc canh tác các loại cam quýt 

như quýt tankan là vô cùng phổ biến. Phía bên trái 

của ảnh chính là quýt tankan. Từ tháng 9 đến tháng 

2 là mùa chanh lõm, và sau đó từ tháng 1 đến tháng 

2 là quýt tankan sẽ được bán ở các chợ. Từ khoảng 

tháng 5 đến tháng 10, món chuối tiêu Okinawa thân 

thuộc sẽ được thu hoạch trên toàn quần đảo 

Okinawa. Phía giữa bức ảnh là quả chanh lõm, và 

bên tay phải chính là chuối tiêu Okinawa. 

 

Gần đây, các loại trái cây nhiệt đới như xoài, thanh 

long và chanh leo đã được trồng ở phía nam của hòn 

đảo chính và đảo Miyakojima. Mùa xoài từ là tháng 

6 đến tháng 9, còn mùa chanh leo là từ tháng 4 đến 

tháng 10. 

Với nhiều người, đu đủ được coi là một loại trái cây, 

nhưng ở Okinawa, đu đủ xanh được chế biến và ăn 

như rau. Đu đủ được thu hoạch quanh năm trên toàn 

bộ đảo Okinawa, nhưng đu đủ mùa hè được coi là 
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đặc biệt ngon.  

沖縄の伝統的な店 

Cửa hàng truyền thống ở Okinawa 

ここでは、沖縄の牧志公設市場のまわりにある、沖縄な

らではの伝統的な店を見ていきましょう。 

市場通りには、薬草茶の店がよく目につきます。沖縄で

は昔から伝わる薬草が、最近見直されてきています。ド

クダミ茶やハママーチ茶、フーチバー茶などの野草茶

や、ゴーヤー茶、ウッチン茶など、いろいろなお茶がな

らんでいます。 

なかでもウッチンは、ウコンとも言いますが、肝臓や胃

腸の病気の予防によいとされ、さまざまな商品となって

います。 

ちなみにカレー粉って黄色いですよね？その黄色は、ウ

ッチンの粉、ターメリックという成分が入っているから

なんですよ。皆さんは知っていましたか？今度また見て

みてくださいね。 

さて、沖縄ではコンブがとれません。しかし、コンブの

店をあちこちで見かけます。なんと沖縄でのコンブの消

費量は日本で一番といわれるほど、コンブをよく使うん

です。コンブは冷たい海でとれるので、沖縄のあたたか

い海ではとれません。それなのに沖縄のコンブの消費量

は日本一です。どうしてなのでしょうか。 

理由は、18 世紀後半にさかのぼります。コンブなどの

北海道の海産物が、北前船（きたまえぶね）という船で

大阪や現在の東京である江戸へ運ばれていました。その

うちの一部が沖縄にも運ばれてきたのです。 

そして、沖縄でもコンブを食べる習慣が広まり、今では

沖縄の料理には欠かせないものとなりました。 

 

さて、かまぼこ屋さんもよく見かけます。かまぼこをご

存知でしょうか。かまぼこは、魚をすりみにして、ねり

あげたものを、蒸したり、揚げたりして加工したものな

んですよ。 

蒸したかまぼこは、ご先祖さまへのおそなえや、お祝い

のときなどによく使っています。 

揚げたかまぼこには、チーズやゴボウ、ニンジンなどが

入っていたりしますよ。ぜひ食べてみてください。 

少し歩くと、衣料品ばかりあつかっている通りがありま

Sau đây, hãy cùng tìm hiểu các cửa hàng truyền 

thống độc đáo của Okinawa nằm xung quanh chợ 

công Makishi. 

Dọc đường vào chợ là các cửa hàng trà thảo mộc. Tại 

Okinawa, tác dụng của các loại thảo mộc cổ truyền 

đang dần bắt đầu được công nhận. Trà thảo mộc có 

rất nhiều loại, như trà diếp cá, trà ngải cứu, trà mướp 

đắng, trà nghệ, v.v. 

Trong số đó, nghệ, hay còn được gọi là ukon, là một 

thảo mộc được cho là hữu ích cho việc phòng chống 

các bệnh về gan và đường tiêu hóa, và được chế biến 

thành nhiều sản phẩm khác nhau. 

Nhân tiện, bột cà ri có màu vàng đúng không? Màu 

vàng này hình thành do trong bột nghệ có chứa 

turmeric. Mọi người biết điều này chứ? Lần tới hãy 

kiểm chứng nhé. 

Tuy nhiên, ở Okinawa không có tảo kombu. Dù vậy 

các cửa hàng kombu vẫn có ở khắp nơi. Kombu dùng 

nhiều ở Okinawa đến mức người ta nói rằng lượng 

tiêu thụ kombu ở Okinawa là cao nhất Nhật Bản. 

Konbu chỉ có thể được nuôi trồng tại các vùng biển 

lạnh, nên không thể sinh tồn ở vùng biển nóng như 

Okinawa. Vậy thì tại sao lương tiêu thụ kombu tại 

Okinawa lại cao nhất Nhật Bản?  

Để giải thích lý do thì cần phải quay ngược lại khoảng 

nửa cuối thế kỷ 18. Vào thời kỳ này, các sản phẩm 

hải sản của Hokkaido như kombu được vận chuyển 

đến Osaka và Edo (Tokyo ngày nay) trên các chuyến 

tàu chở hàng đi dọc Biển Nhật Bản (được gọi là 

Kitamaebune).  Một phần trong số đó cũng được vận 

chuyển đến Okinawa.  

Sau đó thói quen ăn kombu đã dần bám rễ ở 

Okinawa, và bây giờ kombu đã trở thành nguyên 

liệu không thể thiếu cho ẩm thực Okinawa. 

 

Ngoài ra, các cửa hàng kamaboko cũng có ở khắp 
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す。ハイビスカスなど、沖縄特有の大きな花柄をあしら

った洋服などが、店先いっぱいにかざられています。ま

た、公設市場の衣料部には、沖縄の伝統的な着物をあつ

かう店が入っています。とても綺麗ですし、沖縄の文化

を感じられますよ。 

nơi. Kamaboko là gì? Kamaboko là món chả cá được 

chế biến bằng cách xay cá, viên tròn lại rồi sau đó 

hấp hoặc chiên. 

Kamaboko hấp thường được chuẩn bị cho các dịp như 

cúng tổ tiên hoặc ngày lễ. 

Kamaboko chiên thì thường có thêm phô mai, củ 

ngưu bàng và cà rốt. Có dịp xin hãy ăn thử nhé. 

Đi bộ thêm một đoạn thì sẽ đến con phố chuyên bán 

các sản phẩm may mặc. Mặt tiền của các cửa hàng 

này treo đầy các trang phục in hoa to đặc trưng của 

Okinawa, như hoa dâm bụt. Ngoài ra, tại khu may 

mặc ở chợ công còn có cửa hàng kimono truyền 

thống của Okinawa. Những bô kimono này rất đẹp 

và đậm chất văn hóa của Okinawa. 

水を大切にする沖縄の人びと 

Người dân Okinawa rất quý trọng nước ngọt 

それでは、沖縄と水の関係について見ていきましょう。 

沖縄の人びとは、昔から水不足に悩まされてきました。 

降水量は、全国の平均よりも多いのですが、大きな湖や

川などが少なく、大雨が降ってもほとんどが海に流れこ

んでしまうからです。 

こうした島で暮らしていくために、人々はどんな工夫を

してきたのでしょうか。 

沖縄では年間に約 2000mm の雨が降ります。これは、

全国平均と比べると多いほうですが、沖縄は昔から水不

足に悩まされてきたんです。その原因のひとつに、雨の

多く降る時期が、5 月から 6 月の「梅雨」のときと、8

月から 9 月にかけての「台風」のときに限られているこ

とがあげられます。梅雨のときに雨が降らなかったり台

風が少なかったりすると、すぐに水不足になってしまい

ます。 

また、一度にたくさんの雨が降っても大きな湖や川が少

ないため、雨水はいっきに海に流れこんでしまいます。

そのため、100 日以上も雨らしい雨が降らないとたちま

ち水が不足し、給水を制限されてしまうのです。だから

こそ、沖縄では水を大切にしています。 

 

沖縄ではどのように水を大切にしているのか見ていきま

しょう。 

Sau đây, hãy cùng tìm hiểu mối quan hệ của 

Okinawa với nước ngọt nhé. 

Người dân Okinawa từ xa xưa đã rất đau đầu vì 

nguồn nước ngọt khan hiếm. 

Dù lượng mưa ở đây cao hơn lượng mưa trung bình 

toàn quốc, nhưng vì Okinawa rất ít sông và hồ lớn, 

nên dù có mưa xuống thì phần lớn nước mưa sẽ chảy 

ra biển.  

Vậy người dân đã nỗ lực đến thế nào để có thể sống 

trên những hòn đảo này? 

Lượng mưa hàng năm của Okinawa là khoảng 

2.000mm. Con số này cao hơn mức trung bình của 

cả nước, nhưng thiếu nước ngọt vẫn luôn là nỗi trăn 

trở với người dân Okinawa từ thời xa xưa. Một trong 

những nguyên nhân phải kể đến là mưa chỉ rơi nhiều 

từ tháng 5 đến tháng 6 (mùa mưa) và từ tháng 8 

đến tháng 9 (mùa bão). Bởi vậy, nếu mùa mưa 

không có mưa hoặc mùa bão không có nhiều bão, 

thì lập tức nguồn nước ngọt sẽ trở nên khan hiếm.  

Hơn nữa, ngay cả khi mưa nhiều, vì ở Okinawa có rất 

ít sông và hồ lớn, nên nước mưa sẽ ngay lập tức chảy 

ra biển. Do đó, nếu gặp thời tiết khô hạn quá 100 

ngày, nước sẽ cạn nhanh chóng và việc cấp nước sẽ 
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まず、沖縄では昔はそれぞれのお家で雨水をためてお

き、飲み水などとして使っていました。石をくりぬい

て、「トゥージ」という大きな水がめをつくる島もあり

ました。また屋根に降った水を、雨どいを通して貯水槽

に流して貯めておく家もありました。 

その後、1970 年代ごろから北部から中部にかけての水

源地にダムがつくられ、各地に水が送られるようになり

ました。しかし、年々人口が増えており観光客も多いこ

とから、水の消費量も増えています。水不足にそなえ

て、ほとんどの家は屋上に貯水タンクをそなえていま

す。 

那覇でもよく見られれるので、もし貯水槽を見かけたら

この講義を思い出してみてください。沖縄の人々にとっ

て大切なものなんですよ。 

bị hạn chế. Đó là lý do tại sao nước rất được quý trọng 

ở Okinawa. 

  

Hãy cùng tìm hiểu xem nước được coi trọng như thế 

nào ở Okinawa nhé. 

Thời xưa ở Okinawa, mỗi nhà tự tích trữ nước mưa 

để dùng hàng ngày như làm nước uống. Có những 

hòn đảo còn khoét đá để làm ra một cái bể chứa 

nước lớn gọi là tuji. Ở một số nhà, nước mưa rơi 

xuống mái nhà được dẫn vào các bể chứa nước thông 

qua các máng xối để tích trữ. 

Từ những năm 1970, các con đập đã được xây dựng 

từ phía bắc đến trung tâm đảo, nhờ đó nước đã có 

thể được đưa tới các vùng miền khác. Tuy nhiên, do 

mỗi năm dân số cũng như lượng khách tới tham 

quan đều tăng lên, nên lượng nước tiêu thụ cũng 

ngày càng tăng. Để đối phó với tình trạng thiếu nước, 

hầu hết các nhà đều chuẩn bị bể nước trên mái nhà.  

Các bể chứa nước có ở khắp Naha, vì vậy nếu nhìn 

thấy bể nước, xin hãy nhớ đến buổi học này. Đối với 

người dân Okinawa, nước là vô cùng quan trọng. 
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沖縄のくらし 問題・解答解説 翻訳 

沖縄の野菜の市場 Chợ rau ở Okinawa 

日本語 ベトナム語 

（問題） 

ゴーヤーをうすくスライスして、とうふやブタ肉、かき

タマゴなと、といっしょにいためたのを何と言います

か？ 

 

１ ナーベラーンブシー 

２ ゴーヤーチャンプルー 

３ ゴーヤーンブシー 

４ フ―チャンプルー 

 

（解説） 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、ゴーヤーをうすくスライスして、とうふやブ

タ肉、かきタマゴなと、といっしょにいためたのを何と

言いますか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「ナーベラーンブシー」、2 番が「ゴ

ーヤーチャンプルー」、3 番「ゴーヤーンブシー」、4

番が「フ―チャンプルー」でした。 

正解は 2 番の「ゴーヤーチャンプルー」です。ゴーヤー

をうすくスライスして、とうふやブタ肉、かきタマゴな

と、といっしょにいためたのをゴーヤチャンプルーとい

います。「チャンプルー」は野菜や豆腐を炒めて混ぜ合

わせる料理です。他にも野菜を炒めたものに、そーめん

を混ぜ合わせたソーミンチャンプルーなども有名です

ね。ぜひ食べてみてください。 

 

（問題） 

以前は農連市場であった場所の現在の名前は何でしょう

か？ 

 

１ のうれんステーション 

２ のうれんプラザ 

３ のうれんシティ 

４ のうれんスーパー 

 

（解説） 

(Câu hỏi) 

Mướp đắng thái lát mỏng, xào với đậu phụ, thịt lợn 

và trứng bác, v.v là món ăn gì? 

 

1. Naberanbushi 

2. Goyachampuru 

3. Goyanbushi 

4. Fuchanpuru 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Mướp đắng thái lát mỏng, xào 

với đậu phụ, thịt lợn và trứng bác, v.v là món ăn gì? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Naberanbushi", 2.  

“Goyachampuru”, 3. “Goyanbushi” và 4. 

“Fuchanpuru”.  

Đáp án đúng là 2. “Goyachampuru”. Món goya 

champuru được làm từ mướp đắng thái lát mỏng, 

xào với đậu phụ, thịt lợn và trứng bác, v.v. Chanpuru 

là món xào gồm rau và đậu phụ. Món somen 

chanpuru rất nổi tiếng cũng được làm bằng cách xào 

các loại rau lên rồi trộn với mì somen. Nếu có dịp hãy 

thử món này nhé.  

 

(Câu hỏi) 

Chợ Nouren trước đây giờ đã đổi tên thành gì? 

 

1. Ga Nouren 

2. Nouren Plaza 

3. Thành phố Nouren 

4. Siêu thị Nouren  

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Chợ Nouren trước đây giờ đã đổi 

tên thành gì? 
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次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、以前は農連市場であった場所の現在の名前

は？ 

という問題でした。選択肢は、1 番が「のうれんステー

ション」、2 番が「のうれんプラザ」、3 番「のうれん

シティ」、4 番が「のうれんスーパー」でした。 

正解は 2 番の「のうれんプラザ」です。農連市場では、

買いにくるのはほとんど小売店の人や料理屋さん、ホテ

ルなどの人たちでしたが、一般のお客もいました。農連

市場はこのような野菜の店が何十軒もならんでいまし

た。品ぞろえは店によって少しずつちがって楽しい場所

でしたが、現在は「のうれんプラザ。」に変わっていま

す。 

那覇市樋川にあるのでぜひ行ってみてください。 

 

Lựa chọn gồm có: 1. "Ga Nouren", 2. “Nouren 

Plaza”, 3. “Thành phố Nouren” và 4. “Siêu thị 

Nouren”  

Đáp án đúng là 2. "Nouren Plaza”. Những người đến 

mua rau ở chợ Nouren hầu hết là các tiểu thương, 

nhân viên của các cửa hàng ăn hay khách sạn, 

nhưng cũng có cả những khách bình thường. Tại chợ 

Nouren có đến hàng chục cửa hàng rau như vậy xếp 

cạnh nhau, và mặt hàng bày bán tại mỗi hàng thì lại 

có chút khác biệt. Tuy nhiên, hiện tại chợ rau Nouren 

đã đổi tên thành “Nouren Plaza”.  

Nếu có dịp xin hãy ghé thăm Nouren Plaza ở Higawa, 

Naha nhé. 

 

沖縄のくだもの屋 

Cửa hàng hoa quả ở Okinawa 

（問題） 

沖縄の有名なカンキツ類はどれでしょうか？ 

 

１ シークヮーサー 

２ ミカン 

３ オレンジ 

４ レモン 

 

（解説） 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、沖縄の有名なカンキツ類はどれでしょう？ 

という問題でした。 

選択肢は、1 番が「シークヮーサー」、2 番が「ミカ

ン」、3 番「オレンジ」、4 番が「レモン」でした。 

正解は１番の「シークヮーサー」です。沖縄本島の北部

には、パイナップル畑が多く広がり、7 月ごろからパイ

ナップルの収穫が始まります。北部の本部町や国頭村で

は、タンカンなどのカンキツ類の栽培がさかんです。9

月から 2 月にかけてシークヮーサーが、出荷されます。 

（問題） 

沖縄で野菜として料理されているものは次のうちどれで

しょうか？ 

(Câu hỏi) 

Loại quả họ nhà cam nào nổi tiếng ở Okinawa? 

 

1. Chanh lõm 

2. Quýt 

3. Cam 

4. Chanh vàng 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Loại quả họ nhà cam nào nổi 

tiếng ở Okinawa? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Chanh lõm", 2. “Quýt”, 3. 

“Cam” và 4. “Chanh vàng”. 

Đáp án đúng là 1. “Chanh lõm”. Phía bắc của hòn 

đảo chính của Okinawa có rất nhiều cánh đồng dứa 

trải rộng, và vụ thu hoạch dứa bắt đầu vào khoảng 

tháng 7. Tại thị trấn Motobu và làng Kunigami ở phía 

Bắc, việc canh tác các loại cam quýt như quýt tankan 

là vô cùng phổ biến. Từ tháng 9 đến tháng 2 là thời 

điểm chanh lõm được bày bán rộng khắp. 
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１ マンゴー 

２ パッションフルーツ 

３ シークヮーサー 

４ パパイヤ 

 

（解説） 

 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、沖縄で野菜として料理されているものは次の

うちどれでしょう？という問題でした。選択肢は、1 番

が「マンゴー」、2 番が「パッションフルーツ」、3 番

「シークヮーサー」、4 番が「パパイヤ」でした。 

正解は４番の「パパイヤ」です。パパイヤはあまいくだ

ものだと考えている人が多いかもしれませんが、沖縄で

は青いパパイヤを野菜として調理して食べます。これは

沖縄全島で、一年じゅうとれますが、とくに夏がおいし

いといわれています。 

ぜひ食べてみてくださいね。 

(Câu hỏi) 

Ở Okinawa, loại quả nào sau đây được chế biến như 

rau? 

 

1. Xoài 

2. Chanh leo 

3. Chanh lõm 

4. Đu đủ 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Ở Okinawa, loại quả nào sau đây 

được chế biến như rau? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Xoài", 2. “Chanh leo”, 3. 

“Chanh lõm” và 4. “Đu đủ” 

Đáp án đúng là 4. "Đu đủ". Với nhiều người, đu đủ 

được coi là một loại trái cây, nhưng ở Okinawa, đu 

đủ xanh được chế biến và ăn như rau. Đu đủ được 

thu hoạch quanh năm trên toàn bộ đảo Okinawa, 

nhưng đu đủ mùa hè được coi là đặc biệt ngon.  

Nếu có dịp hãy thử món này nhé. 

沖縄の伝統的な店 Cửa hàng truyền thống ở Okinawa 

（問題） 

ターメリックという成分が入っている黄色いお茶の名前

は何でしょうか？ 

 

１ ウッチン茶 

２ ドクダミ茶 

３ フ―チーバ茶 

４ ゴーヤー茶 

 

（解説） 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、ターメリックという成分が入っている黄色い

お茶の名前は何でしょうか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「ウッチン茶」、2 番が「ドクダミ

茶」、3 番「フ―チーバ茶」、4 番が「ゴーヤー茶」で

した。 

正解は１番の「ウッチン茶」ですウッチンは、ウコンと

(Câu hỏi) 

Loại trà màu vàng có chứa thành phần turmeric có 

tên gọi là gì? 

 

1. Trà nghệ 

2. Trà diếp cá 

3. Trà ngải cứu 

4. Trà mướp đắng 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Loại trà màu vàng có chứa thành 

phần turmeric có tên gọi là gì? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Trà nghệ", 2. “Trà diếp cá”, 3. 

“Trà ngải cứu” và 4. “Trà mướp đắng”. 

Đáp án đúng là 1. “Trà nghệ”. 

Nghệ, hay còn được gọi là ukon, là một thảo mộc 
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も言いますが、肝臓や胃腸の病気の予防によいとされ、

さまざまな商品となっています。黄色は、ウッチンの

粉、ターメリックという成分が入っているからです。カ

レー粉にも使用されています。 

 

（問題） 

沖縄で有名な市花は次のうちどれでしょうか？ 

 

１ タンポポ 

２ バラ 

３ ハイビスカス 

４ アサガオ 

 

（解説） 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、沖縄で有名な市花は次のうちどれでしょう

か？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「タンポポ」、2 番が「バラ」、3 番

「ハイビスカス」、4 番が「アサガオ」でした。 

正解は３番の「ハイビスカス」です。ハイビスカスは沖

縄の市花にも制定されています。沖縄の人々の生活には

なじみ深く、見て楽しむ以外にも、作物を守る道具とし

て使われたり、美容エキスを抽出したり、洋服の柄にも

なっています。 

được cho là hữu ích cho việc phòng chống các bệnh 

về gan và đường tiêu hóa, và được chế biến thành 

nhiều sản phẩm khác nhau. Màu vàng là do trong 

bột nghệ có thành phần turmeric. Bột nghệ cũng 

được dùng để chế biến bột cà ri. 

 

(Câu hỏi) 

Loài hoa đại diện cho Okinawa là loại nào sau đây? 

 

1. Hoa bồ công anh 

2. Hoa hồng 

3. Hoa dâm bụt 

4. Hoa bìm bịp 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Loài hoa đại diện cho Okinawa là 

loại nào sau đây? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Hoa bồ công anh", 2. “Hoa 

hồng”, 3. “Hoa dâm bụt” và 4. “Hoa bìm bịp” 

Đáp án đúng là 3. "Hoa dâm bụt”. Hoa dâm bụt cũng 

được chọn là loài hoa đại diện của Okinawa. Bên cạnh 

vẻ đẹp vốn rất thân thuộc với đời sống của người dân 

Okinawa, hoa dâm bụt còn được sử dụng như một 

công cụ để bảo vệ hoa màu, chiết xuất trong mỹ 

phẩm hoặc dùng làm hoa văn cho quần áo. 

水を大切にする沖縄の人びと 

Người dân Okinawa rất quý trọng nước ngọt 

（問題） 

沖縄では一年間でどれくらい雨が降るでしょうか？ 

 

１ １００mm 

２ ５００mm 

３ １０００mm 

４ ２０００mm 

 

（解説） 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、沖縄では一年間でどれくらい雨が降るでしょ

(Câu hỏi) 

Lượng mưa hàng năm ở Okinawa khoảng bao nhiêu? 

 

1. 100mm 

2. 500mm 

3. 1000mm 

4. 2000mm 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Lượng mưa hàng năm ở Okinawa 
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うか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「100mm」、2 番が「500mm」、3

番「1000mm」、4 番が「2000mm」でした。 

正解は 4 番の「2000 ㎜」です。沖縄では年間に約

2000mm の雨が降ります。これは、全国平均と比べる

と多いほうですが、沖縄は昔から水不足に悩まされてき

たんです。その原因のひとつに、雨の多く降る時期が、

5 月から 6 月の「梅雨」のときと、8 月から 9 月にかけ

ての「台風」のときに限られていることがあげられま

す。梅雨のときに雨が降らなかったり台風が少なかった

りすると、すぐに水不足になってしまいます。 

 

（問題） 

雨水を貯めるために石を削って作ったものの名前は何で

しょうか？ 

 

１ ゲージ 

２ トゥージ 

３ ショージ 

４ コージ 

 

（解説） 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、雨水を貯めるために石を削って作ったものの

名前は何でしょうか？という問題でした。選択肢は、1

番が「ゲージ」、2 番が「トゥージ」、3 番「ショー

ジ」、4 番が「コージ」でした。 

正解は 2 番の「トゥージ」です。沖縄では昔はそれぞれ

のお家で雨水をためておき、飲み水などとして使ってい

ました。石をくりぬいて、「トゥージ」という大きな水

がめをつくる島もありました。また屋根に降った水を、

雨どいを通して貯水槽に流して貯めておく家もありまし

た。 

その後、1970 年代ごろから北部から中部にかけての水

源地にダムがつくられ、各地に水が送られるようになり

ました。しかし、年々人口が増えており観光客も多いこ

とから、水の消費量も増えています。水不足にそなえ

て、ほとんどの家は屋上に貯水タンクをそなえていま

す。 

khoảng bao nhiêu? 

Lựa chọn gồm có: 1. "100mm", 2. “200mm”, 3. 

“1000mm” và 4. “2000mm”. 

Đáp án đúng là 4. “2000mm”. Lượng mưa hàng năm 

của Okinawa vào khoảng 2.000mm. Con số này cao 

hơn mức trung bình của cả nước, nhưng thiếu nước 

ngọt vẫn luôn là nỗi trăn trở với người dân Okinawa 

từ thời xa xưa. Một trong những nguyên nhân phải 

kể đến là mưa chỉ rơi nhiều từ tháng 5 đến tháng 6 

(mùa mưa) và từ tháng 8 đến tháng 9 (mùa bão). 

Bởi vậy, nếu mùa mưa không có mưa hoặc mùa bão 

không có nhiều bão, thì lập tức nguồn nước ngọt sẽ 

trở nên khan hiếm.  

 

(Câu hỏi) 

Để tích trữ nước, người ta đã khoét đá và tạo ra một 

dụng cụ có tên là gì? 

 

1. Geji 

2. Tuji 

3. Shoji 

4. Koji 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Để tích trữ nước, người ta đã khoét 

đá và tạo ra một dụng cụ có tên là gì? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Geji", 2. “Tuji”, 3. “Shoji” và 

4. “Koji”. 

Đáp án đúng là 2. "Tuji”. Thời xưa ở Okinawa, mỗi 

nhà tự tích trữ nước mưa để dùng hàng ngày như 

làm nước uống. Có những hòn đảo còn khoét đá để 

làm ra một cái bể chứa nước lớn gọi là tuji. Ở một số 

nhà, nước mưa rơi xuống mái nhà được dẫn vào các 

bể chứa nước thông qua các máng xối để tích trữ. 

Từ những năm 1970, các con đập đã được xây dựng 

từ phía bắc đến trung tâm đảo, nhờ đó nước đã có 

thể được đưa tới các vùng miền khác. Tuy nhiên, do 

mỗi năm dân số cũng như lượng khách tới tham 

105



quan đều tăng lên, nên lượng nước tiêu thụ cũng 

ngày càng tăng. Để đối phó với tình trạng thiếu nước, 

hầu hết các nhà đều chuẩn bị bể nước trên mái nhà. 
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附録② 

日本文化・社会教育教材「日本の基礎知識」 

 

  

107



日
本

の
自

然
と

信
仰

季
節

春

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

は
る

-春
-

こ
こ

で
は

、
日

本
の

季
節

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

ま
ず

、
日

本
に

は
春

・
夏

・
秋

・
冬

の
４

つ
の

季
節

が
あ

り
ま

す
。

日
本

人
は

、
春

・
夏

・
秋

・
冬

の
季

節
ご

と
の

変
化

を
大

切
に

し
な

が
ら

暮
ら

す
文

化
を

持
っ

て
い

ま
す

。
日

本
の

文
化

を
理

解
す

る
た

め
に

は
、

日
本

の
こ

の
4つ

の
季

節
が

変
わ

っ
て

い
く

様
子

を
理

解
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
※

は
じ

め
に

、
日

本
の

春
か

ら
見

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

春
は

、
3⽉

〜
5⽉

下
旬

く
ら

い
ま

で
の

期
間

で
す

。 春
に

は
、

き
れ

い
な

花
が

た
く

さ
ん

咲
き

ま
す

。
梅

の
花

は
2⽉

〜
3⽉

に
満

開
と

な
り

、
桜

の
花

は
3

⽉
〜

5⽉
に

満
開

と
な

り
ま

す
。

地
域

に
よ

り
満

開
と

な
る

時
期

が
違

い
ま

す
。

南
の

地
域

か
ら

順
番

に
満

開
と

な
り

ま
す

。
1年

の
中

で
最

も
過

ご
し

や
す

い
季

節
が

、
春

で
す

。
※

例
え

ば
東

京
で

は
、

こ
の

期
間

の
最

高
気

温
は

13
度

〜
23

度
、

最
低

気
温

が
4〜

14
度

と
な

っ
て

い
ま

す
。

た
だ

し
、

東
京

の
中

心
で

は
、

5⽉
で

も
夏

の
よ

う
な

暑
さ

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
※

一
方

で
、

日
本

の
南

に
位

置
し

て
い

る
九

州
や

沖
縄

で
は

5⽉
に

は
最

高
気

温
が

平
均

25
度

と
な

り
暖

か
い

で
す

。
沖

縄
で

は
、

3⽉
下

旬
く

ら
い

か
ら

海
に

入
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
北

海
道

や
東

北
で

は
春

は
ま

だ
少

し
寒

く
、

4⽉
上

旬
に

雪
が

降
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

東
北

地
方

で
は

、
5⽉

に
な

り
や

っ
と

春
ら

し
く

て
暖

か
い

気
温

に
な

り
ま

す
。

日
本

の
中

で
も

、
北

と
南

で
は

全
く

気
候

が
違

い
ま

す
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

は
る

-春
①

-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

さ
く

ら
な

み
き

桜
並

木
い

し
か

り
へ

い
や

石
狩

平
野

に
ほ

ん
は

る
な

つ
あ

き
ふ

ゆ
き

せ
つ

は
る

さ
く

ら
う

つ
く

き
せ

つ
●

日
本

に
は

春
・

夏
・

秋
・

冬
の
4つ

の
季

節
が

あ
り

、
春

は
桜

が
美

し
い

季
節

。
は

る
が

つ
が

つ
げ

じ
ゅ

ん
ご

ろ
き

か
ん

●
春

は
、

3⽉
〜

5⽉
下

旬
頃

ま
で

の
期

間
。

と
う

き
ょ

う
さ

い
こ

う
き

お
ん

ど
ど

●
東

京
で

は
、

最
高

気
温

が
13

度
〜
23

度
く

ら
い

に
な

る
。

ほ
っ

か
い

ど
う

と
う

ほ
く

ち
ほ

う
す

こ
さ

む
き

ゅ
う

し
ゅ

う
お

き
な

わ
ち

ほ
う

さ
ら

き
お

ん
た

か
●

北
海

道
・

東
北

地
方

で
は

ま
だ

少
し

寒
く

、
九

州
・

沖
縄

地
方

で
は

更
に

気
温

が
高

い
。
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※
１

⽉
や

9⽉
に

新
し

い
学

年
が

始
ま

る
国

も
あ

り
ま

す
が

、
日

本
で

は
4⽉

に
始

ま
り

ま
す

。
※

3⽉
に

卒
園

式
・

卒
業

式
を

行
い

、
4⽉

上
旬

に
入

園
式

・
入

学
式

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
会

社
で

も
仕

事
内

容
や

勤
務

地
が

大
き

く
変

わ
る

の
も

4⽉
で

す
。

そ
の

た
め

、
日

本
で

は
春

は
何

か
新

し
い

こ
と

が
始

ま
る

季
節

と
し

て
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

新
し

い
友

達
や

新
し

い
同

僚
な

ど
、

人
と

の
出

会
い

も
多

く
な

り
ま

す
。

※
4⽉

下
旬

〜
5⽉

に
は

、
ゴ

ー
ル

デ
ン

ウ
ィ

ー
ク

と
呼

ば
れ

る
１

週
間

〜
10

日
間

の
⻑

い
休

み
が

あ
り

ま
す

。
「

昭
和

の
日

」
「

み
ど

り
の

日
」

「
憲

法
記

念
日

」
「

こ
ど

も
の

日
」

と
い

っ
た

国
⺠

の
休

日
で

あ
る

「
祝

日
」

が
続

く
た

め
、

⼟
曜

日
・

日
曜

日
な

ど
と

合
わ

せ
て

⻑
い

休
み

期
間

と
な

り
ま

す
。

※
日

本
人

は
、

春
に

な
る

と
「

花
見

」
を

す
る

人
が

多
い

で
す

。
桜

が
満

開
に

な
る

頃
、

み
ん

な
で

桜
の

木
の

下
で

お
弁

当
や

お
菓

子
を

食
べ

た
り

、
お

酒
を

飲
ん

だ
り

し
て

楽
し

み
ま

す
。

学
校

の
友

達
や

職
場

の
仲

間
同

士
な

ど
で

行
う

こ
と

が
多

い
で

す
。日

本
の

自
然

と
信

仰
き

せ
つ

〜
季

節
〜

は
る

-春
②

-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

し
ん

し
ょ

う
が

く
ね

ん
せ

い

新
小

学
1 

年
生

さ
く

ら
き

し
た

は
な

み
ひ

と
び

と

桜
の

木
の

下
で

花
見

を
す

る
人

々

に
ほ

ん
は

る
は

じ
き

せ
つ

●
日

本
で

は
、

春
は

「
始

ま
り

の
季

節
」

。
が

つ
じ

ょ
う

じ
ゅ

ん
よ

う
ち

え
ん

が
っ

こ
う

に
ゅ

う
え

ん
し

き
に

ゅ
う

が
く

し
き

お
こ

な
●

4 
⽉

上
旬

に
幼

稚
園

や
学

校
の

入
園

式
・

入
学

式
が

行
わ

れ
る

。
し

ゅ
う

か
ん

か
か

ん
や

す
●

1 
週

間
〜

10
日

間
の

休
み

（
ゴ

ー
ル

デ
ン

ウ
ィ

ー
ク

）
が

あ
り

ま
す

。
に

ほ
ん

さ
く

ら
み

は
る

か
ん

し
ゅ

う
か

ん
お

お
ひ

と
び

と
は

な
み

た
の

●
日

本
に

は
桜

を
見

て
春

を
感

じ
る

習
慣

が
あ

り
多

く
の

人
々

が
花

見
を

し
て

楽
し

み
ま

す
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

季
節

夏

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

な
つ

-夏
-
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こ
こ

で
は

、
日

本
の

夏
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
日

本
の

夏
は

一
般

的
に

6⽉
〜

8⽉
の

終
わ

り
ま

で
で

す
。

※
日

本
の

夏
の

特
徴

と
し

て
、

「
梅

雨
」

が
あ

り
ま

す
。

6⽉
〜

7⽉
上

旬
頃

ま
で

の
雨

の
日

が
続

く
時

期
の

こ
と

で
す

。
※

梅
雨

が
終

わ
る

と
、

い
よ

い
よ

本
当

の
夏

が
や

っ
て

来
て

、
30

度
を

超
え

る
暑

い
日

が
続

き
ま

す
。

※
8⽉

は
35

度
以

上
の

と
て

も
暑

い
日

が
多

く
な

り
、

日
本

で
一

番
暑

い
地

域
と

し
て

知
ら

れ
て

い
る

埼
玉

県
熊

谷
市

で
は

、
40

度
を

超
え

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
日

本
の

夏
は

湿
気

が
多

い
の

が
特

徴
で

、
東

京
な

ど
で

は
特

に
湿

気
が

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
夏

は
、

「
熱

中
症

」
に

注
意

が
必

要
で

す
。

熱
中

症
は

、
気

温
が

高
い

環
境

に
⻑

い
時

間
い

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
体

の
中

の
水

分
が

足
り

な
く

な
っ

た
り

、
う

ま
く

体
温

を
調

節
す

る
こ

と
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

、
熱

が
出

た
り

、
ふ

ら
ふ

ら
し

た
り

体
調

が
悪

く
な

る
こ

と
で

す
。

熱
中

症
に

か
か

ら
な

い
よ

う
に

し
っ

か
り

と
予

防
を

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

帽
子

を
被

っ
た

り
、

水
分

を
し

っ
か

り
と

取
っ

た
り

し
な

が
ら

活
動

を
し

ま
し

ょ
う

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

な
つ

-夏
①

-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

に
ほ

ん
な

つ
ふ

う
け

い

日
本

の
夏

の
風

景
つ

ゆ
ふ

う
ぶ

つ
し

梅
雨

の
風

物
詩

あ
じ

さ
い

な
つ

が
つ

が
つ

き
か

ん
●

夏
は

6
⽉

〜
8 

⽉
ま

で
の

期
間

。
が

つ
が

つ
じ

ょ
う

じ
ゅ

ん
ご

ろ
つ

ゆ
き

せ
つ

し
っ

け
お

お
じ

き
●

6
⽉

〜
7 

⽉
上

旬
頃

ま
で

は
梅

雨
の

季
節

で
も

あ
り

湿
気

の
多

い
時

期
。

つ
ゆ

お
ほ

ん
と

う
な

つ
●

梅
雨

が
終

わ
る

と
、

い
よ

い
よ

本
当

の
夏

が
来

る
。

が
つ

い
ち

ば
ん

あ
つ

と
う

き
ょ

う
か

ん
と

う
ど

こ
ひ

●
8 

⽉
が

一
番

暑
く

、
東

京
を

は
じ

め
関

東
で

は
35

度
を

超
え

る
日

も
あ

る
。

※
夏

は
日

本
の

い
ろ

い
ろ

な
場

所
で

様
々

な
祭

り
が

行
わ

れ
ま

す
。

春
や

秋
に

も
祭

り
が

行
わ

れ
ま

す
が

、
特

に
夏

の
祭

り
は

盛
り

上
が

り
ま

す
。

※
日

本
の

夏
祭

り
で

は
、

⻘
森

の
ね

ぶ
た

祭
り

、
仙

台
の

七
⼣

祭
り

、
京

都
の

祇
園

祭
り

な
ど

が
有

名
で

す
。

※
日

本
の

祭
り

は
、

神
社

と
深

い
関

係
に

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

神
社

の
神

様
に

、
人

々
の

お
願

い
を

聞
い

て
も

ら
う

と
い

う
意

味
を

持
っ

て
い

ま
す

。
春

や
秋

の
祭

り
は

、
お

米
な

ど
が

た
く

さ
ん

収
穫

で
き

る
よ

う
に

願
う

も
の

と
し

て
開

催
さ

れ
ま

す
。

夏
の

祭
り

は
、

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
病

気
が

流
行

し
や

す
か

っ
た

た
め

、
そ

れ
ら

の
病

気
を

防
ぐ

こ
と

を
願

っ
て

開
催

さ
れ

ま
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

な
つ

-夏
②

-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

あ
お

も
り

ま
つ

り

⻘
森

ね
ぶ

た
祭

ぎ
お

ん
ま

つ
り

や
ま

ほ
こ

じ
ゅ

ん
ぎ

ょ
う

祇
園

祭
の

山
鉾

巡
業

な
つ

ぜ
ん

こ
く

ば
し

ょ
さ

ま
ざ

ま
ま

つ
か

い
さ

い
●

夏
に

な
る

と
全

国
の

い
ろ

い
ろ

な
場

所
で

様
々

な
祭

り
が

開
催

さ
れ

る
。

あ
お

も
り

ま
つ

せ
ん

だ
い

た
な

ば
た

ま
つ

き
ょ

う
と

ぎ
お

ん
ま

つ
ゆ

う
め

い
●

⻘
森

ね
ぶ

た
祭

り
、

仙
台

七
夕

祭
り

、
京

都
祇

園
祭

り
な

ど
が

有
名

。

に
ほ

ん
ま

つ
じ

ん
じ

ゃ
ふ

か
か

ん
け

い
じ

ん
じ

ゃ
か

み
さ

ま
そ

な
●

日
本

の
祭

り
は

神
社

と
深

い
関

係
に

あ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

神
社

の
神

様
に

お
供

え
を

し
、

ひ
と

び
と

ね
が

き
い

み
も

人
々

の
お

願
い

を
聞

い
て

も
ら

う
と

い
う

意
味

を
持

っ
て

い
る

。
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日
本

の
自

然
と

信
仰

季
節

秋

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

あ
き

-秋
-

こ
こ

で
は

、
日

本
の

秋
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
日

本
の

秋
は

春
と

同
じ

く
過

ご
し

や
す

い
季

節
で

す
。

徐
々

に
紅

葉
が

始
ま

り
、

全
国

の
い

ろ
い

ろ
な

場
所

で
木

の
葉

っ
ぱ

が
⾚

や
⻩

⾊
に

変
わ

り
、

す
ば

ら
し

い
風

景
を

作
り

出
し

ま
す

。
春

の
桜

と
同

じ
よ

う
に

、
日

本
人

は
そ

う
し

た
景

⾊
を

美
し

い
と

感
じ

ま
す

。
「

紅
葉

狩
り

」
と

言
っ

て
、

き
れ

い
な

⾊
に

紅
葉

し
た

木
々

や
山

を
見

て
楽

し
み

ま
す

。
※

秋
の

始
め

の
頃

で
あ

る
9⽉

中
旬

に
は

夏
の

よ
う

に
暑

い
日

が
あ

り
、

25
度

以
上

に
な

る
日

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

昼
間

は
暖

か
く

て
も

夜
に

な
る

と
気

温
が

下
が

り
ま

す
。

1日
の

温
度

差
が

大
き

く
な

り
ま

す
。

10
⽉

以
降

は
気

温
が

下
が

り
、

秋
ら

し
い

気
候

を
感

じ
ら

れ
ま

す
。

※
ま

た
、

日
本

の
秋

は
よ

く
台

風
が

発
生

し
、

多
く

の
人

々
の

生
活

に
影

響
を

与
え

て
い

ま
す

。
20

19
年

は
多

く
の

台
風

が
発

生
し

た
た

め
、

川
の

水
が

あ
ふ

れ
、

家
が

流
さ

れ
た

り
家

の
中

に
水

が
入

り
込

ん
だ

り
し

て
、

別
の

場
所

へ
逃

げ
て

生
活

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
人

々
が

い
ま

し
た

。
外

国
で

も
様

々
な

被
害

が
発

生
し

ま
す

が
、

日
本

は
台

風
が

多
い

国
な

の
で

普
段

か
ら

注
意

し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

す
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

あ
き

-秋
①

-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

き
ょ

う
と

あ
ら

し
や

ま
こ

う
よ

う

京
都

嵐
山

の
紅

葉
ど

く
し

ょ
じ

ょ
せ

い

読
書

を
す

る
女

性

あ
き

が
つ

が
つ

き
か

ん
こ

う
よ

う
う

つ
く

き
せ

つ
●

秋
は

9⽉
〜

11
⽉

ま
で

の
期

間
で

、
紅

葉
が

美
し

い
季

節
。

が
つ

あ
つ

さ
い

こ
う

き
お

ん
ど

い
じ

ょ
う

●
9⽉

は
ま

だ
暑

く
、

最
高

気
温

25
度

以
上

に
な

る
こ

と
が

あ
る

が
、

が
つ

と
う

き
ょ

う
さ

い
こ

う
き

お
ん

ど
ぜ

ん
ご

お
つ

11
⽉

に
な

る
と

東
京

で
も

最
高

気
温

15
度

前
後

に
落

ち
着

く
。

が
つ

た
い

ふ
う

は
っ

せ
い

ね
ん

お
お

た
い

ふ
う

ひ
が

い
で

●
9⽉

に
な

る
と

台
風

が
発

生
し

や
す

く
、

20
19

年
は

多
く

の
台

風
被

害
が

出
た

。
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夏
の

暑
さ

が
過

ぎ
、

す
ご

し
や

す
い

季
節

に
な

る
と

、
日

本
人

は
読

書
や

食
べ

物
、

ス
ポ

ー
ツ

に
目

を
向

け
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

※
そ

の
た

め
、

「
読

書
の

秋
」

「
食

の
秋

」
「

ス
ポ

ー
ツ

の
秋

」
な

ど
の

表
現

が
あ

り
ま

す
。

秋
は

夏
に

⽐
べ

て
夜

の
時

間
が

⻑
く

な
り

、
暑

く
も

な
く

寒
く

も
な

い
気

候
な

の
で

、
夜

に
読

書
を

し
て

過
ご

す
人

も
い

ま
す

。
※

「
食

」
の

面
で

は
、

松
茸

や
栗

、
焼

き
芋

な
ど

が
日

本
の

秋
の

食
べ

物
と

し
て

有
名

で
す

。
松

茸
は

き
の

こ
で

す
。

日
本

で
は

松
茸

は
高

級
食

材
と

考
え

ら
れ

て
い

て
、

1本
で

1万
円

を
こ

え
る

よ
う

な
非

常
に

高
い

も
の

も
売

ら
れ

て
い

ま
す

。
※

ま
た

、
9⽉

中
旬

頃
に

は
「

十
五

夜
」

と
呼

ば
れ

る
秋

の
収

穫
に

感
謝

を
す

る
行

事
が

あ
り

ま
す

。
「

十
五

夜
」

は
秋

の
真

ん
中

く
ら

い
に

出
る

満
⽉

の
こ

と
で

、
「

中
秋

の
名

⽉
」

と
も

呼
ん

で
い

ま
す

。
※

十
五

夜
に

は
、

お
団

子
や

、
す

す
き

と
い

う
植

物
、

主
に

サ
ツ

マ
イ

モ
や

里
イ

モ
な

ど
の

イ
モ

類
な

ど
の

収
穫

物
を

お
供

え
し

ま
す

。
紅

葉
な

ど
景

⾊
の

変
化

を
見

た
り

、
美

味
し

い
食

べ
物

を
い

た
だ

く
こ

と
で

、
日

本
の

秋
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

ま
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

あ
き

-秋
②

-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

じ
ゅ

う
ご

や
そ

な

十
五

夜
の

お
供

え
ま

つ
た

け

松
茸

に
ほ

ん
あ

き
ど

く
し

ょ
あ

き
し

ょ
く

あ
き

あ
き

か
ん

が
●

日
本

で
は

、
秋

は
「

読
書

の
秋

」
「

食
の

秋
」

「
ス

ポ
ー

ツ
の

秋
」

と
考

え
る

。
に

ほ
ん

じ
ん

あ
き

た
る

い
く

り
な

し
●

日
本

人
が

秋
に

よ
く

食
べ

る
の

は
、

き
の

こ
類

、
栗

、
ぶ

ど
う

、
梨

な
ど

。

じ
ゅ

う
ご

や
つ

き
み

だ
ん

ご
そ

な
う

つ
く

つ
き

な
が

●
十

五
夜

に
は

⽉
見

団
子

を
お

供
え

し
な

が
ら

美
し

い
⽉

を
眺

め
る

。

し
ゅ

う
か

く
お

こ
な

サ
ツ

マ
イ

モ
な

ど
の

収
穫

が
行

わ
れ

る
。

あ
き

し
ゅ

う
か

く
き

せ
つ

た
こ

め
し

ゅ
う

か
く

お
こ

な
●

秋
は

収
穫

の
季

節
で

も
あ

り
、

田
ん

ぼ
で

は
米

の
収

穫
が

行
わ

れ
た

り
、

日
本

の
自

然
と

信
仰

季
節

冬

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

ふ
ゆ

-冬
-

112



こ
こ

で
は

、
冬

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

冬
は

だ
い

た
い

12
⽉

こ
ろ

か
ら

2⽉
ま

で
の

時
期

で
す

。
※

冬
に

な
る

と
全

国
的

に
コ

ー
ト

な
ど

の
上

着
が

必
要

な
気

温
に

な
り

ま
す

。
九

州
の

暖
か

い
地

方
で

も
冬

の
平

均
気

温
は

10
度

ほ
ど

し
か

な
い

の
で

、
決

し
て

暖
か

い
わ

け
で

は
な

く
、

上
着

が
必

要
で

す
。

※
11

⽉
中

旬
頃

か
ら

雪
が

降
り

始
め

る
地

域
も

あ
り

ま
す

。
12

⽉
に

入
る

と
寒

い
地

域
で

は
た

く
さ

ん
雪

が
積

も
り

始
め

ま
す

。
東

北
地

方
の

⻘
森

県
や

秋
田

県
、

山
形

県
な

ど
に

は
1メ

ー
ト

ル
〜

2メ
ー

ト
ル

の
雪

が
積

も
る

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
す

。
特

に
日

本
海

側
の

地
域

は
雪

が
た

く
さ

ん
積

も
り

、
豪

雪
地

帯
と

呼
ば

れ
て

い
ま

す
。

雪
が

た
く

さ
ん

降
る

地
域

に
行

く
と

き
に

は
、

雪
の

上
を

歩
い

て
も

滑
り

に
く

い
靴

や
、

厚
い

コ
ー

ト
な

ど
の

準
備

が
必

要
で

す
。

※
関

東
地

方
よ

り
⻄

側
の

地
域

で
も

雪
が

降
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
が

、
北

海
道

や
東

北
地

方
の

よ
う

に
た

く
さ

ん
積

も
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

し
か

し
、

日
本

の
冬

は
ど

の
地

域
で

も
寒

い
の

で
、

し
っ

か
り

と
寒

さ
を

防
い

で
過

ご
す

必
要

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
冬

に
な

る
と

、
都

市
部

で
は

木
に

ラ
イ

ト
を

つ
け

て
夜

に
明

る
く

灯
し

ま
す

。
イ

ル
ミ

ネ
ー

シ
ョ

ン
の

イ
ベ

ン
ト

と
し

て
多

く
の

人
が

冬
を

楽
し

み
ま

す
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

ふ
ゆ

-冬
①

-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

に
ほ

ん
ご

う
せ

つ
ち

た
い

日
本

の
豪

雪
地

帯
ゆ

き
と

う
き

ょ
う

え
き

し
ゅ

う
へ

ん

冬
の

東
京

駅
周

辺

ふ
ゆ

が
つ

が
つ

じ
き

●
冬

は
12

⽉
〜

2⽉
ま

で
の

時
期

。
と

う
き

ょ
う

へ
い

き
ん

き
お

ん
ど

ど
さ

む
ふ

せ
ふ

く
ひ

つ
よ

う
●

東
京

で
も

平
均

気
温

が
5度

〜
7度

く
ら

い
に

な
る

の
で

、
寒

さ
を

防
ぐ

服
が

必
要

。
ほ

っ
か

い
ど

う
と

う
ほ

く
ほ

く
り

く
ち

ほ
う

ゆ
き

ふ
●

北
海

道
・

東
北

・
北

陸
地

方
で

は
た

く
さ

ん
の

雪
が

降
る

。
ち

い
き

ゆ
き

ふ
つ

●
東

京
や

大
阪

な
ど

の
大

き
な

都
市

で
も

地
域

で
も

雪
が

降
り

ま
す

が
、

あ
ま

り
つ 積

も
る

こ
と

が
な

い
。

※
冬

に
も

、
お

正
⽉

や
成

人
式

な
ど

日
本

の
文

化
を

感
じ

る
イ

ベ
ン

ト
が

あ
り

ま
す

。
※

1⽉
半

ば
に

行
わ

れ
る

成
人

式
が

行
わ

れ
ま

す
。

日
本

で
は

20
歳

で
成

人
し

た
、

つ
ま

り
大

人
と

し
て

見
ら

れ
ま

す
。

で
す

か
ら

、
成

人
式

は
20

歳
と

な
り

大
人

に
な

っ
た

こ
と

を
祝

う
イ

ベ
ン

ト
で

す
。

日
本

の
成

人
式

は
、

日
本

の
未

来
を

つ
く

る
若

者
た

ち
に

希
望

を
持

っ
て

ほ
し

い
と

い
う

願
い

を
込

め
て

19
46

年
に

始
ま

り
し

た
。

成
人

式
で

は
、

女
性

は
振

り
袖

と
呼

ば
れ

る
豪

華
な

着
物

を
着

ま
す

。
※

ま
た

、
日

本
の

冬
は

い
ろ

い
ろ

な
場

所
で

マ
ラ

ソ
ン

大
会

が
開

か
れ

ま
す

。
※

2⽉
に

行
わ

れ
て

い
る

東
京

マ
ラ

ソ
ン

に
は

、
毎

年
数

万
人

が
参

加
し

ま
す

。
冬

も
日

本
の

伝
統

的
な

イ
ベ

ン
ト

が
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
。

正
⽉

の
過

ご
し

方
な

ど
ぜ

ひ
体

験
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

お
正

⽉
に

つ
い

て
学

び
た

い
方

は
、

日
本

の
文

化
と

技
術

に
年

中
行

事
と

い
う

項
目

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

年
中

行
事

の
中

に
お

正
⽉

に
つ

い
て

学
習

で
き

る
講

義
映

像
が

あ
り

ま
す

。
ぜ

ひ
学

ん
で

み
て

く
だ

さ
い

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

き
せ

つ

〜
季

節
〜

ふ
ゆ

-冬
②

-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

せ
い

じ
ん

し
き

ふ
そ

で
き

じ
ょ

せ
い

成
人

式
で

振
り

袖
を

着
る

女
性

と
う

き
ょ

う

東
京

マ
ラ

ソ
ン

ふ
ゆ

し
ょ

う
が

つ
せ

い
じ

ん
し

き
ぎ

ょ
う

じ
お

こ
な

●
冬

は
ク

リ
ス

マ
ス

、
正

⽉
、

成
人

式
な

ど
の

行
事

が
行

わ
れ

る
。

せ
い

じ
ん

し
き

さ
い

わ
か

も
の

い
わ

ぎ
ょ

う
じ

●
成

人
式

と
は

、
20

歳
に

な
っ

た
若

者
を

祝
う

行
事

。
あ

き
ふ

ゆ
た

い
か

い
え

き
で

ん
た

い
か

い
お

お
お

こ
な

●
秋

か
ら

冬
に

か
け

て
マ

ラ
ソ

ン
大

会
や

駅
伝

大
会

が
多

く
行

わ
れ

る
。

が
つ

お
こ

な
と

う
き

ょ
う

ま
ら

そ
ん

に
ほ

ん
ゆ

う
め

い
ひ

と
●

2⽉
に

行
わ

れ
る

東
京

マ
ラ

ソ
ン

は
日

本
の

有
名

な
イ

ベ
ン

ト
の

一
つ

。
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日
本

の
自

然
と

信
仰

信
仰

・
精

神
天

皇

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

せ
い

し
ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
て

ん
の

う

-天
皇

-

こ
こ

で
は

、
日

本
の

天
皇

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

に
は

天
皇

制
と

呼
ば

れ
る

制
度

が
あ

り
、

天
皇

を
中

心
と

し
た

国
家

づ
く

り
を

し
て

い
ま

す
。

※
日

本
の

天
皇

制
と

い
う

制
度

の
始

ま
り

に
つ

い
て

は
⾊

々
な

説
が

あ
り

、
研

究
者

の
中

で
も

意
見

が
分

か
れ

て
い

ま
す

。
神

武
天

皇
が

最
初

の
天

皇
と

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

こ
の

神
武

天
皇

は
『

日
本

書
紀

』
と

い
う

日
本

で
最

も
古

い
歴

史
書

の
中

で
語

ら
れ

て
い

る
伝

説
上

の
人

物
と

い
う

見
方

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
60

1年
か

ら
70

0年
の

間
に

最
初

に
「

天
皇

」
と

い
う

呼
び

方
を

使
い

始
め

た
と

言
わ

れ
て

い
る

の
が

天
武

天
皇

で
す

。
そ

れ
ま

で
は

、
国

を
治

め
て

い
る

人
の

こ
と

を
大

き
な

王
様

、
大

王
（

お
お

き
み

）
と

呼
ん

で
い

ま
し

た
。

日
本

の
天

皇
に

つ
い

て
は

、
27

00
年

近
く

続
い

て
い

て
、

現
在

の
天

皇
は

第
12

6代
目

で
す

。
こ

れ
だ

け
⻑

く
天

皇
制

が
続

い
て

い
る

の
は

、
世

界
中

を
見

渡
し

て
も

日
本

だ
け

の
こ

と
で

、
大

変
珍

し
い

と
言

え
ま

す
。

※
天

皇
は

、
国

⺠
の

象
徴

で
あ

る
と

日
本

国
憲

法
で

決
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
国

⺠
の

象
徴

と
は

、
天

皇
の

行
動

は
国

⺠
の

意
思

を
表

す
と

い
う

こ
と

で
す

。
天

皇
を

は
じ

め
、

天
皇

の
一

族
は

日
本

国
⺠

に
と

っ
て

大
切

な
存

在
で

す
。

天
皇

や
、

天
皇

の
妻

で
あ

る
皇

后
だ

け
で

は
な

く
、

皇
族

と
呼

ば
れ

る
天

皇
の

一
族

の
方

々
は

国
の

仕
事

で
日

本
の

い
ろ

い
ろ

な
場

所
へ

行
き

、
人

々
の

健
康

と
平

和
を

祈
っ

て
い

る
の

で
す

。
ま

た
、

海
外

の
国

王
や

そ
の

一
族

と
の

交
流

を
通

じ
、

国
と

国
の

関
係

を
良

く
す

る
と

い
う

の
も

天
皇

の
重

要
な

役
割

で
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

・
せ

い
し

ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
て

ん
の

う

-天
皇

①
-

こ
ら

い
て

ん
の

う
古

来
の

天
皇

イ
メ

ー
ジ

に
ほ

ん
こ

っ
き

日
本

の
国

旗

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

に
ほ

ん
て

ん
の

う
せ

い
よ

せ
い

ど
て

ん
の

う
ち

ゅ
う

し
ん

こ
っ

か
●

日
本

に
は

天
皇

制
と

呼
ば

れ
る

制
度

が
あ

り
、

天
皇

を
中

心
と

し
た

国
家

づ
く

り
を

し
て

い
る

。

て
ん

の
う

せ
い

は
じ

さ
ま

ざ
ま

せ
つ

に
ほ

ん
も

っ
と

ふ
る

れ
き

し
し

ょ
に

ほ
ん

し
ょ

き
●

天
皇

制
の

始
ま

り
は

様
々

な
説

が
あ

る
が

、
日

本
で

最
も

古
い

歴
史

書
「

日
本

書
紀

」
の

な
か

じ
ん

む
て

ん
の

う
さ

い
し

ょ
て

ん
の

う
中

で
は

神
武

天
皇

が
最

初
の

天
皇

で
あ

る
と

さ
れ

て
い

る
。

て
ん

の
う

こ
く

み
ん

し
ょ

う
ち

ょ
う

い
て

ん
の

う
こ

う
ど

う
こ

く
み

ん
い

し
あ

ら
●

天
皇

は
、

国
⺠

の
象

徴
と

言
わ

れ
て

お
り

、
天

皇
の

行
動

は
国

⺠
の

意
思

を
表

わ
す

と
さ

れ
る

。
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20
19

年
、

日
本

は
大

き
な

変
化

を
迎

え
ま

し
た

。
※

20
19

年
4⽉

30
日

に
天

皇
陛

下
が

お
辞

め
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
新

し
い

天
皇

陛
下

に
変

わ
り

ま
し

た
。

※
そ

れ
ま

で
の

皇
太

子
が

新
し

い
天

皇
陛

下
と

な
り

、
前

の
天

皇
陛

下
は

、
上

皇
と

い
う

役
職

に
変

わ
り

ま
し

た
。

「
皇

太
子

」
と

い
う

の
は

、
次

に
天

皇
陛

下
に

な
る

、
天

皇
陛

下
の

息
子

の
こ

と
で

す
。

天
皇

陛
下

の
息

子
が

2人
以

上
い

る
場

合
は

、
一

番
上

の
⻑

男
が

「
皇

太
子

」
と

な
り

ま
す

。
ま

た
、

現
在

の
天

皇
陛

下
の

妻
で

あ
る

雅
子

さ
ま

は
皇

太
子

妃
か

ら
皇

后
に

な
ら

れ
ま

し
た

。
本

来
は

、
そ

の
時

の
天

皇
陛

下
が

亡
く

な
る

と
新

し
い

天
皇

に
変

わ
り

ま
す

が
、

前
の

天
皇

陛
下

つ
ま

り
、

現
在

の
上

皇
さ

ま
の

意
思

に
よ

り
、

生
き

て
い

る
間

に
天

皇
を

お
辞

め
に

な
る

生
前

退
位

と
呼

ば
れ

る
方

法
で

天
皇

の
交

代
が

実
現

し
ま

し
た

。
※

そ
れ

に
伴

っ
て

、
「

平
成

」
か

ら
「

令
和

」
へ

と
元

号
の

名
前

も
変

わ
り

ま
し

た
。

元
号

と
は

、
時

代
を

表
す

名
前

の
こ

と
で

す
。

「
令

和
」

と
い

う
言

葉
は

、
日

本
の

昔
の

歌
を

集
め

た
「

万
葉

集
」

と
い

う
も

の
か

ら
選

ば
れ

た
も

の
で

す
。

「
令

」
に

は
「

よ
い

」
と

い
う

意
味

が
あ

り
、

「
和

」
に

は
「

な
ご

や
か

、
お

だ
や

か
」

と
い

う
意

味
が

あ
る

の
で

、
争

い
や

、
大

き
な

地
震

や
台

風
な

ど
の

災
害

が
な

く
穏

や
か

な
時

代
に

な
っ

て
ほ

し
い

と
い

う
願

い
が

込
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

・
せ

い
し

ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
て

ん
の

う

-天
皇

②
-

こ
う

き
ょ

さ
く

ら
だ

も
ん

皇
居

の
桜

田
門

れ
い

わ
も

じ
令

和
の

文
字

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

ね
ん

が
つ

に
ち

あ
た

ら
て

ん
の

う
た

ん
じ

ょ
う

こ
う

た
い

し
ひ

つ
ま

ま
さ

こ
こ

う
ご

う
●

20
19

年
5⽉

1日
に

新
し

い
天

皇
が

誕
生

し
、

皇
太

子
妃

で
あ

っ
た

妻
の

雅
子

さ
ま

が
皇

后
に

な
っ

た
。

ね
ん

が
つ

に
ち

へ
い

せ
い

れ
い

わ
げ

ん
ご

う
●

20
19

年
5⽉

1日
に

「
平

成
」

か
ら

「
令

和
」

と
い

う
元

号
に

な
り

ま
し

た
。

て
ん

の
う

か
げ

ん
ご

う
か

●
天

皇
が

変
わ

る
と

元
号

も
変

わ
る

。

ね
ん

が
つ

に
ち

ま
え

て
ん

の
う

や
ま

え
て

ん
の

う
じ

ょ
う

こ
う

●
20

19
年

4⽉
30

日
に

、
前

の
天

皇
が

辞
め

て
、

前
の

天
皇

は
上

皇
に

な
っ

た
。

て
ん

の
う

つ
ま

こ
う

ご
う

み
ち

こ
じ

ょ
う

こ
う

ご
う

ま
た

、
天

皇
の

妻
で

あ
る

皇
后

で
あ

っ
た

美
智

子
さ

ま
は

上
皇

后
と

な
っ

た
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

信
仰

・
精

神
信

仰

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

せ
い

し
ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
し

ん
こ

う

-信
仰

-
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こ
こ

で
は

、
信

仰
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※ 世
界

に
は

様
々

な
宗

教
が

あ
り

ま
す

が
、

日
本

で
は

仏
教

が
広

ま
っ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
自

分
が

仏
教

を
信

仰
し

て
い

る
と

い
う

感
覚

を
持

っ
て

い
る

日
本

人
は

少
な

く
、

お
盆

や
葬

式
な

ど
の

行
事

の
と

き
に

仏
教

に
従

っ
た

行
い

を
す

る
程

度
で

、
ク

リ
ス

マ
ス

や
ハ

ロ
ウ

ィ
ー

ン
な

ど
外

国
の

宗
教

的
文

化
も

楽
し

ん
で

い
ま

す
。

※ 日
本

の
仏

教
文

化
を

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
場

所
と

言
え

ば
、

お
寺

で
す

。
日

本
の

お
寺

に
は

お
墓

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
家

庭
は

一
つ

ず
つ

お
墓

を
持

っ
て

い
ま

す
。

日
本

で
は

、
人

が
亡

く
な

る
と

「
あ

の
世

」
で

修
行

を
し

て
か

ら
仏

様
に

な
る

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

※ お
墓

に
は

仏
様

と
な

っ
た

ご
先

祖
様

が
眠

っ
て

い
る

た
め

、
亡

く
な

っ
た

日
や

お
盆

、
お

正
⽉

と
い

っ
た

重
要

な
行

事
の

と
き

に
は

お
墓

に
行

き
、

掃
除

を
し

た
り

お
供

え
物

を
し

た
り

し
ま

す
。

ま
た

、
各

そ
れ

ぞ
れ

の
家

庭
に

あ
る

仏
壇

は
、

お
寺

の
代

わ
り

の
役

割
を

持
っ

て
い

ま
す

。
仏

壇
に

も
ご

先
祖

さ
ま

が
い

る
と

考
え

ら
れ

、
そ

こ
に

手
を

合
わ

せ
祈

る
こ

と
で

、
ご

先
祖

様
と

の
繋

が
り

を
心

で
感

じ
ま

す
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

・
せ

い
し

ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
し

ん
こ

う

ー
信

仰
ー

に
ほ

ん
て

ら
日

本
の

お
寺

ぶ
つ

だ
ん

仏
壇

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

に
ほ

ん
ぶ

っ
き

ょ
う

も
と

ぶ
ん

か
し

そ
う

ひ
ろ

●
日

本
で

は
仏

教
を

基
に

し
た

文
化

や
思

想
が

広
ま

っ
て

い
る

。
ぜ

ん
こ

く
や

く
て

ら
せ

ん
ぞ

ね
む

は
か

や
く

わ
り

お
お

●
全

国
に

約
77

,0
00

も
の

お
寺

が
あ

り
、

先
祖

の
眠

る
お

墓
の

役
割

が
大

き
い

。
な

ひ
と

ほ
と

け
さ

ま
か

ん
が

か
て

い
に

●
亡

く
な

っ
た

人
は

み
ん

な
仏

様
に

な
る

と
い

う
考

え
が

あ
る

の
で

、
そ

れ
ぞ

れ
の

家
庭

に
ぶ

つ
だ

ん
せ

ん
ぞ

さ
ま

ほ
と

け
さ

ま
て

あ
こ

こ
ろ

か
よ

し
ゅ

う
か

ん
仏

壇
が

あ
り

、
ご

先
祖

様
（

＝
仏

様
）

に
手

を
合

わ
せ

心
を

通
わ

せ
る

と
い

う
習

慣
が

あ
る

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

信
仰

・
精

神
思

想

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

せ
い

し
ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
し

そ
う

-思
想

-
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こ
こ

で
は

、
思

想
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※ 仏
教

と
は

別
に

、
日

本
に

は
神

道
と

い
う

宗
教

も
あ

り
ま

す
。

※ 神
道

で
は

、
自

然
や

自
然

現
象

な
ど

す
べ

て
の

も
の

に
は

神
様

が
い

る
と

考
え

、
そ

の
神

様
を

ま
つ

っ
て

い
る

の
が

神
社

で
す

。
神

社
は

お
寺

と
は

全
く

別
の

性
質

の
も

の
な

の
で

、
区

別
し

て
考

え
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
現

在
、

日
本

に
は

8万
以

上
の

神
社

が
あ

り
、

お
寺

よ
り

も
多

い
で

す
。

全
国

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
で

様
々

な
神

様
を

ま
つ

っ
て

い
ま

す
が

、
そ

の
地

域
の

守
り

神
と

し
て

信
仰

さ
れ

て
い

ま
す

。
※ 日

本
人

が
神

社
に

行
く

の
は

、
主

に
何

か
お

願
い

を
し

に
行

く
と

き
で

す
。

「
成

績
が

上
が

っ
た

り
試

験
に

合
格

す
る

よ
う

に
お

願
い

す
る

神
様

」
「

無
事

に
子

ど
も

が
産

ま
れ

る
よ

う
に

お
願

い
す

る
神

様
」

「
恋

愛
が

う
ま

く
い

く
よ

う
に

お
願

い
す

る
神

様
」

な
ど

神
社

に
よ

っ
て

ど
の

よ
う

な
神

様
が

い
る

か
違

い
ま

す
。

例
え

ば
、

福
岡

県
に

あ
る

太
宰

府
天

満
宮

に
は

「
学

問
の

神
様

」
が

ま
つ

ら
れ

て
い

る
た

め
、

高
校

受
験

や
大

学
受

験
の

季
節

に
な

る
と

、
多

く
の

学
生

た
ち

が
試

験
に

合
格

す
る

よ
う

お
願

い
を

し
に

行
き

ま
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

・
せ

い
し

ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
し

そ
う

ー
思

想
①

ー

あ
か

と
り

い
じ

ん
じ

ゃ
⾚

い
鳥

居
の

あ
る

神
社

な
が

の
け

ん
ま

つ
も

と
し

よ
は

し
ら

じ
ん

じ
ゃ

⻑
野

県
松

本
市

の
四

柱
神

社

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

に
ほ

ん
し

ん
と

う
し

ゅ
う

き
ょ

う
●

日
本

に
は

、
神

道
と

い
う

宗
教

が
あ

る
。

に
ほ

ん
か

み
さ

ま
か

ん
が

か
み

さ
ま

●
日

本
で

は
、

す
べ

て
の

も
の

に
神

様
が

い
る

と
い

う
考

え
が

あ
り

、
そ

の
神

様
を

ま
つ

っ
て

じ
ん

じ
ゃ

い
る

の
が

、
神

社
。

に
ほ

ん
じ

ん
じ

ん
じ

ゃ
い

お
も

な
に

ね
が

い
●

日
本

人
が

神
社

に
行

く
の

は
、

主
に

何
か

お
願

い
を

し
に

行
く

と
き

。

日
本

の
思

想
は

時
代

ご
と

に
変

化
し

て
い

ま
す

。
※ 昔

は
、

中
国

文
化

の
影

響
で

仏
教

を
も

と
に

し
た

思
想

や
、

前
の

ペ
ー

ジ
で

も
説

明
し

た
神

道
に

よ
る

思
想

が
中

心
に

あ
り

、
人

々
の

生
活

に
も

大
き

な
影

響
を

与
え

て
い

ま
し

た
。

※ 江
⼾

時
代

に
な

る
と

、
日

本
で

は
中

国
で

生
ま

れ
た

儒
教

と
い

う
思

想
が

広
が

り
ま

す
。

日
本

が
江

⼾
時

代
の

頃
、

中
国

は
宋

と
い

う
時

代
で

し
た

。
そ

の
頃

さ
ら

に
、

中
国

で
は

朱
子

学
と

陽
明

学
と

い
う

新
儒

教
が

広
ま

っ
て

い
て

、
日

本
に

も
そ

の
思

想
が

伝
わ

り
ま

し
た

。
宗

教
的

な
要

素
よ

り
も

、
「

思
想

」
と

し
て

取
り

入
れ

ら
れ

ま
し

た
。

混
乱

し
た

世
の

中
を

お
さ

め
る

た
め

、
朱

子
学

の
思

想
を

取
り

入
れ

た
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

※ 朱
子

学
を

日
本

に
入

れ
そ

の
基

礎
作

り
の

た
め

に
努

力
し

た
と

さ
れ

る
林

羅
山

（
は

や
し

ら
ざ

ん
）

と
い

う
人

が
「

上
下

定
分

の
理

」
と

い
う

考
え

を
主

張
し

、
身

分
な

ど
の

上
下

関
係

で
社

会
を

支
配

す
る

思
想

が
正

し
い

と
さ

れ
ま

し
た

。
現

代
の

日
本

で
は

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
宗

教
や

海
外

の
思

想
家

な
ど

様
々

な
思

想
が

取
り

入
れ

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

学
校

や
職

場
で

の
「

上
下

関
係

」
の

厳
し

さ
は

今
も

残
っ

て
い

ま
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

・
せ

い
し

ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
し

そ
う

ー
思

想
②

ー

し
ん

と
う

ぎ
し

き
神

道
の

儀
式

じ
ゅ

き
ょ

う
お

し
儒

教
の

教
え

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

む
か

し
に

ほ
ん

し
そ

う
ぶ

っ
き

ょ
う

し
ん

と
う

も
と

●
昔

は
、

日
本

の
思

想
は

、
仏

教
、

神
道

に
基

づ
い

て
い

た
。

え
ど

じ
だ

い
じ

ゅ
き

ょ
う

し
そ

う
ひ

ろ
ち

ゅ
う

ご
く

し
ん

じ
ゅ

き
ょ

う
し

ゅ
し

が
く

●
江

⼾
時

代
は

儒
教

と
い

う
思

想
が

広
ま

り
、

さ
ら

に
中

国
か

ら
新

儒
教

の
朱

子
学

の
し

そ
う

と
い

思
想

を
取

り
入

れ
た

。
し

そ
う

え
ど

じ
だ

い
み

ぶ
ん

し
ゃ

か
い

つ
く

●
こ

の
思

想
が

江
⼾

時
代

の
身

分
社

会
を

作
っ

た
。
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日
本

の
自

然
と

信
仰

信
仰

・
精

神
美

意
識

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

せ
い

し
ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
び

い
し

き

-美
意

識
-

こ
こ

で
は

、
日

本
の

美
意

識
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※ ４
つ

の
季

節
が

は
っ

き
り

と
し

て
い

る
の

で
、

日
本

人
は

季
節

の
変

化
を

す
ぐ

に
感

じ
ま

す
。

※ 日
本

の
美

意
識

を
理

解
す

る
上

で
重

要
な

こ
と

ば
は

、
「

風
情

」
「

風
流

」
「

わ
び

」
「

さ
び

」
で

す
。

「
風

情
」

と
は

、
自

然
や

も
の

な
ど

が
出

し
て

い
る

美
し

い
雰

囲
気

を
表

す
言

葉
で

す
。

「
京

都
の

街
並

み
は

風
情

が
あ

る
」

と
い

う
よ

う
に

使
い

ま
す

。
雰

囲
気

が
良

い
と

感
じ

る
と

き
に

使
わ

れ
る

言
葉

で
す

。
「

風
流

」
と

は
、

人
に

注
目

さ
れ

る
よ

う
に

明
る

く
美

し
く

飾
っ

て
あ

る
こ

と
を

表
し

ま
す

。
上

品
な

雰
囲

気
を

持
っ

て
い

る
人

や
も

の
に

対
し

て
使

わ
れ

る
言

葉
で

、
例

え
ば

、
「

風
流

な
人

」
「

風
流

な
景

⾊
」

と
い

う
よ

う
に

使
わ

れ
ま

す
。

「
わ

び
」

「
さ

び
」

と
は

、
主

に
静

か
で

飾
ら

れ
て

い
な

い
こ

と
を

意
味

し
ま

す
。

「
風

流
」

と
は

反
対

の
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

た
言

葉
で

す
が

、
時

間
が

経
っ

て
古

く
な

っ
た

も
の

や
さ

び
し

い
様

子
に

な
っ

た
も

の
に

対
し

て
も

美
し

さ
を

感
じ

る
心

を
表

し
て

い
る

の
で

す
。

※ 日
本

人
は

季
節

ご
と

の
自

然
が

出
し

て
い

る
雰

囲
気

に
美

し
さ

を
感

じ
ま

す
。

そ
し

て
、

そ
の

季
節

を
感

じ
ら

れ
る

場
所

に
旅

行
に

行
く

な
ど

、
季

節
に

合
っ

た
風

景
や

料
理

を
楽

し
み

ま
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

し
ん

こ
う

・
せ

い
し

ん

〜
信

仰
・

精
神

〜
び

い
し

き

ー
美

意
識

ー

き
ょ

う
と

け
ん

に
ん

じ
ふ

ぜ
い

な
か

に
わ

京
都

の
建

仁
寺

の
風

情
が

あ
る

中
庭

き
ょ

う
と

け
ん

に
ん

じ
ふ

う
り

ゅ
う

に
わ

京
都

の
建

仁
寺

の
風

流
な

庭

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

き
せ

つ
に

ほ
ん

じ
ん

き
せ

つ
へ

ん
か

か
ん

●
４

つ
の

季
節

が
は

っ
き

り
と

し
て

い
る

の
で

、
日

本
人

は
季

節
の

変
化

を
す

ぐ
に

感
じ

る
。

に
ほ

ん
じ

ん
き

せ
つ

し
ぜ

ん
だ

ふ
ん

い
き

う
つ

く
か

ん
●

日
本

人
は

季
節

ご
と

の
自

然
が

出
し

て
い

る
雰

囲
気

に
美

し
さ

を
感

じ
る

。

に
ほ

ん
じ

ん
び

い
し

き
あ

ら
わ

こ
と

ば
ふ

ぜ
い

ふ
う

り
ゅ

う
●

日
本

人
の

美
意

識
を

表
す

言
葉

に
は

「
風

情
」

「
風

流
」

「
わ

び
」

「
さ

び
」

な
ど

が
あ

る
。
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日
本

の
自

然
と

信
仰

地
理

面
積

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

ち
り

〜
地

理
〜

め
ん

せ
き

-面
積

-

こ
こ

で
は

、
日

本
の

面
積

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※ 日

本
は

「
1道

1都
2府

43
県

」
の

47
都

道
府

県
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

1道
は

、
北

海
道

で
す

。
１

都
は

東
京

都
、

２
府

は
大

阪
府

と
京

都
府

で
す

。
そ

し
て

、
そ

れ
以

外
の

43
は

神
奈

川
県

や
福

岡
県

な
ど

県
で

表
し

ま
す

。
※ 日

本
の

面
積

は
約

37
万

79
75

㎢
で

、
東

ア
ジ

ア
で

最
大

の
大

き
さ

で
す

。
※ 世

界
の

す
べ

て
の

陸
の

面
積

（
約

1億
48

94
万

㎢
）

に
対

す
る

割
合

は
約

0.
25

％
し

か
あ

り
ま

せ
ん

が
、

国
際

連
合

に
入

っ
て

い
る

約
20

0ヶ
国

の
中

で
61

番
目

な
の

で
、

⽐
較

的
広

い
面

積
と

言
え

ま
す

。
日

本
は

島
国

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
島

国
と

は
、

周
り

が
海

で
囲

ま
れ

て
い

て
、

他
の

国
と

つ
な

が
っ

て
い

な
い

国
の

こ
と

で
す

。
※ 主

に
、

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

、
沖

縄
と

い
っ

た
5つ

の
島

か
ら

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

そ
の

中
で

一
番

大
き

い
の

が
本

州
で

す
。

本
州

は
、

東
北

地
方

か
ら

中
国

地
方

ま
で

つ
な

が
っ

て
い

る
島

で
、

本
州

の
面

積
は

約
22

万
8,

00
0㎢

あ
り

、
こ

れ
は

世
界

中
の

島
の

中
で

は
7番

目
の

大
き

さ
で

す
。

こ
れ

ら
5つ

以
外

に
も

、
日

本
に

は
小

さ
な

島
が

た
く

さ
ん

あ
り

、
日

本
を

構
成

す
る

島
の

数
は

全
部

で
6,

85
2

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

人
が

住
ん

で
い

る
島

だ
け

で
も

日
本

に
は

30
0以

上
あ

る
と

発
表

さ
れ

て
い

ま
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

ち
り

〜
地

理
〜

め
ん

せ
き

-面
積

-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

に
ほ

ん
ち

ず
日

本
の

地
図

と
ど

う
ふ

け
ん

い
ち

ら
ん

都
道

府
県

の
一

覧

に
ほ

ん
め

ん
せ

き
●

日
本

の
面

積
は

37
万

7,
97

5㎢
で

す
。

に
ほ

ん
め

ん
せ

き
せ

い
か

い
ば

ん
め

お
お

●
日

本
の

面
積

は
、

世
界

で
61

番
目

の
大

き
さ

で
す

。
お

も
ほ

っ
か

い
ど

う
ほ

ん
し

ゅ
う

し
こ

く
き

ゅ
う

し
ゅ

う
お

き
な

わ
し

ま
こ

う
せ

い
●

主
に

北
海

道
、

本
州

、
四

国
、

九
州

、
沖

縄
の

島
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
ま

す
。

に
ほ

ん
ど

う
と

ふ
け

ん
と

ど
う

ふ
け

ん
こ

う
せ

い
●

日
本

は
「

1道
1都

2府
43

県
」

の
47

都
道

府
県

か
ら

構
成

。
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日
本

の
自

然
と

信
仰

地
理

人
口

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

ち
り

〜
地

理
〜

じ
ん

こ
う

-人
口

-

こ
こ

で
は

、
日

本
の

人
口

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※ 日

本
の

人
口

は
約

1億
26

00
万

人
で

す
。

10
0年

以
上

前
の

19
10

年
は

約
51

00
万

人
で

し
た

が
、

10
0年

近
く

の
間

に
2倍

以
上

の
人

口
に

な
り

ま
し

た
。

そ
れ

は
、

⾚
ち

ゃ
ん

の
生

ま
れ

た
数

が
一

時
的

に
と

て
も

増
え

る
こ

と
を

表
す

「
ベ

ビ
ー

ブ
ー

ム
」

が
2回

あ
っ

た
こ

と
が

理
由

で
す

。
19

45
年

に
戦

争
が

終
わ

り
、

19
40

年
代

後
半

に
起

き
た

第
一

次
ベ

ビ
ー

ブ
ー

ム
と

、
高

度
経

済
成

⻑
期

と
い

う
経

済
が

成
⻑

し
た

期
間

の
第

二
次

ベ
ビ

ー
ブ

ー
ム

は
日

本
の

人
口

増
加

に
大

き
な

影
響

を
与

え
ま

し
た

。
第

一
次

ベ
ビ

ー
ブ

ー
ム

で
は

年
間

約
27

0万
人

、
第

二
次

ベ
ビ

ー
ブ

ー
ム

で
は

年
間

約
20

0万
人

が
生

ま
れ

ま
し

た
。

※ そ
の

影
響

も
あ

り
、

現
在

で
は

、
世

界
で

１
０

番
目

に
人

口
が

多
い

国
に

な
り

ま
し

た
。

※ し
か

し
な

が
ら

、
現

在
、

日
本

の
人

口
は

毎
年

減
っ

て
い

ま
す

。
20

08
年

の
1億

28
08

万
人

か
ら

急
激

に
人

口
が

少
な

く
な

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

原
因

と
し

て
考

え
ら

れ
て

い
る

の
が

、
結

婚
し

な
い

人
の

増
加

、
結

婚
す

る
年

齢
や

⾚
ち

ゃ
ん

を
産

む
年

齢
が

上
が

っ
て

い
る

こ
と

で
す

。
若

者
が

結
婚

し
な

い
、

ま
た

は
子

ど
も

を
持

た
な

い
と

い
う

選
択

を
し

て
い

る
の

は
、

女
性

が
活

躍
で

き
る

社
会

に
な

っ
た

こ
と

の
ほ

か
、

日
本

の
経

済
や

社
会

に
対

す
る

不
安

も
原

因
で

あ
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

日
本

の
社

会
で

は
、

子
ど

も
が

少
な

く
高

齢
者

が
多

い
、

少
子

高
齢

化
が

ま
す

ま
す

問
題

に
な

っ
て

い
く

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

ち
り

〜
地

理
〜

じ
ん

こ
う

-人
口

①
-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

に
ほ

ん
か

ぞ
く

日
本

の
家

族
し

ぶ
や

こ
う

さ
て

ん
渋

谷
ス

ク
ラ

ン
ブ

ル
交

差
点

に
ほ

ん
じ

ん
こ

う
や

く
お

く
ま

ん
に

ん
ね

ん
が

つ
そ

う
む

し
ょ

う
は

っ
ぴ

ょ
う

●
日

本
の

人
口

は
、

約
1億

26
15

万
人

。
（

20
19

年
9⽉

、
総

務
省

発
表

）
に

ほ
ん

じ
ん

こ
う

せ
か

い
ば

ん
め

お
お

●
日

本
の

人
口

は
、

世
界

で
10

番
目

に
多

い
。

に
ほ

ん
じ

ん
こ

う
ま

い
と

し
へ

●
日

本
の

人
口

は
毎

年
減

っ
て

い
る

。
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日
本

全
体

の
人

口
は

毎
年

減
っ

て
い

る
一

方
で

、
最

近
で

は
、

日
本

に
住

ん
で

い
る

外
国

人
の

数
が

増
え

て
い

ま
す

。
※ 20

19
年

6⽉
に

発
表

さ
れ

た
国

の
発

表
に

よ
る

と
、

在
留

外
国

人
の

数
は

全
部

で
28

2万
9,

41
6人

で
す

。
※ 日

本
に

い
る

在
留

外
国

人
は

20
0近

い
国

と
地

域
か

ら
来

て
い

ま
す

。
中

国
、

韓
国

、
ベ

ト
ナ

ム
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
な

ど
の

、
ア

ジ
ア

の
国

々
か

ら
や

っ
て

来
る

外
国

人
が

多
い

で
す

。
今

後
も

在
留

外
国

人
の

数
は

増
え

続
け

る
で

し
ょ

う
。

在
留

外
国

人
の

数
を

都
道

府
県

ご
と

に
見

る
と

、
最

も
多

い
の

は
東

京
都

で
約

58
万

人
、

2番
目

に
多

い
の

は
愛

知
県

で
約

27
万

人
で

す
。

在
留

外
国

人
の

数
が

増
え

て
い

る
理

由
に

は
、

留
学

生
の

増
加

、
日

本
で

農
業

や
工

業
な

ど
の

技
能

、
技

術
、

知
識

な
ど

を
学

ん
で

自
分

の
国

に
持

ち
帰

り
、

自
分

の
国

の
発

展
に

貢
献

す
る

と
い

う
技

能
実

習
生

の
増

加
、

日
本

社
会

の
国

際
化

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

※ 日
本

の
人

口
が

減
っ

て
い

る
こ

と
や

日
本

が
国

際
社

会
の

中
で

発
展

し
て

い
く

上
で

、
今

後
、

外
国

人
の

皆
さ

ん
の

力
は

さ
ら

に
必

要
な

も
の

と
な

っ
て

い
く

で
し

ょ
う

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

ち
り

〜
地

理
〜

じ
ん

こ
う

-人
口

②
-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

に
ほ

ん
は

た
ら

が
い

こ
く

じ
ん

ろ
う

ど
う

し
ゃ

日
本

で
働

く
外

国
人

労
働

者
り

ゅ
う

が
く

せ
い

留
学

生

ざ
い

り
ゅ

う
が

い
こ

く
じ

ん
か

ず
ご

う
け

い
ま

ん
に

ん
ね

ん
が

つ
ほ

う
む

し
ょ

う
は

っ
ぴ

ょ
う

●
在

留
外

国
人

の
数

は
、

合
計

28
2万

9,
41

6人
。

（
20

19
年

6⽉
法

務
省

発
表

）

ざ
い

り
ゅ

う
が

い
こ

く
じ

ん
か

ず
も

っ
と

お
お

い
ち

ゅ
う

ご
く

い
か

ん
こ

く
●

在
留

外
国

人
の

数
が

最
も

多
い

の
1位

は
中

国
、

2位
は

韓
国

。

に
ほ

ん
じ

ん
こ

う
ま

い
と

し
へ

ざ
い

り
ゅ

う
が

い
こ

く
じ

ん
か

ず
ふ

●
日

本
の

人
口

は
毎

年
減

っ
て

い
ま

す
が

、
在

留
外

国
人

の
数

は
増

え
て

い
る

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

地
理

自
然

環
境

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

日
本

の
自

然
と

信
仰

ち
り

〜
地

理
〜

し
ぜ

ん
か

ん
き

ょ
う

-自
然

環
境

-
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こ
こ

で
は

、
日

本
の

自
然

環
境

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※ 日

本
は

多
く

の
山

に
囲

ま
れ

た
形

を
し

て
い

て
、

国
の

⼟
地

の
４

分
の

３
が

山
で

す
。

山
の

呼
び

方
に

は
種

類
が

あ
り

ま
す

。
山

が
多

い
地

域
・

山
が

集
ま

っ
て

い
る

地
域

を
「

山
地

」
、

山
が

列
に

な
っ

て
⻑

く
並

ん
で

い
る

形
を

「
山

脈
」

、
山

地
や

山
脈

よ
り

は
低

い
け

れ
ど

周
り

の
⼟

地
よ

り
高

く
な

っ
て

い
る

⼟
地

を
「

高
地

」
と

言
い

ま
す

。
※ 中

部
地

方
の

飛
騨

山
脈

、
木

曽
山

脈
、

⾚
石

山
脈

は
「

日
本

ア
ル

プ
ス

」
と

呼
ば

れ
て

い
て

有
名

で
す

。
ま

た
、

日
本

は
国

の
⼟

地
の

3分
の

2が
森

林
で

す
。

こ
れ

は
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
の

次
に

森
林

に
恵

ま
れ

た
国

と
い

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
ま

た
、

「
フ

ォ
ッ

サ
マ

グ
ナ

」
と

い
う

大
き

く
⼟

地
が

割
れ

て
い

る
地

帯
が

、
新

潟
県

と
静

岡
県

を
結

ぶ
よ

う
に

あ
り

ま
す

。
こ

の
「

フ
ォ

ッ
サ

マ
グ

ナ
」

を
境

に
し

て
、

「
東

日
本

」
と

「
⻄

日
本

」
に

分
か

れ
ま

す
。

日
本

に
は

火
山

も
存

在
し

ま
す

。
過

去
1万

年
以

内
に

噴
火

し
た

こ
と

が
あ

る
火

山
を

活
火

山
と

言
い

、
日

本
に

も
活

火
山

が
あ

り
ま

す
。

※ 熊
本

県
に

あ
る

阿
蘇

山
に

は
、

世
界

で
一

番
大

き
な

カ
ル

デ
ラ

が
あ

り
ま

す
。

カ
ル

デ
ラ

と
は

、
火

山
活

動
に

よ
っ

て
で

き
た

大
き

な
へ

こ
ん

で
い

る
⼟

地
の

こ
と

で
す

。
ほ

か
に

、
世

界
的

に
有

名
な

富
士

山
も

活
火

山
で

す
。

こ
の

よ
う

に
、

日
本

の
人

々
は

山
に

囲
ま

れ
た

⼟
地

で
生

活
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

ち
り

〜
地

理
〜

し
ぜ

ん
か

ん
き

ょ
う

-自
然

環
境

①
-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

ふ
じ

さ
ん

富
士

山
あ

そ
さ

ん
ふ

ん
か

こ
う

阿
蘇

山
の

噴
火

口

に
ほ

ん
と

ち
ぶ

ん
や

ま
●

日
本

の
土

地
の

4分
の

3は
山

。

に
ほ

ん
か

ざ
ん

せ
か

い
さ

い
だ

い
き

ゅ
う

か
る

で
ら

も
あ

そ
さ

ん
ゆ

う
め

い
●

日
本

に
は

火
山

が
あ

り
、

世
界

最
大

級
の

カ
ル

デ
ラ

を
持

つ
阿

蘇
山

が
有

名
。

ち
ゅ

う
ご

く
さ

ん
ち

き
ゅ

う
し

ゅ
う

さ
ん

ち
中

国
山

地
、

九
州

山
地

が
あ

る
。

に
ほ

ん
じ

ゅ
う

よ
う

や
ま

に
ほ

ん
あ

る
ぷ

す
ひ

だ
か

さ
ん

み
ゃ

く
お

う
う

さ
ん

み
ゃ

く
え

ち
ご

さ
ん

み
ゃ

く

●
日

本
の

重
要

な
山

に
は

、
日

本
ア

ル
プ

ス
、

日
高

山
脈

、
奥

羽
山

脈
、

越
後

山
脈

、

日
本

に
は

川
も

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
※

日
本

で
一

番
⻑

い
川

は
、

⻑
野

県
か

ら
新

潟
県

ま
で

流
れ

て
い

る
信

濃
川

で
36

7k
m

あ
り

ま
す

。
※

日
本

で
一

番
広

い
（

川
の

面
積

が
大

き
い

）
川

は
、

茨
城

県
と

千
葉

県
に

流
れ

て
い

る
利

根
川

で
16

,8
40

㎢
で

す
。

利
根

川
の

⻑
さ

は
32

2k
m

あ
り

、
信

濃
川

の
次

に
⻑

い
で

す
。

日
本

の
川

は
、

外
国

の
川

と
⽐

べ
る

と
、

⻑
さ

が
短

く
流

れ
が

急
で

あ
る

と
い

う
特

徴
が

あ
り

ま
す

。
日

本
は

国
の

⼟
地

の
4分

の
3が

山
で

あ
る

と
お

話
し

た
よ

う
に

、
住

ん
だ

り
産

業
に

利
用

し
た

り
で

き
る

面
積

が
限

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

低
く

て
平

ら
な

⼟
地

を
利

用
し

て
産

業
が

発
達

し
て

い
ま

す
。

※
北

海
道

の
石

狩
平

野
、

新
潟

の
越

後
平

野
、

九
州

の
筑

紫
平

野
で

は
米

作
り

が
盛

ん
で

す
。

米
作

り
が

盛
ん

な
地

域
を

稲
作

地
帯

と
言

い
ま

す
。

※
日

本
最

大
の

関
東

平
野

は
約

1万
70

00
㎢

あ
り

、
東

京
と

そ
の

周
辺

を
合

わ
せ

た
1都

6県
に

広
が

っ
て

い
ま

す
。

日
本

は
昔

か
ら

、
こ

の
よ

う
な

自
然

の
形

と
一

緒
に

生
き

な
が

ら
発

展
し

て
き

ま
し

た
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

ち
り

〜
地

理
〜

し
ぜ

ん
か

ん
き

ょ
う

-自
然

環
境

②
-

に
ほ

ん
し

ぜ
ん

し
ん

こ
う

し
な

の
が

わ
信

濃
川

い
し

か
り

へ
い

や
石

狩
平

野

に
ほ

ん
い

ち
ば

ん
な

が
か

わ
し

な
の

が
わ

●
日

本
で

⼀
番

⻑
い

川
は

信
濃

川
。

に
ほ

ん
い

ち
ば

ん
ひ

ろ
か

わ
と

ね
が

わ
●

日
本

で
⼀

番
広

い
川

は
利

根
川

。
い

し
か

り
へ

い
や

え
ち

ご
へ

い
や

つ
く

し
へ

い
や

こ
め

づ
く

さ
か

い
な

さ
く

ち
た

い
●

石
狩

平
野

、
越

後
平

野
、

筑
紫

平
野

は
米

作
り

が
盛

ん
な

稲
作

地
帯

。
に

ほ
ん

さ
い

だ
い

へ
い

や
か

ん
と

う
へ

い
や

●
日

本
最

大
の

平
野

は
、

関
東

平
野

。
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日
本

の
社

会
と

生
活

政
治

⺠
主

主
義

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
み

ん
し

ゅ
し

ゅ
ぎ

-⺠
主

主
義

-

こ
こ

で
は

、
日

本
の

⺠
主

主
義

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

は
｢⺠

主
主

義
｣の

国
で

す
。

｢⺠
主

主
義

｣と
は

、
国

を
お

さ
め

る
の

は
国

⺠
で

、
国

⺠
ひ

と
り

ひ
と

り
の

幸
福

の
た

め
に

国
が

あ
る

と
い

う
考

え
方

で
す

。
１

９
４

５
年

に
、

日
本

は
第

二
次

世
界

大
戦

で
ア

メ
リ

カ
に

負
け

ま
し

た
。

そ
の

後
、

そ
れ

ま
で

の
国

の
制

度
を

変
え

て
、

ア
メ

リ
カ

や
イ

ギ
リ

ス
な

ど
の

ヨ
-ロ

ッ
パ

の
⺠

主
主

義
の

国
を

参
考

に
し

ま
し

た
。

そ
こ

か
ら

⺠
主

主
義

の
国

と
し

て
ス

タ
ー

ト
し

た
の

で
す

。
※

日
本

で
は

、
国

の
中

心
で

あ
る

国
⺠

か
ら

自
由

で
公

平
に

代
表

者
が

選
ば

れ
ま

す
。

国
⺠

か
ら

選
ば

れ
た

代
表

者
の

こ
と

を
「

国
会

議
員

」
と

よ
び

ま
す

。
そ

の
国

会
議

員
の

方
々

が
集

ま
っ

た
「

議
会

」
と

い
う

と
こ

ろ
で

、
多

く
の

人
の

声
を

聞
い

て
国

の
方

針
な

ど
を

決
め

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

政
治

の
制

度
を

「
議

会
制

⺠
主

主
義

」
と

言
い

、
⺠

主
主

義
の

国
で

取
り

入
れ

ら
れ

て
い

ま
す

。
※

現
在

、
日

本
や

ア
メ

リ
カ

、
イ

ギ
リ

ス
や

フ
ラ

ン
ス

な
ど

の
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
国

の
憲

法
は

、
王

様
な

ど
一

部
の

人
間

が
国

⺠
に

命
令

す
る

政
治

で
は

な
く

、
国

⺠
の

考
え

に
し

た
が

っ
て

政
治

を
お

こ
な

う
「

国
⺠

主
権

」
と

い
う

考
え

を
取

り
入

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
国

の
政

治
は

、
国

⺠
の

権
利

や
自

由
を

広
げ

て
い

く
た

め
に

お
こ

な
わ

れ
る

と
い

う
考

え
も

取
り

入
れ

て
い

ま
す

。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
み

ん
し

ゅ
し

ゅ
ぎ

-⺠
主

主
義

-

と
う

ひ
ょ

う
と

こ
ろ

投
票

を
す

る
所

こ
っ

か
い

ぎ
じ

ょ
う

国
会

の
議

場

に
ほ

ん
み

ん
し

ゅ
し

ゅ
ぎ

く
に

●
日

本
は

｢⺠
主

主
義

｣の
国

で
す

。

に
ほ

ん
せ

い
じ

ぎ
か

い
せ

い
み

ん
し

ゅ
し

ゅ
ぎ

と
い

●
日

本
の

政
治

は
、

｢議
会

制
⺠

主
主

義
｣を

取
り

入
れ

て
い

ま
す

。

に
ほ

ん
こ

く
み

ん
し

ゅ
ぎ

か
ん

が
と

い
●

日
本

で
は

「
国

⺠
主

権
」

の
考

え
を

取
り

入
れ

て
い

ま
す

。
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日
本

の
社

会
と

生
活

政
治

三
権

分
立

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
さ

ん
け

ん
ぶ

ん
り

つ
-三

権
分

立
-

こ
こ

で
は

、
三

権
分

立
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
憲

法
で

は
、

か
た

よ
っ

た
政

治
に

よ
っ

て
国

⺠
が

被
害

を
受

け
る

こ
と

が
な

い
よ

う
に

、
政

治
の

役
割

を
3つ

に
分

け
て

い
ま

す
。

こ
れ

を
「

三
権

分
立

」
と

い
い

ま
す

。
※

ま
ず

、
国

会
議

員
が

集
ま

る
国

会
に

は
、

法
律

を
つ

く
る

「
立

法
」

と
い

う
権

利
を

あ
た

え
て

い
ま

す
。

※
次

に
、

内
閣

を
中

心
に

し
た

役
所

に
は

、
決

め
ら

れ
た

法
律

に
し

た
が

っ
て

政
治

を
お

こ
な

う
「

行
政

」
と

い
う

権
利

を
あ

た
え

て
い

ま
す

。
※

さ
ら

に
、

法
律

や
行

政
が

憲
法

で
決

め
ら

れ
た

こ
と

を
守

っ
て

い
る

か
ど

う
か

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
「

司
法

」
と

い
う

権
利

を
裁

判
所

に
あ

た
え

て
い

ま
す

。
世

界
の

多
く

の
国

の
憲

法
は

、
日

本
の

憲
法

と
同

じ
よ

う
に

、
三

権
分

立
や

国
⺠

の
権

利
や

自
由

を
守

る
こ

と
を

基
本

に
考

え
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
、

20
0年

ほ
ど

前
に

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で

生
ま

れ
た

考
え

方
に

も
と

づ
い

た
も

の
で

す
。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
さ

ん
け

ん
ぶ

ん
り

つ
-三

権
分

立
①

-

こ
っ

か
い

ぎ
じ

ど
う

国
会

議
事

堂

こ
っ

か
い

ほ
う

り
つ

●
「

国
会

」
は

、
法

律
を

つ
く

り
ま

す
。

さ
い

ば
ん

し
ょ

こ
っ

か
い

な
い

か
く

ほ
う

り
つ

ま
も

●
「

裁
判

所
｣は

、
国

会
や

内
閣

が
法

律
を

守
っ

て
い

る
か

ど
う

か
を

チ
ェ

ッ
ク

し
ま

す
。

な
い

か
く

ち
ゅ

う
し

ん
や

く
し

ょ
ほ

う
り

つ
し

ご
と

●
「

内
閣

」
を

中
心

に
し

た
役

所
は

、
法

律
に

し
た

が
っ

て
仕

事
を

し
ま

す
。

け
ん

ぽ
う

こ
う

へ
い

せ
い

じ
せ

い
じ

や
く

わ
り

わ
け

●
憲

法
で

は
、

公
平

な
政

治
に

な
る

よ
う

に
、

政
治

の
役

割
を

３
つ

に
分

け
て

い
ま

す
。

さ
ん

け
ん

ぶ
ん

り
つ

こ
れ

を
「

三
権

分
立

」
と

い
い

ま
す

。

さ
ん

け
ん

ぶ
ん

り
つ

三
権

分
立

イ
メ

ー
ジ
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そ
れ

で
は

、
国

会
に

つ
い

て
詳

し
く

見
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
※

国
会

に
は

、
国

の
法

律
を

決
め

る
「

立
法

権
」

と
い

う
権

利
が

あ
り

ま
す

。
※

そ
の

他
の

国
会

の
仕

事
と

し
て

、
国

⺠
か

ら
集

め
た

税
⾦

を
ど

の
よ

う
な

事
に

、
お

⾦
を

い
く

ら
使

う
の

か
と

い
う

予
算

を
決

め
た

り
、

外
国

と
結

ん
だ

条
約

を
認

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
日

本
の

内
閣

総
理

大
臣

つ
ま

り
日

本
の

リ
ー

ダ
ー

は
、

国
会

に
出

席
し

て
い

る
国

会
議

員
に

よ
っ

て
選

ば
れ

ま
す

。
※

国
会

は
、

選
挙

に
よ

っ
て

国
⺠

か
ら

選
ば

れ
た

国
会

議
員

で
構

成
さ

れ
て

い
る

た
め

、
「

国
⺠

の
代

表
機

関
」

と
言

わ
れ

ま
す

。
※

ま
た

、
国

会
で

は
衆

議
院

と
参

議
院

と
い

う
２

つ
の

グ
ル

ー
プ

が
あ

り
、

こ
れ

を
「

二
院

制
」

と
い

い
ま

す
。

政
治

の
方

向
性

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
多

数
決

で
決

め
て

い
き

ま
す

。
衆

議
院

の
人

数
は

47
5人

で
勤

め
る

期
間

は
4年

、
参

議
院

の
人

数
は

24
2人

で
勤

め
る

期
間

は
6年

と
決

ま
っ

て
い

ま
す

。
国

会
は

、
東

京
都

千
代

田
区

に
あ

る
「

国
会

議
事

堂
」

で
行

わ
れ

ま
す

。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
さ

ん
け

ん
ぶ

ん
り

つ
-三

権
分

立
②

-

こ
っ

か
い

く
に

ほ
う

り
つ

き
り

っ
ぽ

う
け

ん
け

ん
り

●
国

会
は

、
国

の
法

律
を

決
め

る
「

立
法

権
」

と
い

う
権

利
が

あ
る

。
く

に
よ

さ
ん

き
が

い
こ

く
む

す
じ

ょ
う

や
く

み
と

な
い

か
く

そ
う

り
だ

い
じ

ん
え

ら
●

国
の

予
算

を
決

め
た

り
、

外
国

と
結

ん
だ

条
約

を
認

め
る

。
内

閣
総

理
大

臣
を

選
ぶ

。
せ

ん
き

ょ
こ

く
み

ん
ち

ょ
く

せ
つ

え
ら

こ
っ

か
い

ぎ
い

ん
こ

う
せ

い
●

選
挙

に
よ

っ
て

、
国

⺠
か

ら
直

接
選

ば
れ

た
国

会
議

員
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

し
ゅ

う
ぎ

い
ん

さ
ん

ぎ
い

ん
に

い
ん

せ
い

●
衆

議
院

と
参

議
院

と
い

う
２

つ
の

グ
ル

ー
プ

が
あ

り
、

「
二

院
制

」
と

い
う

。

こ
っ

か
い

ぎ
じ

ど
う

国
会

議
事

堂
こ

っ
か

い
ぎ

じ
ど

う
国

会
議

事
堂

次
に

、
内

閣
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

※
内

閣
に

は
、

国
会

で
決

め
ら

れ
た

法
律

に
し

た
が

っ
て

政
治

を
行

う
「

行
政

権
」

と
い

う
権

利
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

、
国

会
か

ら
任

さ
れ

た
仕

事
を

内
閣

が
行

う
制

度
を

「
議

院
内

閣
制

」
と

い
い

ま
す

。
※ そ

の
他

は
、

国
⺠

か
ら

集
め

た
税

⾦
を

何
に

い
く

ら
使

う
の

か
予

算
を

国
会

に
提

案
し

た
り

、
外

国
と

条
約

を
結

ぶ
こ

と
が

内
閣

の
仕

事
で

す
。

※
ま

た
、

内
閣

は
、

国
会

で
選

ば
れ

た
内

閣
総

理
大

臣
と

、
内

閣
総

理
大

臣
に

決
め

ら
れ

た
国

務
大

臣
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
国

務
大

臣
の

数
は

、
特

別
な

場
合

を
除

い
て

14
人

以
内

と
決

ま
っ

て
い

ま
す

。
国

務
大

臣
は

「
閣

議
」

と
い

う
会

議
を

行
い

ま
す

。
こ

こ
で

重
要

な
内

容
に

つ
い

て
話

し
合

い
、

閣
議

決
定

を
し

、
内

閣
の

考
え

を
示

し
ま

す
。

そ
し

て
、

内
閣

で
決

め
ら

れ
た

こ
と

を
国

務
大

臣
が

そ
れ

ぞ
れ

に
指

示
を

出
し

て
、

国
の

政
治

を
進

め
て

い
ま

す
。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
さ

ん
け

ん
ぶ

ん
り

つ
-三

権
分

立
③

-

な
い

か
く

よ
さ

ん
あ

ん
こ

っ
か

い
て

い
し

ゅ
つ

が
い

こ
く

じ
ょ

う
け

ん
む

す
●

内
閣

は
、

予
算

案
を

国
会

に
提

出
し

た
り

、
外

国
と

条
約

を
結

ぶ
。

こ
っ

か
い

え
ら

な
い

か
く

そ
う

り
だ

い
じ

ん
な

い
か

く
そ

う
り

だ
い

じ
ん

き
こ

く
む

だ
い

じ
ん

●
国

会
で

選
ば

れ
た

内
閣

総
理

大
臣

と
、

内
閣

総
理

大
臣

に
決

め
ら

れ
た

国
務

大
臣

で
こ

う
せ

い
構

成
さ

れ
て

い
る

。

な
い

か
く

ふ
も

ん
し

ょ
う

内
閣

府
紋

章
す

が
よ

し
ひ

で
な

い
か

く
菅

義
偉

内
閣

な
い

か
く

こ
っ

か
い

き
ほ

う
り

つ
し

た
が

せ
い

じ
お

こ
な

ぎ
ょ

う
せ

い
け

ん
●

内
閣

は
、

国
会

で
決

め
ら

れ
た

法
律

に
従

っ
て

政
治

を
行

う
「

行
政

権
」

が
あ

る
。

せ
い

ど
ぎ

い
ん

な
い

か
く

せ
い

ま
た

、
こ

の
よ

う
な

制
度

を
「

議
院

内
閣

制
」

と
い

う
。
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に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
さ

ん
け

ん
ぶ

ん
り

つ
-三

権
分

立
④

-
さ

い
ば

ん
し

ょ
こ

っ
か

い
な

い
か

く
ほ

う
り

つ
ま

も
し

ほ
う

け
ん

●
裁

判
所

は
、

国
会

や
内

閣
が

法
律

を
守

っ
て

い
る

か
ど

う
か

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
「

司
法

権
」

が
あ

る
。

ほ
う

り
つ

け
ん

ぽ
う

あ
ら

そ
は

ん
ざ

い
は

ん
だ

ん
か

い
け

つ
●

法
律

や
憲

法
に

し
た

が
っ

て
争

い
や

犯
罪

を
判

断
し

、
解

決
す

る
。

こ
く

み
ん

さ
い

ば
ん

か
ん

い
っ

し
ょ

さ
い

ば
ん

さ
ん

か
さ

い
ば

ん
い

ん
せ

い
ど

ね
ん

は
じ

●
国

⺠
が

裁
判

官
と

一
緒

に
裁

判
に

参
加

す
る

「
裁

判
員

制
度

」
が

20
09

年
に

始
ま

っ
た

。

こ
く

み
ん

か
い

お
な

け
ん

さ
い

ば
ん

う
さ

ん
し

ん
せ

い
●

国
⺠

は
、

3回
ま

で
同

じ
件

に
つ

い
て

裁
判

を
受

け
ら

れ
、

こ
れ

を
「

三
審

制
」

と
い

う
。

と
う

き
ょ

う
こ

う
と

う
さ

い
ば

ん
し

ょ
東

京
高

等
裁

判
所

さ
い

こ
う

さ
い

ば
ん

し
ょ

最
高

裁
判

所

最
後

に
、

裁
判

所
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

※
裁

判
所

は
、

国
会

や
内

閣
が

法
律

を
き

ち
ん

と
守

っ
て

い
る

か
ど

う
か

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
「

司
法

権
」

と
い

う
権

利
が

あ
り

ま
す

。
※

ま
た

、
裁

判
所

で
は

法
律

や
憲

法
に

し
た

が
っ

て
争

い
や

犯
罪

を
判

断
し

、
解

決
す

る
こ

と
が

仕
事

で
す

。
※

国
⺠

は
、

裁
判

所
の

判
断

に
納

得
で

き
な

い
場

合
、

さ
ら

に
上

級
の

裁
判

所
に

訴
え

る
こ

と
が

で
き

、
3回

ま
で

同
じ

件
に

つ
い

て
裁

判
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
こ

れ
を

「
三

審
制

」
と

い
い

ま
す

。
※

日
本

で
は

20
09

年
か

ら
、

選
ば

れ
た

一
般

国
⺠

が
裁

判
員

と
な

り
、

裁
判

官
と

一
緒

に
裁

判
に

参
加

す
る

「
裁

判
員

制
度

」
が

始
ま

り
ま

し
た

。
こ

の
裁

判
を

「
裁

判
員

裁
判

」
と

い
い

、
原

則
と

し
て

、
6

人
の

裁
判

員
と

3人
の

裁
判

官
が

、
ひ

と
つ

の
事

件
を

担
当

し
ま

す
。

裁
判

員
と

裁
判

官
が

話
し

合
い

を
し

て
、

結
論

を
出

す
こ

と
に

な
り

ま
す

。

日
本

の
社

会
と

生
活

政
治

政
党

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
せ

い
と

う
-政

党
-
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こ
こ

で
は

政
党

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

国
⺠

の
代

表
で

あ
る

国
会

議
員

の
中

で
、

同
じ

考
え

や
意

見
を

持
っ

た
人

々
は

「
政

党
」

を
つ

く
り

ま
す

。
※

そ
し

て
、

議
会

を
と

お
し

て
国

⺠
の

意
見

や
要

求
を

政
治

に
反

映
す

る
制

度
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

制
度

を
｢議

会
制

⺠
主

主
義

｣と
言

い
ま

す
。

※
日

本
は

、
ほ

か
の

⺠
主

主
義

の
国

と
同

じ
よ

う
に

、
複

数
の

政
党

を
認

め
て

い
ま

す
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

国
⺠

の
さ

ま
ざ

ま
な

意
見

や
要

求
が

政
治

に
反

映
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
人

数
が

少
な

い
政

党
の

意
見

や
要

求
に

つ
い

て
も

、
議

会
を

通
じ

て
反

映
す

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

⺠
主

主
義

の
考

え
方

と
も

一
致

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

異
な

る
政

党
と

政
党

が
一

緒
に

な
っ

て
国

の
政

治
を

行
う

こ
と

を
「

多
党

制
」

と
言

い
ま

す
。

一
般

的
に

｢多
党

制
｣は

不
安

定
な

政
治

を
生

む
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
が

、
世

界
的

に
は

議
会

の
構

成
の

７
５

％
が

多
党

制
議

会
で

占
め

ら
れ

て
い

て
、

内
閣

の
多

く
は

こ
の

多
党

制
議

会
の

も
と

で
成

立
し

て
い

ま
す

。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
せ

い
と

う
-政

党
①

-

い
い

ん
か

い
よ

う
す

委
員

会
の

様
子

な
い

か
く

か
く

ぎ
内

閣
の

閣
議

に
ほ

ん
お

な
か

ん
が

い
け

ん
も

ひ
と

び
と

せ
い

と
う

●
日

本
で

は
、

同
じ

考
え

や
意

見
を

持
っ

た
人

々
で

政
党

を
つ

く
り

ま
す

。
せ

い
と

う
ぎ

か
い

こ
く

み
ん

い
け

ん
よ

う
き

ゅ
う

せ
い

じ
は

ん
え

い
●

政
党

は
議

会
を

と
お

し
て

国
⺠

の
意

見
や

要
求

を
政

治
に

反
映

し
ま

す
。

に
ほ

ん
せ

い
と

う
み

と
い

け
ん

よ
う

き
ゅ

う
●

日
本

で
は

い
ろ

い
ろ

な
政

党
が

認
め

ら
れ

、
さ

ま
ざ

ま
な

意
見

や
要

求
が

せ
い

じ
は

ん
え

い
政

治
に

反
映

さ
れ

ま
す

。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

せ
い

じ
〜

政
治

〜
せ

い
と

う
-政

党
②

-
よ

と
う

せ
い

け
ん

な
い

か
く

か
ん

が
か

た
さ

ん
せ

い
ひ

と
あ

つ
せ

い
と

う
●

「
与

党
」

：
政

権
（

内
閣

）
の

考
え

方
に

賛
成

の
人

た
ち

が
集

ま
っ

た
政

党
。

せ
い

け
ん

た
ん

と
う

く
に

う
ご

政
権

を
担

当
し

、
国

を
動

か
し

て
い

く
。

せ
い

け
ん

こ
う

た
い

こ
く

み
ん

せ
ん

き
ょ

せ
い

け
ん

た
ん

と
う

せ
い

と
う

べ
つ

と
う

か
●

「
政

権
交

代
」

：
国

⺠
の

選
挙

に
よ

っ
て

、
政

権
を

担
当

す
る

政
党

が
別

の
党

に
代

わ
る

よ
と

う
や

と
う

い
か

こ
と

。
与

党
と

野
党

が
入

れ
代

わ
る

こ
と

。

や
と

う
せ

い
け

ん
な

い
か

く
ち

が
か

ん
が

か
た

ひ
と

あ
つ

せ
い

と
う

●
「

野
党

」
：

政
権

（
内

閣
）

と
違

う
考

え
方

の
人

た
ち

が
集

ま
っ

た
政

党
。

よ
と

う
せ

い
じ

ま
ち

が
つ

ぎ
よ

と
う

め
ざ

与
党

の
政

治
が

間
違

っ
て

い
な

い
か

チ
ェ

ッ
ク

し
、

次
の

与
党

を
目

指
す

。

ね
ん

だ
い

か
い

し
ゅ

う
ぎ

い
ん

ぎ
い

ん
そ

う
せ

ん
き

ょ
20

17
 年

第
48

回
衆

議
院

議
員

総
選

挙
じ

ゆ
う

み
ん

し
ゅ

と
う

あ
べ

し
ん

ぞ
う

も
と

し
ゅ

し
ょ

う
自

由
⺠

主
党

安
倍

晋
三

元
首

相

※
政

治
の

権
力

の
こ

と
を

「
政

権
」

と
い

い
ま

す
が

、
政

権
（

内
閣

）
の

考
え

方
に

賛
成

の
人

た
ち

が
集

ま
っ

た
政

党
を

「
与

党
」

と
い

い
ま

す
。

多
く

の
国

会
議

員
を

集
め

政
権

を
担

当
し

、
国

を
動

か
し

て
い

く
政

党
の

こ
と

で
す

。
※

政
権

（
内

閣
）

と
違

う
考

え
方

の
人

た
ち

が
集

ま
っ

た
政

党
を

「
野

党
」

と
い

い
ま

す
。

野
党

は
与

党
の

お
こ

な
う

政
治

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
不

正
な

ど
が

あ
る

場
合

に
与

党
を

責
め

て
、

選
挙

で
次

に
与

党
に

な
れ

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

国
会

で
何

か
を

決
め

る
と

き
に

は
、

半
分

以
上

の
国

会
議

員
の

賛
成

ま
た

は
反

対
が

必
要

と
な

る
た

め
、

実
際

に
は

与
党

が
政

権
を

持
ち

、
与

党
の

意
見

が
法

律
な

ど
を

決
め

る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
野

党
は

、
与

党
が

間
違

っ
た

方
向

に
政

治
を

進
め

て
い

れ
ば

国
会

で
意

見
を

出
し

、
国

⺠
に

訴
え

ま
す

。
※

そ
し

て
、

国
⺠

の
選

挙
に

よ
っ

て
、

政
権

を
担

当
す

る
政

党
が

別
の

党
に

代
わ

る
こ

と
、

つ
ま

り
与

党
と

野
党

が
入

れ
代

わ
る

こ
と

を
政

権
交

代
と

い
い

ま
す

。
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日
本

の
社

会
と

生
活

交
通

鉄
道

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

こ
う

つ
う

〜
交

通
〜

て
つ

ど
う

-鉄
道

-

こ
こ

で
は

、
日

本
の

鉄
道

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

の
鉄

道
は

、
18

72
年

の
東

京
都

の
新

橋
か

ら
神

奈
川

県
の

横
浜

を
つ

な
い

だ
鉄

道
が

始
ま

り
で

す
。

明
治

の
お

わ
り

ま
で

に
、

ほ
ぼ

全
国

の
お

も
な

鉄
道

が
完

成
し

ま
し

た
。

18
70

年
代

後
半

に
は

、
国

が
経

営
す

る
の

で
は

な
く

地
域

や
企

業
が

経
営

す
る

鉄
道

が
増

え
、

全
国

の
鉄

道
の

５
０

％
を

こ
え

る
ほ

ど
で

し
た

。
※

鉄
道

は
20

世
紀

の
初

め
ま

で
陸

上
輸

送
の

中
心

と
な

っ
て

い
ま

し
た

が
、

そ
の

後
は

人
も

モ
ノ

も
自

動
車

や
航

空
機

を
利

用
す

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

そ
の

た
め

、
鉄

道
は

勢
い

が
な

く
な

っ
て

し
ま

い
、

地
方

の
路

線
も

な
く

な
っ

て
い

き
ま

し
た

。
※

19
80

年
代

に
は

国
が

持
っ

て
い

る
鉄

道
の

う
ち

経
営

状
況

が
悪

い
鉄

道
を

な
く

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
が

経
営

す
る

鉄
道

を
増

や
し

、
19

87
年

に
は

国
が

経
営

す
る

鉄
道

を
７

つ
の

JR
グ

ル
ー

プ
の

会
社

が
経

営
す

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

そ
の

反
面

、
現

在
つ

く
ら

れ
て

い
る

リ
ニ

ア
新

幹
線

な
ど

高
速

鉄
道

に
よ

り
時

間
や

距
離

を
短

く
す

る
こ

と
や

、
大

都
市

に
お

い
て

通
勤

時
間

の
鉄

道
を

増
や

す
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
な

ど
鉄

道
の

大
き

な
役

割
が

今
も

期
待

さ
れ

て
い

ま
す

。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

こ
う

つ
う

〜
交

通
〜

て
つ

ど
う

-鉄
道

①
-

し
ん

か
ん

せ
ん

新
幹

線
と

う
き

ょ
う

え
き

東
京

駅

せ
い

き
は

い
じ

ど
う

し
ゃ

こ
う

く
う

き
お

も
つ

か
て

つ
ど

う
い

き
お

●
20

世
紀

に
入

り
、

自
動

車
や

航
空

機
が

主
に

使
わ

れ
る

よ
う

に
な

り
、

鉄
道

は
勢

い
が

な
く

な
っ

た
。

ね
ん

だ
い

く
に

も
て

つ
ど

う
け

い
え

い
じ

ょ
う

き
ょ

う
わ

る
て

つ
ど

う
●

19
80

年
代

に
国

が
持

っ
て

い
る

鉄
道

の
う

ち
経

営
状

況
が

悪
い

鉄
道

を
な

く
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

ち
い

き
け

い
え

い
て

つ
ど

う
ふ

地
域

が
経

営
す

る
鉄

道
を

増
や

し
た

。

ね
ん

し
ん

ば
し

よ
こ

は
ま

て
つ

ど
う

か
ん

せ
い

に
ほ

ん
は

じ
て

つ
ど

う
と

お
●

18
72

年
、

新
橋

〜
横

浜
の

鉄
道

が
完

成
し

、
日

本
で

初
め

て
鉄

道
が

通
っ

た
。

め
い

じ
じ

だ
い

お
ぜ

ん
こ

く
お

も
て

つ
ど

う
か

ん
せ

い
明

治
時

代
の

終
わ

り
ま

で
に

全
国

の
主

な
鉄

道
が

完
成

。
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に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

こ
う

つ
う

〜
交

通
〜

て
つ

ど
う

-鉄
道

②
-

し
ん

か
ん

せ
ん

か
い

し
ゃ

う
ん

え
い

に
ほ

ん
こ

う
そ

く
て

つ
ど

う
●

「
新

幹
線

」
：

JR
グ

ル
ー

プ
の

そ
れ

ぞ
れ

の
会

社
が

運
営

し
て

い
る

日
本

の
高

速
鉄

道
。

い
じ

ょ
う

20
0k

m
/h

以
上

。

ね
ん

と
う

き
ょ

う
お

お
さ

か
あ

い
だ

こ
し

ん
か

ん
せ

ん
は

し
●

20
27

年
に

は
東

京
〜

大
阪

の
間

を
、

50
0k

m
/h

を
超

え
る

「
リ

ニ
ア

新
幹

線
」

が
走

る
よ

て
い

予
定

。ね
ん

が
つ

に
ち

と
う

き
ょ

う
え

き
し

ん
お

お
さ

か
え

き
あ

い
だ

と
う

か
い

ど
う

し
ん

か
ん

せ
ん

と
お

●
19

64
年

10
⽉

1日
、

東
京

駅
〜

新
大

阪
駅

の
間

に
「

東
海

道
新

幹
線

」
が

通
っ

た
の

が
し

ん
か

ん
せ

ん
は

じ
新

幹
線

の
始

ま
り

。

し
ん

か
ん

せ
ん

新
幹

線

で
は

、
新

幹
線

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

JR
東

日
本

、
JR

⻄
日

本
な

ど
、

JR
グ

ル
ー

プ
の

そ
れ

ぞ
れ

の
会

社
が

運
営

し
て

い
る

日
本

の
高

速
鉄

道
を

新
幹

線
と

い
い

ま
す

。
新

幹
線

の
時

速
は

20
0k

m
以

上
あ

り
ま

す
。

※
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
が

行
わ

れ
た

19
64

年
10

⽉
1日

に
東

京
駅

か
ら

新
大

阪
駅

の
間

に
東

海
道

新
幹

線
が

通
り

ま
し

た
。

こ
れ

が
日

本
の

新
幹

線
の

始
ま

り
で

す
。

新
幹

線
は

日
本

全
国

の
大

き
な

都
市

を
つ

な
ぐ

重
要

な
交

通
機

関
と

な
っ

て
い

て
、

多
く

の
人

々
に

利
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
新

幹
線

を
利

用
す

る
と

、
東

京
か

ら
大

阪
ま

で
は

3時
間

く
ら

い
、

東
京

か
ら

北
海

道
ま

で
は

４
時

間
く

ら
い

か
か

り
ま

す
。

※
20

27
年

頃
に

は
、

東
京

か
ら

大
阪

の
間

を
新

幹
線

よ
り

さ
ら

に
速

い
リ

ニ
ア

新
幹

線
が

走
る

予
定

で
す

。
速

さ
は

時
速

50
0k

m
を

超
え

る
と

い
わ

れ
て

い
て

、
多

く
の

人
が

注
目

し
て

い
ま

す
。

日
本

の
社

会
と

生
活

交
通

湾
岸

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

こ
う

つ
う

〜
交

通
〜

わ
ん

が
ん

-湾
岸

-
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こ
こ

で
は

、
日

本
の

湾
岸

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

は
複

雑
な

海
岸

線
が

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
海

岸
線

と
は

海
と

陸
の

境
界

線
で

す
。

そ
れ

ぞ
れ

の
場

所
に

大
き

い
港

か
ら

小
さ

い
港

ま
で

3,
00

0ほ
ど

の
港

が
あ

り
、

も
と

も
と

の
形

を
利

用
し

た
⻑

崎
港

や
舞

鶴
港

、
埋

め
立

て
た

港
の

横
浜

港
、

神
⼾

港
、

大
阪

港
な

ど
い

ろ
い

ろ
な

特
徴

を
も

つ
港

が
あ

り
ま

す
。

※
こ

れ
ら

の
う

ち
、

「
港

湾
法

」
と

い
う

法
律

で
決

め
ら

れ
た

の
は

９
９

３
港

で
、

「
国

際
戦

略
港

湾
（

5港
）

」
や

「
国

際
拠

点
港

湾
（

１
８

港
）

」
な

ど
の

重
要

な
貿

易
港

が
あ

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
国

に
決

め
ら

れ
た

港
で

は
、

一
般

的
に

波
や

洪
水

を
防

ぐ
設

備
、

ク
レ

ー
ン

、
倉

庫
、

船
が

岸
に

着
く

た
め

の
橋

な
ど

を
備

え
な

け
れ

ば
い

け
ま

せ
ん

。
※

こ
の

ほ
か

に
も

、
「

関
税

法
」

に
よ

り
外

国
と

貿
易

が
で

き
る

「
開

港
」

が
全

国
に

８
５

港
あ

り
、

開
港

以
外

で
は

特
別

な
許

可
が

な
け

れ
ば

日
本

の
船

で
も

外
国

と
の

貿
易

の
た

め
の

船
が

入
る

こ
と

は
許

可
さ

れ
ま

せ
ん

。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

こ
う

つ
う

〜
交

通
〜

わ
ん

が
ん

-港
湾

-

と
う

き
ょ

う
こ

う
東

京
港

こ
う

べ
こ

う
神

⼾
港

に
ほ

ん
ふ

く
ざ

つ
か

い
が

ん
せ

ん
み

な
と

●
日

本
に

は
複

雑
な

海
岸

線
に

3,
00

0ほ
ど

の
港

が
あ

る
。

か
ん

ぜ
い

ほ
う

が
い

こ
く

ぼ
う

え
き

か
い

こ
う

こ
う

●
「

関
税

法
」

で
外

国
と

貿
易

が
で

き
る

「
開

港
」

は
85

港
。

こ
う

わ
ん

ほ
う

き
こ

う
こ

く
さ

い
せ

ん
り

ゃ
く

こ
う

わ
ん

こ
う

●
「

港
湾

法
」

で
決

め
ら

れ
た

の
は

99
3港

。
「

国
際

戦
略

港
湾

（
5港

）
」

や
こ

く
さ

い
き

ょ
て

ん
こ

う
わ

ん
こ

う
じ

ゅ
う

よ
う

ぼ
う

え
き

こ
う

「
国

際
拠

点
港

湾
（

18
港

）
」

な
ど

の
重

要
な

貿
易

港
が

あ
る

。

日
本

の
社

会
と

生
活

交
通

空
港

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

こ
う

つ
う

〜
交

通
〜

く
う

こ
う

-空
港

-
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こ
こ

で
は

、
空

港
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
「

空
港

」
は

、
飛

行
場

の
な

か
で

も
主

に
飛

行
機

で
人

や
モ

ノ
を

運
ぶ

の
に

利
用

さ
れ

ま
す

。
※

空
港

の
う

ち
、

他
の

国
か

ら
日

本
へ

の
輸

入
品

、
日

本
か

ら
ほ

か
の

国
へ

の
輸

出
品

に
つ

い
て

チ
ェ

ッ
ク

す
る

税
関

、
出

入
国

管
理

、
検

疫
な

ど
の

施
設

が
あ

り
、

国
際

用
の

航
空

機
が

出
発

、
到

着
す

る
も

の
を

｢国
際

空
港

｣と
言

い
ま

す
。

※
日

本
の

国
際

空
港

は
、

千
葉

県
に

あ
る

｢成
田

国
際

空
港

｣、
大

阪
府

の
「

関
⻄

国
際

空
港

｣、
愛

知
県

の
｢中

部
国

際
空

港
｣、

そ
し

て
東

京
都

に
あ

る
｢東

京
国

際
空

港
｣で

す
。

世
界

の
航

空
・

空
港

の
調

査
を

行
う

ス
カ

イ
ト

ラ
ッ

ク
ス

が
発

表
し

た
「

世
界

ベ
ス

ト
空

港
20

19
（

W
or

ld
’s 

Be
st

 A
irp

or
t i

n 
20

19
）

」
で

、
1位

に
は

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

・
チ

ャ
ン

ギ
国

際
空

港
が

選
ば

れ
、

日
本

は
2位

に
羽

田
空

港
、

6位
に

中
部

国
際

空
港

、
9位

に
は

成
田

国
際

空
港

が
入

り
、

10
位

ま
で

に
3空

港
が

入
り

ま
し

た
。

大
き

さ
別

の
ラ

ン
キ

ン
グ

で
は

、
一

年
間

の
利

用
者

が
70

00
万

人
以

上
の

ラ
ン

キ
ン

グ
で

羽
田

空
港

、
20

00
万

〜
30

00
万

人
で

は
関

⻄
国

際
空

港
、

10
00

万
人

〜
20

00
万

人
で

は
中

部
国

際
空

港
が

そ
れ

ぞ
れ

1位
と

な
り

、
40

00
万

〜
50

00
万

人
で

は
成

田
国

際
空

港
が

2位
と

な
り

ま
し

た
。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

こ
う

つ
う

〜
交

通
〜

く
う

こ
う

-空
港

-

な
り

た
こ

く
さ

い
く

う
こ

う
成

田
国

際
空

港
か

ん
さ

い
こ

く
さ

い
く

う
こ

う
関

⻄
国

際
空

港

く
う

こ
う

お
も

ひ
こ

う
き

ひ
と

は
こ

り
よ

う
●

「
空

港
」

は
主

に
飛

行
機

で
人

や
モ

ノ
を

運
ぶ

の
に

利
用

さ
れ

る
。

ゆ
に

ゅ
う

ひ
ん

ゆ
し

ゅ
つ

ひ
ん

ぜ
い

か
ん

し
ゅ

つ
に

ゅ
う

こ
く

か
ん

り
け

ん
え

き
●

輸
入

品
、

輸
出

品
に

つ
い

て
チ

ェ
ッ

ク
す

る
税

関
、

出
入

国
管

理
、

検
疫

な
ど

の
し

せ
つ

こ
く

さ
い

よ
う

こ
う

く
う

き
し

ゅ
っ

ぱ
つ

と
う

ち
ゃ

く
く

う
こ

う
こ

く
さ

い
く

う
こ

う
施

設
が

あ
り

、
国

際
用

の
航

空
機

が
出

発
、

到
着

す
る

空
港

を
｢国

際
空

港
｣と

よ
ぶ

。

に
ほ

ん
こ

く
さ

い
く

う
こ

う
な

り
た

こ
く

さ
い

く
う

こ
う

か
ん

さ
い

こ
く

さ
い

く
う

こ
う

ち
ゅ

う
ぶ

こ
く

さ
い

く
う

こ
う

●
日

本
の

国
際

空
港

は
、

｢成
田

国
際

空
港

｣、
「

関
⻄

国
際

空
港

｣、
｢中

部
国

際
空

港
｣、

と
う

き
ょ

う
こ

く
さ

い
く

う
こ

う
く

う
こ

う
｢東

京
国

際
空

港
｣の

4空
港

。

日
本

の
社

会
と

生
活

交
通

高
速

道
路

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

こ
う

つ
う

〜
交

通
〜

こ
う

そ
く

ど
う

ろ
-高

速
道

路
-
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こ
こ

で
は

高
速

道
路

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

で
は

、
19

63
年

に
は

じ
め

て
の

高
速

道
路

と
し

て
「

名
神

高
速

道
路

」
が

で
き

ま
し

た
。

名
神

と
は

、
愛

知
県

に
あ

る
名

古
屋

と
兵

庫
県

に
あ

る
神

⼾
を

文
字

を
取

っ
た

名
前

で
す

。
※

次
に

19
69

年
に

「
東

名
高

速
道

路
」

が
で

き
て

、
日

本
の

高
速

道
路

が
発

展
し

て
い

き
ま

し
た

。
東

名
と

は
、

東
京

都
の

東
京

と
先

ほ
ど

も
出

て
き

た
名

古
屋

の
文

字
を

と
っ

た
も

の
で

す
。

19
72

年
に

は
、

日
本

の
高

速
道

路
の

⻑
さ

が
10

00
ｋ

ｍ
を

こ
え

、
19

73
年

に
は

｢中
国

自
動

車
道

･九
州

自
動

車
道

」
の

関
門

橋
が

完
成

し
、

本
州

と
九

州
が

む
す

ば
れ

ま
し

た
。

※
19

95
年

に
は

｢九
州

自
動

車
道

｣が
す

べ
て

通
れ

る
よ

う
に

な
り

、
⻘

森
か

ら
⿅

児
島

を
む

す
ぶ

高
速

道
路

が
で

き
あ

が
り

、
日

本
の

高
速

道
路

の
⻑

さ
は

90
00

ｋ
ｍ

を
こ

え
て

い
ま

す
。

日
本

の
高

速
道

路
の

建
設

な
ど

を
し

て
い

た
｢日

本
高

速
道

路
公

団
｣は

、
借

り
た

お
⾦

が
約

40
兆

円
に

も
な

り
、

そ
の

借
り

た
お

⾦
を

返
す

た
め

高
速

道
路

の
経

営
を

国
で

は
な

く
地

域
や

企
業

に
任

せ
る

こ
と

と
し

、
20

05
年

（
平

成
17

年
）

に
公

団
を

３
つ

の
会

社
に

分
け

ま
し

た
。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

こ
う

つ
う

〜
交

通
〜

こ
う

そ
く

ど
う

ろ
-高

速
道

路
-

と
う

め
い

こ
う

そ
く

ど
う

ろ
東

名
高

速
道

路
し

ゅ
と

こ
う

そ
く

ど
う

ろ
首

都
高

速
道

路

に
ほ

ん
は

つ
こ

う
そ

く
ど

う
ろ

め
い

し
ん

こ
う

そ
く

ど
う

ろ
ね

ん
し

ょ
う

わ
ね

ん
か

い
つ

う
●

日
本

初
の

高
速

道
路

は
｢名

神
高

速
道

路
(1

96
3年

=昭
和

38
年

開
通

)｣
。

ね
ん

と
う

め
い

こ
う

そ
く

ど
う

ろ
か

ん
せ

い
こ

う
そ

く
ど

う
ろ

じ
だ

い
は

じ
●

19
69

年
に

｢東
名

高
速

道
路

｣が
完

成
、

高
速

道
路

時
代

が
始

ま
る

。
ね

ん
き

ゅ
う

し
ゅ

う
じ

ど
う

し
ゃ

ど
う

か
ん

せ
い

あ
お

も
り

か
ご

し
ま

●
19

95
年

に
｢九

州
自

動
車

道
｣が

完
成

し
、

⻘
森

か
ら

⿅
児

島
を

む
す

ぶ
こ

う
そ

く
ど

う
ろ

か
ん

せ
い

高
速

道
路

が
完

成
。

日
本

の
社

会
と

生
活

社
会

生
活

都
市

と
地

方

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

〜
社

会
生

活
〜

と
し

ち
ほ

う
-都

市
と

地
方

-
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こ
こ

で
は

日
本

の
都

市
と

地
方

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

で
は

、
１

９
６

０
年

代
に

経
済

が
大

き
く

成
⻑

し
て

、
都

市
で

働
く

人
を

求
め

る
会

社
が

増
え

、
地

方
か

ら
多

く
の

人
達

が
都

市
へ

行
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

※
そ

の
後

も
、

地
方

で
の

農
業

や
漁

業
、

林
業

な
ど

の
仕

事
が

少
な

く
な

り
、

都
市

に
移

る
人

は
増

え
続

け
て

い
ま

す
。

地
方

の
大

学
を

卒
業

し
て

も
地

方
で

の
就

職
が

困
難

な
た

め
、

卒
業

生
の

７
０

％
近

く
が

都
市

へ
行

っ
て

い
ま

す
。

※
地

方
で

は
、

都
市

に
行

っ
て

し
ま

う
人

た
ち

や
そ

の
家

族
が

増
え

、
地

方
に

住
む

人
が

少
な

く
地

域
の

活
気

が
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
ま

た
、

地
方

に
住

む
人

た
ち

の
多

く
が

高
齢

に
な

る
な

ど
の

問
題

が
深

刻
に

な
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

地
方

の
人

口
は

11
0万

人
程

度
で

人
口

全
体

の
約

９
％

で
す

が
、

そ
の

よ
う

な
地

域
の

面
積

は
国

⼟
の

約
６

０
％

で
、

全
国

の
市

・
町

・
村

の
半

分
近

く
を

占
め

て
い

ま
す

。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

〜
社

会
生

活
〜

と
し

ち
ほ

う
-都

市
と

地
方

①
-

と
し

と
う

き
ょ

う
し

ん
じ

ゅ
く

都
市

( 東
京

・
新

宿
)

ち
ほ

う
と

や
ま

ご
い

お
地

方
（

富
山

･五
井

尾
）

ね
ん

だ
い

け
い

ざ
い

せ
い

ち
ょ

う
ち

ほ
う

ひ
と

と
し

し
ゅ

う
ち

ゅ
う

●
19

60
年

代
の

経
済

成
⻑

で
地

方
の

人
た

ち
が

都
市

に
集

中
。

ち
ほ

う
の

う
ぎ

ょ
う

ぎ
ょ

ぎ
ょ

う
し

ご
と

す
く

と
し

し
ゅ

う
ち

ゅ
う

か
か

く
だ

い
●

地
方

の
農

業
や

漁
業

な
ど

の
仕

事
が

少
な

く
、

都
市

集
中

化
が

拡
大

。

ち
ほ

う
す

ひ
と

す
く

ち
い

き
か

っ
き

ち
ほ

う
す

ひ
と

●
地

方
に

住
む

人
が

少
な

く
地

域
の

活
気

が
な

く
な

り
、

地
方

に
住

む
人

た
ち

の
お

お
ろ

う
じ

ん
も

ん
だ

い
し

ん
こ

く
か

多
く

が
老

人
に

な
る

な
ど

の
問

題
が

深
刻

化
。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

〜
社

会
生

活
〜

と
し

ち
ほ

う
-都

市
と

地
方

②
-

に
ほ

ん
だ

い
ひ

ょ
う

て
き

と
し

と
う

き
ょ

う
お

お
さ

か
な

ご
や

こ
う

べ
ふ

く
お

か
さ

っ
ぽ

ろ
●

日
本

の
代

表
的

な
都

市
は

、
東

京
、

大
阪

、
名

古
屋

、
神

⼾
、

福
岡

、
札

幌
な

ど
。

に
ほ

ん
だ

い
と

し
こ

う
つ

う
き

か
ん

は
っ

た
つ

べ
ん

り
●

日
本

の
大

都
市

は
交

通
機

関
が

発
達

し
て

い
て

便
利

。
へ

い
じ

つ
あ

さ
り

よ
う

し
ゃ

お
お

じ
か

ん
で

ん
し

ゃ
こ

ま
ん

い
ん

で
ん

し
ゃ

平
日

の
朝

な
ど

利
用

者
の

多
い

時
間

に
は

電
車

が
混

み
、

「
満

員
電

車
」

と
よ

ば
れ

る
。

も
っ

と
じ

ん
こ

う
お

お
と

う
き

ょ
う

ま
ん

に
ん

こ
●

最
も

人
口

が
多

い
東

京
は

13
00

万
人

を
超

え
る

。

し
ん

じ
ゅ

く
新

宿
ま

ん
い

ん
で

ん
し

ゃ
満

員
電

車

で
は

、
都

市
の

特
徴

を
見

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

※
日

本
の

代
表

的
な

都
市

は
、

東
京

、
大

阪
、

名
古

屋
、

神
⼾

、
福

岡
、

札
幌

な
ど

で
す

。
※

最
も

人
口

が
多

い
東

京
は

13
00

万
人

を
超

え
ま

す
。

周
り

の
県

か
ら

、
東

京
に

通
勤

・
通

学
す

る
人

も
多

い
で

す
。

ま
た

、
地

方
に

⽐
べ

特
に

東
京

は
物

価
が

高
い

で
す

。
日

本
で

２
番

目
に

人
口

が
多

い
都

市
は

大
阪

で
、

3番
目

は
名

古
屋

と
な

っ
て

い
ま

す
。

※
日

本
の

大
都

市
は

交
通

機
関

が
発

達
し

て
い

て
便

利
で

す
。

電
車

や
バ

ス
は

数
分

ご
と

に
走

っ
て

い
ま

す
が

、
遅

れ
る

こ
と

が
少

な
く

ほ
ぼ

時
間

通
り

で
す

。
ま

た
都

市
で

は
店

の
数

や
種

類
が

た
く

さ
ん

あ
り

、
夜

遅
く

ま
で

営
業

し
て

い
る

店
も

多
い

で
す

。
観

光
名

所
や

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

エ
リ

ア
は

、
休

み
の

日
な

ど
は

と
て

も
混

み
ま

す
。

ま
た

、
平

日
の

朝
の

通
勤

で
利

用
者

の
多

い
時

間
に

は
、

電
車

が
混

み
、

「
満

員
電

車
」

と
よ

ば
れ

ま
す

。
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に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

〜
社

会
生

活
〜

と
し

ち
ほ

う
-都

市
と

地
方

③
-

ち
ほ

う
い

な
か

し
ぜ

ん
ゆ

た
む

か
し

で
ん

と
う

て
き

け
し

き
み

●
地

方
・

田
舎

は
自

然
が

豊
か

で
、

昔
か

ら
の

伝
統

的
な

景
色

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
。

じ
か

ん
な

が
と

し
く

ら
ぶ

っ
か

ひ
く

●
時

間
が

ゆ
っ

く
り

と
流

れ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
、

都
市

に
⽐

べ
物

価
が

低
い

。
こ

う
つ

う
き

か
ん

は
っ

た
つ

交
通

機
関

が
発

達
し

て
い

な
い

。
に

ほ
ん

わ
か

も
の

と
し

お
こ

な
ち

ほ
う

じ
ん

こ
う

す
く

こ
う

れ
い

か
す

す
●

日
本

で
は

若
者

が
都

市
に

行
っ

て
し

ま
い

、
地

方
の

人
口

は
少

な
く

高
齢

化
が

進
む

。
の

う
ぎ

ょ
う

ひ
と

で
ぶ

そ
く

し
ん

こ
く

も
ん

だ
い

農
業

な
ど

で
は

人
手

不
足

が
深

刻
な

問
題

と
な

っ
て

い
る

。

い
な

か
ふ

う
け

い
田

舎
の

風
景

い
な

か
で

ん
し

ゃ
田

舎
の

電
車

の
ホ

ー
ム

続
い

て
、

地
方

の
特

徴
を

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

の
地

方
や

田
舎

は
、

自
然

が
豊

か
で

空
気

が
綺

麗
な

場
所

が
多

く
、

昔
か

ら
の

伝
統

的
な

景
⾊

を
見

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
※

ま
た

、
都

市
で

は
新

し
い

も
の

を
取

り
入

れ
て

ど
ん

ど
ん

変
化

し
て

い
き

ま
す

が
、

地
方

で
は

都
市

に
⽐

べ
て

大
き

な
変

化
は

起
き

な
い

た
め

、
時

間
が

ゆ
っ

く
り

と
流

れ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

物
価

も
都

市
に

⽐
べ

て
低

い
で

す
。

※
し

か
し

、
地

方
は

電
車

や
バ

ス
な

ど
の

交
通

機
関

が
発

達
し

て
い

な
い

た
め

、
車

で
の

移
動

が
必

要
な

場
所

が
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

希
望

す
る

仕
事

が
な

か
っ

た
り

、
給

料
が

低
い

な
ど

の
理

由
で

、
日

本
で

は
若

者
が

都
市

に
行

っ
て

し
ま

い
、

地
方

の
人

口
が

少
な

く
な

り
、

高
齢

化
が

進
ん

で
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

農
業

や
漁

業
な

ど
で

は
働

く
人

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
が

深
刻

な
問

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。

日
本

の
社

会
と

生
活

社
会

生
活

少
子

高
齢

化

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

〜
社

会
生

活
〜

し
ょ

う
し

こ
う

れ
い

か
-少

子
高

齢
化

-
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こ
こ

で
は

少
子

高
齢

化
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
日

本
は

、
人

口
に

対
す

る
高

齢
者

の
割

合
が

増
え

る
「

高
齢

化
」

と
、

一
年

間
で

生
ま

れ
た

⾚
ち

ゃ
ん

の
数

の
低

下
に

よ
り

若
い

年
齢

の
人

口
が

少
な

く
な

る
「

少
子

化
」

が
進

み
、

「
少

子
高

齢
化

」
に

な
っ

て
い

ま
す

。
｢少

子
化

｣は
、

結
婚

を
し

な
い

人
が

増
え

た
こ

と
と

夫
婦

が
つ

く
る

子
供

の
数

が
減

っ
た

こ
と

も
関

係
が

あ
り

ま
す

。
日

本
で

は
、

19
94

年
に

高
齢

者
が

日
本

の
人

口
の

14
%

を
こ

え
高

齢
社

会
に

移
り

ま
し

た
が

、
20

25
年

こ
ろ

に
は

、
65

歳
以

上
の

人
の

数
は

あ
ま

り
変

わ
り

ま
せ

ん
。

※
し

か
し

、
20

19
年

現
在

、
高

齢
者

人
口

は
約

35
00

万
人

、
す

べ
て

の
人

口
に

占
め

る
割

合
も

約
28

％
と

過
去

最
高

に
な

っ
て

い
ま

す
。

20
歳

か
ら

64
歳

の
人

の
数

が
か

な
り

少
な

く
な

り
、

人
口

に
対

す
る

高
齢

者
の

割
合

は
30

％
近

く
ま

で
上

が
っ

て
き

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

｢高
齢

化
｣は

医
療

の
発

達
な

ど
に

よ
る

結
果

と
も

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

※
今

後
、

75
歳

以
上

の
高

齢
人

口
の

数
が

増
え

る
こ

と
か

ら
、

医
療

や
福

祉
（

高
齢

者
向

け
の

地
域

の
サ

ー
ビ

ス
な

ど
）

に
か

か
る

費
用

が
増

え
る

な
ど

社
会

問
題

化
す

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

ね
ん

し
ょ

う
じ

ん
こ

う
ひ

り
つ

年
少

人
口

⽐
率

（
20

18
年

）
こ

う
れ

い
か

じ
だ

い
高

齢
化

の
時

代

に
ほ

ん
こ

う
れ

い
し

ゃ
ふ

わ
か

ひ
と

か
ず

へ
し

ょ
う

し
こ

う
れ

い
か

し
ゃ

か
い

●
日
本
は
、
高
齢
者
が
増
え
て
若
い
人
の
数
が
減
る
「
少
子
高
齢
化
」
社
会
。

ね
ん

げ
ん

ざ
い

こ
う

れ
い

し
ゃ

じ
ん

こ
う

や
く

ま
ん

に
ん

じ
ん

こ
う

し
わ

り
あ

い
●
20
19
年
現
在
、
高
齢
者
人
口
は
約

35
00
万
人
、
す
べ
て
の
人
口
に
占
め
る
割
合
も

や
く

か
こ

さ
い

こ
う

約
28
％
と
過
去
最
高

。
こ

う
れ

い
し

ゃ
ふ

い
り

ょ
う

こ
う

れ
い

し
ゃ

む
ち

い
き

ひ
よ

う
●

高
齢

者
が

増
え

、
医

療
や

高
齢

者
向

け
の

地
域

の
サ

ー
ビ

ス
な

ど
の

費
用

に
つ

い
て

し
ゃ

か
い

も
ん

だ
い

か
か

の
う

せ
い

た
か

社
会

問
題

化
す

る
可

能
性

が
高

い
。

日
本

の
社

会
と

生
活

〜
社

会
生

活
〜

ー
少

子
高

齢
化

①
ー

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

し
ょ

う
し

こ
う

れ
い

か

日
本

の
社

会
と

生
活

〜
社

会
生

活
〜

ー
少

子
高

齢
化

②
ー

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

し
ょ

う
し

こ
う

れ
い

か

に
ほ

ん
ね

ん
だ

い
な

か
し

ょ
う

し
か

げ
ん

し
ょ

う
つ

づ
●

日
本

で
は

、
19

70
年

代
半

ば
か

ら
少

子
化

現
象

が
続

い
て

い
る

。
ね

ん
に

ほ
ん

し
ゅ

っ
し

ょ
う

す
う

い
ち

ね
ん

か
ん

う
こ

か
ず

ま
ん

に
ん

●
19

73
年

の
日

本
の

「
出

生
数

」
（

一
年

間
で

生
ま

れ
た

子
ど

も
の

数
）

は
20

9万
人

。
ね

ん
し

ゅ
っ

し
ょ

う
す

う
ま

ん
に

ん
20

19
年

の
出

生
数

は
、

86
万

5,
23

4人
だ

っ
た

。
げ

ん
い

ん
け

っ
こ

ん
ひ

と
ふ

け
っ

こ
ん

ね
ん

れ
い

あ
●

原
因

：
結

婚
を

し
な

い
人

が
増

え
て

い
る

、
結

婚
を

す
る

年
齢

が
上

が
っ

て
い

る
、

し
ご

と
こ

そ
り

ょ
う

り
つ

む
ず

か
仕

事
と

子
育

て
の

両
立

が
難

し
い

こ
と

な
ど

。

し
ゅ

っ
せ

い
す

う
出

生
数

で
は

、
少

子
化

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
※

日
本

で
は

、
19

70
年

代
半

ば
か

ら
、

若
い

年
齢

の
人

口
が

少
な

く
な

る
「

少
子

化
」

と
い

う
現

象
が

続
い

て
い

て
、

深
刻

な
問

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
※

一
年

間
で

生
ま

れ
た

子
ど

も
の

数
を

「
出

生
数

」
と

い
い

ま
す

が
、

厚
生

労
働

省
の

調
査

に
よ

る
と

、
19

73
年

の
出

生
数

が
20

9万
人

だ
っ

た
の

に
対

し
、

20
19

年
の

出
生

数
は

、
18

99
年

の
調

査
開

始
以

来
、

も
っ

と
も

少
な

い
86

万
5,

23
4人

で
し

た
。

前
の

年
の

91
万

8,
40

0人
か

ら
5万

3,
16

6人
減

り
、

4年
連

続
で

出
生

数
が

減
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
中

で
も

特
に

、
東

京
の

よ
う

な
都

会
で

の
出

生
数

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
の

が
目

立
っ

て
い

ま
す

。
※

日
本

で
の

少
子

化
の

原
因

と
し

て
は

、
結

婚
を

し
な

い
人

が
増

え
て

い
る

こ
と

、
結

婚
を

す
る

年
齢

が
上

が
っ

て
い

る
こ

と
、

働
く

女
性

に
と

っ
て

仕
事

と
子

育
て

の
両

立
が

難
し

い
こ

と
な

ど
が

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
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日
本

の
社

会
と

生
活

〜
社

会
生

活
〜

ー
少

子
高

齢
化

③
ー

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

し
ょ

う
し

こ
う

れ
い

か

に
ほ

ん
こ

う
れ

い
か

す
す

ね
ん

に
ほ

ん
じ

ん
こ

う
さ

い
い

じ
ょ

う
●

日
本

は
高

齢
化

が
進

ん
で

い
て

、
20

19
年

、
日

本
の

人
口

の
28

.4
％

が
65

歳
以

上
。

げ
ん

い
ん

に
ほ

ん
へ

い
き

ん
じ

ゅ
み

ょ
う

ね
ん

じ
て

ん
だ

ん
せ

い
さ

い
じ

ょ
せ

い
さ

い
●

原
因

：
日

本
の

平
均

寿
命

は
20

17
年

時
点

で
男

性
が

81
.0

9歳
、

女
性

が
87

.2
6歳

と
、

す
こ

へ
い

き
ん

じ
ゅ

み
ょ

う
の

つ
づ

し
ょ

う
し

か
す

す
少

し
ず

つ
平

均
寿

命
が

延
び

続
け

て
い

る
こ

と
。

少
子

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
。

え
い

き
ょ

う
ろ

う
ど

う
じ

ん
こ

う
へ

け
い

ざ
い

せ
い

ち
ょ

う
お

く
い

り
ょ

う
か

い
ご

ひ
し

ゃ
か

い
ほ

し
ょ

う
●

影
響

：
労

働
人

口
が

減
り

経
済

成
⻑

が
遅

れ
る

。
医

療
や

介
護

費
な

ど
社

会
保

障
を

う
が

わ
ふ

た
ん

が
わ

こ
わ

受
け

る
側

と
負

担
す

る
側

の
バ

ラ
ン

ス
が

壊
れ

る
。

こ
う

れ
い

し
ゃ

じ
ん

こ
う

す
い

い
高

齢
者

人
口

の
推

移

続
い

て
、

高
齢

化
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

※
日

本
で

は
高

齢
化

が
進

ん
で

い
ま

す
。

総
務

省
に

よ
る

と
、

20
19

年
、

日
本

の
人

口
の

28
.4

％
が

65
歳

以
上

と
な

っ
て

い
ま

す
。

10
年

後
に

は
日

本
人

の
3人

に
1人

は
65

歳
以

上
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

※
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

原
因

は
、

ま
ず

、
医

療
の

発
展

や
生

活
の

変
化

な
ど

に
よ

り
、

少
し

ず
つ

日
本

人
の

平
均

寿
命

が
延

び
続

け
て

い
る

こ
と

で
す

。
日

本
の

平
均

寿
命

は
20

17
年

時
点

で
男

性
が

81
.0

9歳
、

女
性

が
87

.2
6歳

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
少

子
化

が
進

ん
で

い
る

こ
と

も
高

齢
化

が
進

む
原

因
と

な
っ

て
い

ま
す

。
※

こ
の

ま
ま

高
齢

化
が

進
む

こ
と

で
出

て
く

る
影

響
と

し
て

は
、

高
齢

化
や

少
子

化
が

進
む

こ
と

に
よ

り
労

働
人

口
が

減
り

経
済

成
⻑

が
遅

れ
る

こ
と

、
ま

た
、

高
齢

人
口

が
増

え
る

こ
と

に
よ

り
、

医
療

や
介

護
費

を
中

心
に

社
会

保
障

を
受

け
る

側
と

負
担

す
る

側
の

バ
ラ

ン
ス

が
壊

れ
る

こ
と

な
ど

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

日
本

の
社

会
と

生
活

社
会

生
活

住
宅

事
情

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

〜
社

会
生

活
〜

じ
ゅ

う
た

く
じ

じ
ょ

う
-住

宅
事

情
-
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こ
こ

で
は

住
宅

事
情

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

の
す

べ
て

の
住

宅
の

数
は

62
,0

00
く

ら
い

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
※

そ
の

な
か

の
う

ち
、

そ
の

人
が

持
っ

て
い

る
家

で
あ

る
持

ち
家

は
約

61
％

で
す

。
東

京
は

約
40

％
と

な
っ

て
い

て
、

地
方

の
持

ち
家

の
割

合
が

高
く

な
っ

て
い

ま
す

。
１

つ
の

家
の

⼟
地

の
広

さ
は

、
全

国
平

均
で

92
㎡

、
東

京
は

全
国

で
も

っ
と

も
狭

い
65

㎡
と

な
っ

て
い

ま
す

。
原

因
と

し
て

は
、

マ
ン

シ
ョ

ン
や

ア
パ

ー
ト

な
ど

の
共

同
住

宅
が

多
い

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

借
り

て
い

る
家

を
借

家
と

い
い

、
東

京
の

借
家

の
数

は
、

東
京

の
住

宅
の

約
60

％
で

全
国

的
に

高
い

数
字

に
な

っ
て

い
ま

す
。

借
家

の
半

数
は

広
さ

が
29

㎡
以

下
で

、
約

80
％

が
49

㎡
以

下
と

な
っ

て
い

ま
す

。
東

京
の

中
心

で
は

、
ワ

ン
ル

ー
ム

で
⽉

に
10

万
円

す
る

よ
う

な
お

部
屋

も
あ

り
ま

す
。

※
東

京
で

は
、

借
家

の
持

ち
主

の
約

40
％

が
貸

す
人

を
制

限
し

て
い

ま
す

。
制

限
は

、
外

国
の

人
が

16
.3

％
、

何
か

の
理

由
で

自
分

で
お

⾦
を

稼
ぐ

こ
と

が
で

き
な

く
国

か
ら

生
活

費
を

も
ら

っ
て

い
る

人
が

12
.8

％
、

一
人

暮
ら

し
の

高
齢

者
が

11
.9

％
と

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

制
限

の
理

由
は

、
家

賃
の

支
払

い
に

対
す

る
不

安
、

住
宅

の
使

い
方

に
対

す
る

不
安

、
住

ん
で

い
る

人
以

外
の

人
の

出
入

り
に

対
す

る
不

安
が

挙
げ

ら
れ

て
い

ま
す

。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

し
ゃ

か
い

せ
い

か
つ

〜
社

会
生

活
〜

じ
ゅ

う
た

く
じ

じ
ょ

う
-住

宅
事

情
-

マ
ン

シ
ョ

ン
む

か
し

ま
ち

な
昔

な
が

ら
の

街
並

み

じ
ゅ

う
た

く
か

ず
や

く
こ

●
住

宅
の

数
は

約
62

,0
00

⼾
。

と
う

き
ょ

う
じ

ゅ
う

た
く

や
く

し
ゃ

く
や

●
東

京
の

住
宅

の
約

60
％

が
借

家
。

か
い

え
し

ゃ
く

や
ひ

と
も

い
え

も
い

え
●

借
り

て
い

る
家

を
「

借
家

」
、

そ
の

人
が

持
っ

て
い

る
家

を
「

持
ち

家
」

と
い

い
、

も
い

え
や

く
と

う
き

ょ
う

や
く

持
ち

家
は

約
61

％
( 東

京
は

約
40

％
）

日
本

の
社

会
と

生
活

社
会

生
活

学
校

制
度

幼
稚

園
か

ら
大

学に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

き
ょ

う
い

く
〜

教
育

〜
が

っ
こ

う
せ

い
ど

よ
う

ち
え

ん
だ

い
が

く
ー

-学
校

制
度

（
幼

稚
園

か
ら

大
学

）
-
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こ
こ

で
は

、
日

本
の

学
校

制
度

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

の
学

校
の

制
度

は
、

ま
ず

小
学

校
が

6年
間

、
次

に
中

学
校

が
3年

間
、

そ
し

て
高

等
学

校
が

3年
間

、
そ

の
後

専
門

学
校

ま
た

は
大

学
な

ど
に

お
い

て
学

習
す

る
分

野
に

よ
っ

て
違

い
ま

す
が

、
2年

か
ら

6年
程

度
の

シ
ス

テ
ム

で
す

。
第

二
次

世
界

大
戦

後
に

新
し

い
学

校
教

育
の

制
度

と
し

て
生

ま
れ

ま
し

た
。

小
学

校
と

中
学

校
は

、
子

供
の

親
な

ど
は

皆
、

学
校

で
子

供
に

教
育

を
受

け
さ

せ
な

け
れ

ば
い

け
ま

せ
ん

。
こ

れ
を

義
務

教
育

と
言

い
、

日
本

で
は

ほ
ぼ

10
0％

の
子

供
が

義
務

教
育

を
受

け
て

い
ま

す
。

※
幼

稚
園

は
学

校
の

教
育

制
度

に
入

っ
て

い
ま

せ
ん

が
、

3歳
か

ら
小

学
校

に
入

る
ま

で
の

あ
い

だ
、

子
供

の
心

と
体

が
成

⻑
す

る
よ

う
に

育
て

ま
す

。
小

学
校

は
6歳

で
学

校
に

入
り

、
生

活
に

必
要

な
数

の
数

え
方

や
言

葉
の

使
い

方
な

ど
を

教
え

て
も

ら
い

ま
す

。
中

学
校

は
、

小
学

校
を

卒
業

し
た

子
供

が
社

会
に

出
て

か
ら

役
に

立
つ

数
学

や
英

語
、

技
術

な
ど

を
教

え
て

も
ら

い
ま

す
。

高
等

学
校

は
、

中
学

校
を

卒
業

し
た

子
供

が
入

学
試

験
を

う
け

、
合

格
し

て
学

校
に

入
り

ま
す

。
高

等
学

校
で

は
、

中
学

校
で

教
え

て
も

ら
っ

た
こ

と
よ

り
も

レ
ベ

ル
の

高
い

こ
と

を
学

ん
だ

り
、

技
術

を
身

に
つ

け
ま

す
。

専
門

学
校

で
は

、
実

践
的

な
職

業
に

関
す

る
教

育
、

専
門

的
な

技
術

に
つ

い
て

の
教

育
を

行
い

ま
す

。
多

く
の

分
野

で
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

を
育

成
し

て
い

ま
す

。
大

学
は

、
高

校
を

卒
業

し
た

人
ま

た
は

、
高

校
を

卒
業

で
き

な
か

っ
た

人
で

も
高

等
学

校
卒

業
程

度
認

定
試

験
と

い
う

試
験

に
合

格
し

て
い

る
で

あ
れ

ば
入

学
試

験
を

受
け

ら
れ

ま
す

。
そ

の
大

学
の

入
学

試
験

に
合

格
す

る
と

大
学

に
入

学
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
大

学
で

は
、

高
校

で
教

え
て

も
ら

っ
た

学
問

や
技

術
、

研
究

分
野

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

深
く

学
ぶ

こ
と

が
で

き
ま

す
。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

き
ょ

う
い

く
〜

教
育

〜
が

っ
こ

う
せ

い
ど

よ
う

ち
え

ん
だ

い
が

く
-学

校
制

度
(幼

稚
園

〜
大

学
)①

-

よ
う

ち
え

ん
幼

稚
園

だ
い

が
く

き
ょ

う
と

だ
い

が
く

大
学

(京
都

大
学

)

に
ほ

ん
が

っ
こ

う
し

ょ
う

が
っ

こ
う

ち
ゅ

う
が

っ
こ

う
こ

う
と

う
が

っ
こ

う
せ

ん
も

ん
が

っ
こ

う
だ

い
が

く
●

日
本

の
学

校
は

、
小

学
校

、
中

学
校

、
高

等
学

校
、

専
門

学
校

ま
た

は
大

学
し

ょ
う

が
っ

こ
う

ち
ゅ

う
が

っ
こ

う
ぎ

む
き

ょ
う

い
く

こ
が

っ
こ

う
ぎ

む
き

ょ
う

い
く

小
学

校
と

中
学

校
は

義
務

教
育

で
、

ほ
ぼ

10
0％

の
子

ど
も

が
学

校
で

義
務

教
育

う
を

受
け

て
い

る
。

よ
う

ち
え

ん
さ

い
し

ょ
う

が
っ

こ
う

は
い

こ
ど

も
こ

こ
ろ

か
ら

だ
せ

い
ち

ょ
う

●
幼

稚
園

は
、

3歳
か

ら
小

学
校

に
入

る
ま

で
、

子
供

の
心

と
体

が
成

⻑
す

る
よ

う
に

そ
だ 育
て

る
。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

き
ょ

う
い

く
〜

教
育

〜
が

っ
こ

う
せ

い
ど

よ
う

ち
え

ん
だ

い
が

く
-学

校
制

度
(幼

稚
園

〜
大

学
)②

-

に
ほ

ん
し

ょ
う

が
っ

こ
う

ね
ん

か
ん

ち
ゅ

う
が

っ
こ

う
ね

ん
か

ん
●

日
本

の
小

学
校

は
６

年
間

、
中

学
校

は
３

年
間

。

し
ょ

う
が

っ
こ

う
こ

く
ご

さ
ん

す
う

り
か

べ
ん

き
ょ

う
せ

い
か

つ
ひ

つ
よ

う
し

ゃ
か

い
●

小
学

校
で

は
、

国
語

・
算

数
・

理
科

な
ど

の
勉

強
や

、
生

活
に

必
要

な
社

会
の

ま
な

た
ん

に
ん

せ
ん

せ
い

じ
ゅ

ぎ
ょ

う
お

し
お

お
ル

ー
ル

を
学

ぶ
。

ク
ラ

ス
の

担
任

の
先

生
が

授
業

を
教

え
る

こ
と

が
多

い
。

お
も

え
い

ご
べ

ん
き

ょ
う

ち
ゅ

う
が

っ
こ

う
は

じ
じ

ゅ
ぎ

ょ
う

せ
ん

せ
い

ち
が

●
主

に
英

語
の

勉
強

は
だ

い
た

い
中

学
校

か
ら

始
ま

る
。

授
業

に
よ

っ
て

先
生

が
違

う
。

し
ょ

う
が

っ
こ

う
小

学
校

ち
ゅ

う
が

っ
こ

う
な

ら
す

う
が

く

中
学

校
で

習
う

数
学

で
は

、
小

学
校

か
ら

中
学

校
ま

で
を

見
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
※

ま
ず

、
日

本
の

小
学

校
は

６
年

間
で

、
中

学
校

は
３

年
間

で
す

。
こ

の
期

間
は

義
務

教
育

期
間

と
言

わ
れ

ま
す

。
※

日
本

の
子

ど
も

は
、

６
歳

の
と

き
に

小
学

校
に

入
り

ま
す

。
日

本
の

小
学

校
は

６
年

間
で

す
。

国
語

、
算

数
、

理
科

な
ど

の
勉

強
や

、
生

活
に

必
要

な
社

会
の

ル
ー

ル
、

マ
ナ

ー
な

ど
を

学
び

ま
す

。
ク

ラ
ス

の
担

任
の

先
生

が
ほ

と
ん

ど
の

授
業

を
教

え
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

※
小

学
校

を
卒

業
し

た
ら

、
中

学
校

に
入

り
ま

す
。

日
本

の
中

学
校

は
3年

間
で

す
。

最
近

で
は

、
小

学
校

で
も

英
語

の
授

業
が

あ
る

と
こ

ろ
も

あ
り

ま
す

が
、

主
に

英
語

な
ど

外
国

語
の

勉
強

は
だ

い
た

い
中

学
校

か
ら

始
ま

り
ま

す
。

中
学

校
か

ら
は

授
業

に
よ

っ
て

先
生

が
違

い
ま

す
。

ま
た

、
中

学
校

で
は

、
授

業
の

後
に

学
校

の
ク

ラ
ブ

活
動

を
行

う
学

生
が

多
い

で
す

。
サ

ッ
カ

ー
や

テ
ニ

ス
な

ど
運

動
の

ク
ラ

ブ
、

音
楽

や
美

術
な

ど
文

化
の

ク
ラ

ブ
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
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に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

き
ょ

う
い

く
〜

教
育

〜
が

っ
こ

う
せ

い
ど

よ
う

ち
え

ん
だ

い
が

く
-学

校
制

度
(幼

稚
園

〜
大

学
)③

-
に

ほ
ん

こ
う

こ
う

ね
ん

か
ん

ち
ゅ

う
が

っ
こ

う
た

か
べ

ん
き

ょ
う

●
日

本
の

高
校

は
３

年
間

。
中

学
校

よ
り

さ
ら

に
レ

ベ
ル

の
高

い
勉

強
を

す
る

。
に

ほ
ん

せ
ん

も
ん

が
っ

こ
う

ね
ん

か
ん

せ
ん

も
ん

て
き

ち
し

き
ぎ

じ
ゅ

つ
み

●
日

本
の

専
門

学
校

は
ほ

と
ん

ど
が

２
年

間
。

専
門

的
な

知
識

や
技

術
を

身
に

つ
け

る
。

き
ほ

ん
て

き
に

ほ
ん

だ
い

が
く

ね
ん

か
ん

べ
ん

き
ょ

う
ふ

か
ま

な
●

基
本

的
に

日
本

の
大

学
は

４
年

間
。

勉
強

し
た

い
こ

と
を

さ
ら

に
深

く
学

ぶ
。

だ
い

が
く

そ
つ

ぎ
ょ

う
あ

と
だ

い
が

く
い

ん
は

い
べ

ん
き

ょ
う

け
ん

き
ゅ

う
つ

づ
ひ

と
●

大
学

を
卒

業
し

た
後

に
大

学
院

に
入

っ
て

、
さ

ら
に

勉
強

や
研

究
を

続
け

る
人

も
い

る
。

だ
い

が
く

い
ん

ね
ん

か
ん

い
っ

ぱ
ん

て
き

大
学

院
は

２
〜

５
年

間
く

ら
い

が
一

般
的

。

こ
う

こ
う

せ
い

高
校

生
せ

ん
も

ん
が

く
し

ゅ
う

専
門

の
学

習

続
い

て
、

高
校

か
ら

専
門

学
校

、
大

学
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
中

学
校

を
卒

業
す

る
と

、
ほ

と
ん

ど
の

学
生

が
高

校
に

入
り

ま
す

。
日

本
の

高
校

は
３

年
間

で
す

。
高

校
で

は
、

中
学

校
で

勉
強

し
た

こ
と

の
さ

ら
に

レ
ベ

ル
の

高
い

勉
強

を
し

ま
す

。
高

校
で

も
授

業
の

後
に

学
校

の
ク

ラ
ブ

活
動

を
行

っ
た

り
、

ア
ル

バ
イ

ト
を

す
る

学
生

も
い

ま
す

。
高

校
を

卒
業

す
る

と
、

専
門

学
校

や
大

学
に

進
学

し
た

り
、

就
職

し
ま

す
。

※
日

本
の

専
門

学
校

は
２

年
間

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

多
い

で
す

。
し

か
し

、
3年

間
以

上
の

コ
ー

ス
も

あ
り

ま
す

。
希

望
す

る
職

業
で

働
く

た
め

に
、

専
門

的
な

知
識

や
技

術
を

身
に

つ
け

ま
す

。
そ

し
て

、
学

習
し

た
分

野
の

資
格

を
取

っ
た

り
、

学
習

し
た

内
容

の
成

果
を

作
り

ま
す

。
そ

し
て

、
就

職
し

ま
す

。
※

日
本

の
大

学
は

基
本

的
に

４
年

間
で

す
。

短
期

大
学

と
い

っ
て

２
年

間
の

大
学

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
医

療
関

係
の

大
学

な
ど

は
６

年
間

で
す

。
大

学
で

は
自

分
が

勉
強

し
た

い
こ

と
に

つ
い

て
、

さ
ら

に
深

く
学

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
※

大
学

を
卒

業
し

た
後

に
大

学
院

に
入

っ
て

、
さ

ら
に

勉
強

や
研

究
を

続
け

る
人

も
い

ま
す

。
大

学
院

は
２

〜
５

年
間

く
ら

い
が

一
般

的
で

す
。

日
本

の
社

会
と

生
活

社
会

生
活

進
学

と
就

職

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

き
ょ

う
い

く
〜

教
育

〜
し

ん
が

く
し

ゅ
う

し
ょ

く
-進

学
と

就
職

-
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こ
こ

で
は

進
学

と
就

職
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
日

本
で

は
、

ど
ん

な
学

校
出

身
か

が
仕

事
先

や
収

入
、

社
会

で
の

地
位

に
大

き
く

影
響

す
る

た
め

、
多

く
の

人
た

ち
が

大
学

へ
進

み
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
、

出
身

校
で

判
断

さ
れ

る
よ

う
な

社
会

を
学

歴
社

会
と

言
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、

19
89

年
(平

成
元

年
)に

24
.7

％
だ

っ
た

大
学

進
学

率
が

10
年

後
の

19
98

年
に

は
50

％
を

超
え

る
な

ど
進

学
率

が
急

激
に

上
が

り
ま

し
た

。
※

こ
の

よ
う

な
流

れ
も

、
大

学
進

学
率

が
50

％
を

超
え

て
か

ら
大

学
を

卒
業

し
て

も
有

利
で

は
な

く
な

り
、

現
在

ま
で

大
学

進
学

率
は

50
％

く
ら

い
で

変
わ

り
ま

せ
ん

。
高

校
の

学
科

別
に

見
て

み
る

と
、

普
通

科
や

看
護

学
科

の
大

学
進

学
率

は
50

％
を

超
え

て
い

ま
す

が
、

工
業

･商
業

･農
業

な
ど

の
技

術
系

、
生

産
系

、
商

業
系

の
学

科
で

は
10

〜
20

％
に

止
ま

っ
て

い
ま

す
。

※
就

職
に

有
利

な
専

門
学

校
へ

の
進

学
率

は
毎

年
15

％
以

上
で

、
企

業
や

会
社

が
ど

の
よ

う
な

人
を

求
め

、
ど

の
よ

う
な

仕
事

を
し

て
い

る
か

な
ど

を
考

え
て

、
自

分
が

入
学

す
る

学
校

を
選

ぶ
人

が
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

き
ょ

う
い

く
〜

教
育

〜
し

ん
が

く
し

ゅ
う

し
ょ

く
-進

学
と

就
職

①
-

し
ゅ

う
し

ょ
く

め
ん

せ
つ

就
職

の
面

接
と

う
き

ょ
う

だ
い

が
く

東
京

大
学

し
ん

が
く

ひ
と

ふ
だ

い
が

く
そ

つ
ぎ

ょ
う

ゆ
う

り
だ

い
が

く
し

ん
が

く
り

つ
●

進
学

す
る

人
が

増
え

た
た

め
大

学
を

卒
業

し
て

も
有

利
で

は
な

く
な

り
、

大
学

進
学

率
は

あ
50

％
く

ら
い

か
ら

上
が

ら
な

く
な

っ
た

。

ひ
と

も
と

し
ご

と
か

ん
が

が
っ

こ
う

え
ら

人
を

求
め

、
ど

ん
な

仕
事

を
し

て
い

る
か

な
ど

を
考

え
、

学
校

を
選

ぶ
。

し
ゅ

う
し

ょ
く

ゆ
う

り
せ

ん
も

ん
が

っ
こ

う
し

ん
が

く
り

つ
ま

い
と

し
い

じ
ょ

う
き

ぎ
ょ

う
か

い
し

ゃ
●

就
職

す
る

の
に

有
利

な
専

門
学

校
進

学
率

は
毎

年
15

％
以

上
、

企
業

や
会

社
が

ど
の

よ
う

な

に
ほ

ん
し

ゅ
う

し
ょ

く
し

ゅ
っ

し
ん

こ
う

じ
ゅ

う
し

が
く

れ
き

し
ゃ

か
い

●
日

本
は

、
就

職
す

る
と

き
に

出
身

校
が

重
視

さ
れ

る
学

歴
社

会
と

言
わ

れ
る

。
ね

ん
だ

い
が

く
し

ん
が

く
り

つ
ね

ん
ご

ね
ん

こ
19

89
年

に
24

.7
％

の
大

学
進

学
率

が
10

年
後

の
19

98
年

に
は

50
％

を
超

え
た

。

に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

き
ょ

う
い

く
〜

教
育

〜
し

ん
が

く
し

ゅ
う

し
ょ

く
-進

学
と

就
職

②
-

に
ほ

ん
ち

ゅ
う

が
っ

こ
う

そ
つ

ぎ
ょ

う
ご

が
く

せ
い

こ
う

こ
う

し
ん

が
く

●
日

本
で

は
中

学
校

卒
業

後
、

ほ
と

ん
ど

の
学

生
が

高
校

に
進

学
。

に
ほ

ん
し

ん
が

く
り

つ
あ

ね
ん

た
ん

き
だ

い
が

く
し

ん
が

く
り

つ
い

●
日

本
の

進
学

率
は

上
が

っ
て

い
る

。
20

20
年

に
は

、
短

期
大

学
進

学
率

も
入

れ
る

と
、

だ
い

が
く

し
ん

が
く

せ
ん

も
ん

が
っ

こ
う

し
ん

が
く

か
こ

さ
い

こ
う

わ
り

あ
い

58
.6

％
が

大
学

に
進

学
。

24
％

が
専

門
学

校
に

進
学

。
ど

ち
ら

も
過

去
最

高
の

割
合

。
り

ゆ
う

こ
ひ

と
り

き
ん

が
く

あ
だ

い
が

く
そ

つ
ぎ

ょ
う

●
理

由
：

子
ど

も
⼀

人
に

か
け

ら
れ

る
金

額
が

上
が

っ
て

い
る

こ
と

、
「

大
学

卒
業

」
が

じ
ょ

う
け

ん
か

い
し

ゃ
ふ

だ
い

が
く

ぼ
し

ゅ
う

に
ん

ず
う

た
い

が
く

せ
い

す
く

条
件

の
会

社
が

増
え

て
い

る
こ

と
、

大
学

の
募

集
人

数
に

対
し

て
学

生
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

こ
と

な
ど

。

ご
う

か
く

き
が

ん
合

格
祈

願
に

ゅ
う

が
く

し
け

ん
入

学
試

験

で
は

、
進

学
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

※
日

本
で

は
中

学
校

ま
で

が
義

務
教

育
で

す
が

、
中

学
校

卒
業

後
、

ほ
と

ん
ど

の
学

生
が

高
校

に
進

学
し

ま
す

。
※

ま
た

、
高

校
卒

業
後

の
日

本
の

進
学

率
は

近
年

上
が

っ
て

い
て

、
20

20
年

に
は

短
期

大
学

進
学

率
も

入
れ

る
と

、
58

.6
％

の
学

生
が

大
学

に
進

学
、

24
％

の
学

生
が

専
門

学
校

に
進

学
し

て
い

ま
す

。
ど

ち
ら

も
過

去
最

高
の

割
合

と
な

っ
て

い
ま

す
。

※
日

本
で

は
少

子
化

が
進

ん
で

い
る

の
に

大
学

な
ど

へ
の

進
学

率
が

上
が

っ
て

い
る

理
由

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

家
庭

で
子

ど
も

一
人

に
か

け
る

こ
と

が
で

き
る

⾦
額

が
上

が
っ

て
い

る
こ

と
、

就
職

す
る

と
き

に
「

大
学

卒
業

」
を

条
件

と
し

て
い

る
会

社
が

増
え

て
い

る
こ

と
、

ま
た

、
大

学
が

募
集

す
る

人
数

に
対

し
て

学
生

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
こ

と
な

ど
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
そ

の
た

め
、

積
極

的
に

留
学

生
を

受
け

入
れ

て
い

る
学

校
も

多
く

な
っ

て
き

て
い

ま
す

。
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に
ほ

ん
し

ゃ
か

い
せ

い
か

つ

日
本

の
社

会
と

生
活

き
ょ

う
い

く
〜

教
育

〜
し

ん
が

く
し

ゅ
う

し
ょ

く
-進

学
と

就
職

③
-

に
ほ

ん
し

ゅ
う

し
ょ

く
り

つ
き

ん
ね

ん
あ

●
日

本
の

就
職

率
は

近
年

、
上

が
っ

て
い

る
。

じ
ぶ

ん
し

ご
と

か
ん

が
き

ぼ
う

あ
が

っ
こ

う
し

ん
が

く
●

自
分

が
ど

の
よ

う
な

仕
事

を
し

た
い

の
か

を
考

え
、

希
望

に
合

っ
た

学
校

に
進

学
す

る
し

ゅ
う

し
ょ

く
じ

ゅ
う

よ
う

こ
と

が
就

職
す

る
た

め
に

重
要

。
に

ほ
ん

し
ょ

う
し

か
す

す
が

い
こ

く
じ

ん
や

と
か

い
し

ゃ
ふ

●
日

本
で

は
少

子
化

が
進

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

、
外

国
人

を
雇

う
会

社
も

増
え

て
き

て
い

る
。

め
ん

せ
つ

面
接

オ
フ

ィ
ス

続
い

て
、

就
職

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
※

日
本

の
就

職
率

も
近

年
高

い
状

態
が

続
い

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
も

あ
り

、
飲

食
業

や
観

光
業

、
宿

泊
業

な
ど

で
は

就
職

率
が

下
が

っ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
そ

れ
で

も
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
が

収
束

し
た

後
は

、
旅

行
に

つ
い

て
は

戻
る

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
昔

か
ら

日
本

で
は

ど
ん

な
学

校
を

卒
業

し
て

い
る

か
が

就
職

に
大

き
く

影
響

し
て

い
て

、
今

で
も

「
大

学
卒

業
」

を
条

件
と

し
て

い
る

会
社

も
あ

り
ま

す
。

し
か

し
、

最
近

で
は

大
学

へ
の

進
学

率
が

50
％

を
超

え
て

い
る

た
め

、
大

学
を

卒
業

す
れ

ば
就

職
に

有
利

と
い

う
わ

け
で

は
な

く
な

り
ま

し
た

。
※

そ
の

た
め

、
自

分
が

ど
の

よ
う

な
会

社
に

就
職

し
た

い
の

か
、

ど
の

よ
う

な
仕

事
を

し
た

い
の

か
を

考
え

、
希

望
に

合
っ

た
学

校
に

進
学

す
る

こ
と

が
就

職
す

る
た

め
に

は
重

要
に

な
り

ま
す

。
※

ま
た

、
日

本
で

は
子

ど
も

の
数

が
少

な
く

な
る

「
少

子
化

」
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
、

労
働

人
口

が
減

っ
て

い
る

た
め

、
積

極
的

に
外

国
人

社
員

を
雇

う
会

社
も

増
え

て
き

て
い

ま
す

。
今

後
も

外
国

人
を

採
用

す
る

会
社

は
さ

ら
に

増
え

て
い

く
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

現
代

文
化

ま
ん

が

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-ま
ん

が
-
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こ
こ

で
は

ま
ん

が
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
ま

ず
、

み
な

さ
ん

も
一

度
は

読
ん

だ
こ

と
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

ま
ん

が
は

日
本

の
文

化
と

ひ
と

つ
で

あ
り

、
人

気
が

あ
り

ま
す

。
日

本
の

マ
ン

ガ
文

化
は

、
戦

争
が

終
わ

っ
た

後
か

ら
広

が
り

始
め

ま
し

た
。

マ
ン

ガ
文

化
の

基
礎

を
つ

く
っ

た
の

は
「

サ
ザ

エ
さ

ん
」

の
作

者
・

⻑
谷

川
町

子
さ

ん
や

「
鉄

腕
ア

ト
ム

」
の

作
者

・
手

塚
治

⾍
さ

ん
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
手

塚
治

⾍
さ

ん
は

、
当

時
と

し
て

は
珍

し
い

科
学

技
術

が
テ

ー
マ

の
マ

ン
ガ

を
生

み
出

し
、

「
マ

ン
ガ

の
神

様
」

と
呼

ば
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
※

日
本

で
は

、
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

マ
ン

ガ
を

読
み

、
年

齢
や

性
別

に
関

係
な

く
人

気
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

世
界

か
ら

も
高

く
評

価
さ

れ
、

人
気

が
あ

り
ま

す
。

知
っ

て
い

る
方

も
多

い
と

思
い

ま
す

が
、

ON
E 

PI
EC

E、
DR

AG
ON

 B
AL

L、
NA

RU
TO

な
ど

は
と

て
も

有
名

で
す

。
特

に
、

ON
E 

PI
EC

Eは
日

本
だ

け
で

な
く

外
国

で
も

人
気

が
あ

り
、

こ
れ

ま
で

3億
45

00
万

部
発

行
さ

れ
て

い
る

そ
う

で
す

。
※

日
本

の
マ

ン
ガ

が
人

気
の

理
由

は
、

細
か

い
絵

、
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
の

表
情

が
豊

か
に

描
か

れ
て

い
る

こ
と

、
小

説
の

よ
う

な
内

容
の

面
白

さ
な

ど
が

あ
る

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
外

国
で

は
、

日
本

の
マ

ン
ガ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
が

開
催

さ
れ

、
ま

ん
が

に
登

場
す

る
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
の

格
好

を
し

た
、

多
く

の
コ

ス
プ

レ
イ

ヤ
ー

が
集

ま
る

ほ
ど

人
気

が
あ

り
ま

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-ま
ん

が
-

ひ
と

コ
ス

プ
レ

を
す

る
人

た
ち

ド
ラ

ゴ
ン

ボ
ー

ル

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ん

き
に

ほ
ん

ぶ
ん

か
ひ

と
●

ま
ん

が
は

、
人

気
の

あ
る

日
本

文
化

の
一

つ
。

こ
ま

え
な

い
よ

う
お

も
し

ろ
に

ん
き

り
ゆ

う
●

細
か

い
絵

や
内

容
の

面
白

さ
が

人
気

の
理

由
と

言
わ

れ
て

い
る

。

し
ん

げ
き

き
ょ

じ
ん

は
が

ね
れ

ん
き

ん
じ

ゅ
つ

し
●

ON
E 

PI
EC

E、
DR

AG
ON

 B
AL

L、
NA

RU
TO

、
進

撃
の

巨
人

、
鋼

の
錬

⾦
術

師
、

DE
AT

H 
NO

TE
お

お
せ

か
い

じ
ゅ

う
よ

な
ど

多
く

の
ま

ん
が

が
世

界
中

で
読

ま
れ

て
い

る
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

現
代

文
化

ア
ニ

メ

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-ア
ニ

メ
-

142



こ
こ

で
は

ア
ニ

メ
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
マ

ン
ガ

と
同

じ
よ

う
に

、
日

本
で

は
ア

ニ
メ

も
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

人
気

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

理
由

は
、

人
気

の
マ

ン
ガ

作
品

が
ア

ニ
メ

に
な

っ
て

い
る

か
ら

で
す

。
ア

ニ
メ

に
な

る
こ

と
で

よ
り

多
く

の
人

に
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。
※

 ま
た

、
日

本
の

多
く

の
ア

ニ
メ

は
人

気
マ

ン
ガ

か
ら

作
ら

れ
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

ま
ん

が
が

人
気

が
出

る
こ

と
に

よ
っ

て
ア

ニ
メ

が
作

ら
れ

、
人

気
が

も
っ

と
広

が
る

の
で

、
マ

ン
ガ

と
ア

ニ
メ

は
離

せ
な

い
関

係
で

す
。

外
国

で
も

日
本

の
ア

ニ
メ

が
た

く
さ

ん
放

送
さ

れ
て

い
て

、
現

在
で

は
70

か
国

以
上

で
放

送
さ

れ
て

い
る

と
い

わ
れ

て
い

ま
す

。
ド

ラ
え

も
ん

や
DO

RA
GO

N 
BA

LL
と

い
っ

た
世

界
的

に
有

名
な

作
品

の
ア

ニ
メ

は
、

見
た

こ
と

が
あ

る
人

も
多

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

最
近

で
は

、
「

⻤
滅

の
刃

」
が

世
界

的
に

も
ヒ

ッ
ト

し
ま

し
た

。
し

か
し

、
近

年
人

気
が

あ
る

ア
ニ

メ
の

作
品

が
会

社
の

許
可

な
く

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

や
動

画
配

信
サ

ー
ビ

ス
に

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

増
え

て
き

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

、
日

本
で

は
犯

罪
に

な
り

ま
す

。
日

本
の

ア
ニ

メ
の

文
化

が
広

ま
る

こ
と

は
非

常
に

喜
ば

し
い

こ
と

で
す

が
、

ル
ー

ル
は

守
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

※
そ

れ
で

も
、

ア
ニ

メ
を

通
し

て
日

本
文

化
を

学
ぶ

外
国

人
も

多
く

、
日

本
文

化
を

伝
え

る
の

に
役

立
っ

て
い

る
と

い
う

良
い

面
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

ア
ニ

メ
を

見
て

日
本

語
を

勉
強

し
て

い
る

と
い

う
外

国
人

も
多

く
い

ま
す

。
マ

ン
ガ

も
ア

ニ
メ

も
日

本
の

主
要

な
文

化
の

一
つ

と
言

え
ま

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-ア
ニ

メ
-

ア
ニ

メ
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
き

も
の

き
着

物
を

着
た

ア
ニ

メ
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ほ

ん
お

な
せ

い
か

い
じ

ゅ
う

に
ん

き
●

日
本

の
ア

ニ
メ

も
ま

ん
が

と
同

じ
よ

う
に

世
界

中
で

人
気

が
あ

る
。

さ
く

ひ
ん

さ
ら

ひ
ろ

し
ち

か
か

ん
け

い
●

ま
ん

が
が

ア
ニ

メ
に

な
る

こ
と

で
作

品
が

更
に

広
く

知
ら

れ
、

ま
ん

が
と

ア
ニ

メ
は

近
い

関
係

。

か
い

が
い

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

つ
た

や
く

わ
り

も
●

ま
ん

が
・

ア
ニ

メ
は

海
外

に
日

本
文

化
を

伝
え

る
役

割
も

持
っ

て
い

る
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

現
代

文
化

ゲ
ー

ム

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-ゲ
ー

ム
-

143



こ
こ

で
は

ゲ
ー

ム
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

日
本

国
内

の
ゲ

ー
ム

の
売

上
は

1兆
円

を
超

え
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
、

ゲ
ー

ム
の

機
械

、
ソ

フ
ト

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

向
け

ゲ
ー

ム
ア

プ
リ

、
PC

向
け

ゲ
ー

ム
な

ど
全

て
を

足
し

た
合

計
で

す
。

※
日

本
で

は
、

ゲ
ー

ム
も

マ
ン

ガ
や

ア
ニ

メ
と

同
じ

よ
う

に
人

気
が

あ
り

ま
す

。
ソ

ニ
ー

が
開

発
し

た
Pl

ay
 S

ta
tio

nや
、

任
天

堂
が

開
発

し
た

Ni
nt

en
do

 S
wi

tc
hと

い
っ

た
ゲ

ー
ム

の
機

械
が

日
本

の
も

の
で

あ
る

と
い

う
こ

と
を

知
っ

て
い

る
方

も
多

い
と

思
い

ま
す

が
、

こ
れ

ら
は

世
界

中
で

遊
ば

れ
て

い
ま

す
。

※
ド

ラ
ゴ

ン
ク

エ
ス

ト
や

フ
ァ

イ
ナ

ル
フ

ァ
ン

タ
ジ

ー
な

ど
の

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

ゲ
ー

ム
と

呼
ば

れ
る

も
の

や
ウ

イ
ニ

ン
グ

イ
レ

ブ
ン

な
ど

の
ス

ポ
ー

ツ
ゲ

ー
ム

な
ど

も
日

本
の

ゲ
ー

ム
ソ

フ
ト

も
人

気
で

す
。

※
ま

た
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
向

け
ゲ

ー
ム

ア
プ

リ
も

最
近

で
は

国
内

で
人

気
が

出
て

き
て

い
ま

す
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

向
け

の
ゲ

ー
ム

ア
プ

リ
で

は
、

韓
国

や
中

国
の

ア
プ

リ
が

世
界

的
に

ヒ
ッ

ト
し

て
い

ま
す

。
そ

れ
で

も
日

本
の

「
ポ

ケ
モ

ン
GO

」
は

と
て

も
人

気
が

で
ま

し
た

。
外

国
で

も
ア

プ
リ

が
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
さ

れ
、

利
用

し
て

い
る

人
々

が
世

界
中

に
い

ま
す

。
マ

ン
ガ

、
ア

ニ
メ

、
ゲ

ー
ム

は
、

日
本

の
市

場
を

支
え

て
い

る
も

の
の

一
つ

と
言

え
ま

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-ゲ
ー

ム
-

に
ほ

ん
き

日
本

の
ゲ

ー
ム

機
ひ

と
ゲ

ー
ム

を
す

る
人

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ほ

ん
●

ド
ラ

ゴ
ン

ク
エ

ス
ト

や
フ

ァ
イ

ナ
ル

フ
ァ

ン
タ

ジ
ー

と
い

っ
た

日
本

の
ゲ

ー
ム

ソ
フ

ト
は

、
が

い
こ

く
に

ん
き

外
国

で
も

人
気

が
あ

る
。

せ
か

い
じ

ゅ
う

あ
そ

き
か

い
●

Pl
ay

 S
ta

tio
n、

Ni
nt

en
do

 S
W

IT
CH

な
ど

世
界

中
で

遊
ば

れ
て

い
る

ゲ
ー

ム
の

機
械

は
に

ほ
ん

き
ぎ

ょ
う

か
い

は
つ

日
本

の
企

業
が

開
発

し
た

。

む
に

ん
き

せ
か

い
じ

ゅ
う

●
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ア
プ

リ
や

PC
向

け
ゲ

ー
ム

も
人

気
が

あ
り

、
ポ

ケ
モ

ン
GO

は
世

界
中

で
あ

そ 遊
ば

れ
て

い
る

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

現
代

文
化

ス
ポ

ー
ツ

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-ス
ポ

ー
ツ

-

144



こ
こ

で
は

ス
ポ

ー
ツ

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

で
生

ま
れ

た
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

相
撲

や
柔

道
を

思
い

浮
か

べ
る

方
が

多
い

と
思

い
ま

す
。

日
本

で
は

、
相

撲
や

柔
道

は
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

で
は

な
く

、
国

の
競

技
と

い
う

意
味

で
「

国
技

」
と

考
え

ま
す

。
国

技
と

は
、

国
技

は
、

国
の

固
有

あ
る

い
は

伝
統

的
な

技
芸

や
競

技
を

表
し

ま
す

。
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

行
わ

れ
る

柔
道

は
、

観
て

い
る

人
が

面
白

く
て

、
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

す
る

た
め

に
ル

ー
ル

が
変

更
さ

れ
て

い
ま

す
。

で
す

か
ら

、
日

本
人

の
中

で
は

日
本

の
伝

統
的

な
柔

道
と

は
別

の
競

技
と

考
え

る
人

が
多

い
で

す
。

※
ま

た
、

日
本

で
は

野
球

が
大

変
人

気
で

す
。

プ
ロ

野
球

の
試

合
は

毎
回

多
く

の
人

々
が

観
に

来
て

い
ま

す
。

「
侍

ジ
ャ

パ
ン

」
と

呼
ば

れ
る

日
本

代
表

チ
ー

ム
は

、
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
や

W
BS

Cな
ど

国
際

大
会

で
も

優
勝

し
た

り
メ

ダ
ル

を
獲

る
な

ど
強

い
チ

ー
ム

と
し

て
活

躍
し

て
い

ま
す

。
※

近
年

で
は

、
サ

ッ
カ

ー
や

ラ
グ

ビ
ー

も
発

展
し

て
い

ま
す

。
サ

ッ
カ

ー
で

は
20

18
年

の
W

杯
に

お
い

て
グ

ル
ー

プ
ス

テ
ー

ジ
を

突
破

し
決

勝
ト

ー
ナ

メ
ン

ト
に

進
み

、
ベ

ス
ト

16
に

入
り

ま
し

た
。

20
19

年
に

は
日

本
で

開
催

さ
れ

た
ラ

グ
ビ

ー
W

杯
で

は
初

め
て

決
勝

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

に
進

み
、

そ
し

て
ベ

ス
ト

8に
入

っ
て

歴
史

的
な

活
躍

を
し

ま
し

た
。

こ
の

時
は

、
日

本
中

で
話

題
に

な
り

ま
し

た
。

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-ス
ポ

ー
ツ

①
-

り
き

し
力

士
ラ

グ
ビ

ー

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ほ

ん
す

も
う

じ
ゅ

う
ど

う
●

日
本

の
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

イ
メ

ー
ジ

さ
れ

て
い

る
も

の
に

は
、

相
撲

や
柔

道
が

あ
る

。

に
ほ

ん
や

き
ゅ

う
に

ん
き

ひ
じ

ょ
う

た
か

●
日

本
で

は
野

球
の

人
気

が
非

常
に

高
い

。

ね
ん

ね
ん

に
ほ

ん
か

い
さ

い
●

20
18

年
に

は
サ

ッ
カ

ー
ワ

ー
ル

カ
ッ

プ
で

ベ
ス

ト
16

、
20

19
年

に
日

本
で

開
催

さ
れ

た
は

つ
は

い
ラ

グ
ビ

ー
ワ

ー
ル

ド
カ

ッ
プ

で
は

初
の

ベ
ス

ト
8に

入
っ

た
。

※
野

球
や

サ
ッ

カ
ー

と
い

っ
た

夏
の

ス
ポ

ー
ツ

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
冬

の
ス

ポ
ー

ツ
で

も
日

本
人

選
手

が
大

き
な

活
躍

を
し

て
い

ま
す

。
※

特
に

フ
ィ

ギ
ュ

ア
ス

ケ
ー

ト
は

注
目

さ
れ

て
い

ま
す

。
日

本
だ

け
で

は
な

く
世

界
中

で
有

名
な

羽
生

結
弦

選
手

は
、

ソ
チ

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

と
平

昌
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

二
大

会
連

続
で

⾦
メ

ダ
ル

を
獲

り
ま

し
た

。
ま

た
、

平
昌

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
銀

メ
ダ

ル
を

獲
っ

た
宇

野
昌

磨
選

手
も

活
躍

し
て

い
ま

す
。

女
子

選
手

で
は

、
引

退
し

た
浅

田
真

央
さ

ん
が

有
名

で
す

。
日

本
で

は
冬

に
観

る
ス

ポ
ー

ツ
と

い
え

ば
フ

ィ
ギ

ュ
ア

ス
ケ

ー
ト

の
人

気
が

高
く

、
非

常
に

た
く

さ
ん

の
人

々
が

注
目

し
ま

す
。

※
ま

た
、

四
つ

の
季

節
が

あ
る

日
本

で
は

冬
に

な
る

と
雪

が
降

る
た

め
、

ス
キ

ー
場

で
ス

キ
ー

や
ス

ノ
ー

ボ
ー

ド
を

楽
し

む
人

が
多

い
で

す
。

北
海

道
や

東
北

地
方

、
新

潟
や

⻑
野

な
ど

の
上

越
と

呼
ば

れ
る

地
域

で
は

雪
が

多
く

降
り

ま
す

。
そ

し
て

、
そ

の
地

域
に

は
ス

キ
ー

場
が

多
く

あ
り

ま
す

。
最

近
で

は
、

日
本

人
以

外
に

も
日

本
の

ス
キ

ー
場

を
楽

し
ん

で
も

ら
え

る
こ

と
が

増
え

て
き

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

に
、

日
本

で
、

昔
か

ら
伝

統
的

に
行

わ
れ

て
い

る
競

技
と

現
在

世
界

で
人

気
の

あ
る

ス
ポ

ー
ツ

の
両

方
が

人
気

で
す

。
1年

間
の

中
で

も
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

の
大

会
が

開
催

さ
れ

て
い

る
の

で
、

是
非

見
に

行
っ

て
み

て
く

だ
さ

い
。

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-ス
ポ

ー
ツ

②
-

せ
ん

し
ゅ

フ
ィ

ギ
ュ

ア
ス

ケ
ー

ト
の

選
手

た
の

ス
キ

ー
を

楽
し

む
人

た
ち

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ほ

ん
じ

ん
せ

ん
し

ゅ
ふ

ゆ
か

つ
や

く
●

日
本

人
選

手
は

冬
の

ス
ポ

ー
ツ

に
お

い
て

も
活

躍
し

て
い

る
。

か
く

と
く

お
お

に
ん

き
●

フ
ィ

ギ
ュ

ア
ス

ケ
ー

ト
で

は
、

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

メ
ダ

ル
を

獲
得

す
る

こ
と

が
多

く
、

人
気

が
あ

る
。

い
っ

ぱ
ん

じ
ん

ふ
ゆ

た
の

ひ
と

び
と

●
一

般
人

で
も

、
冬

は
ス

キ
ー

や
ス

ケ
ー

ト
を

し
て

楽
し

む
人

々
が

た
く

さ
ん

い
る

。
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日
本

の
自

然
と

信
仰

現
代

文
化

ま
ん

が

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

-

こ
こ

で
は

日
本

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
ま

ず
、

日
本

の
伝

統
的

な
服

装
は

、
着

物
で

す
。

※
現

在
で

は
、

日
常

的
に

着
て

い
る

人
は

少
な

く
、

特
別

な
と

き
に

し
か

着
な

い
と

い
う

人
が

多
い

で
す

。
特

別
な

と
き

と
い

う
の

は
、

結
婚

式
、

成
人

式
、

入
園

・
入

学
式

な
ど

で
す

。
※

着
物

と
よ

く
似

た
も

の
で

、
浴

衣
が

あ
り

ま
す

。
浴

衣
は

、
着

物
と

形
が

と
て

も
よ

く
似

て
い

ま
す

が
、

簡
単

に
言

う
と

夏
用

の
着

物
な

の
で

、
夏

で
も

涼
し

く
着

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

ま
す

。
浴

衣
も

日
常

的
に

着
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

主
に

女
性

が
夏

祭
り

に
着

て
い

く
こ

と
が

多
い

で
す

。
も

ち
ろ

ん
、

男
性

用
の

浴
衣

も
あ

り
ま

す
。

日
本

を
旅

行
し

て
み

る
と

、
宿

泊
先

の
旅

館
に

は
施

設
内

で
着

る
こ

と
が

で
き

る
浴

衣
を

置
い

て
い

る
場

所
も

あ
り

ま
す

。
日

本
の

国
内

を
旅

行
す

る
と

き
に

は
浴

衣
を

着
る

こ
と

で
き

る
旅

館
を

探
し

て
み

る
と

面
白

い
で

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

-

き
も

の
き

じ
ょ

せ
い

着
物

を
着

た
女

性
ゆ

か
た

き
は

な
び

じ
ょ

せ
い

浴
衣

を
着

て
花

火
を

す
る

女
性

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ほ

ん
で

ん
と

う
て

き
ふ

く
そ

う
き

も
の

●
日

本
の

伝
統

的
な

服
装

は
着

物
。

き
も

の
け

っ
こ

ん
し

き
そ

つ
ぎ

ょ
う

し
き

せ
い

し
き

ば
め

ん
き

お
お

ふ
だ

ん
き

●
着

物
は

、
結

婚
式

や
卒

業
式

な
ど

正
式

な
場

面
で

着
る

こ
と

が
多

く
、

普
段

は
あ

ま
り

着
な

い
。

ゆ
か

た
な

つ
き

き
も

の
か

た
ち

に
●

浴
衣

は
夏

に
着

る
も

の
で

、
着

物
と

形
が

よ
く

似
て

い
る

。
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日
本

で
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
に

関
心

の
あ

る
人

は
、

服
な

ど
の

流
行

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
様

々
な

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を
と

の
楽

し
ん

で
い

ま
す

。
最

近
で

は
、

SN
Sを

中
心

と
し

て
ア

メ
リ

カ
や

韓
国

な
ど

の
有

名
な

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

の
格

好
を

マ
ネ

す
る

人
も

増
え

て
い

ま
す

。
※

東
京

の
原

宿
で

生
ま

れ
る

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

文
化

の
一

つ
に

、
「

原
宿

系
」

と
い

う
も

の
が

あ
り

ま
す

。
※ 日

本
の

歌
手

の
影

響
で

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

な
ど

世
界

に
知

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
が

、
独

特
な

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

が
多

く
、

は
っ

き
り

と
し

た
⾊

が
使

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

多
い

で
す

。
そ

う
し

た
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
は

「
原

宿
系

」
と

言
わ

れ
、

そ
れ

に
憧

れ
て

原
宿

に
来

る
外

国
人

観
光

客
も

い
ま

す
。

洋
服

に
限

ら
ず

、
原

宿
で

は
は

っ
き

り
と

し
た

⾊
が

使
わ

れ
て

い
る

も
の

が
多

く
見

ら
れ

る
の

が
特

徴
で

す
。

原
宿

系
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
の

こ
と

を
「

KA
W

AI
I(カ

ワ
イ

イ
)」

と
言

わ
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
海

外
の

日
本

が
好

き
な

人
々

に
も

「
KA

W
AI

I」
は

通
じ

る
言

葉
に

な
っ

て
い

ま
す

。
※

ま
た

、
「

ロ
リ

ー
タ

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

」
も

日
本

で
生

ま
れ

た
文

化
で

す
。

フ
ラ

ン
ス

人
形

の
よ

う
な

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

が
特

徴
的

で
す

。
海

外
の

人
が

こ
れ

を
見

て
「

カ
ワ

イ
イ

」
と

思
い

、
真

似
を

し
て

い
る

人
も

い
ま

す
。

こ
う

し
た

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

は
主

に
女

性
向

け
で

す
が

、
独

特
な

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

文
化

が
海

外
で

も
認

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。

日
本

の
文

化
と

技
術

げ
ん

だ
い

ぶ
ん

か

〜
現

代
文

化
〜

-フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

-

は
ら

じ
ゅ

く
け

い
じ

ょ
せ

い
原

宿
系

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
女

性
ロ

リ
ー

タ
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

は
ら

じ
ゅ

く
う

ふ
く

そ
う

は
ら

じ
ゅ

く
け

い
●

原
宿

で
生

ま
れ

る
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
（

服
装

）
は

、
「

原
宿

系
」

と
い

う
。

お
ん

が
く

え
い

き
ょ

う
は

ら
じ

ゅ
く

う
か

い
が

い
し

●
音

楽
の

影
響

で
、

原
宿

で
生

ま
れ

た
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
が

海
外

で
も

知
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

に
ん

ぎ
ょ

う
に

ほ
ん

う
●

フ
ラ

ン
ス

人
形

の
よ

う
な

「
ロ

リ
ー

タ
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
」

も
日

本
で

生
ま

れ
ま

し
た

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

伝
統

文
化

伝
統

芸
能

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

で
ん

と
う

げ
い

の
う

-伝
統

芸
能

-
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日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

て
ん

と
う

げ
い

の
う

-伝
統

芸
能

①
-

か
ぶ

き
歌

舞
伎

み
ん

ぞ
く

げ
い

の
う

⺠
族

芸
能

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ほ

ん
す

う
ひ

ゃ
く

ね
ん

せ
ん

ね
ん

い
じ

ょ
う

つ
づ

で
ん

と
う

げ
い

の
う

●
日

本
に

は
数

百
年

〜
千

年
以

上
続

く
伝

統
芸

能
が

あ
る

。
か

ぶ
き

の
う

が
く

に
ん

ぎ
ょ

う
じ

ょ
う

る
り

ら
く

ご
に

ほ
ん

ぶ
よ

う
●

歌
舞

伎
、

能
楽

、
人

形
浄

瑠
璃

、
落

語
、

日
本

舞
踊

な
ど

が
あ

る
。

か
ぶ

き
の

う
が

く
に

ん
ぎ

ょ
う

じ
ょ

う
る

り
ね

ん
む

け
い

ぶ
ん

か
い

さ
ん

け
っ

て
い

●
歌

舞
伎

、
能

楽
、

人
形

浄
瑠

璃
は

20
08

年
に

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

に
決

定
し

た
。

で
ん

と
う

げ
い

の
う

こ
て

ん
げ

い
の

う
み

ん
ぞ

く
げ

い
の

う
わ

●
伝

統
芸

能
は

、
古

典
芸

能
と

⺠
族

芸
能

に
分

け
ら

れ
る

。

こ
こ

で
は

、
伝

統
芸

能
を

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

の
伝

統
芸

能
は

、
何

世
紀

も
前

か
ら

ず
っ

と
続

い
て

現
代

に
伝

え
ら

れ
て

き
た

文
化

で
す

。
伝

統
芸

能
は

も
と

も
と

、
祭

り
な

ど
で

神
様

を
お

迎
え

す
る

と
き

に
行

う
も

の
だ

っ
た

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
現

代
で

は
、

芸
術

的
な

要
素

を
持

ち
、

人
々

が
見

た
り

聞
い

て
楽

し
む

た
め

の
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。
※

伝
統

芸
能

と
は

、
歌

舞
伎

、
能

楽
、

人
形

浄
瑠

璃
、

落
語

、
日

本
舞

踊
と

い
っ

た
も

の
で

す
。

※
歌

舞
伎

、
能

楽
、

人
形

浄
瑠

璃
の

3つ
は

国
の

重
要

無
形

文
化

財
に

登
録

さ
れ

て
い

ま
す

。
無

形
文

化
財

と
い

う
の

は
、

伝
統

音
楽

や
伝

統
工

芸
の

技
術

な
ど

、
形

が
な

い
も

の
で

、
歴

史
的

、
芸

術
的

に
価

値
が

高
い

と
さ

れ
て

い
る

も
の

の
こ

と
で

す
。

ま
た

、
20

08
年

に
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
遺

産
に

決
め

ら
れ

た
こ

と
で

日
本

の
伝

統
芸

能
の

価
値

も
高

く
な

り
ま

し
た

。
近

年
で

は
歌

舞
伎

が
海

外
で

も
行

わ
れ

る
な

ど
、

外
国

の
人

々
に

も
日

本
の

伝
統

芸
能

を
体

験
し

て
も

ら
う

機
会

が
増

え
て

い
ま

す
。

※
伝

統
芸

能
は

古
典

芸
能

と
⺠

俗
芸

能
の

大
き

く
2つ

に
分

け
ら

れ
ま

す
。

古
典

芸
能

に
は

歌
舞

伎
や

能
楽

、
落

語
、

日
本

舞
踊

な
ど

が
あ

り
、

専
門

家
に

よ
る

も
の

で
す

。
こ

う
し

た
も

の
は

、
チ

ケ
ッ

ト
代

⾦
を

支
払

っ
て

専
用

の
劇

場
で

見
た

り
聞

い
た

り
こ

と
が

多
い

で
す

。
一

方
、

⺠
俗

芸
能

は
そ

れ
ぞ

れ
の

地
方

で
行

わ
れ

て
い

る
も

の
で

、
ア

マ
チ

ュ
ア

の
一

般
市

⺠
に

よ
る

も
の

で
す

。
そ

れ
ぞ

れ
の

地
方

の
お

祭
り

の
と

き
な

ど
に

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

※
歌

舞
伎

の
始

ま
り

は
16

03
年

と
伝

え
ら

れ
て

い
る

の
で

、
今

か
ら

40
0年

以
上

も
前

の
こ

と
で

す
。

16
03

年
と

い
え

ば
、

徳
川

家
康

と
い

う
日

本
の

歴
史

で
有

名
な

人
が

江
⼾

幕
府

を
開

い
た

年
で

す
か

ら
、

と
て

も
古

い
時

代
か

ら
続

い
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
歌

舞
伎

は
、

は
っ

き
り

と
し

た
⾊

が
使

わ
れ

て
い

る
美

し
い

服
装

の
役

者
に

よ
る

演
劇

で
す

が
、

江
⼾

時
代

は
人

々
の

楽
し

み
の

一
つ

と
し

て
流

行
し

て
い

ま
し

た
。

恋
愛

な
ど

を
テ

ー
マ

に
し

た
物

語
で

、
昔

か
ら

⻑
い

間
伝

え
続

け
ら

れ
て

い
る

作
品

も
あ

り
ま

す
。

※
能

楽
は

も
っ

と
歴

史
が

古
く

、
13

00
年

以
上

前
の

室
町

時
代

に
生

ま
れ

た
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

※
能

楽
と

は
、

演
劇

で
す

が
、

役
者

が
笛

や
鼓

（
つ

づ
み

）
な

ど
日

本
の

伝
統

的
な

楽
器

の
演

奏
と

歌
に

合
わ

せ
ま

す
。

日
本

独
特

の
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
の

よ
う

な
も

の
で

す
。

※
人

形
浄

瑠
璃

は
16

00
年

く
ら

い
の

時
代

に
生

ま
れ

た
の

で
、

歌
舞

伎
と

同
じ

で
40

0年
以

上
の

歴
史

を
持

っ
て

い
ま

す
。

人
形

を
動

か
す

人
、

三
味

線
と

い
う

楽
器

を
演

奏
を

す
る

人
、

物
語

を
語

る
浄

瑠
璃

の
3つ

の
役

が
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

を
担

当
す

る
人

達
の

息
が

ピ
ッ

タ
リ

と
合

っ
た

芸
術

な
の

で
す

。

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

て
ん

と
う

げ
い

の
う

-伝
統

芸
能

②
-

か
ぶ

き
お

こ
な

か
ぶ

き
ざ

歌
舞

伎
が

行
わ

れ
る

歌
舞

伎
座

の
う

が
く

能
楽

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

か
ぶ

き
ね

ん
い

じ
ょ

う
ま

え
は

じ
●

歌
舞

伎
は

40
0年

以
上

前
に

始
ま

っ
た

。
の

う
が

く
う

ね
ん

い
じ

ょ
う

ま
え

●
能

楽
が

生
ま

れ
た

の
は

1,
30

0年
以

上
前

と
さ

れ
て

い
る

。
の

う
が

く
の

う
が

く
の

う
き

ょ
う

げ
ん

し
ゅ

る
い

わ
●

能
楽

は
、

「
能

楽
」

「
能

」
「

狂
言

」
の

3種
類

に
分

け
ら

れ
る

。
に

ん
ぎ

ょ
う

じ
ょ

う
る

り
し

ゃ
み

せ
ん

じ
ょ

う
る

り
か

た
て

あ
に

ん
ぎ

ょ
う

う
ご

え
ん

げ
き

●
人

形
浄

瑠
璃

と
は

、
三

味
線

と
浄

瑠
璃

（
語

り
手

）
に

合
わ

せ
て

人
形

を
動

か
す

演
劇

の
こ

と
。
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日
本

の
自

然
と

信
仰

伝
統

文
化

武
道

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

ぶ
ど

う

-武
道

-

こ
こ

で
は

、
武

道
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
武

道
は

、
日

本
で

生
ま

れ
た

ス
ポ

ー
ツ

と
し

て
世

界
中

に
競

技
者

が
い

ま
す

。
元

々
は

、
武

士
が

自
分

の
技

術
を

上
げ

る
た

め
に

行
わ

れ
て

い
た

も
の

で
す

。
戦

い
が

多
か

っ
た

江
⼾

時
代

ま
で

は
、

人
を

殺
し

た
り

支
配

す
る

た
め

に
技

術
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

目
的

で
し

た
が

明
治

に
入

る
と

、
時

代
の

変
化

と
と

も
に

武
道

は
精

神
や

体
を

強
く

す
る

た
め

の
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

広
が

り
ま

し
た

。
※

武
道

の
種

類
と

し
て

は
、

柔
道

、
剣

道
、

弓
道

、
相

撲
、

空
手

道
、

合
気

道
、

な
ぎ

な
た

、
な

ど
が

あ
る

。 剣
道

や
柔

道
は

明
治

時
代

に
競

技
ス

ポ
ー

ツ
と

さ
れ

、
空

手
は

昭
和

に
入

っ
て

か
ら

競
技

ス
ポ

ー
ツ

と
さ

れ
ま

し
た

。
現

代
で

は
、

武
道

に
は

教
育

的
な

意
味

も
あ

り
ま

す
。

礼
儀

、
強

い
心

、
感

謝
の

気
持

ち
、

道
徳

と
い

っ
た

立
派

な
人

間
を

つ
く

る
の

に
必

要
な

も
の

、
主

に
精

神
的

な
も

の
を

学
ぶ

ス
ポ

ー
ツ

と
さ

れ
て

い
る

の
が

特
徴

で
す

。
「

心
技

体
一

体
と

な
っ

て
」

と
よ

く
表

現
さ

れ
ま

す
が

、
心

が
伴

わ
な

け
れ

ば
勝

つ
こ

と
が

で
き

な
い

と
い

う
考

え
方

と
深

く
関

係
し

て
い

る
の

で
す

。

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

ぶ
ど

う

-武
道

①
-

か
ら

て
空

手
き

ゅ
う

ど
う

弓
道

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

ぶ
ど

う
ぶ

し
ど

う
ぶ

し
か

ん
が

か
た

う
に

ほ
ん

す
ぽ

ー
つ

●
武

道
と

は
、

「
武

士
道

」
と

い
う

武
士

の
考

え
方

か
ら

生
ま

れ
た

日
本

の
ス

ポ
ー

ツ
。

じ
ゅ

う
ど

う
け

ん
ど

う
き

ゅ
う

ど
う

す
も

う
か

ら
て

ど
う

あ
い

き
ど

う
●

柔
道

、
剣

道
、

弓
道

、
相

撲
、

空
手

道
、

合
気

道
、

な
ぎ

な
た

、
な

ど
が

あ
る

。

し
ん

ぎ
た

い
し

ん
じ

ぶ
ん

せ
い

し
ん

わ
ざ

じ
ぶ

ん
わ

ざ
た

い
じ

ぶ
ん

か
ら

だ
●

「
心

技
体

」
：

心
＝

自
分

の
精

神
技

＝
自

分
の

技
体

＝
自

分
の

身
体
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※
日

本
の

武
道

は
海

外
で

も
人

気
が

高
く

世
界

中
に

競
技

者
が

い
る

と
話

し
ま

し
た

が
、

特
に

柔
道

は
人

気
が

あ
り

、
ブ

ラ
ジ

ル
の

競
技

者
の

人
口

は
な

ん
と

20
0万

人
で

す
。

ブ
ラ

ジ
ル

に
は

ブ
ラ

ジ
ル

の
国

籍
を

持
っ

て
い

る
日

本
人

、
ま

た
、

ず
っ

と
ブ

ラ
ジ

ル
に

住
ん

で
い

る
日

本
人

や
そ

の
子

供
や

孫
が

多
く

住
ん

で
い

る
た

め
、

日
本

文
化

が
広

く
知

ら
れ

て
い

ま
す

。
※

ま
た

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

に
も

多
く

の
競

技
者

が
い

て
、

フ
ラ

ン
ス

の
競

技
者

の
人

口
は

80
万

人
と

い
う

こ
と

で
す

。
フ

ラ
ン

ス
に

柔
道

を
紹

介
し

た
の

は
嘉

納
治

五
郎

と
い

う
人

で
す

。
柔

道
の

父
と

し
て

明
治

か
ら

昭
和

に
か

け
て

活
躍

し
た

人
物

で
す

。
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
中

で
初

め
て

柔
道

を
紹

介
さ

れ
た

の
が

フ
ラ

ン
ス

で
す

。
治

五
郎

は
、

18
90

年
に

フ
ラ

ン
ス

で
柔

道
を

実
際

に
見

せ
て

、
フ

ラ
ン

ス
人

に
柔

道
を

伝
え

ま
し

た
。

※
嘉

納
治

五
郎

は
、

日
本

に
お

い
て

柔
道

を
広

く
伝

え
、

日
本

が
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
催

国
に

な
れ

る
よ

う
努

力
し

た
人

物
で

、
日

本
の

武
道

や
ス

ポ
ー

ツ
を

語
る

上
で

重
要

な
存

在
で

す
。

以
後

、
日

本
の

武
士

道
に

深
く

関
係

が
あ

る
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

多
く

の
人

が
興

味
を

持
っ

て
い

ま
す

。
フ

ラ
ン

ス
や

ブ
ラ

ジ
ル

は
、

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

で
⾦

メ
ダ

ル
を

獲
る

選
手

が
い

る
ほ

ど
柔

道
が

強
い

国
で

す
か

ら
、

日
本

で
生

ま
れ

た
ス

ポ
ー

ツ
が

世
界

で
愛

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

ぶ
ど

う

-武
道

②
-

じ
ゅ

う
ど

う
が

い
こ

く
じ

ん
柔

道
を

す
る

外
国

人
じ

ゅ
う

ど
う

な
わ

ざ
柔

道
の

投
げ

技

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

か
い

が
い

じ
ゅ

う
ど

う
に

ん
き

た
か

き
ょ

う
ぎ

し
ゃ

じ
ん

こ
う

ま
ん

に
ん

に
ほ

ん
ば

い
お

お
●

海
外

で
は

柔
道

の
人

気
が

高
く

、
ブ

ラ
ジ

ル
で

は
競

技
者

の
人

口
が

約
20

0万
人

。
日

本
よ

り
10

倍
多

い
。

じ
ゅ

う
ど

う
ひ

ろ
つ

た
じ

ゅ
う

ど
う

ち
ち

い
か

の
う

じ
ご

ろ
う

●
フ

ラ
ン

ス
に

柔
道

を
広

く
伝

え
た

の
は

、
柔

道
の

父
と

言
わ

れ
る

・
嘉

納
治

五
郎

。

ど
り

ょ
く

じ
ん

ぶ
つ

に
ほ

ん
ぶ

ど
う

か
た

う
え

じ
ゅ

う
よ

う
そ

ん
ざ

い
よ

う
努

力
し

た
人

物
で

、
日

本
の

武
道

や
ス

ポ
ー

ツ
を

語
る

上
で

重
要

な
存

在
。

か
の

う
じ

ご
ろ

う
に

ほ
ん

じ
ゅ

う
ど

う
ひ

ろ
つ

た
に

ほ
ん

か
い

さ
い

こ
く

●
嘉

納
治

五
郎

は
、

日
本

に
お

い
て

柔
道

を
広

く
伝

え
、

日
本

が
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
催

国
に

な
れ

る

日
本

の
自

然
と

信
仰

伝
統

文
化

お
祭

り

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

ま
つ

-お
祭

り
-
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こ
こ

で
は

、
日

本
の

お
祭

り
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
日

本
の

お
祭

り
は

神
社

と
深

い
関

係
が

あ
り

ま
す

。
神

社
は

神
様

が
い

る
場

所
と

考
え

ら
れ

て
い

る
た

め
、

お
祭

り
は

人
間

が
神

様
を

呼
び

出
し

て
お

願
い

ご
と

を
す

る
た

め
の

も
の

で
あ

り
、

本
来

は
宗

教
的

な
意

味
を

持
っ

て
い

ま
す

。
※

神
様

は
滅

多
に

現
れ

る
こ

と
が

な
い

存
在

の
た

め
、

お
祭

り
を

通
し

て
神

様
を

呼
び

出
し

、
「

米
な

ど
作

物
が

た
く

さ
ん

収
穫

で
き

ま
す

よ
う

に
」

「
病

気
に

な
り

ま
せ

ん
よ

う
に

」
「

地
震

や
台

風
な

ど
が

起
こ

り
ま

せ
ん

よ
う

に
」

と
い

っ
た

お
願

い
を

す
る

の
で

す
。

全
て

の
神

社
で

お
祭

り
が

行
わ

れ
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
大

き
な

神
社

で
あ

れ
ば

、
お

祭
り

が
開

催
さ

れ
る

こ
と

が
多

い
で

す
。

ま
た

、
神

社
や

宗
教

的
な

意
味

と
は

全
く

関
係

の
な

い
お

祭
り

も
存

在
し

ま
す

。
春

は
「

さ
く

ら
祭

り
」

、
夏

は
「

花
火

大
会

」
な

ど
、

単
純

に
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

開
か

れ
て

い
る

お
祭

り
も

た
く

さ
ん

存
在

し
ま

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

ま
つ

-お
祭

り
①

-

や
さ

か
じ

ん
じ

ゃ
八

坂
神

社
ぎ

お
ん

ま
つ

り
祇

園
祭

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

た
い

ふ
う

ひ
が

い
か

み
さ

ま
ね

が
台

風
な

ど
の

被
害

が
な

い
よ

う
に

、
神

様
に

お
願

い
す

る
も

の
。

む
か

し
こ

め
さ

く
も

つ
し

ゅ
う

か
く

び
ょ

う
き

じ
し

ん
●

ず
っ

と
昔

、
米

な
ど

作
物

が
た

く
さ

ん
収

穫
で

き
る

よ
う

に
、

ま
た

病
気

に
な

っ
た

り
地

震
や

ち
ゅ

う
し

ん
ま

つ
お

こ
な

ね
ん

い
ち

ど
す

う
か

い
す

が
た

あ
ら

わ
か

ん
が

中
心

と
な

っ
て

お
祭

り
を

行
う

。
年

に
一

度
〜

数
回

し
か

姿
を

現
さ

な
い

と
考

え
ら

れ
て

い
る

ま
つ

じ
ん

じ
ゃ

ふ
か

か
ん

け
い

か
み

さ
ま

じ
ん

じ
ゃ

じ
ん

じ
ゃ

●
お

祭
り

は
神

社
と

深
く

関
係

し
て

い
て

、
神

様
が

い
る

と
さ

れ
て

い
る

神
社

で
は

そ
の

神
社

が

か
み

さ
ま

ひ
と

び
と

で
あ

ま
つ

お
こ

な
神

様
に

、
人

々
が

出
会

う
た

め
に

お
祭

り
が

行
わ

れ
て

い
た

。

※
祇

園
祭

、
天

神
祭

、
神

田
祭

は
日

本
三

大
祭

り
と

言
わ

れ
て

い
て

有
名

で
す

。
※

祇
園

祭
は

、
京

都
の

東
山

に
あ

る
八

坂
神

社
の

お
祭

り
で

7⽉
1日

〜
31

日
ま

で
1か

⽉
間

と
い

う
⻑

い
期

間
開

催
さ

れ
ま

す
。

約
1,

10
0年

前
の

平
安

時
代

か
ら

続
い

て
い

て
、

当
時

病
気

が
流

行
っ

て
い

た
の

で
、

そ
の

病
気

が
広

が
ら

な
い

よ
う

に
神

様
に

お
願

い
し

た
こ

と
か

ら
始

ま
り

ま
し

た
。

祇
園

祭
の

期
間

中
は

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
が

開
催

さ
れ

ま
す

。
台

の
上

に
家

や
山

の
よ

う
な

形
を

し
た

物
が

き
れ

い
に

飾
れ

た
山

鉾
と

い
う

も
の

が
京

都
の

街
を

巡
る

「
山

鉾
巡

業
」

と
言

わ
れ

る
イ

ベ
ン

ト
が

見
ど

こ
ろ

の
一

つ
で

す
。

※
大

坂
の

天
神

祭
は

、
大

阪
天

満
宮

の
お

祭
り

で
す

が
、

平
安

時
代

の
95

1年
に

亡
く

な
っ

た
菅

原
道

真
の

た
め

に
行

わ
れ

た
の

が
始

ま
り

で
す

。
6⽉

の
終

わ
り

〜
7⽉

の
終

わ
り

ま
で

の
1か

⽉
間

に
渡

っ
て

開
催

さ
れ

、
神

輿
や

花
火

な
ど

様
々

な
イ

ベ
ン

ト
が

行
わ

れ
ま

す
。

※
神

田
祭

は
、

江
⼾

時
代

に
生

ま
れ

、
江

⼾
幕

府
を

開
い

た
徳

川
家

康
が

関
係

し
て

い
ま

す
。

家
康

は
、

戦
い

に
勝

て
る

よ
う

毎
日

神
田

大
明

神
に

祈
っ

て
も

ら
い

ま
し

た
。

そ
う

し
た

と
こ

ろ
、

家
康

は
勝

つ
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

そ
れ

以
降

大
き

な
お

祭
り

と
し

て
祝

う
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

お
祭

り
と

日
本

の
歴

史
は

、
深

い
繋

が
り

が
あ

り
ま

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

ま
つ

-お
祭

り
②

-

て
ん

じ
ん

さ
い

天
神

祭
か

ん
だ

ま
つ

り
神

田
祭

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ほ

ん
ゆ

う
め

い
み

っ
ま

つ
ぎ

お
ん

ま
つ

り
て

ん
じ

ん
さ

い
か

ん
だ

ま
つ

り
●

日
本

で
有

名
な

三
つ

の
お

祭
り

は
、

祇
園

祭
、

天
神

祭
、

神
田

祭
。

ぎ
お

ん
ま

つ
り

き
ょ

う
と

や
さ

か
じ

ん
じ

ゃ
ま

つ
び

ょ
う

き
ね

が
か

い
さ

い
●

祇
園

祭
は

京
都

の
八

坂
神

社
の

お
祭

り
で

、
病

気
に

な
ら

な
い

よ
う

に
願

っ
て

開
催

。
て

ん
じ

ん
さ

い
お

お
さ

か
て

ん
ま

ん
ぐ

う
か

い
さ

い
せ

ん
ね

ん
れ

き
し

も
に

ほ
ん

だ
い

ひ
ょ

う
ま

つ
●

天
神

祭
は

大
阪

の
天

満
宮

で
開

催
さ

れ
、

千
年

の
歴

史
を

持
つ

日
本

を
代

表
す

る
お

祭
り

。
か

ん
だ

ま
つ

り
と

う
き

ょ
う

か
ん

だ
み

ょ
う

じ
ん

ま
つ

え
ど

じ
だ

い
う

●
神

田
祭

は
東

京
の

神
田

明
神

の
お

祭
り

で
、

江
⼾

時
代

に
生

ま
れ

た
。
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日
本

の
自

然
と

信
仰

伝
統

文
化

芸
事

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

げ
い

ご
と

-芸
事

-

こ
こ

で
は

芸
事

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

三
味

線
や

日
本

舞
踊

は
日

本
の

文
化

を
感

じ
る

こ
と

が
で

き
る

「
芸

事
」

で
す

。
芸

事
と

い
う

の
は

、
人

に
見

せ
た

り
聞

か
せ

て
楽

し
ま

せ
る

も
の

で
す

が
、

昔
か

ら
の

形
で

伝
え

て
い

く
伝

統
的

な
文

化
で

す
。

※
三

味
線

は
ギ

タ
ー

と
形

が
似

た
楽

器
の

こ
と

で
、

弦
が

三
本

あ
り

ま
す

。
イ

チ
ョ

ウ
の

葉
の

よ
う

な
形

を
し

た
撥

（
バ

チ
）

で
弾

き
ま

す
。

⻘
森

県
の

津
軽

地
方

で
生

ま
れ

た
津

軽
三

味
線

は
、

速
く

力
強

く
演

奏
す

る
の

が
特

徴
で

す
。

「
吉

田
兄

弟
」

と
呼

ば
れ

る
三

味
線

の
二

人
組

が
有

名
で

、
津

軽
三

味
線

を
ロ

ッ
ク

音
楽

の
中

で
演

奏
す

る
の

が
話

題
に

な
り

ま
し

た
。

※
日

本
舞

踊
は

日
本

の
伝

統
的

な
踊

り
で

、
着

物
を

着
て

踊
り

ま
す

。
少

な
く

と
も

40
0年

の
歴

史
が

あ
る

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
日

本
舞

踊
に

は
様

々
な

種
類

が
あ

り
、

そ
の

種
類

の
こ

と
を

「
流

派
」

と
呼

び
ま

す
。

流
派

は
20

0以
上

も
存

在
し

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
の

流
派

ご
と

に
踊

り
方

に
特

徴
が

あ
り

ま
す

。
ち

な
み

に
、

日
本

舞
踊

を
踊

る
人

は
女

性
が

多
い

で
す

が
、

男
性

も
い

ま
す

。

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

げ
い

ご
と

-芸
事

①
-

し
ゃ

み
せ

ん
三

味
線

に
ほ

ん
ぶ

よ
う

日
本

舞
踊

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ほ

ん
げ

い
ご

と
う

た
し

ゃ
み

せ
ん

に
ほ

ん
ぶ

よ
う

●
日

本
の

「
芸

事
」

に
は

、
歌

、
三

味
線

、
日

本
舞

踊
が

あ
る

。
し

ゃ
み

せ
ん

に
ほ

ん
で

ん
と

う
て

き
が

っ
き

ひ
と

ぎ
た

ー
か

た
ち

に
い

ろ
い

ろ
し

ゅ
る

い
●

三
味

線
と

は
日

本
の

伝
統

的
な

楽
器

の
一

つ
で

、
ギ

タ
ー

に
形

が
似

て
い

ま
す

。
⾊

々
種

類
が

あ
お

も
り

け
ん

う
つ

が
る

じ
ゃ

み
せ

ん
も

っ
と

ゆ
う

め
い

に
ん

き
あ

り
ま

す
が

、
⻘

森
県

で
生

ま
れ

た
の

津
軽

三
味

線
が

最
も

有
名

で
人

気
が

あ
る

。
に

ほ
ん

ぶ
よ

う
き

も
の

き
し

ゃ
み

せ
ん

お
と

あ
お

ど
で

ん
と

う
て

き
お

ど
●

日
本

舞
踊

は
、

着
物

を
着

て
三

味
線

の
音

な
ど

に
合

わ
せ

て
踊

る
伝

統
的

な
踊

り
。
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※
芸

事
に

関
し

て
残

る
文

化
と

し
て

「
舞

妓
」

が
あ

り
ま

す
。

※
舞

妓
と

は
、

唄
、

踊
り

、
お

囃
子

（
音

楽
）

、
礼

儀
、

作
法

な
ど

を
学

ぶ
厳

し
い

練
習

を
し

て
、

お
客

様
の

前
で

見
せ

る
仕

事
を

し
て

い
る

女
性

の
こ

と
で

す
。

約
30

0年
前

の
江

⼾
時

代
に

、
京

都
の

八
坂

神
社

周
辺

の
東

山
と

い
う

と
こ

ろ
で

生
ま

れ
た

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
日

本
の

芸
事

の
文

化
を

語
る

上
で

、
舞

妓
の

存
在

は
重

要
で

す
。

日
本

の
伝

統
文

化
や

芸
事

を
伝

え
る

役
割

も
持

っ
て

い
ま

す
。

※
京

都
市

内
で

の
活

動
だ

け
で

は
な

く
、

全
国

各
地

の
イ

ベ
ン

ト
や

海
外

へ
の

出
張

な
ど

も
行

い
、

広
く

舞
妓

の
文

化
を

伝
え

て
い

ま
す

。
顔

を
白

く
塗

り
、

き
れ

い
な

着
物

を
着

た
美

し
い

舞
妓

の
姿

は
、

日
本

文
化

を
代

表
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
外

国
人

観
光

客
か

ら
も

人
気

を
集

め
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

最
近

舞
妓

さ
ん

を
見

よ
う

と
追

い
か

け
た

り
、

写
真

を
撮

る
た

め
に

舞
妓

さ
ん

が
通

る
道

を
邪

魔
し

て
し

ま
う

と
い

う
こ

と
が

起
き

て
い

て
、

問
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

舞
妓

を
し

て
い

る
方

々
は

日
本

の
文

化
を

守
っ

て
い

る
方

々
で

す
の

で
、

観
光

で
見

か
け

た
と

き
に

も
マ

ナ
ー

を
し

っ
か

り
、

迷
惑

に
な

ら
な

い
よ

う
に

見
守

る
こ

と
が

大
切

で
す

。日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

げ
い

ご
と

-芸
事

②
-

き
ょ

う
と

ま
い

こ
京

都
の

舞
妓

（
出

典
：

写
真

検
索

さ
ん

）

お
ど

ま
い

こ
舞

っ
て

い
る

舞
妓

（
出

典
：

写
真

検
索

さ
ん

）

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

げ
い

ご
と

ま
な

じ
ょ

せ
い

ま
い

こ
ぶ

ん
か

●
芸

事
を

よ
く

学
ん

だ
女

性
と

し
て

、
舞

妓
と

い
う

文
化

が
あ

る
。

う
た

お
ど

れ
い

ぎ
さ

ほ
う

き
ゃ

く
た

い
た

い
ど

ま
な

え
ん

か
い

た
の

ふ
ん

い
き

●
唄

や
踊

り
だ

け
で

は
な

く
、

礼
儀

、
作

法
、

客
に

対
し

て
の

態
度

を
学

び
、

宴
会

を
楽

し
い

雰
囲

気
に

す
る

。
ま

い
こ

き
び

れ
ん

し
ゅ

う
き

ゃ
く

み
ま

い
こ

●
舞

妓
は

厳
し

い
練

習
を

た
く

さ
ん

し
て

、
よ

う
や

く
お

客
さ

ん
に

見
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

舞
妓

の
う

つ
く

す
が

た
が

い
こ

く
じ

ん
か

ん
こ

う
き

ゃ
く

に
ん

き
美

し
い

姿
は

、
外

国
人

観
光

客
か

ら
も

人
気

が
あ

る
。

日
本

の
自

然
と

信
仰

伝
統

文
化

和
食

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

わ
し

ょ
く

-和
食

-
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こ
こ

で
は

和
食

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

和
食

は
20

13
年

に
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
遺

産
に

決
め

ら
れ

ま
し

た
。

※
そ

の
理

由
は

、
和

食
は

季
節

ご
と

に
収

穫
で

き
る

作
物

を
無

駄
な

く
大

切
に

調
理

し
た

り
保

存
し

た
り

し
な

が
ら

食
べ

る
工

夫
を

し
て

き
た

か
ら

で
す

。
海

、
山

な
ど

自
然

で
と

れ
る

も
の

に
感

謝
し

、
季

節
を

感
じ

な
が

ら
味

わ
い

ま
す

。
※

ま
た

、
季

節
に

合
わ

せ
た

食
器

選
び

や
盛

り
方

な
ど

、
料

理
の

中
に

ま
る

で
芸

術
作

品
の

よ
う

な
表

現
力

を
持

っ
て

い
る

こ
と

も
理

由
で

す
。

細
か

い
と

こ
ろ

に
も

美
意

識
を

持
つ

日
本

人
独

特
の

文
化

と
言

え
ま

す
。

※
和

食
の

基
本

は
、

「
一

汁
三

菜
」

で
す

。
米

、
味

噌
汁

、
肉

や
魚

の
お

か
ず

が
1品

、
野

菜
の

お
か

ず
2品

が
基

本
の

形
で

す
。

味
噌

汁
な

ど
の

汁
物

が
1品

な
の

で
「

一
汁

」
、

そ
し

て
お

か
ず

が
3品

な
の

で
「

三
菜

」
と

言
い

ま
す

。
お

か
ず

が
2品

の
場

合
も

あ
り

、
そ

の
場

合
は

「
二

菜
」

と
言

い
ま

す
。

漬
け

物
が

つ
く

場
合

も
あ

り
ま

す
が

、
お

か
ず

の
数

に
は

入
り

ま
せ

ん
。

和
食

は
バ

ラ
ン

ス
が

よ
く

健
康

的
な

食
事

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

海
外

か
ら

も
注

目
さ

れ
て

い
ま

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

わ
し

ょ
く

-和
食

①
-

に
ほ

ん
か

て
い

わ
し

ょ
く

日
本

の
家

庭
の

和
食

（
出

典
：

フ
ォ

ト
ac

）

も
つ

う
つ

く
さ

し
み

盛
り

付
け

の
美

し
い

刺
身

（
出

典
：

フ
ォ

ト
ac

）

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

わ
し

ょ
く

ね
ん

む
け

い
ぶ

ん
か

い
さ

ん
き

●
和

食
は

20
13

年
に

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

に
決

ま
っ

た
。

き
せ

つ
し

ゅ
う

か
く

さ
く

も
つ

た
い

せ
つ

き
せ

つ
い

し
き

り
ょ

う
り

と
く

ち
ょ

う
●

季
節

ご
と

に
収

穫
で

き
る

作
物

を
大

切
に

し
、

季
節

を
意

識
し

た
料

理
が

特
徴

。
し

ょ
っ

き
え

ら
も

か
た

た
か

げ
い

じ
ゅ

つ
せ

い
ひ

ょ
う

か
●

食
器

選
び

や
盛

り
方

に
も

高
い

芸
術

性
が

あ
り

、
評

価
さ

れ
て

い
る

。
わ

し
ょ

く
こ

め
ち

ゅ
う

し
ん

り
ょ

う
り

い
ち

じ
ゅ

う
さ

ん
さ

い
き

ほ
ん

●
和

食
は

米
を

中
心

と
し

た
料

理
で

、
「

⼀
汁

三
菜

」
が

基
本

で
あ

る
。

代
表

的
な

和
食

を
紹

介
し

ま
す

。
※

ま
ず

、
お

寿
司

で
す

。
お

寿
司

は
、

お
米

と
魚

や
貝

な
ど

を
組

み
合

わ
せ

た
和

食
で

す
。

醤
油

や
わ

さ
び

を
つ

け
て

食
べ

ま
す

。
日

本
で

も
海

外
で

も
と

て
も

人
気

が
高

い
で

す
。

日
本

人
が

好
き

な
具

に
は

、
マ

グ
ロ

や
イ

カ
、

イ
ク

ラ
や

タ
コ

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

※
次

に
、

天
ぷ

ら
で

す
。

天
ぷ

ら
は

、
魚

や
野

菜
な

ど
の

食
材

を
小

⻨
粉

や
卵

な
ど

に
つ

け
、

油
で

揚
げ

て
調

理
す

る
日

本
料

理
で

す
。

今
か

ら
約

40
0年

前
の

江
⼾

時
代

か
ら

人
々

に
親

し
ま

れ
て

い
る

料
理

で
す

。
ま

た
天

ぷ
ら

を
ご

飯
の

上
に

の
せ

て
甘

い
た

れ
を

か
け

た
料

理
を

天
丼

と
い

い
ま

す
。

※
み

そ
汁

は
和

食
に

お
い

て
、

汁
物

料
理

の
代

表
で

す
。

こ
ん

ぶ
や

か
つ

お
と

い
う

魚
の

出
汁

に
、

味
噌

と
、

さ
ま

ざ
ま

な
具

材
を

入
れ

て
作

り
ま

す
。

味
噌

の
種

類
や

具
に

何
を

入
れ

る
か

は
季

節
や

地
域

、
家

庭
に

よ
り

さ
ま

ざ
ま

で
す

。
一

般
的

に
は

、
豆

腐
や

わ
か

め
、

大
根

な
ど

を
入

れ
ま

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

わ
し

ょ
く

-和
食

②
-

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

し
る

み
そ

汁
て

ん
天

ぷ
ら

す
し

寿
司

す
し

こ
め

さ
か

な
か

い
く

り
ょ

う
り

し
ょ

う
ゆ

つ
た

●
寿

司
：

お
米

と
魚

や
貝

を
組

み
合

わ
せ

た
料

理
。

醤
油

や
わ

さ
び

を
付

け
て

食
べ

る
。

だ
い

ひ
ょ

う
て

き
わ

し
ょ

く
代

表
的

な
和

食
①

て
ん

さ
か

な
や

さ
い

し
ょ

く
さ

い
あ

ぶ
ら

あ
ち

ょ
う

り
●

天
ぷ

ら
：

魚
や

野
菜

な
ど

の
食

材
を

油
で

揚
げ

て
調

理
す

る
。

し
る

し
る

も
の

り
ょ

う
り

だ
い

ひ
ょ

う
ぐ

な
に

い
き

せ
つ

ち
い

き
か

て
い

●
み

そ
汁

：
汁

物
料

理
の

代
表

。
具

に
何

を
入

れ
る

か
は

季
節

や
地

域
、

家
庭

に
よ

り
さ

ま
ざ

ま
。
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※
続

い
て

、
と

ん
か

つ
で

す
。

と
ん

か
つ

は
、

厚
い

豚
肉

を
、

小
⻨

粉
・

卵
・

パ
ン

粉
な

ど
に

つ
け

て
油

で
揚

げ
た

料
理

で
す

。
「

か
つ

」
と

い
う

言
葉

が
入

っ
て

い
る

た
め

、
大

事
な

試
験

や
試

合
な

ど
の

前
に

食
べ

ら
れ

る
こ

と
も

多
い

で
す

。
※

肉
じ

ゃ
が

は
、

肉
・

じ
ゃ

が
い

も
・

に
ん

じ
ん

・
玉

ね
ぎ

・
こ

ん
に

ゃ
く

な
ど

を
油

で
炒

め
て

か
ら

、
醤

油
・

砂
糖

・
み

り
ん

な
ど

で
甘

く
煮

た
料

理
で

す
。

肉
は

、
牛

肉
、

豚
肉

、
鶏

肉
な

ど
が

使
わ

れ
ま

す
。

日
本

の
家

庭
料

理
と

し
て

人
気

で
す

。
※

最
後

に
、

た
ま

ご
焼

き
で

す
。

た
ま

ご
焼

き
は

、
た

ま
ご

焼
き

専
用

の
四

角
い

フ
ラ

イ
パ

ン
な

ど
で

卵
を

巻
き

な
が

ら
焼

き
上

げ
て

つ
く

る
料

理
で

す
。

お
弁

当
の

お
か

ず
と

し
て

も
人

気
が

あ
り

ま
す

。
味

付
け

に
は

塩
、

醤
油

、
出

汁
、

砂
糖

や
み

り
ん

な
ど

が
使

わ
れ

ま
す

。
だ

し
汁

を
入

れ
て

作
っ

た
も

の
は

だ
し

巻
き

卵
と

呼
ば

れ
ま

す
。

東
京

で
は

砂
糖

を
使

っ
た

甘
い

味
が

人
気

で
す

。

や
た

ま
ご

焼
き

に
く 肉
じ

ゃ
が

と
ん

か
つ

や
た

ま
ご

ま
や

あ
り

ょ
う

り

●
た

ま
ご

焼
き

：
フ

ラ
イ

パ
ン

な
ど

で
卵

を
巻

き
な

が
ら

焼
き

上
げ

て
つ

く
る

料
理

ぶ
た

に
く

こ
む

ぎ
こ

た
ま

ご
こ

あ
ぶ

ら
あ

り
ょ

う
り

●
と

ん
か

つ
：

豚
肉

を
、

小
⻨

粉
・

卵
・

パ
ン

粉
な

ど
に

つ
け

て
油

で
揚

げ
た

料
理

。

に
く

に
く

た
ま

あ
ぶ

ら
い

た
●

肉
じ

ゃ
が

：
肉

・
じ

ゃ
が

い
も

・
に

ん
じ

ん
・

玉
ね

ぎ
・

こ
ん

に
ゃ

く
な

ど
を

油
で

炒
め

て
か

ら
、

し
ょ

う
ゆ

さ
と

う
あ

ま
に

り
ょ

う
り

醤
油

・
砂

糖
・

み
り

ん
な

ど
で

甘
く

煮
た

料
理

日
本

の
文

化
と

技
術

で
ん

と
う

ぶ
ん

か

〜
伝

統
文

化
〜

わ
し

ょ
く

-和
食

③
-

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

だ
い

ひ
ょ

う
て

き
わ

し
ょ

く
代

表
的

な
和

食
②

日
本

の
自

然
と

信
仰

年
中

行
事

衣
替

え

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

ね
ん

ち
ゅ

う
ぎ

ょ
う

じ

〜
年

中
行

事
〜

こ
ろ

も
が

-衣
替

え
-
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こ
こ

で
は

衣
替

え
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

衣
替

え
は

、
季

節
に

合
わ

せ
て

着
る

服
を

変
え

る
こ

と
で

、
四

季
が

あ
る

日
本

独
特

の
習

慣
と

言
え

ま
す

。
※

中
学

校
や

高
校

に
は

基
本

的
に

制
服

が
あ

る
た

め
、

生
徒

全
員

が
、

夏
用

と
冬

用
の

制
服

を
持

っ
て

い
て

、
季

節
に

合
っ

た
制

服
を

着
る

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
。

※
6⽉

1日
に

は
夏

用
の

制
服

へ
と

、
10

⽉
1日

に
は

冬
用

の
制

服
へ

と
一

⻫
に

衣
替

え
を

し
ま

す
。

ま
た

、
一

般
家

庭
に

お
い

て
も

衣
替

え
を

し
ま

す
。

春
夏

に
は

タ
ン

ス
に

春
夏

用
の

洋
服

が
入

っ
て

い
ま

す
が

、
秋

に
な

っ
た

ら
春

夏
用

の
洋

服
を

タ
ン

ス
か

ら
取

り
出

し
て

、
秋

冬
用

の
洋

服
と

入
れ

替
え

ま
す

。
逆

に
、

冬
が

終
わ

り
春

に
な

っ
た

ら
、

秋
冬

用
の

洋
服

を
取

り
出

し
て

春
夏

用
の

洋
服

と
入

れ
替

え
ま

す
。

近
年

で
は

、
い

ろ
い

ろ
な

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

が
あ

り
、

一
年

を
通

し
て

着
ら

れ
る

デ
ザ

イ
ン

の
服

も
増

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
衣

替
え

を
す

る
人

が
減

っ
て

き
て

い
ま

す
が

、
季

節
の

変
化

と
と

も
に

生
活

を
す

る
と

い
う

日
本

人
ら

し
い

習
慣

で
す

。

日
本

の
文

化
と

技
術

ね
ん

ち
ゅ

う
ぎ

ょ
う

じ

〜
年

中
行

事
〜

こ
ろ

も
が

え

-衣
替

え
①

-

こ
ろ

も
が

衣
替

え
き

せ
つ

季
節

の
も

の
を

そ
ろ

え
た

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

に
ほ

ん
が

っ
こ

う
せ

い
ふ

く
き

せ
つ

か
な

つ
ふ

く
ふ

ゆ
ふ

く
か

●
日

本
の

学
校

に
は

制
服

が
あ

り
、

季
節

が
変

わ
る

と
き

に
「

夏
服

」
、

「
冬

服
」

と
変

え
ま

す
。

が
つ

つ
い

た
ち

な
つ

ふ
く

が
つ

つ
い

た
ち

ふ
ゆ

ふ
く

い
っ

ぱ
ん

て
き

か
●

6⽉
1日

に
は

夏
服

へ
と

、
10

⽉
1日

に
は

冬
服

へ
と

一
般

的
に

変
え

ま
す

。

に
ほ

ん
し

き
き

せ
つ

あ
ふ

く
き

い
み

こ
ろ

も
が

し
ゅ

う
か

ん
●

日
本

に
は

四
季

が
あ

る
た

め
、

季
節

に
合

わ
せ

た
服

を
着

る
と

い
う

意
味

で
衣

替
え

の
習

慣
が

あ
り

ま
す

。

※
洋

服
だ

け
で

は
な

く
、

着
物

に
も

衣
替

え
が

あ
り

ま
す

。
特

に
、

着
物

の
世

界
は

昔
か

ら
伝

え
ら

れ
て

き
た

「
和

」
の

文
化

を
と

て
も

大
切

に
し

て
い

る
の

で
、

衣
替

え
も

重
要

で
す

。
そ

の
理

由
は

、
着

物
に

は
季

節
に

合
っ

た
柄

が
描

か
れ

て
い

る
こ

と
と

、
ど

ん
な

材
料

か
ら

で
き

て
い

る
か

や
生

地
の

厚
さ

な
ど

が
異

な
っ

て
い

る
た

め
で

す
。

※ 例
え

ば
、

春
に

は
桜

や
蝶

の
柄

、
秋

に
は

紅
葉

や
菊

の
花

の
柄

が
描

か
れ

て
い

ま
す

。
着

物
の

柄
で

季
節

を
表

現
し

て
い

る
た

め
、

衣
替

え
が

必
要

な
の

で
す

。
※ ま

た
、

洋
服

も
着

物
も

、
衣

替
え

を
す

る
と

き
に

は
、

必
ず

手
入

れ
を

し
な

け
れ

ば
い

け
ま

せ
ん

。
四

季
の

あ
る

国
の

人
た

ち
は

知
っ

て
い

る
こ

と
で

す
が

、
そ

う
で

は
な

い
国

の
人

た
ち

は
、

衣
替

え
に

慣
れ

て
い

な
い

と
思

い
ま

す
。

自
宅

で
洗

濯
を

し
て

も
い

い
で

す
し

、
自

宅
で

洗
う

の
が

難
し

い
も

の
は

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

店
に

頼
ん

で
も

い
い

で
す

。
洗

っ
た

衣
服

は
、

大
き

な
衣

服
用

の
ケ

ー
ス

な
ど

に
入

れ
て

お
き

ま
す

。
そ

う
す

る
こ

と
で

、
ま

た
そ

れ
が

必
要

な
季

節
が

き
た

と
き

に
気

持
ち

よ
く

着
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

ね
ん

ち
ゅ

う
ぎ

ょ
う

じ

〜
年

中
行

事
〜

こ
ろ

も
が

-衣
替

え
②

-

は
る

あ
ら

わ
ち

ょ
う

が
ら

き
も

の
春

を
表

す
蝶

柄
の

着
物

せ
ん

た
く

洗
濯

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

き
も

の
げ

ん
だ

い
こ

ろ
も

が
し

ゅ
う

か
ん

た
い

せ
つ

●
着

物
に

お
い

て
は

、
現

代
で

も
衣

替
え

の
習

慣
が

大
切

に
さ

れ
て

い
ま

す
。

き
せ

つ
あ

が
ら

き
も

の
こ

ろ
も

が
●

季
節

に
合

っ
た

柄
の

着
物

へ
と

衣
替

え
し

ま
す

。

こ
ろ

も
が

い
ふ

く
て

い
ひ

つ
よ

う
●

衣
替

え
を

す
る

と
き

に
は

、
衣

服
の

手
入

れ
が

必
要

で
す

。
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日
本

の
自

然
と

信
仰

科
学

ノ
ー

ベ
ル

賞
物

理
・

化
学

・
医

学

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

か
が

く

〜
科

学
〜

し
ょ

う
ぶ

つ
り

か
が

く
い

が
く

-
ノ

ー
ベ

ル
賞

（
物

理
・

化
学

・
医

学
）

-

こ
こ

で
は

、
ノ

ー
ベ

ル
賞

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

日
本

人
で

最
初

に
ノ

ー
ベ

ル
賞

を
も

ら
っ

た
人

は
湯

川
秀

樹
と

い
う

人
で

す
。

19
49

年
、

ノ
ー

ベ
ル

物
理

学
賞

を
も

ら
い

ま
し

た
。

※
原

子
核

と
い

う
も

の
の

中
に

中
間

子
と

い
う

も
の

が
存

在
す

る
と

言
い

、
の

ち
に

そ
れ

が
証

明
さ

れ
た

こ
と

で
物

理
学

賞
を

受
賞

し
ま

し
た

。
※

こ
れ

ま
で

に
日

本
生

ま
れ

・
日

本
国

籍
で

ノ
ー

ベ
ル

賞
を

も
ら

っ
た

人
は

、
物

理
学

賞
9人

、
化

学
賞

8人
、

生
理

学
・

医
学

賞
5人

と
な

っ
て

い
ま

す
。

日
本

生
ま

れ
で

外
国

籍
の

人
も

加
え

る
と

、
物

理
学

賞
は

11
人

、
化

学
賞

は
10

人
に

な
り

ま
す

。
日

本
で

は
化

学
や

医
学

分
野

の
研

究
が

進
ん

で
い

て
、

最
近

で
は

こ
の

よ
う

な
賞

を
も

ら
う

日
本

人
が

増
え

て
い

ま
す

。

日
本

の
文

化
と

技
術

か
が

く

〜
科

学
〜

し
ょ

う
ぶ

つ
り

か
が

く
い

が
く

-ノ
ー

ベ
ル

賞
（

物
理

・
化

学
・

医
学

）
①

-

し
ょ

う
じ

ゅ
し

ょ
う

し
き

お
こ

な
ノ

ー
ベ

ル
賞

授
賞

式
が

行
わ

れ
る

ス
ト

ッ
ク

ホ
ル

ム
し

ょ
う

は
く

ぶ
つ

か
ん

ノ
ー

ベ
ル

賞
博

物
館

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

か
が

く
ぶ

ん
や

に
ほ

ん
さ

い
し

ょ
し

ょ
う

ゆ
か

わ
ひ

で
き

●
科

学
分

野
に

お
い

て
、

日
本

で
最

初
に

ノ
ー

ベ
ル

賞
を

も
ら

っ
た

の
は

湯
川

秀
樹

。

ひ
と

も
ら

っ
た

人
が

い
る

。

に
ほ

ん
ね

ん
に

ん
ぶ

つ
り

が
く

し
ょ

う
に

ん
か

が
く

し
ょ

う
に

ん
せ

い
り

が
く

・
い

が
く

し
ょ

う
●

日
本

で
は

20
19

年
ま

で
に

、
9人

の
物

理
学

賞
、

8人
の

化
学

賞
、

5人
の

生
理

学
・

医
学

賞
を

し
ょ

う
め

い
ぶ

つ
り

が
く

し
ょ

う
じ

ゅ
し

ょ
う

証
明

さ
れ

た
こ

と
で

物
理

学
賞

を
受

賞
。

げ
ん

し
か

く
な

か
ち

ゅ
う

か
ん

し
そ

ん
ざ

い
い

●
原

子
核

と
い

う
も

の
の

中
に

中
間

子
と

い
う

も
の

が
存

在
す

る
と

言
い

、
の

ち
に

そ
れ

が
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最
近

ノ
ー

ベ
ル

賞
を

も
ら

っ
た

人
の

中
で

も
話

題
と

な
っ

た
も

の
を

一
部

紹
介

し
ま

す
。

※
20

02
年

に
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

を
も

ら
っ

た
田

中
耕

一
さ

ん
は

、
サ

ラ
リ

ー
マ

ン
を

し
な

が
ら

初
め

て
ノ

ー
ベ

ル
賞

を
も

ら
っ

た
人

だ
っ

た
た

め
話

題
と

な
り

ま
し

た
。

田
中

さ
ん

が
賞

を
も

ら
っ

た
理

由
は

、
世

界
で

初
め

て
タ

ン
パ

ク
質

を
壊

さ
な

い
で

イ
オ

ン
化

す
る

こ
と

に
成

功
し

、
タ

ン
パ

ク
質

の
重

さ
を

は
か

る
こ

と
を

可
能

に
し

た
た

め
で

す
。

そ
れ

に
よ

り
、

新
し

い
薬

を
つ

く
っ

た
り

病
気

の
診

断
も

進
み

ま
し

た
。

※
20

12
年

に
ノ

ー
ベ

ル
生

理
学

・
医

学
賞

を
も

ら
っ

た
山

中
伸

弥
教

授
は

、
iP

S細
胞

を
作

る
こ

と
に

成
功

し
ま

し
た

。
iP

S細
胞

と
は

、
細

胞
を

増
や

す
こ

と
に

よ
り

人
工

的
に

作
ら

れ
た

細
胞

の
こ

と
で

、
使

え
な

く
な

っ
た

体
を

再
び

使
え

る
よ

う
に

す
る

再
生

医
療

に
お

い
て

役
に

立
つ

も
の

で
す

。
※

20
14

年
に

、
同

時
に

ノ
ー

ベ
ル

物
理

学
賞

を
も

ら
っ

た
⾚

崎
勇

教
授

、
天

野
浩

教
授

、
中

村
修

二
教

授
は

⻘
⾊

LE
Dを

つ
く

る
こ

と
に

成
功

し
ま

し
た

。
⻘

⾊
LE

Dと
は

、
少

な
い

電
力

で
⻘

く
光

る
LE

Dの
こ

と
で

す
。

こ
の

3名
は

、
⻘

⾊
LE

Dが
実

際
に

生
活

で
使

え
る

よ
う

に
貢

献
し

た
こ

と
も

評
価

さ
れ

ま
し

た
。

日
本

の
文

化
と

技
術

か
が

く

〜
科

学
〜

し
ょ

う
ぶ

つ
り

か
が

く
い

が
く

-ノ
ー

ベ
ル

賞
（

物
理

・
化

学
・

医
学

）
②

-

け
ん

き
ゅ

う
い

ん
研

究
員

け
ん

き
ゅ

う
い

ん
研

究
員

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

ね
ん

た
な

か
こ

う
い

ち
し

つ
け

ん
き

ゅ
う

か
が

く
し

ょ
う

じ
ゅ

し
ょ

う
●

20
02

年
、

田
中

耕
⼀

さ
ん

が
タ

ン
パ

ク
質

の
研

究
に

お
い

て
ノ

ー
ベ

ル
化

学
賞

を
受

賞
。

ね
ん

あ
お

い
ろ

は
っ

こ
う

つ
く

せ
い

こ
う

め
い

じ
ょ

う
だ

い
が

く
あ

か
さ

き
い

さ
む

き
ょ

う
じ

ゅ
●

20
14

年
、

⻘
⾊

発
光

ダ
イ

オ
ー

ド
LE

Dを
作

る
の

に
成

功
し

た
名

城
大

学
・

赤
崎

勇
教

授
、

ぶ
つ

り
が

く
し

ょ
う

ノ
ー

ベ
ル

物
理

学
賞

を
も

ら
い

ま
し

た
。

な
ご

や
だ

い
が

く
あ

ま
の

ひ
ろ

し
き

ょ
う

じ
ゅ

だ
い

が
く

な
か

む
ら

じ
ゅ

う
じ

き
ょ

う
じ

ゅ
名

古
屋

大
学

・
天

野
浩

教
授

、
ア

メ
リ

カ
の

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
大

学
・

中
村

修
二

教
授

が

ね
ん

さ
い

ぼ
う

さ
く

せ
い

せ
い

こ
う

や
ま

な
か

し
ん

や
き

ょ
う

じ
ゅ

い
が

く
し

ょ
う

じ
ゅ

し
ょ

う
●

20
12

年
、

iP
S細

胞
の

作
成

に
成

功
し

た
山

中
伸

弥
教

授
が

ノ
ー

ベ
ル

医
学

賞
を

受
賞

。

日
本

の
自

然
と

信
仰

科
学

工
業

製
品

自
動

車
・

家
電

・
ロ

ボ
ッ

ト

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

日
本

の
文

化
と

技
術

か
が

く

〜
科

学
〜

こ
う

ぎ
ょ

う
せ

い
ひ

ん
じ

ど
う

し
ゃ

か
で

ん

-工
業

製
品

（
自

動
車

・
家

電
・

ロ
ボ

ッ
ト

）
-
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こ
こ

で
は

、
工

業
製

品
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
ま

ず
は

、
自

動
車

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
世

界
で

知
ら

れ
る

日
本

の
自

動
車

の
会

社
、

ト
ヨ

タ
、

ホ
ン

ダ
、

日
産

な
ど

を
中

心
に

、
日

本
は

自
動

車
生

産
が

多
い

国
で

す
。

日
本

国
内

で
の

生
産

台
数

は
毎

年
10

00
万

台
を

超
え

、
日

本
の

企
業

に
よ

る
海

外
で

の
生

産
台

数
も

20
17

年
に

は
10

00
万

台
を

超
え

た
た

め
、

国
内

と
海

外
で

年
間

20
00

万
台

以
上

の
自

動
車

が
生

産
さ

れ
て

い
ま

す
。

世
界

で
は

年
間

60
00

万
台

以
上

の
車

が
生

産
さ

れ
て

い
る

の
で

、
日

本
の

企
業

だ
け

で
世

界
の

1/
3を

生
産

し
て

い
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

※
国

内
で

の
売

上
げ

1位
は

ト
ヨ

タ
で

9兆
27

00
億

円
を

超
え

て
い

ま
す

。
2位

は
ホ

ン
ダ

で
2兆

24
00

億
円

、
3位

は
日

産
で

2兆
19

00
億

円
で

す
。

※
ま

た
、

日
本

は
ト

ヨ
タ

の
プ

リ
ウ

ス
と

い
う

自
動

車
の

よ
う

に
ガ

ソ
リ

ン
だ

け
で

な
く

電
気

で
動

く
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
車

を
つ

く
り

、
環

境
に

優
し

い
自

動
車

の
技

術
が

進
ん

で
い

て
世

界
か

ら
注

目
さ

れ
て

い
ま

す
。

自
動

運
転

の
技

術
も

、
世

界
の

自
動

車
会

社
と

同
様

に
進

め
て

い
ま

す
。

ま
た

、
日

本
の

車
は

部
品

一
つ

一
つ

も
質

が
よ

い
た

め
、

世
界

か
ら

信
頼

さ
れ

る
車

と
し

て
人

気
で

す
。

日
本

の
文

化
と

技
術

か
が

く

〜
科

学
〜

-工
業

製
品

（
自

動
車

・
家

電
・

ロ
ボ

ッ
ト

）
①

-

く
る

ま
ト

ヨ
タ

の
車

し
ゃ

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

車

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

こ
う

ぎ
ょ

う
せ

い
ひ

ん
じ

ど
う

し
ゃ

か
で

ん

に
っ

さ
ん

に
ほ

ん
じ

ど
う

し
ゃ

か
い

し
ゃ

せ
か

い
ゆ

う
め

い
●

ト
ヨ

タ
、

ホ
ン

ダ
、

日
産

な
ど

日
本

の
自

動
車

の
会

社
は

世
界

で
有

名
。

さ
れ

て
い

ま
す

。

に
ほ

ん
じ

ど
う

し
ゃ

せ
い

の
う

た
か

で
ん

き
う

ご
ぎ

じ
ゅ

つ
せ

か
い

ち
ゅ

う
も

く
●

日
本

の
自

動
車

は
性

能
が

高
く

、
ト

ヨ
タ

の
電

気
で

動
く

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

技
術

は
世

界
か

ら
注

目

い
に

っ
さ

ん
ち

ょ
う

お
く

え
ん

ね
ん

ど
に

ほ
ん

じ
ど

う
し

ゃ
こ

う
ぎ

ょ
う

か
い

は
っ

ぴ
ょ

う
3位

は
日

産
で

2兆
19

00
億

円
で

す
。

（
20

17
年

度
：

日
本

自
動

車
工

業
会

発
表

）
。

こ
く

な
い

う
り

あ
い

ち
ょ

う
お

く
え

ん
こ

い
ち

ょ
う

お
く

え
ん

●
国

内
で

の
売

上
げ

1位
は

ト
ヨ

タ
で

9兆
27

00
億

円
を

超
え

て
い

ま
す

。
2位

は
ホ

ン
ダ

で
2兆

24
00

億
円

、

※ 次
に

、
電

子
レ

ン
ジ

や
テ

レ
ビ

、
エ

ア
コ

ン
な

ど
の

家
庭

用
電

気
機

械
器

具
を

家
電

と
言

い
、

日
本

で
は

、
日

立
、

ソ
ニ

ー
、

パ
ナ

ソ
ニ

ッ
ク

の
３

つ
の

会
社

が
有

名
で

、
売

上
げ

も
こ

の
順

番
に

な
っ

て
い

ま
す

。
日

本
の

家
電

は
高

い
技

術
で

作
ら

れ
た

も
の

な
の

で
、

品
質

が
高

く
世

界
で

も
信

頼
さ

れ
て

い
ま

す
。

テ
レ

ビ
、

冷
蔵

庫
、

炊
飯

器
、

電
子

レ
ン

ジ
と

い
っ

た
日

常
生

活
で

よ
く

使
用

す
る

商
品

を
作

っ
て

い
る

の
で

、
家

電
を

作
る

会
社

は
生

活
に

必
要

な
存

在
と

言
え

ま
す

。
※ ま

た
、

こ
れ

ら
3社

は
み

な
、

薄
い

型
の

テ
レ

ビ
を

作
っ

て
い

ま
す

が
、

20
17

年
1⽉

〜
3⽉

に
ソ

ニ
ー

が
世

界
の

テ
レ

ビ
の

39
％

を
占

め
て

い
て

、
世

界
ト

ッ
プ

に
な

り
ま

し
た

。
日

本
は

電
子

部
品

の
製

造
を

得
意

と
し

て
い

る
の

で
、

日
本

の
家

電
製

品
は

品
質

が
良

い
の

で
す

。
※ さ

ら
に

、
日

本
は

ロ
ボ

ッ
ト

を
作

る
こ

と
も

得
意

と
し

て
い

て
、

工
業

や
農

業
で

使
わ

れ
る

産
業

ロ
ボ

ッ
ト

も
た

く
さ

ん
作

ら
れ

て
い

ま
す

。
人

工
知

能
・

AI
が

入
っ

て
い

る
ロ

ボ
ッ

ト
も

作
ら

れ
て

お
り

、
人

工
知

能
ロ

ボ
ッ

ト
が

活
躍

し
始

め
て

い
ま

す
。

飲
食

店
や

ホ
テ

ル
な

ど
様

々
な

企
業

で
AI

ロ
ボ

ッ
ト

が
使

わ
れ

て
い

ま
す

。
例

え
ば

、
日

本
に

は
、

ロ
ボ

ッ
ト

が
受

付
で

仕
事

を
し

て
い

る
ホ

テ
ル

も
あ

り
ま

す
。

ペ
ッ

パ
ー

く
ん

AS
IM

O

だ
い

ひ
ょ

う
て

き
か

で
ん

お
お

つ
く

に
ほ

ん
う

す
か

い
が

い
●

代
表

的
な

家
電

で
あ

る
テ

レ
ビ

も
多

く
作

ら
れ

て
い

て
、

日
本

の
薄

い
テ

レ
ビ

は
海

外
で

も
た

か
ひ

ょ
う

か
高

く
評

価
さ

れ
て

い
ま

し
た

。

で
ん

し
か

て
い

よ
う

で
ん

き
き

か
い

き
ぐ

か
で

ん
い

●
電

子
レ

ン
ジ

や
テ

レ
ビ

、
エ

ア
コ

ン
な

ど
の

家
庭

用
電

気
機

械
器

具
を

家
電

と
言

い
、

に
ほ

ん
ひ

た
ち

か
い

し
ゃ

ゆ
う

め
い

日
本

で
は

日
立

、
ソ

ニ
ー

、
パ

ナ
ソ

ニ
ッ

ク
の

３
つ

の
会

社
が

有
名

で
す

。

じ
ん

こ
う

ち
の

う
は

い
ろ

ぼ
っ

と
つ

く
し

ょ
く

ぎ
ょ

う
か

い
し

ゃ
や

く
た

●
人

工
知

能
・

AI
が

入
っ

て
い

る
ロ

ボ
ッ

ト
が

作
ら

れ
、

い
ろ

い
ろ

な
職

業
や

会
社

に
役

に
立

つ
か

て
い

よ
う

つ
く

ロ
ボ

ッ
ト

や
家

庭
用

ロ
ボ

ッ
ト

も
作

ら
れ

て
い

ま
す

。

日
本

の
文

化
と

技
術

か
が

く

〜
科

学
〜

-工
業

製
品

（
自

動
車

・
家

電
・

ロ
ボ

ッ
ト

）
②

-

に
ほ

ん
ぶ

ん
か

ぎ
じ

ゅ
つ

こ
う

ぎ
ょ

う
せ

い
ひ

ん
じ

ど
う

し
ゃ

か
で

ん
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留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

契
約

住
宅

の
管

理
費

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

け
い

や
く

〜
契

約
〜

じ
ゅ

う
た

く
か

ん
り

ひ

-住
宅

の
管

理
費

-

こ
こ

で
は

、
住

宅
の

管
理

費
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

み
な

さ
ん

が
日

本
で

マ
ン

シ
ョ

ン
や

ア
パ

ー
ト

を
借

り
る

際
に

は
、

管
理

費
を

払
わ

な
い

と
い

け
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
※

住
宅

の
管

理
費

と
は

、
マ

ン
シ

ョ
ン

な
ど

に
お

い
て

、
住

ん
で

い
る

人
み

ん
な

が
使

う
場

所
の

管
理

に
か

か
る

費
用

の
こ

と
で

す
。

具
体

的
に

は
、

マ
ン

シ
ョ

ン
の

玄
関

な
ど

の
出

入
口

や
階

段
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

、
廊

下
、

集
会

場
、

ゴ
ミ

置
き

場
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
※

管
理

費
は

、
住

ん
で

い
る

人
た

ち
が

快
適

に
生

活
を

す
る

た
め

に
必

要
な

場
所

の
管

理
の

た
め

に
か

か
る

費
用

を
、

み
ん

な
で

分
け

る
も

の
で

す
。

管
理

費
は

、
⾦

額
に

つ
い

て
決

ま
り

は
あ

り
ま

せ
ん

。
方

法
に

つ
い

て
も

決
ま

り
は

な
く

、
管

理
費

と
し

て
集

め
た

り
、

家
賃

の
中

に
含

ま
れ

て
い

る
な

ど
い

ろ
い

ろ
な

方
法

が
あ

り
ま

す
。

※
集

め
ら

れ
た

管
理

費
は

、
み

ん
な

が
使

う
場

所
の

掃
除

す
る

た
め

の
清

掃
費

や
、

み
ん

な
が

使
う

水
洗

い
場

の
水

道
代

、
み

ん
な

が
集

ま
る

集
会

場
の

電
気

代
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

な
ど

の
管

理
費

、
出

入
口

な
ど

に
お

か
れ

る
花

の
手

入
れ

費
な

ど
に

使
わ

れ
ま

す
。

自
分

は
そ

の
場

所
を

使
わ

な
い

か
ら

払
わ

な
い

で
い

い
と

い
う

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

一
緒

の
マ

ン
シ

ョ
ン

に
住

む
一

人
の

仲
間

と
し

て
必

要
な

お
⾦

は
し

っ
か

り
と

払
う

こ
と

が
大

切
で

す
。

し
か

し
、

も
し

管
理

費
を

支
払

っ
て

い
て

も
マ

ン
シ

ョ
ン

や
ア

パ
ー

ト
の

管
理

が
し

っ
か

り
と

さ
れ

て
な

い
と

感
じ

る
場

合
に

は
、

住
宅

の
管

理
者

に
相

談
す

る
こ

と
も

大
切

で
す

。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
･慣

習
け

い
や

く
〜

契
約

〜
じ

ゅ
う

た
く

か
ん

り
ひ

-住
宅

の
管

理
費

-

か
い

だ
ん

階
段

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

じ
ゅ

う
た

く
か

ん
り

ひ
つ

か
ば

し
ょ

か
い

だ
ん

ろ
う

か
●

住
宅

の
管

理
費

は
、

マ
ン

シ
ョ

ン
な

ど
の

み
ん

な
が

使
う

場
所

（
階

段
、

廊
下

、
お

ば
か

ん
り

ひ
よ

う
ゴ

ミ
置

き
場

な
ど

)の
管

理
に

か
か

る
費

用
の

こ
と

。
か

ん
り

ひ
わ

ふ
た

ん
き

ん
が

く
き

●
管

理
費

は
み

ん
な

で
分

け
て

負
担

す
る

も
の

で
、

⾦
額

の
決

ま
り

は
な

い
。

か
ん

り
ひ

つ
か

ば
し

ょ
せ

い
そ

う
ひ

み
ず

あ
ら

ば
す

い
ど

う
だ

い
し

ゅ
う

か
い

じ
ょ

う
●

管
理

費
は

、
み

ん
な

が
使

う
場

所
の

清
掃

費
、

水
洗

い
場

の
水

道
代

、
集

会
場

の
で

ん
き

だ
い

か
ん

り
ひ

電
気

代
、

エ
レ

ベ
ー

タ
―

の
管

理
費

な
ど

。
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留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

契
約

敷
⾦

・
礼

⾦

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

け
い

や
く

〜
契

約
〜

し
き

き
ん

れ
い

き
ん

-敷
金

・
礼

金
-

こ
こ

で
は

、
敷

⾦
・

礼
⾦

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

敷
⾦

は
、

家
や

部
屋

を
借

り
る

と
き

に
、

借
り

る
人

が
家

を
持

っ
て

い
る

人
に

預
け

る
お

⾦
で

、
借

り
て

い
る

人
が

家
賃

を
支

払
わ

な
か

っ
た

場
合

な
ど

に
使

わ
れ

ま
す

。
※

礼
⾦

は
、

借
り

る
人

が
家

を
持

っ
て

い
る

人
に

お
礼

の
意

味
で

わ
た

す
お

⾦
の

こ
と

で
す

。
敷

⾦
・

礼
⾦

は
⾦

額
を

相
談

で
き

る
場

合
や

、
も

と
も

と
決

め
ら

れ
て

い
な

い
も

の
も

あ
る

の
で

、
部

屋
を

探
し

て
く

れ
る

会
社

に
条

件
を

確
認

し
ま

し
ょ

う
。

※
一

般
的

に
家

や
部

屋
を

借
り

る
と

き
は

、
敷

⾦
、

礼
⾦

と
も

家
賃

の
１

〜
3ヵ

⽉
分

が
か

か
り

ま
す

。
敷

⾦
、

礼
⾦

の
ほ

か
に

は
、

部
屋

を
探

し
て

く
れ

た
会

社
な

ど
へ

の
仲

介
手

数
料

（
家

賃
１

カ
⽉

分
）

が
か

か
り

ま
す

。
た

だ
し

、
学

生
が

泊
ま

る
建

物
や

日
本

住
宅

公
団

が
建

て
た

建
物

は
、

礼
⾦

や
部

屋
を

探
し

て
く

れ
た

会
社

な
ど

へ
の

仲
介

手
数

料
は

か
か

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

家
や

部
屋

を
借

り
る

と
何

年
か

ご
と

に
更

新
料

（
家

賃
1カ

⽉
分

）
が

か
か

る
の

が
一

般
的

で
す

。
ま

た
、

家
や

部
屋

か
ら

出
て

い
く

と
き

は
、

礼
⾦

は
返

さ
れ

ま
せ

ん
が

、
敷

⾦
は

返
し

て
く

れ
ま

す
。

た
だ

し
、

汚
れ

や
傷

を
つ

け
た

場
合

に
は

修
理

費
を

敷
⾦

か
ら

支
払

い
ま

す
。

一
般

的
に

家
や

部
屋

を
借

り
る

と
き

は
、

も
し

家
賃

を
支

払
え

な
く

な
っ

た
時

に
代

わ
り

に
お

⾦
を

払
う

保
証

人
ま

た
は

保
証

会
社

を
決

め
る

こ
と

に
な

っ
て

い
ま

す
。

し
か

し
、

日
本

住
宅

公
団

が
建

て
た

建
物

で
は

保
証

人
は

必
要

な
く

、
収

入
な

ど
の

条
件

で
問

題
が

な
け

れ
ば

自
分

の
責

任
で

契
約

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
･慣

習
け

い
や

く
〜

契
約

〜
し

き
き

ん
れ

い
き

ん
-敷

金
･礼

金
-

ち
ん

た
い

け
い

や
く

し
ょ

賃
貸

契
約

書
こ

う
だ

ん
じ

ゅ
う

た
く

公
団

（
UR

)住
宅

し
き

き
ん

い
え

も
ひ

と
あ

ず
か

ね
か

ひ
と

●
敷

金
は

、
そ

の
家

を
持

っ
て

い
る

人
に

預
け

る
お

⾦
の

こ
と

で
、

借
り

て
い

る
人

が

れ
い

き
ん

か
ひ

と
い

え
も

ひ
と

れ
い

か
ね

●
礼

金
は

、
借

り
る

人
が

そ
の

家
を

持
っ

て
い

る
人

に
お

礼
で

お
⾦

の
こ

と
。

に
ほ

ん
こ

う
だ

ん
じ

ゅ
う

た
く

た
た

て
も

の
れ

い
き

ん
ひ

つ
よ

う
日

本
公

団
住

宅
が

建
て

た
建

物
は

礼
⾦

な
ど

必
要

な
い

。

い
っ

ぱ
ん

て
き

し
き

き
ん

れ
い

き
ん

や
ち

ん
か

げ
つ

ぶ
ん

ひ
つ

よ
う

が
く

せ
い

と
た

て
も

の
●

一
般

的
に

、
敷

⾦
も

礼
⾦

も
家

賃
の

１
〜

３
ヵ

⽉
分

が
必

要
。

学
生

が
泊

ま
る

建
物

や

や
ち

ん
し

は
ら

ば
あ

い
つ

か
家

賃
を

支
払

わ
な

か
っ

た
場

合
な

ど
に

使
う

。

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う
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留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

契
約

仲
介

手
数

料

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

け
い

や
く

〜
契

約
〜

ち
ゅ

う
か

い
て

す
う

り
ょ

う

-仲
介

手
数

料
-

こ
こ

で
は

、
仲

介
手

数
料

に
つ

い
て

見
て

い
き

ま
す

。
※

仲
介

手
数

料
と

は
、

家
や

部
屋

を
借

り
る

と
き

に
、

マ
ン

シ
ョ

ン
や

ア
パ

ー
ト

等
の

管
理

者
で

あ
る

貸
す

側
の

人
と

部
屋

を
借

り
る

人
の

あ
い

だ
に

入
っ

て
、

部
屋

や
人

を
探

し
て

く
れ

た
会

社
に

払
う

お
⾦

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
「

仲
介

」
に

は
、

マ
ン

シ
ョ

ン
や

ア
パ

ー
ト

等
の

部
屋

を
さ

が
す

こ
と

や
、

契
約

の
内

容
を

説
明

す
る

こ
と

、
い

っ
し

ょ
に

部
屋

を
見

て
回

る
こ

と
、

契
約

書
類

な
ど

を
つ

く
る

こ
と

、
貸

す
人

と
家

賃
に

つ
い

て
相

談
す

る
こ

と
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
※

貸
す

人
と

借
り

る
人

か
ら

も
ら

う
仲

介
手

数
料

の
合

計
は

、
法

律
に

よ
り

家
賃

の
1ヵ

⽉
分

の
⾦

額
以

内
と

決
め

ら
れ

い
ま

す
。

こ
の

仲
介

手
数

料
は

、
貸

す
人

と
借

り
る

人
の

契
約

が
成

立
す

る
ま

で
は

基
本

的
に

支
払

う
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

例
え

ば
、

家
賃

５
万

円
の

部
屋

を
借

り
る

場
合

に
は

、
最

大
で

５
万

円
の

仲
介

手
数

料
を

支
払

う
こ

と
に

な
り

ま
す

。
た

だ
し

、
５

万
円

は
マ

ン
シ

ョ
ン

や
ア

パ
ー

ト
等

の
管

理
者

と
マ

ン
シ

ョ
ン

や
ア

パ
ー

ト
等

を
借

り
る

人
合

わ
せ

て
の

⾦
額

な
の

で
、

借
り

る
側

だ
け

が
仲

介
手

数
料

を
支

払
わ

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

仲
介

手
数

料
に

つ
い

て
は

、
借

り
る

側
で

は
な

く
、

マ
ン

シ
ョ

ン
や

ア
パ

ー
ト

等
の

管
理

者
と

仲
介

す
る

会
社

が
設

定
し

て
い

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

で
す

。
少

し
で

も
多

く
、

仲
介

手
数

料
を

払
っ

て
も

ら
え

る
管

理
者

の
方

が
借

り
る

側
に

と
っ

て
は

有
り

難
い

で
す

ね
。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
･慣

習
け

い
や

く
〜

契
約

〜
ち

ゅ
う

か
い

て
す

う
り

ょ
う

-仲
介

手
数

料
①

-

へ
や

ち
ゅ

う
か

い
部

屋
の

仲
介

ち
ゅ

う
か

い
仲

介
の

イ
メ

ー
ジ

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

か
ひ

と
か

ひ
と

ち
ゅ

う
か

い
て

す
う

り
ょ

う
ご

う
け

い
ほ

う
り

つ
や

ち
ん

●
貸

す
人

と
借

り
る

人
か

ら
も

ら
う

仲
介

手
数

料
の

合
計

は
、

法
律

に
よ

り
家

賃
の

か
げ

つ
ぶ

ん
き

ん
が

く
い

な
い

き
１

ヵ
⽉

分
の

金
額

以
内

と
決

め
ら

れ
て

い
る

。

ち
ゅ

う
か

い
て

す
う

り
ょ

う
い

え
へ

や
か

か
ひ

と
か

ひ
と

は
い

●
仲

介
手

数
料

は
、

家
や

部
屋

を
借

り
る

と
き

、
貸

す
人

と
借

り
る

人
の

に
入

っ
て

へ
や

ひ
と

さ
が

か
い

し
ゃ

か
ね

部
屋

や
人

を
探

し
て

く
れ

た
会

社
へ

の
お

⾦
。
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日
本

で
は

物
な

ど
を

買
っ

た
り

、
レ

ン
タ

ル
す

る
と

き
に

は
消

費
税

が
か

か
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

※
仲

介
手

数
料

に
も

消
費

税
が

か
か

り
ま

す
。

家
賃

の
1ヵ

⽉
分

の
⾦

額
と

そ
の

消
費

税
分

10
％

の
⾦

額
の

合
計

が
仲

介
手

数
料

の
⾦

額
に

な
り

ま
す

。
例

え
ば

、
家

賃
５

万
円

の
部

屋
を

借
り

る
場

合
に

は
、

最
大

で
5.

5万
円

の
仲

介
手

数
料

を
支

払
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

た
だ

し
、

５
.5

万
円

は
マ

ン
シ

ョ
ン

や
ア

パ
ー

ト
等

の
管

理
者

と
マ

ン
シ

ョ
ン

や
ア

パ
ー

ト
等

を
借

り
る

人
合

わ
せ

て
の

⾦
額

な
の

で
、

借
り

る
側

だ
け

が
仲

介
手

数
料

を
支

払
わ

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

仲
介

手
数

料
に

つ
い

て
は

、
借

り
る

側
で

は
な

く
、

マ
ン

シ
ョ

ン
や

ア
パ

ー
ト

等
の

管
理

者
と

仲
介

す
る

会
社

が
設

定
し

て
い

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

で
す

。
少

し
で

も
多

く
、

仲
介

手
数

料
を

払
っ

て
も

ら
え

る
管

理
者

の
方

が
借

り
る

側
に

と
っ

て
は

有
り

難
い

で
す

ね
。

※
ま

た
、

大
学

な
ど

の
学

生
が

泊
ま

る
建

物
い

わ
ゆ

る
学

生
寮

な
ど

や
日

本
住

宅
公

団
が

建
て

た
建

物
で

は
、

こ
の

よ
う

な
仲

介
手

数
料

は
か

か
り

ま
せ

ん
。

で
す

か
ら

、
留

学
生

の
皆

さ
ん

は
で

き
る

だ
け

学
生

寮
も

し
く

は
仲

介
手

数
料

が
あ

ま
り

か
か

ら
な

い
物

件
を

探
す

こ
と

で
少

し
で

も
お

⾦
を

節
約

で
き

ま
す

。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
･慣

習
け

い
や

く
〜

契
約

〜
ち

ゅ
う

か
い

て
す

う
り

ょ
う

-仲
介

手
数

料
②

-

へ
や

し
ょ

う
ひ

ぜ
い

部
屋

の
消

費
税

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

ち
ゅ

う
か

い
て

す
う

り
ょ

う
し

ょ
う

ひ
ぜ

い
や

ち
ん

か
げ

つ
ぶ

ん
き

ん
が

く

●
仲

介
手

数
料

に
は

消
費

税
が

か
か

る
。

家
賃

の
１

ヵ
⽉

分
の

⾦
額

と
し

ょ
う

ひ
ぜ

い
ぶ

ん
き

ん
が

く
ご

う
け

い
ち

ゅ
う

か
い

て
す

う
り

ょ
う

き
ん

が
く

そ
の

消
費

税
分

１
０

％
の

⾦
額

の
合

計
が

仲
介

手
数

料
の

⾦
額

。

だ
い

が
く

が
く

せ
い

と
た

て
も

の
に

ほ
ん

じ
ゅ

う
た

く
こ

う
だ

ん
た

た
て

も
の

●
大

学
な

ど
の

学
生

が
泊

ま
る

建
物

や
日

本
住

宅
公

団
が

建
て

た
建

物
は

、
ち

ゅ
う

か
い

て
す

う
り

ょ
う

ひ
つ

よ
う

仲
介

手
数

料
は

必
要

な
い

。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

契
約

禁
止

事
項

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

け
い

や
く

〜
契

約
〜

き
ん

し
じ

こ
う

-禁
止

事
項

-
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留
学

生
と

日
本

の
制

度
･慣

習
け

い
や

く
〜

契
約

〜
き

ん
し

じ
こ

う
-禁

止
事

項
-

許
可

の
な

い
リ

フ
ォ

ー
ム

ぺ
っ

と
し

い
く

ペ
ッ

ト
の

飼
育

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

へ
や

か
も

の
き

ん
し

ま
も

●
部

屋
な

ど
を

借
り

た
者

は
、

禁
止

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

守
ら

な
い

と
い

け
な

い
。

い
っ

ぱ
ん

て
き

き
ん

し
じ

こ
う

か
へ

や
き

ょ
か

ほ
か

ひ
と

か
●

一
般

的
に

禁
止

事
項

は
、

借
り

た
部

屋
な

ど
を

許
可

な
く

他
の

人
に

貸
す

こ
と

、
へ

や
な

か
こ

わ
よ

ご
か

部
屋

の
中

を
壊

す
、

汚
す

こ
と

、
ペ

ッ
ト

を
飼

う
こ

と
な

ど
き

ん
し

じ
こ

う
ま

も
で

も
と

●
禁

止
事

項
を

守
ら

な
い

と
、

出
て

い
く

よ
う

求
め

ら
れ

る
こ

と
も

あ
る

。

こ
こ

で
は

、
禁

止
事

項
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
禁

止
事

項
と

は
、

借
り

た
家

や
部

屋
の

契
約

書
な

ど
に

書
か

れ
て

い
る

、
や

っ
て

は
い

け
な

い
こ

と
で

す
。

禁
止

さ
れ

て
い

る
こ

と
や

迷
惑

な
こ

と
は

、
部

屋
な

ど
を

借
り

た
者

と
し

て
守

ら
な

い
と

い
け

な
い

基
本

ル
ー

ル
で

す
。

部
屋

を
借

り
る

際
に

は
、

契
約

書
に

書
い

て
あ

る
禁

止
事

項
は

し
っ

か
り

と
確

認
し

ま
し

ょ
う

。
※

一
般

的
に

禁
止

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

は
、

借
り

た
部

屋
な

ど
を

持
ち

主
や

管
理

者
の

許
可

が
な

い
ま

ま
他

の
人

に
貸

し
た

り
す

る
こ

と
や

、
借

り
た

部
屋

の
中

を
傷

つ
け

た
り

汚
し

た
り

す
る

こ
と

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
犬

や
猫

な
ど

の
ペ

ッ
ト

を
飼

っ
て

は
い

け
な

い
部

屋
な

ど
で

ペ
ッ

ト
を

飼
う

こ
と

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

※
契

約
の

時
に

禁
止

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

し
て

ま
い

、
隣

に
住

ん
で

い
る

人
や

お
な

じ
建

物
に

住
む

人
に

迷
惑

を
か

け
た

場
合

、
そ

の
建

物
の

持
ち

主
や

部
屋

を
紹

介
し

て
く

れ
た

会
社

か
ら

出
て

い
く

こ
と

を
求

め
ら

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
訴

え
ら

れ
る

こ
と

も
あ

り
え

ま
す

。
自

分
の

国
の

文
化

で
は

当
然

で
あ

っ
て

も
日

本
で

は
禁

止
の

場
合

も
あ

り
ま

す
。

部
屋

を
借

り
る

時
は

当
然

で
す

が
、

禁
止

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

し
っ

か
り

守
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

迷
惑

と
犯

罪
迷

惑
行

為

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

め
い

わ
く

は
ん

ざ
い

〜
迷

惑
と

犯
罪

〜
め

い
わ

く
こ

う
い

-迷
惑

行
為

-
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こ
こ

で
は

、
迷

惑
行

為
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
迷

惑
行

為
と

は
、

隣
に

住
ん

で
い

る
人

や
お

な
じ

建
物

に
住

む
人

に
迷

惑
を

か
け

る
よ

う
な

行
動

の
こ

と
を

言
い

ま
す

。
一

般
的

に
、

迷
惑

と
い

う
言

葉
は

誰
か

の
行

動
が

他
の

人
の

気
持

ち
を

嫌
に

さ
せ

る
よ

う
な

と
き

に
使

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
道

で
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
み

な
が

ら
歩

い
て

る
方

が
自

分
に

ぶ
つ

か
っ

た
と

し
ま

す
。

そ
う

し
た

ら
、

自
分

は
嫌

な
気

持
ち

に
な

り
ま

す
よ

ね
。

他
に

も
自

分
が

勉
強

や
ゲ

ー
ム

な
ど

集
中

し
た

い
と

き
に

近
く

で
大

騒
ぎ

し
て

い
る

人
が

い
た

ら
嫌

な
気

持
ち

に
な

り
ま

す
ね

。
こ

の
よ

う
に

、
他

人
に

対
し

て
嫌

な
気

持
ち

に
さ

せ
る

行
動

を
迷

惑
行

為
と

言
い

ま
す

。
※

マ
ン

シ
ョ

ン
や

ア
パ

ー
ト

等
で

の
生

活
で

迷
惑

行
為

と
し

て
は

、
ベ

ラ
ン

ダ
な

ど
で

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

や
パ

ー
テ

ィ
ー

を
す

る
こ

と
や

、
夜

遅
く

や
朝

早
く

に
大

き
い

音
を

た
て

る
こ

と
、

ま
た

、
ゴ

ミ
の

捨
て

方
の

ル
ー

ル
を

守
ら

な
い

こ
と

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

も
し

、
迷

惑
に

あ
た

る
行

為
と

し
て

注
意

を
さ

れ
た

ら
次

か
ら

は
し

っ
か

り
守

り
ま

し
ょ

う
。

た
だ

し
、

文
化

や
宗

教
な

ど
自

分
が

守
り

た
い

も
の

に
対

し
て

注
意

を
さ

れ
た

場
合

に
は

、
マ

ン
シ

ョ
ン

や
ア

パ
ー

ト
等

の
管

理
者

ま
た

は
仲

介
し

た
会

社
と

し
っ

か
り

話
し

合
う

こ
と

が
大

切
で

す
。

※
ま

わ
り

の
人

た
ち

に
ひ

ど
い

迷
惑

を
か

け
た

場
合

、
そ

の
建

物
の

持
ち

主
や

部
屋

を
紹

介
し

て
く

れ
た

会
社

か
ら

出
て

い
く

よ
う

に
求

め
ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ど
の

よ
う

な
行

動
が

迷
惑

に
当

た
る

か
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

調
べ

た
り

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
管

理
者

や
仲

介
業

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

し
っ

か
り

取
っ

て
お

く
こ

と
も

大
切

で
す

。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
･慣

習
め

い
わ

く
は

ん
ざ

い
〜

迷
惑

と
犯

罪
〜

め
い

わ
く

こ
う

い
-迷

惑
行

為
-

め
い

わ
く

こ
う

い
そ

う
お

ん
迷

惑
行

為
(騒

音
)

め
い

わ
く

こ
う

い
ら

く
が

迷
惑

行
為

(落
書

き
)

め
い

わ
く

こ
う

い
ひ

と
め

い
わ

く
こ

う
ど

う
●

迷
惑

行
為

は
、

ま
わ

り
の

人
た

ち
に

迷
惑

を
か

け
る

行
動

。
め

い
わ

く
こ

う
い

よ
る

お
そ

あ
さ

は
や

お
お

お
と

す
か

た

●
迷

惑
行

為
は

、
夜

遅
く

や
朝

早
く

に
大

き
い

音
を

た
て

る
、

ゴ
ミ

の
捨

て
方

を
ま

も 守
ら

な
い

な
ど

。

か
い

し
ゃ

で
も

と
会

社
か

ら
出

て
い

く
よ

う
に

求
め

ら
れ

る
こ

と
も

あ
る

。

め
い

わ
く

こ
う

い
ば

あ
い

た
て

も
の

も
ぬ

し
へ

や
さ

が

●
迷

惑
行

為
が

ひ
ど

い
場

合
、

そ
の

建
物

の
持

ち
主

や
部

屋
を

探
し

て
く

れ
た

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

迷
惑

と
犯

罪
違

反
行

為

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

め
い

わ
く

は
ん

ざ
い

〜
迷

惑
と

犯
罪

〜
い

は
ん

こ
う

い

-違
反

行
為

-
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こ
こ

で
は

、
違

反
行

為
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
違

反
行

為
と

は
、

借
り

た
家

や
部

屋
の

契
約

書
な

ど
に

書
か

れ
て

い
る

、
し

て
は

い
け

な
い

こ
と

を
す

る
行

動
で

す
。

部
屋

な
ど

を
借

り
た

者
と

し
て

、
こ

の
よ

う
な

違
反

行
為

や
ま

わ
り

に
迷

惑
を

か
け

る
行

動
に

は
気

を
つ

け
な

け
れ

ば
い

け
ま

せ
ん

。
一

般
的

に
「

違
反

行
為

」
と

は
、

法
律

や
約

束
事

な
ど

を
守

ら
な

い
こ

と
を

言
い

ま
す

。
あ

る
社

会
や

団
体

、
グ

ル
ー

プ
の

中
で

決
め

ら
れ

た
ル

ー
ル

に
従

わ
な

い
こ

と
で

す
。

た
と

え
ば

「
交

通
違

反
」

や
「

規
則

違
反

」
「

約
束

違
反

」
な

ど
と

い
う

風
に

使
い

ま
す

。
会

社
の

規
則

を
違

反
し

た
場

合
に

は
、

「
規

則
違

反
」

と
し

て
給

料
が

減
っ

て
し

ま
っ

た
り

、
出

勤
停

止
に

な
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

※
マ

ン
シ

ョ
ン

や
ア

パ
ー

ト
等

に
お

け
る

「
違

反
行

為
」

と
し

て
は

、
持

ち
主

に
相

談
を

し
な

い
で

部
屋

の
中

を
大

き
く

変
え

た
り

、
部

屋
な

ど
に

あ
る

設
備

を
取

っ
た

り
、

捨
て

た
り

、
売

る
な

ど
の

行
動

で
す

。
こ

の
ほ

か
に

も
、

契
約

の
時

に
持

ち
主

に
相

談
し

な
い

で
友

達
な

ど
他

の
人

と
一

緒
に

住
む

こ
と

や
部

屋
な

ど
を

貸
し

た
り

す
る

こ
と

も
違

反
行

為
に

な
り

ま
す

。
何

か
借

り
た

部
屋

で
変

化
を

希
望

す
る

と
き

は
、

管
理

者
に

相
談

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

※
契

約
に

違
反

し
た

場
合

、
例

え
ば

、
部

屋
の

設
備

を
外

し
た

り
捨

て
て

し
ま

っ
た

場
合

に
は

、
も

と
の

状
態

に
戻

す
た

め
に

自
分

の
お

⾦
を

出
し

て
直

す
こ

と
を

求
め

ら
れ

た
り

し
ま

す
。

ま
た

、
管

理
者

が
許

せ
な

い
と

判
断

し
た

場
合

に
は

、
部

屋
な

ど
か

ら
出

て
行

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
部

屋
の

設
備

に
変

化
を

加
え

る
時

に
は

、
勝

手
に

判
断

し
な

い
で

、
管

理
者

に
確

認
を

と
る

こ
と

が
大

事
で

す
。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
･慣

習
め

い
わ

く
は

ん
ざ

い
〜

迷
惑

と
犯

罪
〜

い
は

ん
こ

う
い

-違
反

行
為

-

せ
つ

び
と

は
ず

設
備

の
取

り
外

し
か

べ
あ

な
あ

壁
の

穴
開

け

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

い
は

ん
こ

う
い

け
い

や
く

し
ょ

き
ん

し
こ

う
ど

う
●

違
反

行
為

は
、

契
約

書
な

ど
で

禁
止

さ
れ

た
こ

と
を

す
る

行
動

。
い

は
ん

こ
う

い
へ

や
な

か
お

お
か

あ
な

あ
せ

つ
び

と
●

違
反

行
為

と
は

、
部

屋
の

中
を

大
き

く
変

え
た

り
、

穴
を

開
け

た
り

、
設

備
を

取
る

な
ど

。
け

い
や

く
い

は
ん

も
ぬ

し
じ

ょ
う

た
い

も
ど

も
と

へ
や

●
契

約
に

違
反

す
る

と
持

ち
主

か
ら

も
と

の
状

態
に

戻
す

こ
と

を
求

め
ら

れ
た

り
、

部
屋

で
も

と
か

ら
出

て
い

く
よ

う
求

め
ら

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

迷
惑

と
犯

罪
犯

罪
行

為

り
ゅ

う
が

く
せ

い
に

ほ
ん

せ
い

ど
か

ん
し

ゅ
う

留
学

生
と

日
本

の
制

度
・

慣
習

め
い

わ
く

は
ん

ざ
い

〜
迷

惑
と

犯
罪

〜
は

ん
ざ

い
こ

う
い

-犯
罪

行
為

-
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こ
こ

で
は

、
犯

罪
行

為
に

つ
い

て
見

て
い

き
ま

す
。

※
犯

罪
行

為
と

は
、

社
会

や
人

に
害

を
与

え
る

い
ろ

い
ろ

な
行

動
の

う
ち

、
法

律
に

よ
り

罪
と

し
て

決
め

ら
れ

て
い

る
行

動
を

言
い

ま
す

。
ふ

つ
う

の
迷

惑
行

為
や

違
反

行
為

な
ど

は
ま

わ
り

の
人

に
迷

惑
を

与
え

ま
す

が
、

そ
の

行
為

が
法

律
に

よ
り

罪
と

し
て

決
め

ら
れ

て
い

れ
ば

犯
罪

行
為

に
な

り
ま

す
。

法
律

で
決

め
ら

れ
て

い
る

犯
罪

行
為

に
は

、
人

を
殺

し
た

り
、

物
を

盗
ん

だ
り

、
人

や
物

に
傷

を
つ

け
た

り
、

人
を

だ
ま

す
な

ど
の

刑
法

犯
と

い
う

も
の

と
、

交
通

ル
ー

ル
に

違
反

す
る

道
路

交
通

法
違

反
、

危
険

な
薬

を
持

っ
て

い
た

り
危

険
な

薬
を

使
う

薬
物

事
犯

な
ど

の
特

別
法

犯
と

い
う

も
の

が
あ

り
ま

す
。

※
た

だ
し

、
部

屋
な

ど
を

借
り

た
人

が
犯

罪
行

為
を

し
た

場
合

、
そ

の
行

動
が

持
ち

主
と

の
信

頼
関

係
を

こ
わ

す
も

の
で

な
け

れ
ば

、
持

ち
主

か
ら

一
方

的
に

借
り

た
人

を
部

屋
か

ら
出

て
行

か
せ

る
こ

と
は

で
き

ず
、

借
り

た
人

と
持

ち
主

が
契

約
を

や
め

る
こ

と
を

認
め

あ
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

※
最

近
、

外
国

人
留

学
生

の
数

が
増

え
て

い
る

背
景

か
ら

、
留

学
生

が
犯

罪
に

巻
き

込
ま

れ
る

こ
と

が
増

え
て

き
て

い
ま

す
。

本
当

は
働

い
て

は
い

け
な

い
留

学
生

を
狙

い
、

「
簡

単
な

作
業

で
お

⾦
を

い
っ

ぱ
い

も
ら

え
る

ア
ル

バ
イ

ト
」

を
紹

介
す

る
と

い
う

悪
い

人
た

ち
が

い
ま

す
。

犯
罪

を
し

た
つ

も
り

が
な

い
ま

ま
、

犯
罪

を
し

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
よ

う
で

す
。

ア
ル

バ
イ

ト
を

す
る

と
き

に
は

、
お

⾦
を

一
番

に
考

え
て

は
い

け
ま

せ
ん

。
悪

い
人

た
ち

に
騙

さ
れ

な
い

よ
う

に
し

っ
か

り
と

情
報

を
手

に
入

れ
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

留
学

生
と

日
本

の
制

度
･慣

習
め

い
わ

く
は

ん
ざ

い
〜

迷
惑

と
犯

罪
〜

は
ん

ざ
い

こ
う

い
-犯

罪
行

為
-

り
ゅ

う
ち

じ
ょ

う
留

置
場

と
う

き
ょ

う
こ

う
ち

し
ょ

東
京

拘
置

所

は
ん

ざ
い

こ
う

い
し

ゃ
か

い
ひ

と
が

い
あ

た
こ

う
ど

う
ほ

う
り

つ
つ

み

●
犯

罪
行

為
は

、
社

会
や

人
に

害
を

与
え

る
行

動
で

、
法

律
に

よ
り

罪
と

し
て

き
こ

う
ど

う
決

め
ら

れ
て

い
る

行
動

。

ひ
と

へ
や

で
い

人
を

部
屋

か
ら

出
て

行
か

せ
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

へ
や

か
ひ

と
は

ん
ざ

い
こ

う
い
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⽇本の⾃然と信仰

〜季節〜

-春-
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

き せつ

はる

⽇本の⾃然と信仰
季節
春の解答・解説です。

春は、3⽉〜5⽉ 下 旬 頃までの期間です。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「⽇本の夏は⼀般的に6⽉〜8⽉の終わりまでで
す。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
春は、3⽉〜5⽉下旬くらいまでの期間です。
春には、きれいな花がたくさん咲きます。梅の花は2⽉〜3⽉に満開となり、
桜の花は3⽉〜5⽉に満開となります。地域により満開となる時期が違います。
南の地域から順番に満開となります。1年の中で最も過ごしやすい季節が、春
です。

それでは、解説をします。
春は、3⽉〜5⽉下旬くらいまでの期間です。
春には、きれいな花がたくさん咲きます。梅の花は2⽉〜3⽉に満
開となり、桜の花は3⽉〜5⽉に満開となります。地域により満開
となる時期が違います。南の地域から順番に満開となります。1
年の中で最も過ごしやすい季節が、春です。

問 題

解 答

×

4⽉上旬に幼稚園や学校の卒園式・卒業式が⾏わ
れます。

２問⽬問題は、「4⽉上旬に幼稚園や学校の卒園式・卒業式が⾏
われます。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
3⽉に卒園式・卒業式を⾏い、4⽉上旬に⼊園式・⼊学式を⾏います。また、

会社でも仕事内容や勤務地が⼤きく変わるのも4⽉です。
そのため、⽇本では春は何か新しいことが始まる季節として考えられていま
す。新しい友達や新しい同僚など、⼈との出会いも多くなります。

それでは解説をします。
3⽉に卒園式・卒業式を⾏い、4⽉上旬に⼊園式・⼊学式を⾏いま
す。また、会社でも仕事内容や勤務地が⼤きく変わるのも4⽉で
す。
そのため、⽇本では春は何か新しいことが始まる季節として考え
られています。新しい友達や新しい同僚など、⼈との出会いも多
くなります。

問 題

解 答

〇

⽇本には桜を⾒て春を感じる習慣があり多くの
⼈々が花⾒をして楽しみます。

３問⽬問題は、「⽇本には桜を⾒て春を感じる習慣があり多くの
⼈々が花⾒をして楽しみます。 」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
春になると「花⾒」をする⼈が多いです。桜が満開になる頃、みんなで桜

の⽊の下でお弁当やお菓⼦を⾷べたり、お酒を飲んだりして楽しみます。学
校の友達や職場の仲間同⼠などで⾏うことが多いです。

それでは解説をします。
春になると「花⾒」をする⼈が多いです。桜が満開になる頃、み
んなで桜の⽊の下でお弁当やお菓⼦を⾷べたり、お酒を飲んだり
して楽しみます。学校の友達や職場の仲間同⼠などで⾏うことが
多いです。

⽇本の⾃然と信仰

〜季節〜

-夏-
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

き せつ

なつ

⽇本の⾃然と信仰
季節
夏の解答・解説です。
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⽇本の夏は⼀般的に6⽉〜8⽉の終わりまでです。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「⽇本の夏は⼀般的に6⽉〜8⽉の終わりまでで
す。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
8⽉は35度以上のとても暑い⽇が多くなり、⽇本で⼀番暑い地域として知られ
ている埼⽟県熊⾕市では、40度を超えることもあります。⽇本の夏は湿気が
多いのが特徴で、東京などでは特に湿気が多くなっています。
また夏は、「熱中症」に注意が必要です。熱中症は、気温が⾼い環境に⻑い時
間いることなどにより、体の中の⽔分が⾜りなくなったり、うまく体温を調節
することができなくなってしまい、熱が出たり、
ふらふらしたり体調が悪くなることです。熱中症
にかからないようにしっかりと予防をすることが
⼤切です。帽⼦を被ったり、⽔分をしっかりと取
ったりしながら活動をしましょう。

それでは、解説をします。
8⽉は35度以上のとても暑い⽇が多くなり、⽇本で⼀番暑い地域
として知られている埼⽟県熊⾕市では、40度を超えることもあり
ます。⽇本の夏は湿気が多いのが特徴で、東京などでは特に湿気
が多くなっています。
また夏は、「熱中症」に注意が必要です。熱中症は、気温が⾼い
環境に⻑い時間いることなどにより、体の中の⽔分が⾜りなく
なったり、うまく体温を調節することができなくなってしまい、
熱が出たり、ふらふらしたり体調が悪くなることです。熱中症に
かからないようにしっかりと予防をすることが⼤切です。帽⼦を
被ったり、⽔分をしっかりと取ったりしながら活動をしましょう。

問 題

解 答

〇

6 ⽉〜7 ⽉上旬 頃までは梅⾬の季節です。

２問⽬問題は、「6 ⽉〜7 ⽉上旬 頃までは梅⾬の季節です。」で
した。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本の夏の特徴として、「梅⾬」があります。6⽉〜7⽉上旬頃までの⾬の

⽇が続く時期のことです。
梅⾬が終わると、いよいよ本当の夏がやって来て、30度を超える暑い⽇が続
きます。

それでは解説をします。
⽇本の夏の特徴として、「梅⾬」があります。6⽉〜7⽉上旬頃ま
での⾬の⽇が続く時期のことです。
梅⾬が終わると、いよいよ本当の夏がやって来て、30度を超える
暑い⽇が続きます。
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問 題

解 答

×

⽇本の祭りは、神社ではなくお寺と深い関係に
あります。

３問⽬問題は、「⽇本の祭りは、神社ではなくお寺と深い関係に
あります。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本の祭りは、神社と深い関係にあり、それぞれの神社の神様に、⼈々の

お願いを聞いてもらうという意味を持っています。春や秋の祭りは、お⽶な
どがたくさん収穫できるように願うものとして開催されます。
夏の祭りは、ウイルスによる病気が流⾏しやすかったため、それらの病気を
防ぐことを願って開催されます。

ぎおんまつり やまほこじゅんぎょう

祇園祭の⼭鉾巡業

それでは解説をします。
⽇本の祭りは、神社と深い関係にあり、それぞれの神社の神様に、
⼈々のお願いを聞いてもらうという意味を持っています。春や秋
の祭りは、お⽶などがたくさん収穫できるように願うものとして
開催されます。
夏の祭りは、ウイルスによる病気が流⾏しやすかったため、それ
らの病気を防ぐことを願って開催されます。

⽇本の⾃然と信仰

〜季節〜

-秋-
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

き せつ

あき

⽇本の⾃然と信仰
季節
秋の解答・解説です。

秋は9⽉〜12⽉までの期間で、紅葉が美しい季節
です。

問 題

解 答

×

１問⽬の問題は、「秋は9⽉〜12⽉までの期間で、紅葉が美しい
季節です。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
秋は9⽉〜11⽉までの期間で、紅葉が美しい季節です。
⽇本の秋は春と同じく過ごしやすい季節です。徐々に紅葉が始まり、全国のい
ろいろな場所で⽊の葉っぱが⾚や⻩⾊に変わり、すばらしい⾵景を作り出しま
す。
春の桜と同じように、⽇本⼈はそうした景⾊を美しいと感じます。「紅葉狩
り」と⾔って、きれいな⾊に紅葉した⽊々や⼭を⾒て楽しみます。

それでは、解説をします。
秋は9⽉〜11⽉までの期間で、紅葉が美しい季節です。
⽇本の秋は春と同じく過ごしやすい季節です。徐々に紅葉が始ま
り、全国のいろいろな場所で⽊の葉っぱが⾚や⻩⾊に変わり、す
ばらしい⾵景を作り出します。
春の桜と同じように、⽇本⼈はそうした景⾊を美しいと感じます。
「紅葉狩り」と⾔って、きれいな⾊に紅葉した⽊々や⼭を⾒て楽
しみます。

問 題

解 答

〇

9⽉になると台⾵が発⽣しやすく、2019年は多く
の台⾵被害が出ました。

２問⽬問題は、「9⽉になると台⾵が発⽣しやすく、2019年は多
くの台⾵被害が出ました。 」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本の秋はよく台⾵が発⽣し、多くの⼈々の⽣活に影響を与えています。

2019年は多くの台⾵が発⽣したため、川の⽔があふれ、家が流されたり家の
中に⽔が⼊り込んだりして、別の場所へ逃げて⽣活しなければならない⼈々
がいました。外国でも様々な被害が発⽣しますが、⽇本は台⾵が多い国なの
で普段から注意しておくことが⼤切です。

それでは解説をします。
⽇本の秋はよく台⾵が発⽣し、多くの⼈々の⽣活に影響を与えて
います。2019年は多くの台⾵が発⽣したため、川の⽔があふれ、
家が流されたり家の中に⽔が⼊り込んだりして、別の場所へ逃げ
て⽣活しなければならない⼈々がいました。外国でも様々な被害
が発⽣しますが、⽇本は台⾵が多い国なので普段から注意してお
くことが⼤切です。

問 題

解 答

×

⽇本では、秋は「睡眠の秋」「⾷の秋」「ス
ポーツの秋」と 考えます。

３問⽬問題は、「⽇本では、秋は「睡眠の秋」「⾷の秋」「ス
ポーツの秋」と 考えます。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
夏の暑さが過ぎ、すごしやすい季節になると、⽇本⼈は読書や⾷べ物、ス

ポーツに⽬を向けるようになります。そのため、「読書の秋」「⾷の秋」
「スポーツの秋」などの表現があります。
秋は夏に⽐べて夜の時間が⻑くなり、暑くもなく寒くもない気候なので、夜
に読書をして過ごす⼈もいます。

それでは解説をします。
夏の暑さが過ぎ、すごしやすい季節になると、⽇本⼈は読書や⾷
べ物、スポーツに⽬を向けるようになります。そのため、「読書
の秋」「⾷の秋」「スポーツの秋」などの表現があります。
秋は夏に⽐べて夜の時間が⻑くなり、暑くもなく寒くもない気候
なので、夜に読書をして過ごす⼈もいます。

⽇本の⾃然と信仰

〜季節〜

-冬-
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

き せつ

ふゆ

⽇本の⾃然と信仰
季節
冬の解答・解説です。

冬は12⽉〜2⽉までの時期。東京でも平均気温が
5度〜7度くらいになるので、寒さを防ぐ服が必
要です。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「冬は12⽉〜2⽉までの時期。東京でも平均気
温が5度〜7度くらいになるので、寒さを防ぐ服が必要です。」で
した。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
冬はだいたい12⽉ころから2⽉までの時期です。全国的にコートなどの上着が
必要な気温になります。九州の暖かい地⽅でも冬の平均気温は10度ほどしか
ないので、決して暖かいわけではなく、上着が必要です。

それでは、解説をします。
冬はだいたい12⽉ころから2⽉までの時期です。全国的にコート
などの上着が必要な気温になります。九州の暖かい地⽅でも冬の
平均気温は10度ほどしかないので、決して暖かいわけではなく、
上着が必要です。
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問 題

解 答

×

冬は北海道・東北・北陸地⽅ではたくさんの⾬
が降ります。

２問⽬問題は、「冬は北海道・東北・北陸地⽅ではたくさんの⾬
が降ります。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
11⽉中旬頃から雪が降り始める地域もあります。12⽉に⼊ると寒い地域で

はたくさん雪が積もり始めます。東北地⽅の⻘森県や秋⽥県、⼭形県などに
は1メートル〜2メートルの雪が積もるところがあります。特に⽇本海側の地
域は雪がたくさん積もり、豪雪地帯と呼ばれています。雪がたくさん降る地
域に⾏くときには、雪の上を歩いても滑りにくい靴や、厚いコートなどの準
備が必要です。

それでは解説をします。
11⽉中旬頃から雪が降り始める地域もあります。12⽉に⼊ると
寒い地域ではたくさん雪が積もり始めます。東北地⽅の⻘森県や
秋⽥県、⼭形県などには1メートル〜2メートルの雪が積もるとこ
ろがあります。特に⽇本海側の地域は雪がたくさん積もり、豪雪
地帯と呼ばれています。雪がたくさん降る地域に⾏くときには、
雪の上を歩いても滑りにくい靴や、厚いコートなどの準備が必要
です。

問 題

解 答

〇

冬はクリスマス、 正⽉、成⼈式などの⾏ 事が⾏
われます。

３問⽬問題は、「冬はクリスマス、 正⽉、成⼈式などの⾏ 事が
⾏われます。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
冬にも、お正⽉や成⼈式など⽇本の⽂化を感じるイベントがあります。1⽉

半ばに⾏われる成⼈式が⾏われます。⽇本では20歳で成⼈した、つまり⼤⼈
として⾒られます。ですから、成⼈式は20歳となり⼤⼈になったことを祝う
イベントです。⽇本の成⼈式は、⽇本の未来をつくる若者たちに希望を持っ
てほしいという願いを込めて1946年に始まりした。成⼈式では、⼥性は振り
袖と呼ばれる豪華な着物を着ます。

それでは解説をします。
冬にも、お正⽉や成⼈式など⽇本の⽂化を感じるイベントがあり
ます。1⽉半ばに⾏われる成⼈式が⾏われます。⽇本では20歳で
成⼈した、つまり⼤⼈として⾒られます。ですから、成⼈式は20
歳となり⼤⼈になったことを祝うイベントです。⽇本の成⼈式は、
⽇本の未来をつくる若者たちに希望を持ってほしいという願いを
込めて1946年に始まりした。成⼈式では、⼥性は振り袖と呼ば
れる豪華な着物を着ます。
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⽇本の⾃然と信仰

〜信仰・精神〜

-信仰-
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

しんこう せいしん

しんこう

⽇本の⾃然と信仰
信仰・精神
信仰の解答・解説です。

⽇本では仏教を基にした⽂化や思想が広まって
います。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「⽇本では仏教を基にした⽂化や思想が広まっ
ています。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
世界には様々な宗教がありますが、⽇本では仏教が広まっています。しかし、
⾃分が仏教を信仰しているという感覚を持っている⽇本⼈は少なく、お盆や葬
式などの⾏事のときに仏教に従った⾏いをする程度で、クリスマスやハロ
ウィーンなど外国の宗教的⽂化も楽しんでいます。

それでは、解説をします。
世界には様々な宗教がありますが、⽇本では仏教が広まっていま
す。しかし、⾃分が仏教を信仰しているという感覚を持っている
⽇本⼈は少なく、お盆や葬式などの⾏事のときに仏教に従った⾏
いをする程度で、クリスマスやハロウィーンなど外国の宗教的⽂
化も楽しんでいます。

問 題

解 答

×

全国に約77,000もの教会があり、先祖の眠るお墓
の役割が⼤きいです。

２問⽬問題は、「全国に約77,000もの教会があり、先祖の眠るお
墓の役割が⼤きいです。」でした。
≪※≫正解は、×です。

175



解 説
⽇本の仏教⽂化を感じることができる場所と⾔えば、お寺です。全国に約

77,000ものお寺があります。⽇本のお寺にはお墓があり、それぞれの家庭は
⼀つずつお墓を持っています。⽇本では、⼈が亡くなると「あの世」で修⾏
をしてから仏様になると考えられています。

それでは解説をします。
⽇本の仏教⽂化を感じることができる場所と⾔えば、お寺です。
全国に約77,000ものお寺があります。⽇本のお寺にはお墓があり、
それぞれの家庭は⼀つずつお墓を持っています。⽇本では、⼈が
亡くなると「あの世」で修⾏をしてから仏様になると考えられて
います。

問 題

解 答

〇

亡くなった⼈はみんな仏様になるという考えが
あるので、それぞれの家庭に仏壇があり、ご先
祖様（＝仏様）に⼿を合わせ⼼を通わせるとい
う習慣があります。

３問⽬問題は、「亡くなった⼈はみんな仏様になるという考えが
あるので、それぞれの家庭に仏壇があり、ご先祖様（＝仏様）に
⼿を合わせ⼼を通わせるという習慣があります。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
お墓には仏様となったご先祖様が眠っているため、亡くなった⽇やお盆、

お正⽉といった重要な⾏事のときにはお墓に⾏き、掃除をしたりお供え物を
したりします。また、各それぞれの家庭にある仏壇は、お寺の代わりの役割
を持っています。仏壇にもご先祖さまがいると考えられ、そこに⼿を合わせ
祈ることで、ご先祖様との繋がりを⼼で感じます。

それでは解説をします。
お墓には仏様となったご先祖様が眠っているため、亡くなった⽇
やお盆、お正⽉といった重要な⾏事のときにはお墓に⾏き、掃除
をしたりお供え物をしたりします。また、各それぞれの家庭にあ
る仏壇は、お寺の代わりの役割を持っています。仏壇にもご先祖
さまがいると考えられ、そこに⼿を合わせ祈ることで、ご先祖様
との繋がりを⼼で感じます。

⽇本の⾃然と信仰

〜信仰・精神〜

-天皇-
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

しんこう せいしん

てんのう

⽇本の⾃然と信仰
信仰・精神
天皇の解答・解説です。
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天皇は、国⺠の象徴と⾔われており、天皇の⾏
動は国⺠の意思を表わすとされています。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「天皇は、国⺠の象徴と⾔われており、天皇の
⾏動は国⺠の意思を表わすとされています。 」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
天皇は、国⺠の象徴であると⽇本国憲法で決められています。国⺠の象徴とは、
天皇の⾏動は国⺠の意思を表すということです。天皇をはじめ、天皇の⼀族は
⽇本国⺠にとって⼤切な存在です。天皇や、天皇の妻である皇后だけではなく、
皇族と呼ばれる天皇の⼀族の⽅々は国の仕事で⽇本のいろいろな場所へ⾏き、
⼈々の健康と平和を祈っているのです。
また、海外の国王やその⼀族との交流を
通じ、国と国の関係を良くするというのも
天皇の重要な役割です。

それでは、解説をします。
天皇は、国⺠の象徴であると⽇本国憲法で決められています。国
⺠の象徴とは、天皇の⾏動は国⺠の意思を表すということです。
天皇をはじめ、天皇の⼀族は⽇本国⺠にとって⼤切な存在です。
天皇や、天皇の妻である皇后だけではなく、皇族と呼ばれる天皇
の⼀族の⽅々は国の仕事で⽇本のいろいろな場所へ⾏き、⼈々の
健康と平和を祈っているのです。
また、海外の国王やその⼀族との交流を通じ、国と国の関係を良
くするというのも天皇の重要な役割です。

問 題

解 答

〇

2019年5⽉1⽇に 新しい天皇が誕⽣し、皇太⼦妃
であった妻の雅⼦さまが皇后になりました。

２問⽬問題は、「2019年5⽉1⽇に 新しい天皇が誕⽣し、皇太⼦
妃であった妻の雅⼦さまが皇后になりました。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
それまでの皇太⼦が新しい天皇陛下となり、前の天皇陛下は、上皇という

役職に変わりました。「皇太⼦」というのは、次に天皇陛下になる、天皇陛
下の息⼦のことです。天皇陛下の息⼦が2⼈以上いる場合は、⼀番上の⻑男が
「皇太⼦」となります。また、現在の天皇陛下の妻である雅⼦さまは皇太⼦
妃から皇后になられました。
本来は、その時の天皇陛下が亡くなると新しい天皇に変わりますが、前の天
皇陛下つまり、現在の上皇さまの意思により、
⽣きている間に天皇をお辞めになる⽣前退位と
呼ばれる⽅法で天皇の交代が実現しました。

それでは解説をします。
それまでの皇太⼦が新しい天皇陛下となり、前の天皇陛下は、上
皇という役職に変わりました。「皇太⼦」というのは、次に天皇
陛下になる、天皇陛下の息⼦のことです。天皇陛下の息⼦が2⼈
以上いる場合は、⼀番上の⻑男が「皇太⼦」となります。また、
現在の天皇陛下の妻である雅⼦さまは皇太⼦妃から皇后になられ
ました。
本来は、その時の天皇陛下が亡くなると新しい天皇に変わります
が、前の天皇陛下つまり、現在の上皇さまの意思により、⽣きて
いる間に天皇をお辞めになる⽣前退位と呼ばれる⽅法で天皇の交
代が実現しました。
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問 題

解 答

×

2019年5⽉1⽇に「平成」から「昭和」という元
号になりました。

３問⽬問題は、「2019年5⽉1⽇に「平成」から「昭和」という
元号になりました。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
「平成」から「令和」へと元号の名前も変わりました。元号とは、時代を

表す名前のことです。「令和」という⾔葉は、⽇本の昔の歌を集めた「万葉
集」というものから選ばれたものです。「令」には「よい」という意味があ
り、「和」には「なごやか、おだやか」という意味があるので、争いや、⼤
きな地震や台⾵などの災害がなく穏やかな時代になってほしいという願いが
込められています。

それでは解説をします。
「平成」から「令和」へと元号の名前も変わりました。元号とは、
時代を表す名前のことです。「令和」という⾔葉は、⽇本の昔の
歌を集めた「万葉集」というものから選ばれたものです。「令」
には「よい」という意味があり、「和」には「なごやか、おだや
か」という意味があるので、争いや、⼤きな地震や台⾵などの災
害がなく穏やかな時代になってほしいという願いが込められてい
ます。

⽇本の⾃然と信仰

〜信仰・精神〜

-美意識-
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

しんこう せいしん

びいしき

⽇本の⾃然と信仰
信仰・精神
美意識の解答・解説です。

⽇本⼈の美意識を表す⾔葉には「⾵情」「⾵
流」「わび」「さび」などがあります。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「⽇本⼈の美意識を表す⾔葉には「⾵情」「⾵
流」「わび」「さび」などがあります。 」でした。
≪※≫正解は、〇です。

178



解 説
⽇本の美意識を理解する上で重要なことばは、「⾵情」「⾵流」「わび」「さ
び」です。「⾵情」とは、⾃然やものなどが出している美しい雰囲気を表す⾔
葉です。「京都の街並みは⾵情がある」というように使います。雰囲気が良い
と感じるときに使われる⾔葉です。
「⾵流」とは、⼈に注⽬されるように明るく美しく飾ってあることを表します。
上品な雰囲気を持っている⼈やものに対して使われる⾔葉で、例えば、「⾵流
な⼈」「⾵流な景⾊」というように使われます。
「わび」「さび」とは、主に静かで飾られていない
ことを意味します。「⾵流」とは反対のイメージを
持った⾔葉ですが、時間が経って古くなったものや
さびしい様⼦になったものに対しても美しさを感じ
る⼼を表しているのです。

それでは、解説をします。
⽇本の美意識を理解する上で重要なことばは、「⾵情」「⾵流」
「わび」「さび」です。「⾵情」とは、⾃然やものなどが出して
いる美しい雰囲気を表す⾔葉です。「京都の街並みは⾵情があ
る」というように使います。雰囲気が良いと感じるときに使われ
る⾔葉です。
「⾵流」とは、⼈に注⽬されるように明るく美しく飾ってあるこ
とを表します。上品な雰囲気を持っている⼈やものに対して使わ
れる⾔葉で、例えば、「⾵流な⼈」「⾵流な景⾊」というように
使われます。
「わび」「さび」とは、主に静かで飾られていないことを意味し
ます。「⾵流」とは反対のイメージを持った⾔葉ですが、時間が
経って古くなったものやさびしい様⼦になったものに対しても美
しさを感じる⼼を表しているのです。

問 題

解 答

×

3つの季節がはっきりとしているので、季節ごと
の⾃然が出している雰囲気に美しさを感じます。

２問⽬問題は、「3つの季節がはっきりとしているので、季節ご
との⾃然が出している雰囲気に美しさを感じます。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
４つの季節がはっきりとしているので、⽇本⼈は季節の変化をすぐに感じ

ます。季節ごとの⾃然が出している雰囲気に美しさを感じます。そして、そ
の季節を感じられる場所に旅⾏に⾏くなど、季節に合った⾵景や料理を楽し
みます。

それでは解説をします。
４つの季節がはっきりとしているので、⽇本⼈は季節の変化をす
ぐに感じます。季節ごとの⾃然が出している雰囲気に美しさを感
じます。そして、その季節を感じられる場所に旅⾏に⾏くなど、
季節に合った⾵景や料理を楽しみます。

⽇本の⾃然と信仰

〜地理〜

-⾃然環境 -
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

ち り

しぜん かんきょう

⽇本の⾃然と信仰
地理
⾃然環境の解答・解説です。
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⽇本の⼟地の2分の1は⼭です。

問 題

解 答

×

１問⽬の問題は、「⽇本の⼟地の2分の1は⼭です。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本は多くの⼭に囲まれた形をしていて、国の⼟地の４分の３が⼭です。⼭の
呼び⽅には種類があります。⼭が多い地域・⼭が集まっている地域を「⼭地」、
⼭が列になって⻑く並んでいる形を「⼭脈」、⼭地や⼭脈よりは低いけれど周
りの⼟地より⾼くなっている⼟地を「⾼地」と⾔います。

それでは、解説をします。
⽇本は多くの⼭に囲まれた形をしていて、国の⼟地の４分の３が
⼭です。⼭の呼び⽅には種類があります。⼭が多い地域・⼭が集
まっている地域を「⼭地」、⼭が列になって⻑く並んでいる形を
「⼭脈」、⼭地や⼭脈よりは低いけれど周りの⼟地より⾼くなっ
ている⼟地を「⾼地」と⾔います。

問 題

解 答

〇

⽇本には⽕⼭があり、世界最⼤級のカルデラを
持つ阿蘇⼭が有名です。

２問⽬問題は、「⽇本には⽕⼭があり、世界最⼤級のカルデラを
持つ阿蘇⼭が有名です。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本には⽕⼭も存在します。過去1万年以内に噴⽕したことがある⽕⼭を活

⽕⼭と⾔い、⽇本にも活⽕⼭があります。熊本県にある阿蘇⼭には、世界で
⼀番⼤きなカルデラがあります。カルデラとは、⽕⼭活動によってできた⼤
きなへこんでいる⼟地のことです。ほかに、世界的に有名な富⼠⼭も活⽕⼭
です。このように、⽇本の⼈々は⼭に囲まれた⼟地で⽣活していることが分
かります。

それでは解説をします。
⽇本には⽕⼭も存在します。過去1万年以内に噴⽕したことがあ
る⽕⼭を活⽕⼭と⾔い、⽇本にも活⽕⼭があります。熊本県にあ
る阿蘇⼭には、世界で⼀番⼤きなカルデラがあります。カルデラ
とは、⽕⼭活動によってできた⼤きなへこんでいる⼟地のことで
す。ほかに、世界的に有名な富⼠⼭も活⽕⼭です。このように、
⽇本の⼈々は⼭に囲まれた⼟地で⽣活していることが分かります。
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問 題

解 答

×

⽇本最⼤の平野は、東京平野です。

３問⽬問題は、「⽇本最⼤の平野は、東京平野です。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本最⼤の関東平野は約1万7000㎢あり、東京とその周辺を合わせた1都6

県に広がっています。
⽇本は昔から、このような⾃然の形と⼀緒に⽣きながら発展してきました。

それでは解説をします。
⽇本最⼤の関東平野は約1万7000㎢あり、東京とその周辺を合わ
せた1都6県に広がっています。
⽇本は昔から、このような⾃然の形と⼀緒に⽣きながら発展して
きました。

⽇本の⾃然と信仰

〜地理〜

-⼈⼝-
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

ち り

じんこう

⽇本の⾃然と信仰
地理
⼈⼝の解答・解説です。

⽇本の⼈⼝は、約1億2615万⼈。（2019年9⽉、
総務省発表）

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「⽇本の⼈⼝は、約1億2615万⼈。（2019年9
⽉、総務省発表）」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
⽇本の⼈⼝は約1億2600万⼈です。100年以上前の1910年は約5100万⼈でし
たが、100年近くの間に2倍以上の⼈⼝になりました。それは、⾚ちゃんの⽣
まれた数が⼀時的にとても増えることを表す「ベビーブーム」が2回あったこ
とが理由です。1945年に戦争が終わり、1940年代後半に起きた第⼀次ベビー
ブームと、⾼度経済成⻑期という経済が成⻑した期間の第⼆次ベビーブームは
⽇本の⼈⼝増加に⼤きな影響を与えました。
第⼀次ベビーブームでは年間約270万⼈、
第⼆次ベビーブームでは年間約200万⼈が
⽣まれました。

それでは、解説をします。
⽇本の⼈⼝は約1億2600万⼈です。100年以上前の1910年は約
5100万⼈でしたが、100年近くの間に2倍以上の⼈⼝になりまし
た。それは、⾚ちゃんの⽣まれた数が⼀時的にとても増えること
を表す「ベビーブーム」が2回あったことが理由です。1945年に
戦争が終わり、1940年代後半に起きた第⼀次ベビーブームと、
⾼度経済成⻑期という経済が成⻑した期間の第⼆次ベビーブーム
は⽇本の⼈⼝増加に⼤きな影響を与えました。
第⼀次ベビーブームでは年間約270万⼈、第⼆次ベビーブームで
は年間約200万⼈が⽣まれました。

問 題

解 答

〇

在留外国⼈の数は、合計282万9,416⼈。（2019年
6⽉、法務省発表）

２問⽬問題は、「在留外国⼈の数は、合計282万9,416⼈。
（2019年6⽉、法務省発表）」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
2019年6⽉に発表された国の発表によると、在留外国⼈の数は全部で282万

9,416⼈です。⽇本にいる在留外国⼈は200近い国と地域から来ています。中
国、韓国、ベトナム、フィリピンなどの、アジアの国々からやって来る外国
⼈が多いです。今後も在留外国⼈の数は増え続けるでしょう。

にほん はたら がいこくじんろうどうしゃ

⽇本で働く外国⼈労働者 りゅうがくせい

留 学 ⽣

それでは解説をします。
2019年6⽉に発表された国の発表によると、在留外国⼈の数は全
部で282万9,416⼈です。⽇本にいる在留外国⼈は200近い国と地
域から来ています。中国、韓国、ベトナム、フィリピンなどの、
アジアの国々からやって来る外国⼈が多いです。今後も在留外国
⼈の数は増え続けるでしょう。

問 題

解 答

×

⽇本の⼈⼝は毎年増えていますが、在留外国⼈
の数は減っています。

３問⽬問題は、「⽇本の⼈⼝は毎年増えていますが、在留外国⼈
の数は減っています。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
⽇本全体の⼈⼝は毎年減っている⼀⽅で、最近では、⽇本に住んでいる外

国⼈の数が増えています。⽇本の⼈⼝が減っていることや⽇本が国際社会の
中で発展していく上で、今後、外国⼈の皆さんの⼒はさらに必要なものと
なっていくでしょう。

それでは解説をします。
⽇本全体の⼈⼝は毎年減っている⼀⽅で、最近では、⽇本に住ん
でいる外国⼈の数が増えています。⽇本の⼈⼝が減っていること
や⽇本が国際社会の中で発展していく上で、今後、外国⼈の皆さ
んの⼒はさらに必要なものとなっていくでしょう。

⽇本の⾃然と信仰

〜地理〜

-⾯積-
解答・解説

に ほん し ぜん しん こう

ち り

めんせき

⽇本の⾃然と信仰
地理
⾯積の解答・解説です。

⽇本は「1道1都2府43県」の57都道府県から構成。

問 題

解 答

×

１問⽬の問題は、「⽇本は「1道1都2府43県」の57都道府県から
構成。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本は「1道1都2府43県」の47都道府県から構成されています。1道は、北海
道です。１都は東京都、２府は⼤阪府と京都府です。そして、それ以外の43
は神奈川県や福岡県など県で表します。

それでは、解説をします。
⽇本は「1道1都2府43県」の47都道府県から構成されています。
1道は、北海道です。１都は東京都、２府は⼤阪府と京都府です。
そして、それ以外の43は神奈川県や福岡県など県で表します。
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問 題

解 答

〇

⽇本の⾯積は37万7,975㎢です。世界で61番⽬の
⼤きさです。

２問⽬問題は、「⽇本の⾯積は37万7,975㎢です。世界で61番⽬
の⼤きさです。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本の⾯積は約37万7975㎢で、東アジアで最⼤の⼤きさです。世界のすべ

ての陸の⾯積（約1億4894万㎢）に対する割合は約0.25％しかありませんが、
国際連合に⼊っている約200ヶ国の中で61番⽬なので、⽐較的広い⾯積と⾔
えます。
⽇本は島国と⾔われています。島国とは、周りが海で囲まれていて、他の国
とつながっていない国のことです。

それでは解説をします。
⽇本の⾯積は約37万7975㎢で、東アジアで最⼤の⼤きさです。
世界のすべての陸の⾯積（約1億4894万㎢）に対する割合は約
0.25％しかありませんが、国際連合に⼊っている約200ヶ国の中
で61番⽬なので、⽐較的広い⾯積と⾔えます。
⽇本は島国と⾔われています。島国とは、周りが海で囲まれてい
て、他の国とつながっていない国のことです。

問 題

解 答

〇

主に北海道、本州、四国、九州、沖縄の島から
構成されています。

３問⽬問題は、「主に北海道、本州、四国、九州、沖縄の島から
構成されています。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
主に、北海道、本州、四国、九州、沖縄といった5つの島から構成されてい

ますが、その中で⼀番⼤きいのが本州です。本州は、東北地⽅から中国地⽅
までつながっている島で、本州の⾯積は約22万8,000㎢あり、これは世界中
の島の中では7番⽬の⼤きさです。これら5つ以外にも、⽇本には⼩さな島が
たくさんあり、⽇本を構成する島の数は全部で6,852とされています。
⼈が住んでいる島だけでも⽇本には300以上あると発表されています。

それでは解説をします。
主に、北海道、本州、四国、九州、沖縄といった5つの島から構
成されていますが、その中で⼀番⼤きいのが本州です。本州は、
東北地⽅から中国地⽅までつながっている島で、本州の⾯積は約
22万8,000㎢あり、これは世界中の島の中では7番⽬の⼤きさです。
これら5つ以外にも、⽇本には⼩さな島がたくさんあり、⽇本を
構成する島の数は全部で6,852とされています。
⼈が住んでいる島だけでも⽇本には300以上あると発表されてい
ます。
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⽇本の⽂化と技術

〜科学〜

-ノーベル賞（物理・化学・医学） ‒
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

かがく

しょう ぶつり かがく いがく

⽇本の⽂化と技術
科学
ノーベル賞（物理・化学・医学）の解答・解説です。

科学分野において、⽇本で最初にノーベル賞を
もらったのは⽥中耕⼀です。

問 題

解 答
×

１問⽬の問題は、「科学分野において、⽇本で最初にノーベル賞
をもらったのは⽥中耕⼀です。
」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本⼈で最初にノーベル賞をもらった⼈は湯川秀樹という⼈です。1949年、
ノーベル物理学賞をもらいました。
⽥中耕⼀さんは、2002年にタンパク質の研究においてノーベル化学賞を受賞
しております。

それでは、解説をします。
⽇本⼈で最初にノーベル賞をもらった⼈は湯川秀樹という⼈で
す。1949年、ノーベル物理学賞をもらいました。
⽥中耕⼀さんは、2002年にタンパク質の研究においてノーベル化学
賞を受賞しております。

⽇本では2019年までに、9⼈の物理学賞、8

⼈の化学賞、5⼈の⽣理学・医学賞をもらっ
た⼈がいます。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「⽇本では2019年までに、9⼈の物理学賞、
8⼈の化学賞、5⼈の⽣理学・医学賞をもらった⼈がいま
す。 」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
これまでに⽇本⽣まれ・⽇本国籍でノーベル賞をもらった⼈は、物

理学賞9⼈、化学賞8⼈、⽣理学・医学賞5⼈となっています。⽇本⽣
まれで外国籍の⼈も加えると、物理学賞は11⼈、化学賞は10⼈になり
ます。⽇本では化学や医学分野の研究が進んでいて、最近ではこのよ
うな賞をもらう⽇本⼈が増えています。

それでは解説をします。
これまでに⽇本⽣まれ・⽇本国籍でノーベル賞をもらった⼈は、
物理学賞9⼈、化学賞8⼈、⽣理学・医学賞5⼈となっています。
⽇本⽣まれで外国籍の⼈も加えると、物理学賞は11⼈、化学賞
は10⼈になります。⽇本では化学や医学分野の研究が進んでい
て、最近ではこのような賞をもらう⽇本⼈が増えています。

⽇本の⽂化と技術

〜科学〜

-⼯業製品（⾃動⾞・家電・ロボット）-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

かがく

こうぎょうせいひん じ どう しゃ か でん

⽇本の⽂化と技術
科学
⼯業製品（⾃ 動 ⾞・家 電・ロボット）の解答・解説です。

トヨタ、ホンダ、⽇産など⽇本の⾃動⾞の会社
は世界で有名です。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「トヨタ、ホンダ、⽇産など⽇本の⾃動⾞の会
社は世界で有名です。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
まずは、⾃動⾞について⾒ていきます。世界で知られる⽇本の⾃動⾞の会社、
トヨタ、ホンダ、⽇産などを中⼼に、⽇本は⾃動⾞⽣産が多い国です。
⽇本国内での⽣産台数は毎年1000万台を超え、⽇本の企業による海外での⽣
産台数も2017年には1000万台を超えたため、国内と海外で年間2000万台以上
の⾃動⾞が⽣産されています。
世界では年間6000万台以上の⾞が⽣産されているので、⽇本の企業だけで世
界の1/3を⽣産していることになります。

それでは、解説をします。
まずは、⾃動⾞について⾒ていきます。世界で知られる⽇本の
⾃動⾞の会社、トヨタ、ホンダ、⽇産などを中⼼に、⽇本は⾃
動⾞⽣産が多い国です。
⽇本国内での⽣産台数は毎年1000万台を超え、⽇本の企業によ
る海外での⽣産台数も2017年には1000万台を超えたため、国
内と海外で年間2000万台以上の⾃動⾞が⽣産されています。
世界では年間6000万台以上の⾞が⽣産されているので、⽇本の
企業だけで世界の1/3を⽣産していることになります。
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電⼦レンジやテレビ、エアコンなどの家庭⽤
電気機械器具を家電と⾔い、⽇本では⽇⽴、
ソニー、パナソニック、トヨタの４つの会社
が有名です。

問 題

解 答

×

２問⽬の問題は、「電⼦レンジやテレビ、エアコンなどの家庭
⽤電気機械器具を家電と⾔い、⽇本では⽇⽴、ソニー、パナソ
ニック、トヨタの４つの会社が有名です。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇⽴、ソニー、パナソニック、3社はみな、薄い型のテレビを作って

いますが、2017年1⽉〜3⽉にソニーが世界のテレビの39％を占めてい
て、世界トップになりました。⽇本は電⼦部品の製造を得意としてい
るので、⽇本の家電製品は品質が良いのです。

それでは解説をします。
⽇⽴、ソニー、パナソニック、3社はみな、薄い型のテレビを
作っていますが、2017年1⽉〜3⽉にソニーが世界のテレビの
39％を占めていて、世界トップになりました。⽇本は電⼦部品
の製造を得意としているので、⽇本の家電製品は品質が良いの
です。

⼈⼯衛星・AIが⼊っているロボットが作られ、い
ろいろな職業や会社に役に⽴つロボットや家 庭
⽤ロボットも作られています。

問 題

解 答
×

３問⽬の問題は、「⼈⼯衛星・AIが⼊っているロボットが作られ、
いろいろな職業や会社に役に⽴つロボットや家 庭⽤ロボットも作ら
れています。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本はロボットを作ることも得意としていて、⼯業や農業で使われ

る産業ロボットもたくさん作られています。
⼈⼯知能・AIが⼊っているロボットも作られており、⼈⼯知能ロボッ
トが活躍し始めています。飲⾷店やホテルなど様々な企業でAIロボッ
トが使われています。例えば、⽇本には、ロボットが受付で仕事をし
ているホテルもあります。

それでは解説をします。
⽇本はロボットを作ることも得意としていて、⼯業や農業で使
われる産業ロボットもたくさん作られています。
⼈⼯知能・AIが⼊っているロボットも作られており、⼈⼯知能
ロボットが活躍し始めています。飲⾷店やホテルなど様々な企
業でAIロボットが使われています。例えば、⽇本には、ロボッ
トが受付で仕事をしているホテルもあります。
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⽇本の⽂化と技術

〜現代⽂化 〜

-アニメ-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

げんだい ぶんか

⽇本の⽂化と技術
現代⽂化
アニメの解答・解説です。

まんががアニメになることで作品が更に広く知
られ、まんがとアニメは遠い関係です。

問 題

解 答
×

１問⽬の問題は、「まんががアニメになることで作品が更に広
く知られ、まんがとアニメは遠い関係です。
」でした。
≪※≫正解は、×です。

⽇本の多くのアニメは⼈気マンガから作られることが多いです。まんがが⼈気
が出ることによってアニメが作られ、⼈気がもっと広がるので、マンガとアニ
メは離せない関係です。

外国でも⽇本のアニメがたくさん放送されていて、現在では70か国以上で
放送されているといわれています。ドラえもんやDORAGON BALLといった
世界的に有名な作品のアニメは、⾒たことがある⼈も多いのではないでしょう
か。最近では、「⻤滅の刃」が世界的にもヒットしました。
しかし、近年⼈気があるアニメの作品が会社の許可
なくウェブサイトや動画配信サービスにアップロー
ドされていることが増えてきています。これは、⽇
本では犯罪になります。⽇本のアニメの⽂化が広ま
ることは⾮常に喜ばしいことですが、ルールは守る
ことが⼤切です。

解 説

それでは、解説をします。
⽇本の多くのアニメは⼈気マンガから作られることが多いです。
まんがが⼈気が出ることによってアニメが作られ、⼈気がもっ
と広がるので、マンガとアニメは離せない関係です。

外国でも⽇本のアニメがたくさん放送されていて、現在では
70か国以上で放送されているといわれています。ドラえもんや
DORAGON BALLといった世界的に有名な作品のアニメは、⾒
たことがある⼈も多いのではないでしょうか。最近では、「⻤
滅の刃」が世界的にもヒットしました。
しかし、近年⼈気があるアニメの作品が会社の許可なくウェブ
サイトや動画配信サービスにアップロードされていることが増
えてきています。これは、⽇本では犯罪になります。⽇本のア
ニメの⽂化が広まることは⾮常に喜ばしいことですが、ルール
は守ることが⼤切です。

まんが・アニメは海外に⽇本⽂化を伝える役
割も持っています。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「まんが・アニメは海外に⽇本⽂化を伝える役
割も持っています。 」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
アニメを通して⽇本⽂化を学ぶ外国⼈も多く、⽇本⽂化を伝えるの

に役⽴っているという良い⾯があります。また、アニメを⾒て⽇本語
を勉強しているという外国⼈も多くいます。マンガもアニメも⽇本の
主要な⽂化の⼀つと⾔えます。

それでは解説をします。
アニメを通して⽇本⽂化を学ぶ外国⼈も多く、⽇本⽂化を伝え
るのに役⽴っているという良い⾯があります。また、アニメを
⾒て⽇本語を勉強しているという外国⼈も多くいます。マンガ
もアニメも⽇本の主要な⽂化の⼀つと⾔えます。

⽇本の⽂化と技術

〜現代⽂化 〜

- ゲーム -
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

げんだい ぶんか

⽇本の⽂化と技術
現代⽂化
ゲームの解答・解説です。

Play Station、Nintendo SWITCHなど世界中で遊ば
れているゲームの機械は⽇本の企業が開発しま
した。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「Play Station、Nintendo SWITCHなど世界中
で遊ばれているゲームの機械は⽇本の企業が開発しました。」でし
た。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本では、ゲームもマンガやアニメと同じように⼈気があります。ソニーが開
発したPlay Stationや、任天堂が開発したNintendo Switchといったゲームの
機械が⽇本のものであるということを知っている⽅も多いと思いますが、これ
らは世界中で遊ばれています。

それでは、解説をします。
⽇本では、ゲームもマンガやアニメと同じように⼈気がありま
す。ソニーが開発したPlay Stationや、任天堂が開発した
Nintendo Switchといったゲームの機械が⽇本のものであると
いうことを知っている⽅も多いと思いますが、これらは世界中
で遊ばれています。
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スマートフォンアプリやPC向けゲームも⼈
気があり、ポケモンGETは世界中で 遊ばれて
います。

問 題

解 答

×

２問⽬の問題は、「スマートフォンアプリやPC向けゲームも⼈気
があり、ポケモンGETは世界中で 遊ばれています。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
スマートフォン向けゲームアプリも最近では国内で⼈気が出てきて

いますスマートフォン向けのゲームアプリでは、韓国や中国のアプリ
が世界的にヒットしています。それでも⽇本の「ポケモンGO」はとて
も⼈気がでました。外国でもアプリがダウンロードされ、利⽤してい
る⼈々が世界中にいます。

それでは解説をします。
スマートフォン向けゲームアプリも最近では国内で⼈気が出て
きていますスマートフォン向けのゲームアプリでは、韓国や中
国のアプリが世界的にヒットしています。それでも⽇本の「ポ
ケモンGO」はとても⼈気がでました。外国でもアプリがダウ
ンロードされ、利⽤している⼈々が世界中にいます。

⽇本の⽂化と技術

〜現代⽂化 〜

-スポーツ-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

げんだい ぶんか

⽇本の⽂化と技術
現代⽂化
スポーツの解答・解説です。

⽇本のスポーツとしてイメージされているもの
には、ボクシングや柔道があります。

問 題

解 答
×

１問⽬の問題は、「⽇本のスポーツとしてイメージされているも
のには、ボクシングや柔道があります。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
⽇本で⽣まれたスポーツとして相撲や柔道を思い浮かべる⽅が多いと思います。
⽇本では、相撲や柔道はスポーツとしてではなく、国の競技という意味で「国
技」と考えます。国技とは、国技は、国の固有あるいは伝統的な技芸や競技を
表します。オリンピックで⾏われる柔道は、観ている⼈が⾯⽩くて、わかりや
すいようにするためにルールが変更されています。ですから、⽇本⼈の中では
⽇本の伝統的な柔道とは別の競技と考える⼈が多いです。

それでは、解説をします。
⽇本で⽣まれたスポーツとして相撲や柔道を思い浮かべる⽅が
多いと思います。⽇本では、相撲や柔道はスポーツとしてでは
なく、国の競技という意味で「国技」と考えます。国技とは、
国技は、国の固有あるいは伝統的な技芸や競技を表します。オ
リンピックで⾏われる柔道は、観ている⼈が⾯⽩くて、わかり
やすいようにするためにルールが変更されています。ですから、
⽇本⼈の中では⽇本の伝統的な柔道とは別の競技と考える⼈が
多いです。

⽇本では野球の⼈気が⾮常に⾼いです。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「⽇本では野球の⼈気が⾮常に⾼いです。」
でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本では野球が⼤変⼈気です。プロ野球の試合は毎回多くの⼈々が

観に来ています。「侍ジャパン」と呼ばれる⽇本代表チームは、オリ
ンピックやWBSCなど国際⼤会でも優勝したりメダルを獲るなど強い
チームとして活躍しています。

それでは解説をします。
⽇本では野球が⼤変⼈気です。プロ野球の試合は毎回多くの
⼈々が観に来ています。「侍ジャパン」と呼ばれる⽇本代表
チームは、オリンピックやWBSCなど国際⼤会でも優勝したり
メダルを獲るなど強いチームとして活躍しています。

フィギュアスケートでは、オリンピックでメダ
ルを獲得することが多く、⼈気があります。

問 題

解 答
〇

３問⽬の問題は、「フィギュアスケートでは、オリンピックでメ
ダルを獲得することが多く、⼈気があります。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

191



解 説
特にフィギュアスケートは注⽬されています。⽇本だけではなく世

界中で有名な⽻⽣結弦選⼿は、ソチオリンピックと平昌オリンピック
の⼆⼤会連続で⾦メダルを獲りました。また、平昌オリンピックで銀
メダルを獲った宇野昌磨選⼿も活躍しています。⼥⼦選⼿では、引退
した浅⽥真央さんが有名です。⽇本では冬に観るスポーツといえば
フィギュアスケートの⼈気が⾼く、⾮常にたくさんの⼈々が注⽬しま
す。

それでは解説をします。
特にフィギュアスケートは注⽬されています。⽇本だけではな
く世界中で有名な⽻⽣結弦選⼿は、ソチオリンピックと平昌オ
リンピックの⼆⼤会連続で⾦メダルを獲りました。また、平昌
オリンピックで銀メダルを獲った宇野昌磨選⼿も活躍していま
す。⼥⼦選⼿では、引退した浅⽥真央さんが有名です。⽇本で
は冬に観るスポーツといえばフィギュアスケートの⼈気が⾼く、
⾮常にたくさんの⼈々が注⽬します。

⽇本の⽂化と技術

〜現代⽂化 〜

-ファッション-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

げんだい ぶんか

⽇本の⽂化と技術
現代⽂化
ファッションの解答・解説です。

⽇本の伝統的な服装はスーツです。

問 題

解 答
×

１問⽬の問題は、「⽇本の伝統的な服装はスーツです。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本の伝統的な服装は、着物です。現在では、⽇常的に着ている⼈は少なく、
特別なときにしか着ないという⼈が多いです。特別なときというのは、結婚式、
成⼈式、⼊園・⼊学式などです。

それでは、解説をします。
⽇本の伝統的な服装は、着物です。現在では、⽇常的に着てい
る⼈は少なく、特別なときにしか着ないという⼈が多いです。
特別なときというのは、結婚式、成⼈式、⼊園・⼊学式などで
す。
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原宿で⽣まれるファッション（服装）は、
「⽵の⼦族」といいます。

問 題

解 答

×

２問⽬の問題は、「原宿で⽣まれるファッション（服装）は、
「⽵の⼦族」といいます。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
東京の原宿で⽣まれるファッション⽂化の⼀つに、「原宿系」とい

うものがあります。
⽇本の歌⼿の影響で、ヨーロッパなど世界に知られるようになりまし
たが、独特なファッションが多く、はっきりとした⾊が使われている
ことが多いです。

そうしたファッションは「原宿系」と⾔われ、それに憧れて原宿に
来る外国⼈観光客もいます。洋服に限らず、原宿でははっきりとした
⾊が使われているものが多く⾒られるのが特徴です。
原宿系ファッションのことを「KAWAII
(カワイイ)」と⾔われることがあります。
海外の⽇本が好きな⼈々にも「KAWAII」
は通じる⾔葉になっています。

それでは解説をします。
東京の原宿で⽣まれるファッション⽂化の⼀つに、「原宿系」
というものがあります。
⽇本の歌⼿の影響で、ヨーロッパなど世界に知られるようにな
りましたが、独特なファッションが多く、はっきりとした⾊が
使われていることが多いです。

そうしたファッションは「原宿系」と⾔われ、それに憧れて
原宿に来る外国⼈観光客もいます。洋服に限らず、原宿では
はっきりとした⾊が使われているものが多く⾒られるのが特徴
です。原宿系ファッションのことを「KAWAII(カワイイ)」と
⾔われることがあります。海外の⽇本が好きな⼈々にも
「KAWAII」は通じる⾔葉になっています。

フランス⼈形のような「ロリータファッショ
ン」も⽇本で⽣まれました。

問 題

解 答
〇

３問⽬の問題は、「フランス⼈形のような「ロリータファッショ
ン」も⽇本で⽣まれました。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
「ロリータファッション」も⽇本で⽣まれた⽂化です。フランス⼈

形のようなファッションが特徴的です。海外の⼈がこれを⾒て「カワ
イイ」と思い、真似をしている⼈もいます。こうしたファッションは
主に⼥性向けですが、独特なファッション⽂化が海外でも認められて
いることが分かります。

それでは解説をします。
「ロリータファッション」も⽇本で⽣まれた⽂化です。フラン
ス⼈形のようなファッションが特徴的です。海外の⼈がこれを
⾒て「カワイイ」と思い、真似をしている⼈もいます。こうし
たファッションは主に⼥性向けですが、独特なファッション⽂
化が海外でも認められていることが分かります。
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⽇本の⽂化と技術

〜現代⽂化 〜

-まんが-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

げんだい ぶんか

⽇本の⽂化と技術
現代⽂化
まんがの解答・解説です。

ONE PIECE、DRAGON BALL、NARUTO、進撃の巨⼈、
鋼の錬⾦術師、 DEATH NOTEなど多くのまんがが
世界中で読まれています。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「ONE PIECE、DRAGON BALL、NARUTO、
進撃の巨⼈、鋼の錬⾦術師、 DEATH NOTEなど多くのまんが
が世界中で読まれています。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

⽇本では、⼦どもから⼤⼈までマンガを読み、年齢や性別に関係なく⼈気があ
ります。また、世界からも⾼く評価され、⼈気があります。知っている⽅も多
いと思いますが、ONE PIECE、DRAGON BALL、NARUTOなどはとても有
名です。特に、ONE PIECEは⽇本だけでなく外国でも⼈気があり、これまで
3億4500万部発⾏されているそうです。

解 説

それでは、解説をします。
⽇本では、⼦どもから⼤⼈までマンガを読み、年齢や性別に関
係なく⼈気があります。また、世界からも⾼く評価され、⼈気
があります。知っている⽅も多いと思いますが、ONE PIECE、
DRAGON BALL、NARUTOなどはとても有名です。特に、
ONE PIECEは⽇本だけでなく外国でも⼈気があり、これまで3
億4500万部発⾏されているそうです。

細かい絵や内容の⾯⽩さが⼈気の理由と⾔わ
れています。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「細かい絵や内容の⾯⽩さが⼈気の理由と⾔わ
れています。 」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
⽇本のマンガが⼈気の理由は、細かい絵、キャラクターの表情が豊

かに描かれていること、⼩説のような内容の⾯⽩さなどがあるといわ
れています。外国では、⽇本のマンガフェスティバルが開催され、ま
んがに登場するキャラクターの格好をした、多くのコスプレイヤーが
集まるほど⼈気があります。

それでは解説をします。
⽇本のマンガが⼈気の理由は、細かい絵、キャラクターの表情
が豊かに描かれていること、⼩説のような内容の⾯⽩さなどが
あるといわれています。外国では、⽇本のマンガフェスティバ
ルが開催され、まんがに登場するキャラクターの格好をした、
多くのコスプレイヤーが集まるほど⼈気があります。

⽇本の⽂化と技術

〜伝統⽂化〜

-お祭り-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

でんとう ぶんか

まつ

⽇本の⽂化と技術
伝統⽂化
お祭りの解答・解説です。

お祭りは神社と深く関係していて、神様がいる
とされている神社ではその神社が中⼼となって
お祭りを⾏います。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「お祭りは神社と深く関係していて、神様が
いるとされている神社ではその神社が中⼼となってお祭りを⾏
います。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本のお祭りは神社と深い関係があります。神社は神様がいる場所と考えられ
ているため、お祭りは⼈間が神様を呼び出してお願いごとをするためのもので
あり、本来は宗教的な意味を持っています。

それでは、解説をします。
⽇本のお祭りは神社と深い関係があります。神社は神様がいる
場所と考えられているため、お祭りは⼈間が神様を呼び出して
お願いごとをするためのものであり、本来は宗教的な意味を
持っています。
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祇園祭、天神祭、神⽥祭は⽇本三⼤祭り
と⾔われていて有名です。

問 題

解 答

〇

２問⽬問題は、「祇園祭、天神祭、神⽥祭は⽇本三⼤祭りと⾔
われていて有名です。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
祇園祭、天神祭、神⽥祭は⽇本三⼤祭りと⾔われていて有名です。

祇園祭は京都の⼋坂神社のお祭りで、病気にならないように願って開催しま
す。
天神祭は⼤阪の天満宮で開催され、千年の歴史を持つ⽇本を代表するお祭り
です。
神⽥祭は東京の神⽥明神のお祭りで、江⼾時代に⽣まれました。

それでは解説をします。
祇園祭、天神祭、神⽥祭は⽇本三⼤祭りと⾔われていて有名で
す。
祇園祭は京都の⼋坂神社のお祭りで、病気にならないように
願って開催します。
天神祭は⼤阪の天満宮で開催され、千年の歴史を持つ⽇本を代
表するお祭りです。
神⽥祭は東京の神⽥明神のお祭りで、江⼾時代に⽣まれました。

⽇本の⽂化と技術

〜伝統⽂化〜

-芸事-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

でんとう ぶんか

げいごと

⽇本の⽂化と技術
伝統⽂化
芸事の解答・解説です。

⽇本の「芸事」には、歌、三味線、⽇本太⿎が
あります。

問 題

解 答

×

１問⽬の問題は、「⽇本の「芸事」には、歌、三味線、⽇本太
⿎があります。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
三味線や⽇本舞踊は⽇本の⽂化を感じることができる「芸事」です。芸事とい
うのは、⼈に⾒せたり聞かせて楽しませるものですが、昔からの形で伝えてい
く伝統的な⽂化です。

それでは、解説をします。
三味線や⽇本舞踊は⽇本の⽂化を感じることができる「芸事」
です。芸事というのは、⼈に⾒せたり聞かせて楽しませるもの
ですが、昔からの形で伝えていく伝統的な⽂化です。

芸事をよく学んだ⼥性として、舞妓とい
う⽂化があります。

問 題

解 答

〇

２問⽬問題は、「芸事をよく学んだ⼥性として、舞妓という⽂
化があります。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
芸事に関して残る⽂化として「舞妓」があります。舞妓とは、唄、踊り、

お囃⼦（⾳楽）、礼儀、作法などを学ぶ厳しい練習をして、お客様の前で⾒
せる仕事をしている⼥性のことです。約300年前の江⼾時代に、京都の⼋坂
神社周辺の東⼭というところで⽣まれたと⾔われています。⽇本の芸事の⽂
化を語る上で、舞妓の存在は重要です。⽇本の伝統⽂化や芸事を伝える役割
も持っています。

それでは解説をします。
芸事に関して残る⽂化として「舞妓」があります。舞妓とは、
唄、踊り、お囃⼦（⾳楽）、礼儀、作法などを学ぶ厳しい練習
をして、お客様の前で⾒せる仕事をしている⼥性のことです。
約300年前の江⼾時代に、京都の⼋坂神社周辺の東⼭というと
ころで⽣まれたと⾔われています。⽇本の芸事の⽂化を語る上
で、舞妓の存在は重要です。⽇本の伝統⽂化や芸事を伝える役
割も持っています。

⽇本の⽂化と技術

〜伝統⽂化〜

-伝統芸能-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

でんとう ぶんか

でんとうげいのう

⽇本の⽂化と技術
伝統⽂化
伝統芸能の解答・解説です。
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⽇本には数 百 年〜千 年 以 上 続く伝 統 芸 能が
あります。歌舞伎、能楽、⼈ 形浄瑠璃、落語、
⽇本舞踊などがあります。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「⽇本には数 百 年〜千 年 以 上 続く伝 統
芸 能がある。歌舞伎、能楽、⼈ 形浄瑠璃、落語、⽇本舞踊な
どがあります。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本の伝統芸能は、何世紀も前からずっと続いて現代に伝えられてきた⽂化で
す。伝統芸能はもともと、祭りなどで神様をお迎えするときに⾏うものだった
と⾔われています。現代では、芸術的な要素を持ち、⼈々が⾒たり聞いて楽し
むためのものとなっています。
伝統芸能とは、歌舞伎、能楽、⼈形浄瑠璃、落語、⽇本舞踊といったものです。

それでは、解説をします。
⽇本の伝統芸能は、何世紀も前からずっと続いて現代に伝えら
れてきた⽂化です。伝統芸能はもともと、祭りなどで神様をお
迎えするときに⾏うものだったと⾔われています。現代では、
芸術的な要素を持ち、⼈々が⾒たり聞いて楽しむためのものと
なっています。
伝統芸能とは、歌舞伎、能楽、⼈形浄瑠璃、落語、⽇本舞踊と
いったものです。

問 題

解 答

×

歌舞伎、能楽、⼈形浄瑠璃は2008年にユネスコ
世界遺産に決定しました。

２問⽬問題は、「歌舞伎、能楽、⼈形浄瑠璃は2008年にユネス
コ世界遺産に決定しました。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
歌舞伎、能楽、⼈形浄瑠璃の3つは国の重要無形⽂化財に登録されています。

無形⽂化財というのは、伝統⾳楽や伝統⼯芸の技術など、形がないもので、
歴史的、芸術的に価値が⾼いとされているもののことです。また、2008年に
ユネスコ無形⽂化遺産に決められたことで⽇本の伝統芸能の価値も⾼くなり
ました。近年では歌舞伎が海外でも⾏われるなど、外国の⼈々にも⽇本の伝
統芸能を体験してもらう機会が増えています。

それでは解説をします。
歌舞伎、能楽、⼈形浄瑠璃の3つは国の重要無形⽂化財に登録
されています。無形⽂化財というのは、伝統⾳楽や伝統⼯芸の
技術など、形がないもので、歴史的、芸術的に価値が⾼いとさ
れているもののことです。また、2008年にユネスコ無形⽂化遺
産に決められたことで⽇本の伝統芸能の価値も⾼くなりました。
近年では歌舞伎が海外でも⾏われるなど、外国の⼈々にも⽇本
の伝統芸能を体験してもらう機会が増えています。
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問 題

解 答

×

伝統芸能は、古典芸能と⼀般芸能に分けられま
す。

３問⽬問題は、「伝統芸能は、古典芸能と⼀般芸能に分けられ
ます。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
伝統芸能は古典芸能と⺠俗芸能の⼤きく2つに分けられます。古典芸能には

歌舞伎や能楽、落語、⽇本舞踊などがあり、専⾨家によるものです。こうし
たものは、チケット代⾦を⽀払って専⽤の劇場で⾒たり聞いたりことが多い
です。⼀⽅、⺠俗芸能はそれぞれの地⽅で⾏われているもので、アマチュア
の⼀般市⺠によるものです。それぞれの地⽅のお祭りのときなどに⾏われて
います。

それでは解説をします。
伝統芸能は古典芸能と⺠俗芸能の⼤きく2つに分けられます。
古典芸能には歌舞伎や能楽、落語、⽇本舞踊などがあり、専⾨
家によるものです。こうしたものは、チケット代⾦を⽀払って
専⽤の劇場で⾒たり聞いたりことが多いです。⼀⽅、⺠俗芸能
はそれぞれの地⽅で⾏われているもので、アマチュアの⼀般市
⺠によるものです。それぞれの地⽅のお祭りのときなどに⾏わ
れています。

⽇本の⽂化と技術

〜伝統⽂化〜

-武道-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

でんとう ぶんか

ぶどう

⽇本の⽂化と技術
伝統⽂化
武道の解答・解説です。

武道とは、「武⼠道」という武⼠の考え⽅から
⽣まれた⽇本のスポーツです。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「武道とは、「武⼠道」という武⼠の考え⽅
から⽣まれた⽇本のスポーツです。」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
武道は、⽇本で⽣まれたスポーツとして世界中に競技者がいます。元々は、武
⼠が⾃分の技術を上げるために⾏われていたものです。戦いが多かった江⼾時
代までは、⼈を殺したり⽀配するために技術を⾝につけることが⽬的でしたが
明治に⼊ると、時代の変化とともに武道は精神や体を強くするためのスポーツ
として広がりました。武道の種類としては、柔道、剣道、⼸道、相撲、空⼿道、
合気道、なぎなた、などがあります。

それでは、解説をします。
武道は、⽇本で⽣まれたスポーツとして世界中に競技者がいま
す。元々は、武⼠が⾃分の技術を上げるために⾏われていたも
のです。戦いが多かった江⼾時代までは、⼈を殺したり⽀配す
るために技術を⾝につけることが⽬的でしたが明治に⼊ると、
時代の変化とともに武道は精神や体を強くするためのスポーツ
として広がりました。
武道の種類としては、柔道、剣道、⼸道、相撲、空⼿道、合気
道、なぎなた、などがあります。

問 題

解 答

×

「神 技 体」：⼼＝⾃分の精神 技＝⾃分の技
体＝⾃分の⾝体

２問⽬問題は、「「神 技 体」：⼼＝⾃分の精神 技＝⾃分の
技 体＝⾃分の⾝体」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
現代では、武道には教育的な意味もあります。礼儀、強い⼼、感謝の気持

ち、道徳といった⽴派な⼈間をつくるのに必要なもの、主に精神的なものを
学ぶスポーツとされているのが特徴です。
「⼼技体 ⼀体となって」とよく表現されますが、⼼が伴わなければ勝つこ
とができないという考え⽅と深く関係しているのです。

それでは解説をします。
現代では、武道には教育的な意味もあります。礼儀、強い⼼、
感謝の気持ち、道徳といった⽴派な⼈間をつくるのに必要なも
の、主に精神的なものを学ぶスポーツとされているのが特徴で
す。
「⼼技体 ⼀体となって」とよく表現されますが、⼼が伴わな
ければ勝つことができないという考え⽅と深く関係しているの
です。

問 題

解 答

〇

海外では柔道の⼈気が⾼く、ブラジルでは競技
者の⼈⼝が約200万⼈います。 ⽇本より10倍多い
です。

３問⽬問題は、「海外では柔道の⼈気が⾼く、ブラジルでは競
技者の⼈⼝が約200万⼈います。 ⽇本より10倍多いです。」で
した。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
⽇本の武道は海外でも⼈気が⾼く世界中に競技者がいると話しましたが、

特に柔道は⼈気があり、ブラジルの競技者の⼈⼝はなんと200万⼈です。ブ
ラジルにはブラジルの国籍を持っている⽇本⼈、また、ずっとブラジルに住
んでいる⽇本⼈やその⼦供や孫が多く住んでいるため、⽇本⽂化が広く知ら
れています。

それでは解説をします。
⽇本の武道は海外でも⼈気が⾼く世界中に競技者がいると話し
ましたが、特に柔道は⼈気があり、ブラジルの競技者の⼈⼝は
なんと200万⼈です。ブラジルにはブラジルの国籍を持ってい
る⽇本⼈、また、ずっとブラジルに住んでいる⽇本⼈やその⼦
供や孫が多く住んでいるため、⽇本⽂化が広く知られています。

⽇本の⽂化と技術

〜伝統⽂化〜

-和⾷-
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

でんとう ぶんか

わしょく

⽇本の⽂化と技術
伝統⽂化
和⾷の解答・解説です。

和⾷は2013年にユネスコ無形⽂化遺産に決まり
ました。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「和⾷は2013年にユネスコ無形⽂化遺産に決
まりました。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
和⾷は2013年にユネスコ無形⽂化遺産に決められました。
その理由は、和⾷は季節ごとに収穫できる作物を無駄なく⼤切に調理したり保
存したりしながら⾷べる⼯夫をしてきたからです。海、⼭など⾃然でとれるも
のに感謝し、季節を感じながら味わいます。

それでは、解説をします。
和⾷は2013年にユネスコ無形⽂化遺産に決められました。
その理由は、和⾷は季節ごとに収穫できる作物を無駄なく⼤切
に調理したり保存したりしながら⾷べる⼯夫をしてきたからで
す。海、⼭など⾃然でとれるものに感謝し、季節を感じながら
味わいます。
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問 題

解 答

×

和⾷は⽶を中⼼とした料理で、「⼀汁⼀菜」が
基本です。

２問⽬問題は、「和⾷は⽶を中⼼とした料理で、「⼀汁⼀菜」
が基本です。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
和⾷の基本は、「⼀汁三菜」です。⽶、味噌汁、⾁や⿂のおかずが1品、野

菜のおかず2品が基本の形です。味噌汁などの汁物が1品なので「⼀汁」、そ
しておかずが3品なので「三菜」と⾔います。おかずが2品の場合もあり、そ
の場合は「⼆菜」と⾔います。漬け物がつく場合もありますが、おかずの数
には⼊りません。和⾷はバランスがよく健康的な⾷事であることから、海外
からも注⽬されています。

それでは解説をします。
和⾷の基本は、「⼀汁三菜」です。⽶、味噌汁、⾁や⿂のおか
ずが1品、野菜のおかず2品が基本の形です。味噌汁などの汁物
が1品なので「⼀汁」、そしておかずが3品なので「三菜」と⾔
います。おかずが2品の場合もあり、その場合は「⼆菜」と⾔
います。漬け物がつく場合もありますが、おかずの数には⼊り
ません。和⾷はバランスがよく健康的な⾷事であることから、
海外からも注⽬されています。

問 題

解 答

×

代表的な和⾷① 寿司：お⽶と⿂や⾙を組み合わ
せた料理。ソースやわさびを付けて⾷べます。

３問⽬問題は、「代表的な和⾷① 寿司：お⽶と⿂や⾙を組み
合わせた料理。ソースやわさびを付けて⾷べます。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
まず、お寿司です。お寿司は、お⽶と⿂や⾙などを組み合わせた和⾷です。

醤油やわさびをつけて⾷べます。⽇本でも海外でもとても⼈気が⾼いです。
⽇本⼈が好きな具には、マグロやイカ、イクラやタコなどがあります。

それでは解説をします。
まず、お寿司です。お寿司は、お⽶と⿂や⾙などを組み合わせ
た和⾷です。醤油やわさびをつけて⾷べます。⽇本でも海外で
もとても⼈気が⾼いです。
⽇本⼈が好きな具には、マグロやイカ、イクラやタコなどがあ
ります。
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⽇本の⽂化と技術

〜伝統⽂化〜

-⾐ 替え -
解答・解説

にほん ぶんか ぎじゅつ

でんとう ぶんか

ころも が

⽇本の⽂化と技術
伝統⽂化
⾐替えの解答・解説です。

⽇本には四季があるため、季節に合わせた服を
着るという意味で⾐替えの習慣があります。

問 題

解 答

〇

１問⽬の問題は、「⽇本には四季があるため、季節に合わせた
服を着るという意味で⾐替えの習慣があります。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⾐替えは、季節に合わせて着る服を変えることで、四季がある⽇本独特の習慣
と⾔えます。

それでは、解説をします。
⾐替えは、季節に合わせて着る服を変えることで、四季がある
⽇本独特の習慣と⾔えます。

問 題

解 答

×

8⽉1⽇には夏服へと、12⽉1⽇には冬服へと⼀般
的に変えます。

２問⽬問題は、「8⽉1⽇には夏服へと、12⽉1⽇には冬服へと
⼀般的に変えます。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
6⽉1⽇には夏⽤の制服へと、10⽉1⽇には冬⽤の制服へと⼀⻫に⾐替えを

します。
また、⼀般家庭においても⾐替えをします。春夏にはタンスに春夏⽤の洋服
が⼊っていますが、秋になったら春夏⽤の洋服をタンスから取り出して、秋
冬⽤の洋服と⼊れ替えます。逆に、冬が終わり春になったら、秋冬⽤の洋服
を取り出して春夏⽤の洋服と⼊れ替えます。近年では、いろいろなファッ
ションがあり、⼀年を通して着られるデザインの
服も増えていることから、⾐替えをする⼈が
減ってきていますが、季節の変化とともに⽣活を
するという⽇本⼈らしい習慣です。

それでは解説をします。
6⽉1⽇には夏⽤の制服へと、10⽉1⽇には冬⽤の制服へと⼀⻫
に⾐替えをします。
また、⼀般家庭においても⾐替えをします。春夏にはタンスに
春夏⽤の洋服が⼊っていますが、秋になったら春夏⽤の洋服を
タンスから取り出して、秋冬⽤の洋服と⼊れ替えます。逆に、
冬が終わり春になったら、秋冬⽤の洋服を取り出して春夏⽤の
洋服と⼊れ替えます。近年では、いろいろなファッションがあ
り、⼀年を通して着られるデザインの服も増えていることから、
⾐替えをする⼈が減ってきていますが、季節の変化とともに⽣
活をするという⽇本⼈らしい習慣です。

問 題

解 答

〇

着物においては、現代でも⾐替えの習慣が⼤切
にされています。季節に合った柄の着物へと⾐
替えします。

３問⽬問題は、「着物においては、現代でも⾐替えの習慣が⼤
切にされています。季節に合った柄の着物へと⾐替えしま
す。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
洋服だけではなく、着物にも⾐替えがあります。特に、着物の世界は昔か

ら伝えられてきた「和」の⽂化をとても⼤切にしているので、⾐替えも重要
です。その理由は、着物には季節に合った柄が描かれていることと、どんな
材料からできているかや⽣地の厚さなどが異なっているためです。例えば、
春には桜や蝶の柄、秋には紅葉や菊の花の柄が描かれています。着物の柄で
季節を表現しているため、⾐替えが必要なのです。

それでは解説をします。
洋服だけではなく、着物にも⾐替えがあります。特に、着物の
世界は昔から伝えられてきた「和」の⽂化をとても⼤切にして
いるので、⾐替えも重要です。その理由は、着物には季節に
合った柄が描かれていることと、どんな材料からできているか
や⽣地の厚さなどが異なっているためです。例えば、春には桜
や蝶の柄、秋には紅葉や菊の花の柄が描かれています。着物の
柄で季節を表現しているため、⾐替えが必要なのです。
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⽇本の社会と⽣活

〜教 育〜

-学校制度（幼稚園から⼤学）-
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

きょういく

がっこうせいど ようちえん だいがく

⽇本の社会と⽣活
教育
学校制度（幼稚園から⼤学）の解答・解説です。

⼩学校と中学校は義務教育で、ほぼ80％の⼦ど
もが学校で義務教育を受けています。

問 題

解 答
×

１問⽬の問題は、「 ⼩学校と中学校は義務教育で、ほぼ
80％の⼦どもが学校で義務教育を受けています。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本の学校の制度は、まず⼩学校が6年間、次に中学校が3年間、そして⾼等
学校が3年間、その後専⾨学校または⼤学などにおいて学習する分野によって
違いますが、2年から6年程度のシステムです。第⼆次世界⼤戦後に新しい学
校教育の制度として⽣まれました。⼩学校と中学校は、⼦供の親などは皆、学
校で⼦供に教育を受けさせなければいけません。これを義務教育と⾔い、⽇本
ではほぼ100％の⼦供が義務教育を受けています。

それでは、解説をします。
⽇本の学校の制度は、まず⼩学校が6年間、次に中学校が
3年間、そして⾼等学校が3年間、その後専⾨学校または
⼤学などにおいて学習する分野によって違いますが、2年
から6年程度のシステムです。第⼆次世界⼤戦後に新しい
学校教育の制度として⽣まれました。⼩学校と中学校は、
⼦供の親などは皆、学校で⼦供に教育を受けさせなけれ
ばいけません。これを義務教育と⾔い、⽇本ではほぼ
100％の⼦供が義務教育を受けています。

⽇本の⾼校は３年間。中学校よりさらにレベ
ルの⾼い勉強をします。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「⽇本の⾼校は３年間。中学校よりさ
らにレベルの⾼い勉強をします。」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
中学校を卒業すると、ほとんどの学⽣が⾼校に⼊ります。⽇本の⾼

校は３年間です。⾼校では、中学校で勉強したことのさらにレベルの
⾼い勉強をします。⾼校でも授業の後に学校のクラブ活動を⾏ったり、
アルバイトをする学⽣もいます。
⾼校を卒業すると、専⾨学校や⼤学に進学したり、就職します。専⾨
学校は２年間のカリキュラムが多いです。

それでは解説をします。
中学校を卒業すると、ほとんどの学⽣が⾼校に⼊ります。
⽇本の⾼校は３年間です。⾼校では、中学校で勉強した
ことのさらにレベルの⾼い勉強をします。⾼校でも授業
の後に学校のクラブ活動を⾏ったり、アルバイトをする
学⽣もいます。
⾼校を卒業すると、専⾨学校や⼤学に進学したり、就職
します。専⾨学校は２年間のカリキュラムが多いです。

基本的に⽇本の⼤学は４年間。勉強したいこと
をさらに深く学びます。

問 題

解 答
〇

３問⽬の問題は、「基本的に⽇本の⼤学は４年間。勉強した
いことをさらに深く学びます。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本の⼤学は基本的に４年間です。短期⼤学といって２年間の⼤学

もあります。また、医療関係の⼤学などは６年間です。⼤学では⾃分
が勉強したいことについて、さらに深く学ぶことができます。⼤学を
卒業した後に⼤学院に⼊って、さらに勉強や研究を続ける⼈もいます。
⼤学院は２〜５年間くらいが⼀般的です。

だいがく きょうとだいがく
⼤ 学 (京都⼤学)

それでは解説をします。
⽇本の⼤学は基本的に４年間です。短期⼤学といって２
年間の⼤学もあります。また、医療関係の⼤学などは６
年間です。⼤学では⾃分が勉強したいことについて、さ
らに深く学ぶことができます。⼤学を卒業した後に⼤学
院に⼊って、さらに勉強や研究を続ける⼈もいます。⼤
学院は２〜５年間くらいが⼀般的です。

⽇本の社会と⽣活

〜教育〜

-進学と就職 -
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

きょういく

しんがく しゅうしょく

⽇本の社会と⽣活
教育
進学と就職の解答・解説です。
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⽇本は、就職するときに出⾝校が重視される学
歴社会と⾔われています。1989年に24.7％の⼤学
進学率が10年後の1998年には50％を超えました。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「⽇本は、就職するときに出⾝校が重視さ
れる学歴社会と⾔われています。1989年に24.7％の⼤学進学
率が10年後の1998年には50％を超えました。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本では、どんな学校出⾝かが仕事先や収⼊、社会での地位に⼤きく影響する
ため、多くの⼈たちが⼤学へ進みます。このように、出⾝校で判断されるよう
な社会を学歴社会と⾔います。このため、1989年(平成元年)に24.7％だった
⼤学進学率が10年後の1998年には50％を超えるなど進学率が急激に上がりま
した。

とうきょうだいがく
東 京 ⼤ 学

それでは、解説をします。
⽇本では、どんな学校出⾝かが仕事先や収⼊、社会での
地位に⼤きく影響するため、多くの⼈たちが⼤学へ進み
ます。このように、出⾝校で判断されるような社会を学
歴社会と⾔います。このため、1989年(平成元年)に
24.7％だった⼤学進学率が10年後の1998年には50％を超
えるなど進学率が急激に上がりました。

⽇本の就職率は近年、2010年以降下がってい
ます。

問 題

解 答

×

２問⽬の問題は、「⽇本の就職率は近年、2010年以降下
がっています。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本の就職率も近年⾼い状態が続いています。しかし、新型コロナ

ウイルスの影響もあり、飲⾷業や観光業、宿泊業などでは就職率が下
がってしまいました。それでも、新型コロナウイルスが収束した後は、
旅⾏については戻るといわれています。
昔から⽇本ではどんな学校を卒業しているかが就職に⼤きく影響して
いて、今でも「⼤学卒業」を条件としている会社もあります。しかし、
最近では⼤学への進学率が50％を超えて
いるため、⼤学を卒業すれば就職に有利と
いうわけではなくなりました。

それでは解説をします。
⽇本の就職率も近年⾼い状態が続いています。しかし、
新型コロナウイルスの影響もあり、飲⾷業や観光業、宿
泊業などでは就職率が下がってしまいました。それでも、
新型コロナウイルスが収束した後は、旅⾏については戻
るといわれています。
昔から⽇本ではどんな学校を卒業しているかが就職に⼤
きく影響していて、今でも「⼤学卒業」を条件としてい
る会社もあります。しかし、最近では⼤学への進学率が
50％を超えているため、⼤学を卒業すれば就職に有利と
いうわけではなくなりました。
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⽇本では少⼦化が進んでいることから、外国⼈
を雇う会社も増えてきています。

問 題

解 答
〇

３問⽬の問題は、「⽇本では少⼦化が進んでいることから、
外国⼈を雇う会社も増えてきています。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本では⼦どもの数が少なくなる「少⼦化」が進んでいることから、

労働⼈⼝が減っているため、積極的に外国⼈社員を雇う会社も増えて
きています。今後も外国⼈を採⽤する会社はさらに増えていくと考え
られます。

めんせつ
⾯接

それでは解説をします。
⽇本では⼦どもの数が少なくなる「少⼦化」が進んでい
ることから、労働⼈⼝が減っているため、積極的に外国
⼈社員を雇う会社も増えてきています。今後も外国⼈を
採⽤する会社はさらに増えていくと考えられます。

⽇本の社会と⽣活

〜交通〜

-空港-
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

こうつう

しんがく しゅうしょく

⽇本の社会と⽣活
交通
空港の解答・解説です。

「空港」は主に⾶⾏機で⼈やモノを運ぶのに利
⽤されます。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「「空港」は主に⾶⾏機で⼈やモノを運ぶ
のに利⽤されます。」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
「空港」は、⾶⾏場のなかでも主に⾶⾏機で⼈やモノを運ぶのに利⽤されます。

なりた こくさい くうこう
成 ⽥ 国 際 空 港

それでは、解説をします。
「空港」は、⾶⾏場のなかでも主に⾶⾏機で⼈やモノを
運ぶのに利⽤されます。

輸⼊品、輸出品についてチェックする税関、
出⼊国管理、検疫などの施設があり、国際⽤
の航空機が出発、到着する空港を｢国際空港｣
といいます。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「輸⼊品、輸出品についてチェックす
る税関、出⼊国管理、検疫などの施設があり、国際⽤の
航空機が出発、到着する空港を｢国際空港｣といいま
す。 」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
空港のうち、他の国から⽇本への輸⼊品、⽇本からほかの国への輸

出品についてチェックする税関、出⼊国管理、検疫などの施設があり、
国際⽤の航空機が出発、到着するものを｢国際空港｣と⾔います。

それでは解説をします。
空港のうち、他の国から⽇本への輸⼊品、⽇本からほか
の国への輸出品についてチェックする税関、出⼊国管理、
検疫などの施設があり、国際⽤の航空機が出発、到着す
るものを｢国際空港｣と⾔います。

⽇本の国際空港は、千葉県にある｢⽻⽥国際空
港｣、⼤阪府の「関⻄国際空港｣、愛知県の｢中部
国際空港｣、東京都にある｢東京国際空港｣の4空
港です。

問 題

解 答
×

３問⽬の問題は、「⽇本の国際空港は、千葉県にある｢⽻⽥
国際空港｣、⼤阪府の「関⻄国際空港｣、愛知県の｢中部国際空
港｣、東京都にある｢東京国際空港｣の4空港です。 」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
⽇本の国際空港は、千葉県にある｢成⽥国際空港｣、⼤阪府の「関⻄

国際空港｣、愛知県の｢中部国際空港｣、そして東京都にある｢東京国際
空港｣です。
世界の航空・空港の調査を⾏うスカイトラックスが発表した「世界ベ
スト空港2019（Worldʼs Best Airport in 2019）」で、1位にはシンガ
ポール・チャンギ国際空港が選ばれ、⽇本は2位に⽻⽥空港、6位に中
部国際空港、9位には成⽥国際空港が⼊り、10位までに3空港が⼊りま
した。
⼤きさ別のランキングでは、⼀年間の利⽤者が7000万⼈以上のランキ
ングで⽻⽥空港、2000万〜3000万⼈では
関⻄国際空港、1000万⼈〜2000万⼈では
中部国際空港がそれぞれ1位となり、
4000万〜5000万⼈では成⽥国際
空港が2位となりました。

それでは解説をします。
⽇本の国際空港は、千葉県にある｢成⽥国際空港｣、⼤阪
府の「関⻄国際空港｣、愛知県の｢中部国際空港｣、そして
東京都にある｢東京国際空港｣です。
世界の航空・空港の調査を⾏うスカイトラックスが発表
した「世界ベスト空港2019（Worldʼs Best Airport in 
2019）」で、1位にはシンガポール・チャンギ国際空港が
選ばれ、⽇本は2位に⽻⽥空港、6位に中部国際空港、9位
には成⽥国際空港が⼊り、10位までに3空港が⼊りました。
⼤きさ別のランキングでは、⼀年間の利⽤者が7000万⼈
以上のランキングで⽻⽥空港、2000万〜3000万⼈では関
⻄国際空港、1000万⼈〜2000万⼈では中部国際空港がそ
れぞれ1位となり、4000万〜5000万⼈では成⽥国際空港
が2位となりました。

⽇本の社会と⽣活

〜交通〜

-⾼速道路 -
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

こうつう

こうそくどうろ

⽇本の社会と⽣活
交通
⾼速道路の解答・解説です。

⽇本初の⾼速道路は｢名神⾼速道路(1963年=昭和
38年開通)｣。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「⽇本初の⾼速道路は｢名神⾼速道路(1963
年=昭和38年開通)｣。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本では、1963年にはじめての⾼速道路として「名神⾼速道路」ができまし
た。名神とは、愛知県にある名古屋と兵庫県にある神⼾を⽂字を取った名前で
す。

それでは、解説をします。
⽇本では、1963年にはじめての⾼速道路として「名神⾼
速道路」ができました。名神とは、愛知県にある名古屋
と兵庫県にある神⼾を⽂字を取った名前です。
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1969年に｢東名⾼速道路｣が 完成、⾼速道路
時代が始まりました。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「輸⼊品、輸出品についてチェックす
る税関、出⼊国管理、検疫などの施設があり、国際⽤の
航空機が出発、到着する空港を｢国際空港｣といいま
す。 」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
1969年に「東名⾼速道路」ができて、⽇本の⾼速道路が発展してい

きました。東名とは、東京都の東京と先ほども出てきた名古屋の⽂字
をとったものです。
1972年には、⽇本の⾼速道路の⻑さが1000ｋｍをこえ、1973年には
｢中国⾃動⾞道･九州⾃動⾞道」の関⾨橋が完成し、本州と九州がむす
ばれました。

それでは解説をします。
1969年に「東名⾼速道路」ができて、⽇本の⾼速道路が
発展していきました。東名とは、東京都の東京と先ほど
も出てきた名古屋の⽂字をとったものです。
1972年には、⽇本の⾼速道路の⻑さが1000ｋｍをこえ、
1973年には｢中国⾃動⾞道･九州⾃動⾞道」の関⾨橋が完
成し、本州と九州がむすばれました。

1995年に｢九州⾃動⾞道｣が完成しました。その
ことにより、北海道から⿅児島をむすぶ⾼速道
路が完成しました。

問 題

解 答
×

３問⽬の問題は、「1995年に｢九州⾃動⾞道｣が完成しまし
た。そのことにより、北海道から⿅児島をむすぶ⾼速道路が
完成しました。 」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
1995年には｢九州⾃動⾞道｣がすべて通れるようになり、⻘森から⿅

児島をむすぶ⾼速道路ができあがり、⽇本の⾼速道路の⻑さは9000ｋ
ｍをこえています。
⽇本の⾼速道路の建設などをしていた｢⽇本⾼速道路公団｣は、借りた
お⾦が約40兆円にもなり、その借りたお⾦を返すため⾼速道路の経営
を国ではなく地域や企業に任せることとし、2005年（平成17年）に公
団を３つの会社に分けました。

それでは解説をします。
1995年には｢九州⾃動⾞道｣がすべて通れるようになり、
⻘森から⿅児島をむすぶ⾼速道路ができあがり、⽇本の
⾼速道路の⻑さは9000ｋｍをこえています。
⽇本の⾼速道路の建設などをしていた｢⽇本⾼速道路公
団｣は、借りたお⾦が約40兆円にもなり、その借りたお⾦
を返すため⾼速道路の経営を国ではなく地域や企業に任
せることとし、2005年（平成17年）に公団を３つの会社
に分けました。
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⽇本の社会と⽣活

〜交通〜

-鉄道-
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

こうつう

てつどう

⽇本の社会と⽣活
交通
鉄道の解答・解説です。

1872年、新橋〜横浜の鉄道が完成し、⽇本で初
めて鉄道が通りました。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「1872年、新橋〜横浜の鉄道が完成し、
⽇本で初めて鉄道が通りました。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本の鉄道は、1872年の東京都の新橋から神奈川県の横浜をつないだ鉄道が
始まりです。明治のおわりまでに、ほぼ全国のおもな鉄道が完成しました。
1870年代後半には、国が経営するのではなく地域や企業が経営する鉄道が増
え、全国の鉄道の５０％をこえるほどでした。

それでは、解説をします。
⽇本の鉄道は、1872年の東京都の新橋から神奈川県の横
浜をつないだ鉄道が始まりです。明治のおわりまでに、
ほぼ全国のおもな鉄道が完成しました。1870年代後半に
は、国が経営するのではなく地域や企業が経営する鉄道
が増え、全国の鉄道の５０％をこえるほどでした。

1964年10⽉1⽇、東京駅〜新⼤阪駅の間に
「東海道新幹線」が通ったのが新幹線の始ま
りです。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「1964年10⽉1⽇、東京駅〜新⼤阪駅の
間に「東海道新幹線」が通ったのが新幹線の始まりで
す。」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
東京オリンピックが⾏われた1964年10⽉1⽇に東京駅から新⼤阪駅

の間に東海道新幹線が通りました。これが⽇本の新幹線の始まりです。
新幹線は⽇本全国の⼤きな都市をつなぐ重要な交通機関となっていて、
多くの⼈々に利⽤されています。新幹線を利⽤すると、東京から⼤阪
までは3時間くらい、東京から北海道までは４時間くらいかかります。

それでは解説をします。
東京オリンピックが⾏われた1964年10⽉1⽇に東京駅から
新⼤阪駅の間に東海道新幹線が通りました。これが⽇本
の新幹線の始まりです。
新幹線は⽇本全国の⼤きな都市をつなぐ重要な交通機関
となっていて、多くの⼈々に利⽤されています。新幹線
を利⽤すると、東京から⼤阪までは3時間くらい、東京か
ら北海道までは４時間くらいかかります。

2027年には東京〜⼤阪の間を、1,000km/hを超え
る「リニア新幹線」が⾛る予定です。

問 題

解 答
×

３問⽬の問題は、「2027年には東京〜⼤阪の間を、
1,000km/hを超える「リニア新幹線」が⾛る予定です。 」で
した。
≪※≫正解は、×です。

解 説
2027年頃には、東京から⼤阪の間を新幹線よりさらに速いリニア新

幹線が⾛る予定です。速さは時速500kmを超えるといわれていて、多
くの⼈が注⽬しています。

それでは解説をします。
2027年頃には、東京から⼤阪の間を新幹線よりさらに速
いリニア新幹線が⾛る予定です。速さは時速500kmを超
えるといわれていて、多くの⼈が注⽬しています。

⽇本の社会と⽣活

〜交通〜

-湾岸-
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

こうつう

わんがん

⽇本の社会と⽣活
交通
湾岸の解答・解説です。
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⽇本には複雑な海岸線に1,000ほどの港がありま
す。

問 題

解 答
×

１問⽬の問題は、「⽇本には複雑な海岸線に1,000ほどの港
があります。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本は複雑な海岸線がたくさんあります。海岸線とは海と陸の境界線です。そ
れぞれの場所に⼤きい港から⼩さい港まで3,000ほどの港があり、もともとの
形を利⽤した⻑崎港や舞鶴港、埋め⽴てた港の横浜港、神⼾港、⼤阪港などい
ろいろな特徴をもつ港があります。

それでは、解説をします。
⽇本は複雑な海岸線がたくさんあります。海岸線とは海
と陸の境界線です。それぞれの場所に⼤きい港から⼩さ
い港まで3,000ほどの港があり、もともとの形を利⽤した
⻑崎港や舞鶴港、埋め⽴てた港の横浜港、神⼾港、⼤阪
港などいろいろな特徴をもつ港があります。

「関税法」で外国と貿易ができる「開港」は
85港です。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「「関税法」で外国と貿易ができる
「開港」は85港です。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
「関税法」により外国と貿易ができる「開港」が全国に８５港あり、

開港以外では特別な許可がなければ⽇本の船でも外国との貿易のため
の船が⼊ることは許可されません。

それでは解説をします。
「関税法」により外国と貿易ができる「開港」が全国に
８５港あり、開港以外では特別な許可がなければ⽇本の
船でも外国との貿易のための船が⼊ることは許可されま
せん。
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⽇本の社会と⽣活

〜社会⽣活〜

-住宅事情 -
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

しゃかいせいかつ

じゅうたくじじょう

⽇本の社会と⽣活
社会⽣活
住宅事情の解答・解説です。

⽇本のすべての住宅の数は62,000⼾です。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「⽇本のすべての住宅の数は62,000⼾で
す。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本のすべての住宅の数は62,000くらいと⾔われています。

それでは、解説をします。
⽇本のすべての住宅の数は62,000くらいと⾔われていま
す。

借りている家を「 借宅」、その⼈が持って
いる家を「持ち家」といい、持ち家は 約
61％( 東 京は約40％）です。

問 題

解 答

×

２問⽬の問題は、「借りている家を「 借宅」、その⼈が
持っている家を「持ち家」といい、持ち家は 約61％( 東
京は約40％）です。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
そのなかのうち、その⼈が持っている家である持ち家は約61％です。

東京は約40％となっていて、地⽅の持ち家の割合が⾼くなっています。
１つの家の⼟地の広さは、全国平均で92㎡、東京は全国でもっとも狭
い65㎡となっています。原因としては、マンションやアパートなどの
共同住宅が多いことが考えられます。
借りている家を借家といい、東京の借家の数は、東京の住宅の約60％
で全国的に⾼い数字になっています。
借家の半数は広さが29㎡以下で、
約80％が49㎡以下となっています。
東京の中⼼では、ワンルームで⽉に
10万円するようなお部屋もあります。

それでは解説をします。
そのなかのうち、その⼈が持っている家である持ち家は
約61％です。東京は約40％となっていて、地⽅の持ち家
の割合が⾼くなっています。１つの家の⼟地の広さは、
全国平均で92㎡、東京は全国でもっとも狭い65㎡となっ
ています。原因としては、マンションやアパートなどの
共同住宅が多いことが考えられます。
借りている家を借家といい、東京の借家の数は、東京の
住宅の約60％で全国的に⾼い数字になっています。借家
の半数は広さが29㎡以下で、約80％が49㎡以下となって
います。東京の中⼼では、ワンルームで⽉に10万円する
ようなお部屋もあります。

⽇本の社会と⽣活

〜社会⽣活〜

-少⼦⾼齢化 -
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

しゃかいせいかつ

しょうしこうれいか

⽇本の社会と⽣活
社会⽣活
少⼦⾼齢化の解答・解説です。

⽇本は、⾼齢者が増えて若い⼈の数が減る「少
⼦⾼齢化」社会です。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「⽇本は、⾼齢者が増えて若い⼈の数が減
る「少⼦⾼齢化」社会です。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本は、⼈⼝に対する⾼齢者の割合が増える「⾼齢化」と、⼀年間で⽣まれた
⾚ちゃんの数の低下により若い年齢の⼈⼝が少なくなる「少⼦化」が進み、
「少⼦⾼齢化」になっています。｢少⼦化｣は、結婚をしない⼈が増えたことと
夫婦がつくる⼦供の数が減ったことも関係があります。
⽇本では、1994年に⾼齢者が⽇本の⼈⼝の
14%をこえ⾼齢社会に移りましたが、2025年
ころには、65歳以上の⼈の数はあまり変わり
ません。

ねんしょうじんこうひりつ
年少⼈⼝⽐率（2018年）

それでは、解説をします。
⽇本は、⼈⼝に対する⾼齢者の割合が増える「⾼齢化」
と、⼀年間で⽣まれた⾚ちゃんの数の低下により若い年
齢の⼈⼝が少なくなる「少⼦化」が進み、「少⼦⾼齢
化」になっています。｢少⼦化｣は、結婚をしない⼈が増
えたことと夫婦がつくる⼦供の数が減ったことも関係が
あります。
⽇本では、1994年に⾼齢者が⽇本の⼈⼝の14%をこえ⾼
齢社会に移りましたが、2025年ころには、65歳以上の⼈
の数はあまり変わりません。
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⾼齢者が増え、医療や⾼齢者向けの地域の
サービスなどの費⽤について社会問題化する
可能性が低いです。

問 題

解 答

×

２問⽬の問題は、「⾼齢者が増え、医療や⾼齢者向けの
地域のサービスなどの費⽤について社会問題化する可能
性が低いです。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
今後、75歳以上の⾼齢⼈⼝の数が増えることから、医療や福祉（⾼

齢者向けの地域のサービスなど）にかかる費⽤が増えるなど社会問題
化する可能性があります。

それでは解説をします。
今後、75歳以上の⾼齢⼈⼝の数が増えることから、医療
や福祉（⾼齢者向けの地域のサービスなど）にかかる費
⽤が増えるなど社会問題化する可能性があります。

⽇本は⾼齢化が進んでいて、2019年、⽇本の
⼈⼝の48.4％が65歳以上となっています。

問 題

解 答

×

３問⽬の問題は、「⽇本は⾼齢化が進んでいて、2019年、
⽇本の⼈⼝の48.4％が65歳以上となっています。」でし
た。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本では⾼齢化が進んでいます。総務省によると、2019年、⽇本の

⼈⼝の28.4％が65歳以上となっています。10年後には⽇本⼈の3⼈に1
⼈は65歳以上といわれています。

こうれいしゃじんこう すいい
⾼齢者⼈⼝の推移

それでは解説をします。
⽇本では⾼齢化が進んでいます。総務省によると、2019
年、⽇本の⼈⼝の28.4％が65歳以上となっています。10
年後には⽇本⼈の3⼈に1⼈は65歳以上といわれています。
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⽇本の社会と⽣活

〜社会⽣活〜

-都市と地⽅ -
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

しゃかいせいかつ

と し ちほう

⽇本の社会と⽣活
社会⽣活
都市と地⽅の解答・解説です。

1960年代の経済成⻑で地⽅の⼈たちが都市に集
中しました。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「1960年代の経済成⻑で地⽅の⼈たちが
都市に集中しました。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本では、１９６０年代に経済が⼤きく成⻑して、都市で働く⼈を求める会社
が増え、地⽅から多くの⼈達が都市へ⾏ってしまいました。

それでは、解説をします。
⽇本では、１９６０年代に経済が⼤きく成⻑して、都市
で働く⼈を求める会社が増え、地⽅から多くの⼈達が都
市へ⾏ってしまいました。

地⽅の農業や漁業などの仕事が少なく、都市
集中化が縮⼩しています。

問 題

解 答

×

２問⽬の問題は、「地⽅の農業や漁業などの仕事が少な
く、都市集中化が縮⼩しています。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
地⽅での農業や漁業、林業などの仕事が少なくなり、都市に移る⼈

は増え続けています。地⽅の⼤学を卒業しても地⽅での就職が困難な
ため、卒業⽣の７０％近くが都市へ⾏っています。

それでは解説をします。
地⽅での農業や漁業、林業などの仕事が少なくなり、都
市に移る⼈は増え続けています。地⽅の⼤学を卒業して
も地⽅での就職が困難なため、卒業⽣の７０％近くが都
市へ⾏っています。

地⽅に住む⼈が少なく地域の活気がなくなり、
都市に住む⼈たちの多くが⽼⼈になるなどの
問題が深刻化しています。

問 題

解 答

×

３問⽬の問題は、「地⽅に住む⼈が少なく地域の活気が
なくなり、都市に住む⼈たちの多くが⽼⼈になるなどの
問題が深刻化しています。 」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
地⽅では、都市に⾏ってしまう⼈たちやその家族が増え、地⽅に住

む⼈が少なく地域の活気がなくなってしまいました。また、地⽅に住
む⼈たちの多くが⾼齢になるなどの問題が深刻になっています。
そのような地⽅の⼈⼝は110万⼈程度で⼈⼝全体の約９％ですが、そ
のような地域の⾯積は国⼟の約６０％で、全国の市・町・村の半分近
くを占めています。

それでは解説をします。
地⽅では、都市に⾏ってしまう⼈たちやその家族が増え、
地⽅に住む⼈が少なく地域の活気がなくなってしまいま
した。また、地⽅に住む⼈たちの多くが⾼齢になるなど
の問題が深刻になっています。
そのような地⽅の⼈⼝は110万⼈程度で⼈⼝全体の約９％
ですが、そのような地域の⾯積は国⼟の約６０％で、全
国の市・町・村の半分近くを占めています。

⽇本の社会と⽣活

〜政治〜

-三権分⽴ -
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

せいじ

さんけんぶんりつ

⽇本の社会と⽣活
政治
三権分⽴の解答・解説です。
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憲法では、公平な政治になるように、政治の役
割を３つに分けています。これを「三権分⽴」
といいます。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「憲法では、公平な政治になるように、政
治の役割を３つに分けています。これを「三権分⽴」といい
ます。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
憲法では、かたよった政治によって国⺠が被害を受けることがないように、政
治の役割を3つに分けています。これを「三権分⽴」といいます。
「国会」は、法律をつくります。
「内閣」を中⼼にした役所は、法律にしたがって仕事をします。
「裁判所｣は、国会や内閣が法律を守っているかどうかをチェックします。

こっかいぎじどう
国会議事堂

さんけんぶんりつ
三 権 分 ⽴イメージ

それでは、解説をします。
憲法では、かたよった政治によって国⺠が被害を受ける
ことがないように、政治の役割を3つに分けています。こ
れを「三権分⽴」といいます。
「国会」は、法律をつくります。
「内閣」を中⼼にした役所は、法律にしたがって仕事を
します。
「裁判所｣は、国会や内閣が法律を守っているかどうかを
チェックします。

国会は、選挙によって国⺠から直接選ばれた
国会議員で構成されています。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「国会は、選挙によって国⺠から直接
選ばれた国会議員で構成されています。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
国会は、選挙によって国⺠から選ばれた国会議員で構成されている

ため、「国⺠の代表機関」と⾔われます。

こっかいぎじどう
国会議事堂

こっかいぎじどう
国会議事堂

それでは解説をします。
国会は、選挙によって国⺠から選ばれた国会議員で構成
されているため、「国⺠の代表機関」と⾔われます。
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国⺠は、国会や内閣が法律を守っているかど
うかをチェックする「司法権」があります。

問 題

解 答

×

３問⽬の問題は、「国⺠は、国会や内閣が法律を守って
いるかどうかをチェックする「司法権」があります。」
でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
裁判所は、国会や内閣が法律をきちんと守っているかどうかを

チェックする「司法権」という権利があります。

とうきょうこうとうさいばんしょ
東 京 ⾼ 等 裁 判 所

さいこうさいばんしょ
最 ⾼ 裁 判 所

それでは解説をします。
裁判所は、国会や内閣が法律をきちんと守っているかど
うかをチェックする「司法権」という権利があります。

⽇本の社会と⽣活

〜政治〜

-政党-
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

せいじ

せいとう

⽇本の社会と⽣活
政治
政党の解答・解説です。

⽇本では、同じ考えや意⾒を持った⼈々で政党
をつくります。

問 題

解 答
〇

１問⽬の問題は、「⽇本では、同じ考えや意⾒を持った⼈々
で政党をつくります。」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
国⺠の代表である国会議員の中で、同じ考えや意⾒を持った⼈々は「政党」を
つくります。そして、議会をとおして国⺠の意⾒や要求を政治に反映する制度
になっています。このような制度を｢議会制⺠主主義｣と⾔います。

いいんかい ようす
委員会の様⼦

それでは、解説をします。
国⺠の代表である国会議員の中で、同じ考えや意⾒を
持った⼈々は「政党」をつくります。そして、議会をと
おして国⺠の意⾒や要求を政治に反映する制度になって
います。このような制度を｢議会制⺠主主義｣と⾔います。

「与党」：政権（内閣）の考え⽅に反対の⼈
たちが集まった政党です。政権を担当し、国
を動かしていきます。

問 題

解 答

×

２問⽬の問題は、「「与党」：政権（内閣）の考え⽅に
反対の⼈たちが集まった政党です。政権を担当し、国を
動かしていきます。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
政治の権⼒のことを「政権」といいますが、政権（内閣）の考え⽅

に賛成の⼈たちが集まった政党を「与党」といいます。多くの国会議
員を集め政権を担当し、国を動かしていく政党のことです。政権（内
閣）と違う考え⽅の⼈たちが集まった政党を「野党」といいます。野
党は与党のおこなう政治をチェックし、不正などがある場合に与党を
責めて、選挙で次に与党になれることを⽬指しています。

ないかく かくぎ
内閣の閣議

それでは解説をします。
政治の権⼒のことを「政権」といいますが、政権（内
閣）の考え⽅に賛成の⼈たちが集まった政党を「与党」
といいます。多くの国会議員を集め政権を担当し、国を
動かしていく政党のことです。政権（内閣）と違う考え
⽅の⼈たちが集まった政党を「野党」といいます。野党
は与党のおこなう政治をチェックし、不正などがある場
合に与党を責めて、選挙で次に与党になれることを⽬指
しています。

「政権交代」：国⺠の選挙によって、政権を
担当する政党が別の党に代わり、与党と野党
が⼊れ代わることです。

問 題

解 答
〇

３問⽬の問題は、「「政権交代」：国⺠の選挙によって、
政権を担当する政党が別の党に代わり、与党と野党が⼊
れ代わることです。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

222



解 説
国⺠の選挙によって、政権を担当する政党が別の党に代わること、

つまり与党と野党が⼊れ代わることを政権交代といいます。

ねん だい かい しゅうぎ いん ぎ いんそうせんきょ
2017 年 第48回 衆 議 院 議 員 総 選 挙

それでは解説をします。
国⺠の選挙によって、政権を担当する政党が別の党に代
わること、つまり与党と野党が⼊れ代わることを政権交
代といいます。

⽇本の社会と⽣活

〜政治〜

-⺠主主義 -
解答・解説

に ほん しゃ かい せい かつ

せいじ

みんしゅしゅぎ

⽇本の社会と⽣活
政治
⺠主主義の解答・解説です。

⽇本は｢社会主義｣の国です。

問 題

解 答
×

１問⽬の問題は、「⽇本は｢社会主義｣の国です。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
⽇本は｢⺠主主義｣の国です。｢⺠主主義｣とは、国をおさめるのは国⺠で、国⺠
ひとりひとりの幸福のために国があるという考え⽅です。１９４５年に、⽇本
は第⼆次世界⼤戦でアメリカに負けました。その後、それまでの国の制度を変
えて、アメリカやイギリスなどのヨ-ロッパの⺠主主義の国を参考にしました。
そこから⺠主主義の国としてスタートしたのです。

とうひょう ところ
投票 をする所

それでは、解説をします。
⽇本は｢⺠主主義｣の国です。｢⺠主主義｣とは、国をおさ
めるのは国⺠で、国⺠ひとりひとりの幸福のために国が
あるという考え⽅です。１９４５年に、⽇本は第⼆次世
界⼤戦でアメリカに負けました。その後、それまでの国
の制度を変えて、アメリカやイギリスなどのヨ-ロッパの
⺠主主義の国を参考にしました。そこから⺠主主義の国
としてスタートしたのです。
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⽇本の政治は、｢議会制⺠主主義｣を取り⼊れ
ています。

問 題

解 答

〇

２問⽬の問題は、「⽇本の政治は、｢議会制⺠主主義｣を
取り⼊れています。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
⽇本では、国の中⼼である国⺠から⾃由で公平に代表者が選ばれま

す。国⺠から選ばれた代表者のことを「国会議員」とよびます。その
国会議員の⽅々が集まった「議会」というところで、多くの⼈の声を
聞いて国の⽅針などを決めます。このような政治の制度を「議会制⺠
主主義」と⾔い、⺠主主義の国で取り⼊れられています。

こっかい ぎじょう
国会の議場

それでは解説をします。
⽇本では、国の中⼼である国⺠から⾃由で公平に代表者
が選ばれます。国⺠から選ばれた代表者のことを「国会
議員」とよびます。その国会議員の⽅々が集まった「議
会」というところで、多くの⼈の声を聞いて国の⽅針な
どを決めます。このような政治の制度を「議会制⺠主主
義」と⾔い、⺠主主義の国で取り⼊れられています。

⽇本では「国⺠主権」の考えを取り⼊れてい
ます。

問 題

解 答
〇

３問⽬の問題は、「⽇本では「国⺠主権」の考えを取り
⼊れています。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
現在、⽇本やアメリカ、イギリスやフランスなどのヨーロッパの国

の憲法は、王様など⼀部の⼈間が国⺠に命令する政治ではなく、国⺠
の考えにしたがって政治をおこなう「国⺠主権」という考えを取り⼊
れています。また、国の政治は、国⺠の権利や⾃由を広げていくため
におこなわれるという考えも取り⼊れています。

それでは解説をします。
現在、⽇本やアメリカ、イギリスやフランスなどのヨー
ロッパの国の憲法は、王様など⼀部の⼈間が国⺠に命令
する政治ではなく、国⺠の考えにしたがって政治をおこ
なう「国⺠主権」という考えを取り⼊れています。また、
国の政治は、国⺠の権利や⾃由を広げていくためにおこ
なわれるという考えも取り⼊れています。
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留学生と日本の制度・慣習

〜契約〜

-禁止事項–
解答・解説

りゅう がく せい に ほん せい ど かんしゅう

けいやく

きんし じこう

留学生と日本の制度・慣習
契約
禁止事項の解答・解説です。

部屋などを借りた者は、禁止されていること
を守らないといけない。

問 題

解 答

〇

１問目の問題は、「部屋などを借りた者は、禁止されていること
を守らないといけない。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説

禁止事項とは、借りた家や部屋の契約書などに書かれている、やっては
いけないことです。禁止されていることや迷惑なことは、部屋などを借り
た者として守らないといけない基本ルールです。部屋を借りる際には、契
約書に書いてある禁止事項はしっかりと確認しましょう。

それでは、解説をします。
禁止事項とは、借りた家や部屋の契約書などに書かれている、
やってはいけないことです。禁止されていることや迷惑なことは、
部屋などを借りた者として守らないといけない基本ルールです。
部屋を借りる際には、契約書に書いてある禁止事項はしっかりと
確認しましょう。

一般的に禁止事項は、借りた部屋などを許
可なく他の人に貸すこと、部屋の中を壊す、
汚すこと、ペットを飼うことなどです。

問 題

解 答

〇

２問目の問題は、「一般的に禁止事項は、借りた部屋などを許可
なく他の人に貸すこと、部屋の中を壊す、汚すこと、ペットを飼
うことなどです。」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
一般的に禁止されていることには、借りた部屋などを持ち主や管理

者の許可がないまま他の人に貸したりすることや、借りた部屋の中を
傷つけたり汚したりすることなどがあります。また、犬や猫などの
ペットを飼ってはいけない部屋などでペットを飼うことなどがありま
す。

それでは解説をします。
一般的に禁止されていることには、借りた部屋などを持ち主や管
理者の許可がないまま他の人に貸したりすることや、借りた部屋
の中を傷つけたり汚したりすることなどがあります。また、犬や
猫などのペットを飼ってはいけない部屋などでペットを飼うこと
などがあります。

問 題

解 答

×

禁止事項を守らないと、外出禁止を求められ
ることもあります。

３問目問題は、「禁止事項を守らないと、外出禁止を求められる
こともあります。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
契約の時に禁止されていることをしてまい、隣に住んでいる人やおなじ建物に

住む人に迷惑をかけた場合、その建物の持ち主や部屋を紹介してくれた会社から
出ていくことを求められることもあります。また、訴えられることもありえます。
自分の国の文化では当然であっても日本では禁止の場合もあります。部屋を借り
る時は当然ですが、禁止されていることは
しっかり守ることが大切です。

それでは解説をします。
契約の時に禁止されていることをしてまい、隣に住んでいる人や
おなじ建物に住む人に迷惑をかけた場合、その建物の持ち主や部
屋を紹介してくれた会社から出ていくことを求められることもあ
ります。また、訴えられることもありえます。自分の国の文化で
は当然であっても日本では禁止の場合もあります。部屋を借りる
時は当然ですが、禁止されていることはしっかり守ること大切で
す。

留学生と日本の制度・慣習

〜契約〜

-住宅の管理費–
解答・解説

りゅう がく せい に ほん せい ど かんしゅう

けいやく

じゅうたく かんりひ

留学生と日本の制度・慣習
契約
住宅の管理費の解答・解説です。
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住宅の管理費は、マンションなどのみんなが
使う場所（階段、廊下、ゴミ置き場など)の
管理にかかる費用のことです。

問 題

解 答

〇

１問目の問題は、「住宅の管理費は、マンションなどのみんなが
使う場所（階段、廊下、ゴミ置き場など)の管理にかかる費用の
ことです。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
住宅の管理費とは、マンションなどにおいて、住んでいる人みんなが使

う場所の管理にかかる費用のことです。具体的には、マンションの玄関な
どの出入口や階段、エレベーター、廊下、集会場、ゴミ置き場などがあり
ます。集められた管理費は、みんなが使う場所の掃除するための清掃費や、
みんなが使う水洗い場の水道代、みんなが集まる集会場の電気代、エレ
ベーターなどの管理費、出入口などに
おかれる花の手入れ費などに使われます。

それでは、解説をします。
住宅の管理費とは、マンションなどにおいて、住んでいる人みん
なが使う場所の管理にかかる費用のことです。具体的には、マン
ションの玄関などの出入口や階段、エレベーター、廊下、集会場、
ゴミ置き場などがあります。
集められた管理費は、みんなが使う場所の掃除するための清掃費
や、みんなが使う水洗い場の水道代、みんなが集まる集会場の電
気代、エレベーターなどの管理費、出入口などにおかれる花の手
入れ費などに使われます。

問 題

解 答

×

管理費は自分が使わない場所がある場合、払
わなくていい。

２問目問題は、「管理費は自分が使わない場所がある場合、払わ
なくていい。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説

管理費については、自分はその場所を使わないから払わないでいいというもの
ではありません。一緒のマンションに住む一人の仲間として必要なお金はしっか
りと払うことが大切です。

それでは解説をします。
管理費については、自分はその場所を使わないから払わないでい
いというものではありません。一緒のマンションに住む一人の仲
間として必要なお金はしっかりと払うことが大切です。
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留学生と日本の制度・慣習

〜契約〜

-仲介手数料–
解答・解説

りゅう がく せい に ほん せい ど かんしゅう

けいやく

ちゅうかいて すうりょう

留学生と日本の制度・慣習
契約
仲介手数料の解答・解説です。

仲介手数料は、家や部屋を借りるとき、貸
す人と借りる人のあいだに入って部屋や人を
探してくれた会社へ払うお金です。

問 題

解 答

〇

１問目の問題は、「仲介手数料は、家や部屋を借りるとき、貸
す人と借りる人のあいだに入って部屋や人を探してくれた会社へ
払うお金です。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
仲介手数料とは、家や部屋を借りるときに、マンションやアパート等の

管理者である貸す側の人と部屋を借りる人のあいだに入って、部屋や人を
探してくれた会社に払うお金のことを言います。「仲介」には、マンショ
ンやアパート等の部屋をさがすことや、契約の内容を説明すること、 いっ
しょに部屋を見て回ること、契約書類などをつくること、貸す人と家賃に
ついて相談することなどがあります。

それでは、解説をします。
仲介手数料とは、家や部屋を借りるときに、マンションやアパー
ト等の管理者である貸す側の人と部屋を借りる人のあいだに入っ
て、部屋や人を探してくれた会社に払うお金のことを言います。
「仲介」には、マンションやアパート等の部屋をさがすことや、
契約の内容を説明すること、いっしょに部屋を見て回ること、
契約書類などをつくること、貸す人と家賃について相談すること
などがあります。

問 題

解 答

×

貸す人と借りる人からもらう仲介手数料の
合計は、法律により家賃の３ヵ月分の金額
以内と決められています。

２問目問題は、「貸す人と借りる人からもらう仲介手数料の合
計は、法律により家賃の３ヵ月分の金額以内と決められていま
す。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
貸す人と借りる人からもらう仲介手数料の合計は、法律により家賃の1ヵ月分

の金額以内と決められいます。この仲介手数料は、貸す人と借りる人の契約が成
立するまでは基本的に支払う必要はありません。
例えば、家賃５万円の部屋を借りる場合には、最大で５万円の仲介手数料を支

払うことになります。ただし、５万円はマンションやアパート等の管理者とマン
ションやアパート等を借りる人合わせての金額なので、借りる側だけが仲介手数
料を支払わないといけないというわけではありません。仲介手数料については、
借りる側ではなく、マンションやアパート等の
管理者と仲介する会社が設定していることがほ
とんどです。少しでも多く、仲介手数料を払っ
てもらえる管理者の方が借りる側にとっては
有り難いですね。

それでは解説をします。
貸す人と借りる人からもらう仲介手数料の合計は、法律により家
賃の1ヵ月分の金額以内と決められいます。この仲介手数料は、
貸す人と借りる人の契約が成立するまでは基本的に支払う必要は
ありません。
例えば、家賃５万円の部屋を借りる場合には、最大で５万円の

仲介手数料を支払うことになります。ただし、５万円はマンショ
ンやアパート等の管理者とマンションやアパート等を借りる人合
わせての金額なので、借りる側だけが仲介手数料を支払わないと
いけないというわけではありません。仲介手数料については、借
りる側ではなく、マンションやアパート等の管理者と仲介する会
社が設定していることがほとんどです。少しでも多く、仲介手数
料を払ってもらえる管理者の方が借りる側にとっては有り難いで
すね。

大学などの学生が泊まる建物や日本住宅公団
が建てた建物は、仲介手数料は必要ない。

問 題

解 答

〇

３問目の問題は、「大学などの学生が泊まる建物や日本住宅公団
が建てた建物は、仲介手数料は必要ない。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
大学などの学生が泊まる建物いわゆる学生寮などや日本住宅公団が建て

た建物では、このような仲介手数料はかかりません。ですから、留学生の
皆さんはできるだけ学生寮もしくは仲介手数料があまりかからない物件を
探すことで少しでもお金を節約できます。

それでは、解説をします。
大学などの学生が泊まる建物いわゆる学生寮などや日本住宅公団
が建てた建物では、このような仲介手数料はかかりません。です
から、留学生の皆さんはできるだけ学生寮もしくは仲介手数料が
あまりかからない物件を探すことで少しでもお金を節約できます。

留学生と日本の制度・慣習

〜契約〜

-敷金・礼金 –
解答・解説

りゅう がく せい に ほん せい ど かんしゅう

けいやく

しききん れいきん

留学生と日本の制度・慣習
契約
敷金・礼金の解答・解説です。
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敷金は、その家を持っている人に預けるお金
のことで、借りている人が家賃を支払わな
かった場合などに使います。

問 題

解 答

〇

１問目の問題は、「敷金は、その家を持っている人に預けるお金
のことで、借りている人が家賃を支払わなかった場合などに使い
ます。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説

敷金は、家や部屋を借りるときに、借りる人が家を持っている人に預け
るお金で、借りている人が家賃を支払わなかった場合などに使われます。

それでは、解説をします。
敷金は、家や部屋を借りるときに、借りる人が家を持っている人
に預けるお金で、借りている人が家賃を支払わなかった場合など
に使われます。

問 題

解 答

×

礼金は、借りる人がその家を持っている人に
お祝いでわたすお金のことです。

２問目問題は、「礼金は、借りる人がその家を持っている人にお
祝いでわたすお金のことです。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
礼金は、借りる人が家を持っている人にお礼の意味でわたすお金のことです。

敷金・礼金は金額を相談できる場合や、もともと決められていないものもあるの
で、部屋を探してくれる会社に条件を確認しましょう。

それでは解説をします。
礼金は、借りる人が家を持っている人にお礼の意味でわたすお金
のことです。
敷金・礼金は金額を相談できる場合や、もともと決められていな
いものもあるので、部屋を探してくれる会社に条件を確認しま
しょう。
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留学生と日本の制度・慣習

〜迷惑と犯罪〜

-犯罪行為–
解答・解説

りゅう がく せい に ほん せい ど かんしゅう

めいわく はんざい

はんざいこうい

留学生と日本の制度・慣習
迷惑と犯罪
犯罪行為の解答・解説です。

犯罪行為は、社会や人に害を与える行動で、
法律により罪として決められている行動です。

問 題

解 答

〇

１問目の問題は、「犯罪行為は、社会や人に害を与える行動で、
法律により罪として決められている行動です。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
犯罪行為とは、社会や人に害を与えるいろいろな行動のうち、法律によ

り罪として決められている行動を言います。ふつうの迷惑行為や違反行為
などはまわりの人に迷惑を与えますが、その行為が法律により罪として決
められていれば犯罪行為になります。
法律で決められている犯罪行為には、人を殺したり、物を盗んだり、人や
物に傷をつけたり、人をだますなどの刑法犯
というものと、交通ルールに違反する道路交
通法違反、危険な薬を持っていたり危険な薬
を使う薬物事犯などの特別法犯というものが
あります。

それでは、解説をします。
犯罪行為とは、社会や人に害を与えるいろいろな行動のうち、法
律により罪として決められている行動を言います。ふつうの迷惑
行為や違反行為などはまわりの人に迷惑を与えますが、その行為
が法律により罪として決められていれば犯罪行為になります。
法律で決められている犯罪行為には、人を殺したり、物を盗んだ
り、人や物に傷をつけたり、人をだますなどの刑法犯というもの
と、交通ルールに違反する道路交通法違反、危険な薬を持ってい
たり危険な薬を使う薬物事犯などの特別法犯というものがありま
す。

問 題

解 答

×

部屋などを借りた人が犯罪行為をした場合、
持ち主は一方的に借りた人を部屋から出て
行かせることができます。

２問目問題は、「部屋などを借りた人が犯罪行為をした場合、持
ち主は一方的に借りた人を部屋から出て行かせることができま
す。」でした。
≪※≫正解は、×です。
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解 説
部屋などを借りた人が犯罪行為をした場合、その行動が持ち主との信頼関係を

こわすものでなければ、持ち主から一方的に借りた人を部屋から出て行かせるこ
とはできず、借りた人と持ち主が契約をやめることを認めあう必要があります。

それでは解説をします。
部屋などを借りた人が犯罪行為をした場合、その行動が持ち主と
の信頼関係をこわすものでなければ、持ち主から一方的に借りた
人を部屋から出て行かせることはできず、借りた人と持ち主が契
約をやめることを認めあう必要があります。

留学生が犯罪に巻き込まれることもあります。
しっかりと食料品は手に入れることが大切で
す。

問 題

解 答

×

３問目の問題は、「留学生が犯罪に巻き込まれることもあります。
しっかりと食料品は手に入れることが大切です。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
最近、外国人留学生の数が増えている背景から、留学生が犯罪に巻き込

まれることが増えてきています。本当は働いてはいけない留学生を狙い、
「簡単な作業でお金をいっぱいもらえるアルバイト」を紹介するという悪
い人たちがいます。犯罪をしたつもりがないまま、犯罪をしてしまうこと
もあるようです。アルバイトをするときには、お金を一番に考えてはいけ
ません。
悪い人たちに騙されないようにしっかりと
情報を手に入れることが大切です。

それでは、解説をします。
最近、外国人留学生の数が増えている背景から、留学生が犯罪に
巻き込まれることが増えてきています。本当は働いてはいけない
留学生を狙い、「簡単な作業でお金をいっぱいもらえるアルバイ
ト」を紹介するという悪い人たちがいます。犯罪をしたつもりが
ないまま、犯罪をしてしまうこともあるようです。アルバイトを
するときには、お金を一番に考えてはいけません。
悪い人たちに騙されないようにしっかりと情報を手に入れること
が大切です。

留学生と日本の制度・慣習

〜迷惑と犯罪〜

-違反行為–
解答・解説

りゅう がく せい に ほん せい ど かんしゅう

めいわく はんざい

いはん こうい

留学生と日本の制度・慣習
迷惑と犯罪
違反行為の解答・解説です。
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違反行為は、申告書などで禁止されたこと
をする行動です。

問 題

解 答

×

１問目の問題は、「違反行為は、申告書などで禁止されたこと
をする行動です。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
違反行為とは、 借りた家や部屋の契約書などに書かれている、してはい

けないことをする行動です。部屋などを借りた者として、このような違反
行為やまわりに迷惑をかける行動には気をつけなければいけません。
一般的に「違反行為」とは、法律や約束事などを守らないことを言います。
ある社会や団体、グループの中で決められたルールに従わないことです。
たとえば「交通違反」や「規則違反」
「約束違反」などという風に使います。
会社の規則を違反した場合には、「規則
違反」として給料が減ってしまったり、
出勤停止になることもあります。

せつび と はず
設備の取り外し

それでは、解説をします。
違反行為とは、借りた家や部屋の契約書などに書かれている、
してはいけないことをする行動です。部屋などを借りた者として、
このような違反行為やまわりに迷惑をかける行動には気をつけな
ければいけません。
一般的に「違反行為」とは、法律や約束事などを守らないことを
言います。ある社会や団体、グループの中で決められたルールに
従わないことです。たとえば「交通違反」や「規則違反」「約束
違反」などという風に使います。会社の規則を違反した場合には、
「規則違反」として給料が減ってしまったり、出勤停止になるこ
ともあります。

問 題

解 答

〇

違反行為とは、部屋の中を大きく変えたり、
穴を開けたり、設備を取るなどがあります。

２問目問題は、「違反行為とは、部屋の中を大きく変えたり、穴
を開けたり、設備を取るなどがあります。」でした。
≪※≫正解は、〇です。

解 説
マンションやアパート等における「違反行為」としては、持ち主に相談をしな

いで部屋の中を大きく変えたり、部屋などにある設備を取ったり、捨てたり、売
るなどの行動です。このほかにも、契約の時に持ち主に相談しないで友達など他
の人と一緒に住むことや部屋などを貸したりすることも違反行為になります。何
か借りた部屋で変化を希望するときは、管理者に相談することが大切です。

かべ あなあ
壁の穴開け

それでは解説をします。
マンションやアパート等における「違反行為」としては、持ち主
に相談をしないで部屋の中を大きく変えたり、部屋などにある設
備を取ったり、捨てたり、売るなどの行動です。このほかにも、
契約の時に持ち主に相談しないで友達など他の人と一緒に住むこ
とや部屋などを貸したりすることも違反行為になります。何か借
りた部屋で変化を希望するときは、管理者に相談することが大切
です。
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留学生と日本の制度・慣習

〜迷惑と犯罪〜

-迷惑行為–
解答・解説

りゅう がく せい に ほん せい ど かんしゅう

めいわく はんざい

めいわくこうい

留学生と日本の制度・慣習
迷惑と犯罪
迷惑行為の解答・解説です。

迷惑行為は、まわりの人たちに感謝をする行
動です。

問 題

解 答

×

１問目の問題は、「迷惑行為は、まわりの人たちに感謝をする行
動です。」でした。
≪※≫正解は、×です。

解 説
迷惑行為とは、隣に住んでいる人やおなじ建物に住む人に迷惑をかける

ような行動のことを言います。一般的に、迷惑という言葉は誰かの行動が
他の人の気持ちを嫌にさせるようなときに使います。たとえば、道でス
マートフォンをみながら歩いてる方が自分にぶつかったとします。そうし
たら、自分は嫌な気持ちになりますよね。他にも自分が勉強やゲームなど
集中したいときに近くで大騒ぎしている人が
いたら嫌な気持ちになりますね。このように、
他人に対して嫌な気持ちにさせる行動を迷惑
行為と言います。

めいわくこうい らくが
迷惑行為 (落書き)

それでは、解説をします。
迷惑行為とは、隣に住んでいる人やおなじ建物に住む人に迷惑を
かけるような行動のことを言います。一般的に、迷惑という言葉
は誰かの行動が他の人の気持ちを嫌にさせるようなときに使いま
す。たとえば、道でスマートフォンをみながら歩いてる方が自分
にぶつかったとします。そうしたら、自分は嫌な気持ちになりま
すよね。他にも自分が勉強やゲームなど集中したいときに近くで
大騒ぎしている人がいたら嫌な気持ちになりますね。このように、
他人に対して嫌な気持ちにさせる行動を迷惑行為と言います。

問 題

解 答

〇

迷惑行為は、夜遅くや朝早くに大きい音をた
てる、ゴミの捨て方を守らないなどです。

２問目問題は、「迷惑行為は、夜遅くや朝早くに大きい音をたて
る、ゴミの捨て方を守らないなどです。」でした。
≪※≫正解は、〇です。
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解 説
マンションやアパート等での生活で迷惑行為としては、ベランダなどでバーベ

キューやパーティーをすることや、夜遅くや朝早くに大きい音をたてること、ま
た、ゴミの捨て方のルールを守らないことなどがあります。
もし、迷惑にあたる行為として注意をされたら次からはしっかり守りましょう。
ただし、文化や宗教など自分が守りたいものに対して注意をされた場合には、マ
ンションやアパート等の管理者または仲介した
会社としっかり話し合うことが大切です。

めいわくこうい そうおん
迷惑行為 (騒音)

それでは解説をします。
マンションやアパート等での生活で迷惑行為としては、ベランダ
などでバーベキューやパーティーをすることや、夜遅くや朝早く
に大きい音をたてること、また、ゴミの捨て方のルールを守らな
いことなどがあります。
もし、迷惑にあたる行為として注意をされたら次からはしっかり
守りましょう。ただし、文化や宗教など自分が守りたいものに対
して注意をされた場合には、マンションやアパート等の管理者ま
たは仲介した会社としっかり話し合うことが大切です。
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日本の基礎知識 問題 

 

日本の自然と信仰 

春 

  問題 正解 

1 春は、3 月～5 月 下 旬 頃までの期間です。 〇 

2 4 月上旬に幼稚園や学校の卒園式・卒業式が行われます。 × 

3 
日本には桜を見て春を感じる習慣があり多くの人々が花見をして

楽しみます。  

〇 

夏 

4 日本の夏は一般的に 6 月～8 月の終わりまでです。 〇 

5 6 月～7 月上旬 頃までは梅雨の季節です。 〇 

6 日本の祭りは、神社ではなくお寺と深い関係にあります。 × 

秋 

7 秋は 9 月～12 月までの期間で、紅葉が美しい季節です。 × 

8 9 月になると台風が発生しやすく、2019 年は多くの台風被害

が出ました。  

〇 

9 日本では、秋は「睡眠の秋」「食の秋」「スポーツの秋」と 

考えます。 

× 

冬 

10 冬は 12 月～2 月までの時期。東京でも平均気温が 5 度～7 度

くらいになるので、寒さを防ぐ服が必要です。 

〇 

11 冬は北海道・東北・北陸地方ではたくさんの雨が降ります。 × 

12 冬はクリスマス、 正月、成人式などの行 事が行われます。 〇 

信仰 

13 日本では仏教を基にした文化や思想が広まっています。 〇 

14 全国に約 77,000 もの教会があり、先祖の眠るお墓の役割が大

きいです。 

× 

15 亡くなった人はみんな仏様になるという考えがあるので、それ

ぞれの家庭に仏壇があり、ご先祖様（＝仏様）に手を合わせ心

を通わせるという習慣があります。 

〇 

天皇 

16 天皇は、国民の象徴と言われており、天皇の行動は国民の意思

を表わすとされています。  

〇 
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17 2019 年 5 月 1 日に 新しい天皇が誕生し、皇太子妃であった

妻の雅子さまが皇后になりました。 

〇 

18 2019 年 5 月 1 日に「平成」から「昭和」という元号になりま

した。  

× 

美意識 

19 日本人の美意識を表す言葉には「風情」「風流」「わび」「さ

び」などがあります。 

〇 

20 3 つの季節がはっきりとしているので、季節ごとの自然が出し

ている雰囲気に美しさを感じます。 

× 

思想 

21 日本には、神道という宗教があります。 〇 

22 日本では、すべてのものに神様がいるという考えがあり、その

神様をまつっているのが、神社です。 

〇 

23 日本人が神社に行くのは、主に何か相談をしに行くときです。 × 

自然環境 

24 日本の土地の 2 分の 1 は山です。 × 

25 日本には火山があり、世界最大級のカルデラを持つ阿蘇山が有

名です。  

〇 

26 日本最大の平野は、東京平野です。 × 

人口 

27 日本の人口は、約 1 億 2615 万人。（2019 年 9 月、総務省発

表） 

〇 

28 在留外国人の数は、合計 282 万 9,416 人。（2019 年 6 月、

法務省発表） 

〇 

29 日本の人口は毎年増えていますが、在留外国人の数は減ってい

ます。 

× 

面積 

30 日本は「1 道 1 都 2 府 43 県」の 57 都道府県から構成。 × 

31 日本の面積は 37 万 7,975 ㎢です。世界で 61 番目の大きさで

す。 

〇 

32 主に北海道、本州、四国、九州、沖縄の島から構成されていま

す。 

〇 
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日本の文化と技術 

ノーベル賞（物理・化学・医学） 

  問題 正解 

1 
科学分野において、日本で最初にノーベル賞をもらったのは田中耕

一です。 

× 

2 
日本では 2019 年までに、9 人の物理学賞、8 人の化学賞、5 人の

生理学・医学賞をもらった人がいます。  

〇 

工 業 製 品（自 動 車・家 電・ロボット） 

３ トヨタ、ホンダ、日産など日本の自動車の会社は世界で有名。 〇 

４ 電子レンジやテレビ、エアコンなどの家庭用電気機械器具を家電

と言い、日本では日立、ソニー、パナソニック、トヨタの４つの

会社が有名です。 

× 

５ 人工衛星・AI が入っているロボットが作られ、いろいろな職業や

会社に役に立つロボットや家 庭用ロボットも作られています。 

× 

アニメ 

６ まんががアニメになることで作品が更に広く知られ、まんがとア

ニメは遠い関係です。  

× 

７ まんが・アニメは海外に日本文化を伝える役割も持っています。  〇 

ゲーム 

８ Play Station、Nintendo SWITCH など世界中で遊ばれているゲ

ームの機械は日本の企業が開発しました。 

〇 

９ スマートフォンアプリや PC 向けゲームも人気があり、ポケモン

GET は世界中で 遊ばれています。 

× 

スポーツ 

10  日本のスポーツとしてイメージされているものには、ボクシング

や柔道があります。 

× 

11 日本では野球の人気が非常に高いです。 〇 

12 フィギュアスケートでは、オリンピックでメダルを獲得すること

が多く、人気があります。 

〇 

ファッション 

13 日本の伝統的な服装はスーツです。 × 

14 原宿で生まれるファッション（服装）は、「竹の子族」といいま

す。 

× 

15 フランス人形のような「ロリータファッション」も日本で生まれ

ました。 

〇 

まんが 
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16  ONE PIECE、DRAGON BALL、NARUTO、進撃の巨人、鋼の錬

金術師、 DEATH NOTE など多くのまんがが世界中で読まれてい

ます。 

〇 

17 細かい絵や内容の面白さが人気の理由と言われています。  〇 

お祭り 

18 お祭りは神社と深く関係していて、神様がいるとされている神社

ではその神社が中心となってお祭りを行います。 

〇 

19 祇園祭、天神祭、神田祭は日本三大祭りと言われていて有名で

す。 

〇 

芸事 

20 日本の「芸事」には、歌、三味線、日本太鼓があります。 × 

21 芸事をよく学んだ女性として、舞妓という文化があります。 〇 

伝統芸能 

22 日本には数 百 年～千 年 以 上 続く伝 統 芸 能があります。歌

舞伎、能楽、人 形浄瑠璃、落語、日本舞踊などがあります。 

〇 

23 歌舞伎、能楽、人形浄瑠璃は 2008 年にユネスコ世界遺産に決定

しました。 

× 

24 伝統芸能は、古典芸能と一般芸能に分けられます。 × 

武道 

25 武道とは、「武士道」という武士の考え方から生まれた日本のスポ

ーツです。 

〇 

26 「神 技 体」：心＝自分の精神 技＝自分の技 体＝自分の身体 × 

27 海外では柔道の人気が高く、ブラジルでは競技者の人口が約 200

万人います。 日本より 10 倍多いです。 

〇 

和食 

28 和食は 2013 年にユネスコ無形文化遺産に決まりました。 〇 

29 和食は米を中心とした料理で、「一汁一菜」が基本です。 × 

30 代表的な和食① 寿司：お米と魚や貝を組み合わせた料理。ソ

ースやわさびを付けて食べます。 

× 

衣替え 

31 日本には四季があるため、季節に合わせた服を着るという意味

で衣替えの習慣があります。 

〇 

32 8 月 1 日には夏服へと、12 月 1 日には冬服へと一般的に変え

ます。 

× 

33 着物においては、現代でも衣替えの習慣が大切にされていま

す。季節に合った柄の着物へと衣替えします。 

〇 
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日本の社会と生活 

学校制度 

  問題 正解 

1 
 小学校と中学校は義務教育で、ほぼ 80％の子どもが学校で義務教

育を受けています。 

× 

2 
日本の高校は３年間。中学校よりさらにレベルの高い勉強をしま

す。 

〇 

３ 
基本的に日本の大学は４年間。勉強したいことをさらに深く学びま

す。 

〇 

進学と就職 

4 日本は、就職するときに出身校が重視される学歴社会と言われて

います。1989 年に 24.7％の大学進学率が 10 年後の 1998 年に

は 50％を超えました。 

〇 

5 日本の就職率は近年、2010 年以降下がっています。 × 

6 日本では少子化が進んでいることから、外国人を雇う会社も増え

てきています。 

〇 

空港 

7 「空港」は主に飛行機で人やモノを運ぶのに利用されます。 〇 

8 輸入品、輸出品についてチェックする税関、出入国管理、検疫な

どの施設があり、国際用の航空機が出発、到着する空港を｢国際空

港｣といいます。      

〇 

9 日本の国際空港は、千葉県にある｢羽田国際空港｣、大阪府の「関

西国際空港｣、愛知県の｢中部国際空港｣、東京都にある｢東京国際

空港｣の 4 空港です。      

× 

高速道路 

10 日本初の高速道路は｢名神高速道路(1963 年=昭和 38 年開通)｣。 〇 

11 1969 年に｢東名高速道路｣が 完成、高速道路時代が始まりまし

た。 

〇 

12 1995 年に｢九州自動車道｣が完成しました。そのことにより、北

海道から鹿児島をむすぶ高速道路が完成しました。      

× 

鉄道 

13 1872 年、新橋～横浜の鉄道が完成し、日本で初めて鉄道が通り

ました。 

〇 

14 1964 年 10 月 1 日、東京駅～新大阪駅の間に「東海道新幹線」

が通ったのが新幹線の始まりです。 

〇 

15 2027 年には東京～大阪の間を、1000km/h を超える「リニア新

幹線」が走る予定です。  

× 
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湾岸 

16 日本には複雑な海岸線に 1,000 ほどの港があります。 × 

17 「関税法」で外国と貿易ができる「開港」は 85 港です。 〇 

少子高齢化 

20 日本は、高齢者が増えて若い人の数が減る「少子高齢化」社会で

す。 

〇 

21 高齢者が増え、医療や高齢者向けの地域のサービスなどの費用に

ついて社会問題化する可能性が低いです。 

× 

22 日本は高齢化が進んでいて、2019 年、日本の人口の 48.4％が

65 歳以上となっています。 

× 

都市と地方 

23 1960 年代の経済成長で地方の人たちが都市に集中しました。 〇 

24 地方の農業や漁業などの仕事が少なく、都市集中化が縮小してい

ます。 

× 

25 地方に住む人が少なく地域の活気がなくなり、都市に住む人たち

の多くが老人になるなどの問題が深刻化しています。      

× 

三権分立 

26 憲法では、公平な政治になるように、政治の役割を３つに分けて

います。これを「三権分立」といいます。 

〇 

27 国会は、選挙によって国民から直接選ばれた国会議員で構成され

ています。 

〇 

28 国民は、国会や内閣が法律を守っているかどうかをチェックする

「司法権」があります。 

× 

政党 

29 日本では、同じ考えや意見を持った人々で政党をつくります。 〇 

30 「与党」：政権（内閣）の考え方に反対の人たちが集まった政党で

す。政権を担当し、国を動かしていきます。 

× 

31 「政権交代」：国民の選挙によって、政権を担当する政党が別の党

に代わり、与党と野党が入れ代わることです。 

〇 

民主主義 

32 日本は｢社会主義｣の国です。 × 

33 日本の政治は、｢議会制民主主義｣を取り入れています。 〇 

34 日本では「国民主権」の考えを取り入れています。 〇 
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留学生と日本の制度・慣習 

禁止事項 

  問題 正解 

1 部屋などを借りた者は、禁止されていることを守らないといけな

い。 

〇 

2 一般的に禁止事項は、借りた部屋などを許可なく他の人に貸すこ

と、部屋の中を壊す、汚すこと、ペットを飼うことなどです。 

〇 

3 禁止事項を守らないと、外出禁止を求められることもあります。 × 

住宅の管理費 

4 住宅の管理費は、マンションなどのみんなが使う場所（階段、廊

下、ゴミ置き場など)の管理にかかる費用のことです。 

〇 

5 管理費は自分が使わない場所がある場合、払わなくていい。 × 

仲介手数料 

6 仲介手数料 は、家や部屋を借りるとき、貸す人と借りる人のあい

だに入って部屋や人を探してくれた会社へ払うお金です。 

〇 

7 貸す人と借りる人からもらう仲 介手 数 料の合計は、法 律によ

り家賃の３ヵ月 分の 金 額以内と決められています。 

× 

8 大学などの学生が泊まる建物や日本住宅公団が建てた建物は、仲

介手数料は必要ない。 

〇 

敷金・礼金 

9  敷金は、その家を持っている人に預けるお金のことで、借りてい

る人が家賃を支払わなかった場合などに使います。 

〇 

10 礼金は、借りる人がその家を持っている人にお祝いでわたすお金

のことです。 

× 

犯罪行為 

11 犯罪行為は、社会や人に害を与える行動で、法律により罪として

決められている行動です。 

〇 

12 部屋などを借りた人が犯罪行為をした場合、持ち主は一 方 的に

借りた人を部屋から出て行かせることができます。  

× 

13 留学生が犯罪に巻き込まれることもあります。しっかりと食料品

は手に入れることが大切です。 

× 

湾岸 

14 違反行為は、 申告書などで禁止されたことをする行動です。 × 

15 違反行為とは、部屋の中を大きく変えたり、穴を開けたり、設備

を取るなどがあります。 

〇 

迷惑行為 
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16 迷惑行為は、まわりの人たちに感謝をする行動です。 × 

17 迷惑行為は、夜遅くや朝早くに大きい音をたてる、ゴミの捨て方

を守らないなどです。  

〇 
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附録③ 

キャリア教育教材「IT 人材のキャリア」 
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職
業
意
識

IT
⼈
材
の
職
業
意
識
①

−
組
織
・
社
会
の
⼀
員
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
を
知
る

〜
社
会
的
責
任
を
担
う
IT
⼈
材
の
⼼
構
え

①
倫
理
と
規
範
〜

■
職
業
倫
理
の
重
要
性

IT
⼈
材
は
ユ
ー
ザ
ー
の
企
業
秘
密
や
個
⼈
情
報
を
悪
⽤
し

な
い
な
ど
⾼
い
倫
理
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
強
い
意
識
も
不
可
⽋
で
す
。

■
品
質
を
追
及
す
る
こ
と
の
重
要
性

IT
⼈
材
に
求
め
ら
れ
る
⼼
構
え
の
⼀
つ
に
、
「
品
質
の
追
求
」

が
あ
り
ま
す
。
乗
り
物
や
銀
⾏
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム

が
⽌
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
社
会
に
⼤
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

▼
次
世
代
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ク
ラ
ウ
ド
や

Io
Tの

時
代
に
な
り
、
⽇
本
で
も
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
」
を
決
定
し
、
⼈
材
育
成

と
イ
ン
フ
ラ
の
防
衛
に
関
す
る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
社
会
的
責
任
を
担
う
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
①
倫
理
と
規
範
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま

す
。

は
じ
め
に
、
職
業
倫
理
の
重
要
性
、
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

IT
⼈
材
は
ユ
ー
ザ
ー
の
企
業
秘
密
や
個
⼈
情
報
を
直
接
扱
う
こ
と
が
多
い
た
め
、
知
り
得
た

情
報
を
悪
⽤
し
な
い
、
不
正
に
情
報
を
漏
え
い
し
な
い
な
ど
⾼
い
倫
理
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ひ
と
た
び
情
報
が
漏
え
い
す
る
と
、
企
業
の
存
続
さ
え
脅
か
さ
れ
る
ほ
ど
の
⼤
問
題
に
発
展
す

る
可
能
性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
強
い
意
識
も
不
可
⽋
で
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
技
術
だ
け

で
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
重
要
性
や
脅
威
に
対
す
る
認
識
・
理
解
と
い
っ
た
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
が
重
要
で
す
。

情
報
と
い
う
資
産
を
扱
う
IT
⼈
材
に
は
、
⾼
度
な
情
報
倫
理
・
モ
ラ
ル
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意

識
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
品
質
を
追
及
す
る
こ
と
の
重
要
性
、
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

IT
⼈
材
に
求
め
ら
れ
る
⼼
構
え
の
⼀
つ
に
、
「
品
質
の
追
求
」
が
あ
り
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
は

論
理
的
に
組
み
上
げ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
⼀
つ
の
ミ
ス
が
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
⽌
め
て
し
ま

う
と
い
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
乗
り
物
、
銀
⾏
、
医
療
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
シ
ス
テ
ム
が
⽌

ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
社
会
に
⼤
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
だ
け
に
、
IT
⼈
材
に
は
ユ
ー
ザ
ー

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り
に
責
任
を
も
ち
、
品
質
を
⾼
め
る
努
⼒
が
⽋
か
せ
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
次
世
代
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
や
Io
Tの

時
代
に
な
り
、
多
様
で
多
数
の
も
の
が
外
部
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
接
続

さ
れ
る
こ
と
で
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
リ
ス
ク
は
⾼
ま
っ
て
お
り
、
従
来
の
ア

ン
チ
ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
や
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

国
⽴
研
究
開
発
法
⼈
情
報
通
信
研
究
機
構
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
20
15
年
に
⽇
本
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
受
け
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
54
5億

10
00
万
件
に
及
ぶ
と
い
い
ま
す
。
政
府
も
20
20

年
代
初
頭
ま
で
を
⾒
据
え
た
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
」
を
決
定
し
、
⼈
材
育
成
と
イ

ン
フ
ラ
の
防
衛
に
関
す
る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

職
業
意
識

IT
⼈
材
の
職
業
意
識
①

−
組
織
・
社
会
の
⼀
員
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
を
知
る

〜
社
会
的
責
任
を
担
う
IT
⼈
材
の
⼼
構
え

②
顧
客
志
向
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
〜

■
顧
客
志
向

顧
客
志
向
と
は
、
「
顧
客
（
ユ
ー
ザ
ー
）
に
⽬
を
向
け
、

顧
客
を
中
⼼
に
考
え
る
」
こ
と
で
す
。

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

⼀
般
的
に
は
「
企
業
や
組
織
の
活
動
に
お
い
て
法
令
や

規
則
を
守
る
こ
と
・
倫
理
や
道
徳
な
ど
の
社
会
的
規
範
を

守
る
こ
と
」
と
い
う
解
釈
し
ま
す
。

▼
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

IT
に
関
連
す
る
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
早
い
サ
イ
ク
ル
で
改
正
が
⾏
わ
れ
る
た
め
、
業
界
紙
や
経
済

誌
な
ど
を
購
読
し
た
り
、
政
府
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
た
り
し
て
い
る
各
種
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
社
会
的
責
任
を
担
う
IT
⼈
材
の
⼼
構
え

②
顧
客
志
向
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
顧
客
志
向
、
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

顧
客
志
向
と
は
、
「
顧
客
（
ユ
ー
ザ
ー
）
に
⽬
を
向
け
、
顧
客
を
中
⼼
に
考
え
る
」
こ
と
で

す
。
こ
の
姿
勢
は
、
営
業
だ
け
で
は
な
く
、
SE
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
等
の
IT
⼈
材
に
も
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
抱
え
る
課
題
や
⽬
的
・
⽬
標
な
ど
を
直
接
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
深
く
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
⼤
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

顧
客
の
業
務
の
流
れ
や
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
⽋
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
た
だ
要
求
さ
れ
た
範
囲
で
シ
ス
テ
ム
を
作
り
顧
客
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
だ
け
で
な
く
、

よ
り
良
い
も
の
を
⾃
ら
提
案
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
で
、
顧
客
の
信
頼
を
獲
得
で
き
、
さ
ら
に

重
要
な
業
務
も
任
さ
れ
る
IT
⼈
材
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
法
令
遵
守
と
訳
さ
れ
ま
す
。
「
企
業
や
組
織
の
活
動
に
お
い
て
法
令

や
規
則
を
守
る
こ
と
・
倫
理
や
道
徳
な
ど
の
社
会
的
規
範
を
守
る
こ
と
」
と
い
う
解
釈
が
⼀
般

的
で
す
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
す
る
こ
と
で
ユ
ー
ザ
ー
や
消
費
者
な
ど
の
利
⽤
者
か
ら

の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
は
企
業
の
存
続
や
発
展
に
貢
献
で
き
ま
す
。

IT
⼈
材
が
特
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
法
令
と
し
て
、
個
⼈
情
報
保
護
法
、
著
作
権
法
、
不
正

ア
ク
セ
ス
禁
⽌
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

IT
に
関
連
す
る
法
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
早
い
サ
イ
ク
ル
で
改
正
が
⾏
わ
れ
る
た
め
、
常
に

ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
最
新
の
情
報
を
収
集
し
続
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
情
報
収
集
に
は
業

界
紙
や
経
済
誌
な
ど
を
購
読
し
た
り
、
政
府
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
し
た
り
し
て
い
る
各
種

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

経
済
産
業
省
、
⼀
般
社
団
法
⼈
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
、
独
⽴
⾏
政
法
⼈
情
報
処
理
推
進

機
構
な
ど
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
様
々
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
検
索
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
⽬
を
通
し
て
お
く
と
そ
こ
か
ら
業
務
知
識
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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職
業
意
識

IT
⼈
材
の
職
業
意
識
①

−
組
織
・
社
会
の
⼀
員
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
を
知
る

〜
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
け
る
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
〜

■
チ
ー
ム
の
構
造

IT
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
①
企
画
②
要
件
定
義
、

③
設
計
、
④
開
発
・
テ
ス
ト
・
検
収
、
⑤
運
⽤
・
保
守
と
い

う
よ
う
に
進
⾏
し
ま
す
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒

ユ
ー
ザ
ー
の
意
向
を
的
確
に
汲
み
取
る
能
⼒
や
、
合
意
点
を

⾒
つ
け
る
交
渉
能
⼒
、
チ
ー
ム
内
で
の
や
り
と
り
を
円
滑
に

ミ
ス
な
く
⾏
う
能
⼒
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▼
上
流
⼯
程
と
下
流
⼯
程

上
流
⼯
程

⇒
①
企
画
、
②
要
件
定
義
、
③
設
計

下
流
⼯
程

⇒
③
設
計
、
④
開
発
・
テ
ス
ト
・
検
収
、
⑤
運
⽤
・
保
守

こ
こ
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
お
け
る
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
チ
ー
ム
の
構
造
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う

IT
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
⼤
き
く
①
企
画
、
②
要
件
定
義
、
③
設
計
、
④
開
発
・

テ
ス
ト
・
検
収
、
⑤
運
⽤
・
保
守
と
進
⾏
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
セ
ー
ル
ス
が
①
の
企
画
を
、
ア
ー
キ
テ
ク
ト
や
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
②
の
要
件
定
義
や
③
の
設
計
に
関
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
シ
ス
テ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
④
の
開
発
・
テ
ス
ト
・
検
収
を
、
運
⽤
・
保
守
技
術
者
が
⑤
運
⽤
・
保
守
に

主
に
関
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
で
す
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
単
⼀
の
企
業
と
は
限
ら
ず
、
IT
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
会
社
、
運
⽤
・
保

守
会
社
な
ど
複
数
の
企
業
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

次
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
様
な
職
種
の
⼈
材
が
集
ま
っ
て
進
め
る
IT
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
様
々
な
⽴

場
の
⼈
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
必
要
と
な
る
の
は
、
⾼
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒
で
す
。

具
体
的
に
は
ユ
ー
ザ
ー
の
意
向
を
的
確
に
汲
み
取
る
能
⼒
、
可
能
不
可
能
を
明
確
に
し
て

合
意
点
を
⾒
つ
け
る
交
渉
能
⼒
、
チ
ー
ム
内
で
の
や
り
と
り
を
円
滑
に
ミ
ス
な
く
⾏
う
能
⼒

な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
、
上
流
⼯
程
と
下
流
⼯
程
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

シ
ス
テ
ム
開
発
を
す
る
際
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
上
流
⼯
程
と
下
流
⼯
程
の
2つ

に
分
け
る
考

え
⽅
が
あ
り
ま
す
。
上
流
⼯
程
は
要
件
定
義
や
設
計
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
初
期
段
階
で

す
。
図
の
チ
ー
ム
構
造
で
い
え
ば
、
①
、
②
、
③
が
上
流
⼯
程
で
す
。

下
流
⼯
程
は
上
流
⼯
程
で
決
め
ら
れ
た
仕
様
を
も
と
に
よ
り
詳
し
い
設
計
を
⾏
い
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
中
⼼
と
し
た
開
発
を
進
め
、
テ
ス
ト
を
経
て
検
収
に
⾄
る
段
階
で
す
。
③
、

④
、
⑤
が
該
当
し
ま
す
。
上
流
⼯
程
と
下
流
⼯
程
で
認
識
に
ず
れ
が
な
い
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
⾏
す
る
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
は
意
思
疎
通
を
密
に
図

る
こ
と
が
⼤
切
で
す
。

職
業
意
識

IT
⼈
材
の
職
業
意
識
②

−
個
⼈
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
を
知
る

〜
専
⾨
職
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
〜

■
柔
軟
性

IT
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
が
著
し
い
た
め
、
社
会
全
体

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
が
利
⽤
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
で
き
る
柔
軟
性
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
知
的
好
奇
⼼

IT
⼈
材
は
常
に
新
し
い
知
識
と
技
術
を
習
得
し
続
け
る
た

め
に
原
動
⼒
と
な
る
知
的
好
奇
⼼
で
す
。

▼
AI
（
⼈
⼯
知
能
）

現
在
の

A
Iは
、
⼤
量
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
知
的
な
作
業
を
⾏
う
た
め
の
ル
ー
ル
や
判
断
基
準
を
⾃
分
で

作
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
も
、
⼈
間
だ
け
に
し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
今
ま
で
以
上
の
精
度

で
代
⾏
し
た
り
、
過
去
の
膨
⼤
な
デ
ー
タ
か
ら
未
来
を
予
測
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
専
⾨
職
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
柔
軟
性
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

IT
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
が
著
し
い
た
め
、
せ
っ
か
く
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
の
寿
命
も
短

く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
5年

や
10
年
と
利
⽤
で
き
た
時
代
か
ら
1年

あ
る
い
は
数
カ
⽉
で

当
初
の
⽬
的
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
出
る
時
代
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
は
、
い
ち
早
く
変
化
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
優
位
性
を
保
つ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
同
時
に
、
社
会
全
体
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
⻑
く

ユ
ー
ザ
ー
が
利
⽤
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
で
き
る
柔
軟
性
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
IT
⼈
材

は
、
常
に
⾃
ら
の
知
識
と
技
術
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
続
け
な
が
ら
、
最
善
の
も
の
を
作
り
出
す

⼒
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
知
的
好
奇
⼼
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

IT
⼈
材
は
常
に
新
し
い
知
識
と
技
術
を
習
得
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の

原
動
⼒
と
な
る
の
が
知
的
好
奇
⼼
で
す
。
新
し
い
知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
い
く
こ
と
で
⾃
ら

の
ス
キ
ル
は
向
上
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
成
果
は
⼤
き
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
意
欲
的
に
な
れ
る
IT
最
前
線
の
現
場
で
仕
事
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス
を
⼿
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
⽇
々
の
仕
事
で
必
要
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
こ
と
を
意
識
的
に
情
報

収
集
す
る
よ
う
に
し
、
他
の
IT
⼈
材
と
の
積
極
的
な
情
報
交
換
か
ら
新
し
い
発
⾒
を
⾒
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
AI
（
⼈
⼯
知
能
）
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
IT
技
術
を
考
え
る
上
で
、
⽋
か
せ
な
い
技
術
が
AI
・
Io
T・

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
で

す
。
ま
ず
は
、
AI
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
現
在
の
AI
は
、
⼤
量
の
デ
ー
タ
を

解
析
し
、
知
的
な
作
業
を
⾏
う
た
め
の
ル
ー
ル
や
判
断
基
準
を
⾃
分
で
作
り
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
技
術
を
使
い
、
画
像
の
認
識
や
⾳
声
の
認
識
、
翻
訳
な
ど
で
す
で
に
⼗
分
な
実
⽤

性
を
も
つ
に
⾄
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
は
⼈
間
だ
け
に
し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
今
ま
で
以
上
の
精
度
で
代

⾏
し
て
く
れ
た
り
、
過
去
の
膨
⼤
な
デ
ー
タ
か
ら
未
来
を
予
測
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
期
待

で
き
ま
す
。
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職
業
意
識

IT
⼈
材
の
職
業
意
識
②

−
個
⼈
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
を
知
る

〜
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
〜

■
顧
客
満
⾜
度

シ
ス
テ
ム
を
利
⽤
す
る
顧
客
の
満
⾜
度
を
⾼
め
る
た
め
に

は
、
「
顧
客
志
向
」
す
な
わ
ち
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
に
合
わ
せ

て
開
発
す
る
こ
と
が
⼤
切
で
す
。

■
ユ
ー
ザ
ー
業
務
理
解

ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
に
沿
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
に
は
、

ユ
ー
ザ
ー
の
業
務
を
よ
く
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
業
務
の

流
れ
は
図
⽰
す
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
可
能
で
す
。

▼
Io
T

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
家
電
、
⾃
動
⾞
な
ど
様
々
な
モ
ノ
が
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
、

モ
ノ
ど
う
し
、
あ
る
い
は
モ
ノ
と
ク
ラ
ウ
ド
、
あ
る
い
は
モ
ノ
と
⼈
が
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
す
る
の

が
Io
T（

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
す
。

こ
こ
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
顧
客
満
⾜
度
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シ
ス
テ
ム
を
利
⽤
す
る
顧
客
の
満
⾜
度
を
⾼
め
る
た
め
に
は
、
⾃
ら
の
志
向
性
か
ら
作
る
の

で
は
な
く
、
「
顧
客
志
向
」
す
な
わ
ち
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
に
合
わ
せ
て
開
発
す
る
こ
と
が
⼤
切

で
す
。

業
界
誌
で
あ
る
「
⽇
経
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
に
よ
れ
ば
、
IT
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
上
流
設
計

関
連
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
開
発
関
連
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
運
⽤
関
連
サ
ー
ビ
ス
な
ど
IT
関

連
サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
満
⾜
度
を
毎
年
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
全
26
部
⾨
の
う
ち
12
部
⾨
で
⾸
位

が
⼊
れ
替
わ
る
な
ど
、
IT
業
界
の
競
争
は
熾
烈
で
す
。

次
に
、
ユ
ー
ザ
ー
業
務
理
解
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
に
沿
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
業
務
を
よ
く
知
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
や
企
業
価
値
向
上
を
⽬
指
し
た
提
案
を
す
る
な

ら
ば
、
①
業
務
を
洗
い
出
し
、
②
業
務
を
⾒
え
る
化
し
、
③
改
善
点
を
絞
り
込
み
、
④
改
善
計

画
を
策
定
し
、
⑤
シ
ス
テ
ム
化
計
画
を
策
定
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
理
想
的
な
業
務
の
あ
り
⽅

を
⾒
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
業
務
の
流
れ
は
図
⽰
す
る
こ
と
で
ユ
ー
ザ
ー
と
の
実
現
イ

メ
ー
ジ
の
共
有
が
確
実
に
な
り
ま
す
。

最
後
に
、
Io
Tと

い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
家
電
、
⾃
動
⾞
な
ど
様
々
な
モ
ノ
が
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が

り
、
モ
ノ
ど
う
し
、
あ
る
い
は
モ
ノ
と
ク
ラ
ウ
ド
、
あ
る
い
は
モ
ノ
と
⼈
が
デ
ー
タ
を
や
り
と

り
す
る
の
が
Io
Tで

す
。

20
09
年
の
時
点
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て
い
る
モ
ノ
は
25
億
個
ほ
ど
で
し
た
が
、

20
20
年
に
は
約
20
倍
の
50
0億

個
に
達
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Io
Tは

暮
ら
し
を
便
利
に

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
膨
⼤
な
数
の
モ
ノ
か
ら
⼊
⼿
で
き
る
莫
⼤
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て

現
実
世
界
を
分
析
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
利
⽤
さ
れ
ま
す
。

職
業
意
識

IT
⼈
材
の
職
業
意
識
②

−
個
⼈
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
⼼
構
え
を
知
る

〜
IT
⼈
材
の
⾃
⼰
管
理
に
関
す
る
⼼
構
え
〜

■
⾃
⼰
管
理

⾃
⼰
管
理
と
は
、
⾃
分
の
健
康
状
態
や
⽣
活
の
リ
ズ
ム
を

管
理
し
、
い
つ
も
仕
事
に
臨
め
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
で
す
。

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
⼤
切
で
す
。

■
⾃
⼰
管
理
の
⽅
法

【
暴
飲
暴
⾷
を
し
な
い
】
【
衛
⽣
的
な
⽣
活
環
境
を
整
え
る
】

【
睡
眠
時
間
を
⼗
分
に
と
る
】
【
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
】
【
約
束
の
時
間
を
厳
守
す
る
】
【
公
私
混
同
を
し
な

い
】
【
ス
ト
レ
ス
を
趣
味
な
ど
で
解
消
す
る
】

▼
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

Io
Tや

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て
集
め
ら
れ
た
膨
⼤
な
デ
ー
タ
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
い
ま
す
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
分
野
の
研
究
や
分
析
に
携
わ
る
⼈
を
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
呼
び
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
IT
⼈
材
の
⾃
⼰
管
理
に
関
す
る
⼼
構
え
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
⾃
⼰
管
理
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

チ
ー
ム
で
滞
り
な
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
メ
ン
バ
ー
個
々
の
⾃
⼰

管
理
が
必
要
で
す
。
⾃
⼰
管
理
と
は
、
⾃
分
の
健
康
状
態
や
⽣
活
の
リ
ズ
ム
を
管
理
し
、
い
つ

も
ベ
ス
ト
な
状
態
で
仕
事
に
臨
め
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
で
す
。
⼼
⾝
の
健
康
状
態
は
、
仕
事

の
品
質
に
深
く
関
係
し
ま
す
。
健
康
で
な
け
れ
ば
業
務
の
効
率
性
が
低
下
し
た
り
、
ミ
ス
が
⽣

ま
れ
た
り
す
る
可
能
性
が
増
加
し
ま
す
。

職
業
⼈
と
し
て
、
常
に
ベ
ス
ト
な
状
態
を
保
て
る
よ
う
⼼
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

⼼
の
声
に
も
⽿
を
傾
け
て
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
⼤
切
で
す
。

次
に
、
⾃
⼰
管
理
の
⽅
法
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
暴
飲
暴
⾷
を
し
な
い
、
②
衛
⽣
的
な
⽣
活
環
境
を
整
え
る
、
③
睡
眠
時
間

を
⼗
分
に
と
る
、
④
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
、
⑤
約
束
の
時
間
を
厳
守
す
る
、
⑥

公
私
混
同
を
し
な
い
、
⑦
ス
ト
レ
ス
を
趣
味
な
ど
で
解
消
す
る

以
上
の
7点

の
⼼
が
け
が
必
要
で
す
。

ま
ず
は
、
①
の
暴
飲
暴
⾷
を
し
な
い
こ
と
と
、
③
の
睡
眠
時
間
を
⼗
分
に
と
る
こ
と
を
実
践

す
る
だ
け
で
も
、
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
⾃
分
を
律
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で

体
調
を
整
え
、
仕
事
で
⾼
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
⼼
が
け
が
⼤
事
で
す
。

最
後
に
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

Io
Tや

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て
集
め
ら
れ
た
膨
⼤
な
デ
ー
タ
を
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
い
い
ま
す
。
企
業
を
⽀
え
る
基
幹
シ
ス
テ
ム
、
SN
Sで

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
位
置
情
報
、
街
の
防
犯
カ
メ
ラ
、
気
象
観
測
⽤
の
装
置
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

デ
ー
タ
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
に
は
⼈
⼯
知
能
、
統
計
学
、
情
報
⼯
学
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

な
ど
の
知
識
や
技
術
、
⼿
法
が
⽤
い
ら
れ
、
こ
の
分
野
の
研
究
や
分
析
に
携
わ
る
⼈
を
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
呼
び
ま
す
。
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職
業
⼈
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

IT
⼈
材
に
必
要
な
能
⼒
①

−
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
働
く
IT
⼈
材
が
習
得
す
べ
き
能
⼒
を
考
え
る

〜
IT
⼈
材
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
〜

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⼒

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⼒
と
は
、
相
⼿
が
伝
え
よ
う
す
る

内
容
を
的
確
に
受
け
取
る
理
解
⼒
と
⾃
分
の
考
え
を
誤
解
な

く
伝
え
る
表
現
⼒
の
こ
と
と
も
⾔
え
ま
す
。

■
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⼒

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
納
期
が
あ
り
ま
す
。
納
期
を
守
る

た
め
に
は
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⼒
が
必
要
で
す
。

■
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⼒

シ
ス
テ
ム
に
必
要
以
上
の
理
想
を
求
め
れ
ば
、
過
剰
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
⽔
準

を
満
た
し
た
う
え
で
、
許
容
さ
れ
る
コ
ス
ト
を
意
識
し
て
⼈
員
を
配
置
し
、
作
業
進
め
る
こ
と
が
予
算
超
過

を
防
ぎ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
IT
⼈
材
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⼒
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

IT
⼈
材
に
求
め
ら
れ
る
⼤
事
な
能
⼒
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⼒
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
い

う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⼒
と
は
、
相
⼿
が
伝
え
よ
う
す
る
内
容
を
的
確
に
受
け
取
る
理
解
⼒

と
⾃
分
の
考
え
を
誤
解
な
く
伝
え
る
表
現
⼒
の
こ
と
と
も
⾔
え
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
例
に
す
る
と
、
当
初
の
ユ
ー
ザ
ー
と
の
意
思
疎
通
が
不
⼗
分
で
あ
れ
ば
、

開
発
の
終
盤
段
階
に
な
っ
て
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
す
る
シ
ス
テ
ム
と
IT
⼈
材
の
開
発
す
る

シ
ス
テ
ム
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
⽣
じ
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
開
発
の
⼯
程
が
⼤
幅
に
後
戻

り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
の

「
報
連
相
」
を
徹
底
し
、
さ
さ
い
な
疑
問
点
も
そ
の
都
度
解
消
す
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。

次
に
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⼒
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
決
め
ら
れ
た
期
間
、
す
な
わ
ち
「
納
期
」
が
あ
り
ま
す
。
納
期
を
守
る

た
め
に
は
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⼒
が
必
要
で
す
。
初
期
段
階
で
、
あ
る
程
度
は
先
の
⽬
途

を
⽴
て
ら
れ
る
よ
う
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
⼤
事
で
す
。

シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
け
る
中
盤
以
降
の
⼯
程
で
は
、
バ
グ
や
エ
ラ
ー
の
発
⽣
、
仕
様
の
変
更

な
ど
で
想
定
通
り
進
ま
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
時
間
の
余
裕
を

初
期
に
確
保
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
も
対
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
結
果
的
に
納
期
に
間

に
合
わ
せ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

最
後
に
、
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⼒
で
す
。

シ
ス
テ
ム
に
必
要
以
上
の
理
想
を
求
め
れ
ば
、
過
剰
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー

の
要
求
⽔
準
を
満
た
し
た
う
え
で
、
許
容
さ
れ
る
コ
ス
ト
を
意
識
し
て
⼈
員
を
配
置
し
、
作
業

進
め
る
こ
と
が
予
算
超
過
を
防
ぎ
ま
す
。

IT
業
界
で
は
シ
ス
テ
ム
の
設
計
仕
様
が
曖
昧
な
段
階
に
も
か
か
わ
ら
ず
契
約
を
か
わ
し
、
⾒

積
も
り
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
の
が
現
状
で
す
が
、
開
発
の
コ
ス
ト
を
よ
く
検
討
し
た
う

え
で
⾒
積
も
り
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
設
計
段
階
と
実
装
段
階
の
2段

階
に
分
け
て
⾒
積

も
り
す
る
な
ど
の
⽅
法
を
と
る
の
も
有
⼒
で
す
。

職
業
⼈
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

IT
⼈
材
に
必
要
な
能
⼒
①

−
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
働
く
IT
⼈
材
が
習
得
す
べ
き
能
⼒
を
考
え
る

〜
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
⼈
間
対
応
⼒
〜

■
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
必
要
性

シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
に
は
、
メ
ン
バ
ー
同
⼠
が
お
互
い
に

協
⼒
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
要
求
や
⽬
標
、
進
捗
の
状
況

を
密
に
共
有
し
、
「
チ
ー
ム
⼀
丸
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

完
遂
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
が
⼤
切
で
す
。

■
⽂
字
に
残
す

ユ
ー
ザ
ー
と
の
調
整
事
項
や
チ
ー
ム
内
の
確
認
な
ど
は
、

⽂
字
に
残
し
て
内
容
の
確
認
を
⾏
う
こ
と
が
⼤
事
で
す
。

■
空
気
を
感
じ
取
り
、
必
ず
確
認
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
は
、
相
⼿
の
表
情
や
⾏
動
か
ら
空
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
⼤
切
で
す
。

仕
事
の
場
で
は
、
曖
昧
に
せ
ず
確
認
す
る
習
慣
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
⼈
間
対
応
⼒
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
必
要
性
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シ
ス
テ
ム
開
発
は
様
々
な
⽴
場
の
多
く
の
IT
⼈
材
が
協
⼒
し
て
⾏
う
場
合
が
多
い
と
⾔
え
ま

す
。
百
⼈
以
上
の
IT
関
連
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
構
成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
シ
ス
テ
ム
開
発
を
す
る
に
は
、
メ
ン
バ
ー
が
お
互
い
に
相
⼿
の
⽴
場

を
尊
重
し
、
協
⼒
し
合
う
こ
と
が
⽋
か
せ
ま
せ
ん
。
⽬
標
を
共
有
し
、
進
捗
の
状
況
や
困
っ
た

こ
と
、
要
求
な
ど
を
密
に
共
有
し
、
「
チ
ー
ム
⼀
丸
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂
さ
せ
よ

う
」
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
が
⼤
切
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
⾜
時
に
は
敢
え
て
顔
合
わ
せ
の

会
合
を
持
っ
た
り
、
積
極
的
に
懇
親
の
場
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
⾼
め

る
た
め
の
⼯
夫
は
様
々
で
す
。

次
に
、
⽂
字
に
残
す
、
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
と
の
調
整
事
項
や
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
内
の
確
認
な
ど
は
、
⼝
頭
だ
け
で

終
わ
ら
せ
ず
⽂
字
に
残
し
て
内
容
の
確
認
を
⾏
う
こ
と
が
⼤
事
で
す
。
こ
れ
は
、
思
い
込
み
な

ど
に
よ
る
誤
解
は
、
⽂
字
で
確
認
す
る
こ
と
で
回
避
で
き
る
場
合
が
多
い
た
め
で
す
。

打
ち
合
わ
せ
や
電
話
の
後
は
、
内
容
を
⽂
字
に
残
し
て
常
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
SN
Sや

メ
ー
ル
、
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
を
活
⽤
す
る
の
も
⼀
般

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
空
気
を
感
じ
取
り
、
必
ず
確
認
す
る
、
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
は
、
相
⼿
の
表
情
や
⾏
動
か
ら
空
気
を
感
じ
取
る
こ
と
が
⼤

切
で
す
。

し
か
し
、
勝
⼿
に
空
気
を
感
じ
取
っ
た
だ
け
で
は
正
し
い
解
釈
が
で
き
て
い
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
何
か
相
⼿
の
⾔
い
た
い
こ
と
を
感
じ
と
っ
た
ら
、
⼝
頭
ま
た
は
⽂
字
で
確
認
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
「
相
⼿
は
分
か
っ
て
い
る
」
と
思
い
込
ん
で
、
解
釈
を
誤
っ
た
り
分
か
ら

な
い
こ
と
を
確
認
し
な
い
ま
ま
に
し
た
り
し
て
進
め
て
は
、
ゴ
ー
ル
を
正
し
く
⽬
指
す
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
で
す
。

仕
事
の
場
で
は
、
曖
昧
に
せ
ず
確
認
す
る
習
慣
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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職
業
⼈
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

IT
⼈
材
に
必
要
な
能
⼒
②

−
専
⾨
職
業
⼈
と
し
て
⽇
々
の
研
鑽
が
必
要
な
IT
⼈
材
が
習
得
す
べ
き
能
⼒
を
考
え
る

〜
IT
⼈
材
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
キ
ル
〜

■
技
術
動
向

前
向
き
で
積
極
的
な
考
え
⽅
を
す
る
こ
と
を
⼼
が
け
れ
ば
、

ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
キ
ル
を
向
上
で
き
ま
す
。
⾃
分
に
と
っ
て
役
に

⽴
つ
技
術
を
⾒
極
め
る
こ
と
も
⼤
切
で
す
。

■
社
会
動
向

IT
技
術
は
、
社
会
の
中
の
各
所
に
導
⼊
さ
れ
、
そ
の
効
果
も

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
⾃
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
だ
け
で
な
く
、

幅
広
い
分
野
の
情
報
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
⼤
事
で
す
。

■
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
動
向

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
社
会
全
体
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
⾼
い
領
域
で
す
。
守
る
側
は
脅
か
す
側
以
上

の
ス
ピ
ー
ド
で
新
し
い
技
術
を
取
り
⼊
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

独
⽴
⾏
政
法
⼈
情
報
処
理
推
進
機
構
（

IP
A
）
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ペ
ー
ジ
な
ど
も
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
IT
⼈
材
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
キ
ル
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
技
術
動
向
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

IT
業
界
は
、
⾮
常
に
技
術
の
進
歩
が
早
い
業
界
で
す
。
常
に
世
の
中
の
動
向
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
先
⼿
を
打
っ
て
学
習
し
な
い
と
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
新
し

い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
喜
び
で
、
学
ん
だ
先
に
更
に
ど
ん
な
新
し
い
こ
と
が
待
っ
て
い

る
の
か
楽
し
み
」
と
い
う
よ
う
な
前
向
き
で
積
極
的
な
考
え
⽅
を
す
る
こ
と
を
⼼
が
け

れ
ば
、
学
ぶ
⼒
す
な
わ
ち
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
キ
ル
を
向
上
で
き
ま
す
。

開
発
さ
れ
た
新
し
い
技
術
の
中
に
は
、
活
⽤
さ
れ
る
も
の
も
あ
れ
ば
廃
れ
て
い
く
も

の
も
あ
り
ま
す
。
⾃
分
に
と
っ
て
役
に
⽴
つ
技
術
を
⾒
極
め
る
こ
と
も
⼤
切
で
す
。

次
に
、
社
会
動
向
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

IT
技
術
は
、
社
会
の
中
の
各
所
に
導
⼊
さ
れ
、
そ
の
効
果
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

税
⾦
の
計
算
⽅
法
の
変
化
、
関
連
法
規
の
改
正
、
元
号
が
変
わ
る
改
元
な
ど
の
社
会
的

な
動
向
も
全
て
、
シ
ス
テ
ム
に
関
係
す
る
仕
事
に
は
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

⽇
頃
か
ら
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
に
気
を
配
り
、
⾃
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
だ
け
で
な
く
、

満
遍
な
く
広
い
分
野
の
情
報
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
⼤
事
で
す
。

ま
た
、
社
会
動
向
に
詳
し
く
な
れ
ば
、
顧
客
業
務
の
理
解
の
助
け
に
な
る
こ
と
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
動
向
で
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
社
会
全
体
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
⾼
い
領
域
で
す
。
脅
か

す
側
が
常
に
新
し
い
技
術
を
あ
み
出
し
て
い
る
以
上
、
守
る
側
は
脅
か
す
側
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
で
新
し
い
技
術
を
取
り
⼊
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
技
術
を
取
り
⼊
れ
る
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
件
・
事
故
を
取
り
扱
う
サ
イ
ト

や
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
な
ど
を
斜
め
読
み
す
る
だ
け
で
な
く
、
根
底
に
あ
る
技
術
や
対
策

ま
で
、
深
く
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

独
⽴
⾏
政
法
⼈
情
報
処
理
推
進
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
あ
る
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ペ
ー
ジ
な
ど
も
参
考
に
な
る
は
ず
で
す
。

職
業
⼈
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

IT
⼈
材
に
必
要
な
能
⼒
②

−
専
⾨
職
業
⼈
と
し
て
⽇
々
の
研
鑽
が
必
要
な
IT
⼈
材
が
習
得
す
べ
き
能
⼒
を
考
え
る

〜
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
視
点
〜

■
服
装

ユ
ー
ザ
ー
と
の
⾯
談
す
る
会
合
や
会
社
の
節
⽬
と
な
る
⾏
事

な
ど
で
は
、
ス
ー
ツ
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

失
礼
と
な
ら
な
い
服
装
を
す
る
⽤
意
周
到
さ
が
⼤
事
で
す
。

■
敬
語

常
に
相
⼿
を
敬
う
⾔
葉
遣
い
を
⼼
が
け
ま
す
。
尊
敬
語
や
謙

譲
語
を
使
い
分
け
る
こ
と
な
ど
は
急
に
は
で
き
る
よ
う
に
は
な

り
ま
せ
ん
か
ら
、
普
段
か
ら
正
し
い
敬
語
を
⼼
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
切
り
分
け

IT
業
界
の
現
場
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要
望
、
上
司
か
ら
の
指
⽰
、
同
僚
か
ら
の
依
頼
な
ど
様
々
な

リ
ク
エ
ス
ト
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
⾃
分
は
何
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
条
件

が
揃
え
ば
で
き
る
の
か
を
提
案
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
IT
⼈
材
の
視
点
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に
、
服
装
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⼀
般
に
シ
ス
テ
ム
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掛
か
る
費
⽤
は
、
数
百
万
円
か
ら
数
千
万
円
さ

ら
に
は
数
億
円
、
数
⼗
億
の
規
模
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
そ
の
費
⽤
に
⾒

合
っ
た
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
宿
命
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要
求
や
期
待
に
応

え
る
上
で
、
IT
⼈
材
は
常
に
ユ
ー
ザ
ー
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
・
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
服
装
に
関
し
て
も
、
開
発
の
作
業
は
ラ
フ
に
し
て
も
よ
い
会
社
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

ユ
ー
ザ
ー
と
⾯
談
す
る
会
合
や
会
社
の
節
⽬
と
な
る
⾏
事
な
ど
で
は
、
ス
ー
ツ
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
会
社
説
明
会
や
採
⽤
試
験
も
、
特
に
普
段
着
と
指
定
さ
れ
な
い
限
り
は
、
失
礼

と
な
ら
な
い
服
装
を
す
る
⽤
意
周
到
さ
が
⼤
事
で
す
。

次
に
、
敬
語
に
つ
い
て
⾒
て
い
き
ま
す
。

仕
事
の
場
で
は
敬
語
を
⽤
い
る
こ
と
が
⼀
般
的
で
す
。
「
親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
」
で
す

の
で
、
親
し
い
同
僚
や
ユ
ー
ザ
ー
と
の
会
話
も
、
常
に
相
⼿
を
敬
う
⾔
葉
遣
い
を
⼼
が
け
ま
す
。

特
に
多
忙
な
時
や
、
緊
急
性
の
あ
る
仕
事
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。
い
つ
も
は
気
に
さ

れ
な
い
⾔
葉
で
あ
っ
て
も
、
相
⼿
を
怒
ら
せ
る
原
因
に
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
で
す
。

尊
敬
語
や
謙
譲
語
を
使
い
分
け
る
こ
と
な
ど
は
急
に
は
で
き
る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、

普
段
か
ら
正
し
い
敬
語
を
⼼
掛
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

最
後
に
、
切
り
分
け
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
で
す
。

IT
業
界
の
現
場
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要
望
、
上
司
か
ら
の
指
⽰
、
同
僚
か
ら
の
依
頼
な

ど
様
々
な
リ
ク
エ
ス
ト
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何
か
頼
ま
れ
た
ら
、
答
え
が
明
確
な

も
の
は
必
ず
イ
エ
ス
・
ノ
ー
を
明
⾔
し
、
答
え
が
不
明
確
な
も
の
は
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
回
答

は
せ
ず
に
確
認
し
て
か
ら
回
答
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

曖
昧
な
返
事
は
拒
否
さ
れ
た
よ
う
に
聞
こ
え
た
り
、
承
諾
し
た
よ
う
に
聞
こ
え
た
り
と
誤
解

を
招
き
ま
す
。
で
き
な
い
こ
と
は
「
で
き
な
い
」
と
明
確
に
し
、
そ
の
代
わ
り
に
何
が
で
き
る

の
か
、
あ
る
い
は
ど
ん
な
条
件
が
揃
え
ば
で
き
る
の
か
を
提
案
し
ま
す
。
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（
１

）
IT

⼈
材

に
求

め
ら

れ
る

倫
理

性
と

し
て

正
し

い
も

の
は

ど
れ

で
す

か
？

１
知

り
得

た
情

報
を

勝
⼿

に
使

う

２
情

報
を

他
の

企
業

に
教

え
る

３
不

正
に

情
報

を
漏

え
い

し
な

い

４
ユ

ー
ザ

ー
の

企
業

秘
密

を
家

に
持

ち
帰

る

問
題

正
解

３
「

不
正

に
情

報
を

漏
え

い
し

な
い

」

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、

IT
⼈
材
に
求
め
ら
れ
る
倫
理
性
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
で
す

か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
知
り
得
た
情
報
を
勝
⼿
に
使
う
」
、

2
番
が
「
情
報
を
他
の

企
業
に
教
え
る
」
、

3
番
「
不
正
に
情
報
を
漏
え
い
し
な
い
」
、

4
番
が
「
ユ
ー

ザ
ー
の
企
業
秘
密
を
家
に
持
ち
帰
る
」
で
し
た
。

正
解
は
３
番
の
「
不
正
に
情
報
を
漏
え
い
し
な
い
」
で
す
。

IT
⼈

材
は

ユ
ー

ザ
ー

の
企

業
秘

密
や

個
⼈

情
報

を
直

接
扱

う
こ

と
が

多
い

た
め

、
知

り
得

た
情

報
を

悪
⽤

し
な

い
、

不
正

に
情

報
を

漏
え

い
し

な
い

な
ど

⾼
い

倫
理

性
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
ひ

と
た

び
情

報
が

漏
え

い
す

る
と

、
企

業
の

存
続

さ
え

脅
か

さ
れ

る
ほ

ど
の

⼤
問

題
に

発
展

す
る

可
能

性
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
対

す
る

強
い

意
識

も
不

可
⽋

で
す

。
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
は

技
術

だ
け

で
実

現
さ

れ
る

も
の

で
は

な
く

、
そ

の
重

要
性

や
脅

威
に

対
す

る
認

識
・

理
解

と
い

っ
た

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

意
識

が
重

要
で

す
。

IT
⼈
材
は
ユ
ー
ザ
ー
の
企
業
秘
密
や
個
⼈
情
報
を
直
接
扱
う
こ
と
が
多
い
た
め
、

知
り
得
た
情
報
を
悪
⽤
し
な
い
、
不
正
に
情
報
を
漏
え
い
し
な
い
な
ど
⾼
い
倫
理

性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
た
び
情
報
が
漏
え
い
す
る
と
、
企
業
の
存
続
さ
え
脅

か
さ
れ
る
ほ
ど
の
⼤
問
題
に
発
展
す
る
可
能
性
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
強
い
意
識
も
不
可
⽋
で
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

は
技
術
だ
け
で
実
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
重
要
性
や
脅
威
に
対
す
る
認

識
・
理
解
と
い
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
が
重
要
で
す
。
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（
２

）
IT

⼈
材

に
求

め
ら

れ
る

⼼
構

え
と

し
て

正
し

い
も

の
は

ど
れ

で
す

か
？

１
品

質
の

追
求

２
デ

ザ
イ

ン
の

追
求

３
コ

ス
ト

の
追

求

４
個

性
の

追
求

問
題

正
解

１
「

品
質

の
追

求
」

：

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は
、

IT
⼈
材
に
求
め
ら
れ
る
⼼
構
え
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
︖

と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、

1
番
が
「
品
質
の
追
求
」
、

2
番
が
「
デ
ザ
イ

ン
の
追
求
」
、

3
番
「
コ
ス
ト
の
追
求
」
、

4
番
が
「
個
性
の
追
求
」
で
す
。

正
解
は
１
番
の
「
品
質
の
追
求
」
で
す
。

IT
⼈

材
に

求
め

ら
れ

る
⼼

構
え

の
⼀

つ
に

、
「

品
質

の
追

求
」

が
あ

り
ま

す
。

シ
ス

テ
ム

は
論

理
的

に
組

み
上

げ
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

⼀
つ

の
ミ

ス
が

、
シ

ス
テ

ム
全

体
を

⽌
め

て
し

ま
う

と
い

う
危

険
性

も
あ

り
ま

す
。

乗
り

物
、

銀
⾏

、
医

療
、

イ
ン

フ
ラ

な
ど

シ
ス

テ
ム

が
⽌

ま
っ

て
し

ま
え

ば
、

社
会

に
⼤

き
な

影
響

を
与

え
て

し
ま

う
だ

け
に

、
IT

⼈
材

に
は

ユ
ー

ザ
ー

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

作
り

に
責

任
を

も
ち

、
品

質
を

⾼
め

る
努

⼒
が

⽋
か

せ
ま

せ
ん

。

IT
⼈
材
に
求
め
ら
れ
る
⼼
構
え
の
⼀
つ
に
、
「
品
質
の
追
求
」
が
あ
り
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
は
論
理
的
に
組
み
上
げ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
⼀
つ
の
ミ
ス
が
、
シ
ス

テ
ム
全
体
を
⽌
め
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

乗
り
物
、
銀
⾏
、
医
療
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
シ
ス
テ
ム
が
⽌
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、

社
会
に
⼤
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
だ
け
に
、

IT
⼈
材
に
は
ユ
ー
ザ
ー
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
作
り
に
責
任
を
も
ち
、
品
質
を
⾼
め
る
努
⼒
が
⽋
か
せ
ま
せ
ん
。
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（
１

）
「

顧
客

（
ユ

ー
ザ

ー
）

に
⽬

を
向

け
、

顧
客

を
中

⼼
に

考
え

る
」

こ
と

を
何

と

⾔
い

ま
す

か
？

１
顧

客
管

理

２
顧

客
志

向

３
利

潤
追

求

４
顧

客
情

報

問
題

正
解

２
「

顧
客

志
向

」
：

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、

IT
⼈
材
が
現
場
で
求
め
ら
れ
る
⼒
と
し
て
正
し
い
も
の
は
ど
れ
で
す

か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
顧
客
管
理
」
、

2
番
が
「
顧
客
志
向
」
、

3
番
「
利
潤
追

求
」
、

4
番
が
「
顧
客
情
報
」
で
し
た
。

正
解
は

2
番
の
「
顧
客
志
向
」
で
す
。

顧
客

志
向

と
は

、
「

顧
客

（
ユ

ー
ザ

ー
）

に
⽬

を
向

け
、

顧
客

を
中

⼼
に

考
え

る
」

こ
と

で
す

。
こ

の
姿

勢
は

、
営

業
だ

け
で

は
な

く
、

SE
や

プ
ロ

グ
ラ

マ
ー

等
の

IT
⼈

材
に

も
求

め
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
ま

す
。

ユ
ー

ザ
ー

の
抱

え
る

課
題

や
⽬

的
・

⽬
標

な
ど

を
直

接
ヒ

ア
リ

ン
グ

し
、

顧
客

の
ニ

ー
ズ

を
深

く
理

解
し

よ
う

と
す

る
姿

勢
が

⼤
切

で
す

。
そ

の
た

め
に

は
、

顧
客

の
業

務
の

流
れ

や
意

味
を

理
解

す
る

こ
と

が
⽋

か
せ

ま
せ

ん
。

ま
た

、
た

だ
要

求
さ

れ
た

範
囲

で
シ

ス
テ

ム
を

作
り

顧
客

ニ
ー

ズ
を

満
た

す
だ

け
で

な
く

、
よ

り
良

い
も

の
を

⾃
ら

提
案

す
る

姿
勢

を
も

つ
こ

と
で

、
顧

客
の

信
頼

を
獲

得
で

き
、

さ
ら

に
重

要
な

業
務

も
任

さ
れ

る
IT

⼈
材

に
な

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

顧
客
志
向
と
は
、
「
顧
客
（
ユ
ー
ザ
ー
）
に
⽬
を
向
け
、
顧
客
を
中
⼼
に
考
え

る
」
こ
と
で
す
。
こ
の
姿
勢
は
、
営
業
だ
け
で
は
な
く
、

SE
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
等

の
IT
⼈
材
に
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
抱
え
る
課
題

や
⽬
的
・
⽬
標
な
ど
を
直
接
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
深
く
理
解
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
⼤
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
顧
客
の
業
務
の
流
れ
や
意
味
を

理
解
す
る
こ
と
が
⽋
か
せ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
た
だ
要
求
さ
れ
た
範
囲
で
シ
ス
テ
ム
を
作
り
顧
客
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
だ

け
で
な
く
、
よ
り
良
い
も
の
を
⾃
ら
提
案
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
で
、
顧
客
の
信

頼
を
獲
得
で
き
、
さ
ら
に
重
要
な
業
務
も
任
さ
れ
る

IT
⼈
材
に
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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（
２

）
IT

⼈
材

が
特

に
留

意
し

て
お

く
べ

き
法

令
と

し
て

、
間

違
っ

て
い

る
も

の
は

ど
れ

で
し

ょ
う

か
？

１
個

⼈
情

報
保

護
法

２
著

作
権

法

３
道

路
交

通
法

４
不

正
ア

ク
セ

ス
禁

⽌
法

問
題

正
解

３
「

道
路

交
通

法
」

：

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は
、

IT
⼈
材
が
特
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
法
令
と
し
て
、
間
違
っ
て
い
る
も

の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、

1
番
が
「
個
⼈
情

報
保
護
法
」
、

2
番
が
「
著
作
権
法
」
、

3
番
「
道
路
交
通
法
」
、

4
番
が
「
不
正

ア
ク
セ
ス
禁
⽌
法
」
で
し
た
。

正
解
は
３
番
の
「
道
路
交
通
法
」
で
す
。

IT
⼈

材
が

特
に

留
意

し
て

お
く

べ
き

法
令

と
し

て
、

個
⼈

情
報

保
護

法
、

著
作

権
法

、
不

正
ア

ク
セ

ス
禁

⽌
法

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

IT
⼈

材
に

は
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

つ
ま

り
、

法
令

遵
守

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

し
っ

か
り

と
法

令
遵

守
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
信

頼
を

得
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

IT
⼈
材
が
特
に
留
意
し
て
お
く
べ
き
法
令
と
し
て
、
個
⼈
情
報
保
護
法
、
著
作
権

法
、
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
⽌
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

IT
⼈
材
に
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
つ
ま
り
、
法
令
遵
守
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
っ
か
り
と
法
令
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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（
１

）
⼀

般
的

に
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
関

わ
る

業
務

と
し

て
正

し
い

の
は

ど
れ

で
し

ょ
う

か
？

１
販

売

２
企

画

３
開

発

４
営

業

問
題

正
解

３
「

開
発

」
：

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
⼀
般
的
に
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
関
わ
る
業
務
と
し
て
正
し
い
の

は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
販
売
」
、

2
番
が
「
企
画
」
、

3
番
「
開
発
」
、

4
番
が
「
営

業
」
で
し
た
。

正
解
は
３
番
の
「
開
発
」
で
す
。

IT
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

プ
ロ

セ
ス

は
、

⼤
き

く
企

画
、

要
件

定
義

、
設

計
、

開
発

・
テ

ス
ト

・
検

収
、

運
⽤

・
保

守
と

進
⾏

し
ま

す
。

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
や

セ
ー

ル
ス

が
企

画
を

、
ア

ー
キ

テ
ク

ト
や

シ
ス

テ
ム

エ
ン

ジ
ニ

ア
が

要
件

定
義

や
設

計
に

関
わ

り
ま

す
。

さ
ら

に
、

プ
ロ

グ
ラ

マ
ー

と
シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
開

発
・

テ
ス

ト
・

検
収

を
、

運
⽤

・
保

守
技

術
者

が
運

⽤
・

保
守

に
主

に
関

わ
り

ま
す

。
そ

し
て

、
全

体
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
統

括
す

る
の

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

で
す

。

IT
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
⼤
き
く
企
画
、
要
件
定
義
、
設
計
、
開

発
・
テ
ス
ト
・
検
収
、
運
⽤
・
保
守
と
進
⾏
し
ま
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
セ
ー
ル
ス
が
企
画
を
、
ア
ー
キ
テ
ク
ト
や
シ
ス
テ
ム
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
要
件
定
義
や
設
計
に
関
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
開
発
・
テ
ス
ト
・
検
収
を
、
運
⽤
・
保
守
技
術
者
が
運
⽤
・

保
守
に
主
に
関
わ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
全
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
の
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
で
す
。
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（
２

）
IT

⼈
材

に
求

め
ら

れ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
と

し
て

間
違

っ
て

い
る

も
の

は

ど
れ

で
す

か
？

１
チ

ー
ム

内
で

の
や

り
と

り
を

円
滑

に
ミ

ス
な

く
⾏

う
能

⼒

２
可

能
不

可
能

を
明

確
に

し
て

合
意

点
を

⾒
つ

け
る

交
渉

能
⼒

３
ユ

ー
ザ

ー
の

意
向

を
無

視
し

て
で

も
⾃

分
の

考
え

を
理

解
さ

せ
る

能
⼒

４
ユ

ー
ザ

ー
の

意
向

を
的

確
に

汲
み

取
る

能
⼒

問
題

正
解

３
「

ユ
ー

ザ
ー

の
意

向
を

無
視

し
て

で
も

⾃
分

の
考

え
を

理
解

さ
せ

る
能

⼒
」

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は

IT
⼈
材
に
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒
と
し
て
間
違
っ
て
い

る
も
の
は
ど
れ
で
す
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、

1
番
が
「
チ
ー
ム

内
で
の
や
り
と
り
を
円
滑
に
ミ
ス
な
く
⾏
う
能
⼒
」
、

2
番
が
「
可
能
不
可
能
を

明
確
に
し
て
合
意
点
を
⾒
つ
け
る
交
渉
能
⼒
」
、

3
番
「
ユ
ー
ザ
ー
の
意
向
を
無

視
し
て
で
も
⾃
分
の
考
え
を
理
解
さ
せ
る
能
⼒
」
、

4
番
が
「
ユ
ー
ザ
ー
の
意
向

を
的
確
に
汲
み
取
る
能
⼒
」
で
し
た
。

正
解
は

3
番
の
「
ユ
ー
ザ
ー
の
意
向
を
無
視
し
て
で
も
⾃
分
の
考
え
を
理
解
さ
せ

る
能
⼒
」
で
す
。

多
様

な
職

種
の

⼈
材

が
集

ま
っ

て
進

め
る

IT
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

様
々

な
⽴

場
の

⼈
が

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

果
た

し
な

が
ら

、
密

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
具

体
的

に
は

ユ
ー

ザ
ー

の
意

向
を

的
確

に
汲

み
取

る
能

⼒
、

可
能

不
可

能
を

明
確

に
し

て
合

意
点

を
⾒

つ
け

る
交

渉
能

⼒
、

チ
ー

ム
内

で
の

や
り

と
り

を
円

滑
に

ミ
ス

な
く

⾏
う

能
⼒

な
ど

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

多
様
な
職
種
の
⼈
材
が
集
ま
っ
て
進
め
る

IT
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
様
々
な
⽴

場
の
⼈
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
ユ
ー
ザ
ー
の
意
向
を
的
確
に
汲
み
取
る
能
⼒
、
可
能
不
可
能
を
明

確
に
し
て
合
意
点
を
⾒
つ
け
る
交
渉
能
⼒
、
チ
ー
ム
内
で
の
や
り
と
り
を
円
滑
に

ミ
ス
な
く
⾏
う
能
⼒
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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（
１

）
IT

⼈
材

が
社

会
全

体
の

変
化

に
対

応
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
も

の
は

何
で

し
ょ

う

か
？ １

柔
軟

性

２
頑

固
さ

３
利

益
重

視

４
コ

ス
ト

カ
ッ

ト

問
題

正
解

1「
柔

軟
性

」
：

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、

IT
⼈
材
が
社
会
全
体
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
も
の

は
何
で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
柔
軟
性
」
、

2
番
が
「
頑
固
さ
」
、

3
番
「
利
益
重
視
」
、

4
番
が
「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
で
し
た
。

正
解
は
１
番
の
「
柔
軟
性
」
で
す
。

IT
を

取
り

巻
く

環
境

は
変

化
が

著
し

い
た

め
、

せ
っ

か
く

開
発

し
た

シ
ス

テ
ム

の
寿

命
も

短
く

な
る

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

そ
う

し
た

状
況

の
中

で
は

、
い

ち
早

く
変

化
に

対
応

で
き

な
け

れ
ば

、
優

位
性

を
保

つ
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

そ
れ

と
同

時
に

、
社

会
全

体
の

変
化

に
対

応
し

な
が

ら
、

で
き

る
だ

け
⻑

く
ユ

ー
ザ

ー
が

利
⽤

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

で
き

る
柔

軟
性

も
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

IT
⼈

材
は

、
常

に
⾃

ら
の

知
識

と
技

術
を

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

し
続

け
な

が
ら

、
最

善
の

も
の

を
作

り
出

す
⼒

が
問

わ
れ

て
い

ま
す

。

IT
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
が
著
し
い
た
め
、
せ
っ
か
く
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム

の
寿
命
も
短
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
は
、
い
ち
早
く

変
化
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
、
優
位
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
と
同
時
に
、
社
会
全
体
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
⻑
く

ユ
ー
ザ
ー
が
利
⽤
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
で
き
る
柔
軟
性
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

IT
⼈
材
は
、
常
に
⾃
ら
の
知
識
と
技
術
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
続
け
な
が
ら
、

最
善
の
も
の
を
作
り
出
す
⼒
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
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（
２

）
新

し
い

知
識

や
技

術
の

原
動

⼒
と

な
る

の
は

ど
れ

で
し

ょ
う

か
？

１
⾃

信

２
知

的
好

奇
⼼

３
怠

惰
性

４
無

関
⼼

問
題

正
解

２
「

知
的

好
奇

⼼
」

：

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は
、
新
し
い
知
識
や
技
術
の
原
動
⼒
と
な
る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
︖
と

い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、

1
番
が
「
⾃
信
」
、

2
番
が
「
知
的
好
奇
⼼
」
、

3
番
「
怠
惰
性
」
、

4
番
が
「
無
関
⼼
」
で
し
た
。

正
解
は
２
番
の
「
知
的
好
奇
⼼
」
で
す
。

IT
⼈

材
は

常
に

新
し

い
知

識
と

技
術

を
習

得
し

続
け

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

の
原

動
⼒

と
な

る
の

が
知

的
好

奇
⼼

で
す

。
新

し
い

知
識

と
技

術
を

習
得

し
て

い
く

こ
と

で
⾃

ら
の

ス
キ

ル
は

向
上

し
、

そ
の

結
果

と
し

て
成

果
は

⼤
き

い
も

の
と

な
り

ま
す

。
ま

た
、

意
欲

的
に

な
れ

る
IT

最
前

線
の

現
場

で
仕

事
に

取
り

組
む

チ
ャ

ン
ス

を
⼿

に
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
⽇

々
の

仕
事

で
必

要
な

こ
と

だ
け

で
な

く
、

新
し

い
こ

と
を

意
識

的
に

情
報

収
集

す
る

よ
う

に
し

、
他

の
IT

⼈
材

と
の

積
極

的
な

情
報

交
換

か
ら

新
し

い
発

⾒
を

⾒
出

す
こ

と
が

で
き

ま
す

。

IT
⼈
材
は
常
に
新
し
い
知
識
と
技
術
を
習
得
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
原
動
⼒
と
な
る
の
が
知
的
好
奇
⼼
で
す
。
新
し
い
知
識
と
技
術
を
習

得
し
て
い
く
こ
と
で
⾃
ら
の
ス
キ
ル
は
向
上
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
成
果
は
⼤
き

い
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
意
欲
的
に
な
れ
る

IT
最
前
線
の
現
場
で
仕
事
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン
ス
を

⼿
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
⽇
々
の
仕
事
で
必
要
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
新
し

い
こ
と
を
意
識
的
に
情
報
収
集
す
る
よ
う
に
し
、
他
の

IT
⼈
材
と
の
積
極
的
な
情

報
交
換
か
ら
新
し
い
発
⾒
を
⾒
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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（
１

）
ユ

ー
ザ

ー
の

業
務

理
解

と
し

て
間

違
っ

て
い

る
も

の
は

ど
れ

で
し

ょ
う

か
？

１
業

務
を

洗
い

出
し

２
改

善
点

を
絞

り
込

み

３
ユ

ー
ザ

ー
へ

の
注

意
・

警
告

４
シ

ス
テ

ム
化

計
画

を
策

定

問
題

正
解

３
「

ユ
ー

ザ
ー

へ
の

注
意

・
警

告
」

：

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
業
務
理
解
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ

う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
業
務
を
洗
い
出
し
」
、

2
番
が
「
改
善
点
を
絞
り
込
み
」
、

3
番
「
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
注
意
・
警
告
」
、

4
番
が
「
シ
ス
テ
ム
化
計
画
を
策
定
」
で

す
。

正
解
は
３
番
の
「
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
注
意
・
警
告
」
で
す
。

ユ
ー

ザ
ー

の
要

求
に

沿
っ

て
シ

ス
テ

ム
を

開
発

す
る

に
は

、
ユ

ー
ザ

ー
の

業
務

を
よ

く
知

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
例

え
ば

、
シ

ス
テ

ム
化

に
よ

る
業

務
効

率
化

や
企

業
価

値
向

上
を

⽬
指

し
た

提
案

を
す

る
な

ら
ば

、
①

業
務

を
洗

い
出

し
、

②
業

務
を

⾒
え

る
化

し
、

③
改

善
点

を
絞

り
込

み
、

④
改

善
計

画
を

策
定

し
、

⑤
シ

ス
テ

ム
化

計
画

を
策

定
す

る
、

と
い

う
流

れ
で

理
想

的
な

業
務

の
あ

り
⽅

を
⾒

つ
け

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
に
沿
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
業
務

を
よ
く
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
や
企
業
価
値
向
上
を
⽬
指
し
た
提

案
を
す
る
な
ら
ば
、
①
業
務
を
洗
い
出
し
、
②
業
務
を
⾒
え
る
化
し
、
③
改
善
点

を
絞
り
込
み
、
④
改
善
計
画
を
策
定
し
、
⑤
シ
ス
テ
ム
化
計
画
を
策
定
す
る
、
と

い
う
流
れ
で
理
想
的
な
業
務
の
あ
り
⽅
を
⾒
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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（
２

）
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
家

電
、

⾃
動

⾞
な

ど
様

々
な

モ
ノ

が
直

接
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に

つ
な

が
り

、
モ

ノ
ど

う
し

、
あ

る
い

は
モ

ノ
と

ク
ラ

ウ
ド

、
モ

ノ
と

⼈
が

デ
ー

タ
を

や
り

と

り
す

る
こ

と
を

何
と

⾔
い

ま
す

か
？

１
AI

２
Io

T

３
PD

CA

４
VR

問
題

正
解

２
「

Io
T」

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
家
電
、
⾃
動
⾞
な
ど
様
々
な
モ
ノ
が
直
接
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
、
モ
ノ
ど
う
し
、
あ
る
い
は
モ
ノ
と
ク
ラ
ウ
ド
、
モ
ノ

と
⼈
が
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
を
何
と
⾔
い
ま
す
か
︖
と
い
う
問
題
で
し

た
。
選
択
肢
は
、

1
番
が
「

A
I」
、

2
番
が
「

Io
T」
、

3
番
「

P
D
C
A
」
、

4
番
が

「
V
R
」
で
し
た
。

正
解
は
２
番
の
「

Io
T」
で
す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
、

家
電

、
⾃

動
⾞

な
ど

様
々

な
モ

ノ
が

直
接

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

つ
な

が
り

、
モ

ノ
ど

う
し

、
あ

る
い

は
モ

ノ
と

ク
ラ

ウ
ド

、
あ

る
い

は
モ

ノ
と

⼈
が

デ
ー

タ
を

や
り

と
り

す
る

の
が

Io
Tで

す
。

Io
Tは

暮
ら

し
を

便
利

に
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

こ
れ

ら
膨

⼤
な

数
の

モ
ノ

か
ら

⼊
⼿

で
き

る
莫

⼤
な

デ
ー

タ
を

使
っ

て
現

実
世

界
を

分
析

し
、

よ
り

よ
い

社
会

を
実

現
す

る
た

め
に

利
⽤

さ
れ

ま
す

。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
家
電
、
⾃
動
⾞
な
ど
様
々
な
モ
ノ
が
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
な
が
り
、
モ
ノ
ど
う
し
、
あ
る
い
は
モ
ノ
と
ク
ラ
ウ
ド
、
あ
る
い
は
モ
ノ

と
⼈
が
デ
ー
タ
を
や
り
と
り
す
る
の
が

Io
Tで
す
。

Io
Tは
暮
ら
し
を
便
利
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
膨
⼤
な
数
の
モ
ノ
か
ら

⼊
⼿
で
き
る
莫
⼤
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て
現
実
世
界
を
分
析
し
、
よ
り
よ
い
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
利
⽤
さ
れ
ま
す
。
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（
１

）
⾃

分
の

健
康

状
態

や
⽣

活
の

リ
ズ

ム
を

管
理

し
、

い
つ

も
ベ

ス
ト

な
状

態
で

仕
事

に
臨

め
る

よ
う

調
整

す
る

こ
と

を
何

と
⾔

い
ま

す
か

？

１
業

務
管

理

２
⼈

事
管

理

３
⾃

⼰
管

理

４
在

庫
管

理

問
題

正
解

３
「

⾃
⼰

管
理

」
：

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
⾃
分
の
健
康
状
態
や
⽣
活
の
リ
ズ
ム
を
管
理
し
、
い
つ
も
ベ
ス
ト
な

状
態
で
仕
事
に
臨
め
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
を
何
と
⾔
い
ま
す
か
︖
と
い
う
問
題

で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
業
務
管
理
」
、

2
番
が
「
⼈
事
管
理
」
、

3
番
「
⾃
⼰
管

理
」
、

4
番
が
「
在
庫
管
理
」
で
す
。

正
解
は
３
番
の
「
⾃
⼰
管
理
」
で
す
。

チ
ー

ム
で

滞
り

な
く

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
進

め
る

た
め

に
は

、
ま

ず
は

メ
ン

バ
ー

個
々

の
⾃

⼰
管

理
が

必
要

で
す

。
⾃

⼰
管

理
と

は
、

⾃
分

の
健

康
状

態
や

⽣
活

の
リ

ズ
ム

を
管

理
し

、
い

つ
も

ベ
ス

ト
な

状
態

で
仕

事
に

臨
め

る
よ

う
調

整
す

る
こ

と
で

す
。

⼼
⾝

の
健

康
状

態
は

、
仕

事
の

品
質

に
深

く
関

係
し

ま
す

。
健

康
で

な
け

れ
ば

、
業

務
の

効
率

性
が

低
下

し
た

り
、

ミ
ス

が
⽣

ま
れ

た
り

す
る

可
能

性
が

増
加

し
ま

す
。

職
業

⼈
と

し
て

、
常

に
ベ

ス
ト

な
状

態
を

保
て

る
よ

う
⼼

が
け

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

チ
ー
ム
で
滞
り
な
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
メ
ン
バ
ー

個
々
の
⾃
⼰
管
理
が
必
要
で
す
。

⾃
⼰
管
理
と
は
、
⾃
分
の
健
康
状
態
や
⽣
活
の
リ
ズ
ム
を
管
理
し
、
い
つ
も
ベ

ス
ト
な
状
態
で
仕
事
に
臨
め
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と
で
す
。
⼼
⾝
の
健
康
状
態
は
、

仕
事
の
品
質
に
深
く
関
係
し
ま
す
。

健
康
で
な
け
れ
ば
業
務
の
効
率
性
が
低
下
し
た
り
、
ミ
ス
が
⽣
ま
れ
た
り
す
る

可
能
性
が
増
加
し
ま
す
。

職
業
⼈
と
し
て
、
常
に
ベ
ス
ト
な
状
態
を
保
て
る
よ
う
⼼
が
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
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（
２

）
⾃

⼰
管

理
の

⽅
法

と
し

て
間

違
っ

て
い

る
も

の
は

ど
れ

で
し

ょ
う

か
？

１
睡

眠
時

間
を

⼗
分

に
と

る

２
公

私
混

同
し

な
い

３
ス

ト
レ

ス
を

趣
味

な
ど

で
解

消
す

る

４
約

束
の

時
間

を
守

ら
な

い

問
題

正
解

４
「

約
束

の
時

間
を

守
ら

な
い

」
：

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は
、
⾃
⼰
管
理
の
⽅
法
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う

か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、

1
番
が
「
睡
眠
時
間
を
⼗
分
に
と
る
」
、

2
番
が
「
公
私
混
同
し
な
い
」
、

3
番
「
ス
ト
レ
ス
を
趣
味
な
ど
で
解
消
す
る
」
、

4
番
が
「
約
束
の
時
間
を
守
ら
な
い
」
で
し
た
。

正
解
は
４
番
の
「
約
束
の
時
間
を
守
ら
な
い
」
で
す
。

⾃
⼰

管
理

の
具

体
的

な
⽅

法
と

し
て

は
暴

飲
暴

⾷
を

し
な

い
、

衛
⽣

的
な

⽣
活

環
境

を
整

え
る

、
睡

眠
時

間
を

⼗
分

に
と

る
、

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

を
整

え
る

、
約

束
の

時
間

を
厳

守
す

る
、

公
私

混
同

を
し

な
い

、
ス

ト
レ

ス
を

趣
味

な
ど

で
解

消
す

る
と

い
っ

た
7点

の
⼼

が
け

が
必

要
で

す
。

⾃
⼰
管
理
の
具
体
的
な
⽅
法
と
し
て
は
暴
飲
暴
⾷
を
し
な
い
、
衛
⽣
的
な
⽣
活

環
境
を
整
え
る
、
睡
眠
時
間
を
⼗
分
に
と
る
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
、
約
束
の
時
間
を
厳
守
す
る
、
公
私
混
同
を
し
な
い
、
ス
ト
レ
ス
を
趣
味
な
ど

で
解
消
す
る
と
い
っ
た

7
点
の
⼼
が
け
が
必
要
で
す
。
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（
１

）
シ

ス
テ

ム
開

発
の

時
に

⼤
事

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
し

て
間

違
っ

て
い

る
の

は
ど

れ
で

し
ょ

う
か

？

１
報

告

２
無

断

３
連

絡

４
相

談

問
題

正
解

２
「

無
断

」
：

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
シ
ス
テ
ム
開
発
の
時
に
⼤
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
間

違
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
報
告
」
、

2
番
が
「
無
断
」
、

3
番
「
連
絡
」
、

4
番
が
「
相

談
」
で
し
た
。

正
解
は

2
番
の
「
無
断
」
で
す
。

シ
ス

テ
ム

開
発

の
時

に
は

、
当

初
の

ユ
ー

ザ
ー

と
の

意
思

疎
通

が
不

⼗
分

で
あ

れ
ば

、
開

発
の

終
盤

段
階

に
な

っ
て

か
ら

、
ユ

ー
ザ

ー
の

意
図

す
る

シ
ス

テ
ム

と
IT

⼈
材

の
開

発
す

る
シ

ス
テ

ム
と

の
間

に
ギ

ャ
ッ

プ
が

⽣
じ

ま
す

。
そ

の
場

合
に

は
、

開
発

の
⼯

程
が

⼤
幅

に
後

戻
り

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
ま

す
。

こ
う

し
た

こ
と

を
防

ぐ
た

め
に

は
、

報
告

・
連

絡
・

相
談

の
「

報
連

相
」

を
徹

底
し

、
さ

さ
い

な
疑

問
点

も
そ

の
都

度
解

消
す

る
姿

勢
が

重
要

で
す

。

シ
ス
テ
ム
開
発
の
時
に
は
、
当
初
の
ユ
ー
ザ
ー
と
の
意
思
疎
通
が
不
⼗
分
で
あ

れ
ば
、
開
発
の
終
盤
段
階
に
な
っ
て
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
の
意
図
す
る
シ
ス
テ
ム
と

IT
⼈
材
の
開
発
す
る
シ
ス
テ
ム
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
⽣
じ
ま
す
。

そ
の
場
合
に
は
、
開
発
の
⼯
程
が
⼤
幅
に
後
戻
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
「
報
連
相
」
を
徹
底

し
、
さ
さ
い
な
疑
問
点
も
そ
の
都
度
解
消
す
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
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（
２

）
納

期
を

守
る

た
め

に
必

要
な

能
⼒

と
し

て
最

も
正

し
い

も
の

は
ど

れ
で

し
ょ

う
か

？

１
コ

ス
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

⼒

２
タ

イ
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

⼒

３
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

⼒

４
サ

ポ
ー

ト
⼒

問
題

正
解

２
「

タ
イ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
⼒

」

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は
、
納
期
を
守
る
た
め
に
必
要
な
能
⼒
と
し
て
最
も
正
し
い
も
の
は
ど
れ

で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、

1
番
が
「
コ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
⼒
」
、

2
番
が
「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⼒
」
、

3
番
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
⼒
」
、

4
番
が
「
サ
ポ
ー
ト
⼒
」
で
し
た
。

正
解
は
２
番
の
「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⼒
」
で
す
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
は

決
め

ら
れ

た
期

間
、

す
な

わ
ち

「
納

期
」

が
あ

り
ま

す
。

納
期

を
守

る
た

め
に

は
、

タ
イ

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
⼒

が
必

要
で

す
。

初
期

段
階

で
、

あ
る

程
度

は
先

の
⽬

途
を

⽴
て

ら
れ

る
よ

う
に

仕
事

を
進

め
る

こ
と

が
⼤

事
で

す
。

シ
ス

テ
ム

開
発

に
お

け
る

中
盤

以
降

の
⼯

程
で

は
、

バ
グ

や
エ

ラ
ー

の
発

⽣
、

仕
様

の
変

更
な

ど
で

想
定

通
り

進
ま

な
い

こ
と

が
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
も

、
時

間
の

余
裕

を
初

期
に

確
保

す
る

こ
と

で
、

ト
ラ

ブ
ル

に
も

対
応

し
や

す
く

な
り

ま
す

。
結

果
的

に
納

期
に

間
に

合
わ

せ
る

こ
と

に
繋

が
り

ま
す

。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
決
め
ら
れ
た
期
間
、
す
な
わ
ち
「
納
期
」
が
あ
り
ま
す
。

納
期
を
守
る
た
め
に
は
、
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⼒
が
必
要
で
す
。
初
期
段
階
で
、

あ
る
程
度
は
先
の
⽬
途
を
⽴
て
ら
れ
る
よ
う
に
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
⼤
事
で
す
。

シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
け
る
中
盤
以
降
の
⼯
程
で
は
、
バ
グ
や
エ
ラ
ー
の
発
⽣
、

仕
様
の
変
更
な
ど
で
想
定
通
り
進
ま
な
い
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
も
、
時
間
の
余
裕
を
初
期
に
確
保
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
も
対
応
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
結
果
的
に
納
期
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
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（
１

）
チ

ー
ム

で
シ

ス
テ

ム
開

発
を

す
る

と
き

に
必

要
な

こ
と

と
し

て
間

違
っ

て
い

る
も

の
は

ど
れ

で
し

ょ
う

か
？

１
⽬

標
の

共
有

２
要

求
の

共
有

３
進

捗
の

確
認

４
問

題
の

⾃
⼰

解
決

問
題

正
解

４
「

問
題

の
⾃

⼰
解

決
」

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
チ
ー
ム
で
シ
ス
テ
ム
開
発
を
す
る
と
き
に
必
要
な
こ
と
と
し
て
間

違
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
⽬
標
の
共
有
」
、

2
番
が
「
要
求
の
共
有
」
、

3
番
「
進
捗

の
確
認
」
、

4
番
が
「
問
題
の
⾃
⼰
解
決
」
で
す
。

正
解
は
４
番
の
「
問
題
の
⾃
⼰
解
決
」
で
す
。

シ
ス

テ
ム

開
発

は
様

々
な

⽴
場

の
多

く
の

IT
⼈

材
が

協
⼒

し
て

⾏
う

場
合

が
多

い
と

⾔
え

ま
す

。
百

⼈
以

上
の

IT
関

連
の

エ
ン

ジ
ニ

ア
で

構
成

さ
れ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
も

あ
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

状
況

下
で

シ
ス

テ
ム

開
発

を
す

る
に

は
、

メ
ン

バ
ー

が
お

互
い

に
相

⼿
の

⽴
場

を
尊

重
し

、
協

⼒
し

合
う

こ
と

が
⽋

か
せ

ま
せ

ん
。

⽬
標

を
共

有
し

、
進

捗
の

状
況

や
困

っ
た

こ
と

、
要

求
な

ど
を

密
に

共
有

し
、

「
チ

ー
ム

⼀
丸

と
な

っ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
完

遂
さ

せ
よ

う
」

と
い

う
雰

囲
気

づ
く

り
が

⼤
切

で
す

。

シ
ス
テ
ム
開
発
は
様
々
な
⽴
場
の
多
く
の

IT
⼈
材
が
協
⼒
し
て
⾏
う
場
合
が
多

い
と
⾔
え
ま
す
。
百
⼈
以
上
の

IT
関
連
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
構
成
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
シ
ス
テ
ム
開
発
を
す
る
に
は
、
メ
ン
バ
ー
が
お
互
い
に

相
⼿
の
⽴
場
を
尊
重
し
、
協
⼒
し
合
う
こ
と
が
⽋
か
せ
ま
せ
ん
。
⽬
標
を
共
有
し
、

進
捗
の
状
況
や
困
っ
た
こ
と
、
要
求
な
ど
を
密
に
共
有
し
、
「
チ
ー
ム
⼀
丸
と

な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
が
⼤
切
で
す
。
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（
２

）
ユ

ー
ザ

ー
と

の
調

整
事

項
や

チ
ー

ム
内

の
確

認
の

時
に

⼤
事

な
こ

と
と

し
て

間
違

っ
て

い
る

の
は

ど
れ

で
し

ょ
う

か
？

１
相

⼿
の

表
情

や
⾏

動
か

ら
空

気
を

感
じ

と
る

２
発

⾔
な

ど
を

メ
モ

す
る

な
ど

⽂
字

に
残

す

３
よ

く
わ

か
ら

な
か

っ
た

ら
そ

の
ま

ま
に

す
る

４
疑

問
に

思
っ

た
ら

質
問

す
る

問
題

正
解

３
「

よ
く

わ
か

ら
な

か
っ

た
ら

そ
の

ま
ま

に
す

る
」

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
調
整
事
項
や
チ
ー
ム
内
の
確
認
の
時
に
必
要
な
こ
と

と
し
て
間
違
っ
て
い
る
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢

は
、

1
番
が
「
相
⼿
の
表
情
や
⾏
動
か
ら
空
気
を
感
じ
と
る
」
、

2
番
が
「
発
⾔
な

ど
を
メ
モ
す
る
な
ど
⽂
字
に
残
す
」
、

3
番
「
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
そ
の
ま

ま
に
す
る
」
、

4
番
が
「
疑
問
に
思
っ
た
ら
質
問
す
る
」
で
し
た
。

正
解
は
３
番
の
「
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
に
す
る
」
で
す
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
で

は
、

相
⼿

の
表

情
や

⾏
動

か
ら

空
気

を
感

じ
取

る
こ

と
が

⼤
切

で
す

。
し

か
し

、
勝

⼿
に

空
気

を
感

じ
取

っ
た

だ
け

で
は

正
し

い
解

釈
が

で
き

て
い

な
い

場
合

も
あ

り
ま

す
。

何
か

相
⼿

の
⾔

い
た

い
こ

と
を

感
じ

と
っ

た
ら

、
⼝

頭
ま

た
は

⽂
字

で
確

認
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

「
相

⼿
は

分
か

っ
て

い
る

」
と

思
い

込
ん

で
、

解
釈

を
誤

っ
た

り
分

か
ら

な
い

こ
と

を
確

認
し

な
い

ま
ま

に
し

た
り

し
て

進
め

て
は

、
ゴ

ー
ル

を
正

し
く

⽬
指

す
こ

と
が

で
き

な
い

か
ら

で
す

。
仕

事
の

場
で

は
、

曖
昧

に
せ

ず
確

認
す

る
習

慣
を

つ
け

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
は
、
相
⼿
の
表
情
や
⾏
動
か
ら
空
気
を
感
じ
取

る
こ
と
が
⼤
切
で
す
。

し
か
し
、
勝
⼿
に
空
気
を
感
じ
取
っ
た
だ
け
で
は
正
し
い
解
釈
が
で
き
て
い
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
何
か
相
⼿
の
⾔
い
た
い
こ
と
を
感
じ
と
っ
た
ら
、
⼝
頭
ま

た
は
⽂
字
で
確
認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
「
相
⼿
は
分
か
っ
て
い
る
」
と
思

い
込
ん
で
、
解
釈
を
誤
っ
た
り
分
か
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
い
ま
ま
に
し
た
り

し
て
進
め
て
は
、
ゴ
ー
ル
を
正
し
く
⽬
指
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

仕
事
の
場
で
は
、
曖
昧
に
せ
ず
確
認
す
る
習
慣
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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（
１

）
IT

⼈
材

が
学

ぶ
⼒

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
知

っ
て

お
く

べ
き

こ
と

と
し

て
最

も
正

し
い

の

は
ど

れ
か

で
し

ょ
う

か
？

１
技

術
動

向
と

社
会

動
向

２
市

場
動

向
と

有
名

⼈

３
社

会
⼈

マ
ナ

ー
と

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

４
職

業
倫

理
と

品
質

の
追

求

問
題

正
解

１
「

技
術

動
向

と
社

会
動

向
」

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、

IT
⼈
材
が
学
ぶ
⼒
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
と

し
て
最
も
正
し
い
の
は
ど
れ
か
で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
技
術
動
向
と
社
会
動
向
」
、

2
番
が
「
市
場
動
向
と
有
名

⼈
」
、

3
番
「
社
会
⼈
マ
ナ
ー
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
、

4
番
が
「
職
業
倫
理
と

品
質
の
追
求
」
で
す
。

正
解
は
１
番
の
「
技
術
動
向
と
社
会
動
向
」
で
す
。

IT
業

界
は

、
⾮

常
に

技
術

の
進

歩
が

早
い

業
界

で
す

。
常

に
世

の
中

の
動

向
を

キ
ャ

ッ
チ

し
、

先
⼿

を
打

っ
て

学
習

し
な

い
と

取
り

残
さ

れ
て

し
ま

い
ま

す
。

「
新

し
い

こ
と

を
知

る
こ

と
が

喜
び

で
、

学
ん

だ
先

に
更

に
ど

ん
な

新
し

い
こ

と
が

待
っ

て
い

る
の

か
楽

し
み

」
と

い
う

よ
う

な
前

向
き

で
積

極
的

な
考

え
⽅

を
す

る
こ

と
を

⼼
が

け
れ

ば
、

学
ぶ

⼒
す

な
わ

ち
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
を

向
上

で
き

ま
す

。
ま

た
、

⽇
頃

か
ら

新
聞

や
ニ

ュ
ー

ス
に

気
を

配
り

、
⾃

分
の

興
味

の
あ

る
分

野
だ

け
で

な
く

、
満

遍
な

く
広

い
分

野
の

情
報

を
知

っ
て

お
く

こ
と

も
⼤

事
で

す
。

さ
ら

に
、

社
会

動
向

に
詳

し
く

な
れ

ば
、

顧
客

業
務

の
理

解
の

助
け

に
な

る
こ

と
も

期
待

さ
れ

ま
す

。

IT
業
界
は
、
⾮
常
に
技
術
の
進
歩
が
早
い
業
界
で
す
。
常
に
世
の
中
の
動
向
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
先
⼿
を
打
っ
て
学
習
し
な
い
と
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
新
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
喜
び
で
、
学
ん
だ
先
に
更
に
ど
ん
な
新
し
い
こ
と

が
待
っ
て
い
る
の
か
楽
し
み
」
と
い
う
よ
う
な
前
向
き
で
積
極
的
な
考
え
⽅
を
す

る
こ
と
を
⼼
が
け
れ
ば
、
学
ぶ
⼒
す
な
わ
ち
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
キ
ル
を
向
上
で
き
ま

す
。 ま
た
、
⽇
頃
か
ら
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
に
気
を
配
り
、
⾃
分
の
興
味
の
あ
る
分
野

だ
け
で
な
く
、
満
遍
な
く
広
い
分
野
の
情
報
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
⼤
事
で
す
。

さ
ら
に
、
社
会
動
向
に
詳
し
く
な
れ
ば
、
顧
客
業
務
の
理
解
の
助
け
に
な
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
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（
２

）
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
動

向
に

つ
い

て
知

っ
て

お
く

た
め

に
必

要
な

こ
と

は
ど

れ
で

し
ょ

う
か

？

１
新

し
い

技
術

は
取

り
⼊

れ
な

い

２
こ

ま
め

に
ニ

ュ
ー

ス
記

事
を

斜
め

読
み

す
る

３
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

関
す

る
技

術
や

対
策

に
つ

い
て

深
く

学
ぶ

４
知

っ
て

い
る

情
報

以
外

⾒
な

い

問
題

正
解

３
「

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
関

す
る

技
術

や
対

策
に

つ
い

て
深

く
学

ぶ
」

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
動
向
に
つ
い
て
知
っ
て
お
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
ど

れ
で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、

1
番
が
「
新
し
い
技
術
は

取
り
⼊
れ
な
い
」
、

2
番
が
「
こ
ま
め
に
ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
斜
め
読
み
す
る
」
、

3
番
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
技
術
や
対
策
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
」
、

4
番
が

「
知
っ
て
い
る
情
報
以
外
⾒
な
い
」
で
し
た
。

正
解
は
３
番
の
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
技
術
や
対
策
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
」

で
す
。

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

は
、

社
会

全
体

に
影

響
を

与
え

る
可

能
性

の
⾼

い
領

域
で

す
。

脅
か

す
側

が
常

に
新

し
い

技
術

を
あ

み
出

し
て

い
る

以
上

、
守

る
側

は
脅

か
す

側
以

上
の

ス
ピ

ー
ド

で
新

し
い

技
術

を
取

り
⼊

れ
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

新
し

い
技

術
を

取
り

⼊
れ

る
に

は
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
事

件
・

事
故

を
取

り
扱

う
サ

イ
ト

や
、

ニ
ュ

ー
ス

記
事

な
ど

を
斜

め
読

み
す

る
だ

け
で

な
く

、
根

底
に

あ
る

技
術

や
対

策
ま

で
、

深
く

学
ぶ

必
要

が
あ

り
ま

す
。

独
⽴

⾏
政

法
⼈

情
報

処
理

推
進

機
構

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
上

に
あ

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ペ

ー
ジ

な
ど

も
参

考
に

な
る

は
ず

で
す

。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
社
会
全
体
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
の
⾼
い
領
域
で
す
。

脅
か
す
側
が
常
に
新
し
い
技
術
を
あ
み
出
し
て
い
る
以
上
、
守
る
側
は
脅
か
す
側

以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
新
し
い
技
術
を
取
り
⼊
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
技
術
を
取
り
⼊
れ
る
に
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
件
・
事
故
を
取
り
扱
う
サ

イ
ト
や
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
な
ど
を
斜
め
読
み
す
る
だ
け
で
な
く
、
根
底
に
あ
る
技

術
や
対
策
ま
で
、
深
く
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

独
⽴
⾏
政
法
⼈
情
報
処
理
推
進
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
あ
る
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ペ
ー
ジ
な
ど
も
参
考
に
な
る
は
ず
で
す
。
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（
１

）
ユ

ー
ザ

ー
と

の
⾯

談
や

会
社

の
⾏

事
な

ど
の

場
に

お
け

る
服

装
と

し
て

最
も

正
し

い
の

は
ど

れ
で

し
ょ

う
か

？

１
Ｔ

シ
ャ

ツ
・

短
パ

ン

２
ス

ー
ツ

３
パ

ジ
ャ

マ

４
普

段
着

問
題

正
解

１
「

ス
ー

ツ
」

そ
れ
で
は
テ
ス
ト
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

１
問
⽬
は
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
⾯
談
や
会
社
の
⾏
事
な
ど
の
場
に
お
け
る
服
装
と
し

て
最
も
正
し
い
の
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。

選
択
肢
は
、

1
番
が
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
短
パ
ン
」
、

2
番
が
「
ス
ー
ツ
」
、

3
番
「
パ

ジ
ャ
マ
」
、

4
番
が
「
普
段
着
」
で
す
。

正
解
は

2
番
の
「
ス
ー
ツ
」
で
す
。

ユ
ー

ザ
ー

か
ら

の
要

求
や

期
待

に
応

え
る

上
で

、
IT

⼈
材

は
常

に
ユ

ー
ザ

ー
と

の
信

頼
関

係
を

構
築

・
維

持
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
例

え
ば

服
装

に
関

し
て

も
、

開
発

の
作

業
は

ラ
フ

に
し

て
も

よ
い

会
社

が
増

え
て

い
ま

す
が

、
ユ

ー
ザ

ー
と

⾯
談

す
る

会
合

や
会

社
の

節
⽬

と
な

る
⾏

事
な

ど
で

は
、

ス
ー

ツ
が

必
要

な
場

合
も

あ
り

ま
す

。
会

社
説

明
会

や
採

⽤
試

験
も

、
特

に
普

段
着

と
指

定
さ

れ
な

い
限

り
は

、
失

礼
と

な
ら

な
い

服
装

を
す

る
⽤

意
周

到
さ

が
⼤

事
で

す
。

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
要
求
や
期
待
に
応
え
る
上
で
、

IT
⼈
材
は
常
に
ユ
ー
ザ
ー
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
・
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
服
装
に
関
し
て
も
、
開
発
の
作
業
は
ラ
フ
に
し
て
も
よ
い
会
社
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
ユ
ー
ザ
ー
と
⾯
談
す
る
会
合
や
会
社
の
節
⽬
と
な
る
⾏
事
な
ど
で

は
、
ス
ー
ツ
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
会
社
説
明
会
や
採
⽤
試
験
も
、
特
に

普
段
着
と
指
定
さ
れ
な
い
限
り
は
、
失
礼
と
な
ら
な
い
服
装
を
す
る
⽤
意
周
到
さ

が
⼤
事
で
す
。
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（
２

）
仕

事
の

場
で

の
敬

語
の

種
類

と
し

て
間

違
っ

て
い

る
も

の
は

ど
れ

で
し

ょ
う

か
？

１
略

語

２
尊

敬
語

３
謙

譲
語

４
丁

寧
語

問
題

正
解

１
「

略
語

」

次
に
、

2
問
⽬
の
解
説
を
し
て
い
き
ま
す
。

2
問
⽬
は
、
仕
事
の
場
で
の
敬
語
の
種
類
と
し
て
間
違
っ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
で

し
ょ
う
か
︖
と
い
う
問
題
で
し
た
。
選
択
肢
は
、

1
番
が
「
略
語
」
、

2
番
が
「
尊

敬
語
」
、

3
番
「
謙
譲
語
」
、

4
番
が
「
丁
寧
語
」
で
し
た
。

正
解
は
１
番
の
「
略
語
」
で
す
。

仕
事

の
場

で
は

敬
語

を
⽤

い
る

こ
と

が
⼀

般
的

で
す

。
「

親
し

き
仲

に
も

礼
儀

あ
り

」
で

す
の

で
、

親
し

い
同

僚
や

ユ
ー

ザ
ー

と
の

会
話

も
、

常
に

相
⼿

を
敬

う
⾔

葉
遣

い
を

⼼
が

け
ま

す
。

尊
敬

語
や

謙
譲

語
、

丁
寧

語
を

使
い

分
け

る
こ

と
な

ど
は

急
に

は
で

き
る

よ
う

に
は

な
り

ま
せ

ん
か

ら
、

普
段

か
ら

正
し

い
敬

語
を

⼼
掛

け
る

こ
と

が
必

要
で

す
。

略
語

と
は

、
⾔

葉
の

⼀
部

を
省

略
ま

た
は

簡
略

し
た

⾔
葉

で
す

。
例

え
ば

、
「

Ｉ
ｏ

Ｔ
」

は
「

In
te

rn
et

 o
f T

hi
ng

s」
の

略
で

す
の

で
、

「
Ｉ

ｏ
Ｔ

」
は

略
語

と
な

り
ま

す
。

仕
事
の
場
で
は
敬
語
を
⽤
い
る
こ
と
が
⼀
般
的
で
す
。
「
親
し
き
仲
に
も
礼
儀

あ
り
」
で
す
の
で
、
親
し
い
同
僚
や
ユ
ー
ザ
ー
と
の
会
話
も
、
常
に
相
⼿
を
敬
う

⾔
葉
遣
い
を
⼼
が
け
ま
す
。
尊
敬
語
や
謙
譲
語
、
丁
寧
語
を
使
い
分
け
る
こ
と
な

ど
は
急
に
は
で
き
る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
普
段
か
ら
正
し
い
敬
語
を
⼼

掛
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

略
語
と
は
、
⾔
葉
の
⼀
部
を
省
略
ま
た
は
簡
略
し
た
⾔
葉
で
す
。
例
え
ば
、

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
は
「

In
te
rn
et
 o
f 
Th

in
gs
」
の
略
で
す
の
で
、
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
は
略
語
と

な
り
ま
す
。
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IT 人材のキャリア 問題 

社会的責任を担う IT 人材の心構え①倫理と規範 

  問題 選択肢 正
解 

1 IT 人材に求められる倫理性と
して正しいものはどれです
か？ 

 １ 知り得た情報を勝手に使う 
 ２ 情報を他の企業に教える 
 ３ 不正に情報を漏えいしない 

 ４ ユーザーの企業秘密を家に
持ち帰る 

3 

2 IT 人材に求められる心構えと
して正しいものはどれです
か？  

 １ 品質の追求 
 ２ デザインの追求 
 ３ コストの追求 
 ４ 個性の追求 

1 

社会的責任を担う IT 人材の心構え②顧客志向とコンプライアンス 

3 「顧客（ユーザー）に目を向

け、顧客を中心に考える」こと
を何と言いますか？ 

 １ 顧客管理 

 ２ 顧客志向 
 ３ 利潤追求 
 ４ 顧客情報 

2 

4 ）IT 人材が特に留意しておく
べき法令として、間違ってい
るものはどれでしょうか？ 

 １ 個人情報保護法 
 ２ 著作権法 
 ３ 道路交通法 
 ４ 不正アクセス禁止法  

3 

チームワークにおける IT 人材の心構え 

5 一般的にシステムエンジニア

が関わる業務として正しいの
はどれでしょうか？ 

 １ 販売 

 ２ 企画 
 ３ 開発 
 ４ 営業 

3 

6 IT 人材に求められるコミュニ
ケーション能力として間違っ
ているものはどれですか？ 

１ チーム内でのやりとりを円滑
にミスなく行う能力 
２ 可能不可能を明確にして合意
点を見つける交渉能力 
３ ユーザーの意向を無視してで
も自分の考えを理解させる能力 
４ ユーザーの意向を的確に汲み

取る能力 

4 

専門職としての IT 人材の心構え 
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7 IT 人材が社会全体の変化に対
応していくために必要なもの
は何でしょうか？ 

 １ 柔軟性 
 ２ 頑固さ 
 ３ 利益重視 
 ４ コストカット 

1 

8 新しい知識や技術の原動力と
なるのはどれでしょうか？ 

 １ 自信 
 ２ 知的好奇心 
 ３ 怠惰性 
 ４ 無関心 

2 

サービス業として IT 人材の心構え 

9 ユーザーの業務理解として間
違っているものはどれでしょ
うか？ 

 １ 業務を洗い出し 
 ２ 改善点を絞り込み 
 ３ ユーザーへの注意・警告 
 ４ システム化計画を策定 

3 

10 スマートフォン、家電、自動車
など様々なモノが直接インタ
ーネットにつながり、モノど

うし、あるいはモノとクラウ
ド、モノと人がデータをやり
とりすることを何と言います
か？ 

 １ AI 
 ２ IoT 
 ３ PDCA 

 ４ VR 

2 

IT 人材の自己管理に関する心構え 

11 自分の健康状態や生活のリズ
ムを管理し、いつもベストな
状態で仕事に臨めるよう調整
することを何と言いますか？ 

 １ 業務管理 
 ２ 人事管理 
 ３ 自己管理 
 ４ 在庫管理 

3 

12 自己管理の方法として間違っ

ているものはどれでしょう
か？ 

 １ 睡眠時間を十分にとる 

 ２ 公私混同しない 
 ３ ストレスを趣味などで解消
する 
 ４ 約束の時間を守らない 

4 

IT 人材のビジネススキル 

13 システム開発の時に大事なコ
ミュニケーションとして間違
っているのはどれでしょう
か？ 

 １ 報告 
 ２ 無断 
 ３ 連絡 
 ４ 相談 

2 
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14 納期を守るために必要な能力
として最も正しいものはどれ
でしょうか？ 

 １ コストマネジメント力 
 ２ タイムマネジメント力 
 ３ コミュニケーション力 
 ４ サポート力 

2 

チームワークを強化する人間対応力 

15 チームでシステム開発をする
ときに必要なこととして間違

っているものはどれでしょう
か？ 

 １ 目標の共有 
 ２ 要求の共有 

 ３ 進捗の確認 
 ４ 問題の自己解決 

4 

16 ユーザーとの調整事項やチー
ム内の確認の時に大事なこと
として間違っているのはどれ
でしょうか？ 

 １ 相手の表情や行動から空気
を感じとる 
 ２ 発言などをメモするなど文
字に残す 

 ３ よくわからなかったらその
ままにする 
 ４ 疑問に思ったら質問する 

3 

IT 人材のラーニングスキル 

17 IT 人材が学ぶ力を向上させる
ために知っておくべきことと
して最も正しいのはどれかで
しょうか？ 

 １ 技術動向と社会動向 
 ２ 市場動向と有名人 
 ３ 社会人マナーとコンプライ
アンス 
 ４ 職業倫理と品質の追求 

1 

18 セキュリティ動向について知
っておくために必要なことは
どれでしょうか？ 

 １ 新しい技術は取り入れない 
 ２ こまめにニュース記事を斜
め読みする 
 ３ セキュリティに関する技術
や対策について深く学ぶ 

 ４ 知っている情報以外見ない 

3 

サービス業としての IT 人材の視点 

19 ユーザーとの面談や会社の行
事などの場における服装とし
て最も正しいのはどれでしょ
うか？ 

 １ Ｔシャツ・短パン 
 ２ スーツ 
 ３ パジャマ 
 ４ 普段着 

1 

20 仕事の場での敬語の種類とし
て間違っているものはどれで
しょうか？ 

 １ 略語 
 ２ 尊敬語 
 ３ 謙譲語 
 ４ 丁寧語 

1 

 

272



IT 人材のキャリア 講義映像 翻訳 

社会的責任を担う IT 人材の心構え①倫理と規範 

Tư duy của nhân lực IT có trách nhiệm với xã hội   

① Đạo đức và chuẩn mực 

日本語 ベトナム語 

ここでは、社会的責任を担う IT 人材の心構え①倫理と

規範について学んでいきます。 

 

はじめに、職業倫理の重要性、について見ていきまし

ょう。  

 IT 人材はユーザーの企業秘密や個人情報を直接扱う

ことが多いため、知り得た情報を悪用しない、不正に情

報を漏えいしないなど高い倫理性が求められます。ひと

たび情報が漏えいすると、企業の存続さえ脅かされるほ

どの大問題に発展する可能性も少なくありません。 

 また、セキュリティに対する強い意識も不可欠です。

セキュリティは技術だけで実現されるものではなく、そ

の重要性や脅威に対する認識・理解といったセキュリテ

ィ意識が重要です。 

 情報という資産を扱う IT 人材には、高度な情報倫

理・モラルやセキュリティ意識が求められています。 

 

 

 

 

次に、品質を追及することの重要性、について見ていき

ます。  

 IT 人材に求められる心構えの一つに、「品質の追

求」があります。システムは論理的に組み上げるもので

あるため、一つのミスが、システム全体を止めてしまう

という危険性もあります。乗り物、銀行、医療、インフ

ラなどシステムが止まってしまえば、社会に大きな影響

を与えてしまうだけに、IT 人材にはユーザーのための

システム作りに責任をもち、品質を高める努力が欠かせ

ません。 

 

最後に、次世代のセキュリティ、というトピックで

す。 

 クラウドや IoT の時代になり、多様で多数のものが外

Sau đây là bài học về “Tư duy của nhân lực IT có 

trách nhiệm với xã hội ① Đạo đức và chuẩn mực”. 

  

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào tầm quan trọng của 

đạo đức nghề nghiệp.  

 Vì thường xuyên trực tiếp tiếp xúc bí mật về người 

dùng của công ty, cũng như các thông tin cá nhân, 

nên nhân lực IT cần có ý thức đạo đức cao, như 

không lạm dụng thông tin biết được trong công việc, 

hay không  lộ thông tin một cách bất hợp pháp. 

Những thông tin này một khi đã rò rỉ thì có thể gây 

ra những hậu quả nghiêm trọng, đe dọa đến sự tồn 

vong của công ty. 

 Ngoài ra, việc có nhận thức rõ ràng về vấn đề bảo 

mật thông tin (BMTT) cũng là vô cùng cần thiết. 

BMTT không chỉ giới hạn trong việc thực hiện các đối 

ứng về mặt công nghệ. Ý thức được tầm quan trọng 

của BMTT cũng như nắm rõ những hiểm họa về bảo 

mật là vô cùng quan trọng với nhân lực IT. 

 Vì thường xuyên trực tiếp xử lý tài sản thông tin, 

nhân lực IT cần có tiêu chuẩn đạo đức cao cũng như 

nhận thức rõ ràng về BMTT. 

  

Tiếp theo, hãy cùng nhìn vào tầm quan trọng của 

việc đề cao chất lượng. 

 “Đề cao chất lượng” là một trong những tư duy cần 

có của nhân lực IT. Vì hệ thống được lắp ghép một 

cách logic, nên chỉ một sai sót nhỏ có thể sẽ khiến 

toàn bộ hệ thống ngừng hoạt động. Việc ngừng hoạt 

động các hệ thống như giao thông, ngân hàng, y tế, 

cơ sở hạ tầng sẽ ảnh hưởng lớn đến xã hội, do đó, 

nhân lực IT phải có trách nhiệm tạo ra các hệ thống 

vì người dùng, cũng như không ngừng nỗ lực nâng 

cao chất lượng. 

273



部のネットワークと接続されることで、サイバーセキュ

リティに関するリスクは高まっており、従来のアンチウ

イルスソフトやファイアウォールでは対応しきれなくな

りつつあります。 

 国立研究開発法人情報通信研究機構の調査によれば、

2015 年に日本のネットワークが受けたサイバー攻撃は

545 億 1000 万件に及ぶといいます。政府も 2020 年代

初頭までを見据えた「サイバーセキュリティ戦略」を決

定し、人材育成とインフラの防衛に関する取り組みをス

タートしています。 

 

  

 

Cuối cùng là chủ đề về BMTT thế hệ tiếp theo. 

 Trong thời đại của Cloud và IoT, khi các vật dụng 

khác nhau được kết nối với Internet thì nguy cơ 

BMTT ngày càng gia tăng và các phần mềm chống 

vi-rút và tường lửa thông thường không thể xử lý hết 

được. 

 Theo khảo sát của Viện Công nghệ Thông tin và 

Truyền thông Quốc gia Nhật Bản, trong năm 2015 

số vụ tấn công vào các hệ thống mạng ở Nhật Bản 

lên tới hơn 54 tỉ vụ. Chính phủ Nhật Bản cũng đã xây 

dựng “Chiến lược an ninh mạng” với tầm nhìn nửa 

đầu thập niên 2020  và đang bắt đầu đào tạo nhân 

lực cũng như củng cố bảo vệ cơ sở hạ tầng. 

社会的責任を担う IT 人材の心構え ②顧客志向とコンプライアンス 

Tư duy của nhân lực IT có trách nhiệm với xã hội  

② Hướng tới khách hàng và tuân thủ 

ここでは、社会的責任を担う IT 人材の心構え ②顧客

志向とコンプライアンスについて学んでいきます。 

 

はじめに、顧客志向、について見ていきましょう。 

 顧客志向とは、「顧客（ユーザー）に目を向け、顧客

を中心に考える」ことです。この姿勢は、営業だけでは

なく、SE やプログラマー等の IT 人材にも求められるよ

うになっています。ユーザーの抱える課題や目的・目標

などを直接ヒアリングし、顧客のニーズを深く理解しよ

うとする姿勢が大切です。そのためには、顧客の業務の

流れや意味を理解することが欠かせません。 

 また、ただ要求された範囲でシステムを作り顧客ニー

ズを満たすだけでなく、より良いものを自ら提案する姿

勢をもつことで、顧客の信頼を獲得でき、さらに重要な

業務も任される IT 人材になることができます。 

 

 

次に、コンプライアンス、について見ていきます。 

 コンプライアンスは法令遵守と訳されます。「企業や

組織の活動において法令や規則を守ること・倫理や道徳

などの社会的規範を守ること」という解釈が一般的で

Sau đây là bài học về “Tư duy của nhân lực IT có 

trách nhiệm với xã hội ② Hướng tới khách hàng và 

tuân thủ”. 

  

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào việc hướng tới khách 

hàng. 

Hướng tới khách hàng có nghĩa là “tập trung vào 

khách hàng (người dùng), lấy khách hàng làm trung 

tâm ". Đây là tư duy cần có không chỉ ở nhân viên 

kinh doanh mà còn ở nhân lực IT như kỹ sư hệ thống 

và lập trình viên. Trực tiếp lắng nghe vấn đề, mục 

tiêu và định hướng của người dùng, cũng như tìm 

hiểu kỹ nhu cầu của khách hàng là vô cùng quan 

trọng. Bởi vậy, nhân lực IT cần hiểu được quy trình 

cũng như ý nghĩa của từng nghiệp vụ của khách 

hàng. 

 Ngoài ra, không chỉ dừng lại ở việc tạo ra một hệ 

thống trong phạm vi yêu cầu, đáp ứng nhu cầu của 

khách hàng, nhân lực IT cần suy nghĩ để đưa ra 

những đề xuất tốt hơn, được khách hàng tin tưởng 

và giao phó những nhiệm vụ quan trọng 

274



す。コンプライアンスを徹底することでユーザーや消費

者などの利用者からの信頼を得ることができ、さらには

企業の存続や発展に貢献できます。 

 IT 人材が特に留意しておくべき法令として、個人情

報保護法、著作権法、不正アクセス禁止法などがありま

す。 

 

最後に、法令やガイドライン、というトピックです。  

 IT に関連する法令やガイドラインは早いサイクルで

改正が行われるため、常にアンテナを広げて最新の情報

を収集し続けなくてはなりません。情報収集には業界紙

や経済誌などを購読したり、政府やガイドラインを発表

したりしている各種ウェブサイトを確認するとよいでし

ょう。 

 経済産業省、一般社団法人情報サービス産業協会、独

立行政法人情報処理推進機構などのウェブサイトから

様々なガイドラインを検索してみましょう。こうしたガ

イドラインに目を通しておくとそこから業務知識に触れ

ることもできます。 

 

  

Tiếp theo, hãy cùng nhìn vào ý thức tuân thủ. 

 "Compliance" (コンプライアンス) được hiểu là tuân 

thủ pháp luật. Nhìn chung là "tuân thủ luật pháp và 

các quy định trong hoạt động của các công ty và tổ 

chức, đồng thời tuân thủ các chuẩn mực xã hội như 

đạo đức và luân lý." Việc tuân thủ triệt để sẽ giúp 

giành được sự tin tưởng của người dùng và người tiêu 

dùng, đồng thời góp phần vào sự tồn tại và phát triển 

của công ty. 

 Các luật mà nhân lực IT cần đặc biệt lưu ý bao gồm 

“Luật bảo vệ thông tin cá nhân”, “Luật bản quyền”, 

“Luật cấm truy cập trái phép”. 

  

Cuối cùng là chủ đề về pháp luật và các văn bản 

hướng dẫn.  

 Do pháp luật và các văn bản hướng dẫn liên quan 

đến IT liên tục được sửa đổi, nhân lực IT cần liên tục 

cập nhật, thu thập các thông tin mới nhất. Để thu 

thập thông tin, hãy tham khảo nhiều nguồn trang 

web khác nhau, ví dụ các tạp chí chuyên môn và tạp 

chí kinh tế, hoặc các cổng thông tin của chính phủ và 

các trang web đăng tải hướng dẫn khác. 

 Hãy thử tìm kiếm các văn bản hướng dẫn từ các 

trang web như Bộ Kinh tế, Thương mại và Công 

nghiệp Nhật Bản Hiệp hội Công nghiệp Thông tin 

Nhật Bản và Cơ quan Xúc tiến Công nghệ Thông tin, 

Nhật Bản. Việc chịu khó đọc các văn bản hướng dẫn 

này sẽ giúp nhân lực IT tiếp xúc với những kiến thức 

nghiệp vụ cần thiết. 

チームワークにおける IT 人材の心構え 

Tư duy của nhân lực IT trong làm việc nhóm 

ここでは、チームワークにおける IT 人材の心構えにつ

いて学んでいきます。 

 

はじめに、チームの構造について見ていきましょう 

 IT プロジェクトのプロセスは、大きく①企画、②要

件定義、③設計、④開発・テスト・検収、⑤運用・保守

と進行します。 

Sau đây là bài học về “Tư duy của nhân lực IT trong 

làm việc nhóm”. 

  

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào cấu trúc một nhóm dự 

án. 

 Quy trình dự án IT được chia thành các bước: (1) 

lập kế hoạch, (2) định nghĩa yêu cầu, (3) thiết kế, 
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 コンサルタントやセールスが①の企画を、アーキテク

トやシステムエンジニアが②の要件定義や③の設計に関

わります。さらに、プログラマーとシステムエンジニア

が④の開発・テスト・検収を、運用・保守技術者が⑤運

用・保守に主に関わります。 

 そして、全体のプロジェクトを統括するのがプロジェ

クトマネージャです。これらのプロジェクトチームは単

一の企業とは限らず、IT コンサルティング会社、シス

テムインテグレータ、ソフトウェア開発会社、運用・保

守会社など複数の企業で構成されることもあります。 

 

次に、コミュニケーション能力について見ていきま

す。 

 このように多様な職種の人材が集まって進める IT プ

ロジェクトでは、様々な立場の人がそれぞれの役割を果

たしながら、密にコミュニケーションをとることが求め

られます。その際必要となるのは、高いコミュニケーシ

ョン能力です。 

 具体的にはユーザーの意向を的確に汲み取る能力、可

能不可能を明確にして合意点を見つける交渉能力、チー

ム内でのやりとりを円滑にミスなく行う能力などが求め

られます。 

 

最後に、上流工程と下流工程というトピックです。 

 システム開発をする際、そのプロセスを上流工程と下

流工程の 2 つに分ける考え方があります。上流工程は要

件定義や設計など、システム開発の初期段階です。図の

チーム構造でいえば、①、②、③が上流工程です。 

 下流工程は上流工程で決められた仕様をもとにより詳

しい設計を行い、プログラミングを中心とした開発を進

め、テストを経て検収に至る段階です。③、④、⑤が該

当します。 

 上流工程と下流工程で認識にずれがないようにプロジ

ェクトを進行するために、プロジェクトを構成するメン

バーは意思疎通を密に図ることが大切です。 

(4) phát triển / thử nghiệm / nghiệm thu và (5) vận 

hành / bảo trì. 

 Đội ngũ tư vấn và bán hàng tham gia vào (1) lập 

kế hoạch. Kiến trúc sư hệ thống và kỹ sư hệ thống 

tham gia vào (2) định nghĩa yêu cầu và (3) thiết 

kế. Sau đó, các lập trình viên và kỹ sư hệ thống chủ 

yếu tham gia vào (4) phát triển, thử nghiệm và 

nghiệm thu. Kỹ sư vận hành và bảo trì chủ yếu tham 

gia vào (5) vận hành và bảo trì. 

 Người phụ trách toàn bộ dự án là PM (quản lý dự 

án). Nhóm dự án này không chỉ giới hạn trong 

một công ty mà có thể bao gồm nhiều công ty như 

công ty tư vấn IT, công ty tích hợp hệ thống, công 

ty phát triển phần mềm và công ty vận hành / bảo 

trì. 

  

 

Tiếp theo, hãy cùng nhìn vào kỹ năng giao tiếp. 

 Các dự án IT tập trung nguồn nhân lực thuộc nhiều 

ngành nghề khác nhau, đòi hỏi mỗi người từ các vị 

trí khác nhau phải đóng vai trò tương ứng và giao 

tiếp thường xuyên với nhau. Bởi vậy, khả năng giao 

tiếp tốt là vô cùng cần thiết. 

 Cụ thể, nhân lực IT cần có khả năng nắm bắt chính 

xác ý định của người dùng, khả năng làm rõ những 

hạng mục có thể hoặc không thể thực hiện được và 

đàm phán để tìm được sự đồng thuận, cũng như khả 

năng giao tiếp trôi chảy, không mắc lỗi trong nhóm. 

  

 

 

Cuối cùng là chủ đề về các quy trình upstream và 

downstream. 

 Việc phát triển hệ thống được chia thành hai quy 

trình: upstream (thượng nguồn) và downstream (hạ 

nguồn). Upstream là giai đoạn ban đầu của quá trình 

phát triển hệ thống như xác định yêu cầu và thiết 

kế. Trong cấu trúc nhóm dự án, (1), (2) và (3) là 

các quy trình upstream. 
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 Downstream là giao đoạn từ thiết kế chi tiết trên 

cơ sở các thông số kỹ thuật được xác định bởi quy 

trình upstream, cho đến thực hiện lập trình, thử 

nghiệm và nghiệm thu. Nói cách khác, chính là (3), 

(4), (5). 

 Khi tiến hành dự án, các thành viên trong nhóm 

cần trao đổi thường xuyên liên tục để không có sự 

khác biệt trong nhận thức giữa giai đoạn upstream 

và downstream. 

 

専門職としての IT 人材の心構え 

Tư duy của nhân lực IT với tư cách là một ngành nghề chuyên môn 

ここでは、専門職としての IT 人材の心構えについて学

んでいきます。 

 

はじめに、柔軟性について見ていきましょう。 

 IT を取り巻く環境は変化が著しいため、せっかく開

発したシステムの寿命も短くなる傾向にあります。5 年

や 10 年と利用できた時代から 1 年あるいは数カ月で当

初の目的を果たせなくなってしまうケースも出る時代へ

と変化しました。 

 そうした状況の中では、いち早く変化に対応できなけ

れば、優位性を保つことができません。それと同時に、

社会全体の変化に対応しながら、できるだけ長くユーザ

ーが利用できるシステムを開発できる柔軟性も求められ

ています。IT 人材は、常に自らの知識と技術をリフレ

ッシュし続けながら、最善のものを作り出す力が問われ

ています。 

 

次に、知的好奇心について見ていきます。 

 IT 人材は常に新しい知識と技術を習得し続けなけれ

ばなりません。そのための原動力となるのが知的好奇心

です。新しい知識と技術を習得していくことで自らのス

キルは向上し、その結果として成果は大きいものとなり

ます。 

 また、意欲的になれる IT 最前線の現場で仕事に取り

組むチャンスを手にすることができます。日々の仕事で

必要なことだけでなく、新しいことを意識的に情報収集

するようにし、他の IT 人材との積極的な情報交換から

Sau đây là bài học về “Tư duy của nhân lực IT với 

tư cách là một ngành nghề chuyên môn”. 

  

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào tính linh hoạt. 

 Bởi môi trường xung quanh IT luôn thay đổi mạnh 

mẽ, tuổi thọ của các hệ thống có xu hướng ngày càng 

giảm, dù tốn nhiều công sức phát triển. Trước đây 

một hệ thống có thể dùng được từ 5-10 năm, nhưng 

hiện tại, có những trường hợp chỉ trong vòng 1 năm 

hoặc thậm chí vài tháng là hệ thống đã không đạt 

được mục tiêu ban đầu. 

 Trong thời đại này, nếu không thể phản ứng nhanh 

chóng với sự thay đổi thì sẽ không thể duy trì được 

lợi thế. Đồng thời, linh hoạt là cần thiết để phát triển 

các hệ thống có thể được người dùng sử dụng càng 

lâu càng tốt trong khi đáp ứng với những thay đổi 

của xã hội nói chung. Nhân lực IT cần không ngừng 

nâng cao kiến thức và kỹ năng của mình và có khả 

năng tạo ra những thứ tốt nhất. 

  

Tiếp theo, hãy cùng nhìn vào tính hiếu kỳ. 

 Nhân lực IT phải không ngừng tiếp thu tri thức và 

công nghệ mới. Động lực làm điều đó chính là sự hiếu 

kỳ. Khi tiếp thu tri thức và công nghệ mới, kỹ năng 

của nhân lực IT sẽ được cải thiện và thành quả đạt 

được cũng trở nên lớn lao. 
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新しい発見を見出すことができます。 

 

最後に、AI（人工知能）というトピックです。 

 これからの IT 技術を考える上で、欠かせない技術が

AI・IoT・ビッグデータです。まずは、AI について確認

しておいてください。現在の AI は、大量のデータを解

析し、知的な作業を行うためのルールや判断基準を自分

で作り出すことができます。その技術を使い、画像の認

識や音声の認識、翻訳などですでに十分な実用性をもつ

に至りました。 

 今後も、これまでは人間だけにしかできなかったこと

を今まで以上の精度で代行してくれたり、過去の膨大な

データから未来を予測したりすることなどが期待できま

す。 

 

 Thêm vào đó, nhân lực IT sẽ có cơ hội làm việc 

trong các dự án mà IT là tuyến đầu, tạo động lực 

thúc đẩy. Ở các dự án này, nhân lực IT không chỉ 

nắm những gì cần thiết trong công việc hàng ngày 

mà còn có thể thu thập tri thức mới, tích cực trao đổi 

thông tin với các chuyên gia IT khác để tạo ra những 

phát kiến mới. 

  

Cuối cùng là chủ đề về AI (trí tuệ nhân tạo). 

Khi nhắc đến những công nghệ IT hàng đầu của 

tương lai, không thể không nhắc đến AI, IoT và dữ 

liệu lớn (big data) . Đầu tiên, hãy cùng bàn luận về 

AI. AI ngày nay có thể phân tích một lượng lớn dữ 

liệu và tạo ra các quy tắc và tiêu chí riêng để thực 

hiện các tác vụ thông minh. Việc nhận dạng hình 

ảnh, nhận dạng giọng nói hay dịch thuật sử dụng AI 

hiện đã có tính khả dụng khá cao.  

 Trong tương lai, AI được mong đợi là sẽ thực hiện 

những gì trước nay chỉ con người mới làm được với 

độ chính xác cao hơn, hay là sẽ dự đoán tương lai từ 

lượng lớn dữ liệu trong quá khứ. 

サービス業としての IT 人材の心構え 

Tư duy của nhân lực IT với tư cách một ngành dịch vụ 

ここでは、サービス業としての IT 人材の心構えについ

て学んでいきます。 

 

はじめに、顧客満足度について見ていきましょう。 

 システムを利用する顧客の満足度を高めるためには、

自らの志向性から作るのではなく、「顧客志向」すなわ

ちユーザーの要求に合わせて開発することが大切です。 

 業界誌である「日経コンピュータ」によれば、IT コ

ンサルティングや上流設計関連サービス、システム開発

関連サービス、システム運用関連サービスなど IT 関連

サービスの顧客満足度を毎年調査したところ、全 26 部

門のうち 12 部門で首位が入れ替わるなど、IT 業界の競

争は熾烈です。 

 

次に、ユーザー業務理解について見ていきます。 

 ユーザーの要求に沿ってシステムを開発するには、ユ

Sau đây là bài học về “Tư duy của nhân lực IT với tư 

cách một ngành dịch vụ”. 

  

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào sự hài lòng của khách 

hàng. 

Để tăng sự hài lòng của khách hàng sử dụng hệ 

thống, nhân lực IT cần phải phát triển hệ thống 

"hướng tới khách hàng", tức là theo yêu cầu của 

người dùng, chứ không phải theo định hướng của cá 

nhân. 

 Theo tạp chí chuyên môn "Nikkei Computer", đơn 

vị thực hiện khảo sát hàng năm về mức độ hài lòng 

của khách hàng đối với các dịch vụ liên quan đến IT 

như tư vấn IT, thiết kế upstream, phát triển hệ thống 

và vận hành hệ thống, thì trong 26 nhóm dịch vụ, có 

tới 12 nhóm có sự thay đổi trong đơn vị ở vị trí dẫn 
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ーザーの業務をよく知ることが重要です。 

 例えば、システム化による業務効率化や企業価値向上

を目指した提案をするならば、①業務を洗い出し、②業

務を見える化し、③改善点を絞り込み、④改善計画を策

定し、⑤システム化計画を策定する、という流れで理想

的な業務のあり方を見つける必要があります。業務の流

れは図示することでユーザーとの実現イメージの共有が

確実になります。 

 

 

 

 

 

最後に、IoT というトピックです。 

  スマートフォン、家電、自動車など様々なモノが直接

インターネットにつながり、モノどうし、あるいはモノ

とクラウド、あるいはモノと人がデータをやりとりする

のが IoT です。 

 2009 年の時点ではインターネットに繋がっているモ

ノは 25 億個ほどでしたが、2020 年には約 20 倍の 500

億個に達するといわれています。IoT は暮らしを便利に

するだけではなく、これら膨大な数のモノから入手でき

る莫大なデータを使って現実世界を分析し、よりよい社

会を実現するために利用されます。 

 

đầu, cho thấy sự cạnh tranh trong lĩnh vực IT là vô 

cùng khốc liệt. 

  

Tiếp theo, hãy cùng nhìn vào việc nắm bắt nghiệp 

vụ của người dùng. 

 Việc nắm rõ nghiệp vụ của người dùng là vô cùng 

quan trọng để phát triển một hệ thống theo yêu cầu 

của người dùng. 

 Ví dụ: khi đề xuất xây dựng hệ thống nhằm nâng 

cao hiệu quả công việc và giá trị doanh nghiệp, cần 

tìm ra cách thức lý tưởng để thực hiện nghiệp vụ 

thông qua (1) định nghĩa nghiệp vụ, (2) xây dựng sơ 

đồ nghiệp vụ, (3) xác định các điểm cần cải thiện, (4) 

xây dựng kế hoạch cải thiện, và (5) lập kế hoạch xây 

dựng hệ thống. Bằng cách xây dựng sơ đồ quá trình 

nghiệp vụ, nhân lực IT có thể chia sẻ được với người 

dùng về phương thức thực hiện nghiệp vụ sau khi có 

hệ thống. 

  

Cuối cùng là chủ đề về IoT. 

 IoT là kết nối các vật dụng khác nhau như điện 

thoại thông minh, thiết bị gia dụng và ô tô trực tiếp 

với Internet, và trao đổi dữ liệu giữa các vật dụng, 

giữa vật dụng với Cloud và giữa vật dụng với con 

người. 

 Tính đến năm 2009, có khoảng 2,5 tỷ vật dụng 

được kết nối Internet, nhưng con số này được cho là 

sẽ tăng khoảng 20 lần, lên 50 tỷ mặt hàng vào năm 

2020. IoT không chỉ giúp cuộc sống dễ dàng hơn mà 

còn được sử dụng để phân tích thế giới thực thông 

qua thu thập dữ liệu lớn từ các vật dụng khác nhau, 

để từ đó tạo dựng một xã hội tốt đẹp hơn. 

IT 人材の自己管理に関する心構え 

Tư duy của nhân lực IT trong việc quản lý bản thân 

ここでは、IT 人材の自己管理に関する心構えについ

て学んでいきます。 

 

はじめに、自己管理について見ていきましょう。 

 チームで滞りなくプロジェクトを進めるためには、ま

Sau đây là bài học về “Tư duy của nhân lực IT trong 

việc quản lý bản thân”. 

  

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào việc quản lý bản thân. 
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ずはメンバー個々の自己管理が必要です。自己管理と

は、自分の健康状態や生活のリズムを管理し、いつもベ

ストな状態で仕事に臨めるよう調整することです。心身

の健康状態は、仕事の品質に深く関係します。健康でな

ければ業務の効率性が低下したり、ミスが生まれたりす

る可能性が増加します。 

 職業人として、常にベストな状態を保てるよう心がけ

る必要があります。また、心の声にも耳を傾けて、スト

レスを溜めすぎないようにすることも大切です。 

 

次に、自己管理の方法について見ていきます。 

 具体的には、①暴飲暴食をしない、②衛生的な生活環

境を整える、③睡眠時間を十分にとる、④ワークライフ

バランスを整える、⑤約束の時間を厳守する、⑥公私混

同をしない、⑦ストレスを趣味などで解消する 

以上の 7 点の心がけが必要です。 

 まずは、①の暴飲暴食をしないことと、③の睡眠時間

を十分にとることを実践するだけでも、変化が感じられ

るはずです。自分を律しコントロールすることで体調を

整え、仕事で高いパフォーマンスを発揮できるよう心が

けが大事です。 

 

最後に、ビッグデータというトピックです。 

 IoT やソーシャルメディアなどを通して集められた膨

大なデータをビッグデータといいます。企業を支える基

幹システム、SNS でのメッセージの発信、スマートフ

ォンの位置情報、街の防犯カメラ、気象観測用の装置な

どありとあらゆるデータを集め、それらを分析すること

でビジネスや社会にイノベーションをもたらしていくこ

とができます。 

 このビッグデータの分析には人工知能、統計学、情報

工学、データマイニングなどの知識や技術、手法が用い

られ、この分野の研究や分析に携わる人をデータサイエ

ンティストと呼びます。 

 

 Để cả nhóm tiến hành dự án một cách suôn sẻ, 

trước tiên mỗi thành viên cần quản lý bản thân. Quản 

lý bản thân là quản lý sức khỏe và nhịp sống của bản 

thân và luôn điều chỉnh để làm việc ở trạng thái tốt 

nhất. Sức khỏe thể chất và tinh thần liên quan mật 

thiết đến chất lượng công việc. Nếu không khỏe, hiệu 

quả công việc sẽ giảm sút và dễ mắc sai lầm. 

 Với tư cách là những người làm việc chuyên 

nghiệp, nhân sự IT cần cố gắng duy trì thể trạng tốt 

nhất. Ngoài ra, việc nghe theo nội tâm và cố gắng để 

không trở nên quá căng thẳng cũng là vô cùng quan 

trọng. 

  

Tiếp theo, hãy cùng nhìn vào phương pháp quản lý 

bản thân. 

 Cần ghi nhớ 7 phương pháp quản lý bản thân, cụ 

thể là: (1) tránh ăn uống vô độ, (2) chuẩn bị môi 

trường sống hợp vệ sinh, (3) ngủ đủ giấc, (4) điều 

chỉnh cân bằng giữa công việc và cuộc sống, (5) tuân 

thủ nghiêm ngặt thời gian đã hứa, (6) không nhầm 

lẫn công tư và (7) giải tỏa căng thẳng thông qua sở 

thích. 

 Trước hết, chỉ bằng cách (1) tránh ăn uống vô độ 

và (3) ngủ đủ giấc thì cũng có thể cảm nhận được sự 

thay đổi. Bằng việc kiểm soát tốt bản thân, nhân lực 

IT sẽ có thể chất tốt cũng như tinh thần thoải mái, 

tạo được hiệu suất cao trong công việc. 

  

Cuối cùng là chủ đề về dữ liệu lớn. 

 Dữ liệu lớn là lượng dữ liệu khổng lồ được thu thập 

thông qua các phương tiện như IoT và mạng xã 

hội. VIệc thu thập và phân tích các loại dữ liệu như 

hệ thống cốt lõi hỗ trợ công ty, các tin nhắn trên 

mạng xã hội, thông tin vị trí của điện thoại thông 

minh, camera an ninh trong thành phố, thiết bị quan 

sát thời tiết, v.v. có thể giúp mang lại nhiều đổi mới 

cho doanh nghiệp cũng như xã hội. 

 Trong ngành phân tích dữ liệu lớn, những người sử 

dụng các kiến thức, kỹ thuật và phương pháp như trí 
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tuệ nhân tạo, thống kê, kỹ thuật thông tin và khai 

thác dữ liệu, cũng như tham gia nghiên cứu và phân 

tích các lĩnh vực này được gọi là nhà khoa học dữ 

liệu. 

 

IT 人材のビジネススキル 

Kỹ năng nghiệp vụ của nhân lực IT 

ここでは、IT 人材のビジネススキルについて学んでい

きます。 

 

はじめに、コミュニケーション力について見ていきまし

ょう。  

 IT 人材に求められる大事な能力にコミュニケーショ

ン力があります。ここでいうコミュニケーション力と

は、相手が伝えようする内容を的確に受け取る理解力と

自分の考えを誤解なく伝える表現力のこととも言えま

す。 

 システムの開発を例にすると、当初のユーザーとの意

思疎通が不十分であれば、開発の終盤段階になってか

ら、ユーザーの意図するシステムと IT 人材の開発する

システムとの間にギャップが生じます。その場合には、

開発の工程が大幅に後戻りすることも考えられます。こ

うしたことを防ぐためには、報告・連絡・相談の「報連

相」を徹底し、ささいな疑問点もその都度解消する姿勢

が重要です。 

 

次に、タイムマネジメント力について見ていきます。 

 プロジェクトには決められた期間、すなわち「納期」

があります。納期を守るためには、タイムマネジメント

力が必要です。初期段階で、ある程度は先の目途を立て

られるように仕事を進めることが大事です。 

 システム開発における中盤以降の工程では、バグやエ

ラーの発生、仕様の変更などで想定通り進まないことが

少なくありません。そのためにも、時間の余裕を初期に

確保することで、トラブルにも対応しやすくなります。

結果的に納期に間に合わせることに繋がります。 

 

 

最後に、コストマネジメント力です。  

Sau đây là bài học về “Kỹ năng nghiệp vụ của nhân 

lực IT”. 

  

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào kỹ năng giao tiếp.  

 Kỹ năng giao tiếp là kỹ năng quan trọng cần có của 

nhân lực IT. Kỹ năng giao tiếp ở đây là khả năng hiểu 

được những gì đối phương muốn truyền đạt và khả 

năng diễn đạt ý nghĩ của mình mà không bị hiểu 

nhầm. 

 Lấy phát triển hệ thống làm ví dụ, nếu giao tiếp 

ban đầu với người dùng không đủ thì thì trong giai 

đoạn phát triển cuối cùng, hệ thống mà nhân lực IT 

phát triển ra sẽ khác với hệ thống mà người dùng 

hình dung. Trong trường hợp đó, nhân lực IT có thể 

phải đập đi xây lại, tốn thêm công sức phát triển. Để 

phòng tránh điều này, cần thực hiện triệt để "Ho-

Ren-So" để báo cáo, liên lạc và tham vấn, đồng thời 

giải quyết các vấn đề dù là nhỏ nhất. 

  

 

 

 

Tiếp theo, hãy cùng nhìn vào năng lực quản lý thời 

gian. 

 Mỗi dự án diễn ra trong khoảng thời gian cố định, 

gọi là "thời gian giao hàng". Kỹ năng quản lý thời 

gian được yêu cầu để đáp ứng thời hạn giao hàng 

này. Ở giai đoạn đầu, việc tiến hành công việc để đạt 

được các mục tiêu trên là vô cùng quan trọng. 

 Trong quá trình phát triển hệ thống, rất dễ xảy ra 

trường hợp dự án không tiến triển được như mong 

muốn do lỗi hệ thống hoặc thông số kỹ thuật bị thay 
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 システムに必要以上の理想を求めれば、過剰なコスト

がかかります。ユーザーの要求水準を満たしたうえで、

許容されるコストを意識して人員を配置し、作業進める

ことが予算超過を防ぎます。 

 IT 業界ではシステムの設計仕様が曖昧な段階にもか

かわらず契約をかわし、見積もりを求められることも多

いのが現状ですが、開発のコストをよく検討したうえで

見積もりをする必要があります。設計段階と実装段階の

2 段階に分けて見積もりするなどの方法をとるのも有力

です。 

 

đổi, v.v. Do đó, nếu chuẩn bị sẵn một khoảng thời 

gian dự phòng ngay từ đầu thì khi có vấn đề xảy ra 

cũng sẽ dễ xử lý hơn. Kết quả cuối cùng vẫn là giao 

hàng kịp với thời hạn. 

  

Cuối cùng là năng lực quản lý chi phí.  

 Nếu muốn hệ thống lý tưởng hơn mức cần thiết thì 

sẽ tốn nhiều chi phí. Song song với việc đáp ứng yêu 

cầu của người dùng, việc ý thức được chi phí cho 

phép và bố trí nhân sự phù hợp để tiến hành công 

việc cũng sẽ giúp ngăn ngừa chi phí vượt mức. 

 Trong ngành IT, dù việc ký kết hợp đồng và yêu 

cầu báo giá ở giai đoạn mọi thông số kỹ thuật của hệ 

thống còn chưa rõ ràng là thường xuyên xảy ra, 

nhưng việc xem xét kỹ lưỡng chi phí phát triển trước 

khi báo giá là vô cùng cần thiết. Ngoài ra cũng có 

thể tính đến phương án báo giá riêng cho hai giai 

đoạn, giai đoạn thiết kế và giai đoạn phát triển. 

チームワークを強化する人間対応力 

Khả năng đối ứng để củng cố tinh thần đồng đội 

ここでは、チームワークを強化する人間対応力につい

て学んでいきます。 

 

はじめに、チームワークの必要性について見ていきま

しょう。  

 システム開発は様々な立場の多くの IT 人材が協力し

て行う場合が多いと言えます。百人以上の IT 関連のエ

ンジニアで構成されるプロジェクトもあります。 

 このような状況下でシステム開発をするには、メンバ

ーがお互いに相手の立場を尊重し、協力し合うことが欠

かせません。目標を共有し、進捗の状況や困ったこと、

要求などを密に共有し、「チーム一丸となってプロジェ

クトを完遂させよう」という雰囲気づくりが大切です。

プロジェクト発足時には敢えて顔合わせの会合を持った

り、積極的に懇親の場を開催したりするなど、チームワ

ークを高めるための工夫は様々です。 

 

次に、文字に残す、について見ていきます。  

 ユーザーとの調整事項や開発プロジェクトチーム内の

Sau đây là bài học về “Khả năng đối ứng để củng cố 

tinh thần đồng đội”. 

  

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào sự cần thiết của tinh 

thần đồng đội.  

 Việc phát triển hệ thống thường được thực hiện với 

sự hợp tác của nhiều nhân lực IT từ nhiều vị trí khác 

nhau . Một số dự án có thể bao gồm hơn 100 kỹ sư 

IT. 

 Để phát triển một hệ thống trong điều kiện đó, các 

thành viên cần phải tôn trọng vị trí của nhau và hợp 

tác với nhau. Việc thường xuyên chia sẻ mục tiêu, 

tiến độ, vấn đề, yêu cầu, v.v., và tạo ra bầu không 

khí “làm việc nhóm” là vô cùng quan trọng. Có nhiều 

cách khác nhau để nâng cao tinh thần đồng đội, 

chẳng hạn như tổ chức các cuộc họp trực tiếp khi dự 

án được khởi động và tích cực tổ chức các buổi tụ 

tập. 

  

282



確認などは、口頭だけで終わらせず文字に残して内容の

確認を行うことが大事です。これは、思い込みなどによ

る誤解は、文字で確認することで回避できる場合が多い

ためです。 

 打ち合わせや電話の後は、内容を文字に残して常に共

有できるようにします。コミュニケーションのために

SNS やメール、チャットツールを活用するのも一般化

してきています。 

 

最後に、空気を感じ取り、必ず確認する、というトピ

ックです。 

 コミュニケーションの場では、相手の表情や行動から

空気を感じ取ることが大切です。 

 しかし、勝手に空気を感じ取っただけでは正しい解釈

ができていない場合もあります。何か相手の言いたいこ

とを感じとったら、口頭または文字で確認するようにし

ましょう。「相手は分かっている」と思い込んで、解釈

を誤ったり分からないことを確認しないままにしたりし

て進めては、ゴールを正しく目指すことができないから

です。 

 仕事の場では、曖昧にせず確認する習慣をつけなけれ

ばなりません。 

 

 

Tiếp theo, hãy cùng xem xét việc lưu trữ thông tin 

dạng văn bản.  

 Khi phối hợp với người dùng hoặc xác nhận các 

hạng mục trong nhóm, việc lưu trữ thông tin dưới 

dạng văn bản chứ không chỉ nói miệng là vô cùng 

quan trọng. Lý do là phần lớn các hiểu lầm thực ra 

có thể tránh được bằng cách xác nhận bằng văn bản. 

 Sau cuộc họp hoặc cuộc gọi điện thoại, hãy lưu lại 

nội dụng dưới dạng văn bản chia sẻ được. Việc sử 

dụng mạng xã hội, email và các công cụ trò 

chuyện để liên lạc đang trở nên phổ biến hơn. 

  

Cuối cùng là chủ đề về đánh giá tình hình và xác 

nhận. 

 Trong giao tiếp, việc đánh giá tình hình từ nét mặt 

và hành động của đối phương là rất quan trọng. 

 Tuy nhiên, có những trường hợp dù có đánh giá 

tình hình thì cũng không đưa ra được nhận định 

chính xác. Bởi vậy, nếu cảm thấy đối phương muốn 

nói gì thì hãy xác nhận lại bằng lời nói hoặc văn 

bản. Khi cho rằng mình đã hiểu đối phương và cứ tiếp 

tục tiến hành công việc, dù rằng thực tế đã hiểu sai 

hoặc không xác nhận lại những điều mình không 

hiểu, thì nhân lực IT có thể sẽ không đạt được chính 

xác mục tiêu dự án. 

 Trong công việc, cần phải tập thói quen xác nhận 

lại, không để tình trạng mơ hồ. 

IT 人材のラーニングスキル 

Kỹ năng học tập của nhân lực IT 

ここでは、IT 人材のラーニングスキルについて学んでい

きます。 

 

はじめに、技術動向について見ていきましょう。  

 IT 業界は、非常に技術の進歩が早い業界です。常に世

の中の動向をキャッチし、先手を打って学習しないと取

り残されてしまいます。「新しいことを知ることが喜び

で、学んだ先に更にどんな新しいことが待っているのか

楽しみ」というような前向きで積極的な考え方をするこ

とを心がければ、学ぶ力すなわちラーニングスキルを向

Sau đây là bài học về “Kỹ năng học tập của nhân lực IT”. 

 

 

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào các xu hướng công nghệ. 

Ngành IT là một ngành phát triển rất nhanh. Nếu không 

nắm bắt các xu hướng của thế giới và chủ động học hỏi 

thì sẽ bị tụt hậu. Bằng cách sẵn sàng suy nghĩ lạc quan 

và tích cực, chẳng hạn như "Học những kiến thức mới 

rất thú vị, khi học thì lại còn có nhiều kiến thức mới đang 

283



上できます。 

 開発された新しい技術の中には、活用されるものもあ

れば廃れていくものもあります。自分にとって役に立つ

技術を見極めることも大切です。 

 

次に、社会動向について見ていきます。 

 IT 技術は、社会の中の各所に導入され、その効果も多

岐にわたります。税金の計算方法の変化、関連法規の改

正、元号が変わる改元などの社会的な動向も全て、シス

テムに関係する仕事には影響を及ぼします。 

 日頃から新聞やニュースに気を配り、自分の興味のあ

る分野だけでなく、満遍なく広い分野の情報を知ってお

くことも大事です。 

 また、社会動向に詳しくなれば、顧客業務の理解の助

けになることも期待されます。 

 

最後に、セキュリティ動向です。 

 セキュリティは、社会全体に影響を与える可能性の高

い領域です。脅かす側が常に新しい技術をあみ出してい

る以上、守る側は脅かす側以上のスピードで新しい技術

を取り入れる必要があります。 

 新しい技術を取り入れるにはセキュリティ事件・事故

を取り扱うサイトや、ニュース記事などを斜め読みする

だけでなく、根底にある技術や対策まで、深く学ぶ必要

があります。 

 独立行政法人情報処理推進機構のウェブサイト上にあ

る情報セキュリティページなども参考になるはずです。 

 

chờ phía trước", nhân lực IT sẽ cải thiện được kỹ năng 

học tập của bản thân. 

Trong những công nghệ mới đã được phát triển, có 

công nghệ sẽ được áp dụng phổ biến và có công nghệ 

sẽ trở nên lỗi thời. Việc xác định các công nghệ hữu ích 

cho bản thân là vô cùng quan trọng. 

 

Tiếp theo, hãy cùng nhìn vào các xu hướng xã hội. 

Công nghệ IT hiện được áp dụng vào nhiều nơi trong 

xã hội với hiệu quả vô cùng đa dạng. Các xu hướng xã 

hội như thay đổi phương pháp tính thuế, sửa đổi luật liên 

quan, sửa đổi tên niên đại cũng ảnh hưởng lớn đến các 

nghiệp vụ hệ thống. 

Việc theo dõi báo chí, tin tức hàng ngày và 

nắm rõ thông tin về nhiều lĩnh vực khác nhau chứ không 

chỉ trong lĩnh vực mình quan tâm là vô cùng cần thiết. 

Thêm vào đó, việc nắm rõ các xu hướng xã hội sẽ giúp 

nhân lực IT hiểu hơn được nghiệp vụ của khách hàng. 

 

Cuối cùng là xu hướng bảo mật. 

BMTT là một lĩnh vực có khả năng ảnh hưởng đến toàn 

xã hội. Khi bên tấn công liên tục tạo ra các công nghệ 

mới thì bên phòng thủ cần áp dụng công nghệ mới 

nhanh hơn bên tấn công. 

Để áp dụng công nghệ mới, nhân lực IT không những 

cần đọc lướt các trang web xử lý các sự cố BMTT và các 

bài báo tin tức, mà còn cần phải tìm hiểu sâu về công 

nghệ nền tảng và các biện pháp đối phó. 

 Nhân lực IT có thể tham khảo chuyên trang BMTT 

trên trang web của Cơ quan Xúc tiến Công nghệ Thông 

tin Nhật Bản. 

 

サービス業としての IT 人材の視点 

Quan điểm về nhân lực IT với tư cách một ngành dịch vụ 

ここでは、サービス業としての IT 人材の視点について

学んでいきます。 

 

はじめに、服装について見ていきましょう。 

 一般にシステム開発のプロジェクトに掛かる費用は、

数百万円から数千万円さらには数億円、数十億の規模と

なることもあります。それだけにその費用に見合った成

果をあげることが宿命です。このようなユーザーからの

要求や期待に応える上で、IT 人材は常にユーザーとの信

頼関係を構築・維持していかなければなりません。 

 例えば服装に関しても、開発の作業はラフにしてもよ

Sau đây là bài học về “Quan điểm về nhân lực IT với tư 

cách một ngành dịch vụ”. 

  

Đầu tiên, hãy cùng nhìn vào trang phục. 

 Nhìn chung, chi phí cho một dự án phát triển hệ thống 

có thể từ hàng triệu, hàng chục triệu yên cho đến hàng 

trăm triệu thậm chí hàng tỷ yên. Do đó, kết quả đạt được 

phải tương xứng với chi phí bỏ ra. Để đáp ứng nhu cầu 

và mong đợi của người dùng, nhân lực IT phải không 

ngừng xây dựng và duy trì mối quan hệ tin tưởng với 

người dùng. 
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い会社が増えていますが、ユーザーと面談する会合や会

社の節目となる行事などでは、スーツが必要な場合もあ

ります。会社説明会や採用試験も、特に普段着と指定さ

れない限りは、失礼とならない服装をする用意周到さが

大事です。 

 

次に、敬語について見ていきます。 

 仕事の場では敬語を用いることが一般的です。「親し

き仲にも礼儀あり」ですので、親しい同僚やユーザーと

の会話も、常に相手を敬う言葉遣いを心がけます。 

 特に多忙な時や、緊急性のある仕事の場合は注意が必

要です。いつもは気にされない言葉であっても、相手を

怒らせる原因になる場合があるためです。 

 尊敬語や謙譲語を使い分けることなどは急にはできる

ようにはなりませんから、普段から正しい敬語を心掛け

ることが必要です。 

 

 

 

 

最後に、切り分けというトピックです。 

 IT 業界の現場では、ユーザーからの要望、上司からの

指示、同僚からの依頼など様々なリクエストに対応する

必要があります。何か頼まれたら、答えが明確なものは

必ずイエス・ノーを明言し、答えが不明確なものは、そ

の場しのぎの回答はせずに確認してから回答することが

肝要です。 

 曖昧な返事は拒否されたように聞こえたり、承諾した

ように聞こえたりと誤解を招きます。できないことは

「できない」と明確にし、その代わりに何ができるの

か、あるいはどんな条件が揃えばできるのかを提案しま

す。 

 Ví dụ, về trang phục, hiện nhiều công ty cho phép ăn 

mặc thoải mái khi thực hiện các công việc lập trình, 

nhưng khi gặp gỡ với người dùng và tham gia các sự 

kiện quan trọng của công ty thì vest là cần thiết. Đối với 

các buổi giới thiệu công ty và kỳ thi tuyển dụng, trừ 

trường hợp được chỉ định cụ thể là trang phục hàng 

ngày, nhân lực IT nên chuẩn bị những trang phục đứng 

đắn, trang trọng. 

  

Tiếp theo, hãy cùng nhìn vào kính ngữ. 

 Việc sử dụng kính ngữ trong công việc là vô cùng phổ 

biến. Trong tiếng Nhật có câu “Dù mối quan hệ có thân 

thiết đến đâu nhưng vẫn cần giữ lễ nghĩa cơ bản”. Bởi 

vậy, cần cố gắng cư xử tôn trọng khi nói chuyện với đồng 

nghiệp và người dùng.  

 Khi đối phương đang bận rộn hoặc đang xử lý việc gấp 

thì nhân lực IT lại càng cần chú ý. Trong những thời 

điểm này, những lời mà thường đối phương không để 

tâm cũng có thể khiến họ tức giận. 

 Việc sử dụng tôn kính ngữ hay ngôn ngữ khiêm 

nhường là không thể học được trong ngày một ngày hai, 

vì vậy cần phải luôn chú ý đến kính ngữ chính xác một 

cách thường xuyên. 

  

Cuối cùng là chủ đề về phân tách công việc. 

 Trong ngành IT, cần đáp ứng nhiều yêu cầu khác nhau 

như yêu cầu từ người dùng, chỉ thị từ cấp trên, yêu cầu 

từ đồng nghiệp. Khi nhận được yêu cầu, nếu câu trả lời 

rõ ràng thì cần nói luôn có hoặc không, còn nếu câu trả 

lời không rõ ràng thì cần xác nhận trước khi đưa ra câu 

trả lời. 

 Các câu trả lời không rõ ràng có thể gây lầm tưởng là 

đang từ chối hoặc đang đồng ý. Trong trường hợp không 

thể thực hiện, nhân lực IT cần nói rõ "không thể đáp 

ứng", và thay vào đó, có thể đề xuất phương án thay thế 

hoặc những điều kiện mà nếu có thì sẽ có thể đáp ứng 

được yêu cầu. 
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IT 人材のキャリア CBT 解答解説 翻訳 

社会的責任を担う IT 人材の心構え①倫理と規範 

Tư duy của nhân lực IT có trách nhiệm với xã hội   

① Đạo đức và chuẩn mực 

日本語 ベトナム語 

(問題) 

IT 人材に求められる倫理性として正しいものはどれで

すか？ 

 

１ 知り得た情報を勝手に使う 

２ 情報を他の企業に教える 

３ 不正に情報を漏えいしない 

４ ユーザーの企業秘密を家に持ち帰る 

 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、IT 人材に求められる倫理性として正しいも

のはどれですか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「知り得た情報を勝手に使う」、2 番

が「情報を他の企業に教える」、3 番「不正に情報を漏

えいしない」、4 番が「ユーザーの企業秘密を家に持ち

帰る」でした。 

正解は３番の「不正に情報を漏えいしない」です。IT

人材はユーザーの企業秘密や個人情報を直接扱うことが

多いため、知り得た情報を悪用しない、不正に情報を漏

えいしないなど高い倫理性が求められます。ひとたび情

報が漏えいすると、企業の存続さえ脅かされるほどの大

問題に発展する可能性も少なくありません。 

 また、セキュリティに対する強い意識も不可欠です。

セキュリティは技術だけで実現されるものではなく、そ

の重要性や脅威に対する認識・理解といったセキュリテ

ィ意識が重要です。 

 

(問題) 

IT 人材に求められる心構えとして正しいものはどれで

すか？ 

 

１ 品質の追求 

２ デザインの追求 

(Câu hỏi) 

Hành động nào dưới đây là đúng đắn về mặt đạo đức 

mà nhân lực IT cần tuân thủ? 

  

1. Tự ý sử dụng thông tin biết được trong công việc 

2. Tuồn thông tin cho công ty khác 

3. Không rò rỉ thông tin một cách bất hợp pháp 

4. Mang bí mật về người dùng của công ty về nhà 

 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: hành động nào dưới đây là đúng 

đắn về mặt đạo đức mà nhân lực IT cần tuân thủ? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Tự ý sử dụng thông tin biết 

được trong công việc ", 2. "Tuồn thông tin cho công 

ty khác ", 3. "Không rò rỉ thông tin một cách bất hợp 

pháp", và 4. "Mang bí mật về người dùng của công 

ty về nhà". 

Đáp án đúng là 3. " Không rò rỉ thông tin một cách 

bất hợp pháp". Vì thường xuyên trực tiếp tiếp xúc bí 

mật về người dùng của công ty, cũng như các thông 

tin cá nhân, nên nhân lực IT cần có ý thức đạo đức 

cao, như không lạm dụng thông tin biết được trong 

công việc, hay không rò rỉ thông tin một cách bất 

hợp pháp. Những thông tin này một khi đã rò rỉ thì 

có thể gây ra những hậu quả nghiêm trọng, đe dọa 

đến sự tồn vong của công ty. 

 Ngoài ra, việc có nhận thức rõ ràng về vấn đề bảo 

mật thông tin (BMTT) cũng là vô cùng cần 

thiết. BMTT không chỉ giới hạn trong việc thực hiện 

các đối ứng về mặt công nghệ. Ý thức được tầm quan 

trọng của BMTT cũng như nắm rõ những hiểm họa 

về bảo mật là vô cùng quan trọng với nhân lực IT.  
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３ コストの追求 

４ 個性の追求 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、IT 人材に求められる心構えとして正しいも

のはどれですか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「品質の追求」、2 番が「デザイン

の追求」、3 番「コストの追求」、4 番が「個性の追

求」です。 

正解は１番の「品質の追求」です。IT 人材に求めら

れる心構えの一つに、「品質の追求」があります。シス

テムは論理的に組み上げるものであるため、一つのミス

が、システム全体を止めてしまうという危険性もありま

す。乗り物、銀行、医療、インフラなどシステムが止ま

ってしまえば、社会に大きな影響を与えてしまうだけ

に、IT 人材にはユーザーのためのシステム作りに責任

をもち、品質を高める努力が欠かせません。 

 

  

(Câu hỏi) 

Đâu là tư duy cần có đối với nhận lực IT? 

  

1. Đề cao chất lượng 

2. Đề cao thiết kế 

3. Đề cao chi phí 

4. Đề cao cá tính 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Đâu là tư duy cần có đối với nhận 

lực IT?  

Lựa chọn gồm có: 1. “Đề cao chất lượng", 2. " Đề 

cao thiết kế", 3. "Đề cao chi phí" và 4. "Đề cao cá 

tính". 

Đáp án đúng là 1. "Đề cao chất lượng". “Đề cao chất 

lượng” là một trong những tư duy cần có của nhân 

lực IT. Vì hệ thống được lắp ghép một cách logic, nên 

chỉ một sai sót nhỏ có thể sẽ khiến toàn bộ hệ thống 

ngừng hoạt động. Việc ngừng hoạt động các hệ thống 

như giao thông, ngân hàng, y tế, cơ sở hạ tầng sẽ 

ảnh hưởng lớn đến xã hội, do đó, nhân lực IT phải có 

trách nhiệm tạo ra các hệ thống vì người dung, cũng 

như không ngừng nỗ lực nâng cao chất lượng. 

社会的責任を担う IT 人材の心構え ②顧客志向とコンプライアンス 

Tư duy của nhân lực IT có trách nhiệm với xã hội  

② Hướng tới khách hàng và tuân thủ 

(問題) 

「顧客（ユーザー）に目を向け、顧客を中心に考える」

ことを何と言いますか？ 

１ 顧客管理 

２ 顧客志向 

３ 利潤追求 

４ 顧客情報 

 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、IT 人材が現場で求められる力として正し

(Câu hỏi) 

“Tập trung vào khách hàng (người dùng), lấy khách 

hàng làm trung tâm" nghĩa là gì? 

1. Quản lý khách hàng 

2. Hướng tới khách hàng 

3. Theo đuổi lợi nhuận 

4. Thông tin khách hàng 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 
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いものはどれですか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「顧客管理」、2 番が「顧客志

向」、3 番「利潤追求」、4 番が「顧客情報」でした。 

正解は 2 番の「顧客志向」です。顧客志向とは、「顧

客（ユーザー）に目を向け、顧客を中心に考える」こと

です。この姿勢は、営業だけではなく、SE やプログラ

マー等の IT 人材にも求められるようになっています。

ユーザーの抱える課題や目的・目標などを直接ヒアリン

グし、顧客のニーズを深く理解しようとする姿勢が大切

です。そのためには、顧客の業務の流れや意味を理解す

ることが欠かせません。 

 また、ただ要求された範囲でシステムを作り顧客ニー

ズを満たすだけでなく、より良いものを自ら提案する姿

勢をもつことで、顧客の信頼を獲得でき、さらに重要な

業務も任される IT 人材になることができます。 

 

(問題) 

IT 人材が特に留意しておくべき法令として、間違って

いるものはどれでしょうか？ 

 

１ 個人情報保護法 

２ 著作権法 

３ 道路交通法 

４ 不正アクセス禁止法 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、IT 人材が特に留意しておくべき法令とし

て、間違っているものはどれでしょうか？という問題で

した。 

選択肢は、1 番が「個人情報保護法」、2 番が「著作

権法」、3 番「道路交通法」、4 番が「不正アクセス禁

止法」でした。 

正解は３番の「道路交通法」です IT 人材が特に留

意しておくべき法令として、個人情報保護法、著作権

法、不正アクセス禁止法などがあります。 

IT 人材には、コンプライアンスつまり、法令遵守が

求められます。しっかりと法令遵守することによって信

頼を得ることができます。 

Câu hỏi đầu tiên là: “Tập trung vào khách hàng 

(người dùng), lấy khách hàng làm trung tâm" nghĩa 

là gì? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Quản lý khách hàng", 2. 

"Hướng tới khách hàng", 3. "Theo đuổi lợi nhuận", 4. 

"Thông tin khách hàng". 

Đáp án đúng là 2. "Hướng tới khách hàng". Hướng 

tới khách hàng có nghĩa là “tập trung vào khách 

hàng (người dùng), lấy khách hàng làm trung tâm 

". Đây là tư duy cần có không chỉ ở nhân viên kinh 

doanh mà còn ở nhân lực IT như kỹ sư hệ thống và 

lập trình viên. Trực tiếp lắng nghe vấn đề, mục tiêu 

và định hướng của người dùng, cũng như tìm hiểu kỹ 

nhu cầu của khách hàng là vô cùng quan trọng. Bởi 

vậy, nhân lực IT cần hiểu được quy trình cũng như ý 

nghĩa của từng nghiệp vụ của khách hàng. 

 Ngoài ra, không chỉ dừng lại ở việc tạo ra một hệ 

thống trong phạm vi yêu cầu, đáp ứng nhu cầu của 

khách hàng, nhân lực IT cần suy nghĩ để đưa ra 

những đề xuất tốt hơn, được khách hàng tin tưởng 

và giao phó những nhiệm vụ quan trọng 

  

(Câu hỏi) 

Trong các điều luật dưới đây, luật nào không phải là 

điều luật mà nhân lực IT cần chú ý đặc biệt? 

  

1. Luật bảo vệ thông tin cá nhân 

2. Luật bản quyền 

3. Luật giao thông đường bộ 

4. Luật cấm truy cập trái phép 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Trong các điều luật dưới đây, luật 

nào không phải là điều luật mà nhân lực IT cần chú 

ý đặc biệt? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Luật bảo vệ thông tin cá 

nhân", 2. "Luật bản quyền", 3. "Luật giao thông 

đường bộ" và 4. "Luật cấm truy cập trái phép”. 
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 Đáp án đúng là 3. “Luật giao thông đường bộ”. Các 

luật mà nhân lực IT cần đặc biệt lưu ý bao gồm “Luật 

bảo vệ thông tin cá nhân”, “Luật bản quyền”, “Luật 

cấm truy cập trái phép”. 

Thực hiện tuân thủ (コンプライアンス) ở đây có 

nghĩa là nhân lực IT được yêu cầu phải thực hiện tuân 

thủ pháp luật. Bằng việc tuân thủ pháp luật thì nhân 

lực IT có thể lấy được lòng tin của người khác. 

チームワークにおける IT 人材の心構え 

Tư duy của nhân lực IT trong làm việc nhóm 

(問題) 

一般的にシステムエンジニアが関わる業務として正しい

のはどれでしょうか？ 

 

１ 販売 

２ 企画 

３ 開発 

４ 営業 

 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、一般的にシステムエンジニアが関わる業務

として正しいのはどれでしょうか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「販売」、2 番が「企画」、3 番

「開発」、4 番が「営業」でした。 

正解は３番の「開発」です。 IT プロジェクトのプ

ロセスは、大きく企画、要件定義、設計、開発・テス

ト・検収、運用・保守と進行します。 

 コンサルタントやセールスが企画を、アーキテクトや

システムエンジニアが要件定義や設計に関わります。さ

らに、プログラマーとシステムエンジニアが開発・テス

ト・検収を、運用・保守技術者が運用・保守に主に関わ

ります。 

 そして、全体のプロジェクトを統括するのがプロジェ

クトマネージャです。 

 

(問題) 

IT 人材に求められるコミュニケーション能力として間

違っているものはどれですか？ 

(Câu hỏi) 

Nghiệp vụ nào dưới đây là đúng với các kỹ sư hệ 

thống nói chung? 

  

1. Bán hàng 

2. Lập kế hoạch 

3. Phát triển phần mềm 

4. Kinh doanh 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Nghiệp vụ nào dưới đây là đúng 

với các kỹ sư hệ thống nói chung? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Bán hàng", 2. "Lập kế hoạch", 

3." Phát triển phần mềm" và 4. "Bán hàng". 

Đáp án đúng là 3. "Phát triển phần mềm". Quá 

trình dự án IT phần lớn bao gồm việc lập kế hoạch, 

định nghĩa yêu cầu, thiết kế, phát triển / thử nghiệm 

/ nghiệm thu, vận hành / bảo trì. 

 Đội ngũ tư vấn và bán hàng tham gia vào việc lập 

kế hoạch, còn các kiến trúc sư hệ thống và kỹ sư hệ 

thống tham gia vào việc định nghĩa yêu cầu và thiết 

kế. Sau đó, các lập trình viên và kỹ sư hệ thống chủ 

yếu tham gia vào việc phát triển, thử nghiệm và 

nghiệm thu, còn các kỹ sư vận hành và bảo trì chủ 

yếu tham gia vào việc vận hành và bảo trì. 

 Người phụ trách toàn bộ dự án là PM (quản lý dự 

án). 
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１ チーム内でのやりとりを円滑にミスなく行う能力 

２ 可能不可能を明確にして合意点を見つける交渉能力 

３ ユーザーの意向を無視してでも自分の考えを理解さ

せる能力 

４ ユーザーの意向を的確に汲み取る能力 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は IT 人材に求められるコミュニケーション能

力として間違っているものはどれですか？という問題で

した。 

選択肢は、1 番が「チーム内でのやりとりを円滑にミ

スなく行う能力」、2 番が「可能不可能を明確にして合

意点を見つける交渉能力」、3 番「ユーザーの意向を無

視してでも自分の考えを理解させる能力」、4 番が「ユ

ーザーの意向を的確に汲み取る能力」でした。 

 

正解は 3 番の「ユーザーの意向を無視してでも自分の

考えを理解させる能力」です。多様な職種の人材が集ま

って進める IT プロジェクトでは、様々な立場の人がそ

れぞれの役割を果たしながら、密にコミュニケーション

をとることが求められます。 

具体的にはユーザーの意向を的確に汲み取る能力、可

能不可能を明確にして合意点を見つける交渉能力、チー

ム内でのやりとりを円滑にミスなく行う能力などが求め

られます。 

 

 

 

(Câu hỏi) 

Trong các kỹ năng giao tiếp cần có ở nhân lực IT, 

điều nào dưới đây là không đúng? 

  

1. Khả năng giao tiếp trôi chảy, không mắc lỗi trong 

nhóm 

2. Khả năng làm rõ những hạng mục có thể hoặc 

không thể thực hiện được và đàm phán để tìm được 

sự đồng thuận 

3. Khả năng khiến cho người dùng hiểu được suy 

nghĩ của bộ phận phát triển, dù điều đó là phớt lờ ý 

định của người dùng 

4. Khả năng nắm bắt chính xác ý định của người dùng 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Trong các kỹ năng giao tiếp cần 

có ở nhân lực IT, điều nào dưới đây là không đúng?  

]Lựa chọn gồm có: 1. " Khả năng giao tiếp trôi chảy, 

không mắc lỗi trong nhóm", 2. " Khả năng làm rõ 

những hạng mục có thể hoặc không thể thực hiện 

được và đàm phán để tìm được sự đồng thuận ", 3. 

"Khả năng khiến cho người dùng hiểu được suy nghĩ 

của bộ phận phát triển, dù điều đó là phớt lờ ý định 

của người dùng" và 4. “Khả năng nắm bắt chính xác 

ý định của người dùng”. 

 

Đáp án đúng là 3. " Khả năng khiến cho người dùng 

hiểu được suy nghĩ của bộ phận phát triển, dù điều 

đó là phớt lờ ý định của người dùng ". Các dự án IT 

tập trung nguồn nhân lực thuộc nhiều ngành nghề 

khác nhau, đòi hỏi mỗi người từ các vị trí khác nhau 

phải đóng vai trò tương ứng và giao tiếp thường 

xuyên với nhau.  

Bởi vậy, nhân lực IT cần có khả năng nắm bắt chính 

xác ý định của người dùng, khả năng làm rõ những 

hạng mục có thể hoặc không thể thực hiện được và 

đàm phán để tìm được sự đồng thuận, cũng như khả 

năng giao tiếp trôi chảy, không mắc lỗi trong nhóm. 
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専門職としての IT 人材の心構え 

Tư duy của nhân lực IT với tư cách là một ngành nghề chuyên môn 

(問題) 

IT 人材が社会全体の変化に対応していくために必要な

ものは何でしょうか？ 

 

１ 柔軟性 

２ 頑固さ 

３ 利益重視 

４ コストカット 

 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、IT 人材が社会全体の変化に対応していく

ために必要なものは何でしょうか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「柔軟性」、2 番が「頑固さ」、3

番「利益重視」、4 番が「コストカット」でした。 

正解は１番の「柔軟性」です。 IT を取り巻く環境

は変化が著しいため、せっかく開発したシステムの寿命

も短くなる傾向にあります。そうした状況の中では、い

ち早く変化に対応できなければ、優位性を保つことがで

きません。 

それと同時に、社会全体の変化に対応しながら、でき

るだけ長くユーザーが利用できるシステムを開発できる

柔軟性も求められています。IT 人材は、常に自らの知

識と技術をリフレッシュし続けながら、最善のものを作

り出す力が問われています。 

 

 

(問題) 

新しい知識や技術の原動力となるのはどれでしょうか？ 

 

１ 自信 

２ 知的好奇心 

３ 怠惰性 

４ 無関心 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

(Câu hỏi) 

Nhân lực IT cần gì để đáp ứng với những thay đổi 

của toàn xã hội? 

  

1. Linh hoạt 

2. Cứng đầu 

3. Đề cao lợi nhuận 

4. Cắt giảm chi phí 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Nhân lực IT cần gì để đáp ứng 

với những thay đổi của toàn xã hội? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Linh hoạt", 2. “Cứng đầu", 3. 

"Đề cao lợi nhuận" và 4. "Cắt giảm chi phí". 

Đáp án đúng là 1. "Linh hoạt". Bởi môi trường 

xung quanh IT luôn thay đổi mạnh mẽ, tuổi thọ của 

các hệ thống có xu hướng ngày càng giảm, dù tốn 

nhiều công sức phát triển. Trong thời đại này, nếu 

không thể phản ứng nhanh chóng với sự thay đổi thì 

sẽ không thể duy trì được lợi thế.  

Đồng thời, linh hoạt là cần thiết để phát triển các hệ 

thống có thể được người dùng sử dụng càng lâu càng 

tốt trong khi đáp ứng với những thay đổi của xã hội 

nói chung. Nhân lực IT cần không ngừng nâng cao 

kiến thức và kỹ năng của mình và có khả năng tạo ra 

những thứ tốt nhất. 

  

 

(Câu hỏi) 

Đâu là động lực cho tri thức và công nghệ mới? 

  

1. Tự tin 

2. Hiếu kỳ 

3. Lười biếng 

4. Thờ ơ 
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2 問目は、新しい知識や技術の原動力となるのはどれ

でしょうか？という問題でした。選択肢は、1 番が「自

信」、2 番が「知的好奇心」、3 番「怠惰性」、4 番が

「無関心」でした。 

正解は２番の「知的好奇心」です。IT 人材は常に新

しい知識と技術を習得し続けなければなりません。その

ための原動力となるのが知的好奇心です。新しい知識と

技術を習得していくことで自らのスキルは向上し、その

結果として成果は大きいものとなります。 

 また、意欲的になれる IT 最前線の現場で仕事に取り

組むチャンスを手にすることができます。日々の仕事で

必要なことだけでなく、新しいことを意識的に情報収集

するようにし、他の IT 人材との積極的な情報交換から

新しい発見を見出すことができます。 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Đâu là động lực cho tri thức và 

công nghệ mới? 

 Lựa chọn gồm có: 1. "Tự tin", 2. "Hiếu kỳ", 3. "Lười 

biếng" và 4. "Thờ ơ". 

Đáp án đúng là 2. "Hiếu kỳ". Nhân lực IT phải 

không ngừng tiếp thu tri thức và công nghệ 

mới. Động lực làm điều đó chính là sự hiếu kỳ. Khi 

tiếp thu tri thức và công nghệ mới, kỹ năng của nhân 

lực IT sẽ được cải thiện và thành quả đạt được cũng 

trở nên lớn lao. 

 Thêm vào đó, nhân lực IT sẽ có cơ hội làm việc 

trong các dự án mà IT là tuyến đầu, tạo động lực 

thúc đẩy. Ở các dự án này, nhân lực IT không chỉ 

nắm những gì cần thiết trong công việc hàng ngày 

mà còn có thể thu thập tri thức mới, tích cực trao đổi 

thông tin với các chuyên gia IT khác để tạo ra những 

phát kiến mới. 

サービス業としての IT 人材の心構え 

Tư duy của nhân lực IT với tư cách một ngành dịch vụ 

(問題) 

ユーザーの業務理解として間違っているものはどれでし

ょうか？ 

 

１ 業務を洗い出し 

２ 改善点を絞り込み 

３ ユーザーへの注意・警告 

４ システム化計画を策定 

 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、ユーザーの業務理解として間違っているも

のはどれでしょうか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「業務を洗い出し」、2 番が「改善

点を絞り込み」、3 番「ユーザーへの注意・警告」、4

番が「システム化計画を策定」です。 

正解は３番の「ユーザーへの注意・警告」です。ユー

ザーの要求に沿ってシステムを開発するには、ユーザー

(Câu hỏi) 

Điều nào sau đây là sai trong việc hiểu nghiệp vụ 

người dùng? 

  

1. Định nghĩa nghiệp vụ 

2. Xác định các điểm cần cải thiện 

3. Chú ý/ cảnh báo cho người dùng 

4. Lập kế hoạch xây dựng hệ thống 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Điều nào sau đây là sai trong 

việc hiểu nghiệp vụ người dùng? 

Lựa chọn gồm có: 1. “Định nghĩa nghiệp vụ", 2. 

“Xác định các điểm cần cải thiện", 3. "Chú ý/ cảnh 

báo cho người dùng" và 4. "Lập kế hoạch xây dựng 

hệ thống". 
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の業務をよく知ることが重要です。 

 例えば、システム化による業務効率化や企業価値向上

を目指した提案をするならば、①業務を洗い出し、②業

務を見える化し、③改善点を絞り込み、④改善計画を策

定し、⑤システム化計画を策定する、という流れで理想

的な業務のあり方を見つける必要があります。 

 

(問題) 

スマートフォン、家電、自動車など様々なモノが直接イ

ンターネットにつながり、モノどうし、あるいはモノと

クラウド、モノと人がデータをやりとりすることを何と

言いますか？ 

 

１ AI 

２ IoT 

３ PDCA 

４ VR 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、スマートフォン、家電、自動車など様々な

モノが直接インターネットにつながり、モノどうし、あ

るいはモノとクラウド、モノと人がデータをやりとりす

ることを何と言いますか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「AI」、2 番が「IoT」、3 番

「PDCA」、4 番が「VR」でした。 

正解は２番の「IoT」です  スマートフォン、家電、

自動車など様々なモノが直接インターネットにつなが

り、モノどうし、あるいはモノとクラウド、あるいはモ

ノと人がデータをやりとりするのが IoT です。 

IoT は暮らしを便利にするだけではなく、これら膨大

な数のモノから入手できる莫大なデータを使って現実世

界を分析し、よりよい社会を実現するために利用されま

す。 

 

Đáp án đúng là 3. "Chú ý/ cảnh báo cho người 

dùng". Việc nắm rõ nghiệp vụ của người dùng là vô 

cùng quan trọng để phát triển một hệ thống theo yêu 

cầu của người dùng. 

 Ví dụ: khi đề xuất xây dựng hệ thống nhằm nâng 

cao hiệu quả công việc và giá trị doanh nghiệp, cần 

tìm ra cách thức lý tưởng để thực hiện nghiệp vụ 

thông qua (1) định nghĩa nghiệp vụ, (2) xây dựng sơ 

đồ nghiệp vụ, (3) xác định các điểm cần cải thiện, (4) 

xây dựng kế hoạch cải thiện, và (5) lập kế hoạch xây 

dựng hệ thống. 

  

(Câu hỏi) 

Thuật ngữ nào dưới dây nghĩa là kết nối các vật dụng 

khác nhau như điện thoại thông minh, thiết bị gia 

dụng và ô tô trực tiếp với Internet, và trao đổi dữ 

liệu giữa các vật dụng, giữa vật dụng với Cloud và 

giữa vật dụng với con người? 

 

1. AI 

2. IoT 

3. PDCA 

4. VR 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: “Thuật ngữ nào dưới dây nghĩa là 

kết nối các vật dụng khác nhau như điện thoại thông 

minh, thiết bị gia dụng và ô tô trực tiếp với Internet, 

và trao đổi dữ liệu giữa các vật dụng, giữa vật dụng 

với Cloud và giữa vật dụng với con người?”. 

 Lựa chọn gồm có: 1. "AI", 2. "IoT", 3. "PDCA" và 

4. "VR". 

Đáp án đụng là 2. " IoT". IoT là kết nối các vật dụng 

khác nhau như điện thoại thông minh, thiết bị gia 

dụng và ô tô trực tiếp với Internet, và trao đổi dữ 

liệu giữa các vật dụng, giữa vật dụng với điện toán 

đám mây (cloud) và giữa vật dụng với con người. 
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 IoT không chỉ giúp cuộc sống dễ dàng hơn mà còn 

được sử dụng để phân tích thế giới thực thông qua 

thu thập dữ liệu lớn từ các vật dụng khác nhau, để từ 

đó tạo dựng một xã hội tốt đẹp hơn. 

IT 人材の自己管理に関する心構え 

Tư duy của nhân lực IT trong việc quản lý bản thân 

(問題) 

自分の健康状態や生活のリズムを管理し、いつもベスト

な状態で仕事に臨めるよう調整することを何と言います

か？ 

 

１ 業務管理 

２ 人事管理 

３ 自己管理 

４ 在庫管理 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、自分の健康状態や生活のリズムを管理し、

いつもベストな状態で仕事に臨めるよう調整することこ

とを何と言いますか？という問題でした。 

 

選択肢は、1 番が「業務管理」、2 番が「人事管

理」、3 番「自己管理」、4 番が「在庫管理」です。 

正解は３番の「自己管理」です。チームで滞りなくプ

ロジェクトを進めるためには、まずはメンバー個々の自

己管理が必要です。 

自己管理とは、自分の健康状態や生活のリズムを管理

し、いつもベストな状態で仕事に臨めるよう調整するこ

とです。心身の健康状態は、仕事の品質に深く関係しま

す。健康でなければ業務の効率性が低下したり、ミスが

生まれたりする可能性が増加します。職業人として、常

にベストな状態を保てるよう心がける必要があります。 

 

(問題) 

自己管理の方法として間違っているものはどれでしょう

か？ 

 

１ 睡眠時間を十分にとる 

２ 公私混同しない 

(Câu hỏi) 

Điều nào sau đây nghĩa là quản lý sức khỏe và nhịp 

sống của bản thân và luôn điều chỉnh để làm việc ở 

trạng thái tốt nhất? 

  

1. Quản lý kinh doanh 

2. Quản lý nhân sự 

3. Quản lý bản thân 

4. Quản lý hàng tồn kho 

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Điều nào sau đây nghĩa là quản 

lý sức khỏe và nhịp sống của bản thân và luôn điều 

chỉnh để làm việc ở trạng thái tốt nhất? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Quản lý kinh doanh", 2. 

"Quản lý nhân sự", 3. "Quản lý bản thân" và 4. "Quản 

lý hàng tồn kho". 

Đáp án đúng là 3. "Quản lý bản thân". Để cả nhóm 

tiến hành dự án một cách suôn sẻ, trước tiên mỗi 

thành viên cần quản lý bản thân. 

 Quản lý bản thân là quản lý sức khỏe, nhịp sống 

của bản thân, và luôn điều chỉnh để làm việc ở trạng 

thái tốt nhất. Sức khỏe thể chất và tinh thần liên 

quan mật thiết đến chất lượng công việc. Nếu không 

khỏe, hiệu quả công việc sẽ giảm sút và dễ mắc sai 

lầm. Với tư cách là những người làm việc chuyên 

nghiệp, nhân sự IT cần cố gắng duy trì thể trạng tốt 

nhất. 

  

(Câu hỏi) 

Điều nào sau đây là sai khi quản lý bản thân? 
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３ ストレスを趣味などで解消する 

４ 約束の時間を守らない 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、自己管理の方法として間違っているものは

どれでしょうか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「睡眠時間を十分にとる」、2 番が

「公私混同しない」、3 番「ストレスを趣味などで解消

する」、4 番が「約束の時間を守らない」でした。 

正解は４番の「約束の時間を守らない」です。自己管

理の具体的な方法としては暴飲暴食をしない、衛生的な

生活環境を整える、睡眠時間を十分にとる、ワークライ

フバランスを整える、約束の時間を厳守する、公私混同

をしない、ストレスを趣味などで解消するといった 7 点

の心がけが必要です。 

 

1. Ngủ đủ giấc 

2. Không nhầm lẫn công tư 

3. Giải tỏa căng thẳng thông qua sở thích 

4. Không giữ đúng thời gian đã hứa 

  

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Điều nào sau đây là sai khi quản 

lý bản thân?  

Lựa chọn gồm có: 1. "Ngủ đủ giấc", 2. "Không nhầm 

lẫn công tư", 3. "Giải tỏa căng thẳng thông qua sở 

thích" và 4. "Không giữ đúng thời gian đã hứa". 

Đáp án đúng là 4. "Không giữ đúng thời gian đã 

hứa." Cần ghi nhớ 7 phương pháp quản lý bản thân, 

cụ thể là: tránh ăn uống vô độ, chuẩn bị môi trường 

sống hợp vệ sinh, ngủ đủ giấc, điều chỉnh cân bằng 

giữa công việc và cuộc sống, tuân thủ nghiêm ngặt 

thời gian đã hứa, không nhầm lẫn công tư và giải tỏa 

căng thẳng thông qua sở thích. 

IT 人材のビジネススキル 

Kỹ năng nghiệp vụ của nhân lực IT 

(問題) 

システム開発の時に大事なコミュニケーションとして間

違っているのはどれでしょうか？ 

 

１ 報告 

２ 無断 

３ 連絡 

４ 相談 

 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、システム開発の時に大事なコミュニケーシ

ョンとして間違っているのはどれでしょうか？という問

題でした。 

選択肢は、1 番が「報告」、2 番が「無断」、3 番

「連絡」、4 番が「相談」でした。 

正解は 2 番の「無断」です。システム開発の時には、

(Câu hỏi) 

Điều nào sau đây không phải là một kỹ năng giao 

tiếp quan trọng khi phát triển hệ thống? 

 

1. Báo cáo 

2. Tự ý 

3. Liên lạc 

4. Tham vấn 

  

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Điều nào sau đây không phải là 

một kỹ năng giao tiếp quan trọng khi phát triển hệ 

thống? 

Lựa chọn bao gồm: 1. "Báo cáo", 2. "Tự ý”, 3. "Liên 

lạc" và 4. “Tham vấn”. 

295



当初のユーザーとの意思疎通が不十分であれば、開発の

終盤段階になってから、ユーザーの意図するシステムと

IT 人材の開発するシステムとの間にギャップが生じま

す。その場合には、開発の工程が大幅に後戻りすること

も考えられます。 

こうしたことを防ぐためには、報告・連絡・相談の

「報連相」を徹底し、ささいな疑問点もその都度解消す

る姿勢が重要です。 

 

(問題) 

納期を守るために必要な能力として最も正しいものはど

れでしょうか？ 

 

１ コストマネジメント力 

２ タイムマネジメント力 

３ コミュニケーション力 

４ サポート力 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、納期を守るために必要な能力として最も正

しいものはどれでしょうか？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「コストマネジメント力」、2 番が

「タイムマネジメント力」、3 番「コミュニケーション

力」、4 番が「サポート力」でした。 

正解は２番の「タイムマネジメント力」です。プロジ

ェクトには決められた期間、すなわち「納期」がありま

す。納期を守るためには、タイムマネジメント力が必要

です。初期段階で、ある程度は先の目途を立てられるよ

うに仕事を進めることが大事です。 

 システム開発における中盤以降の工程では、バグやエ

ラーの発生、仕様の変更などで想定通り進まないことが

少なくありません。そのためにも、時間の余裕を初期に

確保することで、トラブルにも対応しやすくなります。

結果的に納期に間に合わせることに繋がります。 

Đáp án đúng là 2. "Tự ý". Khi phát triển hệ thống, 

nếu giao tiếp ban đầu với người dùng không đủ thì 

thì trong giai đoạn phát triển cuối cùng, hệ thống mà 

nhân lực IT phát triển ra sẽ khác với hệ thống mà 

người dùng hình dung. Trong trường hợp đó, nhân 

lực IT có thể phải đập đi xây lại, tốn thêm công sức 

phát triển. 

 Để phòng tránh điều này, cần thực hiện triệt để 

"Ho-Ren-So" để báo cáo, liên lạc và tham vấn, đồng 

thời giải quyết các vấn đề dù là nhỏ nhất. 

  

 

 

(Câu hỏi) 

Khi nói đến năng lực cần thiết để bảo vệ thời gian 

giao hàng, điều nào sau đây là đúng nhất? 

  

1. Năng lực quản lý chi phí 

2. Năng lực quản lý thời gian 

3. Năng lực giao tiếp 

4. Năng lực hỗ trợ 

  

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Khi nói đến năng lực cần thiết để 

bảo vệ thời gian giao hàng, điều nào sau đây là đúng 

nhất? 

 Lựa chọn gồm có: 1. "Năng lực quản lý chi phí", 2. 

"Năng lực quản lý thời gian", 3. "Năng lực giao tiếp" 

và 4. "Năng lực hỗ trợ". 

Đáp án đúng là 2. "Năng lực quản lý thời gian". Mỗi 

dự án diễn ra trong khoảng thời gian cố định, gọi là 

"thời gian giao hàng". Kỹ năng quản lý thời gian được 

yêu cầu để đáp ứng thời hạn giao hàng này. Ở giai 

đoạn đầu, việc tiến hành công việc để đạt được các 

mục tiêu trên là vô cùng quan trọng. 

 Trong quá trình phát triển hệ thống, rất dễ xảy ra 

trường hợp dự án không tiến triển được như mong 
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muốn do lỗi hệ thống hoặc thông số kỹ thuật bị thay 

đổi, v.v. Do đó, nếu chuẩn bị sẵn một khoảng thời 

gian dự phòng ngay từ đầu thì khi có vấn đề xảy ra 

cũng sẽ dễ xử lý hơn. Kết quả cuối cùng vẫn là giao 

hàng kịp với thời hạn. 

チームワークを強化する人間対応力 

Khả năng đối ứng để củng cố tinh thần đồng đội 

(問題) 

チームでシステム開発をするときに必要なこととして間

違っているものはどれでしょうか？ 

 

１ 目標の共有 

２ 要求の共有 

３ 進捗の確認 

４ 問題の自己解決 

 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、チームでシステム開発をするときに必要な

こととして間違っているものはどれでしょうか？という

問題でした。 

選択肢は、1 番が「目標の共有」、2 番が「要求の共

有」、3 番「進捗の確認」、4 番が「問題の自己解決」

です。 

正解は４番の「問題の自己解決」です。システム開発

は様々な立場の多くの IT 人材が協力して行う場合が多

いと言えます。百人以上の IT 関連のエンジニアで構成

されるプロジェクトもあります。 

 このような状況下でシステム開発をするには、メンバ

ーがお互いに相手の立場を尊重し、協力し合うことが欠

かせません。目標を共有し、進捗の状況や困ったこと、

要求などを密に共有し、「チーム一丸となってプロジェ

クトを完遂させよう」という雰囲気づくりが大切です。 

 

 

 

(問題) 

ユーザーとの調整事項やチーム内の確認の時に大事なこ

ととして間違っているのはどれでしょうか？ 

(Câu hỏi) 

Điều gì sau đây là không đúng khi phát triển hệ 

thống với một nhóm? 

  

1. Chia sẻ mục tiêu 

2. Chia sẻ yêu cầu 

3. Xác nhận tiến độ 

4. Tự giải quyết vấn đề 

  

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Điều gì sau đây là không đúng 

khi phát triển hệ thống với một nhóm? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Chia sẻ mục tiêu", 2. " Chia 

sẻ yêu cầu ", 3. "Xác nhận tiến độ" và 4. "Tự giải 

quyết vấn đề". 

Đáp án đúng là 4. "Tự giải quyết vấn đề". Việc phát 

triển hệ thống thường được thực hiện với sự hợp tác 

của nhiều nhân lực IT từ nhiều vị trí khác nhau . Một 

số dự án có thể bao gồm hơn 100 kỹ sư IT. 

 Để phát triển một hệ thống trong điều kiện đó, các 

thành viên cần phải tôn trọng vị trí của nhau và hợp 

tác với nhau. Việc thường xuyên chia sẻ mục tiêu, 

tiến độ, vấn đề, yêu cầu, v.v., và tạo ra bầu không 

khí “làm việc nhóm” là vô cùng quan trọng. 

  

 

 

 

 

 

297



 

１ 相手の表情や行動から空気を感じとる 

２ 発言などをメモするなど文字に残す 

３ よくわからなかったらそのままにする 

４ 疑問に思ったら質問する 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、ユーザーとの調整事項やチーム内の確認の

時に必要なこととして間違っているのはどれでしょう

か？という問題でした。選択肢は、1 番が「相手の表情

や行動から空気を感じとる」、2 番が「発言などをメモ

するなど文字に残す」、3 番「よくわからなかったらそ

のままにする」、4 番が「疑問に思ったら質問する」で

した。 

正解は３番の「よくわからなかったらそのままにす

る」です。コミュニケーションの場では、相手の表情や

行動から空気を感じ取ることが大切です。 

 しかし、勝手に空気を感じ取っただけでは正しい解釈

ができていない場合もあります。何か相手の言いたいこ

とを感じとったら、口頭または文字で確認するようにし

ましょう。「相手は分かっている」と思い込んで、解釈

を誤ったり分からないことを確認しないままにしたりし

て進めては、ゴールを正しく目指すことができないから

です。 

 仕事の場では、曖昧にせず確認する習慣をつけなけれ

ばなりません。 

 

(Câu hỏi) 

Điều nào sau đây là không đúng khi phối hợp với 

người dùng hoặc xác nhận các hạng mục trong 

nhóm? 

  

1. Đánh giá tình hình từ nét mặt và hành động của 

đối phương 

2. Tạo ra văn bản, ví dụ như ghi lại các phát biểu 

3. Không hỏi lại những gì mình không hiểu 

4. Đặt câu hỏi nếu có thắc mắc 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Điều nào sau đây là không đúng 

khi phối hợp với người dùng hoặc xác nhận các hạng 

mục trong nhóm? Lựa chọn gồm có: 1. "Đánh giá 

tình hình từ nét mặt và hành động của đối phương", 

2. "Tạo ra văn bản, ví dụ như ghi lại các phát biểu", 

3. “Không hỏi lại những gì mình không hiểu”, và 4. 

“Đặt câu hỏi nếu có thắc mắc”. 

Đáp án đúng là 3. "Không hỏi lại những gì mình 

không hiểu". Trong giao tiếp, việc đánh giá tình hình 

từ nét mặt và hành động của đối phương là rất quan 

trọng. 

 Tuy nhiên, có những trường hợp dù có đánh giá 

tình hình thì cũng không đưa ra được nhận định 

chính xác. Bởi vậy, nếu cảm thấy đối phương muốn 

nói gì thì hãy xác nhận lại bằng lời nói hoặc văn 

bản. Khi cho rằng mình đã hiểu đối phương và cứ tiếp 

tục tiến hành công việc, dù rằng thực tế đã hiểu sai 

hoặc không xác nhận lại những điều mình không 

hiểu, thì nhân lực IT có thể sẽ không đạt được chính 

xác mục tiêu dự án. 

 Trong công việc, cần phải tập thói quen xác nhận 

lại, không để tình trạng mơ hồ. 

IT 人材のラーニングスキル 

Kỹ năng học tập của nhân lực IT 

(問題) (Câu hỏi) 
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IT 人材が学ぶ力を向上させるために知っておくべきこ

ととして最も正しいのはどれかでしょうか？ 

 

１ 技術動向と社会動向 

２ 市場動向と有名人 

３ 社会人マナーとコンプライアンス 

４ 職業倫理と品質の追求 

 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、IT 人材が学ぶ力を向上させるために知っ

ておくべきこととして最も正しいのはどれかでしょう

か？という問題でした。 

選択肢は、1 番が「技術動向と社会動向」、2 番が

「市場動向と有名人」、3 番「社会人マナーとコンプラ

イアンス」、4 番が「職業倫理と品質の追求」です。 

正解は１番の「技術動向と社会動向」です。IT 業界

は、非常に技術の進歩が早い業界です。常に世の中の動

向をキャッチし、先手を打って学習しないと取り残され

てしまいます。「新しいことを知ることが喜びで、学ん

だ先に更にどんな新しいことが待っているのか楽しみ」

というような前向きで積極的な考え方をすることを心が

ければ、学ぶ力すなわちラーニングスキルを向上できま

す。 

また、日頃から新聞やニュースに気を配り、自分の興

味のある分野だけでなく、満遍なく広い分野の情報を知

っておくことも大事です。 

 また、社会動向に詳しくなれば、顧客業務の理解の助

けになることも期待されます。 

 

 

 

(問題) 

セキュリティ動向について知っておくために必要なこと

はどれでしょうか？ 

 

１ 新しい技術は取り入れない 

２ こまめにニュース記事を斜め読みする 

３ セキュリティに関する技術や対策について深く学ぶ 

Điều nào sau đây là đúng nhất khi nói đến những gì 

nhân lực IT cần biết để cải thiện kỹ năng học tập của 

bản thân? 

  

1. Xu hướng công nghệ và xu hướng xã hội 

2. Xu hướng thị trường và người nổi tiếng 

3. Cách cư xử và tuân thủ của người chuyên nghiệp 

4. Đề cao chất lượng và đạo đức nghề nghiệp 

  

 

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Điều nào sau đây là đúng nhất 

khi nói đến những gì nhân lực IT cần biết để cải thiện 

kỹ năng học tập của bản thân? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Xu hướng công nghệ và xu 

hướng xã hội", 2. "Xu hướng thị trường và người nổi 

tiếng", 3. "Cách cư xử và tuân thủ của người chuyên 

nghiệp", và 4. "Đề cao chất lượng và đạo đức nghề 

nghiệp". 

Đáp án đúng là 1. "Xu hướng công nghệ và xu 

hướng xã hội". Ngành IT là một ngành phát triển rất 

nhanh. Nếu không nắm bắt các xu hướng của thế giới 

và chủ động học hỏi thì sẽ bị tụt hậu. Bằng cách sẵn 

sàng suy nghĩ lạc quan và tích cực, chẳng hạn như 

"Học những kiến thức mới rất thú vị, khi học thì lại 

còn có nhiều kiến thức mới đang chờ phía trước", 

nhân lực IT sẽ cải thiện được kỹ năng học tập của bản 

thân. 

 Việc theo dõi báo chí, tin tức hàng ngày và 

nắm rõ thông tin về nhiều lĩnh vực khác nhau chứ 

không chỉ trong lĩnh vực mình quan tâm là vô cùng 

cần thiết. 

 Thêm vào đó, việc nắm rõ các xu hướng xã hội sẽ 

giúp nhân lực IT hiểu hơn được nghiệp vụ của khách 

hàng. 
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４ 知っている情報以外見ない 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目はセキュリティ動向について知っておくために

必要なことはどれでしょうか？という問題でした。選択

肢は、1 番が「新しい技術は取り入れない」、2 番が

「こまめにニュース記事を斜め読みする」、3 番「セキ

ュリティに関する技術や対策について深く学ぶ」、4 番

が「知っている情報以外見ない」でした。 

正解は３番の「セキュリティに関する技術や対策につ

いて深く学ぶ」です。 セキュリティは、社会全体に影

響を与える可能性の高い領域です。脅かす側が常に新し

い技術をあみ出している以上、守る側は脅かす側以上の

スピードで新しい技術を取り入れる必要があります。 

 新しい技術を取り入れるにはセキュリティ事件・事故

を取り扱うサイトや、ニュース記事などを斜め読みする

だけでなく、根底にある技術や対策まで、深く学ぶ必要

があります。 

 独立行政法人情報処理推進機構のウェブサイト上にあ

る情報セキュリティページなども参考になるはずです。 

 

 

(Câu hỏi) 

Điều nào sau đây là cần thiết để nắm rõ các xu hướng 

bảo mật thông tin (BMTT)? 

  

1. Không sử dụng công nghệ mới 

2. Thường xuyên đọc lướt các bài báo tin tức  

3. Tìm hiểu sâu về các công nghệ và biện pháp đối 

phó liên quan đến bảo mật 

4. Không xem gì ngoài những điều cần biết 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Điều nào sau đây là cần thiết để 

nắm rõ các xu hướng bảo mật thông tin (BMTT)? 

 Lựa chọn gồm có: 1. "Không sử dụng công nghệ 

mới", 2. "Thường xuyên đọc lướt các bài báo tin tức", 

3. "Tìm hiểu sâu về các công nghệ và biện pháp đối 

phó liên quan đến bảo mật" và 4. "Không xem gì 

ngoài những điều cần biết". 

Đáp án đúng là 3. "Tìm hiểu sâu về các công nghệ 

và biện pháp đối phó liên quan đến bảo mật". BMTT 

là một lĩnh vực có khả năng ảnh hưởng đến toàn xã 

hội. Khi bên tấn công liên tục tạo ra các công nghệ 

mới thì bên phòng thủ cần áp dụng công nghệ mới 

nhanh hơn bên tấn công. 

 Để áp dụng công nghệ mới, nhân lực IT không 

những cần đọc lướt các trang web xử lý các sự cố 

BMTT và các bài báo tin tức, mà còn cần phải tìm 

hiểu sâu về công nghệ nền tảng và các biện pháp đối 

phó. 

 Nhân lực IT có thể tham khảo chuyên trang BMTT 

trên trang web của Cơ quan Xúc tiến Công nghệ 

Thông tin Nhật Bản. 

サービス業としての IT 人材の視点 

Quan điểm về nhân lực IT với tư cách một ngành dịch vụ 

(問題) 

ユーザーとの面談や会社の行事などの場における服装と

して最も正しいのはどれでしょうか？ 

(Câu hỏi) 

Trang phục nào phù hợp nhất cho buổi làm việc với 

người dùng hoặc sự kiện của công ty? 
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１ Ｔシャツ・短パン 

２ スーツ 

３ パジャマ 

４ 普段着 

 

(解説) 

それではテストの解説をしていきます。 

１問目は、ユーザーとの面談や会社の行事などの場に

おける服装として最も正しいのはどれでしょうか？とい

う問題でした。 

選択肢は、1 番が「Ｔシャツ・短パン」、2 番が「ス

ーツ」、3 番「パジャマ」、4 番が「普段着」です。 

正解は 2 番の「スーツ」です。ユーザーからの要求や期

待に応える上で、IT 人材は常にユーザーとの信頼関係

を構築・維持していかなければなりません。 

 例えば服装に関しても、開発の作業はラフにしてもよ

い会社が増えていますが、ユーザーと面談する会合や会

社の節目となる行事などでは、スーツが必要な場合もあ

ります。会社説明会や採用試験も、特に普段着と指定さ

れない限りは、失礼とならない服装をする用意周到さが

大事です。 

 

 

(問題) 

仕事の場での敬語の種類として間違っているものはどれ

でしょうか？ 

 

１ 略語 

２ 尊敬語 

３ 謙譲語 

４ 丁寧語 

 

(解説) 

次に、2 問目の解説をしていきます。 

2 問目は、仕事の場での敬語の種類として間違ってい

るものはどれでしょうか？という問題でした。選択肢

は、1 番が「略語」、2 番が「尊敬語」、3 番「謙譲

語」、4 番が「丁寧語」でした。 

  

1. Áo phông / quần đùi 

2. Vest 

3. Đồ ngủ 

4. Quần áo mặc hàng ngày 

  

(Giải thích) 

Đáp án câu hỏi trên như sau. 

Câu hỏi đầu tiên là: Trang phục nào phù hợp nhất 

cho buổi làm việc với người dùng hoặc sự kiện của 

công ty? 

Lựa chọn gồm có: 1. "Áo phông / quần đùi", 2. 

"Vest", 3.  "Đồ ngủ" và 4. "Quần áo mặc hàng ngày". 

Đáp án đúng là 2. "Vest". Để đáp ứng nhu cầu và 

mong đợi của người dùng, nhân lực IT phải không 

ngừng xây dựng và duy trì mối quan hệ tin tưởng với 

người dùng. 

 Ví dụ, về trang phục, hiện nhiều công ty cho phép 

ăn mặc thoải mái khi thực hiện các công việc lập 

trình, nhưng khi gặp gỡ với người dùng và tham gia 

các sự kiện quan trọng của công ty thì vest là cần 

thiết. Đối với các buổi giới thiệu công ty và kỳ thi 

tuyển dụng, trừ trường hợp được chỉ định cụ thể là 

trang phục hàng ngày, nhân lực IT nên chuẩn bị 

những trang phục đứng đắn, trang trọng. 

  

 

 

 

(Câu hỏi) 

Ở nơi làm việc, dùng loại kính ngữ nào sau đây là 

sai? 

  

1. Viết tắt 

2. Tôn kính ngữ 

3. Khiêm nhường ngữ 

4. Thể lịch sự 

  

(Giải thích) 
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正解は１番の「略語」です。仕事の場では敬語を用い

ることが一般的です。「親しき仲にも礼儀あり」ですの

で、親しい同僚やユーザーとの会話も、常に相手を敬う

言葉遣いを心がけます。尊敬語や謙譲語、丁寧語を使い

分けることなどは急にはできるようにはなりませんか

ら、普段から正しい敬語を心掛けることが必要です。 

略語とは、言葉の一部を省略または簡略した言葉で

す。例えば、「ＩｏＴ」は「Internet of Things」の略

ですので、「ＩｏＴ」は略語となります。 

Đáp án câu hỏi thứ 2 như sau. 

Câu hỏi thứ 2 là: Ở nơi làm việc, dùng loại kính ngữ 

nào sau đây là sai? Lựa chọn gồm có: 1. "Viết tắt", 

2. "Tôn kính ngữ", 3. "Khiêm nhường ngữ" và 4. 

"Thể lịch sự". 

Đáp án đúng là 1. "Viết tắt". Việc sử dụng kính ngữ 

trong công việc là vô cùng phổ biến. Trong tiếng 

Nhật có câu “Dù mối quan hệ có thân thiết đến đâu 

nhưng vẫn cần giữ lễ nghĩa cơ bản”. Bởi vậy, cần cố 

gắng cư xử tôn trọng khi nói chuyện với đồng nghiệp 

và người dùng. Việc sử dụng tôn kính ngữ, khiêm 

nhường ngữ và thể lịch sự là không thể học được 

trong ngày một ngày hai, vì vậy cần phải luôn chú ý 

đến kính ngữ chính xác một cách thường xuyên. 

Viết tắt là một dạng rút gọn cách viết của một từ 

hoặc từ ngữ. Ví dụ, "IoT" là viết tắt của " Internet of 

Things". 

 
 

302



 

 

 

 

 

 

附録④ 

キャリア教育教材「自動車整備士のキャリア」 
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職
業

理
解

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

①
‒⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
意

義
と

職
種

を
知

る
-

〜
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
役
割
・
仕
事
〜

■
⾃
動
⾞
整
備
⼠
が
果
た
す
べ
き
「
役
割
」

⾃
動

⾞
の

不
具

合
の

原
因

や
故

障
箇

所
を

⾒
つ

け
て

、
し

っ
か

り
と
整
備
や
部
品
交
換
な
ど

を
す

る
こ

と
。

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し
は

じ
ど

う
し

ゃ

や
く

わ
り

ふ
ぐ

あ
い

げ
ん

い
ん

こ
し

ょ
う

か
し

ょ
み

ぶ
ひ

ん
こ

う
か

ん
せ

い
び

■
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
⽇
常
「
仕
事
」

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
⾞

検
だ

け
で

は
な

く
、

在
庫

⾞
の

管
理

や
販

売
も

⾏
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

「
⼈

命
に

か
か

わ
る

」
と

い
う

プ
ロ

意
識

が
必

要
で

す
。

じ
ん

め
い

ざ
い

こ
し

ゃ
し

ゃ
け

ん

し
ご

と
に

ち
じ

ょ
う

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し お
こ

な
は

ん
ば

い
か

ん
り

ひ
つ

よ
う

い
し

き

▼
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
将
来
性

①
技

術
者

の
⾼

齢
化

や
減

少
に

よ
っ

て
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
業

界
は
⼈
材
不
⾜

②
⾃

動
運

転
な

ど
新
し
い
技
術
の
普
及

が
加

速
し

て
い

ま
す

。
→

知
識

と
技

術
を

習
得

す
れ

ば
、
や
り
が
い

や
将
来
性

は
あ

り
ま

す
。

あ
た

ら
じ

ど
う

う
ん

て
ん

ぎ
じ

ゅ
つ

し
ゃ

し
ょ

う
ら

い
せ

い
じ

ど
う

し
ゃ

せ
い

び
し

じ
ん

ざ
い

ぶ
そ

く
ぎ

ょ
う

か
い

げ
ん

し
ょ

う
こ

う
れ

い
か

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し

か
そ

く
ふ

き
ゅ

う
ぎ

じ
ゅ

つ

ち
し

き
し

ゅ
う

と
く

し
ょ

う
ら

い
せ

い
ぎ

じ
ゅ

つ

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
仕

事
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

※ は
じ

め
に

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

果
た

す
べ

き
「

役
割

」
、

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

、
⾝

に
付

け
た

専
⾨

的
な

知
識

・
経

験
・

技
術

を
駆

使
し

ま
す

。
ま

ず
、

⾃
動

⾞
の

あ
ら

ゆ
る

部
分

を
点

検
す

る
こ

と
に

よ
り

不
具

合
の

種
や

故
障

箇
所

な
ど

を
逃

さ
ず

⾒
つ

け
ま

す
。

そ
し

て
、

適
切

に
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
・

整
備

・
部

品
交

換
を

施
し

ま
す

。
特

に
、

道
路

交
通

法
に

基
づ

き
実

施
さ

れ
る

試
験

に
合

格
し

た
国

家
資

格
を

有
す

る
整

備
⼠

は
、

ブ
レ

ー
キ

の
分

解
な

ど
不

⼿
際

が
あ

る
と

交
通

事
故

に
つ

な
が

る
作

業
を

担
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

⾃
動

⾞
の

安
全

性
を

維
持

す
る

上
で

重
要

か
つ

⽋
か

せ
な

い
存

在
と

⾔
え

ま
す

。
※ 次

に
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⽇

常
「

仕
事

」
、

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

活
躍

す
る

舞
台

は
、

国
内

外
の

新
⾞

デ
ィ

ー
ラ

ー
、

中
古

⾞
販

売
店

、
カ

ー
⽤

品
チ

ェ
ー

ン
、

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

な
ど

多
岐

に
わ

た
り

ま
す

。
取

得
し

た
資

格
の

等
級

と
経

験
に

応
じ

、
様

々
な

仕
事

を
割

り
振

ら
れ

ま
す

。
た

と
え

ば
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
⾞

検
・

法
定

点
検

・
整

備
だ

け
で

は
な

く
、

在
庫

⾞
管

理
や

販
売

業
務

な
ど

を
兼

任
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

公
共

交
通

網
が

⾏
き

届
い

て
い

な
い

地
⽅

で
は

、
顧

客
の

カ
ー

ラ
イ

フ
を

ト
ー

タ
ル

で
サ

ポ
ー

ト
す

る
の

も
重

要
な

仕
事

で
す

。
い

ず
れ

に
お

い
て

も
⼈

命
に

か
か

わ
る

業
務

を
担

っ
て

い
る

と
い

う
、

強
い

プ
ロ

意
識

と
確

実
性

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

※ 最
後

に
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
将

来
性

、
と

い
う

ト
ピ

ッ
ク

で
す

。
近

年
、

少
⼦

化
や

若
年

層
の

⾞
離

れ
な

ど
と

い
っ

た
影

響
で

、
⾃

動
⾞

市
場

が
縮

⼩
傾

向
に

あ
る

の
は

確
か

で
す

。
⼀

⽅
で

、
熟

練
技

術
者

の
⾼

齢
化

に
伴

い
⼈

材
不

⾜
が

深
刻

に
な

っ
て

い
る

今
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
育

成
は

急
務

に
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
⾃

動
⾞

開
発

・
製

造
技

術
が

進
化

し
た

た
め

、
⾞

⾃
体

は
以

前
よ

り
故

障
し

に
く

く
⻑

寿
命

に
な

り
ま

し
た

。
そ

れ
で

も
、

HV
・

EV
・

安
全

装
備

・
⾃

動
運

転
な

ど
、

普
及

が
加

速
す

る
新

技
術

の
知

識
を

吸
収

で
き

る
柔

軟
な

頭
脳

と
、

⾼
い

メ
カ

ニ
ッ

ク
能

⼒
が

今
後

は
よ

り
必

要
に

な
っ

て
き

ま
す

。
も

ち
ろ

ん
、

⽇
進

⽉
歩

す
る

新
た

な
知

識
・

技
能

の
習

得
は

⼤
変

で
す

が
、

そ
の

分
や

り
が

い
や

将
来

性
に

つ
い

て
は

、
他

の
職

種
に

勝
る

と
も

劣
り

ま
せ

ん
。

職
業

理
解

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

①
‒⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
意

義
と

職
種

を
知

る
-

〜
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
職
場
〜

■
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
職
場
「
⾃
動
⾞
整
備
⼯
場
」

・
点
検
整
備

：
消

耗
品

の
チ

ェ
ッ

ク
や

交
換

・
緊
急
整
備

：
故

障
や

事
故

に
お

け
る

修
理

、
整

備
・
分
解
整
備

：
エ

ン
ジ

ン
な

ど
の

整
備

・
交

換
こ

う
か

ん
せ

い
び

せ
い

び
し

ゅ
う

り
じ

こ
こ

し
ょ

う

こ
う

か
ん

し
ょ

う
も

う
ひ

ん

ぶ
ん

か
い

せ
い

び

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

こ
う

じ
ょ

う
し

ょ
く

ば
も

っ
と き

ん
き

ゅ
う

せ
い

び

て
ん

け
ん

せ
い

び

■
多
岐
に
わ
た
る
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
職
場
・
職
種

整
備

⼠
以

外
に

も
、

デ
ィ

ー
ラ

ー
や

中
古

店
で

は
豊

富
な

知
識

を
活

か
し

て
⾞

を
販

売
す

る
セ
ー
ル
ス
・
エ
ン
ジ

ニ
ア

な
ど

が
あ

り
ま

す
。

い
が

い
せ

い
び

し

し
ょ

く
ば

た
き

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し
し

ょ
く

し
ゅ

は
ん

ば
い

く
る

ま
い

ち
し

き

ほ
う

ふ
ち

ゅ
う

こ
て

ん

▼
⾃
動
⾞
整
備
⼠
は
⾞
が
好
き
で
な
い
と
い
け
な
い
の
か

⾞
を

好
き

で
な

く
て

も
、

新
し

い
技

術
を

⾝
に

着
け

よ
う

と
す

る
向

上
⼼

や
、

使
命

感
の

⽅
が

重
要

で
す

。
し

め
い

か
ん

こ
う

じ
ょ

う
し

ん

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し
く

る
ま

す

く
る

ま
す

あ
た

ら
ぎ

じ
ゅ

つ
み

つ
ほ

う
じ

ゅ
う

よ
う

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

職
場

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。
※ は

じ
め

に
、

最
も

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
な

職
場

「
⾃

動
⾞

整
備

⼯
場

」
、

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

勤
務

先
と

し
て

最
も

ポ
ピ

ュ
ラ

ー
な

の
は

整
備

⼯
場

で
、

国
内

外
の

デ
ィ

ー
ラ

ー
系

⼯
場

を
筆

頭
に

、
中

古
⾞

販
売

店
・

カ
ー

⽤
品

店
・

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

が
運

営
す

る
⼯

場
が

職
場

に
な

る
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

会
社

や
⼯

場
の

規
模

、
指

定
・

認
証

の
認

可
有

無
に

よ
っ

て
、

担
う

仕
事

範
囲

は
異

な
り

ま
す

が
、

⼤
き

く
分

類
す

る
と

以
下

の
3つ

が
そ

れ
に

あ
た

り
ま

す
。

・
点

検
整

備
法

定
点

検
や

⾞
検

が
そ

れ
に

あ
た

り
、

消
耗

品
の

チ
ェ

ッ
ク

と
適

時
交

換
を

⾏
う

仕
事

で
す

。
・

緊
急

整
備

急
を

要
す

る
故

障
・

事
故

発
⽣

時
の

修
理

・
整

備
を

⾏
う

こ
と

で
す

。
・

分
解

整
備

エ
ン

ジ
ン

・
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ブ

レ
ー

キ
な

ど
、

メ
カ

ニ
カ

ル
な

部
分

を
分

解
し

、
不

具
合

箇
所

を
整

備
・

交
換

す
る

仕
事

で
す

。
※ 次

に
、

多
岐

に
わ

た
る

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

場
・

職
種

、
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

す
。

国
家

資
格

を
有

す
る

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
活

躍
す

る
舞

台
は

⾮
常

に
幅

広
い

と
⾔

え
ま

す
。

デ
ィ

ー
ラ

ー
や

中
古

⾞
店

で
は

ク
ル

マ
に

関
す

る
豊

富
な

知
識

を
活

か
し

、
セ

ー
ル

ス
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
と

し
て

営
業

部
⾨

へ
進

む
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
整

備
⼯

場
以

外
に

努
め

て
い

る
整

備
⼠

も
多

く
、

主
だ

っ
た

と
こ

ろ
を

挙
げ

る
と

、
運

送
会

社
・

⼤
⼿

企
業

の
⾞

両
管

理
部

、
レ

ー
ス

チ
ー

ム
航

空
会

社
、

保
険

会
社

な
ど

、
多

岐
に

わ
た

り
ま

す
。

※ 最
後

に
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
⾞

好
き

で
な

い
と

い
け

な
い

の
か

、
と

い
う

ト
ピ

ッ
ク

で
す

。
よ

く
「

好
き

こ
そ

も
の

の
上

⼿
な

れ
」

と
い

う
よ

う
に

、
⼈

は
好

き
な

こ
と

に
対

し
て

は
熱

⼼
に

努
⼒

す
る

た
め

上
達

が
早

い
の

は
確

か
で

す
が

、
「

⾞
好

き
=優

秀
な

整
備

⼠
」

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
れ

よ
り

、
新

し
い

知
識

や
技

術
を

⾝
に

付
け

よ
う

と
す

る
向

上
⼼

や
、

交
通

社
会

の
安

全
を

⽀
え

て
い

る
と

い
う

使
命

感
の

⽅
が

重
要

に
な

っ
て

き
ま

す
。

⾞
好

き
で

な
く

と
も

、
⾃

ら
点

検
・

整
備

し
た

⾞
が

元
気

に
持

ち
主

の
元

へ
戻

る
姿

を
⾒

続
け

る
こ

と
に

よ
り

、
「

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
と

い
う

仕
事

を
好

き
に

な
れ

ば
、

い
く

ら
で

も
技

術
は

上
達

し
て

い
く

は
ず

で
す

。
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職
業

理
解

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

①
‒⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
意

義
と

職
種

を
知

る
-

〜
⾃
動
⾞
整
備
を
め
ぐ
る
社
会
の
動
き
〜

■
⾃
動
⾞
整
備
⼠
は
不
⾜
し
て
い
る

整
備

事
業

場
の
約
５
０
％
が
整
備
⼠
が
不
⾜

し
て

い
る

と
い

う
結

果
で

し
た

。
ま

た
、
約
１
０
％
は
事
業
に
⽀
障

を
き
た
す

ほ
ど

に
な

っ
て

い
ま

す
。

ふ
そ

く
じ

ど
う

し
ゃ

せ
い

び
し

し
し

ょ
う

じ
ぎ

ょ
う

け
っ

か

ふ
そ

く
せ

い
び

し
や

く
せ

い
び

じ
ぎ

ょ
う

ば

や
く

■
技
術
⾰
新
に
よ
り
さ
ら
な
る
細
分
化
も

近
年

、
Ｈ

Ｖ
・

Ｅ
Ｖ

・
⾃

動
運

転
技

術
が

進
化

・
普

及
し

た
こ

と
に

よ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

知
識

と
整

備
技

術
を

⾝
に

着
け

た
「

専
⾨

メ
カ

ニ
ッ

ク
」

の
育

成
や

、
仕

事
の

細
分

化
が

必
要

で
す

。

き
ん

ね
ん

せ
ん

も
ん

さ
い

ぶ
ん

か
ぎ

じ
ゅ

つ
か

く
し

ん

い
く

せ
い

み
せ

い
び

ぎ
じ

ゅ
つ

ち
し

き

ふ
き

ゅ
う

し
ん

か
じ

ど
う

う
ん

て
ん

ぎ
じ

ゅ
つ

つ
し

ご
と

さ
い

ぶ
ん

か
ひ

つ
よ

う

▼
⾃
動
運
転
の
普
及
で
⾼
ま
る
⾃
動
運
転
整
備
⼠
の
重
要
性

⼈
が

運
転

し
な

い
時

代
に

な
っ

て
も

、
⾞

や
⾃

動
運

転
シ

ス
テ

ム
の

安
全

性
を

維
持

で
き

る
の

は
⾃

動
⾞

整
備

⼠
だ

け
で

す
。

じ
ど

う
う

ん
て

ん
じ

ど
う

う
ん

て
ん

せ
い

び
し

ふ
き

ゅ
う

じ
ゅ

う
よ

う
せ

い
た

か

く
る

ま
じ

だ
い

う
ん

て
ん

ひ
と

せ
い

び
し

じ
ど

う
し

ゃ
い

じ
あ

ん
ぜ

ん
せ

い
じ

ど
う

う
ん

て
ん

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

を
め

ぐ
る

社
会

の
動

き
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

※ は
じ

め
に

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

不
⾜

し
て

い
る

、
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

少
⼦

・
⾼

齢
化

に
よ

る
⼈

材
不

⾜
の

流
れ

は
、

何
も

整
備

業
界

だ
け

に
限

っ
た

こ
と

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

「
⾃

動
⾞

整
備

⽩
書

」
に

よ
れ

ば
、

整
備

事
業

場
の

約
50

%
が

整
備

が
不

⾜
し

て
い

る
と

い
う

結
果

が
出

て
い

ま
す

。
ま

た
、

全
体

の
約

10
%

は
事

業
に

⽀
障

を
き

た
す

ほ
ど

メ
カ

ニ
ッ

ク
が

不
⾜

し
て

い
る

と
感

じ
て

い
ま

す
。

ク
ル

マ
社

会
の

安
全

を
脅

か
し

か
ね

な
い

事
態

と
し

て
、

整
備

⼠
不

⾜
は

深
刻

な
社

会
問

題
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

事
態

を
重

く
⾒

た
国

⼟
交

通
省

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼈
材

確
保

・
育

成
推

進
協

議
会

」
を

発
⾜

さ
せ

ま
し

た
。

整
備

⼠
の

休
暇

確
保

や
作

業
環

境
の

安
全

性
向

上
、

労
働

環
境

全
般

や
待

遇
改

善
な

ど
を

⽬
指

し
活

動
を

続
け

て
い

ま
す

。

※ 次
に

、
技

術
⾰

新
に

よ
り

さ
ら

な
る

細
分

化
も

、
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

す
。

以
前

は
、

1⼈
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
、

1台
の

⾞
体

を
担

当
し

点
検

・
整

備
す

る
の

が
基

本
で

し
た

。
し

か
し

、
近

年
は

HV
・

EV
・

⾃
動

運
転

技
術

が
進

化
・

普
及

し
た

こ
と

に
よ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
知

識
と

整
備

技
術

を
⾝

に
付

け
た

「
専

⾨
メ

カ
ニ

ッ
ク

」
の

育
成

や
職

務
の

細
分

化
が

急
務

に
な

っ
て

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
E 

Vの
電

⼦
制

御
シ

ス
テ

ム
を

専
⾨

的
に

点
検

・
整

備
す

る
職

種
の

よ
う

に
、

今
後

ま
す

ま
す

整
備

⼠
の

専
⾨

性
は

向
上

し
て

い
く

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

※ 最
後

に
、

⾃
動

運
転

の
普

及
で

⾼
ま

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

重
要

性
、

と
い

う
ト

ピ
ッ

ク
で

す
。

完
全

⾃
律

運
転

の
登

場
は

法
改

正
が

必
要

な
た

め
ま

だ
先

の
話

で
す

が
、

技
術

的
に

は
実

現
可

能
な

レ
ベ

ル
ま

で
到

達
し

て
い

ま
す

。
「

⽇
産

・
プ

ロ
パ

イ
ロ

ッ
ト

2.
0」

の
よ

う
に

⼀
定

の
条

件
を

満
た

せ
ば

、
ハ

ン
ズ

・
フ

リ
ー

⾛
⾏

が
可

能
な

ク
ル

マ
も

リ
リ

ー
ス

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
⼈

が
⼀

切
運

転
し

な
い

時
代

が
や

っ
て

き
た

と
し

て
も

、
⾞

両
や

⾃
動

運
転

シ
ス

テ
ム

の
安

全
性

を
維

持
で

き
る

の
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
だ

け
で

す
。

つ
ま

り
、

ク
ル

マ
が

よ
り

便
利

で
快

適
に

進
化

す
る

ほ
ど

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

重
要

性
は

⾼
ま

り
、

や
り

が
い

が
増

し
て

い
く

と
⾔

え
ま

す
。

職
業

理
解

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

②
‒社

会
の

動
き

と
⾃

動
⾞

整
備

⼠
業

界
の

動
向

を
知

る
−

〜
⾃
動
⾞
整
備
業
界
の
動
向
〜

■
⾃
動
⾞
整
備
業
界
の
現
状
と
課
題

⼯
場

の
数

は
少

し
増

え
て

い
る

が
、

売
上

⾼
は

減
少

傾
向

で
す

。
⾃

動
⾞

が
壊

れ
に

く
く

な
っ

た
こ

と
な

ど
が

影
響

し
て

い
ま

す
。

課
題

は
、

従
業

員
の

満
⾜

度
を

上
げ

、
求

職
者

を
増

や
し

離
職

者
を

減
ら

す
こ

と
で

す
。

か
ず

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

ぎ
ょ

う
か

い
げ

ん
じ

ょ
う

か
だ

い

こ
う

じ
ょ

う
す

こ
ふ

う
り

あ
げ

だ
か

げ
ん

し
ょ

う

じ
ど

う
し

ゃ
こ

わ か
だ

い

け
い

こ
う

じ
ゅ

う
ぎ

ょ
う

い
ん

ま
ん

ぞ
く

ど

へ
り

し
ょ

く
し

ゃ
ふ

え
い

き
ょ

う

き
ゅ

う
し

ょ
く

し
ゃ

あ ■
⾼
度
な
ス
キ
ル
を
⾝
に
つ
け
る
こ
と
で
広
が
る
可
能
性

⾃
動

⾞
整

備
に

関
す

る
基

本
ス

キ
ル

だ
け

で
な

く
、

Ｈ
Ｖ

・
Ｅ

Ｖ
化

や
⾃

動
運

転
に

関
す

る
知

識
や

技
術

の
習

得
に

取
り

組
む

こ
と

で
可

能
性

が
広

が
り

ま
す

。
し

ゅ
う

と
く

み
こ

う
ど

ぎ
じ

ゅ
つ

ち
し

き
じ

ど
う

う
ん

て
ん

か
ん

か

き
ほ

ん
か

ん
じ

ど
う

し
ゃ

せ
い

び

ひ
ろ

か
の

う
せ

い

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し

ひ
ろ

か
の

う
せ

い
と

り

▼
３
K
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
⾃
動
⾞
整
備
⼠

以
前

は
「

キ
ツ

イ
・

キ
タ

ナ
イ

・
キ

ケ
ン

」
と

い
う

意
味

で
「

３
Ｋ

」
い

わ
れ

て
い

ま
し

た
が

、
労

働
環

境
は

以
前

よ
り

も
改

善
さ

れ
て

い
ま

す
。

作
業

を
終

え
た

時
の

達
成

感
は

「
特

別
な

も
の

」
に

な
る

で
し

ょ
う

。
た

っ
せ

い
か

ん
お

と
き

さ
ぎ

ょ
う

か
い

ぜ
ん

い
ぜ

ん

ろ
う

ど
う

か
ん

き
ょ

う
い

み
い

ぜ
ん

と
く

べ
つ

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

業
界

の
動

向
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

※ は
じ

め
に

、
⾃

動
⾞

整
備

業
界

の
現

状
と

課
題

、
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

国
⼟

交
通

省
が

公
開

し
て

い
る

デ
ー

タ
に

よ
れ

ば
、

認
証

⼯
場

の
総

数
は

微
増

し
て

い
る

⼀
⽅

、
⾃

動
⾞

整
備

業
全

体
の

売
上

⾼
は

平
成

18
年

度
を

ピ
ー

ク
に

、
年

々
減

少
傾

向
を

⽰
し

て
い

ま
す

。
つ

ま
り

、
⾃

動
⾞

が
故

障
し

に
く

く
な

っ
た

こ
と

や
、

若
者

の
⾞

離
れ

の
影

響
で

縮
⼩

し
た

市
場

を
、

多
く

の
事

業
者

が
奪

い
合

う
「

戦
国

時
代

」
に

整
備

業
界

は
突

⼊
し

た
の

で
す

。
そ

の
結

果
、

整
備

事
業

者
は

CS
(顧

客
満

⾜
度

)を
⾼

め
る

こ
と

に
加

え
、

待
遇

改
善

や
働

き
⽅

改
⾰

な
ど

ES
(従

業
員

満
⾜

度
)向

上
に

よ
る

、
求

職
者

増
加

・
離

職
者

減
少

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。

※ 次
に

、
⾼

度
な

ス
キ

ル
を

⾝
に

付
け

る
こ

と
で

広
が

る
可

能
性

、
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

す
。

整
備

事
業

者
が

CS
を

⾼
め

る
た

め
に

は
、

多
様

化
す

る
ユ

ー
ザ

ー
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

整
備

⼠
確

保
が

絶
対

条
件

で
す

。
⾼

度
な

ス
キ

ル
を

習
得

し
た

整
備

⼠
は

今
後

、
よ

り
業

界
内

で
「

引
く

⼿
あ

ま
た

」
に

な
る

と
予

想
さ

れ
ま

す
。

基
本

ス
キ

ル
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

HV
・

EV
化

や
⾃

動
運

転
に

関
す

る
知

識
習

得
や

技
術

研
鑽

を
励

む
こ

と
で

可
能

性
は

広
が

り
、

や
り

が
い

や
収

⼊
も

UP
し

て
い

き
ま

す
。

※ 最
後

の
、

3K
で

は
な

く
な

り
つ

つ
あ

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
、

と
い

う
ト

ピ
ッ

ク
で

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
、

常
に

汗
と

オ
イ

ル
に

ま
み

れ
る

⾁
体

労
働

が
主

体
で

す
。

機
械

相
⼿

に
⼯

具
を

使
⽤

し
作

業
す

る
た

め
、

す
り

傷
や

打
撲

程
度

な
ら

⽇
常

茶
飯

事
な

の
は

確
か

で
す

。
以

前
は

「
キ

ツ
イ

・
キ

タ
ナ

イ
・

キ
ケ

ン
」

な
職

業
、

い
わ

ゆ
る

「
3K

」
の

代
表

格
と

さ
れ

て
い

ま
し

た
が

、
事

業
者

に
よ

る
ES

向
上

の
取

り
組

み
や

整
備

機
材

の
進

歩
に

よ
り

、
現

在
で

は
ず

い
ぶ

ん
労

働
環

境
な

ど
が

改
善

し
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

経
験

を
積

み
新

た
な

ス
キ

ル
を

習
得

す
れ

ば
、

キ
ャ

リ
ア

・
ア

ッ
プ

に
よ

る
待

遇
改

善
も

可
能

で
す

。
加

え
て

、
「

専
⾨

職
」

で
あ

る
た

め
待

遇
の

い
い

職
場

を
選

ぶ
こ

と
が

で
き

ま
す

。
何

よ
り

、
仕

事
を

終
え

た
時

の
達

成
感

は
、

整
備

⼠
な

ら
で

は
の

「
特

別
な

も
の

」
で

す
。
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職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
意

識
①

‒組
織

・
社

会
の

⼀
員

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

を
知

る
−

〜
社
会
的
責
任
を
担
う
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
⼼
構
え
①
〜

■
⾃
動
⾞
整
備
⼠
は
「
カ
ー
ド
ク
タ
ー
」

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
⾞

と
い

う
機

械
の

健
康

、
つ

ま
り

安
全
を
維
持
す
る
こ
と

が
仕

事
で

す
。
⾞
の
医
者

の
よ

う
に
「
カ
ー
ド
ク
タ
ー
」

と
し

て
の

⼼
構

え
を

持
っ

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

こ
こ

ろ
が

ま
も

い
し

ゃ
く

る
ま

し
ご

と
い

じ
あ

ん
ぜ

ん

け
ん

こ
う

き
か

い
く

る
ま

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し

■
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
＝
よ
り
強
い
使
命
感
が
必
要

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
が

ア
ッ

プ
し

て
い

く
と

、
仕

事
の

責
任

も
⼤

き
く

な
り

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

だ
け

で
な

く
、
社
会
の
⼀
員
と
し
て

、
よ

り
強

い
使

命
感

が
必

要
で

す
。

つ
よ

い
ち

い
ん

し
ゃ

か
い

せ
き

に
ん

し
ご

と
じ

ぶ
ん

ひ
つ

よ
う

し
め

い
か

ん
つ

よ じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し

し
め

い
か

ん

ひ
つ

よ
う

▼
優
秀
な
整
備
⼠
ほ
ど
ケ
ガ
を
せ
ず
汚
さ
な
い

新
⼈

や
⾒

習
い

の
時

は
⼯

具
の

扱
い

な
ど

に
な

れ
て

い
な

い
た

め
、

ケ
ガ

や
服

が
汚

れ
る

こ
と

が
あ

る
で

し
ょ

う
。

仕
事

に
慣

れ
て

き
た

ら
⼯

具
の

配
置

や
作

業
着

を
キ

レ
イ

な
ま

ま
に

す
る

こ
と

を
意

識
し

ま
し

ょ
う

。

ゆ
う

し
ゅ

う
せ

い
び

し
よ

ご

し
ん

じ
ん

み
な

ら
と

き
こ

う
ぐ

い
し

き
な

し
ご

と

よ
ご

ふ
く

あ
つ

か

さ
ぎ

ょ
う

ぎ
は

い
ち

こ
う

ぐ

こ
こ

で
は

、
社

会
的

責
任

を
担

う
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

の
⼼

構
え

①
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

≪
※

≫
は

じ
め

に
、

【
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

「
カ

ー
ド

ク
タ

ー
」

】
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
仕

事
は

体
⼒

が
必

要
で

す
。

特
に

新
⼈

や
⾒

習
い

の
頃

は
⽐

較
的

容
易

で
単

純
な

作
業

し
か

任
せ

て
も

ら
え

な
い

こ
と

も
多

い
た

め
、

⾃
分

が
「

作
業

員
」

だ
と

勘
違

い
す

る
⼈

も
い

ま
す

。
し

か
し

、
例

え
ば

パ
ン

ク
修

理
を

ミ
ス

す
る

と
、

事
故

に
直

結
し

か
ね

な
い

重
要

で
⼤

切
な

作
業

で
す

。
も

ち
ろ

ん
、

作
業

員
と

い
う

仕
事

も
組

織
に

お
い

て
⽋

か
せ

な
い

存
在

で
す

が
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
ク

ル
マ

と
い

う
精

密
機

械
の

健
康

、
つ

ま
り

安
全

を
維

持
す

る
「

カ
ー

ド
ク

タ
ー

」
と

い
う

⼼
構

え
を

常
に

持
っ

て
お

く
べ

き
で

す
。

≪
※

≫
次

に
、

【
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

=よ
り

強
い

使
命

感
が

必
要

】
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

す
。

病
院

の
場

合
は

、
内

科
・

外
科

・
⼩

児
科

な
ど

の
専

⾨
領

域
で

分
け

ら
れ

て
い

る
ほ

か
、

医
者

や
看

護
師

・
検

査
技

師
・

薬
剤

師
が

そ
れ

ぞ
れ

仕
事

を
分

担
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

ク
ル

マ
の

安
全

に
関

す
る

全
て

を
担

う
存

在
で

す
。

し
か

も
、

ク
ル

マ
は

⾛
⾏

中
に

整
備

不
良

を
起

こ
す

と
ド

ラ
イ

バ
ー

だ
け

で
は

な
く

、
歩

⾏
者

や
他

の
交

通
を

巻
き

込
む

⼤
き

な
事

故
を

起
こ

し
か

ね
ま

せ
ん

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
も

「
企

業
⼈

」
で

あ
る

た
め

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

す
る

ほ
ど

⾃
分

が
所

属
し

て
い

る
組

織
の

利
益

確
保

を
強

く
意

識
す

べ
き

で
す

が
、

そ
れ

以
上

に
交

通
社

会
の

安
全

を
維

持
・

発
展

さ
せ

て
い

る
と

い
う

、
「

社
会

⼈
」

と
し

て
の

強
い

使
命

感
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

≪
※

≫
最

後
に

、
【

優
秀

な
整

備
⼠

ほ
ど

ケ
ガ

を
せ

ず
汚

さ
な

い
】

と
い

う
ト

ピ
ッ

ク
で

す
。

不
慣

れ
な

新
⼈

・
⾒

習
い

の
頃

は
⼯

具
の

扱
い

を
誤

り
ケ

ガ
を

し
た

り
、

作
業

着
を

汚
し

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

将
来

職
場

に
配

属
さ

れ
た

ら
、

勉
強

の
意

味
も

込
め

、
先

輩
・

ベ
テ

ラ
ン

整
備

⼠
を

よ
く

観
察

し
ま

し
ょ

う
。

腕
の

良
い

メ
カ

ニ
ッ

ク
ほ

ど
め

っ
た

に
ケ

ガ
を

せ
ず

、
作

業
着

や
周

辺
を

キ
レ

イ
に

保
っ

て
い

る
は

ず
で

す
。

⼯
具

な
ど

の
整

理
整

頓
を

⼼
が

け
確

実
な

整
備

を
実

施
し

て
い

る
証

で
す

か
ら

、
ま

ず
は

ケ
ガ

を
せ

ず
キ

レ
イ

な
整

備
⼠

を
⽬

指
す

こ
と

こ
そ

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

へ
の

近
道

で
す

。

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
意

識
①

‒組
織

・
社

会
の

⼀
員

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

を
知

る
−

〜
社
会
的
責
任
を
担
う
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
⼼
構
え
②
〜

■
キ
ャ
リ
ア
問
わ
ず
に
持
つ
べ
き
「
技
術
職
マ
イ
ン
ド
」

⾃
分

の
知

識
と

技
術

で
⾼

品
質

な
サ

ー
ビ

ス
・

商
品

の
提

供
を

⽬
指

す
職

業
意

識
（
技
術
職
マ
イ
ン
ド
）

を
持

ち
、

所
属

先
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

道
路

交
通

法
な

ど
の

法
令

に
沿

っ
た

「
確

実
性

」
が

重
要

で
す

。

と
も

ぎ
じ

ゅ
つ

し
ょ

く

じ
ぶ

ん
ぎ

じ
ゅ

つ
ち

し
き

こ
う

ひ
ん

し
つ

し
ょ

う
ひ

ん

じ
ゅ

う
よ

う
か

く
じ

つ
せ

い
そ

ほ
う

れ
い

ど
う

ろ
こ

う
つ

う
ほ

う
し

ょ
ぞ

く
さ

き
も

し
ょ

く
ぎ

ょ
う

い
し

き
め

ざ
て

い
き

ょ
う

ぎ
じ

ゅ
つ

し
ょ

く

■
新
⼈
⾃
動
⾞
整
備
⼠
が
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
す
べ
き
こ
と

新
⼈

の
頃

は
先

輩
の

指
⽰

や
ル

ー
ル

を
守

る
こ

と
が

⼤
切

で
す

。
知

識
と

技
術

の
向

上
の

た
め

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
続

け
て

信
頼

さ
れ

る
整

備
⼠

を
⽬

指
し

ま
し

ょ
う

。
せ

い
び

し
し

ん
ら

い
つ

づ

こ
う

じ
ょ

う
ぎ

じ
ゅ

つ
ち

し
き

た
い

せ
つ

ま
も

し
じ

せ
ん

ぱ
い

こ
ろ

し
ん

じ
ん

し
ん

じ
ん

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し

め
ざ

▼
技
術
向
上
に
は
積
極
的
な
姿
勢
が
⼤
切

先
輩

の
中

に
は

、
⾃

分
が

命
令

し
た

こ
と

以
外

に
ア

ド
バ

イ
ス

や
指

導
を

し
な

い
⼈

も
い

ま
す

。
ア

ド
バ

イ
ス

が
欲

し
い

と
き

は
積

極
的

に
ア

ピ
ー

ル
し

ま
し

ょ
う

。

ぎ
じ

ゅ
つ

こ
う

じ
ょ

う
せ

っ
き

ょ
く

て
き

ひ
と

し
ど

う
な

か
せ

ん
ぱ

い

し
せ

い
た

い
せ

つ

い
が

い
め

い
れ

い
じ

ぶ
ん

ほ
せ

っ
き

ょ
く

て
き

こ
こ

で
は

、
社

会
的

責
任

を
担

う
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

の
⼼

構
え

②
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

≪
※

≫
ま

ず
は

、
【

キ
ャ

リ
ア

問
わ

ず
持

つ
べ

き
「

技
術

職
マ

イ
ン

ド
」

】
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
専

⾨
知

識
と

整
備

⼒
を

マ
ス

タ
ー

し
た

エ
ン

ジ
ニ

ア
で

す
。

で
す

か
ら

持
つ

べ
き

「
技

術
職

マ
イ

ン
ド

」
に

関
し

て
は

他
業

種
の

商
品

開
発

者
や

、
IT

企
業

に
属

す
る

SE
(シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

)な
ど

と
あ

ま
り

変
わ

り
ま

せ
ん

。
技

術
職

マ
イ

ン
ド

と
は

、
⾃

分
が

持
っ

て
い

る
知

識
と

技
術

を
使

っ
て

⾼
品

質
な

サ
ー

ビ
ス

・
商

品
の

提
供

を
⽬

指
す

職
業

意
識

で
す

。
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ピ

リ
ッ

ツ
も

時
に

は
必

要
で

す
が

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

っ
て

の
品

質
と

は
安

全
⾛

⾏
で

き
る

ク
ル

マ
を

提
供

す
る

整
備

⼒
で

す
か

ら
、

挑
戦

で
は

な
く

所
属

組
織

ご
と

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
上

司
・

先
輩

の
指

⽰
、

さ
ら

に
道

路
交

通
法

な
ど

の
法

令
に

則
っ

た
「

確
実

性
」

が
重

視
さ

れ
ま

す
。

≪
※

≫
次

に
、

【
新

⼈
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

「
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
す

べ
き

こ
と

】
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

す
。

新
⼈

の
頃

は
既

存
概

念
を

破
る

挑
戦

よ
り

も
、

指
⽰

と
ル

ー
ル

に
従

っ
て

確
実

な
整

備
を

⼼
が

け
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

し
か

し
、

新
た

な
知

識
と

技
術

を
習

得
す

る
チ

ェ
レ

ン
ジ

を
怠

っ
て

い
て

は
、

い
つ

ま
で

た
っ

て
も

多
く

の
仕

事
を

任
せ

ら
れ

ず
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

も
で

き
ま

せ
ん

。
た

だ
、

忙
し

い
業

務
の

合
間

を
縫

っ
て

訓
練

す
る

の
は

⼤
変

で
す

。
そ

の
た

め
、

腕
の

良
い

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
業

界
で

重
宝

さ
れ

ま
す

。
あ

き
ら

め
ず

知
識

や
技

術
の

向
上

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
続

け
れ

ば
、

先
輩

に
追

い
つ

き
追

い
越

す
こ

と
も

可
能

で
す

し
、

交
通

社
会

の
安

全
を

⽀
え

て
い

る
も

や
り

が
い

も
感

じ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

そ
れ

が
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
い

う
技

術
職

の
強

み
で

す
。

≪
※

≫
最

後
に

、
【

技
術

向
上

に
は

積
極

的
な

姿
勢

が
⼤

切
】

と
い

う
ト

ピ
ッ

ク
で

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

国
家

資
格

を
取

得
し

た
後

に
、

職
場

に
配

属
さ

れ
た

当
初

は
、

洗
⾞

や
ピ

ッ
ト

清
掃

と
い

っ
た

雑
務

や
オ

イ
ル

交
換

な
ど

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
作

業
が

中
⼼

で
す

。
業

務
が

落
ち

着
い

た
時

に
訓

練
や

勉
強

に
励

む
こ

と
に

な
り

ま
す

。
な

か
な

か
ア

ド
バ

イ
ス

や
指

導
を

し
な

い
、

「
職

⼈
気

質
」

が
強

い
ベ

テ
ラ

ン
整

備
⼠

も
い

ま
す

。
そ

れ
で

も
、

作
業

中
の

疑
問

点
や

整
備

技
術

向
上

の
コ

ツ
を

質
問

す
れ

ば
、

経
験

に
基

づ
く

適
切

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
え

ま
す

。
⾃

ら
の

積
極

的
な

姿
勢

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
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職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
意

識
②

‒組
織

・
社

会
の

⼀
員

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

を
知

る
−

〜
専
⾨
職
と
し
て
の
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
⼼
構
え
〜

■
ど
ん
な
作
業
で
も
気
を
抜
い
て
は
な
ら
な
い

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
、

命
に

か
か

わ
る

⾞
の

安
全

性
を

担
う

「
専

⾨
職

」
で

あ
る

こ
と

を
⾃

覚
し

ま
し

ょ
う

。
雑

⽤
と

感
じ

て
も

、
し

っ
か

り
業

務
に

臨
み

ま
し

ょ
う

。

さ
ぎ

ょ
う

き
ぬ

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し
い

の
ち

く
る

ま
あ

ん
ぜ

ん
せ

い

に
な

せ
ん

も
ん

し
ょ

く
じ

か
く

ざ
つ

よ
う

か
ん

ぎ
ょ

う
む

の
ぞ

■
経
験
に
応
じ
て
変
化
す
る
⼼
構
え

整
備

⼠
と

し
て

の
経

験
を

積
む

に
つ

れ
て

、
様

々
な

整
備

を
任

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

。
任

さ
れ

る
仕

事
に

よ
っ

て
よ

り
確

実
な

作
業

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

「
⼤

切
な

命
を

預
か

っ
て

い
る

」
と

い
う

強
い

⼼
構

え
で

仕
事

に
臨

み
ま

し
ょ

う
。

け
い

け
ん

お
う

へ
ん

か
こ

こ
ろ

が
ま

せ
い

び
し

つ
さ

ま
ざ

ま

ま
か

し
ご

と

か
く

じ
つ

さ
ぎ

ょ
う

も
と

た
い

せ
つ

い
の

ち
あ

ず
つ

よ

け
い

け
ん

せ
い

び
ま

か

こ
こ

ろ

が
ま

し
ご

と
の

ぞ

▼
⾞
検
は
公
道
⾛
⾏
を
許
可
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い

専
⾨

職
で

あ
る

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
、

⾞
検

基
準

を
満

た
す

こ
と

だ
け

で
な

く
、

⾃
分

よ
り

⾃
動

⾞
の

知
識

に
乏

し
い

⼀
般

ユ
ー

ザ
ー

へ
の

適
切

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
⾏

い
、

必
要

な
整

備
を

し
ま

し
ょ

う
。

し
ゃ

け
ん

こ
う

ど
う

そ
う

こ
う

き
ょ

か

し
ゃ

け
ん

き
じ

ゅ
ん

と
ぼ

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し
せ

ん
も

ん
し

ょ
く

み
じ

ぶ
ん

じ
ど

う
し

ゃ
ち

し
き

い
っ

ぱ
ん

て
き

せ
つ

お
こ

な
ひ

つ
よ

う
せ

い
び

こ
こ

で
は

、
専

⾨
職

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。
※ は

じ
め

に
、

ど
ん

な
作

業
で

も
気

を
抜

い
て

は
な

ら
な

い
、

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

技
術

職
で

あ
る

と
同

時
に

、
命

に
関

わ
る

ク
ル

マ
の

安
全

性
を

担
っ

て
い

る
「

専
⾨

職
」

で
あ

る
こ

と
を

、
新

⼈
や

⾒
習

い
で

も
強

く
⾃

覚
し

て
お

く
べ

き
で

す
。

国
家

資
格

制
度

が
あ

り
確

実
性

が
重

視
さ

れ
る

の
は

そ
の

た
め

で
す

。
簡

易
な

作
業

だ
か

ら
と

気
を

抜
い

て
し

ま
う

よ
う

な
整

備
⼠

は
、

厳
し

い
⾔

い
⽅

を
す

る
と

「
失

格
」

で
す

。
た

と
え

洗
⾞

で
あ

っ
て

も
、

ク
ル

マ
の

状
態

を
最

終
確

認
す

る
重

要
作

業
と

考
え

、
⽇

頃
の

業
務

に
臨

み
ま

し
ょ

う
。

※ 次
に

、
経

験
に

応
じ

て
変

化
す

る
⼼

構
え

、
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

す
。

経
験

を
積

み
技

術
を

⾝
に

付
け

る
と

、
多

岐
に

わ
た

る
箇

所
の

整
備

を
託

さ
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
す

が
、

専
⾨

性
が

⾼
ま

っ
て

よ
り

確
実

な
作

業
が

求
め

ら
れ

る
た

め
、

徐
々

に
持

つ
べ

き
「

⼼
構

え
」

も
変

化
し

て
い

き
ま

す
。

ク
ル

マ
は

「
⾛

る
・

曲
が

る
・

⽌
ま

る
」

と
い

う
3要

素
で

成
り

⽴
っ

て
お

り
、

極
端

な
話

を
す

れ
ば

⾛
⾏

に
⽀

障
が

あ
っ

て
も

、
安

全
・

確
実

に
曲

が
り

停
⾞

で
き

れ
ば

、
事

故
発

⽣
リ

ス
ク

は
⼤

幅
に

低
下

し
ま

す
。

そ
の

た
め

、
オ

イ
ル

交
換

な
ど

の
簡

易
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
で

は
、

ト
ラ

ブ
ル

防
⽌

を
意

識
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
ま

た
、

ス
テ

ア
リ

ン
グ

・
ブ

レ
ー

キ
関

連
の

分
解

作
業

や
、

⾞
検

整
備

を
⼿

掛
け

る
際

は
、

「
⼤

切
な

命
を

預
か

っ
て

い
る

」
と

い
う

強
い

⼼
構

え
を

持
つ

べ
き

で
す

。
※ 最

後
に

、
⾞

検
は

公
道

⾛
⾏

を
許

可
し

て
い

る
に

す
ぎ

な
い

、
と

い
う

ト
ピ

ッ
ク

で
す

。
乗

⽤
⾞

の
場

合
、

新
⾞

時
は

3年
、

継
続

時
は

2年
が

有
効

期
限

で
あ

る
⾞

検
で

す
。

基
準

を
満

た
し

合
格

し
た

場
合

で
も

、
そ

れ
ぞ

れ
の

期
間

、
公

道
⾛

⾏
を

「
許

可
」

し
て

い
る

だ
け

で
あ

り
、

安
全

か
つ

ト
ラ

ブ
ル

な
く

⾛
⾏

で
き

る
「

保
証

」
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

し
て

、
専

⾨
職

で
あ

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

、
⾞

検
基

準
を

満
た

す
こ

と
だ

け
に

と
ら

わ
れ

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

期
間

中
ク

ル
マ

が
ト

ラ
ブ

ル
な

く
安

全
に

⾛
⾏

で
き

る
よ

う
、

知
識

に
乏

し
い

⼀
般

ユ
ー

ザ
ー

へ
の

適
切

な
ア

ド
バ

イ
ス

を
⾏

い
、

必
要

に
応

じ
た

追
加

整
備

を
促

し
ま

す
。

ま
た

、
法

定
点

検
や

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

を
勧

め
る

こ
と

も
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼤

切
な

仕
事

で
す

。

職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
必

要
な

能
⼒

①
‒チ

ー
ム

ワ
ー

ク
で

働
く

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
習

得
す

る
べ

き
能

⼒
を

考
え

る
−

〜
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒
〜

■
サ
ー
ビ
ス
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒

⾃
動

⾞
を

整
備

す
る

際
に

は
コ

ス
ト

が
か

か
り

ま
す

。
ユ

ー
ザ

ー
に

適
切

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
と

整
備

の
必

要
性

を
伝

え
る

能
⼒

を
⾝

に
つ

け
ま

し
ょ

う
。

み
の

う
り

ょ
く

つ
た

ひ
つ

よ
う

せ
い

せ
い

び
て

き
せ

つ

さ
い

せ
い

び
じ

ど
う

し
ゃ

の
う

り
ょ

く
ひ

つ
よ

う

■
⾞
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
⼒

経
験

を
積

み
、

訓
練

を
繰

り
返

す
こ

と
に

よ
っ

て
整

備
⼠

と
し

て
の

能
⼒

を
向

上
さ

せ
ま

し
ょ

う
。

⾞
と

会
話

で
き

る
く

ら
い

、
⾞

の
異

常
を

す
ぐ

に
分

か
る

よ
う

に
努

⼒
し

ま
し

ょ
う

。

く
る

ま け
い

け
ん

つ
く

ん
れ

ん

ど
り

ょ
く

わ

い
じ

ょ
う

か
い

わ
く

る
ま

こ
う

じ
ょ

う
の

う
り

ょ
く

せ
い

び
し

の
う

り
ょ

く

く
か

え

く
る

ま

▼
過
去
の
整
備
履
歴
を
分
析
し
カ
バ
ー

⾃
動

⾞
の

整
備

に
お

い
て

、
点

検
記

録
簿

な
ど

の
情

報
を

確
認

・
分

析
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

そ
の

⾞
の

整
備

す
る

べ
き

場
所

が
分

か
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

整
備

の
記

録
が

あ
る

場
合

は
し

っ
か

り
確

認
し

ま
し

ょ
う

。
せ

い
び

き
ろ

く

て
ん

け
ん

き
ろ

く
せ

い
び

じ
ど

う
し

ゃ

ぶ
ん

せ
き

せ
い

び
り

れ
き

か
こ

ぼ

ば
あ

い
わ

ば
し

ょ
せ

い
び

か
く

に
ん

じ
ょ

う
ほ

う
ぶ

ん
せ

き
く

る
ま

か
く

に
ん

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

≪
※

≫
は

じ
め

に
、

【
サ

ー
ビ

ス
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
と

し
て

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
⼒

】
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
は

ユ
ー

ザ
ー

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
も

必
要

と
さ

れ
ま

す
。

そ
の

た
め

「
サ

ー
ビ

ス
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
」

と
呼

ば
れ

る
こ

と
も

多
い

で
す

。
し

か
し

、
⾞

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
・

整
備

に
は

コ
ス

ト
が

発
⽣

す
る

こ
と

か
ら

、
⼀

般
ユ

ー
ザ

ー
は

な
か

な
か

⾸
を

縦
に

振
っ

て
く

れ
な

い
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
で

す
か

ら
、

危
険

度
の

⾼
い

不
具

合
ほ

ど
専

⾨
⽤

語
を

使
⽤

せ
ず

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
、

適
切

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
と

整
備

の
必

要
性

を
伝

え
る

能
⼒

を
⾝

に
付

け
ま

し
ょ

う
。

≪
※

≫
次

に
、

【
ク

ル
マ

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
】

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
す

。
個

⼈
差

こ
そ

あ
れ

、
ヒ

ト
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
⼒

は
徐

々
に

向
上

し
ま

す
。

⼀
⽅

で
、

点
検

機
材

に
よ

っ
て

明
ら

か
な

異
常

数
値

が
出

て
い

た
り

、
⼤

き
な

⾳
が

発
⽣

し
て

い
る

場
合

は
と

も
か

く
、

何
も

⾔
葉

を
発

さ
な

い
ク

ル
マ

の
異

常
を

漏
ら

さ
ず

察
知

す
る

こ
と

は
数

段
難

し
い

も
の

で
す

。
ベ

テ
ラ

ン
の

メ
カ

ニ
ッ

ク
に

な
る

と
ボ

ン
ネ

ッ
ト

を
開

け
エ

ン
ジ

ン
内

部
を

⾒
た

だ
け

で
、

⼀
種

の
「

直
感

」
が

働
き

異
常

を
⾒

つ
け

ら
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

り
ま

す
。

経
験

を
積

み
訓

練
を

繰
り

返
す

こ
と

で
⾝

に
付

く
能

⼒
で

す
が

、
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

整
備

⼠
を

⽬
指

す
な

ら
、

ク
ル

マ
と

会
話

で
き

る
域

ま
で

研
鑽

を
積

み
ま

し
ょ

う
。

≪
※

≫
最

後
は

、
【

過
去

の
整

備
履

歴
を

分
析

し
カ

バ
ー

】
と

い
う

ト
ピ

ッ
ク

で
す

。
ク

ル
マ

と
会

話
す

る
能

⼒
は

、
短

期
間

で
⾝

に
付

く
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
新

⼈
で

あ
っ

て
も

点
検

記
録

簿
な

ど
に

記
載

さ
れ

て
い

る
情

報
を

確
認

・
分

析
す

れ
ば

、
そ

の
ク

ル
マ

の
点

検
・

整
備

す
べ

き
箇

所
が

⾒
え

て
き

ま
す

。
ま

た
、

⾞
種

や
年

式
か

ら
故

障
し

や
す

い
箇

所
の

情
報

を
⼊

⼿
で

き
ま

す
。

危
険

度
の

⾼
い

と
こ

ろ
か

ら
1つ

ず
つ

点
検

す
れ

ば
、

経
験

豊
富

な
ベ

テ
ラ

ン
に

負
け

な
い

、
優

れ
た

不
具

合
発

⾒
能

⼒
を

発
揮

す
る

こ
と

も
可

能
で

す
。
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職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
必

要
な

能
⼒

①
‒

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

で
働

く
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

習
得

す
る

べ
き

能
⼒

を
考

え
る

−
〜
⾃
動
⾞
整
備
⼠
に
お
け
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
〜

■
わ
か
ら
な
い
・
で
き
な
い
を
隠
さ
ず
⾔
う
能
⼒

指
⽰

や
指

導
内

容
を

理
解

す
る

「
ヒ

ヤ
リ

ン
グ

能
⼒

」
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

わ
か

ら
な

い
こ

と
や

、
で

き
な

い
こ

と
は

隠
さ

ず
に

先
輩

に
報

告
・

連
絡

・
相

談
を

し
ま

し
ょ

う
。

そ
う

だ
ん

れ
ん

ら
く

ほ
う

こ
く

せ
ん

ぱ
い

ひ
つ

よ
う

り
か

い
し

ど
う

な
い

よ
う

し
じ

の
う

り
ょ

く
い

か
く

の
う

り
ょ

く

か
く

■
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
⼒
・
指
導
⼒
も
必
要
に

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
す

る
と

、
後

輩
の

教
育

等
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

⼒
や

指
導

⼒
が

必
要

に
な

り
ま

す
。

き
ょ

う
い

く
な

ど
こ

う
は

い

し
ど

う
り

ょ
く

の
う

り
ょ

く

ひ
つ

よ
う

し
ど

う
り

ょ
く

ひ
つ

よ
う

の
う

り
ょ

く

▼
作
業
⽇
誌
作
成
の
ス
ス
メ

１
⽇

の
作

業
を

書
い

た
「

作
業

⽇
誌

」
を

作
成

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
後

で
読

み
返

す
こ

と
で

、
⾃

分
の

⽋
点

な
ど

を
理

解
し

、
改

善
す

る
ポ

イ
ン

ト
が

⾒
え

て
く

る
で

し
ょ

う
。

み
か

い
ぜ

ん
り

か
い

け
っ

て
ん

じ
ぶ

ん
よ

あ
と

か
さ

ぎ
ょ

う
に

ち

さ
ぎ

ょ
う

に
っ

し
さ

く
せ

い

さ
ぎ

ょ
う

に
っ

し
さ

く
せ

い
か

え

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

学
ん

で
い

き
ま

す
。

≪
※

≫
は

じ
め

に
、

【
わ

か
ら

な
い

・
で

き
な

い
を

隠
さ

ず
⾔

う
能

⼒
】

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

、
1⼈

で
作

業
を

進
め

る
こ

と
も

多
い

職
業

で
す

が
、

組
織

⼈
と

し
て

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

も
⼤

切
で

す
。

新
⼈

の
頃

は
指

⽰
や

指
導

内
容

を
理

解
す

る
「

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
能

⼒
」

が
⼤

切
で

す
。

ま
た

、
交

通
社

会
の

安
全

を
担

っ
て

い
る

以
上

、
わ

か
ら

な
い

・
で

き
な

い
こ

と
を

隠
し

、
不

確
実

な
状

態
で

整
備

し
て

は
い

け
ま

せ
ん

。
熟

練
メ

カ
ニ

ッ
ク

に
そ

の
旨

を
報

告
・

相
談

す
る

、
「

素
直

さ
・

正
直

さ
」

を
持

つ
こ

と
が

⼤
切

で
す

。
業

務
が

様
々

あ
る

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
場

合
、

迅
速

な
報

告
・

連
絡

・
相

談
つ

ま
り

「
報

・
連

・
相

」
を

⼼
が

け
る

こ
と

こ
そ

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

へ
の

近
道

と
な

り
ま

す
。

≪
※

≫
次

に
、

【
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

⼒
・

指
導

⼒
も

必
要

に
】

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
す

。
キ

ャ
リ

ア
ッ

プ
す

る
と

所
属

組
織

の
「

⻑
」

と
し

て
、

運
営

に
関

わ
る

業
務

を
任

せ
ら

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

社
員

の
シ

フ
ト

調
整

な
ど

を
始

め
と

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
⼒

や
、

新
⼈

や
⾒

習
い

・
部

下
を

教
育

す
る

指
導

⼒
も

求
め

ら
れ

ま
す

。
こ

の
う

ち
、

し
か

し
、

⼈
材

を
育

て
意

志
通

り
組

織
を

運
営

す
る

指
導

⼒
は

、
な

か
な

か
⾝

に
付

く
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

れ
で

も
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
⼒

も
⽇

々
の

努
⼒

に
よ

っ
て

向
上

し
て

い
き

ま
す

。

≪
※

≫
最

後
に

、
【

作
業

⽇
誌

作
成

の
ス

ス
メ

】
と

い
う

ト
ピ

ッ
ク

で
す

。
「

業
務

⽇
報

」
の

記
載

を
義

務
付

け
て

い
る

整
備

事
業

者
が

ほ
と

ん
ど

で
す

が
、

1⽇
の

作
業

内
容

を
詳

し
く

記
し

た
⾃

分
だ

け
の

「
作

業
⽇

誌
」

を
作

成
し

て
お

き
ま

し
ょ

う
。

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

や
指

導
を

す
る

⽴
場

に
な

っ
た

と
き

に
役

⽴
ち

ま
す

。
な

ぜ
な

ら
、

新
⼈

時
代

に
つ

ま
づ

い
て

も
経

験
や

訓
練

を
積

む
と

悩
み

苦
労

し
た

こ
と

を
す

っ
か

り
忘

れ
、

「
こ

ん
な

こ
と

も
で

き
な

い
の

か
」

と
頭

ご
な

し
に

指
導

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
多

い
か

ら
で

す
。

作
業

⽇
誌

を
作

成
し

折
に

ふ
れ

読
み

返
す

こ
と

で
、

今
後

改
善

す
べ

き
ポ

イ
ン

ト
が

⾒
え

て
き

ま
す

。
「

駆
け

出
し

の
頃

を
忘

れ
な

い
」

と
い

う
指

導
者

が
持

つ
べ

き
⼼

構
え

を
再

確
認

で
き

ま
す

。

職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
必

要
な

能
⼒

②
‒専

⾨
職

業
⼈

と
し

て
⽇

々
の

研
鑽

が
必

要
な

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
習

得
す

べ
き

能
⼒

を
考

え
る

−
〜
専
⾨
職
と
し
て
の
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
視
点
〜

■
専
⾨
職
と
し
て
適
正
な
能
⼒
に
つ
い
て

「
好
奇
⼼
・
探
求
⼼
」

→
 新

し
い

⾞
や

新
し

い
技

術
へ

の
関

⼼
「
応
⽤
⼒
」

→
 緊

急
時

な
ど

に
柔

軟
で

的
確

な
対

応

せ
ん

も
ん

し
ょ

く
て

き
せ

い
の

う
り

ょ
く

こ
う

き
し

ん
た

ん
き

ゅ
う

し
ん

あ
た

ら
く

る
ま

ぎ
じ

ゅ
つ

か
ん

し
ん

お
う

よ
う

り
ょ

く

き
ん

き
ゅ

う
じ

じ
ゅ

う
な

ん
て

き
か

く
た

い
お

う

あ
た

ら

■
研
鑽
で
習
得
・
上
積
み
す
べ
き
能
⼒

作
業

ス
ピ

ー
ド

と
効

率
ア

ッ
プ

に
よ

っ
て

、
体

⼒
や

忍
耐

⼒
の

消
耗

の
軽

減
で

き
ま

す
。

ま
た

、
⾞

の
異

常
を

察
知

す
る

「
観

察
⼒

」
を

⾼
め

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
ひ

つ
よ

う

け
ん

さ
ん

し
ゅ

う
と

く
う

わ
づ

さ
ぎ

ょ
う

こ
う

り
つ

た
い

り
ょ

く
に

ん
た

い
り

ょ
く

し
ょ

う
も

う
け

い
げ

ん

い
じ

ょ
う

さ
っ

ち
か

ん
さ

つ
り

ょ
く

た
か

の
う

り
ょ

く

く
る

ま

▼
継
続
は
⼒
な
り

⼩
さ

な
作

業
を

繰
り

返
し

、
⽇

々
の

作
業

を
継

続
す

る
「

忍
耐

⼒
」

こ
そ

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
と

っ
て

は
重

要
で

、
真

⾯
⽬

に
取

り
組

む
こ

と
で

⼀
⼈

前
の

整
備

⼠
に

な
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

け
い

ぞ
く

ち
か

ら

ち
い

さ
ぎ

ょ
う

ひ
び

か
え

さ
ぎ

ょ
う

け
い

ぞ
く

く

せ
い

び
し

い
ち

に
ん

ま
え

く
と

ま
じ

め
じ

ゅ
う

よ
う

じ
ど

う
し

ゃ
せ

い
び

し
に

ん
た

い
り

ょ
く

こ
こ

で
は

、
専

⾨
職

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
視

点
に

つ
い

て
学

び
ま

す
。

※ は
じ

め
に

、
専

⾨
職

と
し

て
必

要
な

能
⼒

に
つ

い
て

、
に

つ
い

て
⾒

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
⻑

年
活

躍
す

る
た

め
に

は
、

地
道

な
作

業
を

こ
な

し
つ

つ
技

術
を

⾼
め

る
努

⼒
を

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
強

い
体

⼒
と

忍
耐

⼒
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

そ
れ

以
外

に
も

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

と
「

適
正

」
と

考
え

ら
れ

る
能

⼒
が

い
く

つ
か

あ
り

ま
す

。
ま

ず
第

⼀
に

挙
げ

ら
れ

る
の

が
、

常
に

進
化

を
続

け
る

技
術

に
対

す
る

「
好

奇
⼼

・
探

求
⼼

」
で

す
。

今
後

登
場

す
る

新
た

な
ク

ル
マ

を
⼼

待
ち

に
し

て
い

た
り

、
新

技
術

へ
の

関
⼼

が
強

い
ほ

う
が

「
整

備
⼠

向
き

」
で

あ
る

と
⾔

え
ま

す
。

次
に

、
緊

急
時

や
イ

レ
ギ

ュ
ラ

ー
発

⽣
時

、
柔

軟
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
「

応
⽤

⼒
」

も
必

要
で

す
。

さ
ら

に
、

常
に

細
か

い
作

業
を

伴
う

た
め

⼿
先

が
器

⽤
な

ら
有

利
で

す
が

、
忍

耐
⼒

を
発

揮
し

て
訓

練
を

重
ね

る
こ

と
で

⼗
分

カ
バ

ー
で

き
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

※ 次
に

、
研

鑽
で

習
得

・
上

積
み

す
べ

き
能

⼒
、

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
す

。
こ

れ
ら

の
能

⼒
に

加
え

て
、

⽇
々

の
研

鑽
で

習
得

・
上

積
み

す
れ

ば
弱

点
を

カ
バ

ー
で

き
る

能
⼒

も
あ

り
ま

す
。

最
も

顕
著

な
の

が
作

業
ス

ピ
ー

ド
と

効
率

ア
ッ

プ
に

よ
る

、
体

⼒
や

忍
耐

⼒
消

耗
の

軽
減

で
す

。
ま

た
、

技
術

と
と

も
に

整
備

に
使

⽤
す

る
計

器
・

機
材

・
⼯

具
な

ど
も

進
化

す
る

た
め

、
計

器
の

数
値

読
み

取
り

能
⼒

や
機

材
・

⼯
具

の
使

⽤
熟

練
度

を
磨

け
ば

、
技

術
⾰

新
に

つ
い

て
い

く
こ

と
も

可
能

で
す

。
さ

ら
に

、
ク

ル
マ

の
異

常
を

察
知

す
る

「
観

察
⼒

」
を

⾼
め

る
こ

と
で

ユ
ー

ザ
ー

は
も

ち
ろ

ん
同

僚
か

ら
の

信
頼

も
厚

く
な

り
ま

す
。

※ 最
後

に
、

継
続

は
⼒

な
り

、
と

い
う

ト
ピ

ッ
ク

で
す

。
好

奇
⼼

・
探

求
⼼

・
応

⽤
⼒

以
上

に
、

地
味

な
作

業
を

繰
り

返
し

⽇
々

研
鑽

を
継

続
す

る
「

忍
耐

⼒
」

こ
そ

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
に

と
っ

て
最

も
重

要
な

能
⼒

と
⾔

え
ま

す
。

「
継

続
は

⼒
な

り
」

を
地

で
⾏

く
の

が
⾃

動
⾞

整
備

⼠
で

あ
り

、
コ

ツ
コ

ツ
と

毎
⽇

作
業

に
取

り
組

め
ば

技
術

は
磨

か
れ

、
⼀

⼈
前

の
メ

カ
ニ

ッ
ク

に
育

つ
の

が
こ

の
職

業
で

す
。

ま
た

、
⼀

度
習

得
し

た
専

⾨
技

術
は

「
⼀

⽣
も

の
」

で
あ

る
た

め
、

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

の
チ

ャ
ン

ス
も

広
が

る
ほ

か
、

ク
ル

マ
が

存
在

す
る

限
り

復
職

が
容

易
で

あ
る

の
も

メ
リ

ッ
ト

で
す

。
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職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
①

‒様
々

な
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
考

え
る

−
〜
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
〜

■
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
等
級
・
役
職

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
は

「
３

級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

か
ら

「
１

級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

ま
で

の
等

級
が

あ
り

ま
す

。
ま

ず
は

、
３

級
の

資
格

取
得

を
⽬

指
し

ま
し

ょ
う

。

■
役
職
別
に
許
可
・
与
え
ら
れ
る
仕
事
内
容

⼯
場

で
リ

ー
ダ

ー
で

あ
る

整
備

主
任

者
と

い
う

役
職

に
つ

く
た

め
に

は
「

２
級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
が

必
要

で
す

。
「

２
級

」
を

持
っ

て
い

る
と

採
⽤

さ
れ

や
す

く
な

り
ま

す
。

▼
１
級
整
備
⼠
の
価
値
は
？

今
後

、
⾃

動
運

転
な

ど
の

新
し

い
技

術
の

知
識

や
そ

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
、

「
１

級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

の
価

値
は

ま
す

ま
す

⾼
ま

っ
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

業
務

上
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
の

⽬
標

に
も

な
り

ま
す

。

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

に
つ

い
て

学
ん

で
い

き
ま

し
ょ

う
。

み
な

さ
ん

は
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
等

級
は

ご
存

知
で

す
か

？
取

得
し

た
等

級
に

よ
っ

て
、

⾃
分

が
⾏

え
る

整
備

の
範

囲
が

変
わ

っ
て

い
き

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

活
躍

し
て

い
く

際
に

必
要

な
こ

と
で

す
の

で
、

⼀
緒

に
学

ん
で

い
き

ま
し

ょ
う

。

は
じ

め
に

、
「

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
等

級
・

役
職

」
で

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
資

格
に

は
3級

~１
級

ま
で

の
「

等
級

」
が

存
在

し
、

そ
れ

ぞ
れ

【
3級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

】
【

2級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
】

【
1級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

】
と

い
う

よ
う

に
、

細
か

く
分

類
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
タ

イ
ヤ

や
電

装
関

連
・

シ
ャ

シ
を

専
⾨

に
す

る
特

殊
整

備
⼠

資
格

も
存

在
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

の
未

経
験

者
や

⾃
動

⾞
系

以
外

の
⾼

校
卒

業
者

は
、

ま
ず

3級
を

取
得

を
⽬

指
す

こ
と

に
な

り
ま

す
が

、
簡

単
な

整
備

し
か

基
本

的
に

許
可

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

次
に

、
「

役
職

別
に

許
可

・
与

え
ら

れ
る

仕
事

内
容

」
を

⾒
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
2級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

を
取

得
す

る
と

⾜
回

り
や

エ
ン

ジ
ン

の
分

解
整

備
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

こ
れ

は
、

⼯
場

で
の

リ
ー

ダ
ー

で
あ

る
「

整
備

主
任

者
」

と
い

う
役

職
に

就
く

た
め

に
必

要
で

す
。

整
備

主
任

者
の

仕
事

は
⼯

場
が

実
施

し
て

い
る

分
解

整
備

が
、

国
の

定
め

る
保

安
基

準
を

満
た

し
て

い
る

か
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
あ

り
、

事
業

者
が

国
か

ら
認

証
や

指
定

の
認

可
を

う
け

る
に

は
整

備
主

任
者

を
1名

以
上

選
任

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
そ

し
て

、
認

証
・

指
定

⼯
場

で
な

い
と

⼤
き

な
利

益
に

つ
な

が
る

分
解

整
備

を
で

き
な

い
た

め
、

事
業

者
は

設
備

を
整

え
つ

つ
、

「
2級

」
以

上
資

格
取

得
者

を
優

先
し

て
採

⽤
す

る
傾

向
に

あ
り

ま
す

。

最
後

は
、

「
1級

整
備

⼠
の

価
値

は
？

」
と

い
う

ト
ピ

ッ
ク

で
す

。
現

在
、

整
備

主
任

者
・

⾃
動

⾞
検

査
員

を
⽬

指
す

上
で

は
、

「
1級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
と

「
2

級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

の
格

差
は

あ
り

ま
せ

ん
し

、
許

可
さ

れ
て

い
る

業
務

も
同

じ
で

す
が

、
新

⾞
デ

ィ
ー

ラ
ー

な
ど

の
対

外
ア

ピ
ー

ル
が

⽬
的

で
し

た
ら

、
有

効
な

場
合

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
⾼

度
な

技
術

が
必

要
で

あ
る

⾃
動

運
転

や
EV

・
HV

が
普

及
し

て
来

て
い

る
背

景
か

ら
、

こ
れ

ら
の

取
扱

い
が

整
備

主
任

者
・

⾃
動

⾞
検

査
⼠

に
な

る
条

件
と

し
て

、
追

加
さ

れ
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
「

1級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

は
全

国
に

約
34

万
⼈

い
る

整
備

⼠
の

最
上

位
で

す
か

ら
、

取
得

す
れ

ば
就

職
・

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
・

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

に
⼤

き
く

役
⽴

つ
の

は
確

か
で

す
。

ぜ
ひ

挑
戦

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
①

‒様
々

な
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
考

え
る

−
〜
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
や
り
が
い
や
達
成
感
・
使
命
感
〜

■
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
や
り
が
い
と
達
成
感

原
因

が
簡

単
に

は
わ

か
ら

な
い

⾞
の

ト
ラ

ブ
ル

な
ど

を
解

決
・

修
理

で
き

た
時

に
は

⼤
き

な
達

成
感

を
得

ら
れ

ま
す

。
ま

た
、

経
験

を
積

み
、

⾼
度

な
整

備
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
仕

事
仲

間
や

お
客

様
か

ら
⾼

い
評

価
を

も
ら

う
こ

と
が

で
き

ま
す

。

■
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
す
る
に
つ
れ
て
⾼
め
て
い
く
べ
き

使
命
感
と
責
任
感

整
備

主
任

者
に

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
す

る
と

多
く

の
⾞

に
関

わ
る

の
で

、
⾼

い
事

故
や

故
障

を
防

げ
る

よ
う

に
「

使
命

感
」

と
「

責
任

感
」

を
持

ち
ま

し
ょ

う
。

▼
現
在
の
国
内
交
通
状
況
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
必
要
性

現
在

８
千

万
台

以
上

の
⾞

が
⽇

本
に

あ
り

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

担
当

す
る

役
割

は
⾮

常
に

重
要

で
す

。
そ

の
よ

う
な

状
況

の
中

で
も

最
も

⼤
切

な
の

は
、

「
安

全
第

⼀
」

に
チ

ー
ム

で
点

検
・

整
備

に
取

り
組

む
こ

と
で

す
。

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

や
り

が
い

や
達

成
感

に
つ

い
て

学
ん

で
い

き
ま

し
ょ

う
。

は
じ

め
に

、
「

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
や

り
が

い
と

達
成

感
」

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
を

志
す

⽅
は

、
元

々
ク

ル
マ

や
機

械
を

い
じ

る
こ

と
が

好
き

で
あ

る
場

合
も

多
い

で
す

よ
ね

。
そ

の
場

合
、

専
⾨

知
識

や
技

術
が

⾝
に

つ
い

て
い

く
こ

と
⾃

体
に

、
や

り
が

い
や

⾯
⽩

さ
を

感
じ

る
で

し
ょ

う
。

ま
た

、
原

因
が

簡
単

に
は

わ
か

ら
な

い
複

雑
な

ト
ラ

ブ
ル

に
遭

遇
し

た
際

に
、

解
決

法
を

発
⾒

し
、

修
理

が
完

了
し

た
時

の
達

成
感

は
、

⾮
常

に
⼤

き
な

も
の

が
あ

り
ま

す
。

さ
ら

に
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

経
験

を
積

む
に

つ
れ

、
よ

り
⾼

度
な

整
備

に
携

わ
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
⾃

分
が

成
⻑

し
て

い
る

こ
と

を
実

感
で

き
、

先
輩

・
上

司
・

職
場

か
ら

⾼
く

評
価

さ
れ

ま
す

。
何

よ
り

、
愛

⾞
の

ピ
ン

チ
を

救
っ

て
く

れ
た

存
在

と
し

て
、

お
客

様
か

ら
感

謝
さ

れ
た

時
の

達
成

感
が

最
も

強
く

、
⻑

く
整

備
⼠

を
務

め
て

い
る

⽅
は

「
感

謝
の

声
」

を
励

み
に

、
⽇

々
研

鑽
を

続
け

て
い

る
の

で
す

。

次
に

、
「

キ
ャ

リ
ア

UP
す

る
に

つ
れ

⾼
め

て
い

く
べ

き
使

命
感

と
責

任
感

」
に

つ
い

て
説

明
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

、
ク

ル
マ

を
整

備
す

る
こ

と
だ

け
が

仕
事

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

⾞
の

故
障

の
程

度
が

激
し

く
、

安
全

を
保

て
な

い
場

合
は

、
お

客
様

に
そ

の
こ

と
を

伝
え

、
「

廃
⾞

」
を

勧
め

る
こ

と
も

⼤
切

な
役

⽬
に

な
り

ま
す

。
な

ぜ
な

ら
、

そ
の

場
し

の
ぎ

に
整

備
し

た
ク

ル
マ

を
そ

の
ま

ま
送

り
出

す
と

、
将

来
事

故
の

原
因

と
な

る
ト

ラ
ブ

ル
を

起
こ

し
か

ね
な

い
か

ら
で

す
。

ま
た

、
整

備
事

業
者

の
規

模
に

よ
り

ま
す

が
、

整
備

主
任

者
に

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
す

る
と

年
間

で
数

多
く

の
ク

ル
マ

に
関

わ
る

た
め

、
よ

り
⾼

い
「

使
命

感
」

を
持

ち
業

務
に

臨
む

必
要

が
あ

り
ま

す
。

さ
ら

に
、

⾃
動

⾞
検

査
員

に
な

れ
ば

「
⾞

検
制

度
」

と
い

う
、

交
通

安
全

維
持

シ
ス

テ
ム

の
根

幹
を

⽀
え

て
い

る
と

い
う

「
責

任
感

」
を

持
つ

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

そ
の

分
や

り
が

い
や

達
成

感
は

よ
り

強
く

な
り

ま
す

。
ど

の
業

界
で

も
共

通
す

る
こ

と
で

は
あ

り
ま

す
が

、
「

使
命

感
」

と
「

責
任

感
」

を
持

っ
て

⽇
々

の
業

務
に

臨
む

こ
と

が
⼤

切
で

す
。

最
後

は
、

「
現

在
の

国
内

交
通

状
況

と
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

必
要

性
」

と
い

う
ト

ピ
ッ

ク
で

す
。

⼀
般

財
団

法
⼈

⾃
動

⾞
検

査
登

録
情

報
協

会
に

よ
れ

ば
、

20
20

年
3⽉

時
点

で
国

内
に

は
約

8
千

万
台

の
⾃

動
⾞

が
存

在
し

、
そ

れ
だ

け
整

備
⼠

の
果

た
す

役
割

は
⼤

き
い

と
い

え
ま

す
。

キ
ャ

リ
ア

UP
す

る
に

つ
れ

、
⾼

い
使

命
感

と
責

任
感

を
持

つ
こ

と
が

⼤
切

で
す

。
国

家
資

格
を

持
つ

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
⾔

っ
て

も
⼈

間
で

す
か

ら
、

不
具

合
を

⾒
逃

し
た

り
ミ

ス
を

す
る

こ
と

は
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
で

す
か

ら
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
最

も
⼤

切
な

こ
と

は
、

慢
⼼

や
油

断
か

ら
個

⼈
プ

レ
ー

に
⾛

ら
ず

、
「

安
全

第
⼀

」
を

モ
ッ

ト
ー

に
整

備
⼠

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

が
⼀

丸
と

な
っ

て
、

⽇
々

の
点

検
・

整
備

に
取

り
組

む
こ

と
で

す
。
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職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
②

‒⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
−

〜
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
〜

■
ま
ず
は
経
験
を
積
ん
で
等
級
UP
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
は

基
本

的
に

「
３

級
」

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
ま

す
。

「
２

級
」

を
受

験
す

る
た

め
に

ま
ず

は
、

職
場

で
経

験
を

積
み

ま
し

ょ
う

。

■
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

〜
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
場
合
〜

⾃
分

の
知

識
を

活
か

し
て

販
売

成
績

を
伸

ば
せ

ば
、

報
酬

の
Ｕ

Ｐ
や

昇
進

が
可

能
で

す
。

企
業

に
よ

っ
て

は
、

経
営

の
メ

ン
バ

ー
に

な
れ

る
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

▼
上
級
の
整
備
⼠
の
試
験
と
は
？

３
級

や
２

級
の

整
備

⼠
と

し
て

職
場

で
の

経
験

を
積

む
こ

と
で

、
多

く
の

知
識

と
⾼

い
技

術
が

⾝
に

つ
き

ま
す

が
、

「
１

級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

や
検

査
員

と
い

っ
た

整
備

⼠
と

し
て

の
さ

ら
な

る
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

も
⽬

指
し

ま
し

ょ
う

。

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
に

つ
い

て
学

ん
で

い
き

ま
す

。

「
ま

ず
は

経
験

を
積

ん
で

等
級

UP
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
」

に
つ

い
て

⾒
て

い
き

ま
し

ょ
う

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

は
基

本
的

に
3級

か
ら

ス
タ

ー
ト

し
ま

す
が

、
卒

業
す

る
学

校
・

学
科

・
課

程
に

よ
っ

て
、

2級
の

受
験

資
格

を
取

得
で

き
る

「
実

務
経

験
」

の
期

間
が

異
な

り
ま

す
。

⼀
⽅

、
1級

整
備

⼠
課

程
を

終
了

し
て

い
る

場
合

を
除

き
、

現
在

実
施

さ
れ

て
い

る
1級

⼩
型

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
な

る
た

め
に

は
、

2級
ガ

ソ
リ

ン
・

ジ
ー

ゼ
ル

双
⽅

の
取

得
と

、
3年

以
上

の
実

務
経

験
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

整
備

主
任

者
は

「
資

格
」

で
は

な
く

「
役

職
」

で
あ

る
た

め
試

験
は

な
い

も
の

の
、

任
命

さ
れ

る
た

め
に

は
1級

・
2級

(た
だ

し
、

2級
⾃

動
⾞

シ
ャ

シ
整

備
⼠

の
み

を
除

き
ま

す
が

、
)い

ず
れ

か
の

資
格

を
保

有
し

た
う

え
で

、
所

定
の

研
修

を
受

講
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

次
に

、
「

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

~デ
ィ

ー
ラ

ー
の

場
合

~」
に

つ
い

て
説

明
し

ま
す

。
こ

れ
ま

で
に

法
令

上
で

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
に

つ
い

て
は

説
明

し
ま

し
た

が
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
は

所
属

組
織

の
考

え
⽅

に
よ

っ
て

も
変

わ
り

ま
す

。
新

⾞
・

中
古

⾞
デ

ィ
ー

ラ
ー

の
場

合
に

お
い

て
、

販
売

部
⾨

へ
の

配
置

転
換

や
メ

カ
ニ

ッ
ク

業
務

と
の

兼
任

と
い

う
ケ

ー
ス

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

よ
う

な
場

合
に

お
い

て
も

、
⾃

ら
の

知
識

を
活

か
し

販
売

成
績

を
伸

ば
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

な
ど

に
よ

る
報

酬
UP

や
昇

進
な

ど
も

可
能

で
す

。
ま

た
、

⼤
⼿

で
は

難
し

い
で

し
ょ

う
が

中
⼩

の
事

業
者

の
場

合
は

、
ク

ル
マ

に
対

す
る

深
い

造
詣

を
買

わ
れ

経
営

メ
ン

バ
ー

に
抜

擢
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

就
職

の
際

に
は

、
組

織
で

ど
の

よ
う

な
役

職
が

あ
り

、
そ

の
役

職
ま

で
の

道
の

り
を

知
っ

て
お

く
こ

と
も

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
決

め
て

い
く

の
に

役
に

⽴
ち

ま
す

の
で

、
ぜ

ひ
確

認
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

最
後

は
、

「
上

級
整

備
⼠

の
試

験
と

は
?」

と
い

う
ト

ピ
ッ

ク
で

す
。

等
級

に
関

わ
ら

ず
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
資

格
を

取
得

す
る

に
は

努
⼒

が
必

要
で

す
が

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

し
っ

か
り

と
組

ま
れ

た
学

校
で

勉
学

に
励

め
ば

、
ハ

ー
ド

ル
が

極
端

に
⾼

い
国

家
資

格
と

い
う

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ま
た

、
3級

・
2級

整
備

⼠
と

し
て

⽇
々

の
業

務
を

こ
な

し
研

鑽
を

積
む

こ
と

に
よ

っ
て

、
多

く
の

知
識

や
⾼

い
技

術
⼒

が
⾝

に
付

い
て

い
き

、
上

級
の

整
備

⼠
資

格
取

得
に

も
つ

な
が

り
ま

す
。

積
極

的
に

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

⽬
指

し
て

く
だ

さ
い

。

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
②

‒⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
−

〜
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
〜

■
明
確
な
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
が
⼤
切

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
限

ら
ず

、
社

会
⼈

と
し

て
明

確
な

「
キ

ャ
リ

ア
ビ

ジ
ョ

ン
」

を
持

つ
こ

と
が

⼤
切

で
す

。

■
⾃
動
⾞
整
備
⼠
の
キ
ャ
リ
ア
の
価
値

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

知
識

や
経

験
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

だ
け

で
な

く
、

社
会

⽣
活

の
中

の
様

々
な

場
⾯

で
も

役
⽴

ち
ま

す
。

⾃
動

⾞
ビ

ジ
ネ

ス
が

経
済

を
⽀

え
る

⽇
本

で
は

、
整

備
⼠

の
資

格
を

持
つ

こ
と

で
有

利
に

な
る

こ
と

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

▼
独
⽴
が
夢
な
ら
整
備
主
任
者
を
⽬
指
そ
う

整
備

主
任

者
と

し
て

の
開

業
は

、
分

解
整

備
が

可
能

な
指

定
・

認
定

⼯
場

へ
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
が

容
易

と
な

る
た

め
、

事
業

を
安

定
さ

せ
る

近
道

に
な

り
ま

す
。

こ
こ

で
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

ビ
ジ

ョ
ン

に
つ

い
て

学
ん

で
い

き
ま

す
。

ま
ず

、
「

明
確

な
キ

ャ
リ

ア
ビ

ジ
ョ

ン
を

持
つ

こ
と

が
⼤

切
」

で
す

。
ど

ん
な

仕
事

で
も

そ
う

で
す

が
、

明
確

な
「

キ
ャ

リ
ア

ビ
ジ

ョ
ン

」
を

持
っ

て
い

な
い

と
、

社
会

⼈
・

企
業

⼈
と

し
て

成
⻑

や
成

功
す

る
こ

と
は

難
し

い
で

し
ょ

う
。

組
織

の
中

で
の

存
在

感
を

上
げ

、
「

総
合

職
」

を
狙

う
の

か
、

1級
整

備
⼠

や
⾃

動
⾞

検
査

⼠
と

い
っ

た
「

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
」

に
な

る
の

か
、

⾃
ら

が
⽬

指
す

キ
ャ

リ
ア

を
早

い
段

階
で

決
め

る
こ

と
が

⼤
切

で
す

。
特

に
、

将
来

的
に

独
⽴

し
⾃

分
で

整
備

⼯
場

を
⽴

ち
上

げ
る

夢
を

持
っ

て
い

る
⽅

は
、

ク
ル

マ
に

関
す

る
知

識
や

整
備

技
術

向
上

だ
け

で
は

な
く

、
組

織
に

属
し

て
い

る
う

ち
に

開
業

資
⾦

を
し

っ
か

り
貯

め
た

う
え

で
、

経
営

ノ
ウ

ハ
ウ

を
可

能
な

限
り

吸
収

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
に

な
り

ま
す

。

次
に

、
「

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
の

価
値

」
に

つ
い

て
説

明
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

や
り

が
い

や
達

成
感

を
味

わ
え

る
、

⾮
常

に
有

意
義

で
社

会
貢

献
度

も
⾼

い
仕

事
で

す
が

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

す
る

に
は

強
い

向
上

⼼
と

継
続

⼒
が

必
要

で
す

。
場

合
に

よ
っ

て
は

、
転

職
を

視
野

に
⼊

れ
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

で
し

ょ
う

。
そ

れ
で

も
、

転
職

先
で

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

⽬
指

す
に

し
ろ

、
業

種
を

変
更

す
る

に
し

ろ
、

毎
⽇

の
研

鑽
と

努
⼒

が
無

駄
に

な
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

整
備

を
含

め
た

⾃
動

⾞
ビ

ジ
ネ

ス
は

⽇
本

経
済

の
⼤

⿊
柱

で
あ

る
た

め
、

等
級

に
関

わ
ら

ず
国

家
資

格
を

所
有

し
て

い
る

だ
け

で
も

、
社

会
⽣

活
の

中
の

様
々

な
場

⾯
で

役
⽴

ち
ま

す
。

⼤
変

な
仕

事
で

も
、

⾃
分

の
糧

に
な

る
こ

と
を

信
じ

、
今

⾃
分

に
で

き
る

こ
と

か
ら

少
し

ず
つ

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
い

き
ま

し
ょ

う
。

最
後

は
、

「
独

⽴
が

夢
な

ら
整

備
主

任
者

を
⽬

指
す

そ
う

」
と

い
う

ト
ピ

ッ
ク

で
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

、
⾃

ら
シ

ョ
ッ

プ
を

⽴
ち

上
げ

れ
ば

、
組

織
に

属
し

て
い

た
時

よ
り

も
多

く
の

収
⼊

を
得

る
こ

と
も

可
能

で
す

が
、

戦
国

時
代

に
突

⼊
し

て
い

る
整

備
業

界
で

⽣
き

残
り

、
か

つ
成

功
を

収
め

る
の

は
必

ず
し

も
容

易
な

こ
と

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

⾃
ら

整
備

主
任

者
を

取
得

し
て

開
業

し
た

場
合

、
分

解
整

備
が

可
能

な
指

定
・

認
定

⼯
場

へ
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
が

容
易

と
な

る
た

め
、

事
業

を
安

定
さ

せ
る

近
道

に
な

り
ま

す
。

独
⽴

を
⽬

指
す

際
に

最
も

必
要

と
な

る
キ

ャ
リ

ア
は

「
整

備
主

任
者

」
で

す
が

、
仮

に
所

属
先

で
任

命
さ

れ
て

い
な

く
と

も
、

陸
運

局
に

届
け

れ
ば

す
ぐ

に
就

任
可

能
で

す
。

い
ず

れ
に

し
て

も
、

独
⽴

す
る

た
め

に
は

資
⾦

と
努

⼒
、

そ
れ

に
加

え
て

専
⾨

知
識

と
優

れ
た

整
備

⼒
も

必
要

と
な

り
ま

す
。
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職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

①

‒⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
役

割
・

意
義

と
職

種
を

知
る

−

〜
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
仕

事
〜

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

①
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
意

義
と

職
種

を
知

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
仕

事
の

解
答

・
解

説
で

す
。

⾃
動

⾞
の

安
全

性
を

維
持

す
る

上
で

重
要

か
つ

⽋
か

せ
な

い
存

在
と

⾔
え

る
。

問
題

正
解

〇

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

の
安

全
性

を
維

持
す

る
上

で
重

要
か

つ
⽋

か
せ

な
い

存
在

と
⾔

え
る

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
〇

で
す

。
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解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
、

⾝
に

付
け

た
専

⾨
的

な
知

識
・

経
験

・
技

術
を

駆
使

し
ま

す
。

ま
ず

、
⾃

動
⾞

の
あ

ら
ゆ

る
部

分
を

点
検

す
る

こ
と

に
よ

り
不

具
合

の
種

や
故

障
箇

所
な

ど
を

逃
さ

ず
⾒

つ
け

ま
す

。
そ

し
て

、
適

切
に

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

・
整

備
・

部
品

交
換

を
施

し
ま

す
。

特
に

、
道

路
交

通
法

に
基

づ
き

実
施

さ
れ

る
試

験
に

合
格

し
た

国
家

資
格

を
有

す
る

整
備

⼠
は

、
ブ

レ
ー

キ
の

分
解

な
ど

不
⼿

際
が

あ
る

と
交

通
事

故
に

つ
な

が
る

作
業

を
担

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
⾃

動
⾞

の
安

全
性

を
維

持
す

る
上

で
重

要
か

つ
⽋

か
せ

な
い

存
在

と
⾔

え
ま

す
。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
、

⾝
に

付
け

た
専

⾨
的

な
知

識
・

経
験

・
技

術
を

駆
使

し
ま

す
。

ま
ず

、
⾃

動
⾞

の
あ

ら
ゆ

る
部

分
を

点
検

す
る

こ
と

に
よ

り
不

具
合

の
種

や
故

障
箇

所
な

ど
を

逃
さ

ず
⾒

つ
け

ま
す

。
そ

し
て

、
適

切
に

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

・
整

備
・

部
品

交
換

を
施

し
ま

す
。

特
に

、
道

路
交

通
法

に
基

づ
き

実
施

さ
れ

る
試

験
に

合
格

し
た

国
家

資
格

を
有

す
る

整
備

⼠
は

、
ブ

レ
ー

キ
の

分
解

な
ど

不
⼿

際
が

あ
る

と
交

通
事

故
に

つ
な

が
る

作
業

を
担

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
⾃

動
⾞

の
安

全
性

を
維

持
す

る
上

で
重

要
か

つ
⽋

か
せ

な
い

存
在

と
⾔

え
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
働

く
場

所
は

、
中

古
⾞

販
売

店
だ

け
で

あ
る

。

問
題

正
解

×

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

働
く

場
所

は
、

中
古

⾞
販

売
店

だ
け

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

×
で

す
。
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解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
活

躍
す

る
舞

台
は

、
中

古
⾞

販
売

店
だ

け
で

な
く

、
国

内
外

の
新

⾞
デ

ィ
ー

ラ
ー

や
カ

ー
⽤

品
の

チ
ェ

ー
ン

店
、

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

な
ど

多
岐

に
わ

た
り

ま
す

。
取

得
し

た
資

格
の

等
級

と
経

験
に

応
じ

、
様

々
な

仕
事

を
割

り
振

ら
れ

ま
す

。
た

と
え

ば
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
⾞

検
・

法
定

点
検

・
整

備
だ

け
で

は
な

く
、

在
庫

⾞
管

理
や

販
売

業
務

な
ど

を
兼

任
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

活
躍

す
る

舞
台

は
、

中
古

⾞
販

売
店

だ
け

で
な

く
、

国
内

外
の

新
⾞

デ
ィ

ー
ラ

ー
や

カ
ー

⽤
品

の
チ

ェ
ー

ン
店

、
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
な

ど
多

岐
に

わ
た

り
ま

す
。

取
得

し
た

資
格

の
等

級
と

経
験

に
応

じ
、

様
々

な
仕

事
を

割
り

振
ら

れ
ま

す
。

た
と

え
ば

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
や

⾞
検

・
法

定
点

検
・

整
備

だ
け

で
は

な
く

、
在

庫
⾞

管
理

や
販

売
業

務
な

ど
を

兼
任

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

①

‒⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
役

割
・

意
義

と
職

種
を

知
る

−

〜
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

職
場

〜

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

①
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
意

義
と

職
種

を
知

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

職
場

の
解

答
・

解
説

で
す

。
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分
解

整
備

と
は

、
消

耗
品

の
チ

ェ
ッ

ク
と

適
時

交
換

を
⾏

う
仕

事
で

あ
る

。

問
題

正
解

×

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
分

解
整

備
と

は
、

消
耗

品
の

チ
ェ

ッ
ク

と
適

時
交

換
を

⾏
う

仕
事

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
×

で
す

。

解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
業

務
と

し
て

は
、

会
社

や
⼯

場
の

規
模

、
指

定
・

認
証

の
認

可
有

無
に

よ
っ

て
、

担
う

仕
事

範
囲

は
異

な
り

ま
す

が
、

⼤
き

く
分

類
す

る
と

以
下

の
3つ

が
そ

れ
に

あ
た

り
ま

す
。

「
点

検
整

備
」

法
定

点
検

や
⾞

検
が

そ
れ

に
あ

た
り

、
消

耗
品

の
チ

ェ
ッ

ク
と

適
時

交
換

を
⾏

う
仕

事
。

「
緊

急
整

備
」

急
を

要
す

る
故

障
・

事
故

発
⽣

時
の

修
理

・
整

備
を

⾏
う

こ
と

。
「

分
解

整
備

」
エ

ン
ジ

ン
・

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ブ
レ

ー
キ

な
ど

、
メ

カ
ニ

カ
ル

な
部

分
を

分
解

し
、

不
具

合
箇

所
を

整
備

・
交

換
す

る
仕

事
。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
業

務
と

し
て

は
、

会
社

や
⼯

場
の

規
模

、
指

定
・

認
証

の
認

可
有

無
に

よ
っ

て
、

担
う

仕
事

範
囲

は
異

な
り

ま
す

が
、

⼤
き

く
分

類
す

る
と

以
下

の
3つ

が
そ

れ
に

あ
た

り
ま

す
。

ま
ず

、
「

点
検

整
備

」
は

、
法

定
点

検
や

⾞
検

が
そ

れ
に

あ
た

り
、

消
耗

品
の

チ
ェ

ッ
ク

と
適

時
交

換
を

⾏
う

仕
事

で
す

。
次

に
、

「
緊

急
整

備
」

は
、

急
を

要
す

る
故

障
・

事
故

発
⽣

時
の

修
理

・
整

備
を

⾏
う

こ
と

で
す

。
そ

し
て

、
「

分
解

整
備

」
は

、
エ

ン
ジ

ン
・

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ブ
レ

ー
キ

な
ど

、
メ

カ
ニ

カ
ル

な
部

分
を

分
解

し
、

不
具

合
箇

所
を

整
備

・
交

換
す

る
仕

事
で

す
。
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国
家

資
格

を
有

す
る

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
活

躍
す

る
舞

台
は

⾮
常

に
幅

広
い

。

問
題

正
解

○

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
国

家
資

格
を

有
す

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

活
躍

す
る

舞
台

は
⾮

常
に

幅
広

い
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。

解
説

国
家

資
格

を
有

す
る

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
活

躍
す

る
舞

台
は

⾮
常

に
幅

広
い

と
⾔

え
ま

す
。

デ
ィ

ー
ラ

ー
や

中
古

⾞
店

で
は

ク
ル

マ
に

関
す

る
豊

富
な

知
識

を
活

か
し

、
セ

ー
ル

ス
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
と

し
て

営
業

部
⾨

へ
進

む
ケ

ー
ス

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
整

備
⼯

場
以

外
に

努
め

て
い

る
整

備
⼠

も
多

く
、

主
だ

っ
た

と
こ

ろ
を

挙
げ

る
と

、
運

送
会

社
・

⼤
⼿

企
業

の
⾞

両
管

理
部

、
レ

ー
ス

チ
ー

ム
航

空
会

社
、

保
険

会
社

な
ど

、
多

岐
に

わ
た

り
ま

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
国

家
資

格
を

有
す

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

活
躍

す
る

舞
台

は
⾮

常
に

幅
広

い
と

⾔
え

ま
す

。
デ

ィ
ー

ラ
ー

や
中

古
⾞

店
で

は
ク

ル
マ

に
関

す
る

豊
富

な
知

識
を

活
か

し
、

セ
ー

ル
ス

・
エ

ン
ジ

ニ
ア

と
し

て
営

業
部

⾨
へ

進
む

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

整
備

⼯
場

以
外

に
努

め
て

い
る

整
備

⼠
も

多
く

、
主

だ
っ

た
と

こ
ろ

を
挙

げ
る

と
、

運
送

会
社

・
⼤

⼿
企

業
の

⾞
両

管
理

部
、

レ
ー

ス
チ

ー
ム

航
空

会
社

、
保

険
会

社
な

ど
、

多
岐

に
わ

た
り

ま
す

。
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職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

①

‒⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
役

割
・

意
義

と
職

種
を

知
る

−

〜
⾃

動
⾞

整
備

を
め

ぐ
る

社
会

の
動

き
〜

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

①
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
意

義
と

職
種

を
知

る
⾃

動
⾞

整
備

を
め

ぐ
る

社
会

の
動

き
の

解
答

・
解

説
で

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

業
界

に
お

い
て

も
⽇

本
で

は
⼈

材
不

⾜
に

な
っ

て
い

る
。

問
題

正
解

〇

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
業

界
に

お
い

て
も

⽇
本

で
は

⼈
材

不
⾜

に
な

っ
て

い
る

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
〇

で
す

。
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解
説

「
⾃

動
⾞

整
備

⽩
書

」
に

よ
れ

ば
、

整
備

事
業

場
の

約
50

%
が

整
備

が
不

⾜
し

て
い

る
と

い
う

結
果

が
出

て
い

ま
す

。
ま

た
、

全
体

の
約

10
%

は
事

業
に

⽀
障

を
き

た
す

ほ
ど

メ
カ

ニ
ッ

ク
が

不
⾜

し
て

い
る

と
感

じ
て

い
ま

す
。

ク
ル

マ
社

会
の

安
全

を
脅

か
し

か
ね

な
い

事
態

と
し

て
、

整
備

⼠
不

⾜
は

深
刻

な
社

会
問

題
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

事
態

を
重

く
⾒

た
国

⼟
交

通
省

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼈
材

確
保

・
育

成
推

進
協

議
会

」
を

発
⾜

さ
せ

ま
し

た
。

整
備

⼠
の

休
暇

確
保

や
作

業
環

境
の

安
全

性
向

上
、

労
働

環
境

全
般

や
待

遇
改

善
な

ど
を

⽬
指

し
活

動
を

続
け

て
い

ま
す

。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

「
⾃

動
⾞

整
備

⽩
書

」
に

よ
れ

ば
、

整
備

事
業

場
の

約
50

%
が

整
備

が
不

⾜
し

て
い

る
と

い
う

結
果

が
出

て
い

ま
す

。
ま

た
、

全
体

の
約

10
%

は
事

業
に

⽀
障

を
き

た
す

ほ
ど

メ
カ

ニ
ッ

ク
が

不
⾜

し
て

い
る

と
感

じ
て

い
ま

す
。

ク
ル

マ
社

会
の

安
全

を
脅

か
し

か
ね

な
い

事
態

と
し

て
、

整
備

⼠
不

⾜
は

深
刻

な
社

会
問

題
に

な
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

事
態

を
重

く
⾒

た
国

⼟
交

通
省

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼈
材

確
保

・
育

成
推

進
協

議
会

」
を

発
⾜

さ
せ

ま
し

た
。

整
備

⼠
の

休
暇

確
保

や
作

業
環

境
の

安
全

性
向

上
、

労
働

環
境

全
般

や
待

遇
改

善
な

ど
を

⽬
指

し
活

動
を

続
け

て
い

ま
す

。

知
識

と
整

備
技

術
を

⾝
に

付
け

た
「

専
⾨

メ
カ

ニ
ッ

ク
」

の
育

成
や

職
務

の
細

分
化

が
急

務
に

な
っ

て
い

る
。

問
題

正
解

〇

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
知

識
と

整
備

技
術

を
⾝

に
付

け
た

「
専

⾨
メ

カ
ニ

ッ
ク

」
の

育
成

や
職

務
の

細
分

化
が

急
務

に
な

っ
て

い
る

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
〇

で
す

。
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解
説

以
前

は
、

1⼈
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
、

1台
の

⾞
体

を
担

当
し

点
検

・
整

備
す

る
の

が
基

本
で

し
た

。
し

か
し

、
近

年
は

HV
・

EV
・

⾃
動

運
転

技
術

が
進

化
・

普
及

し
た

こ
と

に
よ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
知

識
と

整
備

技
術

を
⾝

に
付

け
た

「
専

⾨
メ

カ
ニ

ッ
ク

」
の

育
成

や
職

務
の

細
分

化
が

急
務

に
な

っ
て

い
ま

す
。

た
と

え
ば

、
E 

Vの
電

⼦
制

御
シ

ス
テ

ム
を

専
⾨

的
に

点
検

・
整

備
す

る
職

種
の

よ
う

に
、

今
後

ま
す

ま
す

整
備

⼠
の

専
⾨

性
は

向
上

し
て

い
く

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
以

前
は

、
1⼈

の
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

、
1台

の
⾞

体
を

担
当

し
点

検
・

整
備

す
る

の
が

基
本

で
し

た
。

し
か

し
、

近
年

は
HV

・
EV

・
⾃

動
運

転
技

術
が

進
化

・
普

及
し

た
こ

と
に

よ
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

知
識

と
整

備
技

術
を

⾝
に

付
け

た
「

専
⾨

メ
カ

ニ
ッ

ク
」

の
育

成
や

職
務

の
細

分
化

が
急

務
に

な
っ

て
い

ま
す

。
た

と
え

ば
、

E 
Vの

電
⼦

制
御

シ
ス

テ
ム

を
専

⾨
的

に
点

検
・

整
備

す
る

職
種

の
よ

う
に

、
今

後
ま

す
ま

す
整

備
⼠

の
専

⾨
性

は
向

上
し

て
い

く
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

②

‒社
会

の
動

き
と

⾃
動

⾞
整

備
⼠

業
界

の
動

向
を

知
る

−

〜
⾃

動
⾞

整
備

業
界

の
動

向
〜

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

②
社

会
の

動
き

と
⾃

動
⾞

整
備

⼠
業

界
の

動
向

を
知

る
⾃

動
⾞

整
備

業
界

の
動

向
の

解
答

・
解

説
で

す
。
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国
⼟

交
通

省
が

公
開

し
て

い
る

デ
ー

タ
に

よ
れ

ば
、

認
証

⼯
場

の
総

数
は

増
え

て
い

る
が

、
⾃

動
⾞

整
備

業
全

体
の

売
上

⾼
は

年
々

減
少

傾
向

で
あ

る
。

問
題

正
解

○

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
国

⼟
交

通
省

が
公

開
し

て
い

る
デ

ー
タ

に
よ

れ
ば

、
認

証
⼯

場
の

総
数

は
増

え
て

い
る

が
、

⾃
動

⾞
整

備
業

全
体

の
売

上
⾼

は
年

々
減

少
傾

向
で

あ
る

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
〇

で
す

。

解
説

国
⼟

交
通

省
が

公
開

し
て

い
る

デ
ー

タ
に

よ
れ

ば
、

認
証

⼯
場

の
総

数
は

微
増

し
て

い
る

⼀
⽅

、
⾃

動
⾞

整
備

業
全

体
の

売
上

⾼
は

平
成

18
年

度
を

ピ
ー

ク
に

、
年

々
減

少
傾

向
を

⽰
し

て
い

ま
す

。
つ

ま
り

、
⾃

動
⾞

が
故

障
し

に
く

く
な

っ
た

こ
と

や
、

若
者

の
⾞

離
れ

の
影

響
で

縮
⼩

し
た

市
場

を
、

多
く

の
事

業
者

が
奪

い
合

う
「

戦
国

時
代

」
に

整
備

業
界

は
突

⼊
し

た
の

で
す

。
そ

の
結

果
、

整
備

事
業

者
は

CS
(顧

客
満

⾜
度

)を
⾼

め
る

こ
と

に
加

え
、

待
遇

改
善

や
働

き
⽅

改
⾰

な
ど

ES
(従

業
員

満
⾜

度
)向

上
に

よ
る

、
求

職
者

増
加

・
離

職
者

減
少

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

国
⼟

交
通

省
が

公
開

し
て

い
る

デ
ー

タ
に

よ
れ

ば
、

認
証

⼯
場

の
総

数
は

微
増

し
て

い
る

⼀
⽅

、
⾃

動
⾞

整
備

業
全

体
の

売
上

⾼
は

平
成

18
年

度
を

ピ
ー

ク
に

、
年

々
減

少
傾

向
を

⽰
し

て
い

ま
す

。
つ

ま
り

、
⾃

動
⾞

が
故

障
し

に
く

く
な

っ
た

こ
と

や
、

若
者

の
⾞

離
れ

の
影

響
で

縮
⼩

し
た

市
場

を
、

多
く

の
事

業
者

が
奪

い
合

う
「

戦
国

時
代

」
に

整
備

業
界

は
突

⼊
し

た
の

で
す

。
そ

の
結

果
、

整
備

事
業

者
は

CS
(顧

客
満

⾜
度

)を
⾼

め
る

こ
と

に
加

え
、

待
遇

改
善

や
働

き
⽅

改
⾰

な
ど

ES
(従

業
員

満
⾜

度
)向

上
に

よ
る

、
求

職
者

増
加

・
離

職
者

減
少

が
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
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H
V
・

EV
化

や
⾃

動
運

転
に

関
す

る
知

識
習

得
や

技
術

研
鑽

を
励

む
こ

と
で

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

可
能

性
は

広
が

る
。

問
題

正
解

〇

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
HV

・
EV

化
や

⾃
動

運
転

に
関

す
る

知
識

習
得

や
技

術
研

鑽
を

励
む

こ
と

で
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

の
可

能
性

は
広

が
る

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
〇

で
す

。

解
説

整
備

事
業

者
が

CS
を

⾼
め

る
た

め
に

は
、

多
様

化
す

る
ユ

ー
ザ

ー
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

整
備

⼠
確

保
が

絶
対

条
件

で
す

。
⾼

度
な

ス
キ

ル
を

習
得

し
た

整
備

⼠
は

今
後

、
よ

り
業

界
内

で
「

引
く

⼿
あ

ま
た

」
に

な
る

と
予

想
さ

れ
ま

す
。

基
本

ス
キ

ル
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

HV
・

EV
化

や
⾃

動
運

転
に

関
す

る
知

識
習

得
や

技
術

研
鑽

を
励

む
こ

と
で

可
能

性
は

広
が

り
、

や
り

が
い

や
収

⼊
も

UP
し

て
い

き
ま

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
整

備
事

業
者

が
CS

を
⾼

め
る

た
め

に
は

、
多

様
化

す
る

ユ
ー

ザ
ー

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
整

備
⼠

確
保

が
絶

対
条

件
で

す
。

⾼
度

な
ス

キ
ル

を
習

得
し

た
整

備
⼠

は
今

後
、

よ
り

業
界

内
で

「
引

く
⼿

あ
ま

た
」

に
な

る
と

予
想

さ
れ

ま
す

。
基

本
ス

キ
ル

は
も

ち
ろ

ん
の

こ
と

、
HV

・
EV

化
や

⾃
動

運
転

に
関

す
る

知
識

習
得

や
技

術
研

鑽
を

励
む

こ
と

で
可

能
性

は
広

が
り

、
や

り
が

い
や

収
⼊

も
UP

し
て

い
き

ま
す

。
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職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
意

識
①

‒組
織

・
社

会
の

⼀
員

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

を
知

る
−

〜
社

会
的

責
任

を
担

う
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

⼼
構

え
①

〜

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
意

識
①

組
織

・
社

会
の

⼀
員

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

を
知

る
社

会
的

責
任

を
担

う
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

⼼
構

え
①

の
解

答
・

解
説

で
す

。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
ク

ル
マ

と
い

う
精

密
機

械
の

健
康

、
つ

ま
り

安
全

を
維

持
す

る
「

カ
ー

ド
ク

タ
ー

」
と

い
う

⼼
構

え
を

常
に

持
っ

て
お

く
べ

き
で

あ
る

。

問
題

正
解

〇

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

ク
ル

マ
と

い
う

精
密

機
械

の
健

康
、

つ
ま

り
安

全
を

維
持

す
る

「
カ

ー
ド

ク
タ

ー
」

と
い

う
⼼

構
え

を
常

に
持

っ
て

お
く

べ
き

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。
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解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
仕

事
は

体
⼒

が
必

要
で

す
。

特
に

新
⼈

や
⾒

習
い

の
頃

は
⽐

較
的

容
易

で
単

純
な

作
業

し
か

任
せ

て
も

ら
え

な
い

こ
と

も
多

い
た

め
、

⾃
分

が
「

作
業

員
」

だ
と

勘
違

い
す

る
⼈

も
い

ま
す

。
し

か
し

、
例

え
ば

パ
ン

ク
修

理
を

ミ
ス

す
る

と
、

事
故

に
直

結
し

か
ね

な
い

重
要

で
⼤

切
な

作
業

で
す

。
も

ち
ろ

ん
、

作
業

員
と

い
う

仕
事

も
組

織
に

お
い

て
⽋

か
せ

な
い

存
在

で
す

が
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
⾞

と
い

う
精

密
機

械
の

健
康

、
つ

ま
り

安
全

を
維

持
す

る
「

カ
ー

ド
ク

タ
ー

」
と

い
う

⼼
構

え
を

常
に

持
っ

て
お

く
べ

き
で

す
。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
仕

事
は

体
⼒

が
必

要
で

す
。

特
に

新
⼈

や
⾒

習
い

の
頃

は
⽐

較
的

容
易

で
単

純
な

作
業

し
か

任
せ

て
も

ら
え

な
い

こ
と

も
多

い
た

め
、

⾃
分

が
「

作
業

員
」

だ
と

勘
違

い
す

る
⼈

も
い

ま
す

。
し

か
し

、
例

え
ば

パ
ン

ク
修

理
を

ミ
ス

す
る

と
、

事
故

に
直

結
し

か
ね

な
い

重
要

で
⼤

切
な

作
業

で
す

。
も

ち
ろ

ん
、

作
業

員
と

い
う

仕
事

も
組

織
に

お
い

て
⽋

か
せ

な
い

存
在

で
す

が
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
ク

ル
マ

と
い

う
精

密
機

械
の

健
康

、
つ

ま
り

安
全

を
維

持
す

る
「

カ
ー

ド
ク

タ
ー

」
と

い
う

⼼
構

え
を

常
に

持
っ

て
お

く
べ

き
で

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

も
「

企
業

⼈
」

で
あ

る
た

め
、

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
す

る
ほ

ど
⾃

分
が

所
属

し
て

い
る

組
織

の
利

益
確

保
が

⼀
番

重
要

で
あ

る
。

問
題

正
解

×

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
も

「
企

業
⼈

」
で

あ
る

た
め

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

す
る

ほ
ど

⾃
分

が
所

属
し

て
い

る
組

織
の

利
益

確
保

が
⼀

番
重

要
で

あ
る

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
×

で
す

。
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解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
ク

ル
マ

の
安

全
に

関
す

る
全

て
を

担
う

存
在

で
す

。
し

か
も

、
ク

ル
マ

は
⾛

⾏
中

に
整

備
不

良
を

起
こ

す
と

ド
ラ

イ
バ

ー
だ

け
で

は
な

く
、

歩
⾏

者
や

他
の

交
通

を
巻

き
込

む
⼤

き
な

事
故

を
起

こ
し

か
ね

ま
せ

ん
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

も
「

企
業

⼈
」

で
あ

る
た

め
、

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
す

る
ほ

ど
⾃

分
が

所
属

し
て

い
る

組
織

の
利

益
確

保
を

強
く

意
識

す
べ

き
で

す
が

、
そ

れ
以

上
に

交
通

社
会

の
安

全
を

維
持

・
発

展
さ

せ
て

い
る

と
い

う
、

「
社

会
⼈

」
と

し
て

の
強

い
使

命
感

が
必

要
と

な
り

ま
す

。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

ク
ル

マ
の

安
全

に
関

す
る

全
て

を
担

う
存

在
で

す
。

し
か

も
、

ク
ル

マ
は

⾛
⾏

中
に

整
備

不
良

を
起

こ
す

と
ド

ラ
イ

バ
ー

だ
け

で
は

な
く

、
歩

⾏
者

や
他

の
交

通
を

巻
き

込
む

⼤
き

な
事

故
を

起
こ

し
か

ね
ま

せ
ん

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
も

「
企

業
⼈

」
で

あ
る

た
め

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

す
る

ほ
ど

⾃
分

が
所

属
し

て
い

る
組

織
の

利
益

確
保

を
強

く
意

識
す

べ
き

で
す

が
、

そ
れ

以
上

に
交

通
社

会
の

安
全

を
維

持
・

発
展

さ
せ

て
い

る
と

い
う

、
「

社
会

⼈
」

と
し

て
の

強
い

使
命

感
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
意

識
①

‒組
織

・
社

会
の

⼀
員

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

を
知

る
−

〜
社

会
的

責
任

を
担

う
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

⼼
構

え
②

〜

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
意

識
①

組
織

・
社

会
の

⼀
員

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

を
知

る
社

会
的

責
任

を
担

う
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

⼼
構

え
②

の
解

答
・

解
説

で
す

。
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技
術

職
マ

イ
ン

ド
と

は
、

⾃
分

が
持

っ
て

い
る

知
識

と
技

術
を

使
っ

て
⾼

品
質

な
サ

ー
ビ

ス
・

商
品

の
提

供
を

⽬
指

す
職

業
意

識
で

あ
る

。

問
題

正
解

〇

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
技

術
職

マ
イ

ン
ド

と
は

、
⾃

分
が

持
っ

て
い

る
知

識
と

技
術

を
使

っ
て

⾼
品

質
な

サ
ー

ビ
ス

・
商

品
の

提
供

を
⽬

指
す

職
業

意
識

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。

解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
専

⾨
知

識
と

整
備

⼒
を

マ
ス

タ
ー

し
た

エ
ン

ジ
ニ

ア
で

す
。

で
す

か
ら

、
持

つ
べ

き
「

技
術

職
マ

イ
ン

ド
」

に
関

し
て

は
他

業
種

の
商

品
開

発
者

や
、

IT
企

業
に

属
す

る
SE

(シ
ス

テ
ム

エ
ン

ジ
ニ

ア
)な

ど
と

あ
ま

り
変

わ
り

ま
せ

ん
。

技
術

職
マ

イ
ン

ド
と

は
、

⾃
分

が
持

っ
て

い
る

知
識

と
技

術
を

使
っ

て
⾼

品
質

な
サ

ー
ビ

ス
・

商
品

の
提

供
を

⽬
指

す
職

業
意

識
で

す
。

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ピ
リ

ッ
ツ

も
時

に
は

必
要

で
す

が
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
っ

て
の

品
質

と
は

安
全

⾛
⾏

で
き

る
ク

ル
マ

を
提

供
す

る
整

備
⼒

で
す

か
ら

、
挑

戦
で

は
な

く
所

属
組

織
ご

と
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

上
司

・
先

輩
の

指
⽰

、
さ

ら
に

道
路

交
通

法
な

ど
の

法
令

に
則

っ
た

「
確

実
性

」
が

重
視

さ
れ

ま
す

。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
専

⾨
知

識
と

整
備

⼒
を

マ
ス

タ
ー

し
た

エ
ン

ジ
ニ

ア
で

す
。

で
す

か
ら

持
つ

べ
き

「
技

術
職

マ
イ

ン
ド

」
に

関
し

て
は

他
業

種
の

商
品

開
発

者
や

、
IT

企
業

に
属

す
る

SE
(シ

ス
テ

ム
エ

ン
ジ

ニ
ア

)な
ど

と
あ

ま
り

変
わ

り
ま

せ
ん

。
技

術
職

マ
イ

ン
ド

と
は

、
⾃

分
が

持
っ

て
い

る
知

識
と

技
術

を
使

っ
て

⾼
品

質
な

サ
ー

ビ
ス

・
商

品
の

提
供

を
⽬

指
す

職
業

意
識

で
す

。
チ

ャ
レ

ン
ジ

ス
ピ

リ
ッ

ツ
も

時
に

は
必

要
で

す
が

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

っ
て

の
品

質
と

は
安

全
⾛

⾏
で

き
る

ク
ル

マ
を

提
供

す
る

整
備

⼒
で

す
か

ら
、

挑
戦

で
は

な
く

所
属

組
織

ご
と

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
上

司
・

先
輩

の
指

⽰
、

さ
ら

に
道

路
交

通
法

な
ど

の
法

令
に

則
っ

た
「

確
実

性
」

が
重

視
さ

れ
ま

す
。
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新
⼈

の
頃

は
会

社
の

ル
ー

ル
よ

り
も

⾃
分

が
や

り
た

い
こ

と
に

挑
戦

す
る

べ
き

で
あ

る
。

問
題

正
解

×

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
新

⼈
の

頃
は

会
社

の
ル

ー
ル

よ
り

も
⾃

分
が

や
り

た
い

こ
と

に
挑

戦
す

る
べ

き
で

あ
る

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
×

で
す

。

解
説

新
⼈

の
頃

は
既

存
概

念
を

破
る

挑
戦

よ
り

も
、

指
⽰

と
ル

ー
ル

に
従

っ
て

確
実

な
整

備
を

⼼
が

け
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

し
か

し
、

新
た

な
知

識
と

技
術

を
習

得
す

る
チ

ェ
レ

ン
ジ

を
怠

っ
て

い
て

は
、

い
つ

ま
で

た
っ

て
も

多
く

の
仕

事
を

任
せ

ら
れ

ず
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

も
で

き
ま

せ
ん

。
た

だ
、

忙
し

い
業

務
の

合
間

を
縫

っ
て

訓
練

す
る

の
は

⼤
変

で
す

。
そ

の
た

め
、

腕
の

良
い

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
業

界
で

重
宝

さ
れ

ま
す

。
あ

き
ら

め
ず

知
識

や
技

術
の

向
上

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
続

け
れ

ば
、

先
輩

に
追

い
つ

き
追

い
越

す
こ

と
も

可
能

で
す

し
、

交
通

社
会

の
安

全
を

⽀
え

て
い

る
も

や
り

が
い

も
感

じ
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
新

⼈
の

頃
は

既
存

概
念

を
破

る
挑

戦
よ

り
も

、
指

⽰
と

ル
ー

ル
に

従
っ

て
確

実
な

整
備

を
⼼

が
け

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
し

か
し

、
新

た
な

知
識

と
技

術
を

習
得

す
る

チ
ェ

レ
ン

ジ
を

怠
っ

て
い

て
は

、
い

つ
ま

で
た

っ
て

も
多

く
の

仕
事

を
任

せ
ら

れ
ず

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
も

で
き

ま
せ

ん
。

た
だ

、
忙

し
い

業
務

の
合

間
を

縫
っ

て
訓

練
す

る
の

は
⼤

変
で

す
。

そ
の

た
め

、
腕

の
良

い
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

業
界

で
重

宝
さ

れ
ま

す
。

あ
き

ら
め

ず
知

識
や

技
術

の
向

上
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

続
け

れ
ば

、
先

輩
に

追
い

つ
き

追
い

越
す

こ
と

も
可

能
で

す
し

、
交

通
社

会
の

安
全

を
⽀

え
て

い
る

も
や

り
が

い
も

感
じ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
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職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
意

識
②

‒組
織

・
社

会
の

⼀
員

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

を
知

る
−

〜
専

⾨
職

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

〜

職
業

意
識

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
は

何
か

②
組

織
・

社
会

の
⼀

員
と

し
て

の
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

⼼
構

え
を

知
る

専
⾨

職
と

し
て

の
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

⼼
構

え
の

解
答

・
解

説
で

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
技

術
職

で
あ

る
と

同
時

に
、

命
に

関
わ

る
ク

ル
マ

の
安

全
性

を
担

っ
て

い
る

「
専

⾨
職

」
で

あ
る

。問
題

正
解

○

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

技
術

職
で

あ
る

と
同

時
に

、
命

に
関

わ
る

ク
ル

マ
の

安
全

性
を

担
っ

て
い

る
「

専
⾨

職
」

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。
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解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
技

術
職

で
あ

る
と

同
時

に
、

命
に

関
わ

る
ク

ル
マ

の
安

全
性

を
担

っ
て

い
る

「
専

⾨
職

」
で

あ
る

こ
と

を
、

新
⼈

や
⾒

習
い

で
も

強
く

⾃
覚

し
て

お
く

べ
き

で
す

。
国

家
資

格
制

度
が

あ
り

確
実

性
が

重
視

さ
れ

る
の

は
そ

の
た

め
で

す
。

簡
易

な
作

業
だ

か
ら

と
気

を
抜

い
て

し
ま

う
よ

う
な

整
備

⼠
は

、
厳

し
い

⾔
い

⽅
を

す
る

と
「

失
格

」
で

す
。

た
と

え
洗

⾞
で

あ
っ

て
も

、
ク

ル
マ

の
状

態
を

最
終

確
認

す
る

重
要

作
業

と
考

え
、

⽇
頃

の
業

務
に

臨
み

ま
し

ょ
う

。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
技

術
職

で
あ

る
と

同
時

に
、

命
に

関
わ

る
ク

ル
マ

の
安

全
性

を
担

っ
て

い
る

「
専

⾨
職

」
で

あ
る

こ
と

を
、

新
⼈

や
⾒

習
い

で
も

強
く

⾃
覚

し
て

お
く

べ
き

で
す

。
国

家
資

格
制

度
が

あ
り

確
実

性
が

重
視

さ
れ

る
の

は
そ

の
た

め
で

す
。

簡
易

な
作

業
だ

か
ら

と
気

を
抜

い
て

し
ま

う
よ

う
な

整
備

⼠
は

、
厳

し
い

⾔
い

⽅
を

す
る

と
「

失
格

」
で

す
。

た
と

え
洗

⾞
で

あ
っ

て
も

、
ク

ル
マ

の
状

態
を

最
終

確
認

す
る

重
要

作
業

と
考

え
、

⽇
頃

の
業

務
に

臨
み

ま
し

ょ
う

。

オ
イ

ル
交

換
な

ど
の

簡
易

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

で
は

、
ト

ラ
ブ

ル
の

防
⽌

で
は

な
く

、
修

理
す

る
ス

ピ
ー

ド
を

意
識

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

問
題

正
解

×

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
オ

イ
ル

交
換

な
ど

の
簡

易
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
で

は
、

ト
ラ

ブ
ル

の
防

⽌
で

は
な

く
、

修
理

す
る

ス
ピ

ー
ド

を
意

識
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

×
で

す
。
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解
説

ク
ル

マ
は

「
⾛

る
・

曲
が

る
・

⽌
ま

る
」

と
い

う
3要

素
で

成
り

⽴
っ

て
お

り
、

極
端

な
話

を
す

れ
ば

⾛
⾏

に
⽀

障
が

あ
っ

て
も

、
安

全
・

確
実

に
曲

が
り

停
⾞

で
き

れ
ば

、
事

故
発

⽣
リ

ス
ク

は
⼤

幅
に

低
下

し
ま

す
。

そ
の

た
め

、
オ

イ
ル

交
換

な
ど

の
簡

易
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
で

は
、

ト
ラ

ブ
ル

防
⽌

を
意

識
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
ま

た
、

ス
テ

ア
リ

ン
グ

・
ブ

レ
ー

キ
関

連
の

分
解

作
業

や
、

⾞
検

整
備

を
⼿

掛
け

る
際

は
、

「
⼤

切
な

命
を

預
か

っ
て

い
る

」
と

い
う

強
い

⼼
構

え
を

持
つ

べ
き

で
す

。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
ク

ル
マ

は
「

⾛
る

・
曲

が
る

・
⽌

ま
る

」
と

い
う

3要
素

で
成

り
⽴

っ
て

お
り

、
極

端
な

話
を

す
れ

ば
⾛

⾏
に

⽀
障

が
あ

っ
て

も
、

安
全

・
確

実
に

曲
が

り
停

⾞
で

き
れ

ば
、

事
故

発
⽣

リ
ス

ク
は

⼤
幅

に
低

下
し

ま
す

。
そ

の
た

め
、

オ
イ

ル
交

換
な

ど
の

簡
易

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

で
は

、
ト

ラ
ブ

ル
防

⽌
を

意
識

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

ま
た

、
ス

テ
ア

リ
ン

グ
・

ブ
レ

ー
キ

関
連

の
分

解
作

業
や

、
⾞

検
整

備
を

⼿
掛

け
る

際
は

、
「

⼤
切

な
命

を
預

か
っ

て
い

る
」

と
い

う
強

い
⼼

構
え

を
持

つ
べ

き
で

す
。

職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
必

要
な

能
⼒

①
‒チ

ー
ム

ワ
ー

ク
で

働
く

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
習

得
す

る
べ

き
能

⼒
を

考
え

る
−

〜
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
〜

職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
必

要
な

能
⼒

①
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
で

働
く

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
習

得
す

る
べ

き
能

⼒
を

考
え

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
の

解
答

・
解

説
で

す
。
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⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
は

ユ
ー

ザ
ー

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
は

必
要

な
い

。

問
題

正
解

×

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
に

は
ユ

ー
ザ

ー
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
⼒

は
必

要
な

い
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

×
で

す
。

解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
は

ユ
ー

ザ
ー

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
も

必
要

と
さ

れ
ま

す
。

そ
の

た
め

「
サ

ー
ビ

ス
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
」

と
呼

ば
れ

る
こ

と
も

多
い

で
す

。
し

か
し

、
⾞

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
・

整
備

に
は

コ
ス

ト
が

発
⽣

す
る

こ
と

か
ら

、
⼀

般
ユ

ー
ザ

ー
は

な
か

な
か

⾸
を

縦
に

振
っ

て
く

れ
な

い
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
で

す
か

ら
、

危
険

度
の

⾼
い

不
具

合
ほ

ど
専

⾨
⽤

語
を

使
⽤

せ
ず

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
、

適
切

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
と

整
備

の
必

要
性

を
伝

え
る

能
⼒

を
⾝

に
付

け
ま

し
ょ

う
。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
は

ユ
ー

ザ
ー

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
も

必
要

と
さ

れ
ま

す
。

そ
の

た
め

「
サ

ー
ビ

ス
・

エ
ン

ジ
ニ

ア
」

と
呼

ば
れ

る
こ

と
も

多
い

で
す

。
し

か
し

、
⾞

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
・

整
備

に
は

コ
ス

ト
が

発
⽣

す
る

こ
と

か
ら

、
⼀

般
ユ

ー
ザ

ー
は

な
か

な
か

⾸
を

縦
に

振
っ

て
く

れ
な

い
こ

と
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
で

す
か

ら
、

危
険

度
の

⾼
い

不
具

合
ほ

ど
専

⾨
⽤

語
を

使
⽤

せ
ず

わ
か

り
や

す
く

説
明

し
、

適
切

な
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
と

整
備

の
必

要
性

を
伝

え
る

能
⼒

を
⾝

に
付

け
ま

し
ょ

う
。
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⾞
の

異
常

を
⾒

逃
さ

な
い

た
め

に
も

⾞
と

会
話

で
き

る
く

ら
い

、
経

験
を

積
ん

で
訓

練
を

繰
り

返
す

こ
と

が
⼤

事
で

あ
る

。

問
題

正
解

〇

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾞

の
異

常
を

⾒
逃

さ
な

い
た

め
に

も
⾞

と
会

話
で

き
る

く
ら

い
、

経
験

を
積

ん
で

訓
練

を
繰

り
返

す
こ

と
が

⼤
事

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。

解
説

点
検

機
材

に
よ

っ
て

明
ら

か
な

異
常

数
値

が
出

て
い

た
り

、
⼤

き
な

⾳
が

発
⽣

し
て

い
る

場
合

は
と

も
か

く
、

何
も

⾔
葉

を
発

さ
な

い
ク

ル
マ

の
異

常
を

漏
ら

さ
ず

察
知

す
る

こ
と

は
数

段
難

し
い

も
の

で
す

。
ベ

テ
ラ

ン
の

メ
カ

ニ
ッ

ク
に

な
る

と
ボ

ン
ネ

ッ
ト

を
開

け
エ

ン
ジ

ン
内

部
を

⾒
た

だ
け

で
、

⼀
種

の
「

直
感

」
が

働
き

異
常

を
⾒

つ
け

ら
れ

る
ケ

ー
ス

が
あ

り
ま

す
。

経
験

を
積

み
訓

練
を

繰
り

返
す

こ
と

で
⾝

に
付

く
能

⼒
で

す
が

、
ト

ッ
プ

ク
ラ

ス
の

整
備

⼠
を

⽬
指

す
な

ら
、

ク
ル

マ
と

会
話

で
き

る
域

ま
で

研
鑽

を
積

み
ま

し
ょ

う
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
点

検
機

材
に

よ
っ

て
明

ら
か

な
異

常
数

値
が

出
て

い
た

り
、

⼤
き

な
⾳

が
発

⽣
し

て
い

る
場

合
は

と
も

か
く

、
何

も
⾔

葉
を

発
さ

な
い

ク
ル

マ
の

異
常

を
漏

ら
さ

ず
察

知
す

る
こ

と
は

数
段

難
し

い
も

の
で

す
。

ベ
テ

ラ
ン

の
メ

カ
ニ

ッ
ク

に
な

る
と

ボ
ン

ネ
ッ

ト
を

開
け

エ
ン

ジ
ン

内
部

を
⾒

た
だ

け
で

、
⼀

種
の

「
直

感
」

が
働

き
異

常
を

⾒
つ

け
ら

れ
る

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。
経

験
を

積
み

訓
練

を
繰

り
返

す
こ

と
で

⾝
に

付
く

能
⼒

で
す

が
、

ト
ッ

プ
ク

ラ
ス

の
整

備
⼠

を
⽬

指
す

な
ら

、
ク

ル
マ

と
会

話
で

き
る

域
ま

で
研

鑽
を

積
み

ま
し

ょ
う

。
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職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
必

要
な

能
⼒

①
‒チ

ー
ム

ワ
ー

ク
で

働
く

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
習

得
す

る
べ

き
能

⼒
を

考
え

る
−

〜
⾃

動
⾞

整
備

⼠
に

お
け

る
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
〜

職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
必

要
な

能
⼒

①
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
で

働
く

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
習

得
す

る
べ

き
能

⼒
を

考
え

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
に

お
け

る
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

解
答

・
解

説
で

す
。

新
⼈

の
頃

は
指

⽰
や

指
導

内
容

を
理

解
す

る
「

ヒ
ヤ

リ
ン

グ
能

⼒
」

が
⼤

切
で

あ
る

。

問
題

正
解

〇

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
新

⼈
の

頃
は

指
⽰

や
指

導
内

容
を

理
解

す
る

「
ヒ

ヤ
リ

ン
グ

能
⼒

」
が

⼤
切

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。
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解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
、

1⼈
で

作
業

を
進

め
る

こ
と

も
多

い
職

業
で

す
が

、
組

織
⼈

と
し

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
も

⼤
切

で
す

。
新

⼈
の

頃
は

指
⽰

や
指

導
内

容
を

理
解

す
る

「
ヒ

ヤ
リ

ン
グ

能
⼒

」
が

⼤
切

で
す

。
ま

た
、

交
通

社
会

の
安

全
を

担
っ

て
い

る
以

上
、

わ
か

ら
な

い
・

で
き

な
い

こ
と

を
隠

し
、

不
確

実
な

状
態

で
整

備
し

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

熟
練

メ
カ

ニ
ッ

ク
に

そ
の

旨
を

報
告

・
相

談
す

る
、

「
素

直
さ

・
正

直
さ

」
を

持
つ

こ
と

が
⼤

切
で

す
。

「
報

・
連

・
相

」
を

⼼
が

け
る

こ
と

こ
そ

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

へ
の

近
道

と
な

り
ま

す
。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
、

1⼈
で

作
業

を
進

め
る

こ
と

も
多

い
職

業
で

す
が

、
組

織
⼈

と
し

て
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
も

⼤
切

で
す

。
新

⼈
の

頃
は

指
⽰

や
指

導
内

容
を

理
解

す
る

「
ヒ

ヤ
リ

ン
グ

能
⼒

」
が

⼤
切

で
す

。
ま

た
、

交
通

社
会

の
安

全
を

担
っ

て
い

る
以

上
、

わ
か

ら
な

い
・

で
き

な
い

こ
と

を
隠

し
、

不
確

実
な

状
態

で
整

備
し

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

熟
練

メ
カ

ニ
ッ

ク
に

そ
の

旨
を

報
告

・
相

談
す

る
、

「
素

直
さ

・
正

直
さ

」
を

持
つ

こ
と

が
⼤

切
で

す
。

業
務

が
様

々
あ

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

場
合

、
迅

速
な

報
告

・
連

絡
・

相
談

つ
ま

り
「

報
・

連
・

相
」

を
⼼

が
け

る
こ

と
こ

そ
、

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
へ

の
近

道
と

な
り

ま
す

。

キ
ャ

リ
ア

ッ
プ

す
る

と
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

⼒
や

指
導

⼒
が

必
要

に
な

る
。

問
題

正
解

〇

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
キ

ャ
リ

ア
ッ

プ
す

る
と

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
⼒

や
指

導
⼒

が
必

要
に

な
る

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
〇

で
す

。
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解
説

キ
ャ

リ
ア

ッ
プ

す
る

と
所

属
組

織
の

「
⻑

」
と

し
て

、
運

営
に

関
わ

る
業

務
を

任
せ

ら
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
社

員
の

シ
フ

ト
調

整
な

ど
を

始
め

と
す

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

⼒
や

、
新

⼈
や

⾒
習

い
・

部
下

を
教

育
す

る
指

導
⼒

も
求

め
ら

れ
ま

す
。

こ
の

う
ち

、
し

か
し

、
⼈

材
を

育
て

意
志

通
り

組
織

を
運

営
す

る
指

導
⼒

は
、

な
か

な
か

⾝
に

付
く

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
れ

で
も

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

⼒
も

⽇
々

の
努

⼒
に

よ
っ

て
向

上
し

て
い

き
ま

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
キ

ャ
リ

ア
ッ

プ
す

る
と

所
属

組
織

の
「

⻑
」

と
し

て
、

運
営

に
関

わ
る

業
務

を
任

せ
ら

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

社
員

の
シ

フ
ト

調
整

な
ど

を
始

め
と

す
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
⼒

や
、

新
⼈

や
⾒

習
い

・
部

下
を

教
育

す
る

指
導

⼒
も

求
め

ら
れ

ま
す

。
こ

の
う

ち
、

し
か

し
、

⼈
材

を
育

て
意

志
通

り
組

織
を

運
営

す
る

指
導

⼒
は

、
な

か
な

か
⾝

に
付

く
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

れ
で

も
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

能
⼒

も
⽇

々
の

努
⼒

に
よ

っ
て

向
上

し
て

い
き

ま
す

。

職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
必

要
な

能
⼒

②

‒専
⾨

職
業

⼈
と

し
て

⽇
々

の
研

鑽
が

必
要

な
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

習
得

す
べ

き
能

⼒
を

考
え

る
−

〜
専

⾨
職

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
視

点
〜

職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
必

要
な

能
⼒

②
専

⾨
職

業
⼈

と
し

て
⽇

々
の

研
鑽

が
必

要
な

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
習

得
す

べ
き

能
⼒

を
考

え
る

専
⾨

職
と

し
て

の
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

視
点

の
解

答
・

解
説

で
す

。
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⾃
動

⾞
整

備
に

は
、

緊
急

時
や

イ
レ

ギ
ュ

ラ
ー

発
⽣

時
に

柔
軟

か
つ

的
確

に
対

応
で

き
る

「
応

⽤
⼒

」
も

必
要

で
あ

る
。

問
題

正
解

〇

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

に
は

、
緊

急
時

や
イ

レ
ギ

ュ
ラ

ー
発

⽣
時

に
柔

軟
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
「

応
⽤

⼒
」

も
必

要
で

あ
る

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
〇

で
す

。

解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
⻑

年
活

躍
す

る
た

め
に

は
、

地
道

な
作

業
を

こ
な

し
つ

つ
技

術
を

⾼
め

る
努

⼒
を

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
強

い
体

⼒
と

忍
耐

⼒
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

そ
れ

以
外

に
も

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

と
「

適
正

」
と

考
え

ら
れ

る
能

⼒
が

い
く

つ
か

あ
り

ま
す

。
ま

ず
第

⼀
に

挙
げ

ら
れ

る
の

が
、

常
に

進
化

を
続

け
る

技
術

に
対

す
る

「
好

奇
⼼

・
探

求
⼼

」
で

す
。

今
後

登
場

す
る

新
た

な
ク

ル
マ

を
⼼

待
ち

に
し

て
い

た
り

、
新

技
術

へ
の

関
⼼

が
強

い
ほ

う
が

「
整

備
⼠

向
き

」
で

あ
る

と
⾔

え
ま

す
。

次
に

、
緊

急
時

や
イ

レ
ギ

ュ
ラ

ー
発

⽣
時

、
柔

軟
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
「

応
⽤

⼒
」

も
必

要
で

す
。

さ
ら

に
、

常
に

細
か

い
作

業
を

伴
う

た
め

⼿
先

が
器

⽤
な

ら
有

利
で

す
が

、
忍

耐
⼒

を
発

揮
し

て
訓

練
を

重
ね

る
こ

と
で

⼗
分

カ
バ

ー
で

き
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
⻑

年
活

躍
す

る
た

め
に

は
、

地
道

な
作

業
を

こ
な

し
つ

つ
技

術
を

⾼
め

る
努

⼒
を

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
強

い
体

⼒
と

忍
耐

⼒
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

そ
れ

以
外

に
も

持
ち

合
わ

せ
て

い
る

と
「

適
正

」
と

考
え

ら
れ

る
能

⼒
が

い
く

つ
か

あ
り

ま
す

。
ま

ず
第

⼀
に

挙
げ

ら
れ

る
の

が
、

常
に

進
化

を
続

け
る

技
術

に
対

す
る

「
好

奇
⼼

・
探

求
⼼

」
で

す
。

今
後

登
場

す
る

新
た

な
ク

ル
マ

を
⼼

待
ち

に
し

て
い

た
り

、
新

技
術

へ
の

関
⼼

が
強

い
ほ

う
が

「
整

備
⼠

向
き

」
で

あ
る

と
⾔

え
ま

す
。

次
に

、
緊

急
時

や
イ

レ
ギ

ュ
ラ

ー
発

⽣
時

、
柔

軟
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
「

応
⽤

⼒
」

も
必

要
で

す
。

さ
ら

に
、

常
に

細
か

い
作

業
を

伴
う

た
め

⼿
先

が
器

⽤
な

ら
有

利
で

す
が

、
忍

耐
⼒

を
発

揮
し

て
訓

練
を

重
ね

る
こ

と
で

⼗
分

カ
バ

ー
で

き
る

と
考

え
て

い
ま

す
。
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作
業

の
ス

ピ
ー

ド
と

効
率

が
ア

ッ
プ

し
て

も
⾃

分
の

弱
い

と
こ

ろ
は

カ
バ

ー
で

き
な

い
。

問
題

正
解

×

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
作

業
の

ス
ピ

ー
ド

と
効

率
が

ア
ッ

プ
し

て
も

⾃
分

の
弱

い
と

こ
ろ

は
カ

バ
ー

で
き

な
い

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
×

で
す

。

解
説

⽇
々

の
研

鑽
で

習
得

・
上

積
み

す
れ

ば
弱

点
を

カ
バ

ー
で

き
る

能
⼒

も
あ

り
ま

す
。

最
も

顕
著

な
の

が
作

業
ス

ピ
ー

ド
と

効
率

ア
ッ

プ
に

よ
る

、
体

⼒
や

忍
耐

⼒
消

耗
の

軽
減

で
す

。
ま

た
、

技
術

と
と

も
に

整
備

に
使

⽤
す

る
計

器
・

機
材

・
⼯

具
な

ど
も

進
化

す
る

た
め

、
計

器
の

数
値

読
み

取
り

能
⼒

や
機

材
・

⼯
具

の
使

⽤
熟

練
度

を
磨

け
ば

、
技

術
⾰

新
に

つ
い

て
い

く
こ

と
も

可
能

で
す

。
さ

ら
に

、
ク

ル
マ

の
異

常
を

察
知

す
る

「
観

察
⼒

」
を

⾼
め

る
こ

と
で

ユ
ー

ザ
ー

は
も

ち
ろ

ん
同

僚
か

ら
の

信
頼

も
厚

く
な

り
ま

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
⽇

々
の

研
鑽

で
習

得
・

上
積

み
す

れ
ば

弱
点

を
カ

バ
ー

で
き

る
能

⼒
も

あ
り

ま
す

。
最

も
顕

著
な

の
が

作
業

ス
ピ

ー
ド

と
効

率
ア

ッ
プ

に
よ

る
、

体
⼒

や
忍

耐
⼒

消
耗

の
軽

減
で

す
。

ま
た

、
技

術
と

と
も

に
整

備
に

使
⽤

す
る

計
器

・
機

材
・

⼯
具

な
ど

も
進

化
す

る
た

め
、

計
器

の
数

値
読

み
取

り
能

⼒
や

機
材

・
⼯

具
の

使
⽤

熟
練

度
を

磨
け

ば
、

技
術

⾰
新

に
つ

い
て

い
く

こ
と

も
可

能
で

す
。

さ
ら

に
、

ク
ル

マ
の

異
常

を
察

知
す

る
「

観
察

⼒
」

を
⾼

め
る

こ
と

で
ユ

ー
ザ

ー
は

も
ち

ろ
ん

同
僚

か
ら

の
信

頼
も

厚
く

な
り

ま
す

。
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職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
①

‒様
々

な
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
考

え
る

−

〜
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

〜

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
①

様
々

な
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
考

え
る

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

解
答

・
解

説
で

す
。

「
3
級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
を

取
得

す
れ

ば
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

が
担

う
業

務
の

す
べ

て
を

⾏
う

こ
と

が
で

き
る

。

問
題

正
解

×

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
「

3級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

を
取

得
す

れ
ば

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
が

担
う

業
務

の
す

べ
て

を
⾏

う
こ

と
が

で
き

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

×
で

す
。
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解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
資

格
に

は
3級

~１
級

ま
で

の
「

等
級

」
が

存
在

し
、

そ
れ

ぞ
れ

【
3級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

】
【

2級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
】

【
1級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

】
と

い
う

よ
う

に
、

細
か

く
分

類
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
タ

イ
ヤ

や
電

装
関

連
・

シ
ャ

シ
を

専
⾨

に
す

る
特

殊
整

備
⼠

資
格

も
存

在
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

の
未

経
験

者
や

⾃
動

⾞
系

以
外

の
⾼

校
卒

業
者

は
、

ま
ず

3
級

を
取

得
を

⽬
指

す
こ

と
に

な
り

ま
す

が
、

簡
単

な
整

備
し

か
基

本
的

に
許

可
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
資

格
に

は
3級

~１
級

ま
で

の
「

等
級

」
が

存
在

し
、

そ
れ

ぞ
れ

【
3級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

】
【

2級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
】

【
1級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

】
と

い
う

よ
う

に
、

細
か

く
分

類
さ

れ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
タ

イ
ヤ

や
電

装
関

連
・

シ
ャ

シ
を

専
⾨

に
す

る
特

殊
整

備
⼠

資
格

も
存

在
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

の
未

経
験

者
や

⾃
動

⾞
系

以
外

の
⾼

校
卒

業
者

は
、

ま
ず

3級
を

取
得

を
⽬

指
す

こ
と

に
な

り
ま

す
が

、
簡

単
な

整
備

し
か

基
本

的
に

許
可

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

「
2
級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
を

取
得

す
る

と
⾜

回
り

や
エ

ン
ジ

ン
の

分
解

整
備

が
可

能
と

な
る

。

問
題

正
解

〇

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
「

2級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

を
取

得
す

る
と

⾜
回

り
や

エ
ン

ジ
ン

の
分

解
整

備
が

可
能

と
な

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。
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解
説

２
級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

を
取

得
す

る
と

⾜
回

り
や

エ
ン

ジ
ン

の
分

解
整

備
が

可
能

と
な

り
ま

す
。

こ
れ

は
、

⼯
場

で
の

リ
ー

ダ
ー

で
あ

る
「

整
備

主
任

者
」

と
い

う
役

職
に

就
く

た
め

に
必

要
で

す
。

整
備

主
任

者
の

仕
事

は
⼯

場
が

実
施

し
て

い
る

分
解

整
備

が
、

国
の

定
め

る
保

安
基

準
を

満
た

し
て

い
る

か
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
あ

り
、

事
業

者
が

国
か

ら
認

証
や

指
定

の
認

可
を

う
け

る
に

は
整

備
主

任
者

を
1名

以
上

選
任

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
そ

し
て

、
認

証
・

指
定

⼯
場

で
な

い
と

⼤
き

な
利

益
に

つ
な

が
る

分
解

整
備

を
で

き
な

い
た

め
、

事
業

者
は

設
備

を
整

え
つ

つ
、

「
2級

」
以

上
資

格
取

得
者

を
優

先
し

て
採

⽤
す

る
傾

向
に

あ
り

ま
す

。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
２

級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
を

取
得

す
る

と
⾜

回
り

や
エ

ン
ジ

ン
の

分
解

整
備

が
可

能
と

な
り

ま
す

。
こ

れ
は

、
⼯

場
で

の
リ

ー
ダ

ー
で

あ
る

「
整

備
主

任
者

」
と

い
う

役
職

に
就

く
た

め
に

必
要

で
す

。
整

備
主

任
者

の
仕

事
は

⼯
場

が
実

施
し

て
い

る
分

解
整

備
が

、
国

の
定

め
る

保
安

基
準

を
満

た
し

て
い

る
か

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

あ
り

、
事

業
者

が
国

か
ら

認
証

や
指

定
の

認
可

を
う

け
る

に
は

整
備

主
任

者
を

1名
以

上
選

任
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

そ
し

て
、

認
証

・
指

定
⼯

場
で

な
い

と
⼤

き
な

利
益

に
つ

な
が

る
分

解
整

備
を

で
き

な
い

た
め

、
事

業
者

は
設

備
を

整
え

つ
つ

、
「

2級
」

以
上

資
格

取
得

者
を

優
先

し
て

採
⽤

す
る

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

⾼
度

な
技

術
が

必
要

で
あ

る
⾃

動
運

転
や

EV
・

H
V
が

普
及

し
て

来
て

い
る

背
景

か
ら

、
「

1
級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
を

取
得

す
る

こ
と

で
3
級

・
2
級

に
⽐

べ
て

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
に

役
⽴

つ
。問

題

正
解

〇

３
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾼

度
な

技
術

が
必

要
で

あ
る

⾃
動

運
転

や
EV

・
HV

が
普

及
し

て
来

て
い

る
背

景
か

ら
、

「
1級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
を

取
得

す
る

こ
と

で
3級

・
2級

に
⽐

べ
て

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
に

役
⽴

つ
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。
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解
説

現
在

、
整

備
主

任
者

・
⾃

動
⾞

検
査

員
を

⽬
指

す
上

で
は

、
「

1級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

と
「

2級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

の
格

差
は

あ
り

ま
せ

ん
し

、
許

可
さ

れ
て

い
る

業
務

も
同

じ
で

す
が

、
新

⾞
デ

ィ
ー

ラ
ー

な
ど

の
対

外
ア

ピ
ー

ル
が

⽬
的

で
し

た
ら

、
有

効
な

場
合

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
⾼

度
な

技
術

が
必

要
で

あ
る

⾃
動

運
転

や
EV

・
HV

が
普

及
し

て
来

て
い

る
背

景
か

ら
、

こ
れ

ら
の

取
扱

い
が

整
備

主
任

者
・

⾃
動

⾞
検

査
⼠

に
な

る
条

件
と

し
て

、
追

加
さ

れ
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
「

1級
⾃

動
⾞

整
備

⼠
」

は
全

国
に

約
34

万
⼈

い
る

整
備

⼠
の

最
上

位
で

す
か

ら
、

取
得

す
れ

ば
就

職
・

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
・

キ
ャ

リ
ア

チ
ェ

ン
ジ

に
⼤

き
く

役
⽴

つ
の

は
確

か
で

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
現

在
、

整
備

主
任

者
・

⾃
動

⾞
検

査
員

を
⽬

指
す

上
で

は
、

「
1級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
と

「
2級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
の

格
差

は
あ

り
ま

せ
ん

し
、

許
可

さ
れ

て
い

る
業

務
も

同
じ

で
す

が
、

新
⾞

デ
ィ

ー
ラ

ー
な

ど
の

対
外

ア
ピ

ー
ル

が
⽬

的
で

し
た

ら
、

有
効

な
場

合
も

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

⾼
度

な
技

術
が

必
要

で
あ

る
⾃

動
運

転
や

EV
・

HV
が

普
及

し
て

来
て

い
る

背
景

か
ら

、
こ

れ
ら

の
取

扱
い

が
整

備
主

任
者

・
⾃

動
⾞

検
査

⼠
に

な
る

条
件

と
し

て
、

追
加

さ
れ

る
可

能
性

も
あ

り
ま

す
。

「
1級

⾃
動

⾞
整

備
⼠

」
は

全
国

に
約

34
万

⼈
い

る
整

備
⼠

の
最

上
位

で
す

か
ら

、
取

得
す

れ
ば

就
職

・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

・
キ

ャ
リ

ア
チ

ェ
ン

ジ
に

⼤
き

く
役

⽴
つ

の
は

確
か

で
す

。
ぜ

ひ
挑

戦
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
①

‒様
々

な
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
考

え
る

−

〜
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

や
り

が
い

や
達

成
感

・
使

命
感

〜

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
①

様
々

な
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

を
考

え
る

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
や

り
が

い
や

達
成

感
・

使
命

感
の

解
答

・
解

説
で

す
。
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⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

役
割

は
⾞

を
整

備
す

る
こ

と
だ

け
で

あ
る

。

問
題

正
解

×

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

の
役

割
は

⾞
を

整
備

す
る

こ
と

だ
け

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

×
で

す
。

解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
、

ク
ル

マ
を

整
備

す
る

こ
と

だ
け

が
仕

事
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
お

客
様

の
⾞

の
問

題
を

理
解

す
る

の
は

当
然

で
す

が
、

お
客

様
が

困
っ

て
い

る
と

い
う

感
情

を
理

解
す

る
こ

と
も

⼤
事

で
す

。
お

客
様

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
を

と
り

、
信

頼
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

な
る

こ
と

も
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

必
要

な
こ

と
で

す
。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
、

ク
ル

マ
を

整
備

す
る

こ
と

だ
け

が
仕

事
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
お

客
様

の
⾞

の
問

題
を

理
解

す
る

の
は

当
然

で
す

が
、

お
客

様
が

困
っ

て
い

る
と

い
う

感
情

を
理

解
す

る
こ

と
も

⼤
事

で
す

。
お

客
様

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
を

と
り

、
信

頼
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

な
る

こ
と

も
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

必
要

な
こ

と
で

す
。
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お
客

様
の

⾞
が

安
全

性
を

保
て

な
い

場
合

で
も

、
「

廃
⾞

」
を

絶
対

に
勧

め
て

は
い

け
な

い
。

問
題

正
解

×

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
お

客
様

の
⾞

が
安

全
性

を
保

て
な

い
場

合
で

も
、

「
廃

⾞
」

を
絶

対
に

勧
め

て
は

い
け

な
い

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
×

で
す

。

解
説

⾞
の

故
障

の
程

度
が

激
し

く
、

安
全

を
保

て
な

い
場

合
は

、
お

客
様

に
そ

の
こ

と
を

伝
え

、
「

廃
⾞

」
を

勧
め

る
こ

と
も

⼤
切

な
役

⽬
に

な
り

ま
す

。
な

ぜ
な

ら
、

そ
の

場
し

の
ぎ

に
整

備
し

た
ク

ル
マ

を
そ

の
ま

ま
送

り
出

す
と

、
将

来
事

故
の

原
因

と
な

る
ト

ラ
ブ

ル
を

起
こ

し
か

ね
な

い
か

ら
で

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
⾞

の
故

障
の

程
度

が
激

し
く

、
安

全
を

保
て

な
い

場
合

は
、

お
客

様
に

そ
の

こ
と

を
伝

え
、

「
廃

⾞
」

を
勧

め
る

こ
と

も
⼤

切
な

役
⽬

に
な

り
ま

す
。

な
ぜ

な
ら

、
そ

の
場

し
の

ぎ
に

整
備

し
た

ク
ル

マ
を

そ
の

ま
ま

送
り

出
す

と
、

将
来

事
故

の
原

因
と

な
る

ト
ラ

ブ
ル

を
起

こ
し

か
ね

な
い

か
ら

で
す

。
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⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
⼤

切
な

こ
と

は
、

「
安

全
第

⼀
」

を
モ

ッ
ト

ー
に

整
備

⼠
の

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

が
⼀

丸
と

な
っ

て
点

検
や

整
備

に
取

り
組

む
こ

と
で

あ
る

。

問
題

正
解

〇

３
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

⼤
切

な
こ

と
は

、
「

安
全

第
⼀

」
を

モ
ッ

ト
ー

に
整

備
⼠

の
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
が

⼀
丸

と
な

っ
て

点
検

や
整

備
に

取
り

組
む

こ
と

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。

解
説

キ
ャ

リ
ア

UP
す

る
に

つ
れ

、
⾼

い
使

命
感

と
責

任
感

を
持

つ
こ

と
が

⼤
切

で
す

。
国

家
資

格
を

持
つ

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
⾔

っ
て

も
⼈

間
で

す
か

ら
、

不
具

合
を

⾒
逃

し
た

り
ミ

ス
を

す
る

こ
と

は
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
で

す
か

ら
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
最

も
⼤

切
な

こ
と

は
、

慢
⼼

や
油

断
か

ら
個

⼈
プ

レ
ー

に
⾛

ら
ず

、
「

安
全

第
⼀

」
を

モ
ッ

ト
ー

に
整

備
⼠

チ
ー

ム
の

メ
ン

バ
ー

が
⼀

丸
と

な
っ

て
、

⽇
々

の
点

検
・

整
備

に
取

り
組

む
こ

と
で

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
キ

ャ
リ

ア
UP

す
る

に
つ

れ
、

⾼
い

使
命

感
と

責
任

感
を

持
つ

こ
と

が
⼤

切
で

す
。

国
家

資
格

を
持

つ
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

⾔
っ

て
も

⼈
間

で
す

か
ら

、
不

具
合

を
⾒

逃
し

た
り

ミ
ス

を
す

る
こ

と
は

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。

で
す

か
ら

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

最
も

⼤
切

な
こ

と
は

、
慢

⼼
や

油
断

か
ら

個
⼈

プ
レ

ー
に

⾛
ら

ず
、

「
安

全
第

⼀
」

を
モ

ッ
ト

ー
に

整
備

⼠
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
が

⼀
丸

と
な

っ
て

、
⽇

々
の

点
検

・
整

備
に

取
り

組
む

こ
と

で
す

。
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職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
②

‒⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
−

〜
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
〜

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
②

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
の

解
答

・
解

説
で

す
。

1
級

整
備

⼠
課

程
を

終
了

し
て

い
る

場
合

を
除

き
、

現
在

実
施

さ
れ

て
い

る
1
級

⼩
型

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
な

る
た

め
に

は
、

2
級

ガ
ソ

リ
ン

・
ジ

ー
ゼ

ル
双

⽅
の

取
得

と
、

3
年

以
上

の
実

務
経

験
が

必
要

で
あ

る
。

問
題

正
解

〇

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
1級

整
備

⼠
課

程
を

終
了

し
て

い
る

場
合

を
除

き
、

現
在

実
施

さ
れ

て
い

る
1級

⼩
型

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
な

る
た

め
に

は
、

2級
ガ

ソ
リ

ン
・

ジ
ー

ゼ
ル

双
⽅

の
取

得
と

、
3年

以
上

の
実

務
経

験
が

必
要

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。
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解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
は

基
本

的
に

3級
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

ま
す

が
、

卒
業

す
る

学
校

・
学

科
・

課
程

に
よ

っ
て

、
2級

の
受

験
資

格
を

取
得

で
き

る
「

実
務

経
験

」
の

期
間

が
異

な
り

ま
す

。
⼀

⽅
、

1級
整

備
⼠

課
程

を
終

了
し

て
い

る
場

合
を

除
き

、
現

在
実

施
さ

れ
て

い
る

1級
⼩

型
⾃

動
⾞

整
備

⼠
に

な
る

た
め

に
は

、
2級

ガ
ソ

リ
ン

・
ジ

ー
ゼ

ル
双

⽅
の

取
得

と
、

3年
以

上
の

実
務

経
験

が
必

要
で

す
。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
は

基
本

的
に

3級
か

ら
ス

タ
ー

ト
し

ま
す

が
、

卒
業

す
る

学
校

・
学

科
・

課
程

に
よ

っ
て

、
2級

の
受

験
資

格
を

取
得

で
き

る
「

実
務

経
験

」
の

期
間

が
異

な
り

ま
す

。
⼀

⽅
、

1級
整

備
⼠

課
程

を
終

了
し

て
い

る
場

合
を

除
き

、
現

在
実

施
さ

れ
て

い
る

1級
⼩

型
⾃

動
⾞

整
備

⼠
に

な
る

た
め

に
は

、
2級

ガ
ソ

リ
ン

・
ジ

ー
ゼ

ル
双

⽅
の

取
得

と
、

3年
以

上
の

実
務

経
験

が
必

要
で

す
。

新
⾞

・
中

古
⾞

デ
ィ

ー
ラ

ー
の

場
合

、
整

備
⼠

が
販

売
部

⾨
へ

配
置

転
換

さ
れ

る
こ

と
や

、
メ

カ
ニ

ッ
ク

業
務

と
の

兼
任

を
命

じ
ら

れ
る

こ
と

は
な

い
。

問
題

正
解

×

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
新

⾞
・

中
古

⾞
デ

ィ
ー

ラ
ー

の
場

合
、

整
備

⼠
が

販
売

部
⾨

へ
配

置
転

換
さ

れ
る

こ
と

や
、

メ
カ

ニ
ッ

ク
業

務
と

の
兼

任
を

命
じ

ら
れ

る
こ

と
は

な
い

。
」

で
し

た
。

≪
※

≫
正

解
は

、
×

で
す

。
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解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
は

所
属

組
織

の
考

え
⽅

に
よ

っ
て

も
変

わ
り

ま
す

。
新

⾞
・

中
古

⾞
デ

ィ
ー

ラ
ー

の
場

合
に

お
い

て
、

販
売

部
⾨

へ
の

配
置

転
換

や
メ

カ
ニ

ッ
ク

業
務

と
の

兼
任

と
い

う
ケ

ー
ス

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
の

よ
う

な
場

合
に

お
い

て
も

、
⾃

ら
の

知
識

を
活

か
し

販
売

成
績

を
伸

ば
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

な
ど

に
よ

る
報

酬
UP

や
昇

進
な

ど
も

可
能

で
す

。
ま

た
、

⼤
⼿

で
は

難
し

い
で

し
ょ

う
が

中
⼩

の
事

業
者

の
場

合
は

、
ク

ル
マ

に
対

す
る

深
い

造
詣

を
買

わ
れ

経
営

メ
ン

バ
ー

に
抜

擢
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

は
所

属
組

織
の

考
え

⽅
に

よ
っ

て
も

変
わ

り
ま

す
。

新
⾞

・
中

古
⾞

デ
ィ

ー
ラ

ー
の

場
合

に
お

い
て

、
販

売
部

⾨
へ

の
配

置
転

換
や

メ
カ

ニ
ッ

ク
業

務
と

の
兼

任
と

い
う

ケ
ー

ス
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

。
そ

の
よ

う
な

場
合

に
お

い
て

も
、

⾃
ら

の
知

識
を

活
か

し
販

売
成

績
を

伸
ば

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
な

ど
に

よ
る

報
酬

UP
や

昇
進

な
ど

も
可

能
で

す
。

ま
た

、
⼤

⼿
で

は
難

し
い

で
し

ょ
う

が
中

⼩
の

事
業

者
の

場
合

は
、

ク
ル

マ
に

対
す

る
深

い
造

詣
を

買
わ

れ
経

営
メ

ン
バ

ー
に

抜
擢

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
就

職
の

際
に

は
、

組
織

で
ど

の
よ

う
な

役
職

が
あ

り
、

そ
の

役
職

ま
で

の
道

の
り

を
知

っ
て

お
く

こ
と

も
⾃

分
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
を

決
め

て
い

く
の

に
役

に
⽴

ち
ま

す
の

で
、

ぜ
ひ

確
認

し
て

み
て

く
だ

さ
い

。

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
決

め
る

た
め

に
は

、
就

職
の

際
に

組
織

内
で

の
役

職
や

そ
の

役
職

ま
で

の
道

の
り

を
知

っ
て

お
く

こ
と

が
⼤

切
で

あ
る

。

問
題

正
解

〇

３
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

分
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
を

決
め

る
た

め
に

は
、

就
職

の
際

に
組

織
内

で
の

役
職

や
そ

の
役

職
ま

で
の

道
の

り
を

知
っ

て
お

く
こ

と
が

⼤
切

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。
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解
説

中
⼩

の
事

業
者

の
場

合
は

、
ク

ル
マ

に
対

す
る

深
い

造
詣

を
買

わ
れ

経
営

メ
ン

バ
ー

に
抜

擢
さ

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

就
職

の
際

に
は

、
組

織
で

ど
の

よ
う

な
役

職
が

あ
り

、
そ

の
役

職
ま

で
の

道
の

り
を

知
っ

て
お

く
こ

と
も

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
決

め
て

い
く

の
に

役
に

⽴
ち

ま
す

。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
中

⼩
の

事
業

者
の

場
合

は
、

ク
ル

マ
に

対
す

る
深

い
造

詣
を

買
わ

れ
経

営
メ

ン
バ

ー
に

抜
擢

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
就

職
の

際
に

は
、

組
織

で
ど

の
よ

う
な

役
職

が
あ

り
、

そ
の

役
職

ま
で

の
道

の
り

を
知

っ
て

お
く

こ
と

も
⾃

分
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
を

決
め

て
い

く
の

に
役

に
⽴

ち
ま

す
。

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
②

‒⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
−

〜
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

ビ
ジ

ョ
ン

〜

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
②

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

⾃
分

の
キ

ャ
リ

ア
を

考
え

る
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

ビ
ジ

ョ
ン

の
解

答
・

解
説

で
す

。
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将
来

的
に

独
⽴

し
、

⾃
分

の
シ

ョ
ッ

プ
を

⽴
ち

上
げ

る
夢

を
持

っ
て

い
る

場
合

、
ク

ル
マ

に
関

す
る

知
識

や
整

備
技

術
向

上
だ

け
で

は
な

く
、

組
織

に
属

し
て

い
る

う
ち

に
経

営
ノ

ウ
ハ

ウ
を

吸
収

す
る

こ
と

も
⼤

切
で

あ
る

。

問
題

正
解

〇

１
問

⽬
の

問
題

は
、

「
将

来
的

に
独

⽴
し

、
⾃

分
の

シ
ョ

ッ
プ

を
⽴

ち
上

げ
る

夢
を

持
っ

て
い

る
場

合
、

ク
ル

マ
に

関
す

る
知

識
や

整
備

技
術

向
上

だ
け

で
は

な
く

、
組

織
に

属
し

て
い

る
う

ち
に

経
営

ノ
ウ

ハ
ウ

を
吸

収
す

る
こ

と
も

⼤
切

で
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。

解
説

組
織

の
中

で
の

存
在

感
を

上
げ

、
「

総
合

職
」

を
狙

う
の

か
、

1級
整

備
⼠

や
⾃

動
⾞

検
査

⼠
と

い
っ

た
「

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
」

に
な

る
の

か
、

⾃
ら

が
⽬

指
す

キ
ャ

リ
ア

を
早

い
段

階
で

決
め

る
こ

と
が

⼤
切

で
す

。
特

に
、

将
来

的
に

独
⽴

し
⾃

分
で

整
備

⼯
場

を
⽴

ち
上

げ
る

夢
を

持
っ

て
い

る
⽅

は
、

ク
ル

マ
に

関
す

る
知

識
や

整
備

技
術

向
上

だ
け

で
は

な
く

、
組

織
に

属
し

て
い

る
う

ち
に

開
業

資
⾦

を
し

っ
か

り
貯

め
た

う
え

で
、

経
営

ノ
ウ

ハ
ウ

を
可

能
な

限
り

吸
収

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
に

な
り

ま
す

。

そ
れ

で
は

、
解

説
を

し
ま

す
。

組
織

の
中

で
の

存
在

感
を

上
げ

、
「

総
合

職
」

を
狙

う
の

か
、

1級
整

備
⼠

や
⾃

動
⾞

検
査

⼠
と

い
っ

た
「

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
」

に
な

る
の

か
、

⾃
ら

が
⽬

指
す

キ
ャ

リ
ア

を
早

い
段

階
で

決
め

る
こ

と
が

⼤
切

で
す

。
特

に
、

将
来

的
に

独
⽴

し
⾃

分
で

整
備

⼯
場

を
⽴

ち
上

げ
る

夢
を

持
っ

て
い

る
⽅

は
、

ク
ル

マ
に

関
す

る
知

識
や

整
備

技
術

向
上

だ
け

で
は

な
く

、
組

織
に

属
し

て
い

る
う

ち
に

開
業

資
⾦

を
し

っ
か

り
貯

め
た

う
え

で
、

経
営

ノ
ウ

ハ
ウ

を
可

能
な

限
り

吸
収

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
に

な
り

ま
す

。
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⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

知
識

や
経

験
は

、
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

だ
け

で
な

く
、

社
会

⽣
活

の
中

の
様

々
な

場
⾯

で
も

役
⽴

つ
こ

と
も

あ
る

。

問
題

正
解

〇

２
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

の
知

識
や

経
験

は
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
だ

け
で

な
く

、
社

会
⽣

活
の

中
の

様
々

な
場

⾯
で

も
役

⽴
つ

こ
と

も
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。

解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

は
や

り
が

い
や

達
成

感
を

味
わ

え
る

、
⾮

常
に

有
意

義
で

社
会

貢
献

度
も

⾼
い

仕
事

で
す

が
、

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
す

る
に

は
強

い
向

上
⼼

と
継

続
⼒

が
必

要
で

す
。

場
合

に
よ

っ
て

は
、

転
職

を
視

野
に

⼊
れ

る
ケ

ー
ス

も
あ

る
で

し
ょ

う
。

そ
れ

で
も

、
転

職
先

で
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

を
⽬

指
す

に
し

ろ
、

業
種

を
変

更
す

る
に

し
ろ

、
毎

⽇
の

研
鑽

と
努

⼒
が

無
駄

に
な

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
は

や
り

が
い

や
達

成
感

を
味

わ
え

る
、

⾮
常

に
有

意
義

で
社

会
貢

献
度

も
⾼

い
仕

事
で

す
が

、
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

す
る

に
は

強
い

向
上

⼼
と

継
続

⼒
が

必
要

で
す

。
場

合
に

よ
っ

て
は

、
転

職
を

視
野

に
⼊

れ
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

で
し

ょ
う

。
そ

れ
で

も
、

転
職

先
で

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

⽬
指

す
に

し
ろ

、
業

種
を

変
更

す
る

に
し

ろ
、

毎
⽇

の
研

鑽
と

努
⼒

が
無

駄
に

な
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
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整
備

主
任

者
を

取
得

し
て

⾃
動

⾞
整

備
⼯

場
を

開
業

す
る

場
合

、
分

解
整

備
可

能
な

指
定

・
認

定
⼯

場
へ

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

が
容

易
と

な
る

た
め

、
事

業
を

安
定

さ
せ

る
近

道
に

な
る

。

問
題

正
解

〇

３
問

⽬
の

問
題

は
、

「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

の
知

識
や

経
験

は
、

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
だ

け
で

な
く

、
社

会
⽣

活
の

中
の

様
々

な
場

⾯
で

も
役

⽴
つ

こ
と

も
あ

る
。

」
で

し
た

。
≪

※
≫

正
解

は
、

〇
で

す
。

解
説

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
、

⾃
ら

シ
ョ

ッ
プ

を
⽴

ち
上

げ
れ

ば
、

組
織

に
属

し
て

い
た

時
よ

り
も

多
く

の
収

⼊
を

得
る

こ
と

も
可

能
で

す
が

、
戦

国
時

代
に

突
⼊

し
て

い
る

整
備

業
界

で
⽣

き
残

り
、

か
つ

成
功

を
収

め
る

の
は

必
ず

し
も

容
易

な
こ

と
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
⾃

ら
整

備
主

任
者

を
取

得
し

て
開

業
し

た
場

合
、

分
解

整
備

が
可

能
な

指
定

・
認

定
⼯

場
へ

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

が
容

易
と

な
る

た
め

、
事

業
を

安
定

さ
せ

る
近

道
に

な
り

ま
す

。
独

⽴
を

⽬
指

す
際

に
最

も
必

要
と

な
る

キ
ャ

リ
ア

は
「

整
備

主
任

者
」

で
す

が
、

仮
に

所
属

先
で

任
命

さ
れ

て
い

な
く

と
も

、
陸

運
局

に
届

け
れ

ば
す

ぐ
に

就
任

可
能

で
す

。
い

ず
れ

に
し

て
も

、
独

⽴
す

る
た

め
に

は
資

⾦
と

努
⼒

、
そ

れ
に

加
え

て
専

⾨
知

識
と

優
れ

た
整

備
⼒

も
必

要
と

な
り

ま
す

。

そ
れ

で
は

解
説

を
し

ま
す

。
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

、
⾃

ら
シ

ョ
ッ

プ
を

⽴
ち

上
げ

れ
ば

、
組

織
に

属
し

て
い

た
時

よ
り

も
多

く
の

収
⼊

を
得

る
こ

と
も

可
能

で
す

が
、

戦
国

時
代

に
突

⼊
し

て
い

る
整

備
業

界
で

⽣
き

残
り

、
か

つ
成

功
を

収
め

る
の

は
必

ず
し

も
容

易
な

こ
と

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

⾃
ら

整
備

主
任

者
を

取
得

し
て

開
業

し
た

場
合

、
分

解
整

備
が

可
能

な
指

定
・

認
定

⼯
場

へ
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
が

容
易

と
な

る
た

め
、

事
業

を
安

定
さ

せ
る

近
道

に
な

り
ま

す
。

独
⽴

を
⽬

指
す

際
に

最
も

必
要

と
な

る
キ

ャ
リ

ア
は

「
整

備
主

任
者

」
で

す
が

、
仮

に
所

属
先

で
任

命
さ

れ
て

い
な

く
と

も
、

陸
運

局
に

届
け

れ
ば

す
ぐ

に
就

任
可

能
で

す
。

い
ず

れ
に

し
て

も
、

独
⽴

す
る

た
め

に
は

資
⾦

と
努

⼒
、

そ
れ

に
加

え
て

専
⾨

知
識

と
優

れ
た

整
備

⼒
も

必
要

と
な

り
ま

す
。
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自動車整備士のキャリア 問題 

問 題

番号 

項目 問題 正解 

1 自動車整備士の役割・仕事 自動車の安全性を維持する上で重要か

つ欠かせない存在と言える。 

○ 

2 自動車整備士が働く場所は、中古車販売

店だけである。 

× 

3 自動車整備士の職場 分解整備とは、消耗品のチェックと適時

交換を行う仕事である。 

× 

4 国家資格を有する自動車整備士が活躍

する舞台は非常に幅広い。 

○ 

5 自動車整備をめぐる社会の動

き 

自動車整備士業界においても日本では

人材不足になっている。 

○ 

6 知識と整備技術を身に付けた「専門メカ

ニック」の育成や職務の細分化が急務に

なっている。 

○ 

7 自動車整備業界の動向 国土交通省が公開しているデータによ

れば、認証工場の総数は増えているが、

自動車整備業全体の売上高は年々減少

傾向である。 

○ 

8 HV・EV 化や自動運転に関する知識習得

や技術研鑽を励むことで自動車整備士

としての可能性は広がる。 

○ 

9 社会的責任を担う自動車整備

士の心構え①  

自動車整備士はクルマという精密機械

の健康、つまり安全を維持する「カード

クター」という心構えを常に持っておく

べきである。 

〇 

10 自動車整備士も「企業人」であるため、

キャリアアップするほど自分が所属し

ている組織の利益確保が一番重要であ

る。 

× 

11 社会的責任を担う自動車整備

士の心構え②  

技術職マインドとは、自分が持っている

知識と技術を使って高品質なサービス・

商品の提供を目指す職業意識である。 

〇 

12 新人の頃は会社のルールよりも自分が

やりたいことに挑戦するべきである。 

× 
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13 専門職としての自動車整備士

の心構え 

自動車整備士は技術職であると同時に、

命に関わるクルマの安全性を担ってい

る「専門職」である。 

○ 

14 オイル交換などの簡易メンテナンスで

は、トラブルの防止ではなく、修理する

スピードを意識することが重要である。 

× 

15 自動車整備士のコミュニケー

ション能力  

自動車整備士にはユーザーとのコミュ

ニケーション能力は必要ない。 

× 

16 車の異常を見逃さないためにも車と会

話できるくらい、経験を積んで訓練を繰

り返すことが大事である。 

〇 

17 自動車整備士におけるチーム

ワーク  

新人の頃は指示や指導内容を理解する

「ヒヤリング能力」が大切である。 

〇 

18 キャリアップするとマネジメント能力

や指導力が必要になる。 

〇 

19 専門職としての自動車整備士

の視点 

自動車整備には、緊急時やイレギュラー

発生時に柔軟かつ的確に対応できる「応

用力」も必要である。 

○ 

20 作業のスピードと効率がアップしても

自分の弱いところはカバーできない。 

× 

21 自動車整備士のキャリアパス 「3 級自動車整備士」を取得すれば、自

動車整備士が担う業務のすべてを行う

ことができる。 

× 

22 「2 級自動車整備士」を取得すると足回

りやエンジンの分解整備が可能となる。 

〇 

23 高度な技術が必要である自動運転や EV・

HV が普及して来ている背景から、「1 級

自動車整備士」を取得することで 3 級・

2 級に比べてキャリアアップに役立つ。 

〇 

24 自動車整備士のやりがいや達

成感・使命感 

自動車整備士としての役割は車を整備

することだけである。 

× 

25 お客様の車が安全性を保てない場合で

も、「廃車」を絶対に勧めてはいけない。 

× 

26 自動車整備士として大切なことは、「安

全第一」をモットーに整備士のチームの

メンバーが一丸となって点検や整備に

取り組むことである。 

〇 
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27 自動車整備士のキャリアプラ

ン 

1 級整備士課程を終了している場合を除

き、現在実施されている 1 級小型自動車

整備士になるためには、2 級ガソリン・

ジーゼル双方の取得と、3 年以上の実務

経験が必要である。 

〇 

28 新車・中古車ディーラーの場合、整備士

が販売部門へ配置転換されることや、メ

カニック業務との兼任を命じられるこ

とはない。 

× 

29 自分のキャリアプランを決めるために

は、就職の際に組織内での役職やその役

職までの道のりを知っておくことが大

切である。 

〇 

30 自動車整備士のキャリアビジ

ョン 

将来的に独立し、自分のショップを立ち

上げる夢を持っている場合、クルマに関

する知識や整備技術向上だけではなく、

組織に属しているうちに経営ノウハウ

を吸収することも大切である。 

〇 

31 自動車整備士としての知識や経験は、自

動車整備士としてだけでなく、社会生活

の中の様々な場面でも役立つこともあ

る。 

〇 

32 整備主任者を取得して自動車整備工場

を開業する場合、分解整備可能な指定・

認定工場へのステップアップが容易と

なるため、事業を安定させる近道にな

る。 

〇 
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附録⑤ 

キャリア教育教材「留学生用職業キャリア」 
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01 働くことって何？
——働くことの目的や職業観について考える

人はなぜ働くのでしょうか。
人間は、ことばを持ち、考え、想像します。何かを作ったり、発明したりすることもで

きます。人間の歴史の中で、発明によって作り出された技術が、さまざまなものを生み出
し、それが人々に伝わったり、売られたりして、産業が発達していきました。ここに「働
く」ということが生まれるのです。新しい技術によって新しい産業が発達しました。そこ
に「仕事」が生まれ、「職業」ができ、「職業についての考え方（職業観）」が作られて
いきます。
そして、この職業観は、わたしたち一人一人がどう働くかということの基礎になります。
そこで、人が働くことの目的について考えてみましょう。

あなたは何のために働きますか。人が働く
ことの目的は３つに分けることができます。
その３つというのは、「社会性」「経済性」
「個人性」です。この３つは「職業の３要
素」と言われます。
「社会性」は、社会的な役割や責任を果た

すために働くこと、社会に貢献することです。
「経済性」は、生活に必要なお金を稼ぐため
に働くことです。「個人性」は自分の能力や
強みを社会の中で発揮して、満足感や喜びを
感じるために働くことです。この３つの要素
のどれを大切にするかは人によって違います。
どれを大切に考え、この3つの要素をどう組み
合わせるかが、職業選択に影響します。また、
歳を取ったり、仕事を続けていく中でも、自
分が大切にする３要素のバランスは変わって
きます。そして、そのバランスによって、職
業観も変わってくるのです。
自分が、どれを大切にしているか、考えて

みましょう。

なぜ働くの？

職業の3要素

仕事は、ただお金を稼ぐだけでなく、嬉しくて楽しいことでもあります。仕事での先輩と
後輩は、先生と生徒のような関係です。先輩は技術や知識を教えて、後輩を育ててきまし
た。つまり、日本人にとって仕事は、お金を得る手段である前に、人を成長させてくれる
ものだと昔から考えられてきました。
定年退職（ある年齢になったら勤めていた職場をやめること）まで雇われ続けるという

終身雇用制度や、勤めている年数や年齢に応じて立場や給料が上がる年功序列制度が崩れ
るとともに、このような職業観は近年薄くなりつつありますが、給料でなく、働き甲斐を
重要だとする考えは今でもあります。

日本人の職業観
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02「職業人」とは？
——職業人とは何か、職業人に必要なものは何か

「自立」ということばを知っていますか。「自立」とは、他の助けや支配なしで、自分
の力で物事を行うことです。学校や親に守られている状態から自立して、社会で生活する
人のことを、「社会人」と言います。そして、社会の中の一人として、自立した生活をし
ながら、仕事を通して社会に貢献する人のことを、「職業人」と言います。職業人は、自
分、自分が入っている会社などの組織、さらに社会のために仕事をします。それと同時に、
職業経験を積み重ねていきます。
では、職業経験を積み重ね、職業人になっていくには、何が必要なのでしょうか。

「職業キャリア」ということばを聞いたこ
とがありますか。「キャリア」は、人生の
中でのさまざまな役割や、自分の価値を積
み重ねていくことです。したがって、「職
業キャリア」とは、仕事や職業を通して、
経験を積みながら、自分の役割や価値を見
つけ出していくことと言えます。
職業人は必ず、自分がどうあるべきかを組

織や社会との関係の中で考えます。そのよ
うな職業人は、自分だけのことを考えるの
ではなく、周りとうまく協力し合いながら、
自分の実力を発揮できます。また、組織や
社会から必要とされる、心（マインド） ・
知識や技術・健康な体を持っている人と言
えます。

職業人って何？職業人に必要なものは何？

職業キャリア

会社などでの「職」の呼び方には、いくつかの分け方があり、一般的に次のように表すこ
とができます。知らないことばは調べてみましょう。

【地位による分け方】
一般職（一般社員など）、監督職・管理職（店長、主任、係長、課長、部長など）、経営
職（取締役、代表取締役社長など）
【仕事内容による分け方】
事務職（一般事務、経理事務、営業事務、総務、人事など）、販売職、営業職、技術職、
現業職、企画職など
【コースによる分け方】
一般職（勤務地や仕事内容が限られていて、周りをサポートする）、総合職（その企業の
中で幅広い仕事をすることで職業経験を積み重ね、将来管理職を目指す）

組織の中での「職」の種類と分け方
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03職業人の心構え①
——職業キャリアマインドとは？

職業キャリアは、「職業人における仕事面での人生をつくること」です。そこで職業人
に必要なものが心（マインド）・知識や技術・健康な体です。
特に、職業人の心＝マインドは大切です。職業キャリアを積み重ねる際の、基礎となる

意識や心の準備のことで、「職業キャリアマインド」と言います。
職場では、服装や動作などの見た目も大切ですが、仕事に対する意識や心の準備（心構

え）がそれ以上に重要です。
では、この職業キャリアマインドの考え方を学びましょう。

職業人は、本人の意思に関係なく、プロ
フェッショナルとして、さまざまなことが求め
られます。
「職業人であること」はどういうことでしょ

うか。それを考える基礎になるのが、職業キャ
リアマインドです。この職業キャリアマインド
は、４つに分けることができます。
①職業人としての社会的な役割と責任を持つ。

②組織の規律を守ったり、組織の考え方を
理解し、組織全体が良い状態であり続け
られるように貢献する。（組織秩序の維持）

③職業について、また働くことについて自分の
考えを持つ。（職業観・勤労観）

④自分で考え、判断して行動する。（主体性）
また、目標を持ち、そのために行動する。
（達成志向・目標設定）

職業キャリアマインドとは？

職業キャリアマインドの考え方

会社で仕事をしているときに、体調が悪くなりました。でも明日までにその仕事をやら
ないといけません。あなたならどうしますか。
Aさんの話です。体調が悪いAさんには明日までに作らないといけない資料がありました。

先輩が心配しましたが、Aさんは、「大丈夫です。がまんできます。」と答えました。し
かし、これを聞いた上司はこう言いました。「仕事に責任を持っているのは良いことだが、
体調が悪いと良い資料は作れない。早く薬を飲むか、病院に行くべきだった。もっと早く
伝えてくれれば別の方法も考えることができた。」
このように、自分の仕事に責任を持って行動しても、それが組織として最も良い選択

だったかを考えることが、職業人には必要です。

組織として最も良い選択をする
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04職業人の心構え②
——常識としての職業キャリアマインド

みなさんは周りの人との「コミュニケーション」を大切にしていますか。どんな職場で
も、職業キャリアマインドにおける最も基本的な考え方は、コミュニケーションを重視す
ることです。ここで言うコミュニケーションは、単なる会話の知識や方法ではなく、敬意
を表したり、相手のことを思う気持ちが伴ったコミュニケーションや伝え方です。
職業人コミュニケーションを代表する例に、「報告・連絡・相談」があります。「ほう

こく」の「ほう」、「れんらく」の「れん」、「そうだん」の「そう」を合わせて、「ホ
ウレンソウ」と言われています。「ホウレンソウ」は、仕事上の大事な技術でもあります
が、相手への敬意や相手のことを思う気持ちがないと、正しい報告や連絡はできません。
ここでは、職業人の常識としての職業キャリアマインドの基本を学びましょう。

「報告・連絡・相談」などは、日本では、
職業人なら誰もが知っておくべき常識とし
ての職業キャリアマインドだと考えられて
います。そしてこのマインドは、「職業人
のマナー」と「職業人の基本的なコミュニ
ケーション」に分けられます。それぞれの
内容は、どのようなものでしょうか。これ
らは実際の職場でどう使われているでしょ
うか。自分が希望している職業の中で考え
てみましょう。
自分の国でのビジネスマナーや、コミュ

ニケーションとの違いに驚くこともあるか
もしれません。

職業人の常識としての職業キャリアマインド

報告・連絡・相談は、仕事におけるコミュニケーションの基本です。

報告は、上司の指示に対し、部下がその仕事の状況や結果を伝えることなどです。

連絡は、例えば電話がかかってきた際に、情報をすぐに伝えることなどです。

相談は、仕事の問題を解決するために、上司、先輩、専門家にアドバイスを求めること

などです。正しい報告や連絡は、間違いや問題を防ぎ、仕事がうまくいくことにつながり

ます。

報告・連絡・相談

367



05 職業キャリアマインドって何？①
——個人としての責任を果たすために

「プロフェッショナル」とは何でしょうか。職業人は、専門的な知識や技術を用いて仕
事をし、収入を得ています。職業人は「プロフェッショナル」である誇りを持って、常に
真剣に仕事をし、能力や技術を上げるために日々、努力しています。
このように、仕事をすることで収入を得ている職業人は皆、プロフェッショナルです。

彼らには、職業人としての責任を果たすための職業キャリアマインドが求められます。そ
れを、「プロ意識」といいます。
そこで、職業人の心の準備（心構え）としての職業キャリアマインドには、どんなもの

があるかを学びましょう。

「プロ意識」などの職業キャリアマインド
は、組織や社会の一人としてではなく、個人
としての責任を果たすための職業人マインド
です。このマインドは、「仕事をする前から
身につけておくべき職業キャリアマインド」
と、「成長とともに身につけるべき職業キャ
リアマインド」に分けられます。それぞれ、
どんなものがあるでしょうか。そしてそれら
は、職業キャリアマインドとして、どう大切
なのでしょうか。
自分が希望している職業の中で考えてみま

しょう。あなたが希望する会社に入る前に、
どんなマインドを身につけておくべきだと思
いますか。その会社に入ってから、どんなマ
インドを身につけていくべきでしょうか。

プロフェッショナルである職業人

「自律」ということばを知っていますか。前に学んだ「自立」とは意味が少し違います。
「自立」は、他の助けや支配なく、自分の力で物事を行うことですが、「自律」は、他か
ら支配されたり決められたりしないで、自分が決めたルールに従って行動することです。
この、「自律」という職業キャリアマインドを持っている職業人は、仕事の一つ一つにつ
いて、詳しく指示されなくても、自分がやるべきことを自分で考えて行動できます。そし
て、新しい価値をつくっていくことができます。さらに、チームワークの重要性が理解で
き、「自律」しながら、「義務」や「責任」も果たすことができます。
このような職業人は、「時間を管理することや、何かをするときの方法や順番」「仕事

に対する気持ちを続かせたり高めること」、「他の人と一緒に力を合わせること」をうま
く自分で管理できる力（セルフマネジメント力）を持っていると言えます。
あなたは「自立」と「自律」ができていますか。

自律

「プロ意識」を身につける
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06 職業キャリアマインドって何？②
——組織・社会の一員としての責任を果たすために

組織に入っている人にはどんなマインドが求められるでしょうか。
組織の仕事は一人でできません。自分が会社のリーダーになったとしても、一人ででき

ることには限界があります。また、自分にとって最も良いと思うことが、必ずしも組織全
体にとって最も良いことにつながるわけではありません。会社などの組織に入っているす
べての人には、規律に従って仕事をする姿勢（服務）、自分はその組織に入っているとい
う意識（帰属意識）、組織に対してうそがなくまじめな心（忠誠心）を持つことなどが求
められます。
社会との関係についても同様です。社会の一員として仕事を進めるためには、国のルー

ルを守ること（法令順守）、文化や伝統を伝え続けていくこと（文化・伝統継承）、社会
に貢献すること、危機や問題に対して状況が悪くならないよう管理すること（危機管理）、
違う文化や価値観の人々を理解すること（国際理解）、地域と地域が協力し合うこと（地
域連携）など、組織・社会の一員としての責任を果たすための職業キャリアマインドが求
められます。

このようなマインドは、前の05で学
んだ「個人としての責任を果たすため
の職業キャリアマインド」とは反対に、
「組織・社会の一員としての責任を果
たすための職業キャリアマインド」で
す。
このマインドは、「組織との関係で身

につくマインド」と「社会との関係で
身につくマインド」に分けることがで
きます。それぞれ、どんなものがある
でしょうか。そしてそれらは、職業
キャリアマインドとして、どう大切な
のでしょうか。
あなたはどんな組織に入っていますか。

どんな社会の中で生活していますか。
自分が希望している職業の中でも考え
てみましょう。

組織・社会の一員としてのマインド

「帰属意識」ということばを知っていますか。「帰属意識」とは、「ある集団に自分が
入っている意識、その集団の一員であるという意識」のことです。この「帰属意識」があ
る職業人は、自分が入っている組織が何をどう進めようとしているかを常に考え、その方
向性を理解できます。また、他のメンバーと接することに魅力を感じながら、組織の中で
自分を成長させられます。
このような職業人は、自分の利益だけでなく、組織全体の利益を第一に考えて行動でき、
協力し合うことができる（協調性がある）人だと言えます。

帰属意識
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07働くことと社会の関係は？
——社会における職業の意味について考える

「分業」ということばを知っていますか。分業は、何かまとまった一つの仕事をする際
に、それぞれの段階ごとに役割を分けて作業することです。近代以降、産業発展や技術進
歩・技術改良により、分業化が進み、一つ一つの作業は簡単になりました。分業すること
で、それぞれの作業に対して、その作業が得意な人に任せれば、仕事を早く進めることが
できます。しかし、分業だと、もし一つの作業がストップしてしまうと、社会全体に影響
が出てしまうようになりました。
例えば、山の中に発電所があります。その発電所が故障してしまうと、どんな影響があ

りますか。電気が使えなくなってしまいますから、都会の電車も止まり、電車で会社・学
校などに通えなくなってしまうなど、その影響はとても大きいです。
つまり、複雑化した社会の一部の役割を持っている職業は、その仕事がどれほど目立た

ないものでも、止まってしまうと全体に影響が出てしまうため、その価値や重要性は変わ
らないのです。それぞれの職業はすべて、この複雑化した社会のどこかに必ず位置づけら
れており、社会活動の進歩の役に立っています。

社会貢献する産業は成長します。そして
成長した企業にこそ仕事が生まれます。
そこで、日本社会への貢献とはどのよう

なものかを考えてみましょう。
例えば、2011年に日本では大地震による

津波の影響で、原子力発電所で事故が起こ
り、それ以降、原子力ではなく再生可能エ
ネルギーの開発が注目されるようになって
きました。また、今、日本では少子高齢化
が問題になっていますが、少子高齢化が進
めば、医療や、高齢者向けの地域のサービ
スなどの必要性がさらに高くなります。国
際化（グローバル化）によって、観光にも
注目が集まっていきそうです。
このように、日本は今、エネルギー、医

療や高齢者向けのサービス、観光などの分
野を成長させようとしています。そこで必
要とされるモノやサービスは何でしょうか。
働くことの意味を考えるとき、変化する社
会のことも決して無視できません。

複雑化した社会の中での役割

それぞれの仕事は、実はすべてつながっています。例えば、注射器は、針やキャップな
どの細かい部品からできています。それらの部品は当然、それぞれの担当によって作られ
ます。それぞれの原料から部品が作られ、組み立てられ、薬が入れられ、病院に運ばれ、
患者に使用されます。そして、病気になった人が回復し、人の命が救われます。こうして、
それぞれの仕事は大きな結果を生み出します。それぞれの仕事がお互いに関係し合いなが
ら、全体で社会に大きく貢献しているのが、社会における職業です。

社会貢献

現代の日本社会で求められている仕事
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08働くことと自分の関係は？
——職業選択とキャリアプランについて考える

01で勉強した「職業の3要素」を覚えていますか。「社会性」「経済性」「個人性」です。
この職業の3要素のどれを大切にするか、どう組み合わせるかのバランスによって、私たち
は自分の職業を決めます。しかし、たとえ個人性を重視して職業選択を行ったとしても、
どんな職業も社会を無視しては決して成立しません。
つまり、個人のキャリアを作っていく（キャリア形成）には、まず社会について理解す

る必要があるのです。
このように職業選択を通してキャリアを作っていく計画のことを「キャリアプラン」と

いいます。そして、みなさん一人一人の「私の進む道」は、キャリアプランを描くことか
ら始まります。どのように職業選択するかで、みなさんの道は大きく変わります。そこで
は、社会をどれほど理解し、自分をどう知るかが重要です。
では、キャリアプランはどのように考えていけばいいのでしょうか。

職業と自分の関係において、自分の
「知識・経験」「能力・特徴・性質」
「希望・目標・好み」の3つを考えたと
きに、すべてに合っている職業があれ
ば最も良いでしょう。
まず、自分でしっかり理解しやすいの

は、「知識・経験」です。それに対し
て、「能力・特徴・性質」や「希望・
目標・好み」は、自分で理解している
つもりでも、周りの人からは違うよう
に見えていたりすることもあります。
そこで、「職業適性検査」という自分

に合う職業を見つける検査などを使い、
自分のことを細かく理解していくこと
（自己分析）も職業選択には大切です。

「私の進む道」

「キャリアプラン」とは、「職業選択を通してキャリアを作っていく計画」という意味
です。キャリアを作っていくには次の6つの段階があると言われています。
①社会のできごとや職業の種類・内容を知る。
②自分について深く理解する。
③選択や意思決定の前に職業を体験してみる。
④自分の進む道を選択する。
⑤決めた道を進んでいく、選択した職業で働く、また自分の能力を高くするなど、意思
決定したことを実行する。
⑥新しい仕事でうまくやっていけるようになる。

キャリアプラン

自分を理解するために
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09基礎的な勉強の大切さ
——基礎的な学習が求められる仕事

「基礎的な学習」と聞いて、みなさんはどんな勉強を想像しますか。基礎的な学習は、
さまざまな意味を含みます。まず基礎的な知識を身につけることが、職業人に必要な考え
方（思考）・行動・自律につながっていきます。自分の仕事を理解しようとする積極的な
姿勢や気持ちも、基礎的な学習や勉強から生まれます。これは多くの仕事に共通すること
で、職業キャリアを作っていくためには、基礎の必要性をしっかり理解しなければなりま
せん。例えば、ITなどのシステムや製品を新しく作っていくには、基礎的な知識や技術が
必要です。したがって、具体的な知識の前に、まずは学習の大切さをしっかりと理解する
ことが重要です。

例えば、ITなどのシステムや製品を
新しく作る現場では、お客さんが求め
るシステムを作り上げるために、まず
お客さんの仕事の社会的な役割やその
システムがどう使われるかなどを考え
ます。その考えに基づき、一定の時間
内にどの程度の処理能力が必要かを計
算します。そして、その結果をよく確
かめた上で、明確な理由による判断を
もとに必要な機能を用意することにな
ります。
こうした仕事の組み立て方がどれほど

大切かを、自分が希望する職業の中で
考えてみましょう。

仕事における基礎的な学習の大切さ

あるスーパーマーケットでは、今までそれぞれのレジごとに売上を記録していましたが、
売上データをまとめて管理する、新しいシステムの必要性が出てきました。そこで、新シ
ステムを検討するチームは、
まず、客が最も多い時間帯と普段の時間帯で、一定時間に何人の会計をしなければなら

ないかを観察しました。
次に、そこから処理すべきデータ量を計算し、費用やシステムを作る期間のバランスを

考えて、最も良い条件を決定しました。この明確な理由による判断をもとに、店の経営者
に説明し、すぐに納得してもらいました。そして新システムを入れることになりました。
このように、原因と結果を整理して、目的のためにどのような方法や手段を行うか考え

ることが大切です。

論理的な思考

仕事の組み立て方・考え方
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10 一つの仕事に関係する多くの人々
——チームワークが求められる仕事

例えば、病気や怪我が治った患者が、日常生活ができるようになったり、社会でまた働
けるようになるのを手伝う現場では、医師や看護師だけでなく、理学療法士（患者の身体
を回復させるために熱や電気を使い、歩いたり立ったり日常生活ができるように手伝う専
門家）や社会福祉士（病気や怪我で日常生活に困っている人からの相談を受ける専門家）
など、多くの人が一人の患者を担当します。それぞれの仕事は違いますが、患者がまた日
常生活できるようになったり働けるようになったりするためには、どの仕事も必要です。
つまり、多くの職業人が力を合わせて、患者はまた日常生活できるようになったり働ける
ようになったりするのです。
このような現場では、チーム意識が重要です。チームの一人一人が同じ目標に向かって

協力し合い、一人ではできないことをチームとしてできるようにすることを「チームワー
ク」といいます。チームワークをつくる
ことができなければ、仕事はうまくいき
ません。周りと協力し合う意識を持つ
ことが基本ですが、リーダーはチームの
中心として、指導したり全体をまとめた
りすることも求められます。

チームワークをつくるためには、チー
ムのメンバーとのコミュニケーション
が必要です。そして、他人のことを考
えて協力し合う意識を持つこと、相手
を尊重するコミュニケーション能力
（対人作法）を身につけることも重要
で、これらがあって初めてチーム意識
がチーム全体に生まれます。
チームワークの重要性について、みな

さんは考えたことがありますか。チー
ムワークに関係することばや考え方に
ついて、自分が希望している職業の中
で考えてみましょう。

仕事におけるチームワークの大切さ

Ａさんは、患者Bさんを担当する理学療法士です。Bさんは、病気になってから普通に食
べることができなくなったため、胃に穴を開けてそこから薬などを入れています。その日
は胃につないであるチューブを交換する日でした。ところが、Aさんはその日がチューブ
を交換する日だと知らなかったので、いつものようにBさんを部屋に連れて行き、日常的
な身体の動きができるように手伝っていました。そのため、Bさんは診察時間に遅れてし
まいました。チームで常にしっかりと連絡をして、同じ情報を持っていれば、このような
失敗はありませんでした。チームの中で、情報を共有することが大切です。

チームの中での情報共有
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附録⑥ 

日本型コンピテンシー教育教材 

「泡盛ウェブサイトリニューアル PBL」 
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泡盛サイトリニューアル企画の提案

1

一般社団法人 沖縄専門人材開発研究会

本PBL演習の概要

(1) 演習⽬標
クライアントの要求や、現在のWebサイトの課題等に基づいて、Webサイトリニューアルの企画
を検討し、「提案書」を作成する。

(2) 演習テーマ
・クライアントの要求や課題の認識・理解
・Webサイトの現状認識・理解
・開発要件の検討
・提案書の作成とプレゼン

(3) 演習設定
Web制作企業である株式会社那覇オフィスサービス（NOS)が、
沖縄酒造組合（Webサイトの運営者）より相談を受け、サイト
のリニューアルに取り組むことになった。学習者は株式会社
NOSの社員として、上位者の指⽰を受けながら当該業務を実施する。

(4)演習時間
全15時間（1.5時間×10回）

2

演習の項⽬と成果物

項⽬ 時間配分 成果物

１．案件の理解 1時間

２．ヒアリング 3時間 ヒアリング結果

３．要求の分析 5時間 開発要件検討シート

４．提案書の作成 5時間 提案書

５．講師による評価 1時間

合計 15時間
3 4

1. 案件の理解
(1)PBLとは

(2)演習の概要

(3)プロジェクト案件
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5

１．案件の理解 指導ガイド①

「１．案件の理解」は以下の項⽬で構成されている。
(１)PBLとは
(２)演習の概要
(３)プロジェクト案件

(１)PBLとは
⇒本演習を開始する前に、PBL学習とは⼀体何かを理解し、学習者がどのように本演習に取り組む

べきかを説明する。

(２)演習の概要
⇒学習者に「案件の理解」段階における演習課題や作業内容を理解させ、

１.案件の理解（１）PBLとは ①

6

 PBLとは
 PBLとは「Project Based Learning」の略称

 様々なプロジェクトテーマを課題として、学⽣のプロジェクトチームによって、課題を
解決させていく教育の⽅法。

 課題の解決によって、専⾨知識の活⽤能⼒の他、計画⽴案・実⾏能⼒、プレゼンテー
ション能⼒、チームでの活動能⼒等といった実務スキルや問題解決能⼒の向上を⽬指す。

 本講座のPBL
与えられたプロジェクトの案件をテーマに、与えられたシナリオに沿ってプロジェクトを

進⾏させる。進⾏に沿って課題や解答例、解決策を提⽰し、進⾏の流れを適切にして成果
物のレベルを⼀定にする。

１.案件の理解（１）PBLとは ②

7

１．教員主導で講義・演習を実施

２．講義（知識）や演習を通して学ぶ

３．知識や技術の習得

１．学⽣主導で計画を⽴て、準備し実⾏

２．実務の擬似体験を通じて学ぶ

３．総合⼒（実践⼒）を養う

報告や交渉講義 演習

◆ 通常の学習 ◆ ◆ PBL演習による学習 ◆

新しい知識の獲得
（知識先⾏）

提⽰された課題の解決

課題や問題の認識

新しい知識獲得と実践

ドキュメント作成

１.案件の理解（１）PBLとは ③

8

ステージ１
着想・発想

（アイディア）

ステージ２
基本構想

（コンセプト）

ステージ３
計画⽴案
（プラン）

演習 場⾯ 演習場⾯演習場⾯

学⽣チームメンバー
クライアント・上司役

（講師）

協⼒
分担

学⽣

・アイディア創出
・情報収集
・ドキュメント作成
・提案、交渉…

指⽰
助⾔

報告
提案
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１.案件の理解（２） 演習の概要

9

項⽬ 内容

演習場⾯ １．案件の理解

演習課題 案件の⽬的・背景、Webサイトの構成と内容、さらに今回の開発の要件
を理解しなさい。

作業内容 ① プロジェクト案件概略の内容を読む。
②酒造組合のWebサイトを閲覧する。

事前情報 ① プロジェクト案件概略

アウトプット なし

講師の役割 上司役

想定所要時間 1時間

１.案件の理解（３）プロジェクト案件概略

項⽬ 内容
プロジェクト
テーマ 琉球泡盛サイトのリニューアルの検討と提案

⽬的・背景

沖縄県酒造組合は、最近、泡盛の出荷量が減少傾向にあるため、その状況
を改善すべく「琉球泡盛サイト」を⽴ち上げた。琉球泡盛サイトは、沖縄
の泡盛の情報を広く知らしめたいことを⽬的としている。
SEO対策では「沖縄 泡盛」で1位に表⽰されるが、アクセス解析をしたと
ころ、ページの滞在時間が短く、多くは数秒であった。
また、Topページ以外もきちんと⾒られていないことが判った。

開発概要

「琉球泡盛サイト」のリニューアル
https://okinawa-awamori.or.jp/

・予算とスケジュールの関係から、新しいコン
テンツは部分的にし、基本的に現存のコンテ
ンツの再配置に留める

・テキスト及びコストのかからない、著作権の
問題の発⽣しないコンテンツであれば利⽤可
とする。 10

11

２. ヒアリング
（1）演習の⼿順

① 演習の概要 ② 演習の⽬標 ③進め⽅

（２）演習

12

２. ヒアリング（1）演習の⼿順 ① 演習の概要

項⽬ 内容

演習場⾯ 1.ヒアリングの実施

演習課題 クライアントから今回開発するウェブサイトに関するイメージや要望等、
提案書の作成に必要な情報をヒアリングしなさい。

演習内容
① ヒアリングの準備
② ヒアリングの実施
③ ヒアリング実施結果の整理

事前情報 ○ 案件概略

アウトプット ○ ヒアリング結果シート

講師の役割 ○ クライアント役

想定所要時間 3.0時間（1.5時間×2コマ）
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13

２. ヒアリング（1）演習の⼿順 ② 演習の⽬標

①ウェブサイト開発に必要な情報を過不⾜なく聴取するための
質問項⽬・質問内容を検討することができる。

②臨機応変にヒアリングを実施することができる。

③クライアントから得た情報を過不⾜なく整理することができる。

14

２. ヒアリング（1）演習の⼿順 ③ 進め⽅

実施項⽬ 時間数

状況設定、作業の内容・流れの把握 20分

ヒアリングの準備 60分

ヒアリングの実施 30分

ヒアリング実施結果の整理 70分

Q＿＿＿＿

Q＿＿＿＿

Q＿＿＿＿

Q＿＿＿＿

ヒアリングの準備 ヒアリングの実施 結果の整理

Q＿＿＿＿

A＿＿＿＿

Q＿＿＿＿

A＿＿＿＿

15

(2) 演習

① 演習の課題

② ヒアリング実施シート

③ ヒアリング結果シート

16

２. ヒアリング（2）演習 ① 演習の課題

◆作業⼿順
⼿順１ 開発物のイメージや要件について担当者にヒアリングを

⾏うための準備として、ヒアリングの流れや質問項⽬を
検討してヒアリングシートを作成しなさい。

⼿順２ ヒアリングシートを使ってヒアリングを実施しなさい。

⼿順３ ヒアリング時に聴取した情報をヒアリング実施シートに
整理しなさい。
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17

２. ヒアリング（2）演習 ② ヒアリング実施シート

No 質問項⽬ ヒアリング記録

18

２. ヒアリング（2）演習 ② ヒアリング実施シート

No 質問項⽬ ヒアリング記録

2．ヒアリング（2）演習 ②ヒアリング結果シート クライアント情報

19

項⽬ 回答
クライアント名
（企業名）

所在地

連絡先

担当者名
（部署・肩書・⽒名）

担当者連絡先
（メールアドレス/携帯電話番号）

2．ヒアリング（2）演習 ②ヒアリング結果シート サイト基本情報

20

項⽬ 回答

サイト名

ドメイン（URL)

サイトの⽬的

予算 □20万円 □50万円 □80万円 □100万円 □それ以上
□その他（ ）

公開予定⽇
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2．ヒアリング（2）演習 ②ヒアリング結果シート 制作情報(1)

21

項⽬ 回答

ターゲット

希望するコンテンツ

利⽤環境

資料・素材の有無

参考サイト

2．ヒアリング（2）演習 ②ヒアリング結果シート 制作情報(2)

22

項⽬ 回答
競合他社サイト

課題その他

23

3. 要求の分析
（1）演習の⼿順

① 演習の概要 ② 演習の⽬標 ③進め⽅

（２）演習

3.要求の分析（1）演習の⼿順 ① 演習の概要

24

項⽬ 内容

演習場⾯ ２．要求分析

演習課題 クライアントへのヒアリング結果を踏まえて、クライアントの要求を整
理・分析し、要求仕様・開発要件を策定しなさい。

作業内容 ①ヒアリング結果を把握する
②開発要件を検討する

事前情報 ① プロジェクト案件概略
② ヒアリング結果

アウトプット 開発要件検討シート

講師の役割 上司役

想定所要時間 5.0時間
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3.要求の分析（1）演習の⼿順 ② 演習の⽬標

① ヒアリングで得た情報をもとに、クライアントの要望をどのよう
にしてリニューアルに反映するかを検討し、開発要件を検討する
ことができる。

② クライアントの要求と開発要件をプロジェクトメンバーに理解し
てもらうために、簡潔でわかりやすく整理することができる。

25

3.要求の分析（1）演習計画 ③ 進め⽅

26

実施項⽬ 時間数

演習課題の把握 30分

開発要件の検討・開発要件検討シートの作成 240分

発表・講評 30分

演習課題の把握 開発要件の検討・シートの作成 発表

27

(2) 演習

① 演習の課題

② ヒアリング結果

③ 開発要件検討シート

④ 発表

3.要求の分析（2）演習 ① 演習の課題

状況
 今回のプロジェクトのクライアントである沖縄酒造組合にヒアリングを実施

したことにより、本件Webサイトに対する要望やイメージが明らかになった。

 しかし、そこで聞き取ったクライアントの要望は現状、例えば「ホームペー
ジを⻑い時間みるようにしてほしい」など、⾮常に漠然とした内容となって
いる。

 現時点では、このような要望を、開発するウェブサイトに対してどのように
反映していくかを整理できていない。

 そこで、株式会社NOSでは、このヒアリング結果をもとに、開発要件の洗い
出しを⾏うことにした。

 あなたは島井社⻑の指⽰を受けて、ヒアリングの結果を踏まえ、プロジェク
トチームメンバーと相談しながら、クライアントの要求分析を⾏い、開発要
件を洗い出して資料にとりまとめることとなった。 28
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3.要求の分析（2）演習 ① 演習の課題

◆作業の⼿順
⼿順１ ヒアリング結果のまとめをもとに、個⼈でクライアント

の要望を把握し、開発要件を考えなさい。

⼿順２ ヒアリング結果のまとめと、個⼈で考えた開発要件を
もとに、グループで開発要件について議論しなさい。

⼿順３ 議論した内容を開発要件分析シートにまとめなさい。

⼿順４ グループでまとめた開発要件分析シートを発表しなさい。
29

3.要求分析（2）演習 ③ 開発要件検討シート（１）

30

※項⽬構成は適宜、追加・変更等を⾏ってよい。
※記⼊欄が不⾜する場合は、適宜、シートの複製等により対応すること。

項⽬ 開発要件

⽬的

⼿段

利⽤者

拡張

3.要求分析（2）演習 ③ 開発要件検討シート（２）

31

項⽬ 開発要件

運⽤・保守性

セキュリティ

制約条件

リニューアル⽅針

3.要求分析（2）演習 ④ 発表

32

発表（15分）+ 講評（15分）

◎課題

・開発要件検討シートを使って、発表する。

・各グループ5分で発表し、質問を受ける。

・講評を受ける。
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33

４．提案書の作成
(1)演習の⼿順

① 演習の概要 ② 演習の⽬標 ③ 進⾏計画

(2) 演習

４. 提案書作成（1）演習の⼿順 ① 演習の概要

34

項⽬ 内容

演習場⾯ ３ 提案書の作成

演習課題 このプロジェクトで実施する、Webサイトのリニューアル提案書の作
成しなさい。また、それを使ってプレゼンテーションを⾏いなさい。

作業内容 ① 提案書の作成
② プレゼンテーションの実施

事前情報
① プロジェクト案件概略
② ヒアリング結果
③ 開発要件（検討シート）

アウトプット ① 提案書

講師の役割 上司役

想定所要時間 5.0時間

４．提案書の作成（1）演習の⼿順 ② 演習の⽬標

① ヒアリングで得た情報をもとに、クライアントの要望を反映で
きるWebサイトの仕様を検討することができる。

② 開発要件検討シートをもとに、提案書メモを活⽤して提案書の
作成ができる。

③ 作成した提案書をもとに発表ができる。

35

４．提案書の作成（1）演習の⼿順 ③ 進め⽅

36

実施項⽬ 時間数

演習課題の把握 30分

提案書の作成 240分

発表 30分

演習課題の把握 提案書の作成・ 発表
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37

(2) 演習

① 演習の課題

② 提案書シートメモ

③ Webサイトリニューアル提案書

４．提案書の作成（2）演習 ① 演習の課題

状況
 あなたたちは先⽇、ヒアリングによって得た情報をもとに、クライアントの

要望を分析し、開発要件をとりまとめた資料を作成した。

 この資料に基づいて、沖縄県酒造組合の担当者である下地さんや、株式会社
NOSの⼭本社⻑と打合せを⾏ったところ、基本⽅針は問題なしとなった。

 そこで、沖縄県酒造組合の担当者である下地さんが予算獲得のために下地さ
んの上司へ説明を⾏うために、プレゼンテーションを⾏ってほしいとの依頼
があった。

 あなたたちは⼭本社⻑から指⽰を受けて、提案書のプレゼンテーションを⾏
うこととなった。

 NOS社では、提案書の作成を⾏い、プレゼンテーションの⽀援をすることと
なった。

38

４．提案書の作成（2）演習 ① 演習の課題

作業の⼿順

⼿順１ ヒアリング結果や開発要件検討シートを参考にしながら、
提案書を作成しなさい。

⼿順２ 提案書を使ってプレゼンテーションを⾏いなさい。

39

４．提案書の作成（2）演習 ② 提案メモ（１）

40

項⽬ 内容

企画名

Webサイトの
現状・課題

⽬標

リニューアルの⽅向性
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４．提案書の作成（2）演習 ② 提案メモ（２）

41

項⽬ 内容

ターゲット

具体的な内容

実施⽅法

４．提案書の作成（2）演習 ② 提案メモ（１）

42

項⽬ 内容

企画名

Webサイトの
現状・課題

⽬標

リニューアルの⽅向性

４．提案書の作成（2）演習 ② 提案メモ（２）

43

項⽬ 内容

ターゲット

具体的な内容

実施⽅法

企画名︓

ターゲット

具体的な内容

現状・課題 リニューアルの⽅向性 ⽬標

企画内容 実施⽅法

４．提案書の作成（2）講義資料 ③Webサイトのリニューアル提案書
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４．提案書の作成（2）演習 ④ 発表

45

発表（15分）+ 講評（15分）

◎課題

・開発要件検討シートを使って、発表する。

・各グループ5分で発表し、質問を受ける。

・講評を受ける。
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附録⑦ 

日本型コンピテンシー教育教材 

「泡盛ウェブサイトリニューアル PBL」 

指導ガイド 
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泡盛サイトリニューアル企画の提案
【指導⽤ガイド】

1

一般社団法人 沖縄専門人材開発研究会

2

指導ガイド 概要①

本演習は、実務案件のWebリニューアル業務に極めて近い状況を設定し、学習者
が演習を⾏うものである。

指導者は、場⾯に応じて、

・業務を発注するクライアント役

・制作企業の上司役

などの役割を使い分け、指導を⾏う。

3

指導ガイド 概要②

演習の内訳は

１．案件の理解

２．ヒアリング

３．要求の分析

４．提案書の作成

５．講師による評価
となる。

本PBL演習の概要

(1) 演習⽬標
クライアントの要求や、現在のWebサイトの課題等に基づいて、Webサイトリニューアルの企画
を検討し、「提案書」を作成する。

(2) 演習テーマ
・クライアントの要求や課題の認識・理解
・Webサイトの現状認識・理解
・開発要件の検討
・提案書の作成とプレゼン

(3) 演習設定
Web制作企業である株式会社那覇オフィスサービス（NOS)が、
沖縄酒造組合（Webサイトの運営者）より相談を受け、サイト
のリニューアルに取り組むことになった。学習者は株式会社
NOSの社員として、上位者の指⽰を受けながら当該業務を実施する。

(4)演習時間
全15時間（1.5時間×10回）

4
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演習の項⽬と成果物

項⽬ 時間配分 成果物

１．案件の理解 1時間

２．ヒアリング 3時間 ヒアリング結果

３．要求の分析 5時間 開発要件検討シート

４．提案書の作成 5時間 提案書

５．講師による評価 1時間

合計 15時間
5 6

1. 案件の理解
(1)指導内容・⽬標

(2)指導のポイント

7

１．案件の理解 (1)指導内容・指導⽬標

〇指導内容
「１．案件の理解」は以下の項⽬で構成されている。

(１)PBLとは
(２)演習の概要
(３)プロジェクト案件概略

〇指導⽬標
「１．案件の理解」では、学習者が主体ではなく、講師主導となる。

そのため、この段階における⽬標は、

・PBL学習⾃体を理解している。

・本演習を理解している。
以上の２つとなる。 8

１．案件の理解 (2)指導のポイント①

実施項⽬ 1 時間数
(1)PBL学習とは 20分

PBL（Project Based Learning）学習⾃体について説明する。

ポイントは、
通常の講師主導の学習とPBL学習の違いを明確にし、作業⼯程を理解させる。

普段のいわゆる講師主導の学習と違い、⾃ら積極的に参加し、グループで何
かを作り上げるという⼯程を理解させることが⼤切である。

また、社会⼈としてのコンピテンシー養成に関する内容であることを伝える。
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9

１．案件の理解 (2)指導のポイント②

実施項⽬ 1 時間数
(2)演習の概要 10分

「案件の理解」段階における演習課題や作業内容を説明する。

ポイントは、
演習課題の明確にして、作業内容を理解させる。

まず、「案件の理解」段階における学習者の演習課題を伝える。
次に、作業内容の２項⽬を伝え、学習者が「案件の理解」段階で⾏う作業を

理解させる。

10

１．案件の理解 (2)指導のポイント③

実施項⽬ 1 時間数
(3)プロジェクト案件概略 30分

本演習におけるプロジェクトテーマや⽬的・背景、開発概要の説明を⾏う。

ポイントは、
本演習における⽬的や背景、開発概要を理解させる。

本演習が、沖縄県酒造組合が運営しているwebサイトのリニューアルについ
て企画提案することであるとしっかり伝える。そして、なぜ題材が泡盛なのか、
沖縄県が抱える課題を解決することの意義を学習者が理解し、演習に臨めるよ
うに促す。

11

２. ヒアリング
（1）指導内容

（2）指導のポイント

【回答例】ヒアリング結果シート

（3）評価基準

12

2．ヒアリング 指導内容・⽬標①

〇指導内容
「2．ヒアリング」は以下の項⽬で構成されている。

（1）演習の⼿順
① 演習の概要 ② 演習の⽬標 ③進め⽅

（２）演習

(１)演習の⼿順
①演習の概要︓「ヒアリング」段階における演習課題や作業内容、アウトプットを説明する。
②演習の⽬標︓「ヒアリング」段階における⽬標を明確にする。
③進め⽅︓時間配分を説明する。

※実際の時間配分は学習の進⾏具合によって、臨機応変に対応する。
(２)演習

⇒作業⼿順を説明し、ヒアリングの準備作業を開始させる。準備作業に⽬途が⽴ち次第、グループ
毎に演習を実施し、その結果をまとめさせる。
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〇 ヒアリングの実施について
実務では、実際のクライアントが存在するが、本演習ではクライアントは講師が務める。
クライアント役の講師は、

・要求を明確に⾔葉にできない
・Web制作に関する知識は持っていない
ことに注意を向けさせつつ、ヒアリングを⾏わせる。
ヒアリングの⽬的は、クライアントが希望するリニューアルの⽅向性を聞き出すことで
ある。

〇使⽤教材について
・「ヒアリング実施シート」︓

ヒアリング時における質問項⽬の記⼊およびクライアントの回答メモとして使⽤。
・「ヒアリング結果シート」︓

クライアントの基本情報から課題までのヒアリング結果を整理するために使⽤。
13

2．ヒアリング 指導内容・⽬標②

〇指導⽬標
「2．ヒアリング」における⽬標は、

①ウェブサイト開発に必要な情報を過不⾜なく聴取するための質問項⽬・質問内容を
検討することができる。

②臨機応変にヒアリングを実施することができる。

③クライアントから得た情報を過不⾜なく整理することができる。
以上の３つとなる。

14

2．ヒアリング 指導内容・⽬標③

15

2．ヒアリング (2)指導のポイント①

実施項⽬ 1 時間数
(1)状況設定、作業の内容・流れの把握 20分

課題となっているホームページを提⽰し、プロジェクト案件概略資料を元にクライ
アントからの初期要望を伝え、作業内容と流れを説明する。
本課題においては、当該ホームページを提⽰し、学⽣に確認させる。
数分を与え、学⽣にページを操作させ、を意識させる。
その上で、状況の説明を⾏う。

ポイントは、
①学習者がIT企業の担当者である設定を確認すること。

Web制作を請け負っている企業の担当として作業を⾏うことを理解させる。
請け負った仕事のため、⾃分の好みではなく、クライアントのニーズを満たす
ことが最重要であることを伝える。

16

2．ヒアリング (2)指導のポイント②

実施項⽬ 1 時間数
(1)状況設定、作業の内容・流れの把握 20分

②ヒアリングの⼯程を理解させる。
ヒアリングの段階において、作業内容として取り組むことを説明する。その

際に、単に聞きたいことを聞くのではなく、問題点がどこにあるのかを明確に
できるような質問項⽬を考案することを促す。

また、ヒアリングの⼯程として、【準備→実施→整理】という⼯程⾃体を理
解せる。
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17

2．ヒアリング (2)指導のポイント③

実施項⽬ 2 時間数
(2)ヒアリングの準備 60分

リニューアルの⽬的や、想定ユーザー、リニューアル⽅針を決定するために必要な
情報を整理させる。
上記の情報を元に、ヒアリングで⾏う質問項⽬を検討させる。ヒアリング項⽬の重
複がないか、質問する順番は適切か、担当者が分かりにくい専⾨⽤語などはないか、
など実務に即した質問構成となるように指導する。

ポイントは、
ヒアリングの実施において、必要な準備を理解させること。

質問項⽬はさることながら、ヒアリングを実施する際に必要となる事項など
を学習者が想定し、準備万端にさせる。準備として、クライアントへの質問項
⽬の提⽰⼿段や、回答の整理⽅法、記録の仕⽅、グループでの役割など。

18

2．ヒアリング (2)指導のポイント④

実施項⽬ ２ 時間数
(2)ヒアリングの実施 30分

クライアント役として、ヒアリングを実施する。
実際のクライアントは、Web制作の知識はないため、ヒアリングを受けるにあたっ
ては、Web技術・知識を先取りしないように注意する。
デザインやUIの問題などがあっても、それには気づいていない、あるいは現状で構
成上の問題はない、という認識でいるように務める。

ポイントは、
今回のクライアントはweb知識が乏しい担当者であることを理解させること。

ヒアリングを受ける際は、Web制作についてはわからないので、専⾨的な質問
にはわからない、と回答する。本PBLでは、提案書の作成までの⼯程を理解する
ことが⽬的でもあるため、専⾨知識の理解は特段必要ない。

19

2．ヒアリング (2)指導のポイント⑤

質問項⽬ 回答例

・こちらのサイトのアクセス数はあるようですが、
どのような状況なのでしょうか︖

・検索すると、⼀番最初のページに表⽰される。
部下からもアクセスはあると聞いているが、具体的な
数値はわからない。

・コンテンツの中⾝についてご希望はございますか︖ ・泡盛を飲みたくなる内容にしてほしい。

・リニューアルにあたりどのようなご希望があります
か︖

・ホームページからの問い合わせが増えるようにして
ほしい。

・競合となるサイトやモデルにしているサイトは
ございますか︖ ・⽇本酒のウェブサイトが良いと聞いている。

・今回リニューアルということですが、ご予算感、
リニューアルの規模はどのようにお考えですか︖ ・あまり予算をかけずに実施したい。

・沖縄県への観光客がターゲットということでよろしい
でしょうか︖

・もちろんだが、周辺地域への観光客を誘致するように
したい。

・対象端末、ブラウザなどはいかがいたしましょうか︖ ・専⾨的なことはわからないので、おまかせします。

ヒアリング例

20

2．ヒアリング (2)指導のポイント⑥

実施項⽬ 2 時間数
(2)ヒアリング実施結果の整理 30分

ヒアリング結果を、必要項⽬ごとにある程度分類して整理するように指導する。
次の作業として開発要件検討シートを作成するために、作成に結びつくように内容
を整理させる。

ポイントは、
ヒアリングの結果をグループ全体で共有できているかどうか。

ヒアリングの準備段階で決定したグループでの役割のもと、ヒアリングの結果
した際に、メンバー同⼠の認識が共有しているのかどうか確認する。次の作業に
て活⽤するため、しっかりと整理させる必要がある。
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【回答例】ヒアリングシート結果1 クライアント情報

21

項⽬ 回答
クライアント名
（企業名） 沖縄県酒造組合

所在地 沖縄県那覇市港町2-8-9

連絡先 TEL:098-868-3727
FAX:098-861-3733

担当者名
（部署・肩書・⽒名） 佐久本 学（会⻑）

担当者連絡先
（メールアドレス/携帯電話番号）

○○××＠▼▼.◆◆

※記⼊欄が不⾜する場合は、シートの複製等により記⼊のこと。

【回答例】ヒアリングシート結果2 サイト基本情報

22

項⽬ 回答

サイト名 琉球泡盛

ドメイン（URL) https://okinawa-awamori.or.jp/

サイトの⽬的 泡盛に関する情報の拡散

予算 □20万円 □50万円 □80万円 □100万円 □それ以上
■その他（現時点で不明。ただし、できるだけコストダウンを希望）

公開予定⽇ 2021年4⽉

※記⼊欄が不⾜する場合は、シートの複製等により記⼊のこと。

【回答例】ヒアリングシート結果３ 制作情報(1)

23

項⽬ 回答

ターゲット a)沖縄県に遊びに来る観光客
b)沖縄県に居住の若者

希望するコンテンツ 予算と納期の関係から、新しいコンテンツは加えず、基本的に現
存のコンテンツの再配置に留める

利⽤環境 デザインはパソコン視聴を中⼼とし、スマホでは必要情報にアク
セスでできればよいとする。

資料・素材の有無 著作権に問題のないコンテンツは加えてほしい。

参考サイト
⽇本酒の魅⼒を世界へ伝えるメディア
https://one-sake.com/
ビール酒造組合
http://www.brewers.or.jp/

※記⼊欄が不⾜する場合は、シートの複製等により記⼊のこと。

【回答例】ヒアリングシート３ 制作情報(2)

24

項⽬ 回答
競合他社サイト 競合サイトはない。

課題その他

・アクセス数の割に泡盛の購⼊につながっていない。

・調査の結果、トップページ以外へのアクセスが少なく、サイト
滞在時間も短いことが判明している。

・トップページ以外もみてもらえるようにしてほしい。

・コストと納期の問題もあるので、サイトの基本的なデザインに
⼤幅な変更を加えることは避け、リニューアルという観点で実
施してほしい。

・今後サイト上にYoutube動画をもっとアップしていきたいが、
どのようなコンテンツが魅⼒的なのか不明。

※記⼊欄が不⾜する場合は、シートの複製等により記⼊のこと。
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25

１．ヒアリング (3)評価基準

「2．ヒアリング」における評価基準は、

①課題発⾒⼒︓
現状のウェブサイトにおける課題について理解し、説明できる。

②コミュニケーション⼒︓
他のメンバーとの情報共有やクライアントへの応対が適切にできている。

③チームワーク⼒︓
グループにおける⾃⼰の役割を理解し、他のメンバーの役割も理解したうえで適切な
⾏動がとれている。

以上の３つとなる。

26

3. 要求の分析
（1）指導内容

（2）指導のポイント

【回答例】開発要件検討シート

（3）評価基準

27

3．要求の分析 指導内容・⽬標①

〇指導内容
「３．要求の分析」は以下の項⽬で構成されている。

（1）演習の⼿順
① 演習の概要 ② 演習の⽬標 ③進め⽅

（２）演習

(１)演習の⼿順
①演習の概要︓「要求の分析」段階における演習課題や作業内容、アウトプットを説明する。
②演習の⽬標︓「要求の分析」段階における⽬標を明確にする。
③進め⽅︓時間配分を説明する。

※実際の時間配分は学習の進⾏具合によって、臨機応変に対応する。
(２)演習

⇒作業⼿順を説明し、開発要件の検討を開始させる。個⼈ワークに⽬途が⽴ったら、グループで
開発要件検討シートの作成作業を開始する。

〇使⽤教材について
・「ヒアリング結果シート」︓

「２．ヒアリング」の段階にまとめたクライアントの基本情報から課題までのヒア
リング結果を整理したもの。開発要件を検討するために使⽤する。

・「開発要件検討シート」︓
「ヒアリング結果シート」と個⼈で考案した開発要件をもとに、グループでの意⾒
をまとめるために使⽤する。

28

3．要求の分析 指導内容・⽬標②
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〇指導⽬標
「3．要求の分析」における⽬標は、

①ヒアリングで得た情報をもとに、クライアントの要望をどのようにしてリニューアル
に反映するかを検討し、開発要件を検討することができる。

②クライアントの要求と開発要件をプロジェクトメンバーに理解してもらうために、簡
潔でわかりやすく整理することができる。
以上の２つとなる。

29

3．要求の分析 指導内容・⽬標③

30

3．要求の分析 (2)指導のポイント①

実施項⽬ 1 時間数
(1)演習課題の把握 30分

ヒアリングが完了した状態であり、これから開発要件を検討する段階である。
要求の分析においても、置かれている状況を把握させ、個⼈ワーク、グループワー
クで⾏うことを明確に理解させることが必要である。

ポイントは、
成果物から逆算して個⼈・グループワークするべき内容を確認すること。
グループワークで開発要件検討シートを作成することがこの段階における成

果であるため、その前段階である個⼈ワークでのそれぞれのアイデアが重要に
なってくる。その旨を伝え、最初の個⼈ワークに集中させることが重要である。

31

3．要求の分析 (2)指導のポイント②

実施項⽬ 2 時間数
(2)開発要件の検討・開発要件検討シートの作成 240分

開発要件検討シートを提⽰し、クライアントへのヒアリング結果、及び関連情報を
収集、整理し、記⼊させるようにする。

ヒアリング結果だけを記⼊するのではなく、⾃分たちで収集した関連情報を整理し
て記⼊させるようにする。
本事例の最終的な⽬的が何なのか︖を常に意識させるようにし、その最終的な⽬的
を満たすために、本フェーズでは何をするべきか、を考えさせる。

⾃分の作りたいサイトを作成するのではなく、限られた条件の中でクライアントの
要求を満たすにはどうしたらよいか、という視点を常に持つように指導する。

32

3．要求の分析 (2)指導のポイント③

実施項⽬ 2 時間数
(2)開発要件の検討・開発要件検討シートの作成 240分

シート記⼊にあたっては、わかりやすい表現となるように注意させる。

整理したクライアントの要望に従って、開発要件シートを作成するために必要な情
報を収集、整理させる。

情報収集として、
・泡盛ウェブサイトに活⽤できそうな類似サイト（例︓酒類、飲料メーカー）
・新たにウェブサイトに導⼊できそうなSNSなどのツール
・Web制作におけるトレンド
など幅広い範囲の情報を収集させ、その中から今回のプロジェクトで活⽤可能と思
われる情報を抽出し、整理させる。

また、現状のウェブサイトにおける課題点を具体的に抽出させる。
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33

3．要求の分析 (2)指導のポイント④

実施項⽬ 2 時間数
(2)開発要件の検討・開発要件検討シートの作成 240分

個⼈ワークで収集した情報の結果をグループ内で共有し検討を⾏う。
開発要件検討シートの項⽬別にどのような内容を記⼊すべきかをグループで決定し、
シートに記⼊させるようにする。
また、追加項⽬をを希望する場合には、既存項⽬と類似していない限り、できるだ
け了承する。

開発要件検討シート作成の⽬的は、クライアントへの提案作成のための意識を社内
で共有することにある。
そのため、解釈が多様になる可能性がある⾔葉は使⽤せず、明確な⾔葉で記述させ
るように促す。

「3．要求の分析」では、講師は「上司役」となる。
時期を⾒て回答例を提⽰するなどし、時間のコントロールを⾏う。

34

3．要求の分析 (2)指導のポイント⑤

実施項⽬ 3 時間数
(3)発表・講評 30分

各グループで作成した開発要件検討シートを⽤いて、発表を⾏う。発表の際には、
ヒアリング結果を踏まえて考案したという経緯をなるべく明確にするように促す。
また、グループで強調したい箇所がある場合には、シート内の⽂章をボールドにす
るなどの⼯夫をさせる。

ポイントは、
グループでの意⾒をしっかり伝えられているかどうか。

シート作成の終盤には発表者を選出させ、発表に備えるように促す。この段階
での発表の⽬的は、グループでの成果を全体で共有することであるため、どのよ
うに考えたのか経緯を踏まえた発表が望ましい。

【回答例】開発要件分析シート１

35

項⽬ 開発要件

⽬的
「沖縄 泡盛」をキーワードに検索し、来訪したユーザに対して、泡
盛の魅⼒を発信し購買にを誘引することを⽬的とした琉球泡盛のウエ
ブサイトのリニューアルを⾏う。

⼿段
泡盛に関する知識の情報公開はもちろんのこと、泡盛初⼼者向けのオ
ススメの飲み⽅や泡盛に合う沖縄の家庭料理についても紹介し、泡盛
をより⾝近に感じてもらえるようにする。

利⽤者 •a)沖縄県に遊びに来る観光客
•b)沖縄県に居住の若者

拡張性 現状のページにYouTubeなどSNSコンテンツとの親和性をより⾼める
仕掛けを追加するような設計を⾏う。

【回答例】開発要件分析シート２

36

項⽬ 開発要件

運⽤・保守性
沖縄酒造組合の担当者が随時新規情報をアップできるようにする。但し、
定期的な情報提供はFacebookで⾏っているため、本ウエブサイトでの
ブログは、別名称とする

セキュリティ 決済などは発⽣しないため、通常のウエブサイトのセキュリティレベル
とする。

制約条件 サイトのデザイン⼀新や⼤量なコンテンツの追加は予算上難しいため、
現時点で存在しているコンテンツの再配置や機能の追加程度とする。

リニューアル⽅
針

•初⾒で泡盛への興味を喚起し、下層ページへ誘引できる構成とする。
•予算の関係から、現⾏のコンテンツをできるだけ利⽤することとする。
•随時新規情報を、担当者がアップできるようにする。
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37

3．要求の分析 (3)評価基準

「3．要求の分析」における評価基準は、

①課題発⾒⼒︓
ヒアリング結果をもとに現状のウェブサイトにおける課題について理解し、
開発要件に反映させ、説明できる。

②コミュニケーション⼒︓
他のメンバーとの情報共有や必要に応じて上司役である講師との意思疎通が
適切にできている。また、グループでの成果物を相⼿にわかりやすく説明できる。

③チームワーク⼒︓
グループにおける⾃⼰の役割を理解し、他のメンバーの役割も理解したうえで適切な
⾏動がとれている。

以上の３つとなる。
38

４．提案書の作成
（1）指導内容
（2）指導のポイント
【回答例】提案書メモ
【回答例】Webサイトのリニューアル提案書
（3）評価基準

39

４. 提案書作成 指導内容・⽬標①

〇指導内容
「４. 提案書作成」は以下の項⽬で構成されている。

（1）演習の⼿順
① 演習の概要 ② 演習の⽬標 ③進め⽅

（2）演習

(１)演習の⼿順
①演習の概要︓「提案書作成」段階における演習課題や作業内容、アウトプットを説明する。
②演習の⽬標︓「提案書作成」段階における⽬標を明確にする。
③進め⽅︓時間配分を説明する。

※実際の時間配分は学習の進⾏具合によって、臨機応変に対応する。
(２)演習

⇒作業⼿順を説明し、開発要件検討シートを⽤いて提案書メモの作成を開始させる。グループで
提案書メモを作成できたら、提案書のフォームに記述し、提案書を作成する。
作成した提案書をもとに各グループが発表を⾏う。

〇使⽤教材について
・「開発要件検討シート」︓

提案書メモを作成するために使⽤する。

・「提案書メモ」︓
開発要件検討シートをもとに、グループで考案したアイデアを記⼊するために使う。

・「Webサイトのリニューアル提案書」︓
本演習の最終成果物であり、発表の際に使⽤する。

40

４. 提案書作成 指導内容・⽬標②
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〇指導⽬標
「４. 提案書作成」における⽬標は、

①ヒアリングで得た情報をもとに、クライアントの要望を反映できるWebサイトの仕様
を検討することができる。

②開発要件検討シートをもとに、提案書メモを活⽤して提案書の作成ができる。

③作成した提案書をもとに発表ができる。
以上の３つとなる。

41

４. 提案書作成 指導内容・⽬標③

42

４. 提案書作成 (2)指導のポイント①

実施項⽬ 1 時間数
(1)演習課題の把握 30分

開発要件検討シートを活⽤して、提案書メモを作成する。
次に、作成した提案書メモをもとに、Webサイトのリニューアル提案書に当てはめ
ていく。
そして、クライアントへのプレゼンテーションを⾏えるように整理する。
以上の⼯程を確認する。

43

４. 提案書作成 (2)指導のポイント②

実施項⽬ 2 時間数
(2)提案書の作成 240分

まず、提案書メモを作成する。開発要件検討シートを⽤いて、グループでの提案す
る内容を提案書メモにまとめていく。
提案書メモを作成する段階では、グループで内容を共有できる程度の内容でいい。
提案書メモを作成次第、Webサイトのリニューアル提案書の作成に取り掛からせる。

提案書とは、ヒアリング結果と要求分析を元に、リニューアルに対する⾃社の考え
を説明し、クライアントを納得させ、⾃社への発注を獲得するためのツールである。
そのため、発表に際し、クライアントの課題解決を⾏う⽅向性を具体的に⽰し、理
解してもらうものとなる。

したがって、専⾨⽤語などの難しい⾔葉はなるべく使⽤せず、わかりやすい⾔葉を
⽤いて作成する。その際、クライアントとのコミュニケーションを意識できている
となお良い。

44

４. 提案書作成 (2)指導のポイント②

実施項⽬ 2 時間数
(2)提案書の作成 240分

そのため、ポイントは、
クライアントを意識した提案書の作成ができているかどうか

提案書とは、ヒアリング結果と要求分析を元に、リニューアルに対する⾃社の考
えを説明し、クライアントを納得させ、⾃社への発注を獲得するためのツールであ
るため、考案したことを理解してもらうことが絶対条件となる。

そのためには、クライアントが⾒ただけでイメージができるような構成で作成さ
れていることが望ましい。
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45

４. 提案書作成 (2)指導のポイント④

実施項⽬ 3 時間数
(3)発表・講評 30分

各グループで作成したWebサイトのリニューアル提案書を⽤いて、発表を⾏う。発
表の際には、クライアントが聞いていることが前提となる。
そのため、クライアントにわかりやすいように、専⾨⽤語やわかりにくい⾔葉は使
わないでプレゼンテーションを⾏うよう指導する。また、資料の読み上げにならな
いよう、⽬線や態度などクライアントとのコミュニケーションを意識させる。

発表において、以下の点が注視されることを意識させる。
・⾝だしなみや姿勢、態度
・発表中の視線
・発表における⾔葉の原稿への依存度
・発表スピード
・声量
・時間厳守

46

４. 提案書作成 (2)指導のポイント⑤

実施項⽬ 3 時間数
(3)発表・講評 30分

講師は発表に同席する上司役として、
・Webリニューアル提案書の内容
・提案書のデザイン
・発表⽅法
について指導を⾏う。

本演習では、提案書のフォーマットを⽤意してあるが、時間的余裕や希望・要望が
ある場合には、本フォーマットに限らない形式で作成することも推奨する。
また、提案書の発表に関連する動画などの追加資料の活⽤についても、できる限り
認める。
その際、発表時には時間厳守であることを注意させる必要がある。

【回答例】提案メモ（１）

47

項⽬ 内容

企画名 泡盛初⼼者のためのSNS活⽤による泡盛魅⼒度向上プロジェクト

Webサイトの
現状・課題

Webサイトの利⽤状況を整理した結果、トップページ以外へのアクセ
スが少なく、Webサイトを⾒ている時間も短いことが判明している。
また、毎⽉のページビューワー数が500⼈程度であり、当初想定して
いた⽬標に達していない。

⽬標
•ページのビューアー数を毎⽉500⼈程度から当初想定していた1000
⼈程度に増やす。
•トップページ以外へのアクセスの数を増加させる。

リニューアルの⽅向
性

・泡盛の魅⼒を発信するYouTube等のSNSをもっと活⽤する。
・ユーザーの関⼼を引きつけSNSコンテンツの提供を中⼼にする。

【回答例】提案メモ（２）

48

項⽬ 内容

ターゲット ・沖縄県に住んでいる20代〜40代の若者
・沖縄県に旅⾏で訪れる観光客

具体的な内容

YouTubeなどの若者に馴染みがあるSNSを活⽤して、泡盛をまだ飲んだ
ことがない⽅や関⼼を持ち始めた⽅向けに、オススメの飲み⽅や泡盛に
合う沖縄の家庭料理についても紹介し、泡盛をより⾝近に感じてもらえ
るようにする。

実施⽅法

・現在、トップページにアップしているでYouTubeの動画の種類を増や
すことやトップページ以外のページとのつながりを作り、SNSとWebサ
イトの連携を強化する。
・泡盛がおいしく飲めるお店や⾊々な泡盛を買えるお店の紹介など、
ユーザーが泡盛を飲んでみようと思うきっかけになる投稿をする。
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・Webサイトの滞在時間及び
トップページ以外への閲覧が
少ない。
・毎⽉のページビューワー数
が500⼈程度で⽬標に達して
いない。

・泡盛に親しみを持てるSNS
コンテンツを前⾯に出し、ユー
ザーの関⼼を引きつけ、滞在時
間を増やす。
・新たに泡盛の魅⼒を発信する
コンテンツページを増やす。

・ページのビューアー数
毎⽉500⼈程度⇒毎⽉1000⼈
・SNSコンテンツからトップ
ページ以外のページを閲覧す
る数の増加。

企画名︓ 泡盛初⼼者のためのSNS活⽤による泡盛魅⼒度向上プロジェクト

ターゲット
・泡盛について興味を持ち始めた20〜40代の若者層
・沖縄の料理やお酒を楽しみたい観光客
具体的な内容
SNSを活⽤して、泡盛初⼼者向けのオススメの飲み
⽅や泡盛に合う沖縄の家庭料理についても紹介し、
泡盛をより⾝近に感じてもらえるようにする。

・SNSとWebサイトの連携強化
泡盛の楽しみ⽅や沖縄の家庭料理との組み合わせ
をYouTube動画で作成し、トップページにアップ
する。

・定期的な情報発信によるお店との連携
酒造組合のSNSにおいて、泡盛を提供しているお
店の情報を発信し、ユーザーをお店に惹きつける
投稿をおこなう。

現状・課題 リニューアルの⽅向性 ⽬標

企画内容 実施⽅法

【回答例】Webサイトのリニューアル提案書

50

４. 提案書作成 (3)評価基準

「４. 提案書作成」における評価基準は、

①課題発⾒⼒︓
Webサイトの現状の問題点・課題を明⽰し、その解決策を明確にできる。

②設計⼒︓
ヒアリング内容、収集した関連情報から、クライアントの⽬的達成に必要なWeb
サイトのコンセプトをクライアントにわかりやすい形で作成することができる。

③コミュニケーション⼒︓
わかりやすくイメージがつきやすい⾔葉で提案書を作成、発表をすることができる。

④チームワーク⼒
提案書の作成や発表に際して、チームメンバーの役割をお互い理解し、協⼒して⾏う
ことができる。

以上の４つとなる。
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1 
 1.

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
趣

旨
 

沖
縄

県
で

は
地

域
産

業
を

担
う

⼈
材

の
不

⾜
が

深
刻

化
し

て
い

る
。⼊

域
観

光
客

の
増

加
が

著
し

く
、特

に
外

国
⼈

観
光

客
は

5
年

前
と

⽐
較

し
て

約
7

倍
と

な
っ

た
。

こ
れ

に
対

応
す

る
た

め
地

域
企

業
各

社
は

⼈
材

確
保

に
努

め
て

い
る

が
、県

内
の

若
⼿

⼈
⼝

の
流

出
が

続
き

、特
に

サ
ー

ビ
ス

系
産

業
に

お
い

て
業

務
遂

⾏
に

⼤
き

な
⽀

障
を

⽣
じ

る
ほ

ど
の

⼈
材

不
⾜

に
陥

っ
て

い
る

。
 

こ
の

状
況

に
端

を
発

し
て

、
沖

縄
県

で
は

近
年

、
外

国
⼈

活
⽤

の
動

き
が

盛
ん

と
な

っ
て

お
り

、
外

国
⼈

依
存

度
が

急
速

に
上

昇
し

て
い

る
。

特
に

、
留

学
⽣

に
対

す
る

期
待

は
⼤

き
く

、
も

と
よ

り
外

国
⼈

が
多

く
駐

留
す

る
地

域
特

性
か

ら
外

国
⼈

が
⽐

較
的

定
着

し
や

す
く

、留
学

⽣
に

も
沖

縄
県

で
の

定
着

・
就

職
が

望
ま

れ
る

。
 

し
か

し
な

が
ら

、
留

学
⽣

の
⽇

本
・

沖
縄

県
で

の
定

着
・

就
職

を
更

に
促

進
す

る
た

め
に

は
、

⾔
語

や
⽂

化
の

違
い

を
踏

ま
え

、
⽇

本
へ

の
適

応
⼒

を
向

上
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

 
そ

こ
で

本
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、
外

国
⼈

留
学

⽣
を

対
象

に
⽇

本
的

価
値

観
、

⽇
本

的
⾏

動
様

式
、

⽇
本

で
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

等
に

関
わ

る
知

識
・

ス
キ

ル
を

醸
成

す
る

。
 

こ
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
じ

て
、留

学
⽣

の
⽇

本
へ

の
適

応
⼒

向
上

を
⽀

援
し

、地
域

定
着

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
沖

縄
県

の
⼈

材
不

⾜
と

い
う

課
題

解
決

に
寄

与
す

る
こ

と
を

⽬
的

と
し

て
い

る
。
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2 
 2.

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
背

景
 

2.
1.

 
沖

縄
県

に
お

け
る

⼈
材

不
⾜

の
概

況
 

沖
縄

県
で

は
地

域
産

業
を

担
う

⼈
材

の
不

⾜
が

深
刻

化
し

て
い

る
。沖

縄
県

の
⼊

域
観

光
客

数
は

、沖
縄

県
の

「
⼊

域
観

光
客

統
計

概
況

」
に

よ
る

と
、

平
成

24
年

度
時

点
で

は
59

2
万

4,
70

0
⼈

で
、

平
成

29
年

度
に

は
95

7
万

9,
90

0
⼈

と
約

1.
6

倍
の

増
加

を
⾒

せ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
そ

の
中

で
も

外
国

⼈
観

光
客

は
平

成
24

年
度

時
点

で
は

38
万

2,
50

0
⼈

で
あ

っ
た

の
が

、平
成

29
年

度
時

点
で

は
26

9
万

2,
00

0
⼈

と
な

っ
て

お
り

5
年

間
で

約
7

倍
ま

で
爆

発
的

に
上

昇
し

て
い

る
。

 
こ

の
こ

と
か

ら
、特

に
観

光
業

・
サ

ー
ビ

ス
業

等
の

第
三

次
産

業
を

中
⼼

に
求

⼈
数

が
増

加
し

て
い

る
。

沖
縄

労
働

局
の

「
労

働
市

場
の

動
き

 平
成

29
年

度
統

計
」

に
よ

る
と

、
有

効
求

⼈
倍

率
は

平
成

21
年

度
時

点
の

0.
31

倍
か

ら
平

成
29

年
度

時
点

で
は

1.
13

倍
ま

で
上

昇
し

て
お

り
、

8
年

間
連

続
で

増
加

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

求
職

者
数

に
つ

い
て

は
6

年
間

連
続

で
減

少
し

て
い

る
。

 
こ

の
よ

う
な

状
況

下
で

、地
域

産
業

で
は

⼈
⼿

不
⾜

が
深

刻
化

し
て

い
る

。沖
縄

振
興

開
発

⾦
融

公
庫

に
よ

る
「

公
庫

レ
ポ

ー
ト

 拡
⼤

す
る

沖
縄

経
済

の
下

で
深

刻
化

す
る

⼈
⼿

不
⾜

」
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
に

よ
る

と
、

回
答

企
業

30
8

件
の

う
ち

、
正

社
員

の
⼈

⼿
不

⾜
に

つ
い

て
「

現
在

、
不

⾜
し

て
い

る
」

と
46

.8
%

が
回

答
し

、「
現

在
は

不
⾜

し
て

い
な

い
が

、
今

後
不

⾜
す

る
懸

念
が

あ
る

」
と

31
.2

％
が

回
答

し
た

。
中

で
も

サ
ー

ビ
ス

業
や

飲
⾷

店
・

宿
泊

業
は

「
現

在
、

不
⾜

し
て

い
る

」
と

約
6

割
が

回
答

し
て

い
る

。
ま

た
、

⼈
⼿

不
⾜

に
よ

る
業

務
へ

の
⽀

障
に

つ
い

て
、

全
回

答
者

の
う

ち
10

.8
%

が
「

⼤
き

な
⽀

障
が

出
て

い
る

」
と

回
答

し
、「

あ
る

程
度

⽀
障

が
出

て
い

る
」

は
46

.6
％

に
上

っ
た

。
さ

ら
に

、
サ

ー
ビ

ス
業

で
は

17
.6

%
、

飲
⾷

店
・

宿
泊

業
で

は
28

.6
％

が
「

⼤
き

な
⽀

障
が

出
て

い
る

」
と

回
答

し
て

い
る

。
こ

の
結

果
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

関
係

業
界

を
中

⼼
に

沖
縄

県
内

企
業

は
業

務
に

⽀
障

を
⽣

じ
る

ほ
ど

の
極

め
て

深
刻

な
⼈

材
不

⾜
の

状
態

に
あ

る
こ

と
が

⾒
て

取
れ

る
。

 
 2.

2.
 

⼈
材

不
⾜

解
消

の
た

め
の

外
国

⼈
材

活
⽤

 

 
上

記
の

通
り

、⼈
材

不
⾜

と
い

う
⼤

き
な

課
題

を
抱

え
る

沖
縄

県
で

は
、そ

の
解

決
策

の
⼀

つ
と

し
て

、
近

年
、

外
国

⼈
材

活
⽤

が
急

速
に

進
ん

で
い

る
。

 
 

下
表

に
⽰

す
の

は
⽇

本
経

済
新

聞
社

に
よ

る
外

国
⼈

依
存

度
都

道
府

県
ラ

ン
キ

ン
グ

（
20

18
年

8
⽉

公
開

）
の

抜
粋

で
あ

る
。

こ
れ

に
よ

る
と

、
沖

縄
県

の
外

国
⼈

労
働

者
へ

の
依

存
度

は
平

成
21

年
時

点
で

1/
36

3
⼈

で
あ

っ
た

の
が

、
20

17
年

時
点

で
は

1/
95

⼈
ま

で
上

昇
し

た
。

8
年

間
で

3.
8

倍
と

全
国

第
1

位
の

伸
び

率
で

あ
る

。
こ

の
結

果
か

ら
、

近
年

、
県

内
企

業
等

が
急

速
に

外
国

⼈
採

⽤
を

開
始

し
て

い
る

こ
と

が
⾒

て
取

れ
る

。
 

 
 

3 
               

※
⽇

本
経

済
新

聞
社

 外
国

⼈
依

存
度

 業
種

・
都

道
府

県
ラ

ン
キ

ン
グ

 
（

平
成

30
年

8
⽉

公
開

）
よ

り
抜

粋
 

 
ま

た
同

調
査

に
よ

る
沖

縄
県

内
の

業
種

別
で

⾒
た

20
15

年
時

点
の

外
国

⼈
労

働
者

数
は

、「
宿

泊
、

飲
⾷

サ
ー

ビ
ス

」
が

81
4

⼈
と

最
も

多
く

、
次

い
で

「
教

育
、

学
習

⽀
援

」
78

5
⼈

、「
卸

売
、

⼩
売

」
55

7
⼈

、「
サ

ー
ビ

ス
」

53
7

⼈
、「

⽣
活

関
連

サ
ー

ビ
ス

、
娯

楽
」

24
0

⼈
と

な
っ

て
い

る
。

上
述

の
⼈

⼿
不

⾜
に

関
わ

る
調

査
結

果
と

併
せ

て
⾒

れ
ば

、特
に

サ
ー

ビ
ス

関
連

の
業

種
や

卸
売

・
⼩

売
業

が
⼈

⼿
不

⾜
と

い
う

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

、
外

国
⼈

活
⽤

を
進

め
て

い
る

と
推

察
で

き
る

。
 

 
沖

縄
県

は
も

と
よ

り
⼤

規
模

な
⽶

軍
基

地
が

所
在

す
る

こ
と

か
ら

基
地

関
係

者
の

外
国

⼈
が

多
く

駐
留

し
て

い
る

。
ま

た
、

地
理

的
に

AS
EA

N
等

の
ア

ジ
ア

諸
国

と
近

し
い

位
置

関
係

に
あ

り
、

世
界

的
に

も
有

名
な

観
光

地
で

あ
る

こ
と

か
ら

、外
国

⼈
観

光
客

も
多

数
訪

れ
る

。こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

沖
縄

県
は

⽐
較

的
外

国
⼈

が
順

応
し

や
す

い
と

い
う

地
域

特
性

が
あ

り
、

外
国

⼈
の

活
⽤

を
推

進
し

や
す

い
と

推
察

で
き

る
。

県
内

産
業

の
⼈

材
不

⾜
の

課
題

を
解

決
す

る
た

め
に

は
、

こ
の

動
き

を
さ

ら
に

加
速

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
 

 
な

お
、

上
記

の
調

査
で

は
沖

縄
県

の
他

、
福

岡
県

、
⿅

児
島

県
、

佐
賀

県
、

宮
崎

県
と

九
州

地
⽅

の
各

県
が

上
位

に
⼊

っ
て

お
り

、
沖

縄
県

と
近

似
し

た
地

域
特

性
を

持
つ

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 2.
3.

 
外

国
⼈

材
と

し
て

の
外

国
⼈

留
学

⽣
 

 
外

国
⼈

材
の

活
⽤

促
進

に
際

し
て

注
⽬

し
た

い
の

は
、外

国
⼈

留
学

⽣
で

あ
る

。沖
縄

県
の

外
国

⼈
留

学
⽣

は
、

⽇
本

学
⽣

⽀
援

機
構

の
「

外
国

⼈
留

学
⽣

在
籍

状
況

調
査

」
に

よ
れ

ば
、

平
成

24
年

度
時

点
で

在

404



4 
 籍

者
数

60
8⼈

で
あ

っ
た

の
が

、平
成

29
年

度
時

点
で

は
在

籍
者

数
22

15
⼈

と
⼤

幅
に

増
加

し
て

い
る

。
彼

ら
が

卒
業

後
、

沖
縄

県
に

定
着

・
就

労
す

る
⽐

率
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
県

内
企

業
の

⼈
材

不
⾜

を
解

決
す

る
⼤

き
な

⼀
⼿

と
な

り
得

る
。

三
菱

UF
Jリ

サ
ー

チ
＆

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

株
式

会
社

の
「

留
学

⽣
・

⾼
度

外
国

⼈
材

の
受

け
⼊

れ
の

実
態

と
課

題
」（

平
成

30
年

1
⽉

）
に

よ
れ

ば
、

沖
縄

県
に

お
け

る
平

成
28

年
時

点
で

の
留

学
⽣

数
に

対
す

る
就

職
者

の
⽐

率
は

36
.4

%
で

全
国

第
7位

と
な

っ
て

お
り

、
全

国
平

均
の

34
.0

％
よ

り
も

や
や

⾼
い

程
度

に
留

ま
っ

て
い

る
。

 
前

述
し

た
沖

縄
県

の
地

域
特

性
を

鑑
み

れ
ば

、全
国

的
に

⾒
て

も
外

国
⼈

留
学

⽣
の

定
着

・
就

労
⽀

援
の

取
組

が
効

果
を

発
揮

し
や

す
い

環
境

に
あ

る
と

推
察

で
き

る
こ

と
か

ら
、留

学
⽣

の
定

着
・

就
労

の
⽐

率
の

伸
び

代
は

⼤
き

い
と

考
え

ら
れ

、
こ

の
取

組
を

推
進

す
る

意
義

は
⼤

き
い

。
 

2.
4.

 
外

国
⼈

材
活

⽤
に

あ
た

っ
て

の
課

題
 

 
外

国
⼈

留
学

⽣
が

⽇
本

へ
の

定
着

・
就

労
に

当
た

っ
て

課
題

と
な

り
や

す
い

の
は

、⽇
本

語
⼒

や
⽇

本
⽂

化
・

社
会

的
な

仕
組

み
へ

の
対

応
で

あ
る

。次
に

⽰
す

の
は

株
式

会
社

デ
ィ

ス
コ

キ
ャ

リ
タ

ス
リ

サ
ー

チ
の

「
外

国
⼈

留
学

⽣
/⾼

度
外

国
⼈

材
の

採
⽤

に
関

す
る

調
査

」（
平

成
29

年
12

⽉
）

に
お

い
て

、
外

国
⼈

留
学

⽣
採

⽤
に

よ
る

社
内

で
の

問
題

を
採

⽤
企

業
に

質
問

し
た

結
果

で
あ

る
。

 
               

※
株

式
会

社
デ

ィ
ス

コ
キ

ャ
リ

タ
ス

リ
サ

ー
チ

 外
国

⼈
留

学
⽣

/⾼
度

外
国

⼈
材

の
採

⽤
に

 
関

す
る

調
査

（
平

成
29

年
12

⽉
）

よ
り

抜
粋

 
 

回
答

者
61

1
件

の
う

ち
、

68
.6

％
が

「
⾔

語
の

壁
に

よ
る

意
思

疎
通

⾯
で

の
ト

ラ
ブ

ル
」

を
挙

げ
て

お
り

、
次

い
で

「
受

⼊
部

署
の

負
担

増
」

が
51

.4
%

、「
⽂

化
・

価
値

観
、

考
え

⽅
の

違
い

に
よ

る
ト

ラ
ブ

ル
」

5 
 が

48
.6

%
と

な
っ

て
い

る
。

⾔
語

や
⽂

化
の

違
い

に
起

因
す

る
こ

れ
ら

の
問

題
は

、
当

該
調

査
に

限
ら

ず
様

々
な

調
査

で
指

摘
さ

れ
て

お
り

、企
業

側
の

視
点

で
⾒

る
と

、こ
れ

ら
の

要
因

で
少

な
く

な
い

負
担

を
強

い
ら

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

⼀
⽅

、
留

学
⽣

側
の

視
点

で
は

、
例

え
ば

経
済

産
業

省
の

「
外

国
⼈

留
学

⽣
の

就
職

お
よ

び
定

着
に

関
す

る
調

査
」（

平
成

26
年

3
⽉

）
で

就
職

活
動

中
に

困
っ

た
こ

と
を

外
国

⼈
留

学
⽣

60
0

名
に

調
査

し
た

結
果

で
は

、「
⽇

本
の

就
職

活
動

の
仕

組
み

が
わ

か
ら

な
い

」
が

33
.8

%
、「

業
界

研
究

や
企

業
研

究
の

仕
⽅

が
わ

か
ら

な
い

」
が

29
.0

%
と

な
っ

て
い

た
。

こ
ち

ら
に

つ
い

て
も

当
該

調
査

に
限

ら
ず

多
く

の
調

査
で

、
留

学
⽣

が
⽇

本
で

就
職

活
動

を
す

る
際

、
⽇

本
に

お
け

る
就

職
活

動
の

⽅
法

や
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

在
り

⽅
が

判
ら

ず
、

⽇
本

で
の

就
職

を
断

念
す

る
場

合
が

多
々

あ
る

こ
と

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
 

こ
の

よ
う

な
課

題
は

全
国

規
模

で
の

調
査

に
よ

っ
て

⽰
さ

れ
た

事
項

が
多

く
、

沖
縄

県
の

地
域

特
性

を
踏

ま
え

た
も

の
で

は
な

い
が

、
程

度
の

差
は

あ
れ

ど
も

課
題

事
項

と
し

て
は

⼤
き

な
差

異
は

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
 

2.
5.

 
本

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

⽬
的

 

 
こ

れ
ま

で
述

べ
た

背
景

を
踏

ま
え

、
本

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
沖

縄
県

内
の

専
修

学
校

に
在

籍
す

る
外

国
⼈

留
学

⽣
を

対
象

と
し

た
、「

⽇
本

⽂
化

・
社

会
教

育
」「

⽇
本

型
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

教
育

」「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」

の
3

系
統

の
教

育
で

あ
る

。
つ

ま
り

、
外

国
⼈

留
学

⽣
の

⽇
本

適
応

⼒
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
を

⽬
的

と
し

た
地

域
定

着
⽀

援
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。

 
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

・
普

及
を

通
じ

て
、

外
国

⼈
留

学
⽣

の
沖

縄
へ

の
定

着
・

就
労

を
⽀

援
す

る
こ

と
で

、沖
縄

県
の

地
域

産
業

の
⼈

材
不

⾜
と

い
う

課
題

解
決

の
⼀

助
と

し
、ひ

い
て

は
沖

縄
県

全
体

の
活

性
化

に
寄

与
す

る
こ

と
が

本
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
⽬

的
で

あ
る

。
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 3.

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
全

体
像

 

3.
1.

 
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
概

要
 

 
本

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
沖

縄
県

内
の

各
専

⾨
分

野
の

専
修

学
校

に
在

籍
す

る
外

国
⼈

留
学

⽣
を

対
象

に
、

沖
縄

県
の

地
域

社
会

お
よ

び
⽇

本
社

会
へ

の
適

応
⼒

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
⽬

的
で

あ
る

。
 

そ
の

た
め

に
、本

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は「
⽇

本
⽂

化
・

社
会

教
育

」「
⽇

本
型

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
教

育
」

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」

の
3

系
統

の
教

育
を

展
開

す
る

。
 

ま
ず「

⽇
本

⽂
化

・
社

会
教

育
」で

は
、⽇

本
・

沖
縄

の
⽂

化
・

社
会

に
関

す
る

教
材

を
扱

う
。例

え
ば

、
沖

縄
県

の
地

域
産

業
構

造
と

現
況

や
地

域
⽂

化
、

⽇
本

の
社

会
・

経
済

の
現

況
な

ど
、

⽇
本

的
な

価
値

観
を

形
成

す
る

た
め

の
知

識
を

教
育

す
る

と
と

も
に

、⽇
本

・
沖

縄
へ

の
帰

属
意

識
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
を

⽬
標

と
す

る
。

 
次

に
「

キ
ャ

リ
ア

教
育

」
で

は
、

外
国

⼈
の

⽇
本

に
お

け
る

職
業

理
解

や
⽇

本
に

お
け

る
職

業
観

、
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

在
り

⽅
な

ど
を

教
育

す
る

。
 

最
後

に
「

⽇
本

型
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

教
育

」
で

は
、

“お
も

て
な

し
”に

代
表

さ
れ

る
、

細
や

か
さ

・
配

慮
・

丁
寧

さ
な

ど
⽇

本
的

⾏
動

様
式

を
、

PB
L（

Pr
oj

ec
t B

as
ed

 L
ea

rn
in

g）
に

よ
る

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

形
式

の
学

習
を

通
し

て
習

得
を

⽬
指

す
。具

体
的

に
は

、留
学

⽣
に

と
っ

て
の

課
題

で
あ

る
⽇

本
に

お
け

る
就

職
活

動
の

流
れ

を
体

験
で

き
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
な

ど
で

あ
る

。
 

こ
の

よ
う

な
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
沖

縄
県

の
地

域
社

会
お

よ
び

⽇
本

社
会

へ
の

適
応

⼒
を

向
上

さ
せ

、
沖

縄
の

地
域

産
業

の
振

興
に

貢
献

す
る

外
国

⼈
材

を
養

成
す

る
こ

と
が

⽬
標

と
な

る
。

 

3.
2.

 
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
 

3.
2.

1.
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

ポ
リ

シ
ー

 

外
国

⼈
留

学
⽣

の
沖

縄
県

地
域

社
会

お
よ

び
⽇

本
社

会
へ

の
適

応
⼒

を
向

上
さ

せ
て

定
着

・
就

労
を

促
進

す
る

た
め

、
沖

縄
県

内
の

専
修

学
校

に
在

籍
す

る
留

学
⽣

を
主

な
対

象
に

、
⽇

本
的

な
価

値
観

、
⽇

本
的

な
⾏

動
様

式
、⽇

本
で

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
⽅

法
な

ど
、⽇

本
の

ど
の

専
⾨

分
野

で
就

労
す

る
際

に
も

必
要

と
さ

れ
る

分
野

横
断

的
な

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

を
醸

成
す

る
。こ

れ
に

よ
り

、沖
縄

県
地

域
産

業
の

振
興

に
貢

献
す

る
外

国
⼈

材
を

養
成

す
る

。
 

3.
2.

2.
 

学
習

年
限

・
時

間
数

 

本
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

3
領
域

に
つ

き
、

2
年

制
を

想
定

し
、

各
30

時
間

の
計

90
時

間
を

想
定

し
て

い
る

。
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 3.
2.

3.
 

受
講

対
象

者
 

本
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

沖
縄

県
の

専
修

学
校

に
在

籍
中

の
外

国
⼈

留
学

⽣
を

主
な

対
象

と
し

て
想

定
す

る
。但

し
、受

講
時

点
で

N2
ま

た
は

そ
れ

と
同

等
と

判
断

さ
れ

る
レ

ベ
ル

の
⽇

本
語

⼒
を

有
す

る
こ

と
、

⽇
本

で
の

就
労

を
希

望
ま

た
は

検
討

中
で

あ
る

こ
と

を
前

提
で

、
教

育
内

容
を

編
成

し
て

い
る

。
 

 3.
2.

4.
 

学
習

概
要

 

本
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
は

、
以

下
の

３
つ

の
学

習
領

域
で

構
成

さ
れ

る
。

 
・

⽇
本

⽂
化

・
社

会
教

育
：

 
沖

縄
県

の
地

域
産

業
構

造
・

地
域

⽂
化

、
⽇

本
社

会
・

経
済

な
ど

の
⽇

本
的

な
価

値
観

を
形

成
す

る
背

景
知

識
を

教
育

す
る

と
と

も
に

、
⽇

本
・

沖
縄

へ
の

帰
属

意
識

の
向

上
を

⽬
指

す
。

 
・

⽇
本

キ
ャ

リ
ア

教
育

：
 

⽇
本

で
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
在

り
⽅

や
、業

界
研

究
・

就
職

活
動

の
⽅

法
を

教
育

す
る

と
と

も
に

、
短

期
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

し
、⽇

本
で

の
働

き
⽅

を
検

討
す

る
た

め
の

知
識

・
体

験
の

獲
得

を
⽬

指
す

。
 

・
⽇

本
型

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
教

育
：

 
細

や
か

さ
・

配
慮

・
丁

寧
さ

な
ど

⽇
本

的
な

働
き

⽅
の

⾏
動

様
式

を
、

PB
L（

Pr
oj

ec
t 

Ba
se

d 
Le

ar
ni

ng
）

に
よ

る
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
形

式
の

学
習

を
通

し
て

習
得

を
⽬

指
す

。
 

 3.
2.

5.
 

科
⽬

構
成

 

(1
) 

学
習

領
域

「
⽇

本
⽂

化
・

社
会

教
育

」
 

総
学

習
時

間
数

 
30

時
間

 
概

略
 

沖
縄

県
の

地
域

産
業

構
造

・
地

域
⽂

化
、

⽇
本

社
会

・
経

済
な

ど
の

⽇
本

的
な

価
値

観
を

形
成

す
る

背
景

知
識

を
教

育
す

る
と

と
も

に
、

⽇
本

・
沖

縄
へ

の
帰

属
意

識
の

向
上

を
⽬

指
す

領
域

。
 

実
施

形
式

 
講

義
形

式
（

集
合

学
習

＆
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
）

 
構

成
科

⽬
 

沖
縄

の
く

ら
し

 
沖

縄
県

に
お

け
る

伝
統

的
⽂

化
や

現
代

社
会

に
テ

ー
マ

と
し

た
、

沖
縄

へ
の

帰
属

意
識

の
向

上
を

⽬
指

す
地

域
学

習
。

 
15

h 

⽇
本

の
基

礎
知

識
 

⽇
本

全
体

の
地

理
や

伝
統

・
現

代
⽂

化
、

社
会

を
テ

ー
マ

と
し

た
、

⽇
本

へ
の

帰
属

意
識

の
向

上
を

⽬
指

す
学

習
。

 
15

h 
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 (2

) 
学

習
領

域
「

キ
ャ

リ
ア

教
育

」
 

総
学

習
時

間
数

 
30

時
間

 
概

略
 

⽇
本

で
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

の
在

り
⽅

や
、

業
界

研
究

・
就

職
活

動
の

⽅
法

を
教

育
す

る
と

と
も

に
、

⽇
本

で
の

働
き

⽅
を

検
討

す
る

た
め

の
知

識
・

体
験

の
獲

得
を

⽬
指

す
領

域
。

 
実

施
形

式
 

講
義

形
式

（
集

合
学

習
＆

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

）
 

構
成

科
⽬

 
必 修

 
留

学
⽣

⽤
 

職
業

キ
ャ

リ
ア

 
⽇

本
で

の
就

業
や

職
業

の
意

味
、⼼

構
え

、チ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
重

要
性

、
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
学

習
。

 
15

h 

選 択
 

介
護

職
の

キ
ャ

リ
ア

 
介

護
職

に
お

け
る

職
業

理
解

、意
識

、コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
つ

い
て

学
習

。
 

15
h 

IT
⼈

材
の

キ
ャ

リ
ア

 
IT

⼈
材

に
お

け
る

職
業

理
解

、意
識

、コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
つ

い
て

学
習

。
 

15
h 

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
 

キ
ャ

リ
ア

 
⾃

動
⾞

整
備

に
お

け
る

職
業

理
解

、意
識

、コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
つ

い
て

学
習

。
 

15
h 

  (3
) 

学
習

領
域

「
⽇

本
型

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
教

育
」

 
総

学
習

時
間

数
 

30
時

間
 

概
略

 
⽇

本
的

な
働

き
⽅

の
⾏

動
様

式
を

、
PB

L（
Pr

oj
ec

t B
as

ed
 L

ea
rn

in
g）

に
よ

る
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ
形

式
の

学
習

を
通

し
て

習
得

を
⽬

指
す

領
域

。
 

実
施

形
式

 
演

習
形

式
 

構
成

科
⽬

 

留
学

⽣
⽤

就
職

活
動

PB
L 

⽇
本

国
内

で
の

就
職

活
動

を
理

解
し

、
学

習
設

定
の

も
と

、
必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

を
学

習
。

 
15

h 

泡
盛

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

 
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
PB

L 

沖
縄

県
の

名
産

品
で

あ
る

泡
盛

を
紹

介
す

る
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

題
材

と
し

た
地

域
振

興
を

テ
ー

マ
に

、実
務

に
お

け
る

⼿
順

の
理

解
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
し

て
、必

要
な

知
識

や
ス

キ
ル

を
学

習
。

 

15
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 3.

3.
 

教
育

ス
キ

ー
ム

 

本
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、「
⽇

本
⽂

化
・

社
会

教
育

」「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」

と
い

っ
た

知
識

・
技

術
の

学
習

と
並

⾏
し

て
、

⾼
い

⽔
準

の
問

題
発

⾒
・

解
決

⼒
、

情
報

収
集

・
分

析
⼒

、
学

習
⼒

等
の

⾏
動

特
性

を
学

⽣
に

⾝
に

着
け

さ
せ

る
た

め
に

、「
⽇

本
型

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
教

育
」

に
て

、
PB

L（
Pr

oj
ec

t 
Ba

se
d 

Le
ar

ni
ng

）
学

習
を

教
育

ス
キ

ー
ム

に
採

⽤
し

て
い

る
。

PB
L

学
習

は
、

実
務

に
準

拠
し

た
環

境
設

定
の

も
と

、学
習

者
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

テ
ー

マ
を

与
え

、そ
れ

に
基

づ
い

て
学

習
者

⾃
⾝

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
お

よ
び

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

制
作

を
⾏

わ
せ

る
教

育
⼿

法
で

、
前

述
の

よ
う

な
実

務
上

で
求

め
ら

れ
る

⾏
動

特
性

の
醸

成
に

⼤
き

な
効

果
を

期
待

で
き

る
。

 
実

務
上

の
業

務
プ

ロ
セ

ス
に

準
拠

し
た

各
段

階
の

課
題

に
取

り
組

む
中

で
、学

習
者

⾃
⾝

で
、ま

た
は

講
師

の
指

導
に

よ
っ

て
気

づ
き

を
得

て
、

不
⾜

し
た

知
識

・
技

術
を

補
完

す
る

⽬
的

の
も

と
、

知
識

学
習

を
⾏

う
。

こ
こ

で
得

た
知

識
を

活
⽤

し
て

、
改

め
て

課
題

の
解

決
に

取
組

む
。

こ
の

よ
う

に
知

識
の

イ
ン

プ
ッ

ト
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

を
平

⾏
し

て
⾏

う
流

れ
を

形
成

す
る

こ
と

で
、

上
記

で
挙

げ
た

実
務

上
で

必
要

と
な

る
⾏

動
特

性
を

醸
成

す
る

と
共

に
、

実
務

プ
ロ

セ
ス

に
即

し
て

体
系

化
さ

れ
た

知
識

学
習

を
⾏

う
こ

と
に

よ
っ

て
、

実
践

性
の

⾼
い

知
識

・
技

術
の

獲
得

・
定

着
を

促
進

す
る

。
こ

の
ス

キ
ー

ム
の

実
現

の
た

め
に

は
、

各
学

習
者

の
進

捗
状

況
に

応
じ

た
知

識
学

習
が

必
要

と
な

る
。

 
し

た
が

っ
て

、
特

に
講

義
形

式
と

な
る

「
⽇

本
⽂

化
・

社
会

教
育

」「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」

の
知

識
学

習
の

科
⽬

に
つ

い
て

は
積

極
的

に
講

義
映

像
形

式
の

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

を
採

⽤
し

、
学

習
者

が
任

意
で

振
り

返
り

学
習

や
先

⾏
学

習
の

で
き

る
環

境
を

整
備

す
る

。
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 3.
4.

 
シ

ラ
バ

ス
 

3.
4.

1.
 

構
成

 

 
本

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

運
⽤

に
あ

た
っ

て
は

、各
科

⽬
の

シ
ラ

バ
ス

の
シ

ラ
バ

ス
を

作
成

す
る

。シ
ラ

バ
ス

と
し

て
検

討
す

る
項

⽬
は

次
の

通
り

で
あ

る
。運

⽤
上

の
必

要
に

応
じ

て「
担

当
教

員
」や

「
実

施
学

年
」、

「
実

施
時

期
」

等
の

項
⽬

を
追

加
す

る
。

 
 ■

シ
ラ

バ
ス

掲
載

項
⽬

 


 

科
⽬

名
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
準

拠
し

て
記

載
）

 


 

時
間

数
（

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
準

拠
し

て
記

載
）

 


 

実
施

形
式

（
学

習
内

容
に

応
じ

て
講

義
・

演
習

・
実

習
等

を
記

載
）

 


 

授
業

⽬
的

（
学

習
を

通
じ

て
養

う
知

識
・

技
術

等
を

記
載

）
 


 

学
習

内
容

（
科

⽬
全

体
の

学
習

内
容

や
学

習
⽅

法
の

概
要

を
記

載
）

 


 

成
績

評
価

（
学

習
内

容
・

学
習

⽅
法

に
応

じ
た

評
価

⽅
法

を
掲

載
）

 


 

使
⽤

教
材

（
授

業
中

に
使

⽤
す

る
教

材
を

掲
載

。
必

要
に

応
じ

て
参

照
す

る
書

籍
等

も
含

む
）

 


 

各
コ

マ
の

学
習

項
⽬

（
各

学
習

回
の

学
習

項
⽬

を
⼤

ま
か

に
記

載
）

 
 

以
上

に
基

づ
き

作
成

し
た

シ
ラ

バ
ス

の
サ

ン
プ

ル
を

次
⾴

に
掲

載
す

る
。
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 3.
4.

2.
 

シ
ラ

バ
ス

サ
ン

プ
ル

 

科
⽬

名
 

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
 

時
間

数
 

45
時

間
 3

0
コ

マ
 

形
式

 
講

義
 

授
業

⽬
的

 
⽇

本
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
の

職
業

理
解

や
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

在
り

⽅
を

教
育

す
る

と
と

も
に

、
⽇

本
で

の
働

き
⽅

を
学

習
す

る
た

め
の

知
識

を
獲

得
す

る
。

 

内
容

概
要

 
⽇

本
で

⾃
動

⾞
整

備
⼠

と
し

て
活

躍
す

る
場

合
に

必
要

と
な

る「
職

業
理

解
」「

職
業

意
識

」
「

職
業

⼈
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

」「
キ

ャ
リ

ア
形

成
」の

４
つ

の
観

点
か

ら
⾃

動
⾞

整
備

⼠
と

し
て

の
キ

ャ
リ

ア
に

つ
い

て
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

活
⽤

し
て

学
習

す
る

。
 

成
績

評
価

 
授

業
へ

の
参

加
姿

勢
、

確
認

テ
ス

ト
 

使
⽤

教
材

 
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

 
他

 

第
01

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

と
仕

事
 

第
02

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

職
場

 

第
03

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

を
め

ぐ
る

社
会

の
動

き
 

第
04

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

業
界

の
動

向
 

第
05

回
 

・
社

会
的

責
任

を
担

う
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

⼼
構

え
①

 

第
06

回
 

・
社

会
的

責
任

を
担

う
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

⼼
構

え
②

 

第
07

回
 

・
専

⾨
職

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

 

第
08

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
 

第
09

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

⼠
に

お
け

る
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
 

第
10

回
 

・
専

⾨
職

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
視

点
 

第
11

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

 

第
12

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

⼠
や

り
が

い
や

達
成

感
・

使
命

感
 

第
13

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
 

第
14

回
 

・
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

ビ
ジ

ョ
ン

 

第
15

回
 

・
ま

と
め
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 3.
5.

 
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
評

価
指

標
 

3.
5.

1.
 

構
成

と
評

価
基

準
 

本
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、「

⽇
本

⽂
化

・
社

会
教

育
」「

キ
ャ

リ
ア

教
育

」「
⽇

本
型

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
教

育
」

の
３

つ
の

教
育

領
域

で
構

成
さ

れ
る

。
本

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

は
、

⽇
本

で
就

職
・

定
着

す
る

上
で

必
要

な
ス

キ
ル

を
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

」
と

定
義

し
て

い
る

。
こ

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
評

価
指

標
で

は
、

各
領

域
で

⾝
に

着
け

る
べ

き
知

識
項

⽬
や

技
術

項
⽬

を
整

理
し

、
各

項
⽬

の
要

件
定

義
を

⾏
っ

て
い

る
。

 
本

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

評
価

指
標

に
お

い
て

、「
⽇

本
⽂

化
・

社
会

教
育

」「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」

に
お

け
る

知
識

指
標

で
は

、
以

下
の

3
段

階
の

レ
ベ

ル
で

評
価

を
⾏

う
想

定
で

あ
る

。
 

 Lv
３

：
獲

得
し

た
知

識
を

（
他

者
に

）
説

明
で

き
る

。
 

Lv
２

：
獲

得
し

た
知

識
を

理
解

し
て

い
る

。
 

Lv
１

：
知

識
に

つ
い

て
聞

い
た

り
、

⾒
た

こ
と

が
あ

る
。

知
っ

て
い

る
。

 

  
基

本
的

に
は

、そ
れ

ぞ
れ

の
科

⽬
に

お
け

る
⼩

項
⽬

、つ
ま

り
キ

ー
ワ

ー
ド

と
な

る
⾔

葉
や

⽤
語

な
ど

に
つ

い
て

の
理

解
度

を
表

し
て

い
る

。
 

 
ま

た
、「

⽇
本

型
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

教
育

」
で

あ
る

PB
L

学
習

に
お

い
て

は
、

評
価

基
準

と
し

て
評

価
の

観
点

と
要

件
を

定
義

し
、

以
下

の
3

段
階

で
評

価
を

⾏
う

。
 

 Lv
３

：
⼗

分
満

た
し

て
い

る
。

 
Lv

２
：

満
た

し
て

い
る

。
 

Lv
１

：
不

⼗
分

で
あ

る
。

 

   
次

⾴
以

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ス
キ

ル
評

価
指

標
の

例
を

掲
載

す
る

。
 

 

13 
 

3.5.2. 項⽬と定義 

(1) ⽇本⽂化・社会教育 
科⽬ ⼩項⽬ 知識指標 

沖縄のくらし 

ゴーヤー 1 2 3 
シークヮーサー 1 2 3 
チャンプルー 1 2 3 
シーサー 1 2 3 
エイサー 1 2 3 
他 1 2 3 

⽇本の基礎知識 

⽇本の天皇 1 2 3 
お盆 1 2 3 
経済発展 1 2 3 
アルバイト 1 2 3 
資格外活動 1 2 3 
他 1 2 3 

 
 
 
(2) キャリア教育 

科⽬ ⼩項⽬ 知識指標 

留学⽣⽤職業キャリア 
職業キャリアマインド 1 2 3 
職業⼈ 1 2 3 

409
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社会における職業の意味 1 2 3 
チームワークの⼤切さ 1 2 3 
キャリアプラン 1 2 3 
他 1 2 3 

介護職のキャリア 

介護職の役割 1 2 3 
要介護認定 1 2 3 
チームケア 1 2 3 
介護職としての⼼構え 1 2 3 
看護師と介護⼠の違い 1 2 3 
他 1 2 3 

IT⼈材のキャリア 

IT⼈材の役割 1 2 3 
AI、 IoT、ビッグデータ 1 2 3 
ユーザー業務理解 1 2 3 
コンプライアンス 1 2 3 
セキュリティ 1 2 3 
他 1 2 3 

⾃動⾞整備⼠のキャリア 

⾃動⾞整備⼠の役割 1 2 3 
⾃動運転 1 2 3 
点検整備、緊急整備、分解整備 1 2 3 
HV、EV 1 2 3 
⾃動⾞整備⼠の等級 1 2 3 
他 1 2 3 

15 
 

 
(3) ⽇本型コンピテンシー教育 

科⽬ 評価観点 要件定義 評価指標 

留学⽣⽤就職活動
PBL 

企画 
収集した情報をもとに、課題や次の実施内容ついて理解
し、説明することができる。 

1 2 3 

設計 
⾒つかった課題に対する取り組みなどついて理解し、説
明することができる。 

1 2 3 

コミュニケーション 
講師との情報交換・情報共有が適切に⾏うことができる。
⾃分の考えや悩みなどを明確に伝えることができる。 

1 2 3 

マネジメント 
進⾏計画に基づいて、適切な⾏動を⾏うことができる。⾃
ら進捗管理を⾏い、不測の事態にも対応できる。 

1 2 3 

泡盛ウェブサイト 
リニューアルPBL 

課題発⾒ 
課題設定となっているウェブサイトにおける現状や課題
を理解し、説明することができる。 

1 2 3 

コミュニケーション 
他のメンバーとの情報共有や必要に応じて上司役である
講師との意思疎通が適切にできている。また、グループで
の成果物を相⼿にわかりやすく説明できる。 

1 2 3 

チームワーク 
グループにおける⾃⼰の役割を理解し、他のメンバーの
役割も理解したうえで適切な⾏動がとれている。 

1 2 3 

設計 
ヒアリング内容、収集した関連情報から、クライアントの
⽬的達成に必要なWebサイトのコンセプトをクライア
ントにわかりやすい形で作成することができる。 

1 2 3 
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 4.
 

教
材

概
要

 

4.
1.

 
テ

キ
ス

ト
教

材
 

4.
1.

1.
 

概
要

 

本
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

テ
キ

ス
ト

教
材

と
し

て
は

、「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」「

⽇
本

型
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

教
育

」
の

２
つ

の
学

習
領

域
が

あ
る

。
２

つ
の

学
習

領
域

に
は

そ
れ

ぞ
れ

2
科

⽬
設

置
さ

れ
て

い
る

。
（「

キ
ャ

リ
ア

教
育

」
に

つ
い

て
は

、
必

修
科

⽬
と

専
⾨

領
域

に
準

じ
た

選
択

科
⽬

を
⽤

意
し

て
い

る
。）

 
「

キ
ャ

リ
ア

教
育

」
で

は
、

必
修

科
⽬

と
し

て
「

留
学

⽣
⽤

職
業

キ
ャ

リ
ア

」、
選

択
科

⽬
と

し
て

「
介

護
職

の
キ

ャ
リ

ア
」「

IT
⼈

材
の

キ
ャ

リ
ア

」「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

」
か

ら
1

つ
を

選
択

す
る

。
 

「
⽇

本
型

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
教

育
」

で
は

、「
留

学
⽣

⽤
就

職
活

動
PB

L」
と

「
泡

盛
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
PB

L」
が

あ
る

。
 

 4.
1.

2.
 

⽬
次

構
成

 

開
発

し
た

テ
キ

ス
ト

教
材

の
⽬

次
設

計
を

以
下

に
記

載
す

る
。

 

キ
ャ

リ
ア

教
育

 

科
⽬

名
 

主
な

項
⽬

 
留

学
⽣

⽤
 

職
業

キ
ャ

リ
ア

  
 

ー
職

業
キ

ャ
リ

ア
マ

イ
ン

ド
の

喚
起

 
 

 
 

・「
働

く
こ

と
っ

て
何

？
 

ー
働

く
こ

と
の

⽬
的

や
職

業
観

を
考

え
る

ー
」

 
 

・「
『

職
業

⼈
』

と
は

？
 

ー
職

業
⼈

と
は

何
か

、
職

業
⼈

に
必

要
な

も
の

 
は

何
か

ー
」

 
・「

職
業

⼈
の

⼼
構

え
①

 
ー

職
業

キ
ャ

リ
ア

マ
イ

ン
ド

と
は

ー
？

」
 

・「
職

業
⼈

の
⼼

構
え

②
 

ー
常

識
と

し
て

の
職

業
キ

ャ
リ

ア
マ

イ
ン

ド
ー

」
 

・「
職

業
キ

ャ
リ

ア
マ

イ
ン

ド
っ

て
何

？
①

 
ー

個
⼈

と
し

て
の

責
任

を
果

た
 

 
す

た
め

に
ー

」
 

・「
職

業
キ

ャ
リ

ア
マ

イ
ン

ド
っ

て
何

？
②

 
ー

組
織

・
社

会
の

⼀
員

と
し

て
の

 
責

任
を

果
た

す
た

め
に

ー
」

 
・「

働
く

こ
と

と
社

会
の

関
係

は
？

 
ー

社
会

に
お

け
る

職
業

の
意

味
に

つ
い

 
 

て
考

え
る

ー
」

 
・「

働
く

こ
と

と
⾃

分
の

関
係

は
？

 ー
職

業
選

択
と

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
に

つ
い

 
て

考
え

る
ー

」
 

ー
学

習
の

必
要

性
の

認
識

促
進
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・「
基

礎
的

な
勉

強
の

⼤
切

さ
 

ー
基

礎
的

な
学

習
が

求
め

ら
れ

る
仕

事
ー

」
 

ー
チ

ー
ム

意
識

の
喚

起
 

 
・「

⼀
つ

の
仕

事
に

関
係

す
る

多
く

の
⼈

々
 

ー
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
が

求
め

ら
れ

 
る

仕
事

」
 

介
護

職
の

キ
ャ

リ
ア

 
ー

介
護

職
の

職
業

理
解

 
 

 
 

・「
介

護
職

の
役

割
・

仕
事

」
 

 
・「

介
護

職
の

職
場

」
 

・「
介

護
職

を
め

ぐ
る

社
会

の
動

き
」

 
 

・「
介

護
業

界
の

動
向

」
 

ー
介

護
職

の
職

業
意

識
 

・「
社

会
的

責
任

を
担

う
介

護
職

の
⼼

構
え

①
 

介
護

職
の

倫
理

」
 

・「
社

会
的

責
任

を
担

う
介

護
職

の
⼼

構
え

②
 

チ
ー

ム
ケ

ア
の

⼼
構

え
」

 
・「

専
⾨

職
と

し
て

の
介

護
職

の
⼼

構
え

」
 

ー
介

護
職

の
職

業
⼈

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
 

・「
介

護
職

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
⼒

」
 

・「
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
を

強
化

す
る

⼈
間

対
応

⼒
」

 
・「

専
⾨

職
と

し
て

の
介

護
職

の
視

点
」

 
ー

介
護

職
の

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

 
・「

介
護

職
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

」
 

・「
介

護
職

や
り

が
い

や
達

成
感

・
使

命
感

」
 

・「
介

護
職

の
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

」
 

・「
介

護
職

の
キ

ャ
リ

ア
ビ

ジ
ョ

ン
」

 
IT

⼈
材

の
キ

ャ
リ

ア
 

ー
IT

分
野

の
職

業
理

解
 

 
 

 
・「

IT
⼈

材
の

役
割

・
仕

事
」

 
 

「
IT

⼈
材

の
職

場
」

 
・「

IT
を

め
ぐ

る
社

会
の

動
き

」
 

「
IT

業
界

の
動

向
」

 
ー

IT
分

野
の

職
業

意
識

 
・「

社
会

的
責

任
を

担
う

IT
⼈

材
の

⼼
構

え
①

 
倫

理
と

規
範

」
 

・「
社

会
的

責
任

を
担

う
IT

⼈
材

の
⼼

構
え

②
 

顧
客

志
向

と
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
 

ン
ス

」
 

・「
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
に

お
け

る
IT

⼈
材

の
⼼

構
え

」
 

・「
専

⾨
職

と
し

て
の

IT
⼈

材
の

⼼
構

え
」

 
・「

サ
ー

ビ
ス

業
と

し
て

の
IT

⼈
材

の
⼼

構
え

」
 

・「
IT

⼈
材

の
⾃

⼰
管

理
に

関
す

る
⼼

構
え

」
 

ー
IT

⼈
材

の
職

業
⼈

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
 

・「
IT

⼈
材

の
ビ

ジ
ネ

ス
ス

キ
ル

」
 

・「
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
を

強
化

す
る

⼈
間

対
応

⼒
」
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・「
IT

⼈
材

の
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
」

 
・「

サ
ー

ビ
ス

業
と

し
て

の
IT

⼈
材

の
視

点
」

 
ー

IT
⼈

材
の

職
業

キ
ャ

リ
ア

形
成

 
・「

IT
⼈

材
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

」
 

 
・「

IT
⼈

材
や

り
が

い
や

達
成

感
・

使
命

感
」

 
・「

IT
⼈

材
の

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
」

 
・「

IT
⼈

材
の

キ
ャ

リ
ア

ビ
ジ

ョ
ン

」
 

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
 

キ
ャ

リ
ア

 
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

分
野

職
業

理
解

 
 

 
 

・「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

役
割

・
仕

事
」

 
 

・「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

職
場

」
 

・「
⾃

動
⾞

整
備

を
め

ぐ
る

社
会

の
動

き
」

 
 

・「
⾃

動
⾞

整
備

業
界

の
動

向
」

 
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

分
野

職
業

意
識

 
・「

社
会

的
責

任
を

担
う

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

①
」

 
・「

社
会

的
責

任
を

担
う

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
⼼

構
え

②
」

 
・「

専
⾨

職
と

し
て

の
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

⼼
構

え
」

 
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
⼈

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
 

・「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

⼒
」

 
・「

⾃
動

⾞
整

備
⼠

に
お

け
る

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

」
 

・「
専

⾨
職

と
し

て
の

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
視

点
」

 
ー

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
職

業
キ

ャ
リ

ア
形

成
 

・「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

」
 

・「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
や

り
が

い
や

達
成

感
・

使
命

感
」

 
・「

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

」
 

・「
⾃

動
⾞

整
備

⼠
の

キ
ャ

リ
ア

ビ
ジ

ョ
ン

」
 

⽇
本

型
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

教
育

 

留
学

⽣
⽤

 
就

職
活

動
PB

L 
 

演
習

１
 

応
募

す
る

企
業

を
決

め
る

 
 

演
習

２
 

応
募

 
 

演
習

３
 

⾯
接

 
泡

盛
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
 

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

PB
L  

 
演

習
１

 
案

件
の

理
解

 
 

演
習

２
 

ヒ
ア

リ
ン

グ
 

 
演

習
３

 
要

求
の

分
析

 
 

演
習

４
 

提
案

書
の

作
成

 
 

演
習

５
 

講
師

に
よ

る
評

価
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 4.
1.

3.
 

教
材

仕
様

 

「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」

に
お

け
る

テ
キ

ス
ト

教
材

は
、「

留
学

⽣
⽤

キ
ャ

リ
ア

」
は

10
項

⽬
で

あ
る

が
、

専
⾨

の
領

域
に

つ
い

て
は

そ
れ

ぞ
れ

15
項

⽬
程

度
の

構
成

と
な

っ
て

い
る

。
各

ペ
ー

ジ
は

、
以

下
に

⽰
す

よ
う

に
A4

縦
⻑

サ
イ

ズ
で

冊
⼦

化
さ

れ
て

い
る

。
 

             
※

テ
キ

ス
ト

教
材

例
①

（
IT

⼈
材

の
キ

ャ
リ

ア
）

 
 「

⽇
本

型
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

教
育

」の
PB

L
教

材
は

、パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
の

ス
ラ

イ
ド

で
構

成
さ

れ
る

。
 

PB
L

は
、

答
え

が
1

つ
と

は
限

ら
な

い
実

務
上

で
発

⽣
し

う
る

課
題

に
対

し
て

、
学

習
者

た
ち

が
主

体
的

か
つ

能
動

的
に

解
決

に
取

組
む

こ
と

に
よ

っ
て

、
前

述
の

⾏
動

特
性

や
基

礎
教

養
、

専
⾨

的
な

知
識

、
実

務
経

験
な

ど
を

含
め

た
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

の
醸

成
を

図
る

教
育

⼿
法

で
あ

る
。

 
本

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
け

る
PB

L
は

前
述

し
た

、「
留

学
⽣

⽤
就

職
活

動
PB

L」
と

「
泡

盛
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
PB

L」
で

あ
る

。
 

「
留

学
⽣

⽤
就

職
活

動
PB

L」
で

は
、

IT
系

の
専

⾨
学

校
に

在
籍

し
て

い
る

留
学

⽣
が

⽇
本

で
就

職
活

動
を

⾏
う

と
い

う
設

定
で

、内
定

を
も

ら
う

ま
で

を
仮

想
的

に
実

践
し

、そ
の

過
程

で
必

要
と

な
る

情
報

や
知

識
・

ス
キ

ル
の

獲
得

を
⽬

指
す

教
材

で
あ

る
。

 
「

泡
盛

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

PB
L」

で
は

、
学

習
者

は
W

eb
制

作
企

業
の

社
員

で
あ

り
、

泡
盛

酒
造

組
合

か
ら

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
に

関
す

る
相

談
を

受
け

た
設

定
で

、
企

画
の

提
案

書
を

作
成

し
、

発
表

す
る

ま
で

の
過

程
を

仮
想

的
に

実
践

す
る

。
実

務
に

則
し

た
⼿

順
で

⾏
い

、
必

要
と

な
る

情
報

や
知

識
・

ス
キ

ル
の

獲
得

を
⽬

指
す

教
材

で
あ

る
。

 
テ

キ
ス

ト
と

な
る

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
の

ス
ラ

イ
ド

に
は

講
義

内
容

の
要

点
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

、
イ

メ
ー

ジ
画

像
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

ス
ラ

イ
ド

に
掲

載
さ

れ
て

い
る

情
報

は
基

幹
的

な
内

容
に

留
ま

る
た

め
、

講
義

の
際

に
は

適
宜

、
情

報
の

補
⾜

や
参

照
資

料
・

UR
L

等
の

提
⽰

も
検

討
す

る
。

以
下

に
PB

L
教

材
の

例
を

提
⽰

す
る

。
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※
テ

キ
ス

ト
教

材
例

②
（

泡
盛

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

PB
L）
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 4.
2.

 
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
教

材
 

4.
2.

1.
 

概
要

 

本
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
は

、限
ら

れ
た

時
間

内
で

実
践

的
な

教
育

を
実

施
す

る
た

め
、特

に
講

義
に

よ
る

基
本

的
な

内
容

の
知

識
学

習
に

つ
い

て
は

、
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
で

の
⾃

⼰
学

習
も

想
定

す
る

。
そ

の
た

め
に

、
各

講
義

映
像

形
式

の
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
教

材
や

、
そ

れ
ら

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

運
⽤

す
る

た
め

の
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

開
発

し
た

。
 

 4.
2.

2.
 

教
材

仕
様

 

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
ス

ラ
イ

ド
を

解
説

す
る

形
式

の
講

義
映

像
教

材
を

作
成

し
た

。
使

⽤
し

た
の

は
、「

⽇
本

⽂
化

・
社

会
教

育
」

の
2

科
⽬

、「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」

の
中

か
ら

、「
IT

⼈
材

の
キ

ャ
リ

ア
」

と
「

⾃
動

⾞
整

備
⼠

の
キ

ャ
リ

ア
」

の
2

科
⽬

で
あ

る
。

 
本

教
材

は
、下

図
の

よ
う

に
、パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

ス
ラ

イ
ド

を
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
ア

バ
タ

ー
が

解
説

す
る

形
式

を
採

⽤
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
映

像
教

材
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

で
動

作
す

る
e

ラ
ー

ニ
ン

グ
サ

イ
ト

に
実

装
さ

れ
、

任
意

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
学

習
で

き
る

環
境

が
整

備
さ

れ
て

い
る

。
 

 
 

             
 

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
ス

ラ
イ

ド
 

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

ア
バ

タ
ー
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